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この報告書 は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一 部で ある機械工業

振興資金の補助 を受 けて昭和50年 度 に実施 した 、 「企業 内情報処理教

育 に関す る実態 調査 の」一一ecと して とbま とめた もので あ りますo
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当財 団では,昭 和43年 以来,情 報処理技術者 育成事業 の一環 として,効 果

的な情報処理教 育を行 うための各種の調査研究を実施 して まい りま したが ,本

年度は,最 近特 に企業 内等 で要求 されてい る情報処理要 員の育成に関す る,教

育体系の提言 を行 うため,調 査研究 をいた しま した。
ド 　

本 報侍 者 は,各 界有 識者 の協力を得 て,最 近 の企業 内情報処理教 育の実態 を
もも

調査 し,あ るべ き姿 へ よ り一層 近 づけ るた め に,企 業 内 で の 育 成経 路(キ ャ リ

ア ・パ ス)を 考 慮 し た 教 育 体 系 を 提案 し,ま た あわ せ て関 連 す る報 告 を とり

ま とめ た もの で あ りま す。

こ こ に,こ の 事 業 実施 に ご尽 力 いた だ い た 関係 各 位 に心 か ら感謝 の意 を表 し

ます と と もに,こ の 報告 書 が 関係 各 方面 に 広 く利 用 され ,わ が 国 に お け る情 報

処理 技 術者 育成 の 一助 に な りま す こ とを念 願 す る次 第 で あ り ます。

蜜 昭 和51年3月

財団法人

会 長

日本情報処理 開発協会

植 村 甲午 郎
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1.調 査 ・研 究 の 主 旨

こS数 年 の経 済的 停滞 に もか か わ らず 。 企 業 にお け る コ ン ビ=一 夕利 用 の範

囲 は確実 に浸 透 して い る とい って よい。過 去 にみ られ た よ うな単 に事 務 の 事 後

処 理 的 な道 具 と して の コン ピ ュー タか ら,企 業 の生 産性 向上 の た め の ミプ ・ダ

ク テ ィ ビテ ィ ・エ ン ジン"と して の利 用 に真 剣 に取 り組 も うと して い る とこ ろ

が 多 い 。道 具 と して の コ ン ピ ュー タ認識 が深 ま るにつ れ て,企 業 ご とに そ の効

果 的 活 用 が 新 た な 視 点 か ら追求 さ れ て い る のが現 時点 といえ よ う。 そ れ を反

映 して,コ ン ピュー タ利 用 分 野 は拡 大 し,き わ め て多様 化 して い る し,構 築 さ

れ る シス テ ム も複 雑化 し,か つ非 常 に高度 な もの とな って い る。

この背 景 にあ るのは,い うま で もな く コン ピュー タの ハ ー ドウェア,ソ フ ト

ウ ェア の技 術 的 進歩 で ある。技 術的 発 展 に さsえ られ て,コ ン ピュー タの 利用

可 能 性 が一 段 と拡 大 して い る。 しか し,コ1/ビ ュ ータの効 果 的 な多 面 的 利 用 は

ハ ー ドウェ ア と ソフ トウェ アの進 歩 だ け で補 うこ とは で き な い。 コ ン ピュ ー タ

が単 な る道 具 で あ る以 上,そ の活 用 法 を工 夫 す る人 々いか ん にか かっ て い る。

技 術的 に か な り進歩 した コ ン ピュー タ ・シス テム を,ミ プ ・ダ クテ ィ ビテ ィ ・

エ ンジ ン"と して活 用 す る ため の道 を き りひ ら くのは,ま さ にそ の利 用技 術 を

開 発 す る コン ピ ュー タ要 員 に ゆ だね られ て い る。 つま り,ソ フ トウェ ア,ハ ー

ドウェ アの良 し悪 し以 上 にそ の利 用 分 野 を開拓 し,効 果 的 か つ効 率 的利 用 を創

造 すべ き ピー プル ウェ ア にか か って い る 。 ピー プル ウェ ア とい うべ き よ り も,

ブ レー ン ウェ ア とい った ほ うが よい か も知 れ ぬ 。単 な る べ人 間 の器"と い う よ

り も人間 の もつ ミ頭脳 の器"を 問 題 と しな けれ は な らな いか らで あ る。

ミ頭 脳 の器"は
,必 ず しも適 性 ・資 質 あ る いは能 力 な どで規 定 され る もので

は な い。適 切 な環境 と教 育訓 練 に よって 十分 育 成 しきれ る もの で あ る。 そ れ だ

け に,コ ン ピュ ータ要 員 の育 成 環 境,情 報 処 理 教 育の 内容 や そ の効 果 を一 層 充

実 させ る必要 が ある。
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1.1 調 査 研 究 の 目的

ハ ー ドウェ アや ソ フ トウェア の技 術 的 発 展 の か な りは,コ ン ピ ュー タ'メ ー

カや ソ フ トウェア会 社 に期 待 す る こ とが で きる。 あ るい は,コ ン ピ ュー タ ・メ

ー カや ソ フ トウェア会 社 に強 力 な要 請 を示 す こ とに よっ て相 当 の部 分 が解 決 す

る可能 性 が あ る。 一 方,ブ レー ン ウェ ア,つ ま リコン ピュ一 夕要 員 に関 しての

育 成 責任 は他 に期 待 す るだ け で は す ま され な い 。 コン ピュー タ ・ユーザが自 ら対

処 しなけ れ ば な らない要 素 が大 で あ る。 しか も,コ ン ピ ュー タ要 員 を採 用 す る

自由度 も,そ の 人 々 を 目的 とす る方 向 に育 て あげ る 自由度 もユー ザ に委 ね られ

て い る。決 して,他 の組織 に まか せ られ る性 格 の もので は な い。 そ の育 成 は,

企 業 が責任 を もって,計 画 的 か つ意 識 的 に工 夫 し,遂 行 してい か なけ れ ば な ら

な い。そ の ため には,と くに コン ピ ュー タ要 員 の育成経 路(キ ャ リア ・パ ス)

と職 務 内容,要 員確 保 とジ ョブ ・ロー テー シ ョ ン,処 遇 な どの育 成 環境 を見 直

す必 要 が ある。 また,こ れ らと の関連 にお い て,コ ン ピュー タ要 員 の教 育 体 系

を考 え直 す こ とが重 要 と思 われ る。

この た め に,コ ン ピュー タ要 員 の職種,キ ャ リア ・パ ス,処 遇 な どの実 態 を

で き るだ け 克明 に調査 し,そ の分 析結 果 を もと に キ ャ リア ・パ ス と職務 内容 に

も とつ いた教 育 体 系 の あ り方 を提 案 し,わ が国 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ の要 員

育成 と国 と して の情報 処 理振 興 に資 す る こ とを最 大 目的 と して,こ の調 査 研究

に着 手 した。

1.2 調 査 研 究 の 内 容

上 記 目標 を達 成 す るた め には,ま ず 日本 の コン ピュー タ ・ユーザの実 態 を で き

るだ け詳 細 か つ正 確 に知 る必 要 が あ る。 この実態 調 査 を分 析 した うえ で・ 情報 .

処 理技 術 者 を,育 成 す るため の ミあ るべ き姿"を 具体 的 に提案 す る こ とが必 要

と なる 。そ の結 果,今 回 の調 査 研 究 内容 の柱 を つ ぎの2項 目 と した 。
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(1)コ ン ピュー タ ・ユ ー ザ を対 象 に,情 報 処 理 技 術 者 の育 成 に かか わ りを も

っ た諸 問 題,と くに キ ャ リア ・パ ス と職務 内容,要 員確 保 とジ ョブ ・ロー

テ ー シ ョン,要 員 に要 求 され る適 性 ・資質 と知識,情 報処 理教 育 の方 法 な

どの現 状 と動 向 を調 査 し,分 析 す る。

(2)情 報 処理 技 術 者 の育成 に ふ さわ しい キャ リア ・くくス と職 務 内容 を研究 し,

そ れ に も とつい た教 育体 系 とカ リキ ュ ラム を提 案 す る。

過 去 の調 査 研 究 が,と か く実 態調 査 に片 よる か,逆 に提 言 や指 針 な ど に片 よ

る傾 向 が み られ た が,今 回 は両 者 を バ ラ ンス させ る方 向 で 出発 した。

1.3 調 査 方 法

負

●

調 査 方 法 に 関 しては,コ ン ピュー タ ・ユー ザ との面 接 法 に よる調 査 の 必 要性

も強調 さ れ た が,調 査 対 象者 が限 定 され て しま うこ と,調 査 要 員 と期 間 に制約

が ある こ と,お よび 費 用 面 で問題 が あ る こ とな ど に より,結 局 ア ン ケー トを主

体 に実 態調 査 を実施 し,そ れ を補 う 目的 で数 社 の管理 者 を招 聰 し,ヒ ア リン グ

調 査 を実 施 す る こ とに した。 なお,調 査 対 象 と して は通 常 の情報 処 理 技 術者職

種(オ ペ レー タ,プ ログ ラマ,シ ス テ ム ●プ ラ ン ナ)を 主 体 と し,コ ン ピュー

タ部 門 の管 理者 とかORワ ー カや マ ネ ジ メン ト ・サ イエ ン テ ィス トな ど超 専門

家 グ ルー プ は対 象 か ら除 外 す る こ とNし た。

ま た ・ ア ン ケー ト調 査 に関 しては,過 去 の各 種 調 査 資料 を十分 に分 析検 討 し

た うえ で,過 去 の資 料 で補 え るも の,あ る いは 時 系 列 的変 化 を把握 す る必 要 の

な い ものは調 査 項 目か ら除外 す る こ とを基 本 と した 。

以 上 の事 項 を前 提 に,,つ ぎの方法 で調 査研 究 を行 うこ と と した。

(1)情 報 処 理 技 術 者 に 関 係す る内外 の資料 や 報告 書 等 を 収集 し, .調 査分 析 す

る。 と くに最近 行 われ た各種 機 関 での調 査 結 果 を分 析 す る。具 体 的 には,

つ ぎの7つ の資料 を調 査 分析 す る こ とに した 。

① コ ン ピュー タ ・ス ペ シ ャ リス トの処 遇 お よび教 育 に関 す る調 査(日 本

◆
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情報 処理 開発 セ ン ター)

② 情報 処 理要 員 の養 成 確 保 に関 す る諸 問 題

(情 報処 理 研 修 セ ンタ ー)

③ 企 業 内 情報 処 理 教 育 の 動 向調 査 報告 書

(情 報 処理 学 会)

④ 情 報 処理技 術 者 の 職種 等基 礎調 査 報 告 書

(情 報 処 理研 修 セ ン ター)

⑤ 計算 セ ン ター にお け る技 術者 の 職務 内容 とキ ャ リア ・パ ス

(日 本 情報 セ ン ター協 会)

⑥ 情報 処 理教 育 振 興 の基本 構 想(文 部 省)

⑦ 情報 処理 教 育 の調 査 報 告 書

(日 本 情 報処 理 開 発 セ ン ター)

(2)日 本 にお いて 情 報処 理 教 育 を提 供 してい る機 関 の開 催 コー ス名,コ ー ス

目標 と内容,受 講 対 象者 な どを調 査 分析 す る。機 関 と しては,コ ン ピュー

タ ・メー カと公 的 性格 を帯 び た主 要 団体 の範 囲 に と どめ る。

(3)上 記2項 目の調査 分析 をふ ま え て,ア ン ケー トに よって企 業 内 情報 処 理

教 育 に関 す る実 態 調 査 を実施 し,分 析す る。

(4)ま た,本 委 員会 に ユー ザのEDP部 門 お よび人 事 部 門 の管 理者 を招 聰 し,

企 業 内 情報 処 理教 育 に関 して意 見交換 を行 う(ヒ ア リン グ)。 人 事部 門 を

も対 象 に した の は,考 え 方 や 方針 がEDP部 門 と異 なる こ と,お よび 人事

担 当管 理 者 へ の橋 渡 し的 な報 告 書 とす るね らいの ため に,人 事 部 門 を ま き

込 ん だ形 での調 査 研 究 を意 図 した か らで ある 。 しか し,実 際 に は後 述 す る

よ うに,人 事 部 門 の管 理 者 を対 象 と した ヒア リン グ は開催 で きな か っ た 。

(5)上 記(1)か ら(4)の 結果 をふ まえ,情 報 処 理教 育 体 系 の あ るべ き姿

についての具体 案 をまとめ,こ れ ら調 査 研究 とは 別 に欧 米 にお け る企 業 内情

報 処 理 教 育 に 関 す る実 態 を視 察 調 査 す る こ とに した 。

なお,調 査 研 究 に あた っ ては,外 部 有 識者 お よび 当 財団 役 職 員 か らな る情報
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処 理 教 育調査委員会 を設 け,調 査研究の基本方針,調 査範 囲 と内容,実 施 方 法,と

りま とめ方等の検討 にあたった。一方,具 体 的 な調 査 研 究,ア ン ケー ト項 目 の作

成 と集 計結 果 の分析,提 案 教 育 体 系 の 構 築,報 告 書 の作 成 作 業 な どは専 門 委

員会 で行 っ た。

●

'■

●

●
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2.ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に つ い て

2.1調 査 概 要

今 回 の調査 は,情 報 処 理技 術者 の育 成 に あた っ て関係 を持 つ と思 わ れ る諸 問

題 の実態 を把握 し,そ の結果 を情 報処 理技 術者 の あ るべ き育成 体 系 に反 映 す る

こ とが主 要 な ね らい で あ った 。 し か も,最 近 の 各 種 調 査 で そ の 実 態 な り,

動 向 な りが か な り正 確 につ か め る もの に関 して の重 複 調 査 は極 力排 除 す る こ と

に あった。 した が っ て,ア ン ケー ト調 査活 動 に先 立 っ て 輌 まず 関連 資 料 の調 査

研 究 を行 っ た 。そ の結 果 と,図2-1に 示 して い る要 員 育 成 に関係 す る諸要 素

をつ き合 せ調査 項 目を8つ に しぼ っ た。

(1)回 答会 社 の概 要 お よび コ ン ピュー タの利 用 状況 ・

(2)コ ン ピュー タ要 員 につ いて(要 員構 成,学 歴,経 験 年 数,情 報 処 理技 術

者試 験 の合格 者 数 な ど)

(3)業 務 委託 につ いて(委 託 の 内容,理 由,問 題 点 な ど)

(4)要 員確 保 の方 法 に つ い て(要 員 確保 の方針,最 初 に担 当 させ る職種 と学

歴 の関係 な ど)

(5)キ ャ リア ・パ ス とジ ョブ ・ロー テー シ ョン につ いて(キ ャ リア ・パ ス の

設 定 と運用 状況,キ ャ リア ・パ ス の基準,設 定 され て いな い場 合 の理 由,

ジ ョ ブ ・ロー テー シ ョン の実施 状況 と コン ピュー タ部 門 での経 験年 数 な ど)

(6)要 求 され る知 識 と適 性 ・資 質 につ い て

(7)教 育 につ い て(利 用 教 育 機 関,OJT体 制,教 育 訓 練 期 間,教 育 内容,

企 業 内教 育 の実 態 と問 題 点,各 種 団体 ・研修 所 の教 育 利 用,コ ン ピュ ー タ

・メー カの 教 育 利 用,教 育効 果,教 育費 用 な ど)

(8)学 校 教 育 との関連 につ い て(情 報 処 理専 門学 科 卒 の取 扱 い,一 般 学 科 に

対 す る情報 処 理教 育,学 校 を利 用 した再教 育 な ど)

(1)は情報処理要員 の育成 には直接 関係 しないが ・企業環境 を知 る うえで必須

㎞1

り

一6一



e

●

6

●

⑰

・

一

ン

フ

テ

ヨ

ヨ

ー
シ

ジ

ロ

要員確保

採用方法

女性要員

高校,高 専、

短大,大 学

など

求 される

識 ・技術

●教育内容

・教育方法

・教育担当者

・教育期間

・教育費用

タ

校

一

学

ユ
ピンコ

企 業内

ンピュー

教 育
//

仕事 を通 じ

・教育の問題点

・今後の方向

要求 される適性
・資質

コ ン ピ ュー タ
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、

図2-1要 員 育 成 に何 が 関 係 す る か
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で あ る 。

今 回 の ア ンケ ー ト調 査 の性 格 か ら,コ ン ピュ ー タ ・メー カ,計 算 セ ン ター,

病 院,学 校 は調 査 対 象 か ら除 外 した。 「電 子 計 算機 ユーザー調 査 年 報 」(情 報 処

理 学 会 編,1975年 版)の 上 記 を除 い た約4,000社 の中 か ら1,100社 を

ラン ダム抽 出 し,ア ン ケ ー トを送 付 した 。 昭和50年10月 中旬 に発 送 し,11

月末 日ま で に回収 を終 え た。 回収 件数284件 の うち有効 回 答件 数 は27 .0件

で あ り,回 収率25.8%で あ る。 なお,後 述 す る よ うに ラ ンダ ム抽 出 した結 果,

比較 的 小 規 模 ユーザ か らの回答 が 多 か った 。 した が っ て,こ れ ま で の実 態調 査

と異 な り,小 規 模 ユー ザ の多 い 日本 の実 情 をかな り反 映 した結果 が 得 られ た と

いえ よ う。

以 下 で,そ れ ぞ れ の調 査 項 目ご とに集計 結 果 の要 約 を し てお く。詳 細 につ い

ては,各 論 を参 照 さ れ た い。

口

2.2 回 答 会 社 の 概 要

有効 回答数270社 の うちの 約65%に あた る175社 が資 本 金50億 円未

満 で あ り,企 業 規 模 も1,000人 未満 が約44%(119社)と 比 較 的 中小企

業 が 目立 つ 。

最初 の コン ピュー タ導 入時 期 は 昭和45年 か ら46年 が28.1%(76社)

と一 番 多 く,44年 以 前 にさ かのぼ るに した が っ て少 な くな っ て い る。 つ ま り,

回 答会 社 の大半 が コ ン ピ ュー タ導 入 後数 年 余 り しか経 過 して お らず,コ ン ピ ュ

ー タ要 員 の 育 成 に関 して積 極 的 な い しは,意 識 的層 で あ る とは断定 で きな い。

換 言 す るな ら,日 本 の企業 の平 均 的 層 か らの回 答 が得 られ た わ け で,実 態調査

と しては好 ま しい傾 向 とい え る。

回答業 種 は,製 造 業 が43.3%(117社)と 圧 倒 的 に多 く,つ ぎに官 公 庁

・団体(18 .5%,50社)小 売 ・商 業(11.5%,31社)・ サ ー ビス業

(10%,27社),金 融 ・保 険 ・証 券(9.3%,25社)と つ づ い て いて ・

'

ワ
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業 種別 コ ン ピュー タ利 用 の状 況 をほ ぼ反 映 して い る とい え よ う。

コ ン ピ ュー タの主 な適 用 業 務 は事 務 計 算 が圧 倒 的 で(96 .3%),科 学技 術

計 算 はそ う多 くは ない(15.6%),コ ン ピュー タの設 置 台数 は1台 の企 業 が

多 く(7L1%),レ ン タル金額 は 百万 円か ら五 百 万 円の ところ が半 数 近 くを

占 め て い る(46.5%)。

2.3 コ ン ピ ュ ー タ 要 員 に つ い て

6

5

⑨

コン ピュー タの要 員構 造 を年令 別 にみ る と ,キ ー パ ンチ ャ職種,オ ペ レー タ

職 種,プ ログ ラマ職 種 の いずれ も20代 前半 が主 流 を 占め て い て,つ ま り,こ

れ ら職種 は,若 年層 に さ さえ られ て い る。 一方,シ ス テ ム ・プ ランナ職種 に な

る と,20代 後半 が 一番 多 く(38.6%),30代 前 半 も少 な くない(27 .5

%)。 実 務 経 験 が か な り要求 され る職種 であ るだ け に,こ の傾 向 は うなづ け る 。

ただ し,今 回 の調査 を過去 のデー タ と比 較 す る ことが で き ない の で ,年 令 構造

が時系 列 的 に あ る程 度変 化 して い る のか ど うか は定 か で な い 。 コン ピュー タ部

門 の歴 史 が古 くな る と,こ の種 の パ タ ー ンに あ る程 度 の変 化 が生 じるか も知 れ

な い。

要 員 構 造 を学 歴 との か ね合 い でみ る と,や は り,キ ー パ ンチ ャ,オ ペ レー タ,

プ ログ ラマ の3種 職 では高 卒 で過 半 数 を占 めて い る。 た だ し,オ ペ レー タでは

大 学卒 は16.7%と 少 ない が,プ ログ ラマで は34.2%と 急 伸 して い る。一 方,

シス テ ム ・プ ランナ職 種 だ と,大 学(院)卒 が49 .7%と ほぼ 半 数 を 占め て い

るの に対 し高卒 は44.1%で あ る。今後 の高 学歴 社会 を想 定 す る と,オ ペ レー

タ・ プ ログ ラマ職種 に も大 学 卒 が もっ と浸 透 してゆ くこ と だろ う。 な お ,コ ン

ピ ュー タ学校 卒 は オ ペ レー タ とプ ログ ラマ職種 に 目立 つ が ,全 体 に 占 め る割 合

いは わ ず か数 パー セ ン トに過 ぎな い 。

と ころ で,職 種 とコ ン ビ声 一 夕 部 門 で の経 験年 数 の 関係 で あ るが,キ ー パ

ンチ ャ と オ ペ レ ー タ と で は 半 数 以 上 が2年 未 満 で あ る 。5年 以上 にな る と ,

,
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ご く一部 しか存在 しな い 。 プ ロ グ ラマ 職 種 だ と,3年 か ら4年 の経 験 が一 番

多 く(32.1%),1年 か ら2年 がそ れ に っつ い てい る(25.7%)。 シ ス テ

ム ・プ ラ ンナ に な る と,ま た1廻 り経 験 が増 え5年 か ら6年 が 一番 多 くな る

(29.8%)o

情報 処理技 術者 の確保 とそ の技 術 的向 上 を促 進 す るね らい の も とに,通 商産

業 省 では 情報 処理 技 術 者 試 験 を実 施 して い る。今 回 の回 答企 業 の要 員 総 数 や く

7,500人 の うち,こ の試 験 に合 格 して い る人数 は276名 で あ った 。 た だ し,

合 格 者 が正確 に把 握 で きない こ と も あっ て記 入 もれ も相 当 あ るか も知 れ ない 。

とも あれ,こ の 回答 か らみ るか ぎ りわず か3.8%の 合格 者 しかk・ らず,こ の試

験 の浸透 度 は ま だま だ の感 じが す る。 なk・,276名 の うち第2種 合 格 者 が1

81人 と圧 倒 的 に多 く,第1種 合格 者 は73人,特 殊 合 格 老 はわ ず か22人 と

少 な い。 しか も,シ ス テ ム ・プ ランナ職 種 で は,特 種(11名)で は な く第

1種(43名)と 第2種(61名)合 格 者 が多 い の が 目立 つ 。 シ ス テム ・フ フ

ン ナ と して 十 分 育 成 し きれ て い ない こ とを反 映 してい る ので あ ろ うか 。

と ころで,技 術 者 試 験合 格 者 は仕 事 の業 績 が か な り保 証 で きる とい う傾 向 が

で て い る。回 答件 数 が少 ない ので断 定 す るには危 険 性 が残 るが,い ず れ の合 格

老 も業績 が 「悪 い 」 と した と ころ は皆無 で ある。特 種 と第1種 の合 格者 で は3

分 の2近 くが 「非 常 に よい」 ない しは 「よい 」 と回 答 して い る。 第2種 の合 格

者 で は 「非 常 に よい 」,「 よい」 の 合計 と 「変 らな い 」 と の回 答が 相 半 ば して

い る 。いず れ に'しろ,情 報 処理 技 術者 試 験 の合格 者 がそ れ な りの業 績 を あげ て

い る傾 向が み え るの で あ り,こ の こ とは も っ と積 極 的 に この試 験 を利 用 す る こ

との メ リ ッ トを示 唆 して い る。要 員 の技 術的 能 力 を ひ きあ げ,そ の結 果望 ま し

い仕事 の遂 行 を期待 で き るの で あ り,そ の ため の動 機 づけ と して もっ と前 向 き

に活 用 すべ きで あ ろ う。
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2.4 業 務 委 託 に つ い て

何 らか の コ ン ピュー タ 処 理 業 務 を 外 部 に 依 存 してい る とこ ろは 多 い 。調 査

結 果 に よる とキ ー ・パ ン チ業 務 の委 託 が 目立 って多 く,全 体 の6割 近 くが委 託

して いる ・ た だ し,そ の うちの半 数 近 くは キー ・パ ンチ業務 の3割 以 下 の委 託

にす ぎな い。委 託理 由 の トップが 「ピー ク時 の処理 か ら」(49.6%,65社)

とい うこ とか ら も,こ の割 合 は うなづ け る。一 方}キ ー ・パン チ業 務 の全 面委

託 もか な り あ り,委 託 企 業 の4分1強 が これ にあ た る。'「労 務 管 理 上 の問 題 か

ら 」(45.0%,59社)と い う理 由が2番 目に ラン ク され て い る のは,こ れ

を反映 してい るの で あ ろ う。 ま た,「 要 員 不足 か ら」 としaう理 由 も高 い(40 .5

%,53社)。 数 年前 にみ られた よ うな花 形的 職業 の面 影 は全 く失 わ れ つxあ

る とい え よ う。

オ ペ レー シ ョ ン業 務 の委 託 は,回 答 企 業 の28.2%(58社)で 行 って い る。

しか も,そ の う ち21社 が全 面 委 託 で ある。他 の どの業 務 よ り も全 面 委 託 が一

段 と高 い。 委託 理 由 が 「労 務 管 理 上 の問題 か ら」 と訴 え てい る ところ が多 い と

こ ろか ら(79.3%,46社)～ 二の傾 向 が強 い ので あ ろ う。 ま た ,「 要 員 不足

か ら」 とい う理 由 も無 視 で きな い(67.2%,39社)。 一 方,「 ピー ク時 の

処 理 か ら」 とい った理 由 は キー パ ン チ業 務 に くらべ る と一 段 と低 い(20.・7%,

12社)。

プ ログ ラ ミン グ業務 の委 託 を行 っ て い る企業 は オペ レー シ ョン業 務 のそ れ よ

り は若 干 増 え る(30.8%,64社)。 ただ し,こ の うちの圧 倒 的 な と ころ

(51社)で は3割 以 下 の委 託 しか して いな い。全 面委 託 は実 に わず か4社 し

か な い 。 この点 が オ ペ レー シ ョ ン業 務 と大 巾 に異 な る 。 した が っ て,委 託理 由

は 「要 員 不 足 の ため 」(60.9%,39社)と か 「ピ ー ク 時 の 処 理 か ら 」

(42.2%,27社)が きわ だ っ て高 い 。

一 方 ・ シス テ ム設計 業 務 の委託 は他 の業 務 に くらべ て一段 と低 くな る 。全 体

の15.2%(30社)で しか委 託 して い ない。 しか も,そ の うち24社 は3割
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以 下 の委 託 で あ る。 全 面委 託 は わず か に1社 で あ る。 こ の傾 向 は,プ ログ ラミ

ング業 務 と共 通 して い る。 しか し,そ の理 由 とな る と様 相 が異 な る。確 か に 「

要 員 不 足 のた め(53。3%,16社),「 ピー ク時 の処 理 か ら」(23.3%,

7社)は 高 い。 ただ し,他 の業 務 でほ とん どみ られ な か った 「技 術導 入 の必要

か ら」(20.0%,6社)と か 「技 術 不 足 か ら」(16.7%,7社)の 理 由が

きわだ っ て高 い。 これ は,企 業 内 の シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ が充 分 に育 って い な

い こ とを物 語 っ て い る1つ の表 わ れ といえ よ う。

と ころ で,業 務 委 託 をす る ことは そ れ な りの メ リ ッ トを生 ん で い る と同 時 に

コン ピュータの有 効 利 用 あるいは要 員 の育 成 上 に問 題 を 投 げ か け て い る よ うで あ

る。 外 部 に依 存 す る とい う安 易 さか ら,全 社 的 なEDP化 推 進意 欲 が低 下 した

り,処 遇 面 での比較 か らモ ラルが 下 った りす る問 題 が 指摘 され てい る 。ま た,

委 託 に頼 る こ とに よっ て,自 社 の コン ピュー タ 要 員 の 業 務 能 力 が 低 下 して し

ま う とか,外 部 要 員 にま か せ る こ とに よっ てオ ペ レー シ ョン上 の改 善 を行 うと

い った積 極 性 が欠 如 して しま う といっ た なげ き がみ られる 。 ま た,シ ス テ ム設

計 や プ ログ ラ ミン グ の委託 にお いて は,業 務 引継 ぎや メイ ンテ ィナ ンス の さい

の支 障 が生 じて い る よ うで あ る。

傾 向 と して は,業 務 委 託 を活 用 す る方 向 に あ る こ とは疑 い ない 。た だ し,こ

れ ら問 題 に ど う対処 す るか の しっ か り した方 針 な い しは解 決 策 を緊持 す る必 要

が あ りそ うで あ る。 そ うで ない と,業 務委 託 はそ の後 に相 当 の禍 根 を残 す か も

知 れ な い。

等

「声

`宙

,

2.5 要 員 確 保 の 方 法 に つ い て

プ ロ グ ラ マ 要 員 と オペ1/一 夕要 員 の 確 保 に つ いて は・新 入 社員 に期待 す

る ところが 多 い(前 者 では79.2%,後 者 では74・9%)。 社 内他 部 門 か らは ・

プ ロ グ ラマ で39.2%,オ ペ レ ー タ で は35.4%で ある。(両 者 を合 わ せ

て100%を こえ る のは,供 給 源 を2つ 以 上 考 え て い る と ころ が 多 い か らだ)。

●

,
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とこ ろで,新 入 か ら確 保 す る場 合,最 初 か ら コ ン ピ ュ ー タ 要員 と して採 用 す

る とこ ろは少 ない 。一 般社 員 と して採 用 して 配 置 す る 企 業 が オ ペ レー タで は

コ ン ピ ュー ター要 員 と して採 用 す る場 合 より も3倍 近 く,プ ロ グ ラ マで も2

倍 以 上 多 い 。情 報 処理 技 術 者 と して のス ペ シ ャ リス トよ りも企 業 人 と して の要

員確 保 の色 彩 が 強 い 。そ れ だ け に,後 で報 告 す る ジ ョ ブ ・ロー テ ー シ ョンに関

しての しっ か り した方針 を確 立 す る必 要 が あ りそ うで あ る。

シ ステ ム ●プ ラ ンナ職 種 に な る と,社 内 の 他 部 門 か らの配 置 転換 で補 お う ・

とす る傾 向 が強 い(45.5%)。 現 場 の知 識 とか実務 経 験 が貴 重 とな る職種 だ

け に当 然 の傾 向 とい え よ う。 た だ し,コ ン ピ ゴ 一 夕 部 門 内 で の 移 動(39.0

%)と か,一 般 社 員 と して新 規 採 用(36.8%)と か も少 な くな い。

「一 般 社 員 と して新 規 採 用」 した場 合,最 初 に担 当 さ せ る職種 と しては オペ

レ ー タ と プ ロ グ ラ マ が 多 い ・ 高 校 卒 で は ま ず オ ペ レ ー タ 職 種 を経 験 さ せ

る企 業 が 目立 つ。 大 学(院)卒 で は,オ ペ レー タを 経 験 さ せ る と こ ろ とプ ロ

グ ラ マを 経 験 さ せ る と こ ろ が 相 半 ば して い る。 シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ を 最 初

か ら担 当 させ る と ころ は,大 学(院)卒 を除 い て きわ めて少 ない 。一 方,「 コ

ン ピ ュー タ要 員 と し て 新 規 採 用 」 した場 合 に も,高 卒,大 学(院)卒 の両 方

とも同様 の傾 向 を示 してい る。た だ し,コ ン ピュ ー ター学 校卒 に対 しては,オ

ペ レー タ 職 種 と プ ロ グ ラ マ 職 種 を 担 当 さ せ る 傾 向 が 強 い 。しか も ,シ ステ

ム ・プ ラ ン ナ職 種 を 最 初 か ら 担 当 さ せる企 業 は皆 無 とい う結 果 が で て い る。

「他 部 門 か ら の配 置 転換 」 とな る と,他 部 門 で の経 験 年 数 との兼 ね合 い で最

初 に担 当 す る職種 に配 慮 を加 え て い る と ころ が 多 い よ うだ 。3年 未 満 の経 験 者

だ と オ ペ レ ー タ が 多 く(65.8%),プ ロ グ ラ マ も 半 数 を 越 えて い る

(55・1%)・ 一 方 ・ シス テ ム ・プ ラ ンナ に な る と わ ず か8.6%で あ る 。3年 か

ら5年 未 満 だ と オ ペ レ ー タは半 減 す る(31.6%)が プ ロ グ ラ マ は 激 増 す

る(56・1%)。 また ・ シス テ ム ・プ ランナ は3倍 近 く増 加 す る(25 .7%)

5年 以 上7年 未 満 と な る と,オ ペ レ ー タ と プ ロ グ ラ マ は激 減 し,シ ス テ ム

・・プ ラ ン ナ は 増 加 す る
。7年 以 上 の場合 には,シ ス テ ム ・プ ラ ンナー は38 .
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1%と ピー ク に な っ てい る。

この結 果 か らみ る と,オ ペ レ ー タ や プ ロ グ ラ マ に っ い て は ・ 実 務経 験 は

あ ま り重 要 で は ない が,シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ に は 大切 な もの で あ る こ とを物

語 っ て い る とい え そ うだ。 ま た は,オ ペ レ ー タ とか プ ロ グ ラ マ は,若 年 層

で ない と新 しい知 識 ・技 術 の吸 収 とか忍耐 力 の面 で限 界 が あ る こ とを 示唆 して

い るの か も知 れ な い。

一●

2.6 キ ャ リア ・パ ス と ジ ョブ ・ロ ー テ ー シ ョ ン

J

2.6.1キ ャ リア ・パ ス につ い て

要 員育成 の 指標 ともい うべ き キ ャ リア ・パ ス の設 定 状 況 は,残 念 なが らき

わめ て低 調 とい わ ざ る を得 な い。 「す で に設 定 さ れ て い る」 のは10.1%(

27社)に す ぎず,「 設 定 を検 討 中 で あ る」 を加 え て も18,.7%(50社)

で あ っ た。 しか も,設 定 済 の27社 の うち,わ ずか に1社 だ け が 「キ ャ リア

・パ ス に も とつ い た育成 ,昇 進,昇 格 な どを明確 に実 施 して い る」 と回 答 し

てい る。他 の企業 の ほ とん どは 「キ ャ リア ・パ ス に も とつ い た育 成,昇 進,

昇 格 な どが あ る程 度 実施 さ れ て い る」 と して い る。 な お,キ ャ リア ・パ スを

設 定 済 ない しは検 討 中 で あ る企 業 は,要 員規 模 が 大 き くな るに した が っ て確

実 に増 大 してい る。 ま た,コ ン ピ ュー タの 導 入 時 期 が 古 く な る につ れ て増

え て い る 。

一 方 ,「い ずれ検 討 した い 」 とか 「当面設 定 す るつ も りは な い 」 と した消極

的 な企 業 で も,「 キ ャ リア ・パ スそ の もの の存 在意 義 を認 め な い」 ところは

少 な い(14.7%,30社)。 そ れ よ りも,「 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 が 新 しい

た め 」(43.3%,88社)と か 「キ ャ リア ・パス を設 け て もそ の 通 りに育

成 で きな いか ら」(36.9%,75社)と い った理 由 が強 い。

す で に設 定 さ れ てい る キ ャ リア ・パ ス,ま た は これ か ら設 定 しよ うと して

い るキ ャ リア ・パ ス の基 準 に関 して なん らか の回 答 が あ った のは,32件 で

警

〆

ゴ

,
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あっ た。 そ の内容 は千 差 万 別 で あ り,統 計 的 に意 味 の あ る集 計 は行 え なか っ

たが,そ の傾 向 は 次 の3点 に集 約 で き る。

・キ ャ リア ・パ ス の パ タ ー ンは,つ ぎの2つ に大別 で きる。 そ の1つ は,直

線 型 で あ っ て,オ ペ レ ー タ か ら プ ロ グ ラ マ を経 て シス テ ム ・プ ランナ

に 至 る経 路 で あ る 。 も う1つ は,並 列 型 であっ て,オ ペ レー タ,プ ログ

ラ マ,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 職 種 に 対 して,そ れ ぞ れ別 個 の育成経 路 を

設 け るパ ター ン で ある 。

・育 成 レベ ル の階 層 化(初 級,中 級,上 級 な ど)は プ ロ グ ラ マ 職 種 で 一 番

進 ん で お り,キ ャ リア ・パ ス は プ ログ ラマ 中心 に 運 用 さ れ て い る感 が 強

いo

・キ ャ リア ・パ ス の基 準 を高 卒 と大卒 とで区別 して い る ところ が21件 あ り,

特 に区別 してい な い と とろ(11件)よ り も多 い 。

以 上 み て きた よ うに,キ ャ リア ・パ ス に対 す る取 組 み は か な り遅 れ てい る 。

情報 処理技 術 者 を本 格 的 に育 成 して い くた め の環境,指 針 と して キ ャ リア ・

パ スが不 可 欠 であ る こ とは疑 い な い 。 しか し,現 実 にそ れ を設 定 し,運 用 し

てい くには諸 々の困 難 さが あ る,こ の困 難 さ を打 破 して ゆ くた め に は,各 企

業 で の努 力 も必要 で あ るが,国 と して キ ャ リア ・パ ス の確 立 を促 進 す るため

の諸 施 策 を実 施 す る必要 が あ ろ う。 す で に,情 報 処 理技 術者 試 験 が実 施 さ れ

てお り,確 か に キ ャ リア ・パス促 進 の刺激 となっ て い る。 しか し,こ れ とて

キ ャ リア ・パ スを積 極的 に意 識 して い る とは いNが た い 。 もっ と,キ ャ リア

・パ ス と直 結 させ た試験 を志 向 して も よか ろ う。何 よ り も早 急 に要 求 され る

こ とは,キ ャ リア ・パ ス の い くつ か の モ デル を指針 と して提 示 す る こ とであ

ろ う。 各企 業 と も,い か な る キ ャ リア ・パ ス を志向 す べ きか で悩 ん で い る。

これ に対 して 国 と しての ガ イ ドライ ンを提 示 してゆ くこ とは,キ ャ リア ・

パス設定 の促 進 に大 き く寄 与 す る もの と考 え られ る 。
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2.6.2ジ ョブ ・ロー テー シ ョンに つい て

企 業 と しては,情 報 処 理技 術者 を育 成 す る とい う以 上 に企 業 人 と して将来

役 立 つ 人材 を育成 して い く とい う使 命 が強 い。 これは,一 般 社員 や一般 新 入

社 員 か らコン ピュー タ要 員 を 確 保 し よ う と い う動 きが 強 い こ とに も表 われ

て い る。 ご く一部 の人 材 を除 い ては,コ ン ピュ ー タ ・ス ペ シ ャ リス,ト と し

て育 成 す る の では な く,ジ ェネ ラ リス トと して 育成 しよ うとい う意 図 が働 い

て いる 。 したが っ て,企 業 人育 成 の キ ャ リア の一 環 と して 情報 処理 の仕 事 に

一 時 期従 事 させ る とい う傾 向が 強 ま って いる6つ ま り,ジ ョブ ・ロー テ ー シ

ョンに よる人材 育 成 で あ る。 ジ ョブ ・ロー テー シ ョ ンは企 業 人 育成 と して意

義 が あるだ け で な く,コ ン ピ ュー タ部 門 内 で の 沈 滞 化 を 防 止 した り・ ユー

ザ 部 門 の ニ ー ズ に 合 っ た サ ー ビス体 制 を作 りあげ る こ とに も貢 献 す る。 ま

た,ユ ー ザ 部 門 に 転 出 して い く こ とは,各 部 門 に情 報 処 理技 術 を有 した人

材 が配 置 され る こ とを意 味 し,効 果 的 な コ ン ピ ュ ー タ 利 用 が促 進 さ れ る こ

とに も結 び つ くρ なお,ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョンは コ ン ピ ュ ー タ 部 門 で の

キ ャ リア ・パ ス を否 定 す る もの で は決 して な い 。む しろ逆 で あ る 。全 社 的 な

キ ャ リア ・パ ス の一 環 と して コ ン ピ ュー タ部 門 の キ ャ リア ・パ スが設 定 で ・

き,ま た,キ ャ リア ・パ スの節 節 で本 人 の希 望 と適 性 とを勘 案 しなが らジ ョ

ブ ● ロー テ ー シ ョン が 組 込 め る の で あ り,む しろ キャ リア ・パ スの 円滑 な

運 用 に貢 献 す るの が ジ ョブ ・ロー テー シ ョ ンで もあ る。

さ て,ジ ョ ブ ・ローテ ー シ ョン の うちの他部 門 か らの転 入 の様 子 は す で に

「要 員確 保 の方 法 につ い て 」の項 目で報 告 した 。一 方,転 出 につ い ては,「

しば しば転 出 させ て い る 」 ところが43.4%(116社)と か な りの傾 向 を

示 して い る。 しか も,要 員規 模 が大 き くな る につれ て転 出傾 向 は明 らか に強

ま って い る。 「ほ とん ど転 出 とい うこ とは な い」 とした ところが50.5%(

135社)あ るが,そ の最 大理 由は コ ン ピュー タ部 門 が 新 しい た め,ま だ

転 出 させ る時期 に な って い な い(45.9%)か らで あ る。 ま た,代bの 育 成

が 困難 だ か ら(40.0%)と か,プ ロジ ェク トの続 出 の ため転 出機 会 を失 っ
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て い る(25.1%)と こ ろ も多 い 。

・貸 2.7要 求 され る適 性 ・資質 と知識 に つ いて

'
●

必
〉

、

●

2.Z1要 求 され る適 性 ・資 質

情報 処 理 技 術者 に要 求 され る適 性 ・資 質 につ い ては,職 種 に よっ て か な り

異 な る とい う結果 が で た。 各 職 種 ご とに要 求 され てい る適 性 ・資 質 のベ ス ト

7を 示 す とつ ぎの よ うに な る。

表2-1

順位 システム ・プランナ職 種 プ ロ グ ラ マ 職 種 オ ペ レ ー タ職 種

1

'

分析力 ち密性 責任感

2 計画力 論理性 正確性

3 説 得 力 ・表現 力 正確性 忍耐 力

4 総合力 忍耐 力 機敏性

5 独創力 責任感 信頼性

6 論理性 分析力 協調性

7 洞察力 信頼性 実行力

シス テ ム ・プ ラン ナ に強 く要求 さ れ て い る適 性 ・資 質 の いず れ もオ ペ レー

タ に は ほ と ん ど 要 求 さ れ て い な い 。 ま た,分 析 力 と論 理 性 を除 くと プ ログ

ラマ職 種 に もそ れ ほ ど要 求 され て い ない 。一方,オ ペ レ ー タ 職 種 と プロ

グ ラマ職 種 で は 正 確 性,責 任 感,忍 耐 力は共 通 して要 求 さ れ てい るが,他

の適 性 ・資 格 はか な り異 質 な も ので あ る 。

この調 査 結 果 は,情 報処 理 技 術 者 の育 成 ・管 理 に関 す る い くつ か の問 題 を

提 起 して い る と考 え る。 こXで は2つ の点 に焦点 を定 め て報 告 してtoこ う。

これ ま で の 傾 向 と し て,オ ペ レ ー タ か ら プ ロ グ ラ マへ,プ ロ グ ラ マ

か らシス テ ム ・プ ラ ンナへ と ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョン し,育 成 す る ケ ー スが

多 か っ た。適 性 ・資 質 の面 か らす る と,こ のや り方 は決 して得 策 とは い え な
9
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い 。 こ うしたア プ ロー チ を根 本 か ら考 え直 し,そ れ ぞ れ の職種 にふ さ わ しい

キ ァ リア ・パ ス と ジ ョ ブ ・ロー テ ー シ ョン体 制 を志 向 す べ き時 期 に きて い る

といえ よ う。

過 去 に く らべ て,そ れぞ れ の 職種 に要 求 さ れ る適 性 ・資 質 が変 化 し,多 様

化 して い る。 た とえ ば,数 年 前 だ とプ ログ ラ マの 適 性 ・資 質 は 論 理 性 ・正

確 性,分 析 力 あ るい は ち密 性 あ た りが 〒般 的 で あっ た 。今 では,こ れ らに加

えて 忍耐 力 とか責 任 感 とか が重 要 視 され て き て いる 。 と もあれ,適 性 ・資 質

が これ だ け 多様 化 して くる と,1人 の人間 で プ ラニ ン グか らプ ログ ラ ミング,

あ るい は オ ペ レー シ ョン まで面 倒 み る の には限 界 が あ る 。適 性 に応 じた職種

の分 化 を追 求 せ ざ る を得 ない し,チ ー ム ・オ ペ レー シ ョン体 制 を強 化 す る こ
　

とに よって,相 互 補 完 を行 いな が ら効 果 ・効 率 を高 めて ゆ くシス テ ム を もっ

と研 究 すべ きで あ る。

2.7.2要 求 され る知 識 ・技 術

要 求 され る知 識 に関 して は,職 種 レベ ル(初 中級 レベル と上 級 レベ ル)に

分 け て職種 ご とに調 査 してみ た 。職種 レベ ル を基 準 に調 査 した のは,レ ベ ル

に よ って要 求知 識 にか な りの ひ らきが あ る と想定 した か らだ 。

調 査 知 識 ・技 術 項 目は,ハ ー ドウ ェ ア(構 造 ・機 能 ・原 理),ハ ー ドウェ

ア(オ ペ レー シ ョン),コ ン ピュー タの 利 用 形 態;'ソ フ トウ ェア,シ ス テ

ム設 計,関 連 知 識,実 務 知 識,そ の他 の8つ に類 別 し,101項 目 にわ た っ

て調 査 した 。

ハ ー ドウェア,コ ン ピュー タ の 利 用 形 態,ソ フ トウ ェア に関連 す る項 目

は,要 求 度 合 い(必 須,強 く要 求 さ れ る,望 ま しい知 識 ・技 術)に 程 度 の差

は あ るが,ど の職種 で もまん べ ん に要求 され て い る 。 システ ム設 計,関 連 知

識,実 務 知 識,お よびそ の他 に関 連 す る 項 目 で は,オ ペ レ ー タ職種 よ リプ

ロ グ ラ マ 職 種 が,プ ロ グ ラ マ 職 種 よ リ シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ 職 種 の 方 が

要 求 度 合 い が一 段 と高 まっ て い る。 そ れ だ け,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ に は広
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壬

'●

範囲 の知 識 ・技 術 が要 求 さ れ てい る こ と を暗 示 してい る。 ま た,全 体 にわ た

って,要 求 知 識 ・技 術範 囲 が広 が りす ぎて い るが,と れ が現 実 を反 映 して い

る とい うより も,か な り期 待 感 が とめ られ た回 答結果 と い うべ きか も知 れ な

い 。職 種 レベ ル別 あ るい は要 員 規 模別 の傾 向 に関 しては各 論 を参 照 さ れ たい 、

要 員 に要 求 され る知 識 ・技 術 の範 囲 と深 さ な どは,企 業 の 環境 条 件 に よっ

て変 化 す る性 格 の もの で あ り,容 易 に一般 化 で き な い 。 コ ン ピ ュ ー タの応

用 分 野 と利 用 形態,職 種 の分 化 の度合 いや キ ャ リア ・パ ス,各 職種(あ るい

は職 種 レベ ル)ご と の職務 内容 な どに応 じて大 巾 に異 な る。 とりわ け ,ど の

範 囲 の仕 事 を期待 してい るか が大 き く影 響 す る。 したが って,今 回 の調 査結

果 を ヒン トに しなが ら,上 述 の諸条 件 を 加味 した企 業 独 自の標 準 的 な要 求 知

識 ・技 術 の一 覧 表 を作 成 す る こ とを強 く提案 す る。 この種 の一 覧表 が あ る と,

職 種 や レベ ル に応 じた教 育 体 系 や教 育 計 画 の立案 が容 易 に な る し,現 実 を反

映 した効 果 的 で きめ細 か い育 成訓 練 を実施 す る ことに もつ な が る。

2.8 要 員 教 育 の 実 態 に つ い て

●

2.8.1利 用 して い る教 育 機 関

情報 処 理技 術 に 関 す る教 育 機 会 と して は,企 業 内教 育,コ ン ピ ュ ー タ ・

メー カ 教 育 お よ び 各 種 団体 ・研 修 所 の提 供 す る教 育 に大 別 で き る 。今 回 の

調 査 で み るか ぎ り,こ れ ら教 育 を うま く組 合 わ せ て利 用 して い る傾 向 が 強 い 。

しか も,オ ペ レ ー タ教 育 よ リ プ ロ グ ラ マ教 育 が,プ ロ グ ラ マ教 育 よ り

もシス テ ム ・プ ラン ナ教 育 の 方 が 一 段 と この傾 向 を強 め てい る。

企 業 内教 育 だけ で充 足 してい る のは オ ペ レー タ職 種 に 多 く(35 .2%),

プ ログ ラ マ職 種 や シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 で は わ ず か 数 パ ー セ ン トに す

ぎ な い。 メー カ教 育 だ け に 依 存 し て い るのは,い ずれ の職 種 で も15%内

外 で あ る 。 プ ログ ラ マ職 種 と オ ペ レ ー タ職 種 で は,企 業 内 教 育 と メ ー カ

教 育 の 組 合 わ せ が 一 番 多 く(前 者 は45,8%,後 者 は36 .5%),シ ステ
■
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ム ・プ ラ ンナ 職 種 に な る と さ ら に各 種 団体 ・研 修 所 の教 育 を組 合 わせ る傾

向 が強 い 。(39.3%)。

2.8.2訓 練 期 間 とOJTに つ い て

教 育 期 間 に して も現 場訓 練 期 間 に して も,企 業 に よっ て大 巾 な差 が み られ

る。 い ず れ の職 種 を とっ てみ て も,1ケ 月 未 満 の と ころ もあれば1年 以 上見

込 ん でい る ところ もある 。 これ は,要 員 に要 求 してい る知 識 ・技 術 の水 準 と

範 囲 の差 や育 成方 針 の差 な どが影 響 す る結 果 で あろ う。

教 育 期 間 につ いて は,シ ステ ム ・プ ラン ナで は1ケ 月 未 満(34.1%)

と1年 以上(23.6%)の 両 極 端 に分 か れ て い る。徹底 した現場 訓練 を主 体

に す る方向 と,逆 に教 育 主体 で進 め る方 向 が あ るか ら だ ろ う。 プ ロ グ ラ マ

職 種 で は約75%の 企 業 が3ケ 月未 満 と して お り,オ ペ レ ー タ職 種 で は,

1ケ.月 未 満 が圧 倒 的 で あ る(61.9%)。

現 場 訓 練 期 間 は,シ ス テ ム ・プ ラ ンナで は1年 以 上 が 多 く(55.3%)・

プ ログ ラマ と オ ペ レー タ で は6ケ 月 未 満 が 多 い 。(前 者 は69.2%,後

者 は83.5%)。

と とろ で,現 場訓 練(OJT)の 体 制 が整 っ て い るの は全 体 の3割 程 度 で

あ った 。 ただ し,現 場 指 導者 を置 い て指導 して い る と ころ は多 い(48%)

が,指 導 方 法 を具 体 的 に して実 施 して い る と ころは少 ない(21%)。 明 らか

に要 員 規 模 の差 がOJT体 制 に影 響 して い る。要 員 規 模 が30人 を越 す と こ

ろ では,半 数 近 くの企 業 で体 制 が 整 っ て い る と思 われ るが,9人 以 下 の規 模

だ と20%程 度 しか整 って い ない。

'■

奄

.己

2.8.5教 育 内容 に つ いて

実 際 に実 施 して いる教 育 内容 を調査 してみ る と 「2.7.2要 求 さ れ る知識

・技 術 」 で ふ れた要 求知 識 ・技 術 との間 に種 々の差 が み られ る。 主要 な ポ イ

ン トに つ い て以 下 に ま と めて お く。詳 細 につ い て は,各 論 を参 照 して 欲 しい 。

、
・

●
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'●

き

》̂

●

●

・コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド ウエ ア ,ソ フ トウェ アに関 して は か な りの教 育 の

チ ャ ンス が与 え られ て い る よ うで あ る。 しか し,シ ス テ ム設 計,関 連 知 識,

そ の他 の項 目に関 す る教 育 機 会 は,要 求 水準 に比 較 す る と きわ め て低 調 で

あ る。実 務 知 識 に 関 して は か な りの教 育機 会 が与 え られ て い る 。

・全 般 に いえ るこ とは ,必 須 の知 識 ・技 術 で あ る と回 答 した率 に近 い,な い

しは そ れ を下廻 る教 育の 実施 率 で あ る。 つ ま り,そ の レベ ル に強 く要 求 さ

れ る知 識 ・技 術 とか望 ま しい知 識 ・技 術 ま での教 育 の 面倒 ま では み きれ な

い とい うのが実 情 の よ うだ 。 これ らは,自 己啓 発 に ゆだ ね る とい うこ とか

も知 れ な い。

・シス テ ム ・プ ラン ナに 対 し て は ,ハ ー ド ウ ェア項 目 に関 しては 必須 の要

求 率 に近 い教 育 が与 え られ て い る 。一 方,ソ フ トウェ ア項 目に関 しては か

な り下 廻 っ てい る。 ま た,シ ス テ ム設 計 とか関 連科 目 の知 識 ・技 術項 目に

な る と大 き く下 廻 っ て い る。 つ ま り,本 来 の シス テ ム ・プ ラ ン ナ 教 育 に

ふ さわ しい もの に は ほ ど遠 い といっ た感 じで あ る。

・プ ログ ラ マの 教 育 内 容 で は ,プ ロ グラム の設 計 技 法 だ とか プ ロ グ ラム効

率 の測 定 ・評価 ・改 善 手 法 が 弱 い 。 一方,オ ペ レ ー タ で は オ ペ レ ー テ ィ

ン グ ・シ ステ ム とか かわ りを もっ た オ ペ レー シ ョ ン技 法 の教 育 機 会 が少 な

い傾 向 が あ る。

以 上 の諸点 か ら推 察 で きる よ うに,実 際 の教 育 は,必 須 の知 識 ・技 術 の範

囲 で しか行 われ てい ない 。 しか も,相 当 部 分 に関 しては教 育 の機 会 さ え な い

よ うだ 。 ま た,教 育 の主 体 は,ハ ー ドウェ ア とプ ログ ラム教 育 に片 よっ てい

る傾 向 がみ られ る 。高 度 な プ ログ ラ ミン グ技 法 とか オ ペ レー シ ョン技 法 ま で

の教 育 に は な ってい な い。換 言 す る な ら,新 人主 体 の教 育 が主 流 とな っ てい

る。 と りわ け問題 と な るの は,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナに対 す る教 育機 会 がか

な り的 は ず れ の ものに な っ てい る ことで あ る。 ハ ー ドウェ ア と ソフ トウェ ア

の教 育 を与 え,あ とは実務 の 中で何 ん とか育 成 しよ うとい う傾 向 が み られる。

これ では,大 した システ ム ・プ ランナ は 養 成 で き ま い 。 調 査 結 果 か ら分 る
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か ぎり,高 度 な情報処理技 術者 を育成 する方 向での教育体制 にはほ ど遠 い よ

うである。

2.8.4企 業 内教 育 の 実 態

企 業 内 で情 報 処 理教 育 を実 施 して い るの は,回 答企 業 の45.6%で あ る。

当然 の こ となが ら,要 員規 模 が 拡 大 す る につれ て実 施 率 は高 ま り,30人 以

上 の規 模 では75%近 くで実 施 してい る。

企 業 内 で実施 して い る教 育 の対 象 者 は,初 中 級 プ ロ グ ラ マ(75.4%)

と初 中級 オ ペ レー タ(55.7%)の 場 合 が 多 い。上 級 レ ベ ル とか,シ ス テ

ム ・プ ランナ職 種 を 対 象 と し て い る ところは多 くな い。教 育 内容 が高 度 に

な る とか,教 育 対 象者 の人数 に 限 りが あ る こ とな どが 影 響 して い る と思 わ れ

る。

企 業 内教 育 を担 当 す る専 任 者 を も うけ て い る ところ は,わ ず か15.5%と

少 な い 。 他 の と こ ろ で は,特 定 コ ン ピ ュ ー タ 要 員 が 一 時 的 に 担 当 す る

(47.1%)と か特 定 要 員 と社 外講 師 とで担 当 す る(28.7%)な どの方法 を と

って い る。企 業 内教 育 を実施 す る積 極 的 な理 由は,「 実 務 事例 中心 に教 育 が

で き るの で,即 効 性 が高 い 」(59.3%),「 日常 業務 を行 い なが ら研 修 で

き る」(42.9%),「 企 業 ニー ズ に合致 した教 育 が で き る」(40.7%)

な どが 目立 つ 。 これ ら特 性 が 十分 生 か され てい るか とい うこ とに な る と若 干

の疑 問 は残 る。

一 方 ,企 業 内教 育 の問 題 ない しは 限界 と して い る点 は,教 育 担 当者 にか か

わ りを も った問題,教 育 カ リキ ュ ラム と内容 に関係 した問 題,お よび教 育 の

実 施 ス ケ ジ ュール の 問題 の3つ に集 約 で きる。 これ らの諸 問 題 に いか に対処

して ゆ くか が,今 後 の企 業 内教 育 の発 展 の鍵 と な りそ うで あ る。

2.8.5各 種 団 体 ・研 修 所 の利 用 実 態

各 種 団 体 ・研 修 所 を要 員 教 育 の一 環 と して 利用 して い る と ころは,267
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社 中155社(58.1%)で あ る。 や はb,要 員規 模 が拡 大 す るにつ れ て利

用 率 は大 巾 に高 ま る傾 向 が ある。

各 種 団 体 ・研 修 所 は シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 職 種 を 主 体 に 活 用 し て い る

(49.0%)。 また,上 級 プ ログ ラマ を 主 体 と し て 利 用 し て い る と ころ も目立

つ(20.0%)。 これ は,各 種 団体 ・研 修所 の教 育 には
,「 他 社 の具 体 的 実

例 が研 究 で きる」(62.9%),「 最新 の情 報 ・動 向 が 得 られ る」(53 .2

%),「 専 門 分野 の 高度 な研修 が で きる」(47.6%)な どの特 性 が あ る こ

とか ら・必 然 的 に シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナや上級 プ ロ グ ラ マ 向 け に 活 用 さ れ

る こ とに な るの で あ ろ う。

,&

」

■

2.8.6コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ 教 育 の 利 用 実 態

コ ン ピ ュー タ ・ メ ー カ が 提 供 す る 教 育 を 利 用 し て い な い の は
,わ ず か

3・1%で あb圧 倒 的 企 業 で 利 用 し て い る(た だ し
,無 回 答 が22.1%あ っ た)

こ れ は,「 使 用 機 種,ソ フ トウ ェ ア に 合 致 した教 育 が 得 られ 」(95
.2%),

しか も無 料 提 供 の教 育 が 多 い こ とか ら 「経 費 が 安 くて す み 」(55 、4%),

か つ ま た 「短 期 間 に 養 成 で き る 」(28 .3%)と い う メ リ ッ トが あ る か らで

あ ろ う。

コン ピ ュー タ ・ メ ー カ の 教 育 を 最 も良 く利 用 し て い る の は
,初 中級 プ

ログ ラマ で あ る(44 .9%)。 また,19.1%の と ～二ろ では,上 級 プ ロ グ

ラマ を 主 体 に 利 用 し て お り,14 .1%の と ころ で シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 主

体 で あ る。 オ ペ レー タ主 体 の と こ ろ は ほ とん ど な い 。 オ ペ レ ー タ対 象 の

教 育 コー スが少 な い か らで あろ う。 プ ロ グ ラマ主 体 に 利 用 さ れ て い る率 が

高 い のは,要 員構 造 と して プ ログ ラマ 層 の 人 数 が 多 い こ と も あろ うが
,メ

ー カ教 育 が プ ロ グ ラ マ教 育 の 傾 向 が 強 い こ と も影 響 し て い よう
。メ ー カ

教 育 が こ れ ま で の よ う な プ ログ ラ マ 教 育 主体 で あ るべ きか ど うか は 慎重

に検討 して み る時 期 に きてい る よ うであ る。

磯
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2.8.7情 報 処 理教 育 の効果 と費 用

情 報 処 理 教 育 の効 果 と して は,「 基 本的 知 識 ・技 術 の修 得 がで きた」 と 「

要員 と して一 般 的能 力 向上 が は か れた 」 とす る ところが どの職 種 で も多 い 。

「専 門 的高 度 利 用 の知 識 ・技 術 力く修 得 で きた 」 とす る とこ ろは シス テ ム ・プ

ラン ナ職 種 で 高 く,プ ・ グ ラ マ 職 種 で も3分 の1が 支持 して い る。 さ ら

に,シ ステ ム ・プ ラン ナ 職 種 で は,「 物 の 見 方,視 野 が広 くな っ た」 とか

「システ ム思 考 力が 養 成 で きた 」 と回 答 した企 業 も多 い 。

年 間 の教 育 費 用 に関 して は,無 回答 が半数 近 くに のぼ っ た 。 これ は,教 育

費用 の コン トロー ルが 十分 なされ て いな い とか,社 外 秘 であ る とか の理 由が

反 映 され た結 果 で あ ろ う。 とも あれ,1人 当 りの年 間 費 用 は,1万 円未満 の

と ころ もあれ ば,20万 円以 上 の と ころ もあ り千 差 万 別 で あ る。 た だ し,5

0万 円以上 の費 用 を見 込 ん で い る ところ は なか った 。

オ ペ レ ー タ よ リ プ ロ グ ラ マ の 方 が,プ ロ グ ラ マ よ り も シ ス テ ム ・プ

ラ ン ナの 方 が1人 当 り の 費 用 が増 加 す る傾 向 が み られ る。 システ ム ・プラ

ンナで は2万 円 か ら5万 円 を頂 点 に正規 分 布 に近 い傾 向 を示 して い る の に

対 し プ ログ ラマで は10万 円 未 満 に 集 中 して い る 。 一 方,オ ペ レ ー タ

は5万 円未 満 に集 中 して い る。外 部 の教 育機 関 の依 存度 の高 い職種 で教 育費

用 が増 加 す る とい うことで あろ う。

●,

●

ど

め

2.8.8今 後 の 要員 教 育 の方 向

今 後 の要 員教 育 に 関 して は,今 より縮 少 す る とか 減少 す る とか の回答 はほ

とん どなか った 。 ただ,各 種 団体 ・研 修 所 の利 用 を手 控 え よ うとす る ところ

が,15%内 外 あ っ たの が 目立 つ程 度 で あ る。 これは,景 気 の低 滞 の た めの

経 費 節減 の反 映 で あろ う。 もっ とも,各 種 団 体 ・研 修 所 の利 用 が 「今 よ り増

加 す る」 と回 答 した ところ が30%内 外 ある こ とか らす る と全 体 と しては増

加 方 向 に あ る。

注 目すべ きは,シ ステ ム ・プ ラ ンナ 職 種 に 関 して 企 業 内教 育 を 「今 よ り

.
・

,

一24一



憤

積 極 的 に行 う」 と回 答 して い る と ～二うが 半 数 近 く あ り,メ ー カ教 育 に対 し

て も 「今 より増 加 す る」 と した企 業 が ほ ぼ半数 に達 して い る こ とだ 。オ ペ レ

ー タ職 種 や プ ロ グ ラ マ 職 種 で は これ ほ ど高 くない こ とか らみ る と ,明 ら

か に シス テ ム ・プ ラ ン ナ教 育 の 充 実 を 望 ん で い ると考 え られ る。 プ ログ ラ

マ教 育 主 体 か ら脱 皮 す る傾 向 に あ る 。それ だ け に,国 の諸施 策 も シス テ ム

・プ ランナ教 育 の 充 実 を は か る方 向で進 め られ る 必 要 が あ る し
,メ_ヵ

教 育 も シス テ ム ・プ ラ ンナ教 育 を 拡 充 す る よ う努 力 を払 う必要 が あ ろ う。

た だ し,シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ教 育 は メ ー カ教 育 の 範 囲 外 で あ る との意 見

もあ り,こ れが 妥 当 で あ るか ど うか の検 討 も必要 と思 わ れ る。

O
、

」

9

2.9 学 校 教 育 と の 関 連 に つ い て

2.9.1専 門学 科 の卒 業 生 にっ い て

情報 処理 学 科 や これ に類 似 した 学 科(た だ し コ ン ピ ュ ー タ 学 校 は 除 く)

の卒 業 生 を採用 した経 験 の あ る企 業 は まだ少 な い(33.7%)。 これ は,こ

の種 の学 科 が設 置 さ れて か ら 日が 浅 い た めで あろ う。

一 方 ,専 門 学科 卒 の採 用 数 が 「増 加 してい る」 な い しは 「若干 増 加 して い

る」 の は14.4%で あ り,「 減 少 してい る」 または 「若 干 減 少 して い る 」の

18.9%よbも 少 な い 。 おそ ら く一 般企 業 では,専 門 学 科 挙 の ス ペ シャ リス

トより も ジェ ネ ラ リス トを求 め て い る こ とが影 響 してい るの で あ ろ う。

ま た,専 門 学科卒 を採用 した こ とが な い企業 の理 由 は,「 専 門教 育 は企 業

内 で十 分 行 い うる」(36.8%)と い うこ とで あ り,も っ と一般 的 あ るいは

基 礎 的知 識 の修 得 を期 待 して い る よ うで ある。 なお,「 応 募者 な し」 とい う

理 由 も 目立つ(24.2%)。

と こ ろで,専 門 学 科 卒 の要 員 の業 績 は 総 じて良 い とい う傾 向 がみ られ る。

採 用 後2ケ 年 以 内 の業 績 で み る と・ オ ペ レー タ職 種 で は47 .3%の と ころ

で,プ ログ ラマ 職 種 で は68.1%の と ころで,シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ職 種

¶
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で は41.7%の ところで 「非 常 に良 い 」 な い しは 「よい」 と回 答 して い る。

「悪 い」 と した の は ・わ ず か プ ロ グ ラ マ 職 種 で1件 だ け で ある 。 したが っ

て,短 期 的 にみ る な らば,専 門 学 科 卒 は確実 な 人 材 といえ よ う。 た だ し,ス

ペ シ ャ リス トと して長 期 的 に従 事 させ るた め の配慮 を して お く こ とが前 提 と

な るで あ ろ う。

一方 ,学 校 側 と して はそ れぞ れ特 色 を も った 情報 処理 学 科 を 目指 す必 要 が

あ ろ う。 そ れ'に よっ て定評 が 出 て くる と,企 業 は要 員 ニー ズ に見 合 っ た選 択

を し,積 極 的 に採 用 してい くと とに な る と思 わ れ る。

可

2.9.2一 般 学 科 の卒 業生 に つい て

情 報処 理専 門学 科 以 外 の学 科 を卒 業 し た 者 を コ ン ピ ュ ー タ要 員 と して採

用 す る場合,学 校 教 育 で 情報 処 理 に関 す るなん らか の科 目 を 「履習 して い る

必 要 が あ る」 と回 答 した企 業 は,わ ず か3.7%で あ り,「 履 習 して い る方 が

望 ま しい 」 との 回答 は44.8%で あ った 。 「特 に 必要 と しない 」 と答 え た企

業 も35.6%と 多 く,情 報 処 理科 目の履 習 を特 に重 視 して いな い傾 向 が あ る。

とれ は,先 述 の 「専 門教 育 は企 業 内 で十分 行 い得 る 」 とい う理 由 と相 通 ず る

もので あろ う。そ れ よ りも,一 般 的 な教 養 とか基 礎 的 な教 養 を望 ん で い る の

か も知 れ ない し,ま た情報 処 理 科 目を 履 習 した に して も,使 用 機種 や応 用分

野 の相 異 の た め最 初 か ら教 育 し直 さ なけ れば な らない とい った こ とが 潜在 意

識 と して あ るか らで あろ う。

情 報 処 理教 育 が 「必要 で あ る 」 な い しは 「履 習 して い る方 が望 ま しい 」 と.

回 答 した131社 の理 由 は,「 情報 化 社 会 に応 ず る教 養 が あ る」(32.8%)

「企 業 内教 育 の省略 ・短 縮 が で き る(28.2%),「 シス テ ム思考 がで き る」

(19.8%)な どで ある 。一 方,こ れ ら企 業 が学 校 教 育 に要求 して い る教 育

内容 は基 礎 的 な もの で あ る。つ ま り,「 コ ン ピ ュ ー タ の基 礎 的 な ハー ド,

ソ フ トの知 識 」(34.4%)と か 「プ ロ グ ラ ミング の実 習 」(26・7%)を

期 待 してい る と ころが多 い 。

ダ

J」

.
ψ

?
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侮
・

企 業 側 か らす れ ば,一 般学 科 に対 しては 情報 処理 教 育 をそ れ ほ ど期 待 して

い な い し,あ る程 度 期 待 して い る ととろ で もさほ ど高度 な もの は要 求 して い

な い 。基 本 を しっか り して欲 しい とい うのが 本音 で あ る。

ひ

⑨
∨

θ

◆
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5.ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 に つ い て

企 業 内 情報 処 理教 育 に 関 して コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ の 意 見 を聴 取 す る こ

とをね らい と した ヒア リングは,当 初EDP部 門,人 事 部 門 の双 方 の責 任 者 の

参 加 を得 て,異 った立 場 で の意 見 を聴 く予定 で あった が,人 事 部 門 と研修 部 門

とが 必 ず しも同 一 部 門 で なか っ た こ とに よる参 加者 選 定 のむず か しさ,人 事 部

、門 の性格 上公 的 発言 を避 け る傾 向 が あ る こと,さ らに は ヒア リング予定 時 期 に

鉄 道 機 関 の ゼネス トが 重 な っ た こ とな ど に より,今 回 は人事 部 門 の責任 者 を対

象 と した ヒア リン グは実 現 で きなか った 。 したが って,以 下 で はEDP部 門 の

責 任 者 を対 象 とし た ヒア リン グの要 旨 を報 告 す る。

.δ

令

3.1 対 象 企 業 の 選 定
ピ

ヒア リング対 象企 業 は時 間 的 制約 もあ って数 社 に限定 す る必要 が あ った 。

した が っ て,で き るだ け業 種 が 分散 す る こ と,使 用 機 種 が 特 定 メ ー カ に 片 よ

らな い こ と,コ ン ピュー タ部 門 が 各 事 業 所 に 分 散 して い な い こと,お よび東

京近 辺 の企 業 で ある こ とを念 頭 に選 定 に着 手 した 。業 種別 に これ ら諸 条 件 を勘

案 しな が ら数 社 を選 定 し,先 方 の意 向 を打 診 した結 果,金 融業(1社),サ ー

ビス業(1社),製 造 業(2社)の 合 計4社 を選 んだ 。

小

3.2 ヒ ア リ ン グ 項 目

今回 の調査研 究が情報処理技 術者 の育成 と教育 とい うことか ら,そ れにかか

わ りの あると思 われ るつ ぎの10項 目を選ん で,実 態 お よび意 見を聴取 した。

① 要員構成 と配 置

② 採用方針

③ 待 遇

●

つ

一28一



偏

.

∨

④ 人事交 流(ジ ョブ ・ロー テー ション)

⑤ コン ピュー タ要 員 に 関 す る諸 問 題

.⑥ 人事部門 に要望 す るこ と

⑦ コ ンピュータ要 員 の教 育方 法 と内容

⑧ 情報処理技術 者試 験 に対す る考 え

⑨ 業務委託 の現状 と将来

⑩ 女性要員の取扱 い

3,3 調 査 結 果

■

}

ヒア リン グは3時 間 余 りに わた り ,か な り多 方面 に わ た っ て実 態 聴取 が行 わ

れた 。 主要 な項 目に 関 して特 記 す べ き こ とを以 下 に ま とめ て お く。

へ

5.5.1採 用 方針

一般 社員 と して採 用 す る方 針 で動 い て い る と こ ろ が2社
,コ ン ピ ュ ー タ

要 員 を前 提 に採用 して い る と ころ が2社 であ った 。前 者 の うちの1社 は,修

士卒 で特 殊 な専攻 者 に限 って,コ ン ピ ュー タ要 員 を 前 提 と す る こ とが あ る

と答 え た。 後 者 の 場 合 の1社 は,コ ン ピュー タ 関係 の 仕 事 に従事 す る こ とを

前 提 に ・理 工 系学 卒 を中心 に新 規 採 用 して い るが,部 分 的 に は営 業 店 を1,

2年 経 験 させ る と して い る。

●

5.5.2待 遇

待 遇 面 で は一 切差 別 して い な い1(2社),キ ー パ ン チ ャだけ に作 業 手 当

の支 給 を行 っ てい る(1社),逆 に パ ンチ ャを 除 い て 特 別 な 手 当 を 支 給 し

て い る(1社)と の回 答 で あ った 。3番 目の ケ ー ス で は t'パ ン チ ャは事 務

部 門 と同 じ待 遇 で あ るの に 対 し,SE,プ ロ グ ラ マ,オ ペ レ ー タ と も事

務 部門 より も特 別 な待 遇 に なっ て い る。
苛
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5.5.3人 事 交流

これ に対 す る考 え方 は 大 き く2分 さ れた 。1つ は,い わ ゆ るゼ ネ ラ リス ト

志 向 で あっ て,一 般 採用 で確 保 した新 入 社 員 を コ ン ピ ュ ー タ部 門 に配置 し

他 部 門 との ジ ョブ ・ロー テー シ ョン を積極 的 に行 う とい う方 向である(2社)。

他 方 は,ス ペ シャ リス ト志 向 で あ って,他 部 門 との人事 交 流 は あ ま り行 わ な

い とい う考 え方 で あ る(2社)。 いず れ に しろ,要 員 の採 用 方 針 が,ジ ョブ

・ロー テー シ ョンの方 針 に も反映 して い る感 じで あ る。

■

'

5.5.4コ ン ピ ュー タ 要 員 に 関 す る諸 問 題

指摘 され た主 要 な も の をま とめ る とつ ぎの諸 点 にな る。

・企 業 人 として片輪 人 間 で ない社 員,つ ま り常識,モ ラル の高 い社 員 を作 る

方 向 で あ る。

・ORワ ー カな ど専 門 職 は キ ャ リア をつ け る こ と との関 係 で,ジ ョブ ・ロ

ー テー シ ョンの機 会 を失 う問題 が あ る。

。ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョンが停 滞気 味 で あ る こ とか ら,要 員 が行 員 か コ ン ピ

ュー タ要 員 か の 悩 み を も ち は じめて い る。

・理 工 系卒 の専 門 要員 に は,将 来 性 に つ い て不 安 を もつ者 が お り,今 後 は よ

り深 刻化 す る恐 れ が ある 。

。 コン ピュ ー タ部 門 の 異 質 な勤 務 体 制 か ら問題 が で て い る 。また,作 業 時

間 が不 規 則 に な る ことも問 題 が ある。

・企業 人 と して のモ ラル,コ ン ピュー タ部 門 と し て の 機 密 保 持 の問題 が あ

る 。

'・4

》

'

5.5.5コ ン ピ ュー タ 要 員 の教 育 方 法 と内 容

要 員 教 育 に関 して は,集 合教 育,OJT,外 部依 存 の3形 態 が あ るが,い

ず れ もこれ ら を組 み 合 わせ て実施 して お り,単 独 とい うと ころ は な い。 た だ

し,集 合教 育 が主 体 となっ てい る企 業 とOJT重 視 の企 業 と に色 分 け で きる。

弓
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、

しか し,OJTは 多 人数 にな る と困難 で あ る とか,体 系的 な指 導 が で きな い

な ど の意 見 が 出 され た 。 ま た,シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ 教 育 の イン ス トラク タ

に 困 っ て い る とい うこ とも きか れ た 。

一 方 ,外 部 教 育 に全 員 を参 加 させ るの は困難 なの で,代 表者 が 出 席 し,そ

の あ とで部 内 に広 め る方法 を と っ てい る ところが あ る 。

θ

》

5.5.6情 報 処 理技 術 者 試 験 に 対 す る考 え

と くに受 験 をす す めて い な い し,合 格 して もそ の こ とに よっ て評 価 しな い

とい う消極 的 姿勢 の と ころ が3社 で あ る。 た だ し,と の うち1社 は,部 全 体

と しては 受 験 をす すめ て い な いが,一 部 の課 ではすす めて い る との こ とで,

他 の2社 とは若 干 ニ ュ ア ンスが異 なっ て い る。

残 り1社 は きわ め て積 極 的 に活 用 して いる。 この社 で は,中 級 レベ ル以 上

の社 内 教 育 が十 分 で ない こ とか ら,自 己啓 発 を動機 づけ るた めに,通 信 教 育

の合格 者 に も,会 社 が半 額 補 助 を してい て,し たが って,技 術 者 試験 の受験

を積 極 的 にす す めて お り,合 格 者 には 報奨 金 を 出 して い る。 ま た,受 験 の準

備 の ため に ・合 格 した 先 輩 が講 師 とな っ て集 合教 育 を実 施 した り,願 書 を と

りま と めて発 送 す る な どの便 宜 もはか っ てい る。 な お,今 後 は この 試験 を,

キ ャ リア ・パス や職 種 認 定 の 資格 と して採 用 して行 きたい と して い る。

頒

5.5.7女 子 要 員 の取 扱 い

女子 要員 を キー ・パ ン チ ャ以外 で積 極 的 に活 用 して い る のは1社 だ け で あ

っ た。 ア ナ リス ト,プ ログ ラマ 総 勢188名 中50名 が 女性 で あ る。

女 子 要 員 は,一 人前 に な った こ ろで,退 職 す る ケー ス が多 く,定 着 性 に問

題 が あ るこ と,深 夜勤 務,残 業 な ど に限 界が ある こ とな どか らあま り歓 迎 さ

れ て い な い 。た だ し,大 卒 の場 合 に は,レ ベ ル,モ ラル と も に よ く,優 秀 な

者 は1年 教 育 す る と相 当 な 戦 力 と して使 え る とい う指摘 もあ った 。

¶
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4.提 案 教 育 体 系 に つ い て

4.1 提 案 の 主 旨
6

ワ

ア ン ケー ト等 の実 態調 査 です で に明 らか な よ うに,要 員 育 成 の原点 ともい う

'べ き キ ャ リア ・パ ス の設 定 状況 は きわ めて悪 い。 キ ャ リア ・パ ス が不 在 の ま ま

で教 育 訓 練 を行 う場 合 には,と か く当面 の ニー ズ だ け を念 頭 に おい た訓 練 に な

りが ち で あ る。そ の結 果,要 員 教 育 は,新 人教 育 とプ ロジェ ク ト志 向訓 練 に片

よっ てい る傾 向 が強 い。

新 人 は,そ の まま で は戦 力 とな り得 な い こ とか ら,そ れ な りの教 育 が行 われ

る 。 しか も,表 面上 は早 目 に生 産 的 な仕 事 に従 事 させ た い とい う当 面 の ニー ズ

を前 面 に打 出 しなが らも,実 際 に,す ぐに は必 要 としない こ と も結 構 教育 して

い る。当面 要 求 して い る職務 内容 の範 囲 が必 ず し も明確 にな っ てい な い こ とも

あ る し,そ の後 の体 系的 教 育 が限 定 さ れ て いな いだ け に,今 の う ちに 一応 あれ

も これ も教 え込 ん で お こ う とい う意 識 も反 映 してい るの で あろ う。 教 育効 果 は

そ れほ ど気 に しな いで,一 時 的 総花 的 に新人 教 育 が 展 開 さ れ て い る 。

新 人 教 育 が終 る と,あ とは 目前 に迫 っ た プ ロジェ ク トを完 遂 す るた め に必要

と なる新 知 識 や技 術 の教 育 が中 心 とな る 。やれ,オ ン ラ イン ・シス テ ム を導 入

し よ うとか,デ ー タ ・ベー ス ・シス テ ム を構 築 しよ うとか,あ る いは新 機 種 移

行 な どの プ ロジ ェ ク トが 具体 化 され る こ とに よ って,急 き ょ取 りかか る教 育 訓

練 で あ る 。 この種 の教 育 を,プ ロジェ ク ト志 向訓 練(ProjectOrientedTrain

ing)と 呼 ぶ 。

ど ち らか とい うと過去 の要 員 育成 教 育 は,新 人 教 育 と プ ロジェ ク ト志向教 育

主 体 で あ った。 これ ら教育 を否 定 す る理 由 は何 もな い。 しか し,こ の種 の教 育

で高 度 な情報 処 理技 術者 が 十分 育成 し きれ る もので は な い。 シス テ ム ・プ ラン

ナ職 種 に し ろ,プ ロ グ ラ マ職 種 に し ろ,上 級 レベ ル に なる に つれ て広 範 囲

で か な り深 い知 識 と技 術 とが要 求 さ れ る時 代 に な って い る。 この種 の知 識 ・技

ρ

'
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,》

θ

'

、

`

ぐ

術 は,一 朝 一 夕 に物 にな る とは思 え ない 。 ステ ップ ・バ イ ・ス テ ップで徐 々 に

修 得 させ る必要 が あ る 。 この た めに は,そ れぞれ の レベ ル に応 じて タ イ ミン グ

よ く必 要 とす る知 識 ・技 術 を身 につ け させ る こ とが肝要 で あ る。

職種 レベ ルに応 じてそ の時 々に ふ さ わ しい教 育機 会 を.与え るた め には,先 述

した キ ャ リア ・パ スが前 提 とな る と同 時 に,キ ャ リア上 の レベ ル ご とに要 求 さ

れ て い る仕 事 の範 囲 と深 さ,お よび 要求 され てい る知 識 ・技 術水 準 等 が 具 体 化

され てい る こ とが先 決 で あ る 。 こ のた め に は,各 々の レベ ル ご との職 務 内容 が

明 らか に され る必要 が あろ う。

と ころ で,こ れ ま で の教 育 の も う1つ の欠 陥 は,組 織 と して全体 的 な レベ ル

向 上 をは か る とい う姿 勢 が 弱 か っ た こ とで あろ う。

この こ とは ・キ ャ リア ・パ ス の不 在 だ とか,職 務 内容 の あ いま いさ に も反 映 し

て い る し,と か くプ ロ ジェ ク ト志 向訓 練 とい う形 式 で関 係 す る要 員 だ けの教 育

に片 よ り勝 ち であっ た こ と と無 縁 で は ある まい 。計 画 的,意 識 的 に しか も時間

を か け て,ス テ ップ ・バ イ ・ステ ップで組 織全 体 の情報 処 理技 術者 を育 てあ げ

る体 制 で は な か っ た と いえ よ う。

この よ うな過 去 の育 成体 制 を反 省 し,上 級技 術者 ま で に向上 さ せ る のに実 効

の あ る組 織化 され た教 育体 系 の指 針 ない しは ガ イダ ンス と な る もの を提 案 す る

こ とは,今 後 の情 報 処 理技 術者 育成 のた め に欠 くこ とので きない こ とSい え よ

う。

この た め に,わ れ わ れ は キ ャ リア志 向訓 練(CareerOrientedTraining)

の体 系 を提 案 す るこ とに した 。 この体 系 は ,キ ャ リア ・パス を前 提 に し,キ ャ

リア'パ ス上の育 成 レベ ル に応 じて ステ ップ ・バ イ ・ステ ッ プ で要 員 を育 て上

げ る もの で あ る。 したが っ て,育 成 レベ ル ご とに要 求 され て い る仕事 の範 囲 と

深 さ ・ つ ま り職務 内 容 に も とつ いた教 育 ニ ー ズ を抽 出 し,職 務 内容 中心 に教 育

体 系 を構 築 する 。 こ の体系 に も とつ いて,上 級 の技 術 者 ま でに 引 き あげ て行 こ

う とい う発 想 で あ る。

なお ・ このキ ャ リア志 向教 育 体 系 は,旧 来 の新 人 教 育 とか プ ロジ ェ ク ト教 育
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とかを否 定 す る もの では な い 。新 人 教 育 の部 分 は,こ の教 育体 系 の初 期 段 階 に

完 全 に吸 収 され る。 ま た,プ ロジ ェク ト志 向訓 練 は キ ャ リア志 向訓 練 と有機 化

され,よ り効 果 的 に展 開 され る。
⑲

∨

4.2提 案 体 系 確 立 の 手 順

キャ リア ・パ ス を前提 とした教 育 体 系 の作 成 手 順 は図4-1に 示 す通 りで あ

る。以 下 そ の ポ イ ン トを,手 順 に した が っ て要 約 してお く。

① キ ャ リア ・パ ス の設 定

提 案 教 育体 系 の 出発 点 は キ ャ リア ・パ ス で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ部 門 の

組 織 と要 員 構 造,要 員確 保 と転 入 ・転 出 の 方 針,コ ン ピュ ー タの利用 形

態 と作 業 の分担 の仕方 な どを勘 案 しなが ら,そ の企 業 にふ さわ し く,か つ

育 成 とい う観 点 か らそ れ に適 した きめ細 さ を もった キャ リア ・パ ス を設 定

す る。

② 職 務 記述 表 の作 成

設 定 した キャ リア ・パ ス を もとに,職 種 レ ベ ル ご との職務 記 述 表 を作 成

す る。 職種 レベ ル を分 割 す るの は,レ ベ ル ご とに要 求 され る仕 事 の範 囲 と

深 さ とに差 が あ る ことが前提 にな って いる。 した が っ て,そ の差 に十分 留

意 しなが ら,職 種 レベ ル ご との職 務 内容 を具 体 化 し,職 務 記述 表 にま とめ

る。 この職務 記 述 こそ が,教 育 訓 練 ニー ズ を抽 出 す る ため の重要 な源 泉 と

な る。

③ 各 職種 レベル ご との教 育 訓練 ニ ー ズ の抽 出

教 育 体 系確 立 に あた って は,職 種 レベ ル ご とに現 実 に要 求 さ れ て い る仕

事 の範 囲 と深 さ を分 析(つ ま り,職 務 内容 の 分 析)し,そ の結果 各 レベ ル

ご とに要 求 さ れ て い る知 識 ・技 術 の 水準 を具 体 化 す る。 これ と,キ ャ リア

・パ ス上 の前 行 レベ ルで の要 求水 準 との差 異 を把 握 し,該 当 レベル で の教

育訓 練 ニ ー ズお よび訓 練 目標 を抽 出 す る。 つ ま り,職 務 記述 表 とキ ャ リア

◎

'
.

◆
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キ ャ リア ・パ ス(育

成 経 路)の 設 定

▼

基本 的知識 ・技術職 務 計 画 表

'一 でz一

↓

各職種 レベル ごとの教育訓練 ニーズ

→ 教育訓練 目標

|r

教 育体 系(職 種 レベ ル ご と)

|「

主 要 な教 育 内 容

図4-1教 育 体 系 確 立 の 手 順

●
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・パ ス とを十 分 に考 慮 した教 育 ニー ズ を ひ き出 す方法 を とる。 なお,職 務

記述 表 に直 接 表 現 され て は い ないが,そ れ ら職 務 を遂 行 す るに あた っ て前

提 とな る,あ る い はそ れ を知 らな い と職 務 遂行 上 支 障 が生 じる とい った 基

本 的 な知 識 ・技 術 が考 え られ る。 これ ら基 本 的 知識 ・技 術 も もれ な く教 育

ニ ー ズに反 映 させ る。

④ 教 育体系 の確 立

教 育 ニー ズ が列挙 で きる と,そ の ニ ー ズ を どの よ うな訓練 順序 で満 た し

て ゆ けば よい か の検討 に入 る。基 礎 的 知 識 と上級 の知 識,職 務 上 で の優 先

順位,教 育内 容 の難 易 性 と段 階 性 な ど を考 慮 しな が ら,教 育 順序 を決 定 し,

教 育体 系 に ま とめ あ げ る。

⑤ 主 要 な教 育 内容(ト ピッ ク)の 決 定

職種 レベ ル ご との教 育 体 系 が完 成 す る と,教 育体 系 を構 成 す る コー ス ご

との主 要 な ト・ピッ クス を明 らか にす る。全 コー ス の主 要 トピックス が列 挙

さ れ る と,全 体 と して過 不 足 が な いか ど うか検討 し調 整 す る。

今 回 の提 案 教 育体 系 で は,こ こま で の作 業 しか行 っ て い ない 。 こ こま で

で教 育 体 系 の 大枠 が完 成 した こ とに な るの で,実 際 に は この あ と詳 細 な カ

リキ ュ ラム作 りに入 る こ とに な る。

9

?

へb

・

尋

4.3 提 案 教 育 体 系 の 概 略

前述 の教 育体 系確 立 の手 順 に したが っ て作 成 した提 案 教 育体 系 の概 略 に つ い

てふ れ て お く。そ の詳 細 内容 は,各 論 「教 育 体 系 の提 案 」 を参 照 され た い。

今 回 の提 案 教 育体 系 の も とに な った キ ャ リア ・パ ス は図4-2で あ る。

当初 の予 定 で は,要 員規 模別 の キ ャ リア ・パ スを構 築 し,そ れぞ れに応 じた

教 育体 系 を提案 す る積 りで あっ た。 しか し,実 態 調 査 の結 果 で要 員規 模 別 の明

確 な差異 を抽 出 しきれ なか った こ と,お よび 時 間 的制 約 も あっ て,唯1っ のパ

タ ー ン しか示 す こ とが で きな か っ た。 した が っ て,キ ャ リア ・パ ス と して は,

づ
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あ る程 度 要 員 規 模 が大 き く,職 種 区 分 が明 確 に な って い る もの を と りあげ た 。

例 示 した キ ャ リア ・パ ス は,過 去 の キ ャ リア ・パ スに 関 す る各種 実 態調査 を

反 映 させ る と同 時 に,こ れ か らのあ るべ き姿 を も加味 して い る 。前 述 した 「ア

ン ケー ト調 査 結 果 につ い て」 の項 で明 らか に した よ うに ,適 性 ・資 質 の面 か ら

み て,オ ペ レー タ か ら プ ロ グ ラ マ,プ ロ グ ラ マ か ら シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ

とい う経 路 は 決 して 望 ま しい ものでは な い 。適 性 ・資 質 に見 合 っ て ,そ れ ぞ

れ の職種 の中 での 上 級 レベ ルへ と育成 した方 が よい場 合 が 多 い。 したが っ て ,

この こ とを十 分 反映 した キ ャ リア ・パ ス と した 。 また,育 成 とい う観 点 か らす

る と,同 一 職種 レベ ル に長 年滞 留 す る こ とは,効 果 的 で は ない。 目標 に 向 って

要 員 を動 機 づ け,絶 え ず 向上 心 をか きたて るた め には,同 一 レベ ル にはせ いぜ

い3年 か ら4年 ぐら い しか と どめ て お くこ とが で きない 。そ のた めに,各 職種

と も初 級,中 級,上 級 の レベ ル を設 け,き め細 か く育 成 してい くた めの キ ャ リ

ア ・パ ス と した 。

なお,各 職種 レベ ル ご との職 務概 略 をま とめた の が表4-1で ある。作 成 し

た 「職 務記 述 」は 各論 「教 育 体系 の提 案 」 の個所 に収録 して い る。

図4-2の キ ャ リア ・パ ス と各 職種 レベ ル ご との職 務 言E述 とに も とつ い て作

bあ げ た提案 教 育体 系 の全 体 を示 した のが,図4-3で あ る 。

1つ1つ の枠 が 教 育 コー スを示 し,そ の中の タ イ トルが一 応 の コー ス名 で あ る 。

キ ャ リア志 向 訓 練 で は,こ の 図 で 分 る 通 り,職 種 レ ベ ル ご と に そ の レ ベ

ル で新 た に必 要 とな る知 識 ・技 術 を修 得 す る機 会 を タ イ ミング よ く与 え る 。場

合 に よ って は,先 行 職 種 レベ ル で次期 育 成 レ・ベ ル の訓練 を開 始 す る こ とは十 分

考 え られ る。 い ずれ に しろ,レ ベル ご とに必要 とな る知 識 ・技 術 をス テ ッ プ ・

バ イ ・ステ ップ で継 続 的 に与 えて い き ,期 待 され る上 級 レベル ま で引 きあげ て

い くの が,キ ャ リア志 向 の教 育訓練 体系 で ある。

なま㍉ 要 員 は教 育 を 通 じてだ け で育 成 しきれ る もの では な い 。仕事 を通 じて

の訓 練 こそ が ・教 育 で与 え られ た知 識 ・技 術 を本 物 の能 力,つ ま り実践 的 な生

きた能 力 まで に高 め て くれ る。
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上級 オペ レータ

中級 オペ レータ

初級 オペ レータ

シ ス テ ム ・プ ロ グ フ マ

新入または転入

上級プ ログラマ

中級 プログ ラマ

初級 プログラマ

上級
シス テム ・プ ランナ

中級

システム ・プランナ

初級

システム ・プ ランナ

■

ー
㎏

〆

図4-2キ ャ リア ・パ ス(育 成 経 路)

φ
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入出力装置のオペレー
シ ン

企 業 シ ステム とデータ

処 理

↓
コ ン ピュータ ・システ

ム の 基 礎

オ ペ レー シeン 実習IC1}

↓

オペ レ ーシ ョン実 習②

↓

プログラミングの基礎

プ ログ ラ ミン グの基礎

COBOL入 門

↓

オ ベレ ーテ ィン ・シ
ス テムの基 本的使 用法

フ ォ イ ル 編 成

↓

オペレーテ ィング ・シ
ステムの基本的使用法

↓

文 書 化 と 標 準 化

↓

フ ァ イ ル の 基 礎

↓

土一ティリィティにつバて

↓

(初 級オペレータ)

↓

COBOL上 級

プログラミング技法

プログラムの 文書化

↓

事 例 研 究

___...tL初 級zご ㌘ 二L

コンピュータ{ぱ 務内容

↓
オペ レ ーテ ィング ・シ
ス テムの

↓

文 書 化 技 法

オ ペレー テ ィング ・シ
ス ア ム の 機 能

ア セ ン ブ リー 言 語②

シ ス テ ム 設 計 入 門

↓

デ ータ通信システム入門

↓

情報逸理システムの動向

↓

務 営

1・ ・ テ ・ 設 計 ω

データ通信システム入門

↓

システ ム設計 演 習

望暢_

フ ァイル編 隊 と コン ト

ロ ール手法
デ ー タ ・ベ ース 入 門

↓ ↓

デ ー タ ・ベ ー ス 入 門 ハ ー ドウ ェア の 知 識

↓(中 級 プログ ラマ)一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一

問 題 分 折 手 法

(中 級 オペ レー タ)一 ー 一 　 一 「一 ー 一 一 ー ー ー

-

。ン_技 術。。向 ↓

↓ ・・テ・分折 ・設副 ㌫ え富 プログラ

業務効率化 ・工程管理 ↓ ↓

↓ レ ・ジ 。ハ 管理1帷 なプ・グラ・搬1

シ ス テ ム 調 査

↓

シ"
.
グンイテ一

の
レ
ム

ペ

テ

オ

ス

↓

↓

.シ ステムの分折 と柵
↓

ビジネス ・アプリケーション

↓

↓

オンライン ・システム設計

(F級 シスケムプランナ)

経営 科学1(必 須)

↓

経営科学 皿(選 択)

コミュニケづ ヨン技 法
オペレーティング ・シス
ームの ル ー ン

陵 全 性 曹 司

↓

↓ ↓ デ ー タ ベ ース 設 計

↓ プ ロ グ ラ ム 管 言 語 プ ロ セ ッサ ー ↓

1効 率 測 劃

ネ プ トワー ク とスケ シ
ーTン

↓
'、ヨ
1上 級 オペ レー タ
、 ノ

↓ プ ロ ジ ェ ク ト管 理

ノ へ

1上 級プログラマ}
、________一/

オ ン ライン ・〉ス ア
ムの知識

↓

デ ー タ ・ ペ ー ス

↓

↓

図1-3

ノ　　 　 　 　 　 コ 　 　 　 コ 　 へ

{シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ}
、________'____'

t'上 級 システ ム'、
1
、・プランナ ノ

教 育 体 系.の 全 体
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表4-1職 務 概 略

職 種

グループ
職 種 レベ ル 職 務 概 要

オ

ペ

レ

ー

タ

職

種

初 級 オ ペ レ ー タ

上 級 オ ペ レータ ない しは オ ペ レー シ ョ ン指 示書 に し

たが い,周 辺装 置 と簡 単 な コン ソー ル の操 作 を行 い

装 置 の使 用 状 況 を記録 す る。

中 級 オ ペ レ ー タ

オ ペ レー シ ョ ン指 示書 に した が い,ジ ョブ処理 に必

要 な諸 準備 を行 い,そ の オペ レー シ ョ ンを遂 行 す る

上 級 オ ペ レ ー タ

オ ペ レー シ ョ ン全 般 につ い て指 示 ・監 督 を行 い,必

要 に応 じて 中級 オペ レー タ以 下 の助言 ・指導 に当 る

プ

・

グ

ラ

マ

職

種

初 級 プ ログ ラマ

中級 プ ログ ラマの指 導 の も とに,プ ロ グ ラム作 成 の

作 業 を行 う。

中級 プ ログ ラマ

ジ ョブ単 位 で,プ ログ ラ ムの設 計 とそ の作 成 に関 す

る作 業 を行 う。

上 級 プ ログ ラマ

プ ログ ラム ・チー ム を ま とめ,プ ログ ラムの開発 管

理 と作 成,お よび技 術 的指 導,既 存 プ ログ ラム の メ

ン テ ナ ンス の計 画お よび管 理 を行 う。

シ ス テ ム ・

プ ロ グ ラ マ

オ ペ レーテ ィ ング ・シス テ ム をは じめ と して,メ ー

カ提 供 の プ ・グ ラムの効 率 的利 用 とユ ーザ と して の

改 良,追 加 お よび汎 用 プ ロ グ ラムの開 発 と これ らの

使用 につ い て の指 導 に当 る。

シ

ス

テ

ム

・

プ

ラ

ン

ナ

職

種

初 級 シス テ ム ・

プ ラ ン ナ

与 え られ た範 囲 内 で,シ ステ ム の調 査,分 析,基 本

設 計 に 関 す る中上 級システ ム ・プ ランナの作 業 を補 助

す る 。基 本設 計 の提 示 を受 け,中 上級 シス テム ・プ

ラ ン ナ の指 導 の もとに詳 細 設 計 を行 う。

中級 シス テ ム ・

プ ラ ン ナ

上 級 シス テ ム ・プ ランナ の 指導 を得 て,シ ステ ム の

調 査,分 析 ・基 本設 計 を行 う。基 本 設 計 書 に も とづ

き,シ ステ ムの詳細 設 計 を行 う。

上 級 シ ス テ ム ・

プ ラ ン ナ

大 規 模 シス テ ム も しくは高 度 な技 法 を要 す る シス テ

ム の調 査,分 析,基 本 設 計 を行 う。 シス テ ム開発 計

画 を作 成 し,そ の プ ロジ ェ ク トを管 理 す る 。

一40一

■

ノ・4
7

♂'

d



e

●

6
.

N

■

図 示 した教 育 体 系 に は,OJTの 内容 は示 して い ないが,各 コ ース を修 了 す る

こ とにそれ にふ さわ しい仕事 の機 会 を与 え る こ とこそ が重 要 で あ る。

4.4情 報処理技術者育成指針,情 報処理技術者試験 との関連

4.4.1情 報処 理 技 術 者 育成 指 針 との 関連

当財 団 で はす で に 「情報 処 理技 術 者 育成 指 針 」(初 級技 術 者,上 級技 術者

それ ぞ れ の)を 発 行 してい る 。

今 回 の教 育体 系 立案 に あた っ ては,こ れ ら指 針 を参 考 資 料 の1つ に は した

が,こ れ を念 頭 に作 業 を進 め る ことは しなか った 。

当 育 成 指 針 は,オ ペ レ ー タ職 種,プ ロ グ ラ マ 職 種,シ ス テ ム ・プ ラ ン

ナ職 種 を 区 分 した うえ で の技 術者 育成 指 針 とは な っ て い な い 。 これ らを包

括 した うえ で の初 級 技 術者 で あ り,中 級技 術者 で あ り,さ らには 上級 技 術者

で ある ので,今 回 の キ ャ リア ・パ ス に も とつ い た教 育体 系 に取 り入 れ る こと

は で き なか っ た 。 しか も,育 成 指 針 で は,職 務 内容 を具 体 化 した うえ で,育

成 内容 を考 え る と い う方法 は採用 してい な い。大 まか な業 務 分担 を も とに,

教 育 内容 を考 え て い くア プ ロー チ を とっ て い る 。

しい て,対 応 づけ を行 うとす れば,初 級 技 術 者 は,初 級 オ ペ レー タ,初

級 プ ロ グ ラ マ,初 級 シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ を 包 括 した ものに対応 す る 。中

級技 術 者 に は ・ 中 ・上 級 オ ペ レ ー タ,中 ・上 級 プ ロ グ ラ マ,中 級 シ ステ

ム ・プ ラ ン ナ,さ ら に は シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マを包括 した ものが対 応 し

てい る。 上 級技 術者 に は,上 級 オペ レー タの 職 務 の1部,上 級 プ ログ ラマ

お よ び上 級 シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナな ど の 職 務 が 対 応づ け られ る。 た だ し,

これ は,き わ めて大雑 把 な対 応 づ け で ある。

この よ うに育成 指 針 との関 連 づ けは強 くは ないが,教 育 体 系上 の各 コー ス

内容 を詳 細 にす る場 合 には,こ の育 成指 針 の カ リキュ ラムや教 育 内容 が 十分

参考 とな る 。提案 教 育体 系 で は,お おま か な トピック ス しか示 して い な いが
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これ を もとに詳 細 な カ リキュ ラ ム とす る にあた っ ては,「 情報 処 理技 術者 育

成 指針 」 を活 用 して欲 しい 。

4.4.2情 報処 理 技術 者 試 験 との 関連.

今 回 の提 案 教 育体 系 は,通 商産 業 省 で実施 して い る情報 処 理技 術者 試 験 を

と くに意 識 は して い ない が,一 応 の 目安 としては 次 の こ とが い え る。

初 級 プ ログ ラマ は,一 人 前 に な っ た 時 点では,情 報 処 理 技 術 者 試験 の第

2種 に は合格 す る程 度 の能 力 を持 たせ る こ とをね らい と して い る 。一方,中

級 プ ロ グ ラマ の レ ベ ル で 第1種 の 試 験 に合格 す る程 度 の実 力 とな る と とを

1つ の 目標 に して い る。 ま た,中 級 シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナで は特種 に合格 し

得 る知 識 ・技 術 を期 待 して い る。

す で に,・ア ン ケー ト調 査 結 果 で報告 した よ うに,'情 報処 理技 術者 試 験 の合

格 者 は仕 事 の業 績 も高 い 。合格 老 の大 半 が普 通以 上 の業 績 をあ け て い るの で

あ る。 こ の こ とは,要 員 育 成 上 こ の試 験 を有効 活用 す る こ との意 義 を示 唆 し

て い る。

,ま た ダ 「ヒア リン グ調 査 結 果 に つい て 」 の項 で報 告 した よ うに,あ る企業

では 中級 レベ ル以 上 の社 内教 育 の不 足 を補 うた め の動 機 づ け と して本 試験 を

積 極 的 に活 用 して い る 。さ らに は,キ ャ リア ・パ スや 職種 認 定 の資格 として

この試 験 を採用 しよ うと して い る 。

提 案 教 育 体 系 を も とに要 員 教 育 を考 え る場 合 に も,初 級 プ ロ グ ラ マで は

第2種 に,中 級 プ ログ ラマで は 第1種 に,さ ら に中級 システ ム'プ ラ ンナ

で は 特 種 に 合 格 す る こ とを 目標 に,情 報 処理 技 術者 試 験 と関連 づ け た活 用

を して欲 しい 。そ うす る こ とに よって,各 要 員 が 目指 す 目標 を よ り具 体 化 し,

動 機 づけ る ことが で き よ う。そ れ に,目 標 が具 体 化 されXぱ,あ る種 の教 育

部 分 は 自己啓発 に委 ね る こ と も可 能 とな る。

なお,情 報 処理技 術者 試 験 は,昭 和44年 に第1回 を実 施 し・す で に7回

目が実 施 され て い る。 当初 は物 珍 ら しさ も手伝 って受 験 者 も予 想以 上 の人 数
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で あ った が,そ の後 一 時減 少 して い っ た 。 しか し,昭 和47年 を さか い とし

て,そ の後 着実 に増 加 して きて い る。 この こ とは,本 試 験 が確 実 に定 着 し,

そ の利用 が拡 大 しつ)・・あ る こ とを意 味 して い る。要 員 育 成体 系 と うま く有機

化 した利 用 を,多 くの企 業 で もっ と もっ と試 み て欲 しい もので あ る 。

●

4.5 提 案 教 育 体 系 の 利 用 の 仕 方

、

s

●

こ こで提 案 した教 育 体 系 は,1つ の パ ター ンに過 ぎな い。 この体系 が各 企 業

でそ の ま ま踏 襲 で き る もの で は ない 。各 企 業 の組 織 と要 員 構成,キ ャ リア ・パ

ス と職務 内容 な どの実 情 に即 した修 正 を加 え た うえ で の活 用 が望 ま れ る。

この種 の変 更 が容 易 に行 え る ことを前 提 に,提 案 教育体 系 で はモ ジ ュ ール化

を志 向 して い る。1つ1つ の教 育 コ ー ス(モ ジ=一 ル)で は極 力1つ の機 能 と

か ソ7'ト ウェ アだけ しか と り扱 わ な い よ うに して いる。そ の結 果1つ1つ の コ

ー ス は短 期 間 で終 了 す る よ うな もの に な
って い る。 これ に よっ て,企 業 ニ ーズ

か らみ て不要 な コー ス を削 除 した り,逆 に新 規 コー スを体 系 の 中 に位 置 づけ た

りす る のが容 易 にな っ てい る。

教 育体 系 のモ ジュ ラー化 に は別 の意 義 もある。そ の1つ は,外 部 の教 育 コー

ス を選 択 して利用 す る こ との 自 由度 が高 い こ とで ある。教 育 体 系 上 の全 コー ス

を企 業 内 で実 施 す る のが理 想 では あ るが,現 実 問 題 として は ほ とん ど不 可 能 に

近 い 。か な りの教 育 は外 部 に依 存 せ ざる を得 な い。 との場 合,体 系 が モ ジ ュー

ル化 され て い る と,そ の組 込 み が 容 易 で あ る。そ れれそ れ の教 育 コー スの 目標

にふ さわ しい外部 コー ス を対 応 づ けて活 用 して欲 しい。

別 の意 義 は,コ ー ス間 に仕事 を通 じて の訓練,つ ま り,OJTが 位 置 づ けや

す い こ とで あ る。再 三 指摘 した よ うに,知 識 や技 術 の仕上 げはOJTで 行 わ れ

る。 つ ま り,生 きた能 力,実 践 的能 力 は仕 事 を通 じて培 わ れ る。 そ の た め の訓

練 が 最適 の タ イ ミング で実 施 で きる のが モ ジュ ラー教 育 体 系 で もあ る。

い ずれ に しろ,提 案 教 育 体 系 がモ ジ ュ ール化 され てい る こ とを利 用 して,企

鼻
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業 環 境 と諸 条 件 お よび教 育訓 練 ニー ズ に見 合 った教 育体 系 へ と発 展 させ る こと

が重 要 で ある 。

なお,提 案 教 育 体 系 で示 して い る教 育 順 序 は必 ず しも この順 序 で受講 すべ き

こ とを意 味 して いな い。確 か に初 期 レ ベ ルの教 育 コー スは 提 示 した順 序 が望 ま

しい ものが 多 い。 しか し,上 級 レベ ル に な るに したが って,受 講 順 序 を逆 に し

て も支 障 な い ものが 多 くな る 。育成 ニ ー ズの優 先 度,遂 行業 務 との兼 ね合 い,

教 育 コ ー ス開 講 の タ イ ミン グ な どを考 慮 して あ る程 度 の組 み か え を行 って も よ

い 。要 は,受 講 順序 を逆 転 した場 合,教 育効 果 に 大 き く影 響 しない範 囲 で の変

更 は一 向 に差 しつか え な い とい うこ とで あ る。

》
」

⑨

4.6今 後 の 検 討 に 関 す る4つ の 提 言

今回 の各種実態調査 と提 案教 育体系 をふまえて,今 後検討 しできるだけ早期

に具体化 すべ き4つ の事項 に関して提言 してお く。通商産業省 をは じめ と した

関連 各団体 で早 急 に検討 を開始 していた だきたい。

'ピ

〆 ・

4.6.1.キ ャ リア ・パ ス と職 務 記述 の標 準 的 モデ ル の作 成

す で に実態 調 査 か ら明 らか な よ うに,キ ャ リア ・パ ス の設 定 状況 は きわ め

て悪 い し,情 報 処 理技 術者 の標 準 的職 務 記 述 は皆 無 に等 しい。上級 情報 処理

技 術者 にまで育成 するの には,そ れ だけ の キ ャ リア と年 月 を要 す る 。'しか も,

そ れ にふ さ わ しい教 育訓 練 体 系 を構 築 す る には,そ れ ぞれ に要 求 さ れて い る

仕 事 を具 体 的 に表 現 した 職務 記述 が前 提 とな る 。 これ らキ ャ リア ・パ ス と職

務 記 述 を作 成 す る に あた って の指 針 ない しは ガ イ ドライ ン とな る標 準 的 モ デ

ルが存 在 す る と,各 企 業 での これ に対 す る取 組 み は一 段 と容 易 にな る 。

英 国 に おい て は,す で に1967年 に技 術 省 がrStaffTitlesandJob

Descripti・ninC・mmerciaiDataPr・cessing」 を発 表 して い る。 日本 で も

早 急 に標 準 的 な モデ ル を提 示 す る必 要 が あ る・

6、
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●

モ デ ル作 りに あた っ て は,コ ン ピュー タの 規 模 や 利 用 形 態,あ るい は要

員構 成 やそ の構造 を配慮 した幾 種 類 か の もの にす べ き必要 が あ る 。そ の理 由

は,今 更 述 べ る ま で も な い 。

●

、

、

4.6,2教 育 体系 と カ リキ ュ ラム の作 成

今 回 の提 言教 育 体系 は,あ くまで1つ の ヒ ン トに しか過 ぎない 。前 項 で提

言 した よ うな標 準 的 なモ デ ル に準 拠 した もの で は な いか らであ る 。

前 項 の標 準 的 なモ デ ル が提 言 され た あ かつ きには,そ れ に ひ きつ づ い て標

準 的 な教 育 体 系 と各 コー ス の カ リキ ュ ラ ムが提 示 され る必 要 が あ る。

キ ャ リア ・パ ス と職 務 記 述 に準 拠 した標 準 的 な教 育 体系 とカ リキ ュ ラムが

指 針 と して示 され る な らば,標 準 的 キャ リア ・パ スお よび 職務 記述 を採 用 し

た企業 で は,必 然 的 にそ の教 育 体 系 と カ リキ ュ ラム に準 じた教 育 訓 練 を志 向

す る こ とに な ろ う。企 業 が その姿 勢 を と るか ぎ り,情 報 処 理技 術者教 育 を提

供 す る各種 団体 ・研 修 所 ・各 種 コ ン ピ ュ ー タ学 校 あ る い は コ ン ピ ュ ー タ

・メー カも標 準 的 教 育 体 系 と カ リ キ ュ ラム に準拠 せ ざる を得 ない だ ろ う
。

これ に よ っ て,現 在 ば らば らに実 施 され,教 育 の質 や片 よりが 問題 とな って

い る点 の か な りが改 善 され る し,各 種 教 育 機 関 での教 育 もや りやす い環境 と

なる。

4・6.5シ ス テム ・プ ラ ンナ 職 種 の教 育 体 制 の充 実

今 回 の 実態 調査 の随所 で明 らか に な っ た こ とは,』 シ ス テ ム.プ ラ ン ナ職

種 の教 育 体 制 が非 常 に遅 れ て い る こ とで あ る 。一 方,多 くの企 業 が 力 を入 れ

て育 成 しよ うと い う傾 向 が強 く表 わ れ た の もと の職種 で ある 。

情報 処 理 研修 セ ン ター等 で との面 で の教 育 に熱 心 で あ る こ とは 認 め るが ,

ま だ ま だ全 体 と して は量 的 に も質 的 に も不 十分 とい わ ざ るを得 な い 。

前2項 が解決 つ か な い場合 で も,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ職種 の レベ ルを明

確 に し・ そ れ に も とつ いた 職務 内容 を具 体 化 した うえ で の標 準 的 シス テ ム ・
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プ ランナの 育 成 指 針 を 示 す 必 要 が あ る。 と同 時 に,情 報 処 理 研 修 セ ン ター

な どで この育 成 指 針 に準拠 した教 育 コース を開 催 して行 くこ とで あ る。

1

4.6.4情 報 処理 技 術 者 試験 の 見 直 しの 必 要性

す で にふ れ た よ うに情 報処 理 技 術者 試 験 は そ れ な りに機 能 して い る し,あ

る種 の企 業 で は きわ めて積 極 的 にそ の活 用 を意 図 して い る 。

と ころ で,こ の試 験 は,情 報 処 理 技 術者 の キ ャ リア ・パ ス を必 ず しも前 提

とした も ので は な い 。第2種,第1種,特 種 とい った レベ ル が あるが,こ れ

は必 ず しも現 実 企業 の キャ リア ・パ ス を意 識 した もので は な か ろ う。 も し,

さ き にふ れ た キ ャ リア ・パ スの モ デル が 構 築 され た な ら,そ れ に ふ さわ しい

試験 の区 分 に発 展 させ,す ぺ て が 有機 化 され て展 開 さ れる よ う企 図 す べ きで

あ る 。 また,現 在 の特 種 を レベ ル分 け し,シ ス テ ム ・ プ ラ ン ナ職種 の育 成

にふ さ わ しい複 数 個 の区 分 とす べ きで あろ う。 これ に よっ て,シ ス テ ム ・プ

ラン ナ育 成 の 大 き な刺 激 とな る。

烏
・

●

.'

"

シ

▲
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5.欧 米における企業内情報処理教育の実態について

"

●

・ コ ン ピュー タ 要 員 に 対 す る教 育 お よ び育成 の欧 米 に おけ る実 態 を把握 す る

た め に昭和50年11月 下旬 か ら12月 上 旬 の約20日 間 にわ た っ て,2名 の

調 査 員 を派遣 した 。欧 米 に お け る先 駆 的 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ む よ び 情 報

処 理 教 育 提 供 団 体(コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ を 含 む)を 中心 に,ヨ ー ロ'ッパ

で8ヵ 所,米 国 で7ヵ 所 を訪 問 し,要 員育 成 に か かわbを 持 つ諸 問題 を調 査 し

た 。以 下 でそ の概要 を報 告 す る。

5.1要 員 確 保 の 方 法 に つ い て

」

.

ψ

欧 州 に しろ,米 国 に しろ コ ン ピ ュー タ要 員 を 特 別 な 技 術 者,つ ま リコン ピ

ュ一 夕 ・ プ ロ フ ェ シ ョ ナ ル と み なす傾 向 が強 い。 これ は,日 本 に おけ るゼ ネ

ラ リス ト志 向 の環境 とは 大 き く異 な る。 したが って,日 本 の よ うに他 部 門 との

ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョンは非 常 に少 ない 。換 言 す る な ら,他 部 門 の経 験 者 を コ

ン ピュー タ要 員 と し て 転 入 さ せ る こと もまれ で あ る。

コン ピュ ー タ要 員 確 保 の 主 体 は,新 卒者 か他 企 業 で の コ ン ピ ュ ー タ経 験

者 の採 用 とい うこ とに なる 。新 卒 者 は,日 本 と異 な り 最 初 か ら コ ン ピ ュ_タ

要 員 と して採 用 す る。終 身雇 用 の定 着 して い る 日本 で は,人 事 部門 が採 用 の責

任 を持 つが,欧 米 で は 採用 部 門 は あ く ま で コ ン ピ ュ ー タ部 門 で あっ て,こ れ

を常 に援 助 す る機 能 を果 す のが人 事部 門 で あるに す ぎない 。 な お,新 卒 採 用者

は オペ レー タか ら 出 発 す る ケ ー ス が 多 い 。

企 業 間で の横 移 動 が一 般 化 して い る欧米 で は,他 企 業 の経 験 者 を採 用 す る の

も珍 し くな い。 この場 合 の最 大 メ リ ツ'トは,す ぐ に 役 立 つ コ ン ピ ュ ニ。タ ・プ

ロフ ェ シ ョナル で ある とい うこ とで あ り ,直 接 プ ロ グ ラ マ とか アナ リス トと

して配 置 す る傾 向 が強 い 。

ρ
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5.2ジ ョ ブ ・ ロ ー テ ー シ ョ ン に つ い て

前項 で も明 らか な よ うに,他 部 門 との間 で の ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョ ンは 一部

(例 えば エール ・フ ラ ンス)を 除 い てほ とん ど実 施 さ れ てい な い。 コ ン ピュー

ター要 員 は 一般 職 員 とは異 な り,特 別 な職 種 で あ る とい う認 識 が 強 い し,他 職

種 に くらべ て給与 等 の処遇 が優 位 の状 態 にお かれ て い る の で,他 部 門 へ の転 出
ゴ

は 自 らを不利 な状 態 に お いて しま うことになる。 これらの理 由 のた め部 門外 との

人事 交 流 は きわ め て少 ない 。

上 述 の こ とか ら,ジ ョブ ・ローテ ー シ ョンとは,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 内 で の

職種 間 移 動 を意味 す る こ とが 多 い 。 これ とて 日本 の よ うに一般 化 は して いな い。

オ ペ レ ー タは オ ペ レ ー タ専 門 職 と して 一 生 勤 め る傾 向 が より一 般 的 で あ る。

本 人 の 努 力 に よ リ オ ベ レ ー タ か ら プ ロ グ ラ マ ・ プ ロ グ ラ マ か ら ア ナ リス

トと職種 間 で移 動 す る こ とは あ る。 これ は,よ り高給 の職 種 に昇 進 す る こ とを

意 味 し,な か なか移 動 す る こ とは む つ か しい様 子 で あ る。

、

-

●

己

〆

5.3教 育 訓 練 機 関 に つ い て

日本 と同 じよ うに,メ ー カの 教 育 サ ー ビ ス の 利 用,外 部 教 育 機 関の 利 用 ・

k・よび 企 業 内教 育 の3つ が柱 とな っ てい る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カの 教 育 利 用 の 比 率 は 低 下 する傾 向 にあ る 。 これ は

メー カ教 育 サ ー ビ ス の 有 償 の 傾 向 が強 ま って いる こ と(米 国 で は100%近

く,ヨ ー ロ ッパ では30%近 くの メー カ教 育 が 有 料 で あ る)・ 教 育 スケ ジ ュ

ール が ユ ー ザ ・ニ ー ズ に 合 致 し な い こな どが大 きな理 由 とな っ て いる 。

外 部 教 育機 関 と して よ く利 用 され て い るの は,大 学 の情報 処 理教 育 や非 営 利

的 目的 の各種 団体 で あ る。 これ らの利 用 を企 業 は か な り積 極 的 に援助 して い る。

そ の ため に,授 業料 の全 額 を負 担 す る企 業 が相 当 み うけ られ た 。

企 業 内教 育 は増 大傾 向 に あ る 。 この あ とでふれ る ように各種 教 材 が完備 さ れ

「》

■
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る環境 に な っ て い る こ と,お よび 前 述 した よ うなコン ピ ュ ー タ ・メ ー カ教

育 の制約 が反 映 して いる よ うで ある。 なお,特 に米 国 の大企 業 では,企 業 内 に

教 育 の専 門 担 当 者(エ デ ュ ケ ー シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ネ ー タ とか トレ ー ナ)を

設 け る傾 向 が強 ま っ て い る。

辱

5.4教 材 に つ い て

U

9,

各種 テ キ ス ト,個 別 学 習用 教 材,ビ デ オ ・カ セ ッ ト,フ ィル ム,ス ラ イ ドと

カセ ッ ト ・テー プ を組 合 わせ た教 材 を教 育 販 売会 社 か ら容 易 に入手 で きる環 境

にな りつXあ る 。 この こ とが,前 述 の企業 内教 育 促 進 の体 制 に大 き く結 び つ い

て い る。

また,傾 向 と しては従 来 の集 合教 育か ら個 別 学 習 の 方向 が強 くな っ て い る。

そ の た め に各 種 テ キス トや 視覚教 材 の開発 に熱 心 で あ るば か りで な く,コ ン ピ

ュ ー タを 利 用 し た 個 別 学 習,つ ま り,ComputerBasedTraining(略 して

CBT)の 色 彩 も強 ま って いる 。 この方向 が今 後 か な り期待 され て い る様 子 で

あ る。

5.5資 格 認 定 試 験 に つ い て

情 報 処 理 技 術 を認 定 す る私 的 機 関 と して は米 国 のDPMAが 有 名 で あ る 。 し

か し,DPMAで は こ の 認 定 試 験 の責 任 を 最 近ICCP(1・s'titutef・rCer

tificati。n。fC・mputerPers・me1)と い う上 部 団 体 に 移 管 して い る 。

ユ ー ザ ー は この 試 験 の特 別 な価 値 を認 め た り
,合 格 者 に 対 して 待 遇 面 で考 慮

を 払 う とい っ た こ と は あ ま り な い よ うで あ る。 な お,こ れ ま で に15 ,000人 の

技 術 者 が 認 定 され て い る と の こ と で あ る 。

A
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6 「資 料 編 」 に つ い て

本 報 告書 の末 尾 には,「 資料 編 」 と してつ ぎの3種 類 の資料 を収録 して い る。

1)関 連 報 告 書概 要

2)講 習 会概 要 一 覧 表

3)海 外 情報 処 理 機 関 の カ リキ ュ ラ ム

これ ら資料 に関 して簡 単 にふ れ てむ く。

「関連報 告 書 概要 」 で は,コ ン ピュ ー タ要 員 の 教 育 訓 練 に か か わ りを もっ た

過 去 の調 査 資料 の 目的,調 査 項 目,調 査 方 法 と対 象,お よび発 行 機 関 な ど につ

い てま とめ て い る。 これ ら資料 は,今 回 の ア ン ケー ト調査 に先 立 っ て検討 した

資料 で もあ る 。本 報 告 書 を研 究 さ れ るさ い,あ わ せ て参 照 して欲 しい資料 で も

ある 。

「講習 会 概要 一覧 表 」で は,コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ10社 と 各 種 団 体5

団 体 が提 供 して い る情報 処 理教 育 コー ス の期 間,対 象,目 標,受 講 料 な ど をま

とめ てい る。 情報 処 理 教 育 を提 供 して い る団 体 は こ こに示 した以 外 に も択 山存

在 す る。今 回 は,公 共 性 が 強 く,か っ 資料 が比 較 的 入手 しや す い5団 体 に と ど

め た 。提 案 教 育体 系 を利 用 す る さ い,外 部教 育機 関 を選 定 す る場 合 の手 が か り

と して この一覧 表 を利 用 して いた だ きた い。 なお,こ こに示 され て い る講 習 会

の大半 は50年 度 後 期 の もの で あ り,今 後 修 正,改 善 さ れ る可 能 性 が あ る 。 し

たが っ て,最 新 の状 態 の もの に 関 して は,添 付 した問 会 せ先 に 照会 して欲 しい 。

「海外 各 種 機 関 の カ リキ ュ ラム」 で は,欧 米 に おけ る実 態調 査 のさ い に入 手

した 各種機 関 の カ リキ ュ ラム を収録 して い る。教 育 体 系上 の各 コー ス の カ リキ

ュ ラム を作 成 され る さ いの ヒン トと して活 用 して欲 しい。
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1調 査の概要

1.1調 査 の 対 象

まず,今 回 の ア ン ケー ト調 査 の対 象 企 業 の 選定 に あた っ ては,計 算 機 メ ー カ,

計 算 セ ン タ,病 院,学 校 は 調査 の対 象 か ら除 外 し,そ れ 以 外 の 企業 に つ い て全

く ラ ンダ ムに 選 定 した 。 この種 の企 業 ・団体 は,今 回の 調 査 対 象 と して は若 干

異 質 で あ る との 判 断 を した か らで あ る 。

調 査 対 象 企 業'は,「 電子 計 算 機 ユーザ調 査 年 報 」(情 報 処理 学 会 編,1975

年 度 版)の 記 載 企業,約4.000社 の 中 か ら各業 種 が網 羅 さ れ る よ う1,0'69社 を

選定 した 。 な お,発 送 先 は 事業 所 単位 で行 うこ とを原 則 と し,本 社 宛 に発 送 し

た もの につ い て は,あ らか じめ 電話 に て,適 当 と思 われ る事 業 所 宛 回送 す る よ

う依 頼 した 。 ア ン ケー トの 回収 結 果 を分析 した と ころ,要 員 規 模 の 小 さい企 業

か らの 回 答 に 集 中 した た め,あ らた め て,金 融,製 造 業 を 中心 と した31社 の

大 規 模 ユ ー ザ に ア ンケ ー トを発 送 した 。 この結 果,最 終 的 には,有 効 回答270

社(ア ンケー ト回 答企 業:284件)が 得 られ,こ れ を もと にそ の後 の 集 計teよ

び分析 を行 った 。

1.2実 施 概 要

① ⑧ ア ン ケー ト発 送

○ア ン ケー ト発 送件 数:1 ,069件

o発 送 時 期:昭 和50年10月16日

⑤ 追 加 ア ンケ ー ト発 送

oア ン ケー ト発送 件 数:31件

o発 送 時期:昭 和50年11月15日

② ア ン ケ ー ト回収 件 数:284件

③ ア ン ケ ー ト集 計 対 象 回答 件数(有 効 回 答 件数):270件

④ ア ン ケー ト回収 率:25.8%
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1.3ア ンケ ー ト回答 企業 の 概 要 お よび コン ピ ュ ータ の利 用状 況 に っ い て

図1-1に 回 答 企業 の 資本 金 別 分 布状 況 を示 してい る。 図 を見 て も明 らか な

よ うに,最 も多 い の が 資本 金1億 円か ら10億 円未 満 で,全 体 の30,4%(82社)

を 占め て お り,続 い て10億 円 か ら50億 円未 満 の23.3%(63社)と な っ てい

る。 この両 者,つ ま り,資 本 金1億 円か ら50億 円 未満 の企 業 で,全 体 の50%

以 上 を 占 め て い る。 図1-1.で 「資本 金 な し 」とは,官 庁,政 府 機 関,地 方 公

共 団 体,各 種 団体 等 の こ とで 全 体 の11.5%(31社)と な っ てい る。

一方
,回 答 企 業 当 りの 従業 員 数 分 布 は,図1-2の とお りで ある。1,000人

未 満 の 回 答企 業 が44.1%も あ り注 目に値 す る。 また,1,000人 か ら4,999人 の

と ころが37.8%(102社)も あ る。5,000人 以 上 の 回 答企 業 は,16.7%(45社)

で あ り,そ う多 くは な い。

さ

◎

・

無回答1)1億 円未満

13件

(30件)

3)10億 円～50億 円未満

233%(63件)

2)1億 円～10億 円未満

304%(82件)

図1-1資 本 金

14%(4件)

1)100人 未満33S(9件)

270件

(100%)

2)100人 ～499人

252多(68件)

3)500人 ～999人
4)1.OOO人 ～4 .999人

156%(42件)

378%(102件)

図1-2全 従 業 員数

'

さ鏡

∂

◎
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図1-3に 示 した よ うに,コ ン ピ ュ ー タ導 入 時 期 は,昭 和45年 か ら46年 が

最 も多 く,76社(28.1%)あ る 。

ま た,昭 和45年 以 前 に さか の ぼ る に 従 って 少 な くな る 傾 向 を示 して い る
。

な お,昭 和47年 か ら48年 に は30社(11 .1%)が 導 入 して い る 。

50%

1.9%(5)

4.8%(13)

5.6%(15)

O.7%(2)

1.4%(4)

図1-3最 初 の コ ン ピ ュー タ導 入 時 期

回 答企 業 の 業 種 は,製 造 業 が117社 と全 体 の43.3%を 占め て お り ,官 庁,

政 府 機 関,地 方 公共 団 体,各 種 団 体 の50社(18.5%)の 他 は,10%前 後 とな

っ て い る。

これ らの業 種 別分 布 の状 態 は 図1-4に 示 す とお りで あ る。

旬

'
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%,

6)10.000人 以 上

8.9%(24件)

イ ・㌧

倉

無回答L4%(4件)

1)100人 未満33%(9件)

270件

(100%)

4)1,∩00人 ～4 ,999人

37.8%(102件)

2)100人 ～499人

25.2%(68件)

3)500人 ～999人

15・6%(42件)

図1-4業 種 別 分 布状 況

図1-5で は 回答 企 業 にお け る コ ン ピュー タの主 な適 用業 務 に つ い て示 した。

同 一 企業 で,事 務 計 算,科 学 技 術 計 算 の 両方 を行 ってい る企業 もあ るが,図 を

見 て も明 らか な よ うに事 務 計 算 が96.3%と 圧 倒 的 に 高い 。なte,「 そ の 他 」と

回 答 した 適 用業 務 に は,新 聞 社va;tsけ る新 聞紙 面 製 作,医 療 情 報 業 務,NCテ

ー プ作 成 な どが 示 され た。

05010e%

1)事 務計算

2)科 学技術計算

3)そ の他

1

96.3%(259)1

ll56φ(42)

ユ ・%(15)
()内 は 件数

図1-5コ ン ピ ュ ー タ の 主 な 適 用 業 務
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コ ン ピュー タのCPU設 置 台 数 の状 況 は 図1 -6の とお りで あ る
。 や は り,

1台 だ け の設 置 が圧 倒 的 で全 体 の71 .1%(192社)を 占め てい る。3台 以 上 の

設 置 企 業 は13.0%(35社)に 過 ぎ ない。

'ヨ均

4台1.9%(5件)、

3台44%(12件)

5台 以上6,7%(18件)1

無 回答0.7%(2件)

0台0.4%(1件)

図1-6コ ン ピ ュ ー タ の設 置 台 数

●

,

一 方 ,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの レ ン タル総 額 につ い て は,百 万 円 か ら5百

万 円未 満 が,全 体 の約 半 数46.5%(126社)を 占め て お り ,そ の 他 につ い て は

図1-7に 示 す とtebで ある 。 な お,こ こで は,買 取 りの場 合 は ,買 取 価 格 の

45分 の1で 換 算 してお り,ま た,オ ン ライ ン ・シス テ ム の場 合 は
,端 末 装 置

も含 め た レ ン タ ル総額 で表 わ して い る。 と もあれ ,こ の 結 果 か ら も明 らか な よ

うに,今 回の 回 答企 業 と して は 比較 的 小 規 模 の コ ン ピュ ー タ ・ユー ザが か な り

を 占 め て い 為。

■
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7)1億 円以上3・7%(10件)

6)5千 万円～1億 円未満
3.4%(9件)

5)2千 万円～5千 万円未満

8.9%(24件)

1)百 万 円未 満

11.5%

(31件)

4)1千 万 円～2千 万 円未 満

5.6%(15件)270件

3)5百 万 円～(100%)

1千 万 円未 満

17.0%

(46件)'

3,7%(9件)

2)百 万 円～

5百 万円未満

図1-7レ ン タ ル総 額 内 訳

'?

村9

コ ン ピ ュ ー タの 利 用 形 態 は,パ ッ チ ・シ ス テ ム が 全 体 の92.6%で 大 勢 を 占 め

て い る(図1-8参 照)。

オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム を 実 施 し て い る の は,5社 に1社 の 割

合 い で あ る(21.1%)。 ま た,リ モ ー ト ・バ ッチ 。シ ス テ ムや タ イ ム シ ェ ア リ

ング ・シ ス テ ム は 少 な く,い ず れ も7%内 外 で あ る 。

1ニ バ ッ チ ・ シス テ ム

2)リ モ ー ト・バ ッ ジ ・シス テ ム

3)強 記 ン'リ アノレ多作'

4)タ イムシェアリング・システム

7.4%(26)

21.1%(57)

6.7%(18)

図1-8コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 形 態

100

6

マ

■
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靴

オ ペ レ ー タの 交 替 制 に つ い て は,交 替 制 な し と 回 答 し て い る 所 が 全 体 の70
.4

%(190社)を 占 め てk・ り,2シ フ トは18.9%(51社),3シ フ トに 至 っ て は

9.6%(26社)に 過 ぎ な い 。(図1-9参 照)

無 回答1.1%(3件)

270件

(100%)

70・4%(190件)

図1-9オ ペ レー タの 交 替 制

●
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2コ ン ピュ ー タ要 員 に つ い て

コン ピュー タ部 門 の 要 員 構 造 を 職業 別 に集 計 した結 果 を ,図2-1か ら図2

-3に 示 した 。 な お,こ れ らは1人 で2つ 以 上 の 職 種 に従 事 して い る場 合 は,

時間 的 に 多 く従 事 して いる 仕 事 を主 体 に 回答 して も らっ た 結果 で あ る。 また,

パ ー ト ・タ イ ム等 で 契 約 して い る要 員 に つ い ては 除 外 して い る。

各職 種 の 区 分 として は,以 下 の もの を基 準 に して 回答 して もらっ た。

① 管 理 的 職 種:

コ ン ビご 一 夕部 門 の総 合 計画 業 務 とか管 理 業 務 に主 と して従 事 す る職 種 の

ことで,必 ず しも管 理 者 を意 味 す る もの では な い 。

② シス テ ム ・プ ラン ナ職 種:

シス テ ム ズ ・エ ンジ ニ アまた は シス テ ムズ ・ア ナ リス トな ど と呼 称 され る

こ と もあ る が,主 に シス テ ム分 析 か ら シス テ ム設 計 ま で を行 い,シ ス テ ム設

計書 を と りま とめ る職 種 。

③ プ ログ ラ マ職 種:

シス テ ム設 計 書 に よ り,プ ログ ラムの設 計 お よ び コー デ ィン グ作 業 に主 と

して従 事 す る 職種 。

④ オペ レー タ職 種:

主 に コ ン ピ ュー タの オ ペ レー ションに従 事 す る 職種 。

⑤ キ ー ・パ ン チ ャ職 種:

この職 種 に は デ ー タ ・エ ン ト リー ・オペ レー タ も含 まれ る 。'

⑥ そ の他 の スペ シ ャ リス ト職 種:

ORワ ー カ等 の 高 度 な 専 門的 職 種

⑦ その他:

1/Oチ ェ ッ カーや庶 務 等 の職 種 を 指 す 。

なお,図2-1か ら図2-3に つ い ては オ ー プ ン ・プ ランナ とか オ ー プ ン ・

ブ ・グ ラマ は 含 まれ てい ない 。 これ らに つい ては 別 に表2-6で 示 した 。
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回 答 企業 の 職業 別 要 員 構 造 を年 令 別 に示 した の が 図2-1で あ る。 プ ログ ラ

マ職種 は20代 が約 ・85%占 め て い るが}シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職種 に つい ては

30才 代 が 全 体 の約50%を'占 め る'よ うに なる 等,年 令 と職 種 の相 関 が顕 著 に

表 われ てい る。 なお,そ の 他 のスペ シ ャ リス ト職種 につ い ては,20才 代 が 全

体 の 約67%を 占め て い る。

(%)102030405060708090100

20才20才
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未 満25才

26才

～
30才

31364146
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一 方 ,職 種 別 要 員構 造 を学歴 別 に 分析 した結 果 が,図2-2で あ る。 キ ー ・

パ ンチ ャ,オ ペ レー タに つ い ては 高 卒 が 圧倒 的 に 多 い 。 プ ログ ラ マ職 種 につ い

て も50.9%(1,150入),さ らに シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 につ い て も44.1%

(521人)と 約 半 数 近 い数 字 を示 してい る のは 注 目に値 す る。

大学 卒 は,プ ログ ラ マ職種,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 お よび管理 的職 種 に 多

い。 前2職 種 で は文 科 系 と理 科 系 とで は 大差 ない が,管 理 的 職 種 で は文 科 系 が

多 い の が 目立 つ。 コ ン ピュー タ学 校卒 は,オ ペ レー タ職 種 とプ ログ ラマ職 種 で

ふ え て い るが,全 体 の割 合 い は 少 ない し,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 では わ ず か

2:1%(26人)に す ぎない 。

図2-3で 示 した の が,職 種 別 要 員 構 造 をFン ピュ一 夕部 門 で の経 験 年 数 別

に分 析 した 結 果 で あ る。 これ に つ い て も,職 種 と経 験 年 数 につ い て の相 関 が見

られ る。 キ ー ・パ ンチ ャ職 種 と オペ レー タ職 種 では,コ ン ピュー タ部 門 の経 験

年 数2年 以 下 が60%近 くを 占め てい る 。 プ ログ ラマ職 種 に な る と,1年 か ら

4年 以 下 で58%近 くに な っ てい る。 一 方,シ ス テ ム ・プ ログ ラナ に な る と,

3年 以 上8年 未 満 の者 が 全 体 の68%近 くを 占め て い る こ とが分 か る 。
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通 商 産業 省 で 実 施 して い る情 報 処理 技術 者 試 験 の合 格 者 数 に つ い ては,表2

-4の とお りで あ る
。 シス テ ム ・プ ラン ナ職種 で,特 種 で は な く第1種 とか第

2種 の合 格 者 が 多 い の は意 外 で あ る。ま た,こ れ ら合 格 者 の業 績 につ い て は ,

「変 らな い 」と回 答 して い るの が 「良 い 」お よび 「非 常 に よい 」と回 答 して い

る件 数 よ り多 くな っ て い る。 しか し,半 数 以 上 の 合格 者 が 普 通 以 上 の業 績 を あ

け て お り・ か つ 「悪 い 」業 績 の者 が 皆無 で あ る こ とは 注 目 に値 す る。

表2-4情 報処理技術者試験合格 者数

職 種 種 別
特 種

合格者

第1種

合 格 者
一 「

第2種

合 格 者
合
.計

管 理 的 職 種 11人 12人 12人 35人

シ ステ ム ・

プ ラン ナ 職 種 ll人 43人 61人 115人

プログラマ 職 種 0 18人 96人 114人

オペ レー タ 職 種 0 0 12人 12人

合 計 22人 73人 181人 276人

表2-5情 報処理技術者試験 合格者 の業績

業 績
種 別 特種合格者 第1種 合格者 第2種 合格者 合 計

非 常 に よ い 3 件 8 件 12 件 23 件

よ い 4 件 14 件 24 件 42 件

変 ら な い 5 件 13 件 36 件 54 件

悪 い 0 0 0 0

非 常 に 悪 い 0 0 0 0

一63一



オ ー プ ン ・プ ロ グ ラ マ お よ び オ ー プ ン ・プ ラ ン ナ に つ い て は 「存 在 す る 」と

回 答 した 企 業 が 表2-6に 示 す とSbり,オ ー プ ン ・プ ロ グ ラ マ に つ い て は81

社,オ ー プ ン ・ プ ラ ン ナ に つ い て は44社 と な っ て い る 。 オ ー プ ン ・ブ ラ¥ナ

が 小 規 模 ユ ー ザ に 多 い の が 目 立 つ 。

表2-6オ ー プン ・プ ログ ラマ と オープン ・プランナ の 人 数

φ

職 種 数規模人 1～5 6～20 21～50 51～100 100～ 合 計

.

オ ー プ ン

・ プ ロ グ ラ マ
31件 24件 14件 2件 10件 81件

・

オ ー プ ン

・ プ ラ ン ナ
28件 8件 5件 1件 2件 44件

ら

●
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4
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5業 務委託 について

この調 査 項 目の 目的 は ・ 業 務 別 委 託 の 割 合 ,そ の理 由等 の実 態 を把 握 し,

そ れ が 情 報 処理 要 員 の 育成 へ お よぼ す問 題 や 影 響 を解 明 す る こ とで あ った
。 以

下 で そ れ ぞれ の調 査 結果 を報 告 す る。

3.1業 務 別委 託 の 割 合 に つ い て

業 務 別 の 委 託 比 率 の 結果 は,表3-1の 通 りで ある。 これ を グ ラ フで表 わ し

た の が 図3-1で ある 。

表3-1,図3-1の いず れ も,業 務 委 託 を してい る企業 とそ うで ない企 業

の 比 率,さ らに委 託 して い る場 合 は ,そ の委 託度 合 を示 してい る。

個 々の業 務 間 でか なbの 差 は あ るが,全 体 的 にみ れ ば や く3割 の企 業 が何 ら

か の形 で業 務 委 託 を してい る 。

業 務 別 にみ る と,シ ステ ム設 計 業 務 の 委 託 合計 比 率 は15 .2%(30社)と 低 く,

か つ,ご く一 部(調 査 票 では 委 託 度 合3割 以下)の システ ム業 務 の委 託 しか 行

って い な い とこ ろが 多 い(30社 中24社)。

プ ログ ラ業 務 につ い て は,シ ス テ ム 設 計 業 務 の 約2倍 に相 当 す る企 業 で 委

託 を行 って い る(30.8%64社)。 プ ロ グ ラム作成 に関 す る 「 シス テA設 計 指 示

書 」とか 「プ ログ ラ ム指 示 書 」等 の ドキ ュ メン ト類 が 標 準 化 され ,完 備 して い

れ ば,プ ログ ラ ムの業 務 委 託 は さほ ど支障 な く行 わ れ るの で あ ろ う。 た だ し,

シス テ ム設 計 業 務 の場 合 と同 じ よ うに ,ご く1部 の ブ・ グ ラ ミング業 務 の 委 託

が 多 い(61社 中51社 は3割 以 下 の 委 託)。

オペ レー シ ョン業 務 につ い て は ,業 務 委 託 の比 率 が,委 託 合計 で28.2%と プ

ログ ラ ミング業 務 と比 較 してやS落 ちて い るが
,全 面委 託 が そ の うち の3割5

分 近 くあ る こ とは 注 目す べ きで あ る(58社 中21社) 。

この こ とは,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト事 業 の ,普 及 度 合 を あ る程 度 反

映 し て い る と い っ て よ い だ ろ う。

キ ー ・パ ン チ 業 務 に つ い て は ,デ ー タ作 成 に 必 要 な ドキ ュ メ ン トが,容 易 に
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標 準 化 出来 ない こ と,繰 返 し業 務 で あ る こ と等 か ら,業 務 委 託 の 比率 も,前 述

三 業 務 よりは るか に多 く,59.8%と 高 率 で あ る。 しか も,か な りの と ころ で全

面 委 託 を して い る。

そ の他 の 委 託 業 務 と しては,技 術設 計 計算,資 料 整 理,COM作 成 等,特 殊

技 術 の業 務 が 具 体 的 内容 と して回 答 され てい るが,ご く一 部 の委 託 しか ない の

で詳 細 に はふ れ な い 。

い ず れ に しろ,オ ペ レー シ ョ ン業 務 とか キー ・パ ンチ業 務 の全 面 委 託 は,1

割 を越 え て お り,こ の 傾 向 は今 後 も増 す もの と予 想 され る。 また,プ ログ ラ ミ

ング業 務 や シ ス テム設 計業 務 の全 面 委 託 は諸 々の理 由 で 困難 な面 が あ るが,1

部 委 託 の 傾 向 は や は り増 加 す る もの と思 われ る 。

3.2業 務 委 託 の理 由

この調 査 項 目で は,何 らか の 形 で業 務 委 託 を行 って い る企 業 を対 象 に,委 託

業 務 ご とにそ の主 要 な理 由 を3点 以 内で 指摘 して も らった 。 この結 果 を ま とめ

た の が表3-2で あ る。

この理 由の 中 で,「 そ の他 」の理 由 と しては 資 本 同系 列 の要員 育 成,補 助 等

が 指 摘 され て い る。

業 務 別 にみ て,調 査 業 務 に 関 心 が集 ま っ た の は,オ ペ レー シ ョン業 務 が第 一

(219%)で あ り,次 に キー ・パ ンチ業 務(180.9%)で あ った。

業 務 委 託 理 由 を,視 覚 的 に整 理 す る と図3-2-1と 図3-2-2の よ うに な

る。 これ を も とに,業 務 内容 別 に若 干 の 分析 を してお こ う。

3,2.1.シ ス テ ム設 計 業 務

1.要 員 不 足 の た め53.3%

2.ピ ー ク時 の 処 理 の た め23.3%

3.技 術 導 入 の 必 要 か ら20.0%

上 記3個 の 理 由が,ベ ス ト3で あ る。

要 員 の不 足 とか ピーク時 の 処 理 を外 部 にゆ だ ね る とい うこ とか ら,前 述 し

た よ うに ご く1部 の 委託 とい うこ とに な るの で あ ろ う。 また,シ ス テ ム設 計
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要 員 が十 分 育 っ てい ない た め,そ の ノ ウハ ウを修得 す る とい うね らい で委 託

す る とい うの が 「技 術 導 入 の 必要 か ら 」とい う理 由につ なが って い る と思 う。

これ は,「 技 術 不 足 か ら 」(16.7%,5社)と い う理 由 に も結 びつ くこ と で

もあ る。

3.2.2プ ログ ラ ミン グ業 務

1.要 員 不 足 のた め60.9%"

2.ピ ー ク時 の処 理 の た め42.4%

3.労 務 管 理 上 の 問題 か ら14.1%

プ ログ ラ ミ ング業 務 の場 合 に は,特 に1と2の 理 由 に集 中 してい る。 この

こ とは,シ ス テ ム設 計 業 務 の場 合 と同 じ よ うに全 面的 委 託 を指 向 す る た め積

極 的 理 由 とは な らな い で あ ろ う。 やは り,止 む を得 ず 業 務 の1部 を外 部 処 理

に依存 す る とい った こ とに 結 び つ く。 それ に,プ ログ ラム開発 とい う仕 事 は ,

そ の性 格 上 多 忙 さに 山谷 が あ る こ とか ら,ピ ーク時 を 想 定 した要 員 確 保 を し

た の で は無 駄 が あ りす ぎるた め,そ れ に対 処 す る方法 と して積極 的 に業 務 委

託 を活 用 しよ うとい う こ とで もあろ う。 「労 務 管理 上 の 問題 か ら 」とい う理

由は,お そ ら く残 業 問題 な どが 関係 してい る と思 われ る 。 また,プ ログ ラム

・テ ス トの た め の深 夜 勤務 の 問題 も見逃 せ ない こ とで あ ろ う
。

な お,シ ス テ ム設 計業 務 の場 合 と異 な り,「 技術 導 入 の 必要 か ら」とか 「技

術 不足 か ら 」な どの 理 由は少 さい。 これ は,プ ・グ ラ ミングに 関 す る要 員 の

知 識 ・技 術 は そ れ な りの もの に なっ てい る こ とを意 味 して い るの で あろ う。

逆 に,シ ス テ ム ・プ ランナの場 合 には,ま だ 十分 な育 成 が な され て い ない こ

とにつ な が る と思 わ れ る。

3.2.3オ ペ レー シ ョン業 務

1.労 務 管 理 上 の 問題 点 か ら79 .3%

2.要 員 不 足 の た め67 .2%

3.人 事 行 政 の理 由か ら36 .2%

オペ レー シ ョン業 務 は,前 出二業 務 と異 な り,情 報 処 理 要員 の 中で も最 も
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肉体 的疲 労 が 激 し く,ま た 比 較 的単 調 な繰 返 し業 務 で 占 め られ て い る。

一 しか も,コ ン ピュー タの 効 率 的 利用 の た め には,24時 間 全稼 動 もめ ず ら

しい こ とで は な い。 特 に大 型 コ ン ピュー タの場 合 で も,そ の 勤 務 体 制 は2シ

フ ト,3シ フ ト制 が 多 くな っ て来 て い るの が現 状 で あ る。 一

この こ とか ら,深 夜 の オ ペ レー シ ョ ンや交 替 制 勤 務 な ど ,労 務 管 理 上 の 問

題 か ら業 務 委 託 す る事 が 増 加 して い る の で あ ろ う。 た だ し,業 務委 託 に よっ

て完全 に労 務 管 理 上 の 問題 が 解 決 しきれ て い る とは い え ない 。 委 託 先 に同様

の問題 が発 生 す る こ と も考 え られ る。 い わば,問 題 が 相 手 に移 され た に過 ぎ

ない とい うこ とを銘 記 して お い て欲 しい。

一 方
,コ ン ピ ュー タが 大 型 化,高 性 能 化 して来 る に した が い,オ ペ レー テ

ィ ング ・シス テ ムが 複 雑化 し,定 常業 務 は 容 易 で あ るが,効 率 利 用 の た め,

マル チ ・オ ペ レー シ ョン機 能 が付 加 され る に到 り ,高 度 な専 門 的 知 識 が 要 求

され る よ うに な っ て きてい る 。

また,オ ペ レー シ ョン ・マ ニ ュ ア ルの理 解 に も,極 め て熟 練 され た 知識 が

必 要 と され,故 障,事 故 等 の 回復 に際 して は,短 時 間 内 で多数 の仕 事 を手 際

良 く処理 す る高 度 な技 術 も要 求 され る よ うに な っ て来 て い る。

これ等 の高 度 な技 術 は,オ ペ レー タ教 育 で育 成 可 能 で あ るが,一 定期 間 の

教 育 は前 記 の勤 務 体 制 より,代 替 要 員 が 必 要 に な り,結 果 的 には「要 員 不 足 」

と して先 輩 オ ペ レー タ,チ ー フ ・オペ レー タ の指 導,す なわ ち,オ ン ・ザ ・

ジ ョブ ・ トレ イニ ング(OJT)と して知 識 を習 得 して い るの が 現 状 で あ り,

体 系 的 な教 育 は 行 わ れ て い ない の が現 状 の よ うだ 。

なお,要 員不 足 の 原 因 と して,若 年 労 働 者 の 勤 務 体 制 へ の 不 人 気 も一 因 と

な って い る こ とを付 け加 え て お く。

3.2.4キ ー ・パ ン チ業 務

1.ピ ーク時 の 処 理 か ら49.6%

2.労 務 管 理 上 の問 題 か ら45.0%

3・ 要 員 不足 の た め40.5%
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コ ン ピ ュー タの 高 速化 に伴 っ て,企 業 で処 理 しなけ れ ば な らな い伝 票 等 の

デ ー タは増 加 の 一 途 をた どっ てい る。

デ ー タの 増 加 は,そ れ を処 理 す る キ ー ・パ ン チ ャが女 性 で あ る た め,法 的

に超 過 勤 務 の範 囲が 制 限 され,ま た業 務 内容 的 に 処理 手 順 が容 易 に標 準 化 さ

れ る こ と よ り 「 ピー ク時 」の処理 は外 部 に依 存 した 方 が得 策 とい う こ とに な

る。

ま た,上 記 理 由の 他 に,処 理 要員 自体 の 不足,結 婚 に よる退 職,業 務 へ の

意識 の低 さ等 ます ま す要 員 不 足 が顕 在 化 して い る 。

パ ンチ ャ要 員 と して企 業 内 で持 つ よ り,業 務 委 託 に よ り,人 事 管 理,労 務

管理 等 の 問 題 か ら解 放 され,む しろ委 託 管理 に専 念 す る傾 向が で て きてい る

といえ る。

3.3業 務 委 託 に よ る要 員育 成上 の 具 体 的問 題

業 務委 託 に よっ て生 じる要 員 育成 上 の 問題 につ い ては,フ リ ー一・ア ンサ ー型

式 で 回答 して も らった 。

これ らの 回 答 を ま とめ る と,次 の よ うにな る。

1.業 務 委 託 に1よる一 般 問題

o全 社 的 なEDP化 推 進 意欲 の 低 下 の問 題

Oモ ラル低 下 の 問 題

2.業 務 委 託 に よる職 種 別 の 問題

12

O

O

O

22

O

プ ログ ラマ職 種.

業 務 引継 の 問題

プ ロ グ ラム ・メイ ンテ ィナ ン スの問 題

自社 員 の業 務 能 力 低 下 の問題

オ ペ レー タ職 種

教 育 の 問 題(教 育 が 自社 ベ ー スで で きない,交 代 が 多 い の で教 育 が

無 駄 に な る)

o外 部 要 員 で あ るた め オ ペ レー シ ョン上 の 改 善 に積 極 的 で ない 。
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表3-1委 託 業 務

(上段は件数,下 段は%を 表わす)

注)そ の他の業務 とは,技 術設計計算,資 料整理,COM作 成等がある。
●

∨

委託程度

業務内容

委 託 し て い る 全 く委託

をしてい

ない

合 計
全面委託

9～7割

委 託

6～4割

委 託

3割 以下

委 託
小 計

シス テ ム設 計 業 務
1 3 2 24 30 167 197

0.5 1.5 LO 12.2 15.2 84.8 100.0

プ ログ ラ ミング業 務
4 4 5 51 64 144 208

1.9 1.9 2.4 24.5 30.8 69.2 100.0

オペ レー シ 。ン業 務
21 11 12

'1
4 58 148. 206

10.2 5.3 5.8 6.8 28.2 7L8 100.0

キ ー ・パ ン チ 業 務
36 17 21 57 131 88 219

16.4 78 9.6 26.0 59.8
1

40.2 100.0

そ の 他 の 業 務
4 2 0 3 9

1

・126 135

3.0 1.5 0 22 6.7 933 1000

合 計
66 37 40 149 292

. 673 965

6.8」 3.8 4.1 15.4 30.3 69.7 100.0

●

表3-2委 託 理 由

(上 段は○印の数,下 段は%,下 合計欄は件数を表わす)

注)そ の他の理由としては,寛 々直営方式のため,関 連子会社育成等がある。
t

●

業務内容
委託理由

システム設計

業 務

フbクラミング

業 務

オペレーシ ョン

業 務

キー・パンチ

業 務

そ の他 の

業 務
合 計

要 員 不 足 の た め
16 39 39 53 4 151

533 60.9 672 40.5 44.4 51.7

労務管理ヒ(粥『題から
3 9 46 59 1 118

10.0 14.1 79.3 45.0・ 1L1 40.4

人事行政の理由から
1 6 21 30 2 60

3.3 9.4 36.2 22.9 22.2 20.5

経 費 節 減 の ため
3 5 8 25 3 44

10.0 78 13.8 19.1 33.3 15.1

技術導入の必要から
6 3 0 1 0 10.

20.0 4.7 0 0.8 0 3.4

ピーク時の処理か ら
7 27 12 65 1 112

23.3 42.2 20.7 49.6 11.1 38.4

技 術 不 足 か ら
5 5 0 2 1 13

16.7 78 0 1.5 11.1 4.5

そ の 他
2 4 1 2 2 11

6.7 6.3 17 1.5 22.2 3.8

合 計
30. 64 58 131 9 292

143.3 153.1 219.0 180.9 155.6 1777

⑳
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4要 員確保の方法 について

コ ン ピ ュー タ要 員 の ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョン,キ ャ リア ・パ スお よび,そ れ

に伴 う要 員 教 育 とに関 係 して,要 員確 保 の方 法 につ い て,次 の4つ の調 査 を行

っ た 。

(1)要 員 確 保 の 方法

(2)一 般 社 員 として採 用 の ときの学 歴 と主 と して最 初 に担 当 させ る職 種

(3)コ ン ピュー タ要 員 と して採 用 の と きの学歴 と主 と して最 初 に担 当 させ る

職 種

(4)他 部 門 か らの配 転 の場 合 の 社 歴 年 数 と主 と して最 初 に担 当 させ る職種

これ らは,い ず れ も,シ ス テ ム ・プ ランナ,プ ログ ラマ,オ ペ レー タの3職

種 に 分 け て 回 答 を求 め てい る 。

そ して,(1)で 全 体 の比 率 をつ か み,該 当 項 目を選 ん だ 場 合 の 内訳 を 知 るた め,

(2),(3),(4)の 記 入を求 める形 式 を とっ た。

集 計 に 当 って は,要 員 規模 や導 入 時 期 な どの 要 素 とク ロス させ てみ たが,有

意 な結 果 が 得 られ な か った の で,こ こで は ク ロ スな しの 集 計 の み を対 象 と して

述 べ る9

(な お,記 入 に当 っ て該 当欄 の○ 印 は,複 数 個 での 記 入 を認 め てい る ので,

集 計 結果 の比 率 は合 計 す る と100%以 上 に な っ て い る∂

4.1要 員確 保 の方 法(図4-1参 照)

・ プ ログ ラ マ,オ ペ レー タは 社 内 か らの 移動 に よる確 保 よ り も,新 規 採 用 の

方 が 多 い が,シ ス テ ム ・プ ラン ナは逆 で,社 内 移 動 に よる確 保 が 多 い。

・3職 種 と も新 規 採 用 で は,コ ン ピ ュー タ要 員 を前 提 と した採 用 よ りも,一

般 社 員 と して採 用後,コ ン ピュー タ部 門へ配 属 す る傾 向が 強 い。

これ は,コ ン ピュ ー タ部 門 を特 殊 な 部門 と して,採 用 を考 え る方 向が 減 少

して,他 の 一 般 部 門 と同 じ よ うな扱 い に な りつつ あ る こ とを示 して い る とい

っ て よい ので は ない だ ろ うか.つ ま り,・ ン ピュ 一 夕 ・ス ベ シ・ リス トを求
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め る の では な く,ジ ェネ ラ リス トと して の要 員確 保 の 傾 向 が強 ま っ てい る と

いえ よ う。

・ シ ス テ ム ・プ ラン ナは,コ ン ピュー タ部 門 か らの 移動 よ り も,他 部 門 か ら

の 移 動 に よ る確保 が 多 く,従 来 の プ ・グ ラマの 延 長線 上 の シス テ ム ・プ ラ ン

ナか ら,実 務 サ イ ドの知 識,経 験 を も った シ ス テ ム ・プ ランナ を求 めて い る

こ との あ らわ れ と して見 る こ とが で きる。 これ は む しろ,望 ま しい傾 向 とい

っ て よい だ ろ う○

・ 外 部 か らの 派遣 に よる確保 は,オ ペ レー タに み られ る程 度 で ↑ プ ログ ラマ ,

シス テ ム ・プ ラン ナは非 常 に 少 な い。 そ して,こ の比 率 は オペ レー タに対 し

て も想像 以 上 に 少 ない。 これ は3職 種 と も,ソ フ トウ ェア会社 や フ ァ シ リテ

ィ ・マネ ジ メ ン トな どの 利 用 は,要 員 確 保 の手 段 と しては 考 え られ ない よ う

で,と りわ け,シ ス テ ム ・プ ランナ,プ ログ ラマにつ い ては,単 に 一時 的 な

要 員 不足 や ピーク時 に対 す る対 処 お よび 特殊 な シス テ ムの 開 発 な どに 対 して

利 用 され て い る亡 とを示 して い る。

・ 社 外 か らの 中 途採 用 は ,プ ログ ラマ,シ ス テ ム ・プ ランナ,オ ペ レー タの

順 で ある が,全 体 と しては きわ め て少 ない とい え る。

・ コ ン ピュー タ部 門 内 での移 動 に よっ て不足 要 員 を補 うのは ,シ ス テ ム ・プ

ラン ナ職 種 が 一番 高 い(39%,90件)。 一 般 に は,オ ペ レー タか らプ ロ グ

ラマへ と いっ た補 充 が考 え られ が ちで あ るが,実 態 はそ れ ほ ど高 くない。 社

内他 部 門 か らの転 入 の約 半数 に しか な ら ない 。

4.2新 規 採 用 の 場 合

4.2.1.一 般 社 員 と して採用 の ときの学 歴 と最 初 に主 と して担 当 させ る職種(図

4-2-1参 照)

・ 最 初 に担 当 させ る職種 と して シス テ ム ・プ ランナは 非 常 に 少 ない。 また ,

担 当 させ る場 合 は大 学(院)卒 が ほ とん どで,ま こ とに妥 当 な線 が 出 て い

る 。

・ シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 に 「回 答 な し 」が 多 い のは ,新 規 採 用 の一 般 社
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員 か ら シス テ ム ・プ ラン ナ と して 要 員 を確 保 す る こ と と最 初 に 主 と して 担

当 す る職種 が シス テ ム ・プ ラ ンナ で あ る こ ととの 不 一 致 に よる ものか ら回

答 者 の 迷 い が 出た の で は ない か と思 われ る。

・ プ ログ ラマ とオペ レ ー タを み る と プ ログ ラマに は 大学(院)卒 が,オ ペ

レー タに は高校 卒(と くに,普 通 ・商 業 科)の 絶 対 数 か ら考 え る と,こ の

比 率 は か な り高 い もの の よ うで あ る。

・3職 種 に つい て,理 科 系 と文 科 系 とい う観 点 か らみ る とき,採 用 の絶 対

数 か ら考 え て,や は り,理 科 系 ヘ ウ,エイ トが 置 か れ て い る よ うで あ る。 こ

とに,短 大 ・高 専 卒 は いず れ の職 種 も半 々の比 率 が 出 てい る 。 ま た,オ ペ

レ ー タ職 種 で は,大 学(院)卒 で は 文科 系 が,高 卒 で は普 通 ・商 業 科 の方

が,理 科系 や 工業 科 よ り倍 近 く多 い ことが 目立 つ 。

4.2.2コ ン ピ ュー タ要 員 と して採 用 の と きの学歴 と主 と して最 初 に担 当 させ

る職 種(図4-2-2参 照)

・ す で に4.1で 述 べた よ うに,全 体 に コ ン ピュー タ要 員 を前 提 と した新 規

採用 は,比 率 が低 く,総 件 数 が 少 な い 統計 で あ る。

・ シ ステ ム ・プ ラン ナは,情 報 処理 専 門学 科 の短 大 ・高専1件 を 除 い て,

大 学(院)卒 のみ で,こ の 職 種 の イ メー ジをは っ き り表 わ してい る こ とが

わか る。

・ プ ログ ラマ,オ ペv－ 夕で は,コ ン ピュ ー タ学 校 卒 が それ ぞ れ 第1位 を

占 め,オ ペ レー タの普 通 ・商 業 高 校 卒 とと もに,こ の種 の採 用 の 中 心 とな

って い る。

逆 に,こ の点 を 除 くと,他 は ほ ぼ 同 じ程 度 の割 合 で,あ ま りは っ き り し

た 傾 向 は み られ ない 。

・ コ ン ピュー タ学 校 を除 くと,一 般 学 科 と情 報 処 理 専 門学 科 の差 は,こ の

統 計 か らだ けで は何 と もいえ な い 。 た だ,現 状 で は,情 報 処 理 専 門学 科 挙

の生 徒 数 は少 な く,一 方,一 般 学科 で も コン ピュー タの 知識 や 使 用 経験 の

あ る学生 が以 前 に 比 べ て増 え てい る ので,コ ン ピュ ー タ部 門 を前 提 とす る
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め るの で は な く,ジ ェネ ラ リス トと しての要 員確保 の 傾 向 が 強 ま っ て い る と

いえ よ う。

・ シス テ ム ・プ ラン ナは ,コ ン ピュー タ部 門 か らの移 動 よ り も,他 部 門か ら

の移 動 に よる確 保 が 多 く,従 来 の プ ログ ラマの延 長線 上 の シ ステ ム ・プ ラ ン

ナか ら,実 務 サ イ ドの知 識,経 験 を もった シス テ ム ・プ ラ ン ナを求 め てい る

こ との あ らわ れ と して見 る こ とが で きる。 これ は む しろ,望 ま しい傾 向 とい

っ て よい だ ろ う。

・ 外 部 から の派 遣 に よる確保 は ,オ ペ レー タ にみ られ る程 度 で,プ ログ ラマ,

シス テ ム ・プ ラン ナは 非 常 に 少 ない。 そ して,こ の比 率 は オ ペ レー タに対 し

て も想像 以 上 に少 な い。 これ は3職 種 と も,ソ フ トウ ェ ア会 社 や ファ シ リテ

ィ ・マ ネ ジ メ ン トな どの 利 用 は,要 員 確 保 の 手 段 と して は考え られ ない よ う

で,と りわ け,シ ス テ ム ・プ ラン ナ,プ ログ ラマにつ い て は,単 に一 時 的 な

要 員 不 足 や ピー ク時 に対 す る対 処 お よび特 殊 な シス テ ムの 開 発 な どに対 して

利 用 され て い る:ことを示 して い る。

・ 社 外 か らの 中途 採 用 は ,プ ログ ラマ,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ,オ ペ レー タの

順 で あ るが,全 体 と して は きわ め て少 ない とい え る。

・ コン ピュー タ部 門 内で の移 動 に よっ て不 足 要 員 を補 うのは ,シ ス テ ム ・プ

ラ ンナ職 種 が 一番 高 い(39%,90件)。 一 般 には,オ ペ レー タか らプ ログ

ラマへ と いっ た 補 充 が考 え られ が ち で あ るが,実 態 は そ れ ほ ど高 くない。 社

内 他 部 門 か らの 転 入 の 約半 数 に しか な らない 。

4.2新 規 採 用 の場 合

4.2.1.一 般 社 員 と して採 用 の ときの 学歴 と最 初 に主 と して担 当 させ る職 種(図

4-2-1参 照)

・ 最 初 に担 当 させ る職 種 と して シス テ ム ・プ ランナは 非 常 に 少 ない 。 ま た,

担 当 させ る場 合 は 大学(院)卒 がほ とん どで,ま こ とに 妥 当 な線 が 出 て い

る。

・ シス テ ム ・プ ラ ン ナ職 種 に 「回 答 な し 」が 多い の は ,新 規 採 用 の一 般 社

一75一



員か ら シス テ ム ・プ ラ ン ナ と して要 員 を確 保 す る こ と と最 初 に 主 と して担

当 す る職 種 が シス テ ム ・プ ラン ナで ある こ ととの 不 一 致 に よる もの か ら回

答者 の 迷 い が 出た の で は ない か と思 わ れ る 。

・ プ ログ ラ マ とオペ レ ー タをみ る ど プ ログ ラマに は大 学(院)卒 が,オ ペ

レー タに は高 校 卒(と くに,普 通 ・商 業科)の 絶 対 数 か ら考 え る と,こ の

比 率 は か な り高 い もの の よ うで あ る。

・3職 種 に つ い て,理 科 系 と文科 系 とい う観 点 か らみ る とき,採 用 の絶 対

数 か ら考 え て,や は り,理 科 系 ヘ ウ,エイ トが 置 か れ て い る よ うで あ る。 こ

とに,短 大 ・高専 卒 は い ず れ の 職 種 も半 々の 比 率 が 出 て い る 。 ま た,オ ペ

レー タ職 種 で は,大 学(院)卒 では 文 科 系 が,高 卒 で は普 通 ・商 業 科 の 方

が,理 科 系 や工 業 科 よ り倍 近 く多 い ことが 目立 つ 。

4.2.2コ ン ピュー タ要 員 と して採 用 の ときの 学歴 と主 と して最 初 に担 当 させ

る職種(図4-2-2参 照)

・ す で に4 .1で 述 べた よ うに,全 体 に コン ピュー タ要 員 を前 提 と した 新規

採 用 は,比 率 が低 く,総 件 数 が 少 ない 統計 で あ る。

・ システ ム ・プ ラン ナは,情 報 処 理 専 門 学 科 の短 大 ・高 専1件 を 除 い て,

大 学(院)卒 の み で,こ の 職 種 の イ メー ジをは っ き り表 わ して い る こ とが

わか る。

・ プ ログ ラ マ,オ ペ レー タで は,コ ン ピュ ー タ学 校 卒 が それ ぞ れ 第1位 を

占 め,オ ペ レー タの普 通 ・商 業 高 校 卒 とと もに,こ の 種 の採 用 の 中心 とな

っ てい る。

逆 に,こ の 点 を 除 くと,他 は ほぼ 同 じ程 度 の 割 合 で,あ ま りは っ き り し

た 傾 向 は み られ な い。

・ コ ン ピュー タ学 校 を除 くと,一 般 学科 と情 報 処 理 専 門学 科 の差 は,こ の

統 計 か らだ け で は何 と もい え な い 。 た だ,現 状 で は,情 報 処 理 専 門学 科 挙

の 生徒 数 は 少 な く,一 方,一 般 学科 で も コ ン ピ ュー タの 知 識 や 使 用 経験 の

あ る学 生 が 以 前 に比 べ て増 え てい るの で,コ ン ピュ ー タ部 門 を前 提 とす る
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採 用 に影 響 を与 え てい る もの と思 わ れ る。

4.3他 部 門 か らの配 転 の場 合 の社 歴 年 数 と主 と して 最初 に 担 当 させ る職 種

(図4-3参 照)

・ シス テ ム ・プ ラン ナは
,他 部 門 の 経 験 年数 が 多 い順 に 比 率 も多 くな って い

る。 これ も,シ ス テ ム開 発 に当 り ,実 務 の知識 と経験 を生 か して の人 材 活 用

を行 う傾 向 を示 す もの で,単 に 若 さ よ り実務 経 験 の ベ テ ランを求 め て い る こ

とがわ か る。

・ 逆 に ,プ ログ ラマ,オ ペ レー タは他 部門 の経 験 より も ,若 い 年 代 の うち に

配転 して くる率 が 高 い 。 た だ し,こ の2職 種 の グ ラフは ,分 布 の 形 が か な り

異 な っ てい る。

す なわ ち,プ ロ グ ラマで は,13年 未 満 と3年 か ら5年 未 満 が ほぼ 同 じ比 率

で,社 歴 数 の増 加 に 伴 い ,比 率 が減 少 す る。

一方 ・ オペ レ占 ・は3年 末 齢 圧 倒 的 鎖 で ,3～5年,5～7年 と減 少

し,7年 以 上 で 少 し上 昇 す る。

この7年 以 上 の上 昇 につ い ては ,高 年 令者 の オペ レー タ要 員 へ の配 転 の 傾

向 が芽 生 え て い る こ とが若 干 な り と も影 響 してい る と思 わ れ る
。
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注)パ ーセン トの分母:

各職種 の回答件数 に よる

システム・プランナ231件

ブ ゴグ ラマ250件

オペ レータ223件

図4-1要 員 確 保 の 方 法
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答

あ

り

112

芭

28.6%

54.8%

27.0%27.0%

46.0φ

81.0弓

19.0%

11.1%

102件

69件

58件

36件
34件 34件

24件

14件

プ

ロ

グ

ラ

マ

6
答

あ

り

114

件
)

45.7%

51.4%

26・4%25.0%

30.0%

37.9%

7.1%

、

18.6%

72件

64件

53件

42件

37件 35件

26件

10件

=

z

;
ラ

ζ

自
答
あ
り
36

色

27・1%25 .9%

5・9%5.9%

0

57.6%

49件

23件
22件

5.9%

件

4.7%

1・ 件1 1・件
5件

(1)(2)一
大学院 ・大学
理 文

系 系

(3)(4)一

短大・高専
理 文
系 系

(5)(6)一
高技
工 普商
業 適業
科

(7)

その他

(8)

回答無 し

注)パ ー セ ン トの 分 母:

4-1で の(1)の 回 答 件 数

シ'xテム ・プランナ85件

プ ログ ラマ140件

オ ペ レー タ126件

図4--2-1
一般社員 として採用の時最初に主 と して担 当

させ る職種 と学歴
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学

歴職種

図4-2-2

注)パ ーセン トの 分母:

4-1で の② の回答件数

システム・プランナ16件

プログラマ58件

オ ペレータ41件

コン ピュ_タ 要 員 と して採 用 の 時最 初 に主 と して

担 当 させ る職 種 と学歴
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件
)

65.8%

31.6%

13.9%

177% 19多

52件

25件

15件14件

11件

プ

ロ

グ

ラ

マ

(

回

答

あ

り

80

件
)

55.1% 56.1%

25.5%

14.3%

18.4%

54件 55件

25件

18件

14件

シ
ス

テ
ム
.

プ

ラ
ン

ナ

(

回答

あり

74
件
)

8.6%

25.7%
28.6%

38.1%

29.5%40件

31件30件
27件

9件

(1)

3

年

未

満

②

3

年

～
5

年

未

満

(3)

5

年

～
7

年

未

満

(4)

7

年

以

上

(5)

回

答

な

し

注)パ ーセ ン トの分母:

4-1で の(3)の回答件数

システム・プランナ105件

プログラマ98件

オペ レータ79件

図4-3 他部門か ら配置転換 の場合

最初 に主 と して担 当させ る職種 と社歴年数
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5キ ャ リア ・パ ス と ジ ョ ブ ・ ロー テ ー シ ョ ン

5.1キ ャ リア ・パス の 設 定状 況

キ ャ リア ・パ スの普 及状 況 は,「 設 定 済 」が 全 体 の わ ず か に10.1%(27社)

で あ り,「 検討 中 」を 加 え て も18.7%(50社)で,ま だ まだ 決 して 高 い とは 言

え ない(図5-1参 照)。 しか も,す で に設 定 され て い る と答 え た27社 中,キ

ャ リア ・パ スに もとつ いた 育 成,昇 進,昇 格 な どが 明 確 に 実施 され て い る と し

た もの は わず か に1社 で あ り,ほ とん どが 部 分 的 な実 施 で あ る(図5-3参 照)。

これ を要 員 規 模 別 に分 け て み る と,傾 向 が 明 らか にな る。 つ ま り,10人 未

満 の 小 規 模 部 門 では,設 定 済 が わ ず か に3社 で 全 体 の2.5%,10人 か ら29

人 の 中規 模 部 門 で は11社 で10.1%,30人 以 上 の大 規 模 部 門 で は13社 で

30.2%と なり,規 模 が 大 き くな るほ ど明 らか に キ ャ リア ・パ スが 浸透 してい る。

ま た,「 い ずれ 検討 した い 」とい う回 答 も含 め て,キ ャ リア ・パ ス を肯 定 し

て い る もの が 全 体 の58.4%で か ろ う じて過 半 数 を制 して い るが,否 定 的 回 答

が36.3%あ り,注 目に値 す る。

また,こ れ を導 入 時 期 とク ロス して み て も,明 らか な傾 向 が つ か め,10年

以 上の歴 史 の あ る部 門 で は20%以 上 の設 定率 で あ り,5年 以 上 の 部 門 では10

%以 上,3年 以 下 の 部 門 で は0%で あ る(図5-2参 照)。

これ か ら見 て も キ ャ リア ・パ スの 運 営 に はや は りあ る程 度 の規 模 と歴 史 とが

必 要 だ といえ そ うで あ る。

4

ψ

●
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図5-2導 入 時期 別 キ ャ リア ・パ ス設 定 状 況
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明 確 に 実 施 あ る程 度 実 施 ほとん ど行わ
無 回 答

し て い る一 し て ・い る れていない

1 、 、

!!、 、 ＼
!、 ＼、
!、 ＼
!、 ＼
!、
!、 ＼
ノ ＼

74%

85.1%(23)
(2)

、

一3 .7%(1)()内 は 件 数 一3

図5-3キ ャ リ ア ・パ ス の 運 用 状 況

3.7%(1)

?

5.2キ ャ リア ・パ ス を設 定 で きな い理 由

「キャ リア ・パ スの設 定 を検討 中 で あ る 」と回答 した企 業 の キ ャ リア ・パ ス運

用 上 の障 害 と して は,職 種 が 不 明 確 とい う回 答が 半数 以 上 で最 も多 く,次 が能

力の個 人 差 で,こ れ が 半 数 近 くあ る 。 キ ャ リア ・パ ス を検 討 中の 企 業 で は この

二つ が主 査障 害 原 因 とな っ てい る よ うで あ る(図5-4参 照)。

一 方 ,キ ャ リア ・パ ス を 「い ず れ検 討 したい 」,「 当 面 設 定 す るつ も りは な

い 」と回 答 した203社 の キ ャ リア ・パ スを設 定 してい ない 理 由で は,最 大が

「コ ン ピュー タ部 門 が 比 較 的新 しいた め 」で,こ れ が43.3%を 占め,「 キ ャ

リア ・パ ス を設 け て もそ の通 りに育 成 で きない か ら 」とい うのが36.9%あ る

(図5-5参 照)。

注 目す べ きは 「人 事 部 の方 針 と合 わ ない 」の で とい うの が35件(17.2%)

あ る こ とで,キ ャ リア ・パ スの 難 しさが こ こに現 わ れ てい る よ うで あ る。

職種が明確にわかれて

いない
60.8%(14)

能力に個人差がある 47.8%(11)

昇格後の補充がスムーズ

にいかない
26,0%(6)

上がつかえている 21.7%(5)

.

心

し

●

図5-4キ ャ リア ・パ ス を 運 営 す る うえ で の 障 害
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・ンピー細門が比醐新し随め[=====三 三=====コ

裂 ㌫ ㌶設けてもその跡[===三 二≡====コ
人事部の方針と合わないためli7・2%(35)1

議 ㌫:;ス そのものの縮 義を[亟=コ(21)
・ンピー 榔 閏秒 磁 なので[4 .99c](1・)

・ンら 一理 員を専門職とはみなさ口1.・%(・)
ないので

1)内 は 件数

図5-5キ ャ リア ・パ ス を 設 定 して い な い 理 由

'

●

5.3キ ャ リア ・パ ス の 基準

キャ リア ・パ スの基 準 に関 しては,回 答 例 が 少 く,そ の 内 容 も千差 万 別 な の

で,統 計 的 に意 味 の あ る集 計 は 行 え な か った が,そ の お お よそ の傾 向 を示 す と

次 の如 くに な る 。

まず,キ ャ リア ・パ スの基 準 に 関 して なん らか の 回答 の あっ た ものが32件

あ り,そ れ か ら,各 職 種 を そ れ ぞれ 何 段階(レ ベ ル)設 け て い る。 なお 見 て み

る と,オ ペ レー タで は1段 階 が43.8%で 一番 多 く,プ ログ ラマ では2段 階 と

3段 階 が そ れ ぞ れ40.6%で 伯 仲 し,シ ス テ ム ・プ ランナ で は1段 階 が37.5%

で最 も多 い(図5-6参 照)。

したが っ て,階 級 分 化 は プ ログ ラマが 一番 進 ん でお り,キ ャ リア ・パ ス は プ

ログ ラマ中 心 に 運 用 され て い る感 が 深 い 。

一 方 ,各 職 種 の基 準 年 数 では,オ ペ レ ー タ職 種 で1年 が6件,3年 が5件,

.5年 が5件 とか な り分 散 してい るヵ㍉ プ ログ ラマ職 種 で は4年 が4件,5年 が

6件,6年 が5件 と5年 附 近 に集 中 してtoり,シ ス テ ム ・プ ラン ナ職 種 で も5

年 が8件 で群 を 抜 い て い る 。

また,キ ャ リア ・パ ス基 準 を高 卒 と大 卒 で区 別 して い る もの21件 に対 し,

特 に 区別 して な い もの が11件 で あった 。
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キャ リア ・パ ス の体 系 は 大 き く二 つ に分 類 で き る。 そ の 一 は 直 列型 で あ って,

オペ レ_タ か ら プ ログ ラマを経 て シス テ ム ・プ ランナに 至 る とい うもの で あ る。

そ の典 型 を図5-7に 示 した 。

そ の 二 つは 並 列 型 で あ って,オ ペ レー タ,プ ログ ラマ,シ ス テ ム ・プ ラン ナ

を初 めか ら分 け てお い て,そ れ ぞ れ 別 個 の育成 過 程 をた ど る とい うもので あ り,

そ の典 型 が 図5-8で あ る。

一般 に ,中 小 規 模 企 業 の コ ン ピュー タ部 門や,大 規 模 企 業 で もゼ ネ ラ リス ト

指 向型 の コ ン ピ ュー タ部 門 で け 直 列 型 が 多 く,大 規 模 企 業 の,し か もスペ シ ャ

リス ト指 向の コ ン ピ ュ ー タ部 門 に並 列 型 が 見 受 け られ る。

参 考 ま で に,やX特 徴 の あ る キ ャ リア ・パ ス事 例 を図 示 した の が 図5-9と

図5-10で ある 。 図5-9は 直 列 型 の一 種 で あ り,図5-10は 並 列 型 の一 種 で

・あ る。

な し

(12.5)

シス ア ム1階 級

・プランナ12

2階 級(37.5)

(25.0)

3階 級

13

(40.6)

4階 級1階 級

(6.3(12.5)

2階 級

13

(40.6)

図5-6キ ャ リア ・パ ス の 階 級(レ ベ ル)
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オ ペ レ ー タ
初 ・中 級 上 級 プログラマ
プログ ラマ

図5-7直 列 型 の キ ャ リ ア ・パ ス

中級 オペ レータ 上級オペレータ

システ ム ・プランナ

初級 プ ログ ラマ

初級
システム・プランナ

中級 プログ ラマ 上級 プログ ラマ

中級 上級
システム・フランナ システム・プランナ

.図5-8並 列 型 の キ ャ リア ・パ ス

ア ィ レ ク タ

㌍ ダ エクト●

図5-9

プログラマ ・
スペ シャリス ト

新 入 社 員

キ ャ リア ・パ ス事 例(1)

(要 員 規 模30～79人)
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、 ll 一
プ ロ グ ラ マ

ジ ュニア
システム・デザイナ

/ シニア
システム・デザイナ＼

一

3年 4年 3年

ジ ュ ニ ア

システム ・プ ログ ラマ

シ ニ ア

シス テ ム ・プ ログ ラマ
→ 　

う 4年 3年

、

ジ ュ ニ ア

オンライン ・オ ペレ ータ

シ ニ ア

オン ライン ・オペレータ
シフ ト・オ ペレー タ

3年

一

●

4年

一

●

3年

ジュニア

管 理 グ ル ー プ (

1

シニ ア

管 理 グ ル ー プ

4年
1

3年
一

職 員 ク ラ ス 主事1級 ク ラス 主事2級 ク ラス

図5-10キ ャ リア ・パ ス事 例(2)

(要 員 規模80人 以 上)

鴫

亀

5.4他 部 門 へ の 転 出

、コ ン ビぞ 一 夕部 門 外 へ の ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョンに関 しては 「転 出経 路 が 確

立 してお り 」,そ れ に も とつ い て 転 出 させ て い る とい うの は,わ ず か に2社 で
き

1%に も満 た な い。 転 出経 路 は 確 立 して い ない が 「しば しば転 出 させ てい る 」

とい うの が43.4%あ る もの の,ほ とん ど転 出 は な い とい うの と無 回 答 とを合

わせ る と55.9%と な って過 半 数 を越 え る(図5-11参 照)。

た だ し,こ れ も要 員 規 模 で分 け て み る と,規 模 が 大 き く な るほ ど転 出が行 わ

れ て お り,30人 以 上 の大 規 模 部 門 で は62.8%が 転 出 させ て い る。

ま た,転 出対象 者 の コ ン ピュー タ部 門 で の平均 経 験 年数 で は3か ら5年 が

40.6%で 圧 倒 的 に 多 く,こ こ ら あた りが 一つ の 目途 と な ろ う(図5-12参

照)。 写
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他 部 門 へ の転 出が行 わ れ な い企 業 の理 由 と して は ,や は り 「コ ン ピュー タ部

門 が 新 しい た め 」とい うの が一番 多 く,次 に 「代 わ りの育 成 が 大変 だ か ら 」と

い うの がそ れ に続 い てい る。

次 に続 くの が 「プ ロジ ェク ト続 出 のた めの 転 出 の機 会 を失 って い る 」とい う

理 由 で,計 画的 に ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョ ンを行 うだ けの ゆ と りが ない とい うの

が,ど うや ら実 体 の よ うで ある(図5-13) 。

要 員 規 模
転出経路が確立

している

しば しば転出さ`転 出はほ とん ど

せている ない
無 回 答

'一'、'1
、"〆
、

,'!、'1
.、

9人 以 下

.
1
0・9%31.8%

(1)(37)

56.8%

(66)

10.5%

(12)

1-、 、

!、 ＼ ＼＼
、

10入 ～29人 49.0%

(53)

51.0%

(55)

1、,

、 ＼ ＼,!

|＼! 、
'

30人 以 上

一
2・3%6α5%

(1)(26)

1

32・6%4 。6%

(14)(2)

■

1,'
'〆 〔,
!1〆

全 体 ・

■
一
〇・7%43.4%

(2)(116)

1

50.5%5.4%

(135)(14)

一

o内 は件数

図5-11転 出 に つ い て

●
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3年 来 満

3年 ～5年

5年 ～7年

7年 以 上

不 定

15.2%(18)一
18.6%(22) 1

竃

R…%・(1)
■

248%(29) ()内 は件数

図5-12転 出 対 象者 の コ ン ビn.一 夕部 門 で の 平 均 経 験 年 数

コンピュータ部門が新 しいため,ま だ転出させる時期になってい

凄羅 あと。t"bbの 育成が大変だから1

459%(62)

40.0%(54) 1

プロジェクトの転出のため転出の機会を失っているので

転出先からの優秀な人材の見返りが期待できないから

スペシャリストとして育成したのだか ら

L25・1%(34)一 」

巨9・2%(26)1

117.0%(23)

コンピュータ部門要員の転出先での現場知識が不足している[=]3.7%(5)
ため
そ の 他 口2.9%(4)

図5-13転 出が 行 わ れ ない理 由

()内 は件数

喝

5.5女 子 要 員 の取扱 い

キ ャ リア ・パ ス上,女 子 要 員 を どの よ うに取扱 うか に 関 して は 「男 子 と 同格 」

とい うの が10.7%あ るだ け で,他 は キ ャ リア ・パ ス上 は 男子 と区 別 して い る

よ うで あ る(図5-14参 照)。

なお,「 そ の他 」の 多 い の が 目立 つ が,こ れ は女 子 要 員 が い ない とか,あ る

いは キャ リア ・パ ス上 か ら女 子 要 員を 除 外 して い る こ とを 意 味 して い るの で あ

ろ う。

●
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●

無 回 答

1、6.8%(45件)

の 他

29.6%

(80件)

フ'ログ ラマ

どま りとする

28.1%(76件)

100%

(270件)

図5-14女 子 要 員 の取 扱 い

「その他 」 回答例

oI/0チ ェ ックのみ

oキ ー ・パ ンチ ャのみ

。当初 の 配 属 のまま

。能 力 次 第

。検 討 中

5.6そ の 他

キ ャ リア ・パ ス に関 す る各 社 の 見 解 は,大 き く,肯 定 派,否 定 派,中 間 派 の

3つ に分 け られ るか,否 定 派 の意 見 の 中 に,ゼ ネ ラ リス ト指 向が 強 く見 受 け ら

れ た の は 注 目 に値 す る。

つ ま り,コ ン ピュー タ部 門 とい う閉鎖 され た社 会 の 中だ け での キ ャ リア ・パ

ス を考 え るの で は な く,全 社 的 な キ ャ リア ・パ スの一環 と して考 え るぺ きで あ

っ て,専 門教 育 を あま り進 め るの は,将 来 の こ とを考 え る とむ しろ マ イナ ス で

あ る とい う意 見 で ある。

コン ピュ ー タ要 員 の 育成 計 画 は ,将 来 の 部 外 配 転 を前提 に組 む べ きで あ っ て,

ス ペ シ ャ リス トと して必 要 な の は ,通 常 規 模 の コン ピュー タ部 門 で は せい ぜ い

2～3名 で あ る とい う意 見 も あ った。

ま た,も う一 つ の傾 向 と して,オ ペ レー タを プ ログ ラマ と初 め か ら切 り離 し

て考 え る方 向 が 見 られ,こ の発 展 方 向 に フ ァ シ リテ ィ ・マネ ジ メ ン トが あ る よ

うに思 え る。
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6要 員に要求 され る適性 ・資質 と知識について

6.1要 求 され る適性 ・資 質

コ ン ピュー タ要 員 に要求 さ れ る適 性 ・資 質 に 関 して は,随 所 で 議論 され て き

た し,要 員管理 者 に とって 関 心 の 深 い話 題 の1つ で もあ る。 そ れ に,適 性 ・資

質 を見 極 め る た めの トウー ル と して,い くつ かの 「適 性検 査 」が 存 在 す る。

適 性 ・資質 を問 題 にす る に あ た っ て は,ま ず そ の 原 点 と もい うべ き職 務 内容,

つ ま り,要 員 に期 待 す る仕 事 の範 囲 を 明確 に す る必 要 が あ る。 しか し,こ れ ま

で は とか く職 務 内容 を曖 昧 に した まNの 状 態 で 適性 ・資質 が 議論 され が ちで あ

った 。 これ で は,妥 当 な適性 ・資 質 の 取 扱 い とは な らな い。 そ れ に,近 時 コ ン

ピュー タ部 門 の 仕 事 は非 常 に 多 様 化 し,複 雑 化 してい る。 それ に伴 っ て,職 種

の分 化 も進 ん で い る。

この種 の こ とを念 頭 に;今 回 の ア ンケ ー トで は,職 種 グ ルー プ別(シ ス テ ム

'プ ラ ンナ職 種,プ ロ グ ラマ職 種,オ ペ レー タ職種)に 適 性 ・資 質 に 関 す る調

査 を お こ な っ た。 そ れ ぞれ の 職 種 グ ルー プご とに最 も要 求 され る と考 え る適 性

・資質 を各 々5つ 選 ん で記 入 して も らっ た。 そ の結 果 を ま とめ た のが 図6-1

で あ る(回 答件 数264件)。 な お,そ れ ぞ れ の 職種 の主 要 な職務 内容 は,つ ぎ

の よ うに 規 定 した。 これ に もとつ い ての 回 答 で あ る。

・ シス テ ム ・プ ランナ職種 三主 に シス テ ム分 析 か ら シス テ ム設 計 ま での 仕 事

を担 当 し,シ ス テ ム設 計 書 を と りま とめ る職 種 。

・ プ ログ ラマ職 種:シ ス テ ム設 計 書 に もとつ い て,プ ログ ラムの設 計 と コー

デ ィン グ作 業 に主 と して従 事 す る職 種 。

.・ オペ レー タ職種:主 と して,コ ン ピ ュー タの オペ レー シ ョ ンに従 事 す る職

種 。

図6-1で 明 らか な ように,そ れ ぞ れ の 職種 に要 求 され る適 性 ・資 質 の パ タ

ー ンは 大 巾に 異 な る。 ちな み に,各 職 種 グ ルー プに 要求 され てい る適 性 ・資 質

の ベ ス ト5を 列 挙 す る と,
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図6-1要 求 さ れ る 適 性 ・ 資 質
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・ シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ職 種:分 析 力(191件,72.3%),計 画 力(153件,

57.9%),説 得 力 ・表 現 力(130件,49.2%),総 合 力(130件,49.2%),

独 創 力(120件,45.4%)

・ プ ロ グ ラ マ 職 種:緻 密 性(196件 ,74.2%),論 理 性(195件,73.8%),

正 確 性(177件,67.0%),忍 耐 力(152件,57.5%),責 任 感(116件,

44.0%)

・ オ ペ レ ー タ 職 種:責 任 感(206件
,78.0%),正 確 性(205件,77.6%),

忍 耐 力(146件,55.3%),機 敏 性139件,52.6%),信 頼 性(111件,42.0

%)

シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ に 強 く要 求 さ れ て い る 分 析 力,計 画 力,説 得 力 ・表 現 力,

統 合 力,独 創 力 の い ず れ も オ ペ レ ー タ に は ほ と ん ど要 求 さ れ て い な い し,分 析

力 を 除 く と プ ロ グ ラ マ職 種 に も あ ま り要 求 さ れ て い な い 。 オペ レ ー タ職 種 と プ

ロ グ ラ マ職 種 と で は,正 確 性,責 任 感,忍 耐 力 は 共 通 し て 要 求 さ れ て い る もの

の,論 理 性,緻 密 性,機 敏 性 の 項 目 で 大 巾 に 差 が あ る。

こ の 調 査 結 果 は,コ ン ピ ュ ー タ要 員 の 確 保 と育 成 ・管 理 に 関 す る い くつ か の

問 題 提 起 を して い る と 考 え る 。

そ の 第1は,従 来 多 くの コ ン ピ ュ ー タ 部 門 で 伝 統 的 に 実 施 して い る ジ ョ ブ ・

ロ ー テ ー ジ ョ ン の や り方,つ ま り,オ ペ レ ー タか ら プ ロ グ ラ マ,プ ロ グ ラ マ か

ら シ ス テ ム ・プ ラン ナ へ と い っ た ジ ョ ブ ・ロ ー テ ィ ー シ ョ ン の パ タ ー ン に 問 題

を 投 げ か け て い る こ と で あ る 。 こ れ だ け,現 実 に 要 求 さ れ て い る 適 性 ・資 質 に

差 が あ る と した ら,伝 統 的 な ジ ョ ブ ・ロ ー テ ニ シ ョ ンは 決 して 得 策 で な い こ と

を 意 味 す る 。 そ れ ぞ れ の 職 種 に ふ さ わ しい キ ャ リ ア ・パ ス と ジ ョ ブ ・ロ ー テ ー

シ ョ ン体 制 を 指 向 す べ き で あ ろ う。

そ れ ぞ れ の 職 種 に 要 求 さ れ る 適 性 ・資 質 が こ れ だ け 多 様 化 し て い る とす る と,

一 人 の 人 間 が シ ス テ ム ・プ ラ ニ ン グ か ら オ ペ レ ー シ ョン ま で の 仕 事 の す べ て の

面 倒 を み る こ と に は 非 常 に 限 界 が あ る 。 あ ら ゆ る 適 性 を 兼 ね 備 え た 人 間 を 期 待

す る こ とは で き な い 。 適 性 に 応 じ た 職 種 の 分 化 を 追 求 せ ざ る を 得 な い 理 由 が こ
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こに も ある 。 ま た,チ ー ム ・オペ レー シ ョンに よっ て ,相 互補 完 を お こ ない な

が ら効 果 ・効 率 を高 め て ゆ く体制 を もっ と研究 す る必 要 も ある。

多 くの 人 々の 適 性 ・資質 の か な りは,顕 在 化 させ られ な い まS放 置 され てい

る ケー スが 多 い。 した が っ て,適 切な仕 事 を与 え ,動 機 づ け る こ と に よっ て,

潜 在 的 資質 を顕 在 化 させ るた めの 努 力が 要求 され る。仕 事 を通 じて の適 性 ・資

質 の発 掘 は,管 理 者 に 課 され た重 要 な使 命 で あ る。

最 後 に,こ の 調査 結 果 は 「適 性 検 査 を 過 信 レな.い 」こ との重 要 性 を暗 示 して

い る。 た とえ ば,プ ログ ラマ適 性 検 査 は論 理 性 ,正 確 性,緻 密 性 や 迅 速性 を テ

ス トして い る が,決 して忍 耐 力 とか責 任 感 な どは テ ス トしてい な い
。 要求 され

る適 性 ・資 質 の一 部 しか テ ス トして い な いの が ,現 在 の適 性検 査 で あ る。 した

が っ て,適 性 検 査 と他 の 手段 に よる検 査 とを組 み合 わせ て適 材 を 選択 す る こ と

が 要 求 され る。

6.2要 求 され る知識 ・技術

コ ン ピュー タ要 員 に要 求 され る知 識 ・技 術 は欲 ば れ ば き りが ない
。特 に,コ

ン ピュー タ技 術 が 進 歩 した 現 在 ,そ の利 用 分野 は高 度 化 し,複 雑 化 して い るだ

け に要 求 知 識 ・技術 を限 定 す る こ とは 困難 に な っ て い る。 要 員 に要 求 され る知

識 ・技術 を 見 極 わ め る こ とは,適 性 ・資 質 を判 定 す る以 上 に むず か しい問題 か

も知 れ な い が,や は り出発 点 は 同 じで あ ろ う。 つ ま り,職 種 ご とに 要 請 され て

い る職 務 内容 か ら必 要 と なる知識 ・技術 を抽 出す る こ と に な る。 換 言 す る な ら,

ニ ーズ に もとつ い て要 求 知 識 ・技 術 を きめ ざ る を得 な い
。

今 回 の ア ン ケー トで は,知 識 ・技 術 の 一応 の傾 向 を把 握 す る こ とが主 眼 で あ

った の で,職 種 内容 は 「6.1要 求 され る適 性 ・資質 」で示 した もの と同一 の

もの を 前 提 に 各 職種 レベ ル ご とに要 求 され る知 識 ・技 術 を調 査 してみ た 。 職種

レベ ルを基 準 に調 査 した の は ,レ ベ ルに よっ て,要 求 知 識 ・技 術 にか な りの ひ

ら きが あ る と想 定 した か らで あ る。 なま",レ ベ ルは ,初 中 級 レベ ル と上 級 レベ

ルに2分 した 。初 中級 レベ ルは ,該 当職 種 の経 験 年 数 が3年 以 下,上 級 レベ ル
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は該 当 職 種 の経 験 年 数 が4年 以 上 と想 定 した 。

この結 果 を職種 別 に 集 計 した の が,図6-2か ら図6-6で あ る。 知識 ・技

術 項 目は,ハ ー ドウェ ア(構 造 ・機 能 ・原理),ハ ー ドウエ ア(オ ペ レー シ ョ

ン),コ ン ピ ュー タの 利 用 形 態,ソ フ トウ ェア,シ ステ ム設 計,関 連 知 識,実

務 知 識,そ の他 の8つ に類 別 し,101項 目に わ た っ て調 査 した 。

各項 目の左 側 の棒 グ ラフが初 中級 レベ ルの要 求 度 合 い を,右 側 が上 級 レベ ル

の要 求 度合 い を示 して い る。 各 々の棒 グ ラフの 中は3つ に 区分 して い る。 下 段

に は 「該 当 レベ ルに 必須 の 知識 ・技術 で あ る 」と回答 され た件 数 と割 合 い を,

中段 で は 「該 当 レベ ルに強 く要 求 され る知 識 ・技 術 で あ る 」との 回 答 件 数 と割

合 い を さ らに 上段 で は 「該 当 レベ ルに望 ま しい知 識 ・技 術 で あ る 」との 回答 件

数 と割 合 い を示 して い る(具 体 的 には,図6-6の 〈凡 例 〉部 分 を参 照 の こ と)

ほ とん ど全 て の項 目 にわ た って,「 該 当 レベ ルに必須 の知 識 ・技術 で ある 」

とい う回答 の 割 合 い が,初 中級 レベ ル よ りも上 級 の方 が 上 廻 って い る。 一 方,

「該 当 レベ ルに望 ま しい知 識 ・技 術 で あ る 」とい う部分 に着 目す る と逆 の傾 向

が 示 され て い る。 ま た,全 体 に わ た っ て,要 求 知識 ・技術 範 囲が 広 が りす ぎて

い るが,こ れ が現 実 を反 映 して い るか ど うか とい う点 に な る と疑 問 が 残 る。 か

な り期待 感 が こ め られ た 回 答結 果 とい うべ きか も知 れ な い。

関連 知 識 ・実 務 知 識 お よび そ の 他 の 分 野 の項 目で は,オ ペ レー タ よ り,プ ロ

グ ラマ職種 が,プ ロ グ ラマ職 種 よ リ シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 の方 が 要 求 度 合 い

が 高 くなっ てい る。 それ だ け,シ ステ ム ・プ ラ ンナ には広 範 囲 の知 識 ・技 術 が

要 求 され てい る こ とを 暗示 して い る。 シ ステ ム ・プ ラン ナに は,ハ ー ドウエ ア,

ソ フ トウ ェア,コ ン ピュ ー タの 利 用 形 態 に関 す る知 識 ・技術 の 要 求 も強 い 。

オ ペ レー タの 上 級 レベ ルに 関 しては,「 オペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの基 本

的 使 用 法 」,「 ジ ョブ制 御 言 語 」,「 オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの 生成 」,

「サ ー ビス.プ ログ ラ ム 」な どソ フ トウ ェアに関 す る知識 要 求 も強 い 。 効果 的

で効 率 的 なオペ レー シ ョンを遂 行 して ゆ くうえ で不 可 欠 の知 識 ・技 術 に な っ て

い る こ とを意 味 す るの で あ ろ う。
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..シス テ,ム ・ズ ランナ の上 級 レ'ベルで は～ オ ン ライ、ンら!シ ステ ム・や デ ー タ ・ベ

ー ス ・・シ ステ ムの 設 計 に関 す る知 識 ・1技術 を必須 どす る傾 向 が 強 い
。 それ だ け,

オ ン ライ ン.・.システ ムや デ ー タ ・ベー'ス'『・シス テ・ムが 一般 化 して一きた ご とを意

味 す る。 一方,「 シ ミュ レー シ ョン 」,「 待 合せ 理 論 」な どOR手 法 に対 して

の 要 求 は さほ どで もな い。 オ ン ラ イ ン ・シス テ ムや デ ー タ ・ベ ー ス ・システ ム

の設 計 に 際 して は,か な り重 要 な知識 で あるに もか か わ らず ,こ う した傾 向 が

み られ るの は,ま だ勘 にた よ る設 計 が 多 い ことを示 唆 してい る の で あ ろ うか 。

要 求 知 識 ・技術 を,コ ン ピュー タ要 員 の規模 別 に分 析 した の が,図6-7か

ら図6-13で ある。 各 項 目の 左 側 の 棒 グ ラフが要 員 規 模9人 以 下 を ,ま ん 中

が10人 か ら29人 以 下 を,右 側 が30入 以 上 の場 合 を示 して い る(具 体 的 に

は,図6-13の 〈 凡 例 〉参 照 の こ と)。

シス テ ム ・プ ラン ナ職 種 で は,初 中級 レベ ルで は規 模 が 小 さい ほ ど ,要 求 度

合 い が 高 い 傾 向 を,』逆 に上 級 レベ ルで は規 模が 大 きいほ ど要 求 度 合 い が高 い 傾

向が み られ て,規 模 が 小 さい と,初 中級 と上 級 とを明 確 に 区 分 した仕 事 の 割 り

当 て が で き ない こ とに起 因 してい るの で あろ う。

プ ログ ラ マ職 種 で は,初 中級,上 級 の レベ ルを問 わ ず 中規 模(要 員10人 以

上29人 以 下)の と こ ろで の要 求 水 準 が 高い傾 向が み られ るが ,理 由 は さ だか

で ない 。

オペ レー タ職種 では,上 級 レベ ・レにお い て ,規 模 が 拡 大 す るに つ れ て ソ フ ト

ウ ェア ・シス テ ム設 計,関 連 知識,そ の 他 の項 中 の ほ とん どで要 求 度 合 い が 高

ま っ て い る,大 規模 シ ス テ ムで は,そ れ だ け高度 な オペ レ ー タを要 求 して きて

い るの で あ ろ うか。

要 求 され る知 識 ・技 術 の 水 準 と範 囲 とは,コ ン ピュー タの 利 用 形 態 と適 用 分

野,職 種 の 分化 や キ ャ リア ・パ ス,各 職 種 ご との職 務 内 容 な どに応 じて大 巾に

異 な る性 質 の もので あ る。決 して,一 般 化 したパ ター ンや傾 向 で規 定 で きる性

格 の もの で は な い。 した が っ て,こ こで示 した集 計結 果 を ヒン トに しなが ら
,

上 記 の 諸 条 件 を考慮 に 入れ た各 々の企 業 用 の標 準 的 な要 求 知 識 ・技 術 の一 覧 表

'《97ー
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を作 成 され る こ とを す 、め る。 環 境 条 件 を反 映 した この種 の 一覧 表 が 出 来 あが

る と,教 育 体 制 や教 育 計 画 の立 案 が容 易 に な る。 単 に容 易 に な るだ け で な く,

現 実 を反映 した効 果 的 で きめ細 か な要 員 の育 成 訓練 を実 現 す る こ とに もつ なが

る。
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一 全体のパーセンテージ

「該 当 レベ ルに望 ま しい知 識 ・技 術で あ る 」と回答 した件 数 の パ ーセ ンテ ージ

「該 当 レベルに 強 く要求 され る知 識 ・技 術 で ある 」 と回 答 した件数 の パ ーセ ンテー ジ

「該 当 レベ ルに必 須の知 識 ・技術 であ る 」 と回答 した件 数 の パ ーセ ンテー ジ

要員規模30人 以上

要員規模10人 ～29人 以 下

要員規模9人 以下

図6-13コ ン ピュ ー タ要 員 に要 求 され る知 識 お よび技 術(職 種別 ・規 模 別)一 そ の7
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7要 員教育の実態について

今 回の ア ン ケ ー ト調 査 は,そ の 表 題 と して 「企業 内情報 処理 教 育 に関 す る実

態 調 査 」と した 。 つ ま り,調 査 の 主 体 が コン ピュー タ要 員教 育の 実 態 を把 握 す

る こ とに あ った 。 した が っ て,教 育 の実 態 に 関 してはか な り詳細 に わ た っ た調

査 を お こな っ た 。要 員 育成 の た め に利 用 してい る教 育機 関,現 場 訓 練 の体 制 ,

教 育期 間,教 育 内容,企 業 内 教 育 の体 制(教 育 形 態,教 育 対 象者,教 育 担 当者,

教 材 ・教 具 な ど),各 種 団 体 ・研 修 所 の教 育 利 用,コ ン ピュー タ ・メー カの教

育 利 用,外 部教 育機 関 を利 用 した場 合 の補 足 指導 体 制,要 員教 育 の 効 果 ,教 育

費 用 な ど全25項 目に わ た っ て,克 明 に調 査 した。

こ こで は,か な りの ペ ー ジを さ い てそ れ ぞ れ の 調査 項 目に関 す る報 告 を す る。

7.1利 用 してい る教 育機 関

コ ン ピュ ー タ要 員 を教 育 す る機 関 と しては
,コ ン ピュ ー タ ・メー カ,各 種 の

団体 や研 修 所,そ れ に 企業 内 教 育 に大 別 で き る。 これ ら教 育機 関 を どの よ うに

活 用 してい るか を,t職 種別 に ま と めた の が 図7-1で あ る。

企 業 内教 育 だ け で充 実 して い るの は,オ ペ レー タ職種 が 高い(35 .2%)。 使 用

機 種精 成 に密 着 した訓 練 が要 求 され る だ け に うなず け る。 それ に,メ ー カ提 供

の教 育 に ふ さわ しい ものが な い こ と も原 因 となっ て い よ う。 コン ピュ ー タ ・メ

ー カの教 育 だ け に依 存 してい る と ころは
,い ず れ の職 種 も15%内 外 の企 業 で

あ る。 各 種 団 体 ・研修 所 だ け を利 用 して い る と ころは,ご くわず か で あ る。

い くつ か の 教 育 機 関 を組 み 合 わ せ て利 用 して い る ところ は 多い 。 プ ログ ラマ

職 種 だ と,企 業 内教 育 と メ ーー力教 育 の組 合 わ せ が5割 近 い(45.8%)。 シス テ ム

・プ ラン ナ職 種 に な る と,さ らに各 種 団 体 ・研 修 所 を組 合 わせ て い る場 合 が 多

しへ(39.3%)o

オペ レー タ職 種 以 外 は,企 業 内教 育 で すべ てを充 足 す る こ とは 困難 で あ ろ う
。

教 育 内容 が 広 範 にわ た っ てお り,か つ 高 度 な知識 ・技 術 の教 育 内容 が 含 まれ て

い る こ と,お よび技術 革 新 が 激 しい た め な どの理 由 か ら,す べ て を企 業 内教 育
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に望 む こ とは で きない 。 したが っ て,企 業 内教 育 と他 の教 育機 関 の教 育 とを組

合 わせ て要 員 育 成 をは か っ てゆ か ざる を得 えな い。この場 合,外 部 教 育 を有 効 活

用 す る ポイ ン トは,つ ぎの2点 に しぼ られ よう。 外 部 の教 育 コー ス を 自社 の教

育 訓 練 体 系 の 一環 と して,自 社 教 育 と有 機 化 して利 用 す る こと,お よびそ れ ぞ

れ の 教 育機 関 が もって い る特 性 を活 か した 利用 を す る こ とで あ る。

7.2現 場 訓練 体制

教 育 訓 練 で は,生 きた実 践 的 能 力 ま で高 め る こ、とは で きな い。 限 られ た期 間

の教 育 訓 練 で は,基 本 的 な知 識 ・技 術 しか賦 与 で きない 。 教 育 で 修 得 した基 本

的 知識 ・技 術 を 実践 的 能 力 に す る のは,現 場 での 仕 事 を通 じての 訓 練 で あ る。

この仕 事 を 通 じて の訓 練,つ ま りOJT(OntheJobTraining)の 体制 に 関

す る実 態 調 査 をま とめ た の が,図7-2で あ る。

明 らか な傾 向 は,要 員規 模 が 小 さ くな るにつ れ て,OJT体 制 が いs加 減 に

な って い る こ とで あ る。 要 員 が 少 ない た め に,現 場 訓 練 ま で手 が 廻 わ らな い た

　

め で あろ うか。 それ と も,規 模 が 小 さい と,要 員 育 成 とい う意 識 が 欠 如 しやす

い か らで あ ろ うか。 そ の理 由 は,明 確 で ない。

現 場 訓 練 を制 度 化 し,意 識 的 に実施 してい るの は,要 員 規 模30人 以 上 では

半 数 以 上 に昇 っ て い る が,全 体 で は3割 強 で あ る。 訓 練 項 目を明 確 に し,そ れ

に もとつ い て訓 練 して い る とこ ろは,30人 以 上 で は6割,全 体 で も4割 近 く

で あ る(37%)。 訓練 期 間 の 明示 に関 して も,同 じ よ うな傾 向 が 示 され て い る。

訓 練 の指 導 方法 を定 め て実 施 してい る と ころは,そ う多'〈は ない 。10人 か ら

29人 の 規 模 だ とわ ず か14%に す ぎない し,全 体 で も2割 強 で あ る。 一方,現

場 指導 者 を お い て い る とこ ろは,全 体 で も半 数 近 い(48%)。

OJTは,教 育訓 練 と同等 あ る いは それ 以 上 に 重 要 な もの で あ るだ け に,も

っ と計 画 的 ・意 識 的 に実 施 して ゆ く体制 にす る必 要 が あ ろ う。
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7.3教 育 訓練 と現 場 訓練 の 期 間

教 育 訓 練 に しろ,現 場 訓練 に し ろ,そ れ ぞれ に 要 す る 期 間 に は,企 業 に よ っ

てか な り差 が あ る。 これ は,一 人 前 の要 求 に期待 してい る知識 ・技 術 の範 囲 と

深 さ の差,要 員の 職務 内容 の差,使 用 す る コ ン ピュー タの規 模 や 利 用 形 態 な ど

の差 が あ るか らだ 。 そ れ に,各 社 が もっ てい る要 員 の 育成 方針 も大 き く影 響 す

る。 今 回 の調 査 で も,か な りの バ ラツキが み られ た。

教 育 訓練 の期 間 を ま とめた の が 図7-3で ある。 捧 グ ラ フで全 体 の傾 向 を示

し,折 線 グ ラフで要 員 規 模 ご との様 子 を示 して い る。 い ずれ の職 種 で も,1ケ

月未 満 の期 間 か ら1年 以 上 の 期 間 に分散 してい る。

シス テ ム ・プ ラ ン ナ職 種 で は,規 模 に よる顕 著 な差 は な い。1ケ 月未 満 とい

うの もか な りあ るが,1年 以 上 見 込 ん で い る と ころが4分 の1近 くあ るの は注

目に あ た いす る。

プ ログ ラマ職 種 で は,9人 以 下 と10人 か ら29人 の規 模 で は,さ ほ どの差

は な い。30人 以上 で は,1ケ 月 か ら3ケ 月未満 を教 育期 間 と して い る とこ ろ

が 圧 倒 的 に多 い(67.6%)。 オ ン ライ ン ・プ ログ ラムや デ ー タ ・ベ ー ス'シ ス

テ ムの プ ログ ラ ムの コーデdン グま で期 待 してい る と ころ で は,1年 以上 の 教

育 期 間 に な るの で あろ う。

オ ペ レ ー タ職 種 で も,29人 以 下 の 規 模 で は 同 じ傾 向 を 示 して い るが,

30人 以上 だ と,1ケ 月か ら3ケ 月未 満 がか な りあ る。

一 方
,現 場 訓 練 の期 間 を職 種 別 に ま とめた のが 図7-4で あ る。

シ ス テ ム ・プ ランナ職 種 で は,や は り規 模 の差 は あ ま りみ られ な い。 一人 前

の シ ステ ム ・プ ラ ンナ にす るの に,か な りの期 間 を見 込 ん で い る(1年 以上 が

55.3%に 注 目)o

プ ログ ラマ職 種 では,30人 以 上 の規 模 で1ケ 月 か ら3ケ 月 未 満 を訓練 期 間

と して い る とこ ろが 多 い。 い ず れ に しろ,半 年 以 下 の現 場 訓 練 期 間 が 圧倒 的 で

あ る。 オペ レー タ職種 で も,ほy'プ ログ ラマ職 種 と同 じ傾 向 を示 して い る。
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7.4最 新 の知 識 ・技 術 の 吸収 方法

情 報 処理 技 術 は め ま ぐる し く変 化 して ゆ く。 十 分 な教 育 訓練 期 間 と現 場 訓 練

期 間 を見 込 ん で,一 人 前 の要 員 に 育 て あ げ た か ら とい っ て,そ の まS長 期 間 通

用 す る わ け では ない 。 だ え ず,革 新 的 な 知識 や技 術,最 新 の動 向 や 情 報 な どを

自9人 以下

(要員規模)

唖10人 ～29人 以下[==コ30人 以上

()内 は 件 数

・:・:・:・:全 体

図7-5最 新 の知 識 ・技 術 の吸 収 方 法
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吸 収 させ る必 要 が あ る。 この た め の方 法 と して,ど の よ うな もの を採 用 して い

るか の調 査 結 果 を要 員 規 模 別 に ま とめた のが 図7-5で あ る。

要 員規 模 が 大 き く なるに つ れ て,最 新 の 知 識 ・技 術 を吸 収 す るの に積 極 的 で

あ る とい え る。 この 傾 向は,「 外部 の セ ミナ ー,学 会 な どに 出席 させ る 」,「グ

ルー プで学 習 会 を行 わ せ る 」,「 目ぼ しい論 文 や 記 事 ,解 説 文 を 回覧 す る 」,

「特 定 の入 に 勉 強 させ,報 告会 を開 催 す る 」な どに 表 わ れ て い る。

い ずれ に しろ,か な りの会 社 で はい くつ か の 方 法 を 組 合 わ せ て,最 新 の 知

識 ・技 術 を吸 収 させ る こ とに努 め てい る といえ る。 な お,「 そ の 他 」の 方 法 と

して は,「 メー カが主 催 す る新 製 品 の発 表 会 に参 加 させ る 」,「 事例 ご とに プ

ロ ジ ェク ト ・チ ー ムを編 成 して研 究 させ る 」,「 メー カの担 当SEか ら吸収 さ

せ る 」,「 値 入 の 自由勉 強 に まか せ る 」な どが 挙 げ られ て い る。

7.5教 育 内 容

さ きの6.2で は,コ ン ピ ュー タ要 員 に要 求 され て い る知 識 ・技術 に つ い て調

査 した の で あ る が,こXで は 実 際 に どの よ うな 内容 の教 育 機 会 が与 え られ て い

るか を調 べ た 。 こNで の調 査 で は,単 に企 業 内 教 育 を通 じて与 え られ て い る教

育 内 容 だけ で な く,外 部 教 育機 関 を利 用 して教 育 され てい る 内容 も含 め て 回 答

して もらっ た。 なte,知 識 ・技術 項 目 と しては6.2の 項 目 と全 く同 じ調 査 項 目

を適 用 した 。 した が っ て,6.2の 調 査 結 果 とこsで の調 査 結 果 とを対 比 検 討 す

る こ とに よ っ て,理 想 とす べ き要 求知 識 ・技術 と現 実 に賦 与 して い る知 識 ・技

術 との ギ ャ ップ に関 す る興味 ある デー タが 得 られ る。 た だ し,本 報 告 書 で は顕

著 な ギ ャ ップ だ け に着 目 して報 告 す る に とどめ る。

図7-6か ら図7-10ま で が,職 種 別 にみ た 教 育 内容 の 実 態 で あ る。 各 々

の知 識 ・技 術 項 目に 関 して,左 側 の棒 グ ラ フが 初 中級 レベ ルの要 員 に対 して の

実 施 率 で あ り,右 側 が 上 級 レベ ルに対 しての 実 施 率 で あ る。 棒 グ ラ フの 中の 数

字 は,実 施 率 を パー セ ン トで表 現 して い る。 これ ら図 と図6-2か ら図6-6

とを対 比 す る こ とに よ って,理 想 と現 実 との ギ ャ ップ を把 握 す る こ とが で きる 。

な お,初 中級 レ ベ ルで 実施 した 内容 は,上 級 レベ ルで再 び実施 す る こ とは 一 般
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には な い と考 え られ るの で,両 者 の 実施 率 の合 計 と,図6-2か ら図6-6の

の 上級 レベ ルでの 要 求 率 とを 対 比 して検 討 した方 が 妥 当 で あ ろ う。

図7-5か ら図7-10を 一 覧 して分 る通 り,コ ン ピュ ー タの ハ ー ドウェ ア と

ソ フ トウ ェアに 関 す る項 目の教 育 は か な り施 され て い る。 また,シ ス テ ム設計

に 関 す る教 育 の機 会 もか な りあ る とい え る(た だ し,後 述 す る よ うに 要 求 され

る知 識 ・技術 と比 較 してみ る と問題 は残 るが)。 関 連 知 識 とそ の 他 の 項 目に 関

しては,ほ とん どの と ころ で教 育 の機 会 が 与 え られ てい な い よ うで あ る。 これ

らに比 較 す る と実 務 知 識 に関 す る教 育 の機 会 は け っ こ う設 け られ てい る とい え

そ うだ 。

6.2の 要 求 され て い る知 識 ・技 術 と比較 した場 合,ほ とん どの項 目で,必 須

の知 識 ・技術 で ある と回答 した率 に近 い実 施 率 あ る いは そ れ 以 下 で あ る。 換 言

す る な ら,該 当 レベ ルに強 く要 求 され る 知識 ・技 術 とか 望 ま しい 知 識 ・技 術 ま

で を教 育 す る余 裕 が ない とい う状 況 が 多 くの項 目で示 され て い る。 必 須 の 知 識

・技 術 に関 して は ,何 ん とか教 育 の機 会 を与 え て や るが,そ れ 以 外 の 知 識 ・技

術 は 自己 啓発 に期 待 してい る の が 一般 的 傾 向 な の か も知 れ ない 。

シス テ ム ・プ ランナ職 種 を み る と,ハ ー ドウ ェ ア項 目に 関 して は,ほ とん ど

の項 目で必須 の 要 求率 に近 い実 施 率 で あ る。 一 方,コ ン ピュ ー タの利 用形 態 と

ソ フ トウ ェアの項 目の ほ とん どで は,必 須 の要 求率 を下 廻 一た実 施 率 で あ る。

現 状 では,多 くの 企業 て プ ログ ラマか ら シス テ ム ・プ ラ ンナ へ と進 む経 路 を設

定 して い る こ とか ら,こ れ ち の 知 識 ・技 術 は既 習 の もの で あ る とい う前提 を も

うけ る と,こ の 実施 率 で よい の か も知 れ ない 。 問題 なの は,シ ス テ ム設 計 に 関

す る知 識 ・技術 項 目の す べ て に お い て,実 施 率 が必 須 の要 求率 より大 き く下 廻

っ て い る こ とで あ る。 これ に は,2つ の 理 由が あ りそ うで あ る 。そ の1つ は,

過 去 の情 報 処理 教 育 が プ ログ ラ マ教 育 主 体 で あ り,メ ー カや各 種 団 体 の シ ス テ

ム設 計 コー ス もさほ ど充 実 して い なか っ た こ とで あ る。 も う1つ は,シ ス テ ム

設 計 に関 しては.教 育 より も実 践 が重 ん じ られ,極 度 に徒 弟 制度 的 育成 の 色 彩

が 色 こい こ とで ある。 また,関 連知 識 に 関 しての 実施 率 もか な り低 い 。 これ に
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は,建 前 と本 音 の差 が で て い る の で あ ろ う。 建 前 と して は,科 学 的手 法 を駆 使

した最 適 シス テ ムを構 築 す べ きだ と しな が ら も,現 実 に は この種 の手 法 はほ と

ラ

ん ど適 用 され ず,も っ と泥 くさい や り方 で シス テ ム作 りが なされ て い るの が こ

の結 果 に反映 さ れ てい る の で は ある まい か。

プ ログ ラマ職 種 につ い て は,・ ・一 ドウ ェ ア と コ ン ピュー タの利 用 形 態 に関 す

る知 識 ・技 術 項 目のほ とん どに関 して,必 須 の 要 求 率 をか な り上 廻 っ て い る。

た だ し,強 く要 求 され る率 を加 味 した要 求 率 に は ほ ど遠 い ものが 多 い 。一 方,

ソ フ トウ ェア に関 す る項 目 に関 しては,必 須 の 要 求 率 前 後 の もの が 多 い が,「 プ

ロ グ ラム構 造 と プログ ラム設 計 手 法 」,「 システ ム ・プ ロ グ ラ ミング 」,「 コ

ンパ イラの構 造 と作成 法 」,「 オ ン ライ ン ・プ ログ ラ ミ ン グ 」,「 デ ー タ ・ベ

ー ス ・プ ログ ラ ミン グ 」お よ び 「 プ ログ ラム効 率 の 測定
,評 価,改 善 手 法 」な

どの実 施 率 は 下 廻 っ て い る。 この 種 の教 育 の 強化 が プ ログ ラ マ職 種 に は 要求 さ

れ てい る よ うだ 。 また,シ ス テ ム設計,関 連 知識 に 関 す る項 目は,要 求 率 に 見

合 った実 施 率 を示 して い る。

オペ レー タ職 種 に 関 しては,八 一 ドウ ェ.ア(構 造 ・機 能 ・原 理)に つ い て は,

い ず れ の項 目の教 育実 施 率 も必須 の要 求 率 をか な り上 廻 っ てい るが,ハ ー ドウ

ェア(オ ペ レー シ ョン)の 項 目で は下 廻 って い る.オ ペ レー シ ョンは,教 育 で

は な く現 買 訓練 で カバ ー してい る とい うこ とだ ろ うか 。 コ ン ピュ ー タの利 用形

態 に 関 して は,要 求 率 を 若干 上 廻 って実 施 率 に な っ て い る し,ソ フ トウェア項

目の ほ とん ど もそ の傾 向 が あ る。 とこ ろが,奇 妙 な こ とに,オ ペ レー シ ョン と

きわ め て関 係 の深 い 「オペ レ ー テ ィ ング ・シス テ ムの 基 本 的使 用 法 」,「 ジ ョ

ブ制 御 言 語 」、 「オ ペ レー テ ィ ング ・シ ステ ムの 生 成 」な どに 関 す る教 育 の 実

施率 は,必 須 の 要求 率 を 下 廻 って い る。 この理 由 は定 か で ない が,や は り現 場

訓練 で カバ ー す る方 法 が と られ て い る ので あろ うか 。 な お,シ ス テ ム設 計,関

・連知 識 ,実 務 知 識 な どに 関 して は,要 求 率 も低 いだ け に実 施 率 も きわ め て低 い。

図7-11か ら図7-17で は,要 員 の 規模 別 の教 育 内容 の 実 施 率 をま とめ て い

る。 左 端 が9人 未 満,中 央 が10入 以 上29人 以 下,右 端 が30人 以 上 の規 模
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〈凡 例〉

X－ 実施率(%)

コ ン ピュー タ要 員 の教 育 内容(職 種 別 ・規 模 別)一 そ の7

要員規模30人 以上

要員規模10人 ～29人 以下

要員規模9人 以下
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での 実施 率 を示 して い る。 大 半 の 項 目で,規 模 が 大 き くな るに した が って,実

施 率 が 高 ま っ てい る。 特 に,30人 以 上 の要 員 規 模 に な る と 目立 って実 施 率 が

高 ま ってい る。

7.6企 業 内教 育 の 実 態

前述 した よ うに コ ン ピュー タ要 員 教 育 は,企 業 内教 育,コ ン ピ ュー タ ・メ ー

カ教 育,、各 種 団 体 ・研 修 所 で主 催 す る教 育 に大 別 で きる。 この うち,ま ず は 企

業 内教 育 の実 態 か ら分 析 して い くこと にす る。

い うま で もな く,要 員 の ニ ー ズ に合致 した効 果 的教 育 を 実 現 す る こ との で き

る環 境 は企 業 内教 育 で あ る。 とこ ろで,今 回の 調 査 で企 業 内 で コ ン ピュー タ教

育 を実 施 して い る と こ ろは,267社 中122社(46.5%)で あ っ た(図7-18

参 照)。 これ を要 員 規 模 別 に み る と,当 然 の こ となが ら,規 模 が 大 き くな る に

つれ て企 業 内 コ ン ピュー タ要 員 教 育 の実 施 率 は 高 ま る。9人 以 下 の 規 模 だ とや

く4分 の1の と ころ で しか 実 施 して い ない が,30人 を越 え る規 模 だ と4分 の

3近 くの 企業 で実 施 して い る 。

要 員 規 模 実 施 し て い る 実 施 し て い な い 無 回 答

/、
/ 、
/ 、
/
!、 ;
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9人 以 下
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62、9%

(73)

、
、 、
、
、
、 へ
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、 `

10人 ～29人 以 下
55.5% 36.1% 8.6%
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＼
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、
＼ ll
＼i
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、

30人 以上
74.4% 162% 9.4%

(32) (7) (4)
一'ノ

1//!1
ン

全 体
'45
,6%

(122)
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(119)
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図7-18企 業 内で の コ ン ピュー タ要 員教 育 の実 施 状 況
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す で に ふ れ た よ うに す ぺ て の要 員 教 育 を企業 内 で充 足 して い る と ころ は まれ

で あ る。 一 部 を企 業 内 で 実 施 し,他 は外 部 の教 育 機 関 に依存 して い る企 業 が 多

い δそ こで,企 業 内 コ ン ピュ ー タ教 育 を どの レベ ルの人 々を対 象 に実施 して い

るか を分 析 してみ る と,図7-19の よ うに な る。 初 中級 プ ログ ラマ(92社,

75.4%)や 初 中級 オペ レー タ(68社,55.7%)の レベルを対 象 に 実 施 して い る

と ころが 多 い 。 同 じ初 中級 レベ ルで も,シ ス テ ム ・プラ ンナの 場 合 は さほ ど高

くは ない(35社,28.6%)。 上 級 レベ ルに なる〉と,い ずれ の職 種 で も20%内

外 で ある 。 これ は,教 育 内容 が 広 範 囲 に わ た り,か つ複 雑 ・高 度 化 す る こ と,

お よび教 育 対 象 者 の人 数 が 限 定 され る こ とな どの理 由 に よ る と考 え られ る。 規

模 別 にみ た場 合,要 員 人数 が9人 以 下 の と ころで上 級 オペ レー タ以 外 の教 育 が

いず れ も他 よ り高 くな って い る の は,こ の規 模 で は 職 種 や レベ ルが未 分 化 の 傾

向が 強 い の で,何 らか の教 育 が す べ ての職 種 を対 象 に 行 わ れ て い る 結果 が反映

レてい る と思 わ れ る。 中 規 模 以上 で初 中級 オペ レー タの教 育 が 比 較 的少 ない の
'

は,現 場 訓 練 が 主 体 とな っ てい る こ と,teよ びFM(FacilityManagement)

に依 存 してい て この 種 の教 育 が不 要 に な っ てい る こ とな どが 影 響 してい よ う。

企業 内教 育 を実 施 す る場 合 の悩 み の1つ は,教 育 担 当者 の 問 題 で あ る。 今 回

の 調 査 か らみ る と,コ ン ピュー タ部 門 内 に専 任 の教 育 担 当者 を設 け て企 業 内教

育 を実 施 してい る の は,わ ず が16社(15.5%)で あっ た(図7-20参 照)。 た

だ し,要 員 規 模 が30人 以上 の企 業 で は,3分 の1以 上 の と ころ で専 任 の 担 当

者 を置 い て い る(8社,34.8%)。 専 任 教 育 担 当者 の 人数 は,1名 の ところが半

数 で あ る(8社)。5人 以 上 設 け てい る と ころは わ ず か2社(12.5%)で あ り,

他 の4社 は2名 か ら4名 の範 囲 で あ る。 残 り2社 は 無 回 答 で あっ た 。 これ ら担

当者 の コ ン ピュ ー タ部 門 での 経験 年 数 は,5年 以 上 の とこ ろが11社(68.7%),

2年 か ら4年 が3社 で あ つた(無 回 答2社)。 また,専 任 の教 育 担 当者 が 全 コ

ースを担 当 して い る と こ ろは5社(31 .3%),特 定 コー スだ け を担 当 す る とこ ろ

1社(6.2%),教 育 計 画 を立 案 す る仕 事 を主 体 と して い る と ころ2社(12.5%),

教 育 計 画 を立 案 しす べ ての コー ス を担 当 して い る とこ ろ2社(12.5%),教 育
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z
ン

'

9人 以下
125%

(3)

87.5%

(21)
メ

/
1
'

10人 ～29人 以 下
8.9% 91.1%

(5) (51)
、
＼.

1＼ ＼ 、
＼

30人 以 上
34.8%

(8)

65.2%

(15)
!
/

1/
)/

/
ノ

全 体
15.5%

(16)

84.5%

(87)

図7-20企 業 内 で の コ ン ピ ュー タ教 育 の 担 当 者

計 画 を 立案 し特 定 コー スだ け を担 当 してい る とこ ろ3社(18.8%)で あった 。

一 方
,.専 任 の 教 育 担 当 者 を 置 か な い で企 業 内教 育 を実 施 して い る87社 に 関

して誰 が講 師 をつ とめ てい るか を ま とめた のが 図7-21で あ る 。特 定 コ ン ピ

ュー タ要 員が パ ー ト的 に担 当 す る(41社,47.1%),パ ー ト的担 当者 と社 外 講

師 の 組 合せ(25社,28.7%)が 目立 つ。

① 特定 コン ピュー タ要員が

特定期間担当

47.1%(41社)

① と② の組合せ

287%(25社)

そ の 他

12.6%

(11社)

無

回

答
81%

(7社)

L② すべて社騰 師

35%(3社)

図7-21専 任 の教 育担 当 を も うけ て い な い場 合 の講 師
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企 業 内教 育 を実 施 す る場 合 に問題 とな る第2の 点 は,教 材 ・教 員 で あ る 。 これ

に関 す る調 査 結 果 を集 計 した の が,図7-22,図7-23 ,図7-24で あ

る。

●

、

A.受 講者に配布する教材

種 類%
10203040

`

① コ ン ピュー タ・メーカ の マニ ュアルが主 体

1
42,6(52)

② 市販の書物が主体

.

コ ・・…
.

③ 企業内で作成 した教材が主体 9.0(11)

④ ① と②の紐合せ
コ ・・…

⑤ ①と③の組合せ 33.6(41) 1
⑥ ② と③ の組合せ

]・ ・(・)

⑦ ①,②,③ の組合せ 9,8(12)1

図7-22受 講 者 に 配布 す る教 材

B.使 用 されている視聴覚機器

種 類% 10203040

①OHP(オ ーバーへ 。ド・プロジェクター) 33.7(27) 1
②VTRま たはEVR 10,0(8)

③ .ス ライ ド投映 機 132、5(26)

④ 映写機
113・(11)

⑤ テ ープ ・レ コ_ダ 19.6(24) 1

⑥ その他
11・ ・(・ ・)
1

●

図7-23使 用 され て い る視 聴 覚 器 機

鋪
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C.使 用されている視聴覚教材

%
種 類 、10203040

187(14)
① すべて企業内で自作 |

② 一部企業内で自作 280(21) 1

③ すべて市販の もの 293(22) 1

④ その他 240(18) |

図7-24使 用 され てい る視 聴 覚教 材

()内 は件数

⑨

◆

受 講 者 に配 布 す る教 材 は,「 コ ン ピ ュー タ ・メー カの マニュアルが 主 体」(52

社,42.6%)の と ころ と,「 コ ン ピュー タ ・メ ー カの マニ ュア ル と企業 内で作

成 した教 材 の組 合 せ 」(41社,33.6%)の と こ ろが 多 い。 企 業 内教 育 と して

実 施 す る以 上,企 業 の ニーズ に 合 致 した 内 容 の 教 材 を もっ と活 用 すべ き と思 わ

れ るが,か な り安 易 な教 材 選 択 が お こ なわ れ て い る感 じで ある 。 もっ と も,前

述 した よ うに専 任 の教 育 担 当 者 を確 保 して い る と ころが 少 ない現 状 で は,借 物

の教 材 で教 育す る の が や っ とか も知 れ ない 。

教 育 場 面 で は,視 聴 覚 教 育 が威 力 を発 揮 す るが,こ の活 用 は か な り進ん でい

る(図7-23参 照)。OHP,ス ライ ド投映 機,テ ー プ ・レ コー ダ ーを使 用

して い る と こ ろは 多 い 。 反 面,VTRま た はEVRの 普 及 は さほ どで は ない。

ソフ ト教 材 が完 備 して い る割 に,こ れ ら機 器 の 利 用 が 少 ない の は,機 器 に要 す

る コス トが 原 因 して い る ので あ ろ うか 。 一 方,視 聴 覚 教 育 で使 用 す る ソ フ ト教

材 は,市 販 の もの か,企 業 内 で 自作 した もの を 用 い てい る(図7-24参 照)。

すべ て を企 業 内の 自作 に頼 っ て い る の は,器 機 と してOHPを 採 用 してい る場

合 で あ ろ うと推 察 さ れ る。 「そ の 他 」が25%あ るが,こ の場 合 には,コ ン ピ

ュー タ ・メー カが 提 供 してい る視 聴 覚 教 材 を利 用 して いる と ころ が多 い 。

さて,企 業 内 で コ ン ピュー タ教 育 を実 施 して い る理 由は 一 体 ど こに あ るの だ

ろ うか 。 企 業 内 コ ン ピュー タ教 育 を実 施 して い る企 業122社 の うち91社 が

これ に 回 答 して くれ た。31社 は 無 回答 で あ る 。 なお,主 要 な理 由を3つ まで

●

5
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◎

●

'
選 ん で 回答 して も らった。 この集 計 結 果 が 図7-25で あ る。

「実 務 事 例 中心 に教 育 が で きるの で,即 効性 が 高 い 」(54社,59.3%),

「 日常業 務 を 行 い なが ら研修 で き る 」(39社,42.9%),「 企 業 ニ ー ズ に合

致 した教 育 が で き る 」(37社,40.7%)が3大 理 由 で あ る。確 か に,実 務 事

例 を主 体 に,ニ ー ズ に合 った教 育 を,日 常 業 務 を あま りさま た げ る こ とな く実

、

伍

項 目% 102∩3040506∩

企業 ニーズに合致した教育がで

きる 1407%(37)

実務事例中心に教育が できるの

で,即 効性が高い
59.3%(54) 1

機械実習がやりやすい 17.6%い6)

愛妻者つ知識 レベ ル給 やせた

教 育ができる
26.4%(24}

現 場訓 練 にフ ィー ドバ ック しや

す い
143%(13)

経 費負担が少な くてすむ 18.7%(17)

短期養成がで きる 6.6%16}

教 育 ス ケ ジ ュールが 自 由《(組 め

る
120.9%(19)

教育機関 に融通性がある 0

日常業務を行いなが ら研修で き

る

.

、 1

42・9%(39)

その他 0

()内 は件数

◆

図7-25企 業 内 で コ ン ピュ ー タ要 員教 育 を実 施 す る理 由

泌
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施 で き るの は大 き な魅 力 で あ る。 た だ し,本 当 に企業 ニ ー ズに 合 った 内容 を,

実 務 事例 を中心 と して展 開 され て い る のか ど うか とい うこ とに な る と若 干 の疑

問 は残 る。 さ きにみ た よ うに,専 任 の 教 育 担 当者 が存 在 しな くて,外 部 講 師 に

依 存 してい る よ うな場 合 だ と,企 業 ニー ズ に合 った 内容 で,そ の 企 業 の実 務 事

例 を 中心 に展 開 して も ら うこ とは ほ とん ど期 待 で きな い で あ ろ う。 ま た,教 材

と して コ ン ピュー タ ・メー カの マ ニ ュ ア ルを主 体 と した もの を配 布 して い る よ

うで は,企 業 ニー ズや 実 務 事 例 中心 とは ほ ど遠 い もの に な ら ざ るを得 ま い。 建

●

◎

i

%
項 目 1020304050

o

"

ワ

ゼ

教育担当者の選定確保がで きない 141%(11)

教育担当者の育成が困難である 12L8%(17)

講師が教育の専門家でな く,実 務を兼

務 してい ることか ら問題が生 じる
538%(42)

教 育 カ リキ ュ ラム,テ キス ト,資 料 な

どの作成 が困 難 である
29.5%(23)

教育内容を標準化することに限界があ

る

269%(21)

自企業の使用機種,事 例および演習問

題が中心になることから,教 育内容に

片 よ りが生 じる
38.5%(・30)

シ ステ ム ・プ ラ ンナ,上 級 プ ログ ラ

マ の教 育 内容 が高 度で あ る こ とか ら

企 業 内教 育 は望 めな い

34.6%(27)

'

技術革新が急速であり,教 育でカバー

すべ き範囲が広すぎる
14,1%(11)

集 中的 教 育ス ケ ジ ュー ルが むず か しい
28、2%(22)

機 械実 習の ス ケ ジ ュー ルがむ ずか しい 5■%(4)

その他

コ
2.6%(2)-1

C)内 は件数

図7-26企 業 内 での コ ン ピュー タ要 員教 育の 問題 点 お よび 限 界
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、

"

,

前 と しての 回 答 に な り過 ぎ て い るか も知 れ な い 。

と もあれ,こ れ,ら の 理 由は 企業 内教 育 の特 性 ともいえ る。 した が っ て,こ れ

ら特 性 を十 分 に生 か した教 育 こそ が,真 の意 味 での企 業 内 教 育 といえ る。 ま た,

企 業 内教 育 の特 性 と して見 落 して な らぬ もの に 「現場 訓 練 に フィ ー ドバ ッ ク し

や す い 」(13社,14.3%)こ とが あ る。 支持 率 は低 い が,こ の特 性 を上 手 に

生 か した企 業 内教 育 に発 展 させ る工 夫 も必 要 で あ る。

一方
,企 業 内教 育 を 実 施 してゆ く場 合 の問 題 点 ない し限 界 は どこに あ るだ ろ

うか 。 主 要 な理 由を3つ まで 選 ん で記 入 して も らった 。 これ に対 す る回 答企 業

は78社 で あ り,残 り44社 は無 回答 で あ った 。 この結 果 を示 した の が 図7-

26で あ る。

問題 点 ない し限 界 は3つ に 類別 で きる。 つ まb,教 育 担 当 者 にか か わ りを も

った 問題,教 育 内容 と カ リキ ュラム に関 す る問題,お よび教 育 ス ケジ ュ ー ルに

関 す る問題 で あ る。

教 育担 当者 に関 して は,「 講 師 が教 育 の専 門家 で な く,実 務 を兼 務 して い る

こ とか ら問題 が 生 じる 」(42社,53.8%)と の回 答が 非 常 に 高 い。 教 育 効 果

を期 待 す る と,ど う して も優 秀 な人材 を講 師 と して依 頼 す る。 しか し,優 秀 で

あ るだ け に実 務 面 で の 責 任 も重 い し,多 忙 で もあ る。 そ れ だ け に,教 材 準 備 や

教 育 スケ ジ ュー ル上 問 題 が 生 じる。 それ に,業 務上 優 秀 で あっ て も,教 え る こ

とに関 しては 素 人 に 近 い の で,こ の面 での 問 題 も生 じるの で あ ろ う。 した が っ

て,本 来 な ら専 任 の教 育 担 当 者 の確 保 とい うこ とを志 向 す るの で あ ろ うが ,そ

れ は あ ま りない の か も知 れ ない 。 「教 育 担 当 者 の選 定 確保 が で きない 」こ とを

問題 と して いる の は,わ ず か11社(14.1%)に す ぎない 。

教 育 内容 と カ リキ ュ ラムに 関 す る問題 と しては,「 自企 業 の使 用機 種,事 例

お よび演 習 問題 が 中心 に な る こ とか ら,教 育 内容 に片 よりが 生 じ る 」こ とを危

惧 して い る とこ ろ が 多い(30社,38.5%)。 企 業 内教 育 の 特性 ともい うべ き

点 が,逆 に 問題 とされ て い る の で あ る。 ま た,「 シス テ ム ・プ ラ ンナ,上 級 プ

ログ ラマ の教 育 内容 が 高 度 で あ る こ とか ら ,企 業内 教育 は望 め な い 」とい う意
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見 もか な り あ る(27社,34.6%)。 企 業 内教 育 で す べ て を充 足 す る こ とは 困難

で あ るの で,必 然 的 に企 業 内 教 育 と外 部 教 育 との併 用 の道 を た ど らざ るを得 な

くな る。 「教育 カ リキ ュ ラム,テ キス ト,資 料 の作 成 が 困難 で あ る 」(23社,

29.5%),「 教 育 内容 を標 準 化 す る こ とに 限 界 が あ る 」(21社,26.9%)と い

う問題 指摘 も無 視 で きない 。 した が っ て,日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 な どで 育

成 指針 や テ キス ト,カ リキ ュラム な どの 標準 を 提 案,提 示 して ゆ くこ とは,十

分 な意 義 が あ る といえ る。

教 育 ス ケ ジュ ー ルにつ い て は,「 集 中 的教 育 スケ ジ ュー ルが む ずか しい 」と

の 声 が強 い(22社,28.1%)。 厳 しい 要 員 数 の 中か ら,企 業 内で の教 育 に 出席

させ るた め に何 割 か の 人 間 を持 場 か ら離 れ させ る こ とは,要 員 規 模 が 少 な い企

業 で は ほ とん ど不 可 能 に 近 い 。一 定 人 員 が 出席 して くれ な い こ とには,教 育 コ

ー スは成 立 しな い の で ,こ の 問題 は 規 模 の小 さ い と ころ で は深 刻 な問題 で あ ろ

う。勤 務 時間 外 に教 育 の 機 会 を設 け る とか す る より他 な い で あろ う。

と ころで,今 後 の 企 業 内教 育 に対 して どの よ うに考 え て い るので あ ろ うか。

積 極 的 に 行 お うと してい るの で あろ うか,今 よ り も手 を抜 く方 向 で あ る の だ ろ

うか。 これ は,重 要 な関 心 事 で あ る。 今後 の コ ン ピュー タ利 用 と要 員 の育 成 方

向 か らみ て,企 業 内 で の コ ン ピュ ー タ要 員 教 育 が ど うあ るべ きか を職 種 別 に集

計 した のが 図2-27,図2-28,図2-29で あ る 。

全 職種 を通 じ て共 通 してい る こ とは,「 今 よ り積 極 的 に行 う 」とい う姿 勢 は,

要 員規 模30人 以 上 よ りも,29人 以 下 の 規 模 の方 が強 い。 中 で も,10人 か

ら29人 以 上が 強 い。 これ は,30人 以 上 で は現 在 で もか な り積 極 的 に行 って

い る ことが 反映 して い るの で あろ う。 逆 に,目 下 十 分 な企 業 内教 育 に な っ てい

ない と ころで は,当 然 の こと なが ら今 よ りも積 極 的 に推 進 し よ うとい う こ とに

つ なが る。 一 方,今 よ り も縮 少 して い くとい う とこ ろは さす が に ほ とん ど ない 。

ま た,一 番 力 を入 れ よ うと してい るの は,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 で あ る。 こ

の面 で の教 育 が これ ま で一番 遅 れ てい た だ け に,当 然 の 反 応 とい え よ う。

シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 に 関 して,レ ベ ル別 に今 後 の コ ン ピュー タ要 員教 育
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A.シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 職 種

要員規模 今より積極的

に 行 う

今より少し 今とほ とん

積極的に行 ど変らな
いう

なんとも

いえない
縮少する

・・初中級1＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 二 ご:＼i 、

9人 以下
39.1%

(9)

2L7%

⑤,

34.7%

⑤)

4.5

(1)
、 、
＼ 、1
、 、
、 、 1 1

1、 、 ＼
＼ll、

10人 ～29人 以 下
60.0 18.4 16.6 5.0

(箏) (11) (10) (3)
!'ノ'

;///、
,ノ!

30人 以 上
32.1 39.2 25.0 3.7

(9) (11) (7) (1)
、、

1＼1
1＼1川

、

48.6 24.3 22.5 4.6
全 体

(54) (27) (25) (5)
ノ!、1

・・上級'i//＼

9人 以下
42.1% 2ω% 36・9%

⑱) (4) (7)
、
＼1
＼

、/

、//

1＼ 、//＼ 、

./

10人 ～29人 以 下
54.0 14.0 20.0 12.0

(27) (7) (10) (6)
'1

111
1 1＼ ノ1

、|
1/、
ノ

ノ1

、/

30人 以上
29.1 41.6 21.1 4.4.」

(7) (10) ⑤ (1)1)1
、
、'

1＼ 、 ノ 11・3、 |1＼/1(・)Vl

全 体
45.1

(42)

22.5

(21)

23.6

(22)

7.5

(7)

L

図7-27

()内 は件数

今 後 の 企 業 内 コンピュータ要 員 教 育 につ い て(シ ステム ・プランナ職 種 の 場 合)
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B.プ ロ グ ラ マ職 種

要員規模
今より積極

的に行 う

今より少し

積極的に行

う

今 とほ とん なん とも

ど変 らない いえない
縮少する

a。 初 中級

、 、 ～ 、 、

＼ ＼＼ ＼ ＼ ぐ ＼ ミこ＼i

9人 以下
38.0%

(11)

31.0%

⑨

31.0%

(9)
、 、18'

1＼ ＼ ＼(1)＼ 　
、 、 ・

10人 ～29人 以 下

46.6

(28)

26.6

(16)

、25
.0

(15) ■
/',/32

;//ω 輯

30人 以 上
18.7

㈲

' く

37.5

(12)

40.6

(13)
、 ＼

1＼ ＼ ＼ 試

全 体
37ユ

(45)

30.5

(37)

30.5

(37)・

㌧

/1/
b.上 級1/!た

'

9人 以下
30.0%

(6)

35.0%

(7)

300%

(6)

5.0

♂/ト
1//1き1＼N

!

10人 ～29人 以 下
16.1

(5)

48.3

(15)

32.2＼

(10)

/

1//iN
30人 以 上

12.5

(4)

40.6

(13)

43.7

(14)
`

＼

、 、

、 、24

＼ ＼、 ② ＼
、 、

lll

り、`

全 体
18.0

(15)

42ユ

(35)

36.3

(30)

＼

'

1.2'()内は 件 数

図7-28

(1)

今 後 の 企 業 内 コンピュータ要 員教 育 に つ い て(プ ログラマ職 種 の 場 合)
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C.オ ペviタ 職 種

要員規模
今 より少し今 より積極

積極的に行的に行 う

う

今とほとん

ど変らない

なんと も

いえない
縮 少する

・.初中級i/＼ ＼ … こ＼i
ノ ＼ 、 、 、 ＼ 、

9人 以下
15.3%

(4)

346%

(9)

46.1%

(12)

4.O

o)
＼ 、 、＼

{＼ ＼'、
、

9人 ～29人 以 下
38.0

(16)

25.0

(13)

442
`(23)

/"
/
!
/
!

/
!1〆

12.5
30人 以 上

(3)

37.5

(9)

50.0

(12)、
＼L2

;＼
＼ ＼ ω＼1

全 体
225

(23)

303

(31)

46.0

(47)

、

、.上級1＼ ＼1、 、1

9人 以下
25.0%

(4)

31.2%
'(5)

43.8%

(7)

1＼ ＼ 諦 1

9人 ～29人 以下
295

(13)

31.8

(14)

36.3、

(16)

!'～L
l/＼'、1ノ/[

30人 以上
13.0

(3)

52.1

(12)

349

(8)
＼'1

＼/1・41

「

＼/(1)ll

全 体
24.0

(20)

373

(31)

373

(31)

図7-29

()内 は件数

今後 の企 業 内 コンピュータ要 員教 育 に つい て(オ ペレータ職 種 の場 合)

%
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の方 向 を ま とめ た の が,図2-27で ある。 要 員規 模10人 か ら29人 では ,

初 中級 レベ ル,上 級 レベ ル と も半 数 以 上 の と ころで 「今 よ り積 極 的 に行 う 」と

回 答 して い る。 「今 とほ とん ど変 らない 」と してい るの は,い ず れ も20%以

下で あ る。9人 以 下 の と こ ろ で も,初 中級 ・上 級 レベ ル と も4割 内外 の 企業 で

「今 よ り積 極 的 に 行 う 」 と して い る。 と ころ が,30人 以 上 の 規 模 だ と,「今

よ り積 極 的 に行 う 」と して い るの は,30%前 後 で あ る。 しか し,「 今 よ り少

し積 極 的 に 行 う 」を 加味 す る と,他 の規 模 との 間 で の 差 は ほ とん どな くな る。

規模 を無視 して全 体 と して み れ ば,初 中級 レベ ルの 方 が若 干 で は あ るが よ り積

極 的 に 行 お う と して い る ・ と もあれ,全 体 と して は 約半 数 近 くの 企業 で 「今

よ り積 極 的 に行 う 」と して い る 。 それ だ け,シ ステ ム ・プ ラ ンナ職 種 に 対 す る

企 業 内教 育 が十 分 で な か っ た こ とを意 味 して い る。

プ ログ ラマ職 種 を み る と,初 中級 レベ ルに関 して は,シ ス テ ム ・プ ラン ナ職

種 の 場 合 と同様 の傾 向 が 表 われ て い る 。た だ し,「 今 よ り積 極 的 に 行 う 」とい

う意 思 表示 は全 体 的 に低 くは な っ て い る。 要 員規 模10人 以 上 で は 「今 とほ と

ん ξ変 ら ない 」が シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 よりか な り高 くな って い る 。 これ は ,

そ れ だけ現 在 の 初 中級 レベ ルの企 業 内教 育 が シ ステ ム ・プ ラン ナ職 種 よ り も充

実 してい る こ とを意 味 して い る ので あ ろ う。上 級 レベ ルで は,「 今 よ り積 極 的'

に行 う 」とい う とこ ろが,シ ス テ ム ・プ ラン ナ職種 に くら べ て 著 し く低 下 し

てい る。 逆 に,「 今 よ り少 し積 極 的 に 行 う 」とい う意 向は 上 廻 っ て い る。 これ

は,上 級 プ ログ ラマ に対 す る企業 内教 育 が か な り充 実 して い る こ と,お よび上

級 プ ロ グ ラ マに対 す る企 業 内 教 育 の 限 界 が ある こと を反映 して い るの で あ ろ う。

オ ペ レー タ職種 に 関 しては,こ れ まで 企業 内教 育 で 一 番 充 足 さ れ て い た もの

であ る。 そ れ だ け に,全 体 と して 「今 とほ とん ど変 ら ない 」と指 摘 した と ころ

が 多 い。 初 中級 レベ ルで は 半 数 近 く(47社,46.0%)で,「 今 とほ とん ど変 ら

ない 」と してい る。 初 中級 レ ベ ルで は,パ タ ー ンと しては や は リ シス テ ム ・プ

ランナ職 種 や プ ログ ラマ職 種 と同 様 の 傾 向 を示 して い る とい え よ う。 上 級 レベ

ルでは ,30人 以 上 の規 模 で,半 数 が 「今 よ り少 し積 極 的 に行 う 」と回答 して
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い る。 「今 よb積 極 的 に行 う 」を加味 す る と65%以 上 に な る
。 それ だ け,上

級 オペ レー タに 対 す る企 業 内教 育 が不 足 してい た の か も知 れ ない 。全 体 と して

み た場 合 に も,「 今 とほ とん ど変 らな い 」との 回答 が 初 中級 レベ ルで46%(47

社)に 対 して,上 級 レベ ルでは37.3%と か な り低 下 して い る。

7.7各 種 団体 ・研 修 所 の利 用実 態

情 報 処 理 教 育 を提 供 して い る各 種 団 体 ・研 修 所 と しては ,情 報 処 理 研 修 セ ン

ター,産 業 能 率短 大,日 本 経 営協 会 ,日 本 事 務 能 率協 会,日 本 生 産 性 本 部,日

科 技連,各 地 の商 工 会 議所 な どが あ る。 ま た ,こ れ ら以 外 に多数 の セ ミナ ー提

供用 団 体 が存 在 す る。 この種 の教 育機 関 を コン ピュー タ要 員教 育 の 一環 と して

活 用 して い る とこ ろは 少 な くない。 そ の調 査 結果 を示 した の が ,図7-30で

あ る。

ξ、

要員規模 利用している 利用していない 無回答

`、

{＼ ＼1
、 、

、

9人 以下 44.0%

(51)

44.0%

(51)

12.0%

114)
、
、 、
、 ＼

＼ 、 ＼1
・ 、、 ＼」

10人 ～29人 以 下 65.7

(71)

34.3

(37)

1＼/η
11＼! ノ1

＼!
、,

30人 以上 76.7 9.3 14.0

(③ 幻 6)
z 、

}/ !、1!1＼
! 、

全 体
58.1

(155)

34.5

(92)

7.4

(20)

9
図7-30各 種 団 体 ・研 修 所 が 提 供 す る教 育 の 利用 状況

●
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・ 論 嬢 ・

　 "」26

,'a`の う ち の155社(58.1%)で 各 種 団 体 ・研 修 所 を 利 用 して い る.残

りの うちρg2社(34.5%)が 利用 して お らず,他 の20社(7.4%)は この調 査

項 目に・は繁 回 答 で あ った 。 これ を,要 員 規 模 別 にみ る と,や は り規 模 が 大 き く

な る に したが っ て,利 用 率 は 高 ま る傾 向に あ る 。要 員 規 模30人 以 上 だ と4分皆ふ拙噺'

の3(33社,76.7%)の ところ で利 用 して い る。 一 方,9人 以 下 の規 模 に な る

と,44%(51社)し か 利用 して い な い。

各 種 団 体 ・研 修 所 は,ど の 職種 を 主 体 に 利 用 され てい るの で あ ろ うか。 一番

よ く利 用 され て い る職 種 を選 ん で も らった 結 果 を集 約 した のが 図7-31で あ

る。

9

要員規模
シ ス ア ム ■

プ ラ ンナ

上級

プログラマ

初中級

プログラマ

無

回

答

そ

の

他

ターレペオ

θ
'
＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 、19%'

1'＼ ＼ ＼ ＼1(1)■
、 、'

1

.9人 以 下 ぎ%1訂1%
13.7%

(7)

'19
.0%

(10)

＼ ＼1・ ＼1
＼ 、 、、＼

＼ ・、'こ ＼1

10人 セ29人 以 下
53.7

(38)

18.3

(13)

11.2

(8)ノ
'

、

12.6

(旬

1//li;瀦1

30人 以 上
4810

(16)

212

(7)

6.6

(2)

1

2L2

、

＼(7)

:‡: 11＼ ＼＼33

11＼1、(1)

全 体
49.0

(76)

200

(31)

10.9

(17)
`

16.9

(缶)

1.31.9

(2)(3)

()内 は 件 数

●

図7-31各 種 団 体 ・研 修 所 を一 番 よ く利 用 して い る職 種

"
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大半 近 く(76社,49.0%)の とこ ろで は,シ ステ ム ・プ ラ ンナ を主 体 に利 用

してい る。 要 員規 模 別 に み て も,こ の 傾 向 は変 らない。 各 種 団 体 ・研 修 所 の教

育 内容 が シス テ ム ・プ ラ ン ナ向け の もの が 多 い こ と,逆 に メー カ提 供 の 教 育 が

どち らか とい うと プ ログ ラ マ志 向 が 強 い こ とか ら,こ の傾 向が 表 われ る の で あ

ろ う。 シス テ ム ・プ ラ ンナ に つい で 多 い の が上 級 プ ログ ラマ で あ る(31社,20.

0%)。 どの 要 員規 模 で も20%内 外 を 占 め てい る。上 級 プ ログ ラマが 必 要 とす

る最 新 の 知 識 ・技 術 を吸 収 す る場 と して 活 用 してい る ので あ ろ う。 一 方,初 中

項 目% 102030405060

他 社の具体的実例が研究できる
1
62.9(78)

専門分野の 高度な研修ができる 47.6(59)

最 新の情報 ・動向が得られる 53.2(6 .6)

徹底した基礎力をつけるのに向

いている
13.7(17)

教育内容が充実 している 16.1(20)

実務的内容 である 21.8(27)

コン ピ ュー タ ・メー カに適

当 な講 習 会 が ない
14.5(18)

社内の教育体制が不十分である 38.7(48)

社 内研修の不足を補 うのに適し

ている
23.3(29)

短期間に集 中的に教育で きる 25.8(32)

選択 して受講できる 363(45)

そ の 他 0.0(0)

図7-32各 種 団 体 ・研 修 所 の 教 育 を 利 用 す る 理 由()内 は件数
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級 プ ログ ラ マや オペ レー タを主 体 に利 用 して い る企 業 は 少 ない。

各 種 団体 ・研 修 所 の教 育利 用 は,こ れ ま で み て きた よ うにか な り盛 ん で ある。

で は,こ の種 の教 育 を利 用 す る積 極 的理 由 は 一 体 ど こに あ るの だ ろ うか。 主 要

な理 由 を3つ 選 ん で 回答 して もらっ た 結果 が 図7-32で あ る。

積 極 的 な理 由 と して は,「 他社 の具 体 的実 例 が研 究 で きる 」(78社,62.9%),

「最 新 の情 報 ・動 向 が得 られ る 」(66社,53.2%),「 専 門 分 野 の 高 度 な研 修

が得 られ る 」(59社,47.6%)が ベ ス ト3で あ る。 各 種 の セ ミナ ーの 中 には,

実 際 に シ ス テ ム開発 に た ず さわ った 人 々か らの 泥 くさい事 例 を 中心 と した もの

が 多 い 。 この種 の もの は,企 業 内教 育 とか,メ ー カ教 育 に期 待 で きない もので

あ る。 しか も,シ ス テ ム ・プ ランナ職 や管 理 職 の人 々 に とっ て は,新 規 シス テ

ム を構 築 す るに 当 っ て ヒン トとな る貴 重 な情 報 で あ る。 そ れ が 「他社 の具 体 的

実 例 が 研 究 で き る 」とい う理 由 に集 約 され て い るの で あ ろ う。

各 種 団 体,研 修 所 は,そ の性 格 上 で きる だ け最 新 の 情 報 や動 向 を主 軸 に した

魅 力 あ る テ ーマ を提 供 す る こ とに も力 を入 れ て い る。 これ らの情 報 や動 向 は,

最 新 の知 識 や技 術 を吸 収 す る こ とが強 く要 求 され てい る シス テ ム ・プ ラン ナや

上 級 プ ロ グ ラマに必 須 と もい え る。 ま た,各 種 団 体 ・研 修 所 の中 のい くつ か は,

専 門分 野 の 高度 な知 識 や技術 を主 体 と した教 育 を売 物 に して い る とこ ろが あ る。

企 業 内教 育 や メ ー カ教 育 では 十 分 カバ ー され て い ない 分野 で あ る。 スペ シ ャ リ

ス トを養 成 す るさ い に は この 種 の教 育 訓練 も不 可欠 で あろ う。 したが っ て,「最
ら

新 の情 報 ・動 向 が得 られ る 」とか 「専 門 分 野 の 高 度 な研修 が 得 られ る 」とか の

理 由が 強 く打 出 され る こ とに な る。

各 種 団 体 ・研 修 所 には,こ の よ うな特 性 が あ る ゆえ に,さ きに み た よ うに シ

ス テ ム ・プ ラ ンナ とか上 級 プ ログ ラマ を主 体 と した利 用 が 多 い の で ある。 な お,

さほ ど積 極 的 な理 由 では ない が,「 社 内 の教 育 体 制 が 不十 分 で あ る 」(48社,

38.7%)と か,「 選 択 して受講 で きる 」(45社,36.3%)な どの理 由 も目立

つo

さ て,各 種 団 体 ・研 修 所 の教 育 利 用 の 見 通 しは ど うなので あ ろ うか 。 今 後 の
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A.シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 職 種

`
要員規模

今 よ力

増加する

今と

変らない

今より

減少する

なん とも

いえ ない

9 ・・初中級1＼ ＼ ＼
＼ ＼＼ 忽

9人 以下
277%

(10)

47.2%

(17.)

'22.2%

e)

、

、!
ll＼/l

ll＼ ノl
l/

10人 ～29人 以 下
26.3

(14)

54.7

(29)

95

(5)

9.5

(5)
、
、 、 ＼

1＼ ＼ ＼ ＼i
～一 、

30人 以上
53.3

侮)

33.3

(5)

13.4

(2)

!ノ 『/ !
!

1

1/

/

/

ノ

/
1!!

全 体
30.7

(32)

49.0

(51)

14.4

(15)

5.9

(6)
}ノ'＼

b.上 級1/1'い
/1＼1

9人 以下
26.8%

(11)

5L2%

(21)
22.0%

(9)、
ll＼li;1

10人 ～29人 以 下
27.0

(10)

62.1

(23)

8.1

e)
、
＼ ノ 、

●

¶

、
、
、
、
、

1

/ 、

、

、 、
'

30人 以 上
53.8

(7)
30.8

ω

15.4

(2)
/
/・1

!/'1・3ハ
「

ノ//!(1)、ll

全 体
30.7

(28)

52.7

(48)

|
15.3

(14) 1

図7-33 今 後 の各 種 団 体 ・研 修所 の教 育利 用 の 方 向 について(

(システム ・プランナ職種 の場 合)

)内 は件数
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B.プ ログ ラ マ 職 種

要員規模
今より

増加する

今と

変らない
今より
減少する

なん とも

いえ ない

・.初中級ll＼ ＼ ＼ ＼
、 、 、 、 ＼ 、

9人 以下
26.9%

(7)

50.0%

(13)

15.4%7・7%

(4)(2)

、l
l＼"
1＼" ＼ 〔'

10人 ～29人 以 下
33.8

(24)

408

(29)

15.4

(11)

10.0

σ)

'、
1/＼1 '＼

30人 以上
30.O

o)

50.0

(15)

10.0

(3)

10.0

(3)

'

1 ' 1

ll/1
1

全 体
315

(40)

44,814.1

(57)(18)

9.6

(12)/、
∪上 級{//1＼

1/、
'

9人 以下
15.1%

(5)

6α5%

(20)

183%

θ

6.1

(2)
、
＼ `

、
＼ 、

＼ 、
＼ 」

ll

10人 ～29人 以 下
322

(19)

457

(27)

16.1

e)

6.0

(5)」 ノ
ll//1

30人 以 上
30.7

(8)

42315.4

(11)(4)

115

(3)
↓ ～

'

1

'

、

、

、

、

%

全 体
27.1

(32)

49.1

(58)

15.2

(18)

8.6

(10)

()内 は件数図
7-34今 後 の各 種 団 体 ・研 修 所 の 教 育 利 用 の方 向 につい て

(プログラマ職 種 の場 合)
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C・ オ ペv－ 夕 職 種

要員規模
今 より

増加する

今と

変らない

今より

減少する

なんとも

いえない

・ ＼＼ ＼ ＼ ＼l
a・ 初 中 級1＼ ＼ ＼ 、1

}＼ 、 、 、＼ ＼
、 「L」 、

416%9人以 下

(5)

41.6%

(5)

84%8・4%

(1)(1)

/ノ'
1//!1

/,

10人 ～29人 以 下
35,542 .3

(21)(25)

1L8

(7)

10.4

(6)
、 、

「'＼ 、l

ll＼ ＼1
、 、

30人 以上
33.5

(11)
51.5

(17)

9.0

(3)

6.0

(2)
}']

1、 ノー1

1.ノ'

"
1

全 体
35.5

(37)

45.2

(47)

10.58.8

(11)(9)
1/1

・.上 級1/i＼
ノ.

:

;
31,150 .09人以 下

(5)(8)

12.66.3

(2)(1)
、 、

1＼ 、l

l＼ 、1

、
1

10人 ～29人 以 下
37.7

(20)

47ユ

(25)

9.45.8

⑥(3)

rll、30'
1,、(1)'

、'
|

30人 以 上
36.35L7

(12)(17)

9.0

(3)
ll

ll'、l

lI'、
`

1

全 体
36.4

(37)

49.0

(50)

7.8

8)

6.8

(7)

図7-35 今 後 の 各 種 団体 ・研 修 所 の教 育 利用 の方 向 について(

(オペ レータ職 種 の場 合)

)内 は件数
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コ ン ピ ュ ー タ利 用 と コ ン ピ ュ ー タ要 員 の 育 成 とい う観 点 を 考 慮 に 入 れ て 回 答 し

て も らっ た 結 果 が,図7-33,図7-34,図7-35で あ る 。

ま ず,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ職 種 で あ る が,初 中 級 レ ベ ル,上 級 レ ベ ル と も,

利 用 が 「今 よ り増 加 す る 」と 想 定 し て い る と こ ろ が,30.7%あ る 。 しか も,

要 員規 模 別 にみ る と,30人 以上 の 規 模で は半 数 以 上 が 「今 よ り増 加 す る 」と

み てい る。 逆 に,「 今 より減 少 す る 」と回答 してい るの は,初 中級 レベ ルが

14.4%,上 級 レベ ルが15.3%あ る。 企 業 内教 育 の将 来 方 向 と して 「縮 少する」

との回 答が 皆 無 に近 か っ たの に くらべ る と,か な り高 い 。経 済 環 境 の見 通 しが

明 る くない こ と,企 業 内教 育 を充 実 す る こ とに よっ て肩 代 りで き る な どの理 が

ある のだ ろ う。

プ ・ グ ラマ職種 の 利 用 方 向 を示 した の が 図7-34で あ る。 全 体 と しては,

システ ム ・プ ラン ナ職 種 と同 様 の傾 向 を示 して いる 。 た だ し,初 中級 レベ ルの

方 が 上級 レベ ルよ り も 「今 よ り増 加 す る 」とみ てい る と ころ が 多 い。 逆 に,「今

よ り減 少 す る 」とい う回答 は,シ ステ ム ・プ ラ ンナ とほ ぼ 同 じで ある。 理 由 は

シス テ ム ・プ ランナ職 種 で指 摘 した の と大差 な か ろ う。 要 員規 模 別 に み る と,

30人 以 上 で は シ ステ ム ・プ ランナ職種 の よ うに 「今 よ り増 加 す る 」とは 考 え

てい ない 。

オペ レ ー タ職 種 に関 しては,「 今 よ り増 加 す る 」との 回 答が,前2職 種 よ り

も若 干 で は あ るが 増 え て い る(初 中級 レベ ル:35.5%,上 級 レベ ル:36.4%)。

これ ま で の利 用 が 低 調 で あ った の で この よ うな傾 向 を示 した の か も知 れ な い。

したが って,逆 に 「今 よ り減 少 す る 」とい う率 は さが っ てい る(初 中 級 レベ ル

10.5%,上 級 レベ ル:7.8%)。 な お,要 員 の規 模 に よる差 は,ほ とん どない 。

7.8コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ教 育 の利 用 実態

コン ピュー タ ・メー カは,発 売機 種 や ソ フ トウェ アを主 体 と した 内容 の教 育

を何 らか の形 で提 供 して い る 。最 近 で は,機 種 や ソ フ トウェ アを意 識 しない 一

般 的 内容 の教 育 も増 え て い るσ,経営 科学 の分 野,シ ス テ ム分析 や 設計 手 法 の分

野,シ ス テ ム管 理 や プ ロ ジェ ク ト管 理 手 法 の 分野,あ るい は プ ログ ラム開発 や
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設 計 手 法 の分 野 な どの教 育 で この 傾 向 が み られ る。 とは い う ものN,教 育 の 主

体 は,各 メー カが 提 供 して いる シス テ ムの ハー ドウェ ア,ソ フ トウェア で あ る

こ とに 変 りは ない 。 した が っ て,教 育 対象 者 は,自 社 シス テ ムの ユー ザが 中心

とな って い る。 こ の よ うな メー カ提供 の教 育 は,ほ とん どの 企 業 で利 用 して い

る(図7-36参 照)。 「利 用 して い な い 」と回 答 した のは,わ ず か8社(3.1

%)で あ る。10人 以 上 の 規 模 で は,わ ず か に1社 だ けが 利 用 してい ない 。9

人 以 下 で7社 が 利 用 してい ない と回 答 して い るが,超 小 型 の コ ン ピュー タでは

教 育 コー ス を提 供 してい ない か らか も知れ ない 。 なお,規 模 が 大 き くな る につ

れ て無 回答 が 増 大 して い るが,こ れ は恐 ら くメ ー カ教 育 の 利 用 は 自明 の こ とX

して,未 記 入 と した ふ しが み られ る。 と もあれ,コ ン ピ ュー タ ・メー カの教 育

へ の依 存 度 は,そ の性 格 か ら して ま だ ま だ高 い といえ る。

要員規模 利用している 利用していない 無回答

1 、 、 「
、 、 、

＼l

l

、 、
、
、 、
、 、

＼

、 、
＼
＼
＼

9人 以下 89.6%(104)
6.1

(7)

43

⑤

〆/"!

1
//
!/
〃 }〃

10人 ～29人 以 下
695

(75) 汗
29.6

(32)
♂

| /!
ノ タ :

ノ ー ▲

44.1 55.9
30人 以 上

(19) (24)

{

「e
、 、
ミミミ
ミこ※
くこ 、 1

全 体
74ユ

(198)

22.1

(61)

●

3・1(8)()内 は件数

図7-36コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カが 提 供 す る教 育 の 利 用 状 況

一157一



要員規模
シ ス テ ム ・ 上 級

プ ラ ン ナ プログ ラマ

初 中 級

フ'ログ ラマ

無

回

答

そ

の

他

ターレペオ

'1、 ＼29、1

1/1＼ ＼(恕 ん鴇1

9人 以下
16.3%

(17)

25.0%4α39そ)

(26)(42)

、 '/14 .6%

(15)1!",
r////"1・31
1/

_//〃/(1)1

10人 ～29人 以 下
93

(7)

12.0

(9)

54.6

(41). ;;ll閉
＼ ＼・ ノ

1＼ ＼ ＼＼//1
＼ ＼!/

30人 以 上
21.0

ω

15.73L5

(3)(6)

5.2

⑪

26.6

(5)
!＼ 、

1/1＼ ＼LOl

l・,ノ ＼ ＼ ノ¢)一一_」

酔

夢

σ

全 体
14.1

(田)

19.1

(38)

449

(89)

4.5164

(9)(32)

()内 は件数

図7-37コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カの 教 育 を 一 番 よ く利 用 して い る職 種

ρ

コ ン ピュ ー タ ・メー カの教 育 を一 番 よ く利 用 して い る職 種 レベ ルは 初 中級 プ

ログ ラ マで ある(図7-37参 照)。 全 体 の45%近 くが これ に 当 ては ま る。

メー カ教 育 の 内容 が プ ・ グ ラマ教 育 的 色 彩 が強 い こ と もあ ろ うが,ユ ー ザの 要

員構 造 か らみ て 初 中級 プ ログ ラマの人 数 が 多 い こと と,こ の レベ ルで の教 育 が

一番 必 須 に 近 い 性 格 で あ る こ とな どが反 映 され た 結 果 と思 わ れ る。 オ ペ レー タ

と回 答 した の が 非 常 に 少 ない の は,オ ペ レー タ対 象 の 教 育 コー スが非 常 に 少 な

い こ と,お よび オペ レー タの 協 会 に は 企 業 内 訓 練 で ほ と ど ど充 足 して い る

ケー スが 多 い こ とな どに起 因 してい る。 シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 と上 級 プ ログ

ラマ職 種 で の利 用 が 一番 多 い と回 答 してい る と ころ もけ っ こ うあ る。 この 理 由

と して は,3つ 考 え られ る。1つ は,要 員 構 成 の比 重 が この種 の 職 種 で 高 くな

ψ

・
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6

恒

S

■

喝

って きて い る と ころ が で て きた こ とで ある(近 年 の経 済 的 低 滞 の た め新 入 要 員

の補 充 を さ しひか え た こ とか らこの傾 向が 促 さ れ て い る結 果) 。第2は,あ る

コ ン ピュー タ ・メ ー カの よ うに 初 中級 プ ・グ ラ マ向 けの教 育 の ほ とん どを プ ロ

グ ラム学 習方 式 や 自習 方式 に お きかえ て,完 全 な個 別 学 習 ス タ イ ルに切換 え て

しま しttlt教育 コー ス を提 供 して な い こ と も影 響 してい る。 も う1つ の理 由 は ,

上 級 プ ログ ラマ とか シス テ ム ・プ ランナの再 教 育 こそ が ,シ ス テ ムの生 産 性 に

項 目% 20406080
`　

使用機種および ソフトウェア

に合致した教育が得られる

1
95.蹴(158)

体系的な教育である 19.3(32)1
t

内容がシステム全体にわたり

専門的である
12.7(21)

教育内容が充実している 10.2(17)

実務的内容である 12.0(⑳)

経費が安くてすむ 55.4(92)

社内の教育体制が不十分であ

る
26.5(44)

社内教育の不足を補うのに適

している
18.7(31)

短期間に養成できる

.

28.3(47)

教材が完備している 15.7(26)

選択 して受講できる 22.3(37、

そ の 他 0.6(1)

図7-38コ ン ビ=一 夕 ・メ ー カの 教 育 を 利 用 す る理 由

()内 は件数
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寄 与 す る とい う発 想 か ら,こ の種 の 人 々に 対 す る教 育 に 力 を入 れ ば じめ た こ と

で あ る。 この と とは,後 述 す る メー カ教 育 の 今 後 の利 用 方 向 か ら も指 摘 で きる。

コ ン ピュ ー タ ・メー カの教 育 を利 用 す る理 由 と して は,「 使 用 機 種 お よび ソ

フ トウェ アに合 致 した教 育 が 得 られ る 」が 圧 倒 的 に 高 い(158社,95.2%)。

これ は,当 然 の こ とで あろ う。 ま た,「 経 費 が安 くてす む 」(42社,55.4%)

とか,「 短 期 間 に養 成 で きる 」(47社,28.3%)と い った理 由 も多 い。 前 者 は,

無 料 で教 育 を提 供 して い る メ ー カが 多 い こ とが原 因 とな って い る。 後 者 は,比

較 的 短 期 間 で コ ンパ ク トな コー スが 種 々用 意 され てお り,し か も割 に開 催 回数

も多 い こ とに起 因 してい るの で あろ う。

なお,「 教 育 内容 が 充 実 し てい る 」(17社,10.2%),「 実務 的 内 容 で ある」

(20社,12.0%),「 内容 が システ ム全 体 に わ た り専 門的 で あ る 」(21社,

12.7%)な どは,き わ め て低 調 で あ る。 コ ン ピ ュー タ ・メー カの 教 育 内 容 の見

直 しが 要求 され て い る の か も知 れ ない 。

さ て,今 後 の コ ン ピ ュー タ ・メー カの 教 育 利 用 の 方 向 は ど うで あ ろ うか 。 コ

ン ピュー タ利 用 の 方 向 と コ ン ピュー タ要 員 の 育成 の 見 直 しを考 慮 して,回 答 し

て も らった 結果 を 分析 ・集 計 した のが,図7-39,図7-40お よび 図7-

41で あ る。 い ず れ の 職 種 に お い て も,「 今 よ り増 加 す る 」ない しは 「今 と変

ら ない 」との意 向 が 強 い。

システ ム ・プ ランナ職 種 で は,初 中級 レベ ル,上 級 レベ ルを問 わず 実 に半 数

近 くが,コ ン ピュー タ ・メー カの教 育 利用 は 「今 より増 加 す る 」と回 答 してい

る(図7-39参 照)。 しか も,要 員 規 模 で の 差 もそ れ ほ どない 。 つ ま り,い

ず れ の規 模 にお い て も シス テ ム ・プ ラ ンナの 育 成 に力 を 入 れ よ う と して い る。

した が っ て,逆 に 「今 よ り減 少す る 」と してい るの は,わ ず か数 パー セ ン トに

過 ぎない。 この傾 向 は,企 業 内教 育 の将 来 方 向 に 関 して も同様 で あ った。 明 ら

か に,ユ ー ザは プ ログ ラマ教 育主 体 か ら シス テ ム ・プ ラン ナ教 育 主体 に 比 重 を

移 して ゆ く こ とを期待 してい る。 シス テ ム ・プ ランナ職 種 の 重 要 性 とそ の 育成

体制 の不 十 分 な こ とを認 識 しは じめ て い る とい え よ う。 と もあれ,シ ス テ ム ・
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A.シ ス テ ム ・プ ラン ナ 職 種

要員規模
今より

増加する

今 と

変 らない

今 より

減少する

なん とも

いえ ない

・.初中級{＼ ＼ ＼ ＼ 一＼ 習1

9人以下
50.0%

(42)

32.1%

(27)

15.6%

(13)
、、

1;＼ ＼1

10人 ～29人 以 下
50.1

(33)

363

(24)

4.5

(3)

9.0

(6)ノ//
1///1

!!.

44.430人以 上

(8)

33.3

(6)

5.7

(1)

166

(3)
、 、 、

1＼ ＼ 、351
、 ＼ ＼/(6)

全 体
49.4'

(83)

339

(57)

/ 13.2

(22)

・.上級 …/ぽi

9人 以下
46.2%

(37)

375%ノ

(30)

15.0%

(12)
、 、＼
＼

1＼ ＼ 、1＼1
＼

10人 ～29人 以 下
55.3

(36)

30.76.17.g

(20)(4)6)
/

/
/

/

∫ ノ

'ノ

/ '

30人 以上
44.4

(8)

38.85.7

(7)(1)

11.1

(2)
、 '3 .71,11「

1、
、1レ ⑥ ・

全 体
49.6

(81)

34.9/

(57)

11.8

(19)

図7-39 今 後 の コン ピュー タ ・メー カの 教 育 利 用 の 方 向 に つ い て()内 は 件数

(シ ステ ム ・プランナ 職 種 の場 合)

一161一



B・ プ ロ グ ラ マ 職 種

要員規模
今より

増加する

今と

変らない

今より

減少する

なん とも

いえ ない

1＼ 一＼ ＼ ＼＼1

a.初 中 級
1＼ ＼ 、 ＼

1＼ ＼ ＼ ＼
、 、 ＼

|

31.6% 47.9% 6.1 14.4%
9人以下

(31) (47) θ (14)
、 ト ＼

1、1＼

1＼1＼
、 、

1

1

36.3 45.4 12.1 6.2

10人 ～29人 以下
(24) (30) e) ④

1 ''/

1!!/1 !
1ノ/!1

'! '

31.5 36.8 21.0 10.7

30人 以上

(6) ⑦ ω 佗)

1

＼1 ＼

、 1 1＼
1、 ＼ll

＼

33.1 459 9.81LO

全 体(
61) (84) @8)(20)

、

1＼ ＼ ・32

.

|
、

b・ 上 級1＼ ＼
、 、 」

1③1

39.1% 45.6% / 12.1%
9人 以下

(36) (42) (11)
、

1、
`、

、 ＼1

1＼ 、 、1
＼ 、

46.9 40961 6.1

10人 ～29人 以 下

(31) (27)(4) (4)
1/

1/'/1

1/,ノ/1
1 〃

37.0 473 15.7

30人 以上
(7) (9) (3)

、
ト

＼

、
、＼3・9

1、(7)

全 体

4L8

(74)

44.0

(78)

103

(18)

図7-40 今後 の コンピュータ ・メーカの教 育 利 用の 方 向 につい て

(プ ログラマ職 種 の場 合)

()内 は 件数
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C.オ ペ レ ー タ 職 種

要員規模
今より

増加する

今と

変らない

今より

減少する

なん とも

いえない

a。 初中級

/・ ＼ 、 ＼1
!、

、!、

、 ＼1

1、 、 、1

!、 、 、

9人 以下
204%

(19)

54.8%

(51)

43

ω

204%

(19)
～ 、

、

、

＼

＼

50.0

(29)

10.3

(6)

30人 以 上
36.8

(7)

36.8

(7)

10.715.7

(2)(3)
/lI
/1 ノ

l

l
|//

/ll
' '

全 体
23.5 5U 7.0 18.4

(4の (87) rlカ (31)
1'

ノ '

1/"1b
.上 級1//'11

`'[

9人以下
19.2%

(15)

51.2%

(40)

7.7%

(6)

2L9%

(17)
1

1

1

＼
＼

＼

、

、

、

＼

、

l

l

l

10人 ～29人 以 下
29.5

〔18)

44.2

(27)

9.8

(6)

16.5

(10)

l

l

1

1 /
/
!

/

/
ノ

/

/
/
/ l

l

30人 以 上
29.4

(5)

35.2

(6)

5.8

(1)

29.6

(5)

1
1

'
!

!
'

、

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼
、

l
l
1

全 体
24.3

(38)

46,7

(73)

8.3

(13)

20.7

(32)

()内 は 件数図7 -41 .今 後 の コン ピュー タ ・メー カの 教 育 利 用 の 方 向 に つbて

(オペ レー タ職 種 の 場 合)
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プ ランナ職 種 の 教 育 増 を これ だけ見 込 ん でい る とい う こ とは,こ れ に応 え る コ

ン ピュー タ ・メー カの 教 育 体 制 を作 りあげ て ゆ く必 要 が あ る。 これ まで の プ ロ

グ ラマ教 育 主 体 で あ った もの に,シ ス テ ム ・プ ランナ教 育 の内 容 を十 分 加 味 し

て ゆ く必 要 が あ ろ う。 プ ログ ラマ教 育 か ら脱 皮 し,シ ス テ ム ・プ ランナ教 育 の

の内容 を充 実 す る こ とが 強 く要請 され て い る とい え る。

プ ログ ラマ職 種 にお い て も,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 ほ どで は ないが,メ ー

カ教 育 の 利 用 は 「今 よ り増 加 す る 」傾 向 を示 してい る(図7-40参 照)。 し

か も,上 級 レベ ルの プ ロ グ ラマで 「今 よ り増 加 す る 」と回答 した ところが 多い 。

中で も,中 規 模 の ユ ー ザ で は半 数 近 くが 「今 よ り増 加 す る 」と してい る(31社,

46.9%)。 逆 に,「 今 よ り減 少 す る 」とい う傾 向 は,初 中級 レベ ルにお い て要

員規模 が 大 き くな る に つれ て顕 著 に な って い る。 初 中級 レベ ルは,企 業 内教 育

でか な り消化 し うる とい う こ とで あ ろ うか。 なお,上 級 レベ ルで は 「今 よ り減

少 す る 」との 回答 は わ ず か で ある。 シ ステ ム ・プ ラ ンナ教 育 と同様 に,上 級 プ

ログ ラマの教 育 の充 実 も期 待 され て い る とい え よ う。

オペ レー タ職 種 の教 育 で は,前2職 種 ほ ど 「今 より増 加 す る 」とは 思 っ てい

ない(図7-41参 照)。 そ れ で も,や く4分 の1の 企 業 で は,初 中級,上 級

を 問 わ ず,「 今 より増 加 す る 」とみ て い る。 要 員 規 模 が 大 き くな るにつ れ て増

加傾 向が 強 い が,そ の 理 由は さだか で ない 。

7.9外 部 教 育 機 関利 用 後 の補 足 指 導 体制

教 育 効果 が あが るか ど うは,単 に教 育 内容 の 良 し悪 し,教 育 手 法 や教 え方 の

良 し悪 しで きま る もの では な い。 同 じ教 育 内容 と教 育手 法 を用 い た教 育 を受 け

て も,受 講 者 に学 び とろ う とす る構 え が で きて い な い と,ほ とん ど教 育効 果 は

期待 で きな い。 ま た,受 講 後 に しか るべ き追 指 導 が行 わ れ な い こ とには,実 践

的 能 力 ま で高 め る こ と もで き ない。限 られ た期 間 で の教 育 で は基 本 的 知 識 や 技

術 しか 身 に つ い て い ない 。 この基 本 的 知識 や 技術 を生 きた実 践 的 能 力 へ と展 開

して ゆ くた め の第1歩 が補 足 指導 で あ る。 そ の あとで の仕事 を通 じての 訓 練 で

は じめ て本 物 の実 践 的能 力 と なる。 補 足 指 導 の 別 の 意 義 もあ る。 外部 の教 育機
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覧

関 を 利 用 した 場 合,企 業 ニー ズ に100%合 致 してい る こ とは ない 。 必 ず 過 不

足 が ある。 不 足 す る部 分 の知 識 ・技 術 は 補 足 指 導 を通 じて早 め に補 っ て や った

方 が よい。 さ らに,補 足 指 導 の機 会 を 通 じ てや る気 を起 こす ため の刺 激 とす る

こ と もで き る。 い わ ゆ る,仕 事 に向 け ての 動 機 づ けで ある。 外 部 教 育 機 関 を利.

用 した場 合,そ の 効 果 を最 大 限 に引 き出 す た め には ,補 足 指 導 が 不 可 欠 で あ る。

と ころ で,こ の 種 の 補 足 指 導 が どの よ うな形 で 行 われ てい るの で あ ろ うか。

これ を把 握 した 結果 を ま とめ た のが,図7-42で あ る。

「③

-

実施率(%)

補足指導項 目
102030

社外講習会出席報告書の作成
1
23.7(57) 夕山

,∠ グ
論文または レポー トの作成

〃一,'
《

、 、 、、、
、

、 、 、ここ、、‥

9.5(23)

雫
上司に対 して ロ頭での報告

＼ 、<1 、

〉＼282(68'、i汗
＼ 一

関係者を対象に報告会を開催
_〉
i～120.3(49)

メノ ー一

ノ'

'

.=一 一ノ

r

社外講習会で 不足する部分を、

企業内教育で補足

'

,プ ー'一'

46(11)㌣ゴ
、/

出席者が受講内容を整備 し、企

業内教育コースを開催
c

カノ
へ へagξ7)
、」÷

＼ 、

受講内容にふさわ しい仕事の割当て

、 ＼、 、
▼

1α0(24)〉

ノ・
ノ ク

全 く何もしない

"'シ

ア ・・…

そ の 他 ●

,/

0.8(2)

●一 一 一 ●:9人 以 下 ●一一ーー一 ・●:10～29人 以 下 ●一 ー 一一 ●:30人 以上

(要 員規 模)

()内 は件数

喝

図7-42外 部の教 育機 関利用後 の補足指 導の制度化 について
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棒 グ ラ フで示 した の が全 体 の様 子 で あ り,折 線 グ ラ フは要 員 規 模 別 の 実態 を

示 した もの で あ る。2つ 以上 の 指 導 項 目 を組合 わせ て制度 化 して い る とこ ろが

あ る の で,い ず れ も100%を 越 え て い る 。

全 体 を みた場 合,「 上 司 に 対 して 口頭 で の報 告 」(68社,28.2%),と 「社

外 講 習会 出席 報 告 書 の作成 」(57社,23.7%)が 高 い。 た だ し,こ れ らは 単 に

形 式 的 な もので あ り,厳 密 な意 味 での 補 足 指 導 とは 認 め られ ま い 。 「関係 者 を

対 象 に報 告 会 を開 催 」(49社,20.3%)す る とな る と,こ れ はか な 夕の意 味 を

もって くる。報 告 者 当人 は,こ れ を通 じて知 識 を整理 し体 系 化 で きよ う,ま た,

報 告 す る こ とを通 じて,自 己 の理 解 不十 分 な個 所 を 自覚 で きる。 さ ら に,先 輩

な どの 指摘 に よっ て,自 企 業 で本 当 に必 要 と してい る知識 ・技 術 の範 囲 とそ う

で ない 範 囲 に気 づ くで あ ろ う。 これ が,仕 事 を 通 じての 訓練 へ の橋 わた し と し

て貴 重 な意 味 を もっ て くる。 報 告 会 の開 催 は,報 告 者 自身 に と って メ リッ トが

あ る だ け で は ない 。 聴 き手 に とっ て は,新 しい 知識 ・技 術 の 吸収 の場 で あ ろ う。

個 人 が 修 得 した ノ ウハ ウを公 的 な ノ ウハ ウ と して伝 播 す るた め の 重要 な意 味 も

あ る。

「受 講 内容 にふ さ わ しい仕 事 の 割 当 て 」(24社,10.0%)と か 「論 文 ま たは

レポー トの作 成 」(23社,4.5%)と い うこ とに な る とさ らに積 極 的 な意 味 を も

つ。何 よ り も重 要 な こ とは,要 員 の 育成 は.仕事 を通 じて行 うとい うこ とだ。 そ

のた め の基 本 的知 識 ・技術 を 与 え るた め に教 育 の機 会 を与 え る。 そ して,教 育

を うけ た 内 容 に ふ さわ しい仕 事 を 与 え る こ とこそ が,ま さに基 本 的知 識 ・技術

を生 きた 能 力 に高 め る こ とに な る。 とはい う ものX,タ イ ミング よ く受 講 内容

にふ さ わ しい仕 事 が 存 在 す る とい う・こ とは保 障 で き ない。 そ こで 代替 の 方法 と

して,論 文 や レポ ー トの作成 が登 場 す る。 受 講 内容 にふ さわ しい 仕事 の 割 当 て

ほ ど効 果 的 で は な い に して も,か な りの効 果 が 約 束 で きる方 法 で ある。 そ れ に

して も,こ れ らを実 施 して い る と ころ は そ う高 くな い。 もっ と も っ と,こ の種

の こ とを追 求 す べ きで あ ろ う。

規 模 別 で み た場 合,や は り要 員数 が 多 い企 業 の 方が 効 果 的 な補 足指 導 体 制 を

一166一

6

遙



∂

♂
、

q

9
'

とっ てい る 。30人 以 上 の要 員 の場 合,「 関係 者 を対 象 に報 告 会 を開 催 」,「出

席 者 が受 講 内容 を整 備 し,企 業 内教 育 コー スを開 催 」,「 受 講 内容 にふ さわ し

い仕 事 の割 当 て 」な どが 多 くなっ てい る。逆 に 「上 司 に対 して 口頭 で の報 告 」

をす るの は,極 端 に 少 な くな って い る。

ともあれ,外 部 の教 育 機 関 を利 用 す るに あた っ ては,目 標 とニ ー ズに 合致 し

た教 育 を選 び,予 備 指導 と補 足指 導 を十分 行 う こ とに よっ て,そ の 効果 が は じ

め て期 待 で きる。 補 足 指 導 の 方法 は上 述 の通 りで あ るが,予 備 指 導 と して は,

受講 に必 要 とな る 資格 条 件 を 十分 満 して や る こ とで あ り,受 講 目標 を は っ きり

とさせ 受講 後 に 期 待 す る こ とを具 体化 す る こ とに よっ て,受 講 の構 え を しっか

りとす る こ とで あ る。

7.10情 報 処 理 教 育 の 効果

これ ま で要 員教 育 の 実 態 を分析 して きた が,企 業 内教 育,各 種 団体 ・研修 所

の教 育利 用,あ るい は コ ン ピュ ータ ・メー カの教 育 利 用 な どを通 じて ,か な り

積 極 的 に要 員教 育 が 展 開 され てい る とい え る。 この よ うな コ ン ピュー タ要 員 に

対 す る教 育 が実 施 され た 結 果,ど の よ うな効 果 が得 られ て い る と考 え て い るの

で あ ろ うか 。 これ に対 す る回 答 を職 種 別 にま とめた の が,図7-43で あ る。

オペ レー タ職 種 で は,「 基 本 的知 識 ・技術 の修 得 が で きた 」(92社,39.5

%),「 要 員 と して の一 般 的 能 力向 上 が は かれ た 」(91社,39.1%),「 業 務

の能 率 向上 に役 立 っ た 」(48社,20.6%),「 要 員 の モ ラル向上 に役 立 っ た'j

(48社,20.6%)な どが高 い 。

一 方
,プ ログ ラマ職 種 の場 合 に は,「 基 本 的 知識 ・技 術 の修 得 が で きた 」

(154社,66.1%)と 「要 員 としての 一 般 的能 力 の 向上 が は かれ た 」(136社,

58.4%)と が 圧 倒 的 に 高 い 。 プ ログ ラマの場 合 には,教 育の 結 果,技 術 ・能 力

の 向上 の 様 子 が は っ き り と表 われ るの で あ ろ う。 ま た ,「 専 門 的 高 度 利用 の知

識 ・技術 が 修 得 で きた 」(70社,30%),「 業 務 の 能 率 向上 に役 立 った 」(54

社,23.2%)と か 「要 員 の モ ラル向上 に役 立 った 」(42社,18%)な ど もか な

り高 い。 い ず れ に しろ,「 専 門的 高度 利 用 の 知 識 ・技術 が修 得 で きた 」とい う
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図7-43 情報処理教 育の実施効果
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項 目以 外 は,オ ペ レ ー タ の場 合 と共 通 す る。 換 言 す る な ら
,プ ログ ラマ とオペ

レー タ職種 で は 程 度 の 差 は あ るが
,ほS'同 じ よ うな内 容 で の効 果 が得 られ てい

る。

シス テ ム ・プ ラ ン ナ職種 で も
,「 専 門 的 高 度 利用 の 知 識 ・技 術 が修 得 で きた 」

(94社 ・40・3%)・ 「要 員 と して の 一般 的 能 力 向上 が はか れ た 」(90社
,

38.6%),「 基 本 的 知 識 ・技術 の修 得 が で きた 」(78社
,33.5%)が 他 の職 種

の場 合 と同様va高 い・ 異 なる のは,「 物 の 見 方,視 野 が広 くなっ た 」(88社 ,

37・8%)と 「シ ス テ ム思 考 が 養成 で きた 」(70社
,30%)と が 他 の職 種 に く

らべ て きわ め て 高 い こ とで あ る・ 確 か に,シ ス テ ・ ・プ ラ ンナ に対 しては ,こ

の 種 の 能 力 が 強 く要 求 され て い る。 た だ し,限 られ た 期 間 で の教 育 で本 当 に こ

の種 の効 果 が得 られ た とす る と
,そ の教 育 は実 にす ば ら しい もの とい わ さる を

徽 い・ なぜ な ら・ この よ うな能 力 は あ る意味 で環 境 とか 資 質 とか が影 響 す る

度 飴 結 く潮 汐 で さほ ど変 化 し
、きれ る もの では 杜 か らだ.多 分 聴 入

感か ら・ この種 の効果 が得 られた と回答 し担 ころが多いのか も知れ ない
。

7.11コ ン ピュ ータ 要 員 の教 育 費 用

残 され た 興 味 あ る項 目は,ど の 程 度 の教 育費 用 を見 込 ん で教 育 訓 練 を して い

るか とい う問題 で あ る 。 この 件 に 関 して は,コ ンピュー タ要 員1年 当bの 年 間

教 育 費 用 が どの 程 度 見 込 まれ て い るか で 調 査 した
。 残 念 なが ら,半 数 近 くで未

回 答 で あ った・ 教 育 費 用 が 正 確 に ・ ン ト・一 ルされ て い ない のか
,そ れ と も社

外 秘 と して厳 し く管理 され てい るせ い か は さだ か で な い。

図7-44で 示 した の が,要 員 規 模 別 ・職種 別 の コ ン ビュ ー
.タ要 員 の 教 育 費

用 で あ る。 全 体 の 様 子 は,大 きい枠 で示 して い る
g企 業 に よっ て,1人 当 り1

万 円未 満 か ら20万 円 以 上 と大 巾 に バ ラ ツキが あ る。 た だ し,1人 当b50万

円以 上 の教 育費 用 を見 込 ん で い る と ころは,ど の職 種 で も皆 無 で あ っ た
。 一 般

的 には,シ ス テ ム ・プ ラン ナ職 種 の教 育 費 用 が 一番 多 く,プ ログ ラマ職 種,オ

ペ レ『 タ職 種 に な るに したが って低 下 して い る
。つ ま り,外 部 教 育 機 関 へ の依

存 度 が 低 くなる に した が っ て,教 育費 用 も少 な くな っ て い る
。
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図7-44コ ン ピュー タ要 員 の教 育 費 用(規 模 別)
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シス テ ム ・プ ラ ン ナ職 種 で は,1人 当 り2万 円 か ら5万 円未 満 を頂 点 に左 右

に分 か れ て い る。1人 当 り10万 円 か ら20万 円 ま で を見 込 ん で い る と ころ が

6.7%あ る。 反 面,1万 円以 下 の と ころが12.7%も あ る。要 員 規模 に よっ て大

巾 な差 は ない 。

プ ログ ラマ職種 で は,1万 円以 下 の 企業 が 一 番 多い が ,2万 円 か ら5万 円未

満 もそ れ に つ い で 多 い 。 全 体 的 に いえ ぱ,5万 円未 満 が 大 半 で あ る。10万 円

以上 の と こ ろは,わ ず か3%で あ る。

オペ レー タ職 種 に な る と,1万 円未満 が か な り多 い(48社 ,18.0%)。1万

円 か ら2万 円未 満,お よ び2万 円 か ら5万 円未 満 も目立 つ が,1人 当 り5万 円

以 上 の とこ ろは,わ ず か6社 にす ぎ ない。 企 業 内教 育 と コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ

の無 料 教 育 とで充 足 で き る こ とに よる の で あ ろ う。

業 種 別 の コ ン ピュー タ要 員 の年 間 費 用 は 表7-1の 通 りで ある。 件 数 が 少 な

いの で,業 種 別 の 有 意 差 は 云 々で きない 。

と こ ろで,要 員 教 育 の 予 算 は どの部 門 で 管 轄 してい るの で あ ろ うか 。 コ ン ピ

ュー タ部 門 で あ ろ うか ,そ れ と も人 事 ・研 修 部 門 で あろ うか。 この結 果 を規 模

別 にま とめ た の が,図7-45で あ る。

「す べ て の教 育 予 算 を コン ピュー タ部 門 で持 って い る 」(130社,48 .9%)

と ころ が半 数 近 くで あ る。 「企業 内で の コン ピ ュー タ要 員 教 育 費 用 は コ ン ピュ

ー タ部 門 で ,外 部 研 修 は す べ て人事 ・研 修 部 門 で持 っ て い る 」(29社,10.9

%)と ころ もけ っ こ うあ る。 特 に,30人 以 上 で は この 傾 向 が 強 い(18.6%)。

また,社 内 外 の教 育 費 用 の い ずれ も一 部 しか も って い な い と ころ も30人 以上

の 規 模 で は 多 い(18.6%)、 「すべ て人 事 ・研 修 部 門 が持 っ てい る 」と こ ろは,

要 員規 模 が 小 さ くな る につ れ て 多 くな る。 これ は,当 然 の こ とで あろ う。全 体

で は43社(15.8%)が これ に あた る。 「そ の 他 」の 回答 が5%余 りあ るが,こ

れ らで は 「企業 内 教 育 予 算 は 人事 ・研 修 部 門 で,外 部 研 修 は コ ン ピュ ー タ部門

で 予 算化 す る 」とか 「管 理 部 門 で予 算化 す る 」とか 「そ の時 に応 じて考 え る 」

な どで あ る。
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表7-1 ・コ ン ピュ ー タ要 員 の年 間教 育費 用(業 種 別)

業 種

1人当り 職

年間費用 種

製造業 サー ビス業

小 売

卸売業

商 業

金 融

保 険

証 券

官庁、 政府

機 関、地 方
公共 団体,

各種 団体

その他

6

頁

'

」-

ρ

●

●

1万 円未満

シ ス テ ム.プ ラシ ナ 128%(15) 3.7%(1) 9.7%(3) 12。0%(3) 10.0%(5) 12.5%(2)
`

プ ログ ラマ

`

16.2(19) 11ユ(3) 194(6) 160(4) 20.0(10) 125(2)

オ ペ レ・一 夕 19.7(23) 11.1(3) 22,6(7・) 200(5) 14.0(7) 12.5(2)

1万 円

～

2万 円未 満

シ ス テ ム ・プ ラン ナ 9.4(11) 14.8(4) 12.9(4) 12,0(3) 4.0(2) 6.3(1)

`

プロ グ ラマ

,

16.2(19) 22.2(6) 9.7(3) 12.0(3) 6.0(3) 6.3(1)

オ ペ レー タ 16,2(19) 22.2(6) 9.7(3) 12.0(3) 6.0(3) 0.0(0)

'
2万 円

～

5万 円未満

シ ス テ ム ・プ ラン ナ 17.9(21) 22.2(6)
.

12.9(4) 12.0(3) 8.0(4) 63(1)

プ ログ ラマ 17.1(20) 14.8(4) 129(4) 12.0(3) 14.0(7) 188(3)

オ ベ レ ー …タ 12.8(・5) 1U(3) 65(2) 8.0(2) 6.0(3)" 188(3)

5万 円

～

10万 円未満

シ ス テ ム ・プラ ン ナ 13.7(16) 0.0(0) 3.2(1) 8.0(2) 4.0(2) 12.5(2)

プ ログ ラ マ 9.4(11) 1L1(3) 9.7(3) 0.0(0) 6.0(3) 63(1)

オ ペ レ ー タ 0.9(1) 3.7('1) 3.2(1) 0.0(0) 0.0(0) 6.3(1)

10万 円

～

20万 円未満

シ ス デ ム ・プ ラ ン ナ 5.1(6) 7.4(2) 129(4) 0.0(0)
.6

8.0(4) 12.5(1)

プ ログ ラ マ L7(2) 0.0(0) 3.2(1) 0.0(0) 2.0(1) 6.3(1)

オ ペ レ ー タ 0.9(1) 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) 2.0(1) 0.0(0)

20万 円以上

(50万 円味 満)

シ ス テ ム`プ ラ ン ナ ・0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) ・0.0(0) 2.0(1) 63(1)

プ ロ グ ラ マ 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) 0,0(0) 4,0(2) 0.0(0)

オ ベ し/一 夕 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0) 0.0(0)

無 回 答

シ ス テ ム ・ プラ ン ナ 41.0(48) 5L9(14) 48.4(15) 56.0(14) 64.0(32) 43.8(7)

プ ログ ラ マ 39.3(46) 40.7.(11) 45.2(14) 60.0(15) 48.0(24) 50.0(8)

オ ペ ⊥!一 夕 49.6(58) 5L9(14) 58.1(18) 60、0(15) 72.0(36) 62.5(10)

()内 は件数
・

-1』72一
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/
/
/
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43.1%
9入 以 下

(50)

10.3%

(12)

21.6%

(25)

69

(8)

18.1%

(21)

1＼ 、 ＼ ＼ ～1

1＼ ＼＼ ＼剥

10人 ～29人 以下
55.6

(60)『

8.3

(9)

8.3

(9)

14.8

(16)

1
10.2

(11)

、/1＼1＼ ・
1・1・ 、1'l
l/1、1＼1

`1 `

30人 以上
46,5

(20)』

18.6

(8)

1'8.6

(8)

4.77D

(2)(3) ②)

偏

図7-45

48.9

(130)

10.96.4

(29)(17)

()内 は件数

コ ン ピ ュー タ要 員 教 育 の 予 算部 門(規 模 別)

●

教 育 費 用 の 予算 部 門 を業 種 別 に 分類 して み る と,表7-2の よ うに な る。 金

融 ・保 険 業 で は,「 コ ン ピュー タ部 門 で すべ て持 っ てい る 」と こ ろは 少 ない

(16.0%)。 逆 に,製 造 業 で はか な り高 くな る(61.5%㌔ 「企 業 内で の コン ピ

ュー タ要 員 教 育 に要 す る費 用 は,コ ン ピュー タ部 門 で持 っ て い るが ,外 部研 修

費 は す べ て人 事 ・研 修 で持 っ てい る 」と ころは,小 売 ・商 業 に 多 い。 ま た,両

者 の 費 用 の1部 だ け で面 倒 み てい るの は,金 融 ・保 険 に 目立 つ。 また,「 す べ

り

て を入 事 ・研修 部 門 で持 っ てい る 」とこ ろは サ ー ビス業 が 多 い 。

ノ
.
や
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表7-2 コン ピュー タ要 員 教 育 の 予算 部 門(業 種 別)

業 種
1

製 造 業 サ ー ビ ス業 小 売 ・商業 金 融 ・保険 官庁 ・団体 そ の 他 計

1)す べ て コ ン ピ ュ ー タ 部 門 61.5% 55.6% 38.7% 16.0% 38.0% 50.0% 48.9%

で持ってい る (72) (15) (12) (4) (19) (8) (130)

2)企 業 内 で の コ ン ピ ュー タ

要員教育に要する費用はコ 8.5 3.7 22.6 20.0 8.0 12.5 10.9
ン ピ ュ ー タ 部 門 で 持 っ て い

るが,外 部研修 費は すべて (10) (1) (7) (5) (4) (2) (29)
人事 ・研修部 門が持 ってい
る

3)企 業 内で の コンピ ュー タ

要 員教 育に要す る費用 と外
3.4 3.7 0.0 24.0 6.0 18.6 6.4.

部 研修費 の1部 を コン ピュ (4) (1) (0) (6) (3) (3) (17)
一 夕 部 門 で 持!、 て い る

4)す べ て人事 ・研修 部門 で 11.1 29.6 16.1 20.0 18.0 12.5 15β

持 っている (13) (8) (5) (5) (9) (2) (43)

4.3 7.2 9.7 8.0 2.0 6.3 5.3

5)そ の 他

(5) (2) (3) (2) (1) (・1) (14)

11.1 0.0 12.9 12.0 28.0 0.0 12.8

無 回 答
(13) (0) (4) (3) ('14) (0) .(34)

計 117 27 31 25 50 16 266
.

` SJ 、
抄
.
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8学 校教育 との関連について

ここで は 学 校教 育 と関 連 して つ ぎの3点 に つ いて調 査 結 果 を ま とめた 。

第 一 は,情 報 処 理 専 門学 科 を卒 業 した もの に 関 し,採 用 状 況,企 業 内教 育 の

差異 お よび担 当職 種 の状 況 に つい て で あ る。 第 二 は,上 記以 外 の 学 科 を卒 業 し

た者 が,学 校 教 育 に お い て履 習 す べ き情 報 処 理 関連 科 目に つ い ての 調 査 に関 す

る もの で あ る。 第 三 は,学 校 教 育 を利用 した要 員 の再 教 育 に 関 し,夜 間 部 お よ

び公 開 講 座 の利 用 が どの程 度 考 え られ て い るか につ い て の調 査 を ま とめ た もの

で あ る。

なお,調 査 の 対 象 は これ ま で と同様 に コ ン ピュー タ部 門 の 要 員 で あ り,企 業

の 従 業 員全 体 を 指 して は い ない 。 ま た,以 下 に使 用 され る学 校,学 科 とは,大

学,短 期 大 学,高 等 専 門学 校 お よ び高 等 学 校 の ことで,各 種 学 校 や コ ン ピュー

タ学 校 は含 ま ない。

8.1専 門 学 科*の卒 業 者 に つ い て

8.1.1採 用 状 況

情 報処 理 専 門 学 校 の 卒 業 生(以 下,専 門学 料率 とい う)の 採 用 に 関 す る調

査 結 果 を図8-1,図8-2お よび 図8-3に 示 す 。

採用 した ことが ある

33.7%

無 回 答

15.4%

(41件)

図8-1専 門学科卒 の採用経験

一175一

267件

(100%)

採 用 した ことがない

50.9%



図8-1で 図示 した通 り,専 門学 料 率 の 要 員 を採 用 した経 験 の な い企 業 が

全体 の約 半 分 を 占 め て い る 。そ の理 由 を整 理 す る と,

(1)専 門知 識 は 必 要 ない(36.8%)… … … 「専 門教 育 は企 業 内 で 充 分 行 い得

る 」

(2)採 用 で きな い(29.3%)「 応募 者 が い な い 」また は 「採 用

試 験 に パス しない 」

(3)採 用 した くない(15.5%)「 教 育 内 容 が か た よ っ てい る 」ま

た は 「 ジ ョブ ロー テ ー シ ョンに 支障 を きた す 」

の3種 類 に な る。

とこ ろで,今 回 の 調 査 には コ ン ピ ュー タ ・メー カや ソ フ トウ ェア会 社 な ど

無回答

5.9%

(8件)

採用試験にパスしない

51%

(7件)

教育内容がかたよって

いるか ら 専門教育は
企業内で十分

行 い得る

136件

(100%)

応 募 者な し

24.2%

(33件)

36.8%

(50件)

図8-2専 門学科挙採用 の傾 向

の情 報 処 理 に 関 す る専 門 の 企業 は除 か れ て い るが,専 門学 科 挙 の主 た る就 職

先 は,む しろ これ らの 企 業 で あ り,ま た,第4章 の 図4-2に 見 られ る よ う
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に要 員 と しての新 規 採 用 が 少 な い母 集 団 で あれ ば,今 回 調査 の 約 半数 もの 企

業 が 専 門 学 科挙 の採 用 経 験 な し と回 答 して も,そ れ ほ ど不思 議 は ない 。

一 方 ,採 用経 験 の あ る企 業 に対 して,専 門学 科卒 の採 用 人 数 が年 々増 加 し

てい るか,あ るい は 減 少 してい るか の 設 問 を してみ る と図8-3の よ うな結

日

直

増 加 している

1.1%(1件)

無 回答

3.3%(3件)

90件

(100%)

粁

増 加 して

いる

13.3%

(12件)

変 らない

30.0%

(27件)

減 少 して い る

15.6%

(14件)

若干減少 している

3.3%(3件)

図8-3専 門学科 の卒業生を採用 しない理 由

●

果 が 得 られ た。 これ を整 理 してみ る と,

(1)変 化 な し(63.3%)… …… 「変 ら ない 」また は 「 どち ら と も言 え な い 」

t2)減 少 傾 向(18.9%)… …… 「減 少 して い る 」ま た は 「若 干 減 少 している」

(3)増 加 傾 向(14.4%)… … … 「増 加 している 」また は 「若 干 増 加 して い る」

とな っ て,全 体 と して,ほ ぼ変 化 が な い。 しか し,増 減 の項 目 だ けに 着 目す

れ ば,「 減 少 して い る 」と答 えた ものが15 .6%で1位 に なっ てい る。 この

理 由 を追 求 す れ ば,た とえ ば企 業 内の 専 門教 育が 充 実 した た め とカ㍉ あ るい

⑭
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は逆 に応 募 者 が 減 ったた め な ど先 の 図8-2の い ずれ か に該 当 す るの で は な

い か と思 われ る。 あ るいは,こ れ まで み て き た よ うに,企 業 で は,情 報 処 理

技 術 の ス ペ シャ リス トより も企 業 人 と しての ジ ェネ ラ リス トを 求 め て い る傾

向 が 強 い こ とが 影 響 してい るか も知 れ な い。

8.1.2専 門 学 科 挙 に対 す る企業 内教 育 の差 異

全 く異 った教育 を行 っている

2.2%(2件)

一 部異
った教育 を行 っている

12.2%

(11件)

無 回答

5.5%(5件)

90件

(100%)

全 く伺 じ教育 を してい る

80%

(72件)

▲

凸

図8-4専 門学科の卒業 生 に対す る企業 内教育

専 門学 科 卒 に 対 す る企 業 内教 育 の 方 法 が,他 学 科 の 卒業 者 と異 な る か ど う

か の調 査 結果 は 図8-4で 示 した通 りで あ る。80%vak・ よぶ 圧倒 的 多数 の

企 業 が 全 く同 じ教 育 を してい る と回 答 して い る。

な お,「 異 な っ た教 育 を して い る 」と回 答 した 企業 が答 え た具 体 的 な教 育

方 法 の差 異 を列 挙 す る と,つ ぎの よ うに な る 。

(1)プ ログ ラ ミングの 基礎 教 育 は しない。

(2)メ ー カが 行 う講 習 会等 の言 語 教 育 に 関 す る もの は受 講 させ ない

(3)ハ ー ド,ソ フ トの基 本 的 な教 育 は 省 略 す る

(4)全 体 と して教 育期 間 を短 縮 す る

o
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(5)学 校 教 育 で 習 得 した 内容 を検 討 して,十 分 な力 が あ る と認 めれ ば,そ の

部分 の 教 育 を省 略 す る

(6)計 算 機 関 係 の 説 明 は使 用 機 種 と機械 化業 務 の概 要 だ け と し,む しろ社 内

業 務 の 説 明 に 重 点 が お か れ る。

⑦ 業務 管理 の実 務 的 な教 育 をす る

(8)経 営 技術 計 算 関係 の講 習会 に 出席 させ る

これ らを 要 約 す る と,学 校教 育 で 習得 した と思 われ る もの,主 と して プ ロ

グ ラ ミ ングや計 算 機 の 基 礎 知識 に 関 す る教 育 は 省略 し,自 社 の業 務 に 関 す る

実 務 教 育 に重 点 を お い てい る。

8.1.3担 当職 種 の 状 況

専 門学 科 卒 の要 員 が 現 在 どの職 種 に勤 務 して い るか を学歴 別 に示 した のが

図8-5で あ る。 い ず れ の 卒業 生 に お い て も,プ ログ ラマ職 種 の担 当 が高 い 。

中 で も,短 大 卒 と高 専 卒 で はい ず れ も50%以 上 を 占め て い る。 大学 卒 では

シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 が相 当 あ る(20,5%)の に対 して.高 校 卒 で は オ ペ レ

ー タ職 種 が プ ログ ラマ職種 と全 く同 じ割 合 い を示 してい る
。 ま た,彼 等 が 各

職 務 を遂 行 す る うえ で 他 学科 の卒 業 者 と比 べ て業 績 上 の差 が あ るか ど うかの

調 査 結 果 が図8-6で ある 。 これ は採 用 して か ら2年 以 内 の業 績 評 価 とそ れ

以 後 の 二 通 り につ い て 調査 した 。

これ に よる と,専 門 学科 挙 の 評 価 が悪 い の は プ ログ ブマ職 種 に つい て1件

だ け で あ り,ほ とん どの企 業 では,「 非 常 に よい 」,「 よい 」,「 変 らない」

と評 価 してい る。

採 用 後2年 以 内 で は,と くに プ ロ グ ラマ職 種 が 好評 で あ る。 これ は 学 校教

育 の成 果 が あ る程 度 発 揮 され た こ と と相 まっ て,他 の職 種 に比 べ て評 価 が し

易 い の で,「 変 らな い 」とい う評 価 が 「よい 」へ 移 行 した た め と思 わ れ る。

採 用 後2ケ 年 を経 過 した後 は3つ の 職種 と も,「 よい 」,「 非 常 に よい 」

の グ ルー プ と 「変 らな い 」の グ ル ー プが,ほ とん ど半 々に分 か れ てい る。 し

たが っ て,図8-6で 推 進 す るか ぎ り,専 門 学科 卒 の要 員 の就 業 状 況 は 「よ
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1

】

oo

O

ー

ぶ

0% 50 100%

C)オ ペ レー タ職 種 d)そ の他の職種

1)大 学卒

(回 答数39件)

a)シ ステ ム ・プ ラン ナ

20.5%

(8件)

b)プ ログラマ職種

38.4%

(15件)

5.1%

(2件)

a)とb)

15.3%

(6件)

b)とc)各 職 種 に 分 散

7.70/c〕12・5%

(3件)(5件)

2)短 大卒

(回 答数20件)

3)高 専卒

(回 答数10件)

4)高 校卒

(回 答数34件)

一,一_一 、/1

1//、'一 、 … ＼/:

1/1＼ ＼ ＼w/1
ノ!、 、 寸 '

5% 55%25% 5% 5% 5%

(1件) (11件)(5件) (1伶 (1f磐 (1伶

、 ＼ 、

i＼ ＼ ＼ ＼1＼"
,/＼ ＼ …1
1,＼ 、 ・1＼"1
'、 、 、 、

80% 10% 10%

(8件) (1件) (1件)

1,一'一/'ク ー'〃'!〆/l
l、 一 一'〃//'〃/l

l、
_一/'ク ケ"一//ll、

,一 ーク ∠/・1
1、,一 一 ン///,'ノ///

26.5% 26.5% 14.7% 14.7% 11.8%

(9件) (9件) (5件) (5件) (4件)

1
。,%＼ 。,%

(1件)

図8-5

(1件)

専 門学科卒の勤務職種

`
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0% 500/o 1000/o

a)シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 職 種

b)プ ログラマ職種

c)オ ペtZ－ 夕 職 種

非常に よい 変 らない

よい

16.7% 25.0% 583%

(2件) (3件) (7件)

1 ・ ＼ ＼,1,
ll、 、

、 /

15.9% 52.2%・ 29.5% (

(7件) (23件) (13件)

s!z 1

1、 /!、1
1＼/、1

1
ノ

21% 26.3% 52.6%

(4件) (5件) (10件)

oo/o

④ 採用後2ケ 年以内の業績

50%

悪
い
額

100%

a)シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ職 種

b)プ ログ ラマ職種

C)オ ペ レ ー タ職 種

非常に よ い 変 らない

よい

10.0% 40.0% 50%

(1件) (4件) (5件)

、 、

1＼ ＼＼
、 、

16.6% 43.3% 40.0%

(5件) (13件) ほ2件)

'
!

/

1!!1/

1!/
!

50%

(6件)

50%

(6件)

(ED採 用後2ケ 年以後の業績

図8-6専 門学 科 卒 の仕 事 の業 績
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い こ とは あ っ て も決 して 悪 くは な い 」と い う評 価 で あ る 。

*情 報処理専門学科 や これに類似 した学科 の ことで,ア ンケー トにおいて もこれ以上の定

義は していない。

8.2他 学 科 の 卒 業者nこ つ い て

「他学 科 の卒 業 生 を コ ン ピュー タ要 員 と して採 用 す る際,彼 等 が 学 校教 育 で

なん らか の 情報 処理 に 関 す る 科 目を履修 して い る必 要 が あ るか 」とい う質 問 に

に対 す る調 査 結果 の 集 計 が 図8-7で あ る。

●

句

む しろ履修 してない

方 が よい

0.7%(2件)

図8-7

無 回 答

15.2%

(41件)

特に必要 ない

35.6%

(96件)

270件

(100%)

必 要 である

3.7%(10件)

履修 している

方が望ましい

44.8%

(121件)

コン ピ ュー タ要 員 に とって 学 校 に お け る情 報 処 理 教 育 は 必要 か

6

これ に よる と,そ の よ うな科 目の履修 は と くに必要 な い と回答 した企 業 が

35.6%も あ るが,こ れ は,い ず れ コン ピュー タ要 員 と して の 専 門教 育 を企 業 側

で行 うの で あ るか ら とい う含 みが あ る もの と思 われ る。 つ ま り,8.1・1の 図8

-2で 専 門学 科 卒 を採 用 しない理 由 と して 「専 門教 育 は 企 業 内 で十 分 行 い うる」

と した 企業 が36.8%あ っ た が,こ れは上 記 の数 字 に極 め て近 い もの で あ り,こ

百

●
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れ らの 企業 で は学 校 教 育 にお ける情 報 処理 関連 科 目は あ ま り意 味 を持 た ない よ

うに思 われ る。 ま た,特 に コ ン ピュー タの スペ シ ャ リス トよ り も企 業 人 と して

の ジェネ ラ リス トを期 待 して い る こ とか ら,も っ と一 般 的 教 育 の 基 礎 を修 得 し

て欲 しい とい う期 待 が あ る の か も知 れ ない。

しか も,こ ナ が コ ン ピュ ー タ部 門 以外 の もの を対象 と した 質 問 であ る な ら ,

「履 修 して い る方 が 望 ま しい 」あ るい は 「必 要 であ る 」とい う回 答 が逆 に 多 く

なる ので は あ る まい か 。

つ ぎに,こ れ らの科 目の履 修 が 必要 で あ る(あ るい は 望 ま しい)と 回 答 し
、た

理 由 を図8-8に,ま た,具 体 的 に どの よ うな科 目内 容 を学 校 教 育 に要 求 す る

か につ い て の調 査 結 果 を 図8-9に 示 す 。

、

綱主

命

その他O.7%(6件)

コ ン ピ ュ ー タ要 員 と し て 当 然

5.3%

(7件)

シ ス テ ム思 考 が

で き る

19.8%

(26件)

無回答

13%

(17件)

131件

(100%)

情報化社会

に応 ずる教

養が ある

32.8%

(43件)

企業 内教育の

省略,短 縮 ができる

28.2%

(37件)

図8-8学 校教 育で情報処理教育が必要 な理 由

,

●`
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専攻分野に関する事象を

システム的 に とらえ る能 力

専攻分野に関す る問題 の

コ ンピュー タ処理が で きる

1つ のプログラム言語

の完全修得

12,2%

(16件)

4・6%

r6糸

ノ3・19
・(11

プログラミング

の実習

267%

(35件)

131件

(100%)

無 回 答'3・8%

(5件)

基礎的な

ハ ー ドソフ トの知識

34.4%

(45件)

ア プ リケー シ ョン

に 関 す る 知 識

15.3%

(20件)

㊤

ゆ

・●

図8-9学 校 教 育 に要 求 され る科 目内容

その 理 由の第1位 は 「情 報 化 社会 に応 ず る教 養 が 身 に つ い て い る 」で ある。

これ は,む しろ前 に述 べ た よ うに コン ピュー タ部 門以 外 の従 業 員 に必 要 な こ と

だ と考 え る が,コ ン ピ ュー タ部 門 では,コ ン ピュ ー タ ・ア レ ルギ ーが 一 応 除去

され て い る の で受 入 れ や す い と解 釈 した 方 が わ か り易 い よ うで あ る。 なお 「企

業 内教 育 の 省 略,短 縮 が で き る 」と回答 した 企 業 が3割 近 くあ る こ とは 注 目さ

れ よ う。

科 目内容 では,基 礎 的 な ハ ー ド,ソ フ トの 知 識 と プ ロ グ ラ ミング実 習 が両 翼

となっ てい るが,こ れ らは 「電 子計 算 機 概 論 」,「 ブ ・グ ラム入 門 」,「 プ ・

グ ラム演 習 」な ど と して,学 校 教 育 で最 も広 く行 わ れ て い る科 目で あ る。

*情 報処理専門学科あるいは これに類似 した学科以外の学科を卒業 した者

マ

●
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8.3学 校 教 育 を利 用 した再 教 育

8.3.1夜 間部 な どの利 用

コ ン ピュー タ要 員 の な か で,働 きなが ら大 学,高 校 の夜 間 部 な どに 通学 し

てい る もの(通 学 した こ とが あ っ た もの)の 居 無 に つ い て の調 査結 果 を図8

-10に 示 す。 コン ピュ ー タ部 門 は 残 業 や シ フ トに より時 間 的 制 約 が比 較 的 き

通 学 者あり

18.9%

(51件)

無 回 答

13.0%

(35件)

270件

(100%)

68,1%

(184件)

図8-10働 き な が ら通 学 す る者

,

び しい と思 わ れ る が,約2割 の企 業 が これ らの学 校 を利用 して い る者 が い る

と して い る。 た だ し,教 育 の 内容,そ の効 果 には ふれ てい ない の で,コ ン ピ

ュー タ部 門 に とっ て 必 要 な専 門 教 育 で あ る の か,あ るい は企 業 人 と しての 教

養 に属 す る内容 で あ るの か は不 明 で あ る。

つ い で,こ れ らの通 学 希 望 者 に対 す る企 業 側 の支 援 の程 度 は 図8-11の よ

うに な り,63%の 企 業 が なん らか の形 で 支援 してい る。 換 言 す る と,半 数

以 上 の企 業 が この よ うな再 教育 の 方 法 が 本 人,,あ るい は企 業 に とって何 らか

の意 味 で 有 益 で あ る と考 え てい るの で あ る。

●1
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そ の他1.1%(3件)

許 可 しない

0.4%(1件)

他の方法を利用す
る よう説得する

無回答

18.1%

(49件)

4'19・d
・#)

関知 しない

13.3%

(36件)

積 極 的に

支援す る

16.3%

270件

(1000/o')
で きるだけ

支援す る

46.7%

(126件)

亀

'

図8-11通 学 者 に対 す る支 援

8.3.2公 開 講 座 の 利 用

要 員 の 再 教 育 の た め に,大 学 院 や 大 学 で行 われ る各 種 の 公 開 講座 や ゼ ミナ

ー ルが 利 用 で きる よ うに期 待 して い る か ど うか を図8-12に ,ま た,望 ま

れ る教 育 内容 に つ い ての 調 査結 果 を図8-13に 示 す。

公 開 講 座 等 の利 用 を 多 少 な りと も期 待 して い る企 業 が68.2%あ るの に対

し,11.4%の 企業 は は じめ か ら あて に して い ない 様 子 で あ る。

また,望 ま しい教 育 内 容 は何 らか で は,「 経営 シス テ ム,情 報 シス テ ムの

諸理 論 」が70%で か なbの 支 持 が あ る 。 こ の項 目が 一般 向 け す る もので あ

った た め に,こ の よ うk傾 向 が 現 らわ れ た の か も知 れ ない。 「OR,マ ネー

ジ メン ト ・サ イ エ ンス 」,「 数 学 お よび統 計 管理 」もか な り高 いが,最 近 の

コン ピ ュー タ利 用 の 方 向 か らす る と うなづ け る。 同様 に,コ ン ピュー タの 利

用範 囲 の 拡 大 か らす る と 「コ ン ピュ ー タの ア プ リケ ー シ ョ ン 」とい う回答 も

当 然 で あ ろ う。 ま た,最 近 の よ うに コ ン ピュ ー タ技術 の め ま ぐる しい革 新 の

演

唱
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一186一



環 境 に あ っ て は 「ハ ー ドウ ェアの新 技 術 」とか 「ソ フ トウ ェアの新 技術 」が

求 め られ るの も当 然 か も知 れ ない。

'●

r
、

今

あって も利用 しない

積極的に利用 したい

無回答

20.4%

(55件)

3・3%↓9#

ノ

武

270件 期 待 して い る

(1000/o)
62.2%

(168件)

図8-12公 開 講 座,ゼ ミナ ー ルの 利 用

σ
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・%1・2・3・4♀50607ぴ%

1)一 般 教 養(社 会 、 心 理 な ど)
95%(注)回 答数190

に 対す る比率

,)基 礎 理 論(集 合 論 、 オ ー ト マ

トン な ど)

一

一
6.8%

3)・ ・ 一 ド ウ ・ ア の 新 技 術
1L6%

4)ソ フ ト ウ ェ ア の 新 技 術
32.1%

5)工 学 的 な 関連 分 野 の 知 識
14.2%

6)OR、 マ ネ ー ジ メ ン ト ・ サ イ
、

エ ン ス

47.4%

7)経 営 シ ス テ ム 、 情 報 シ ス テ ム

の 諸 理 論

70.0%

8)コ ン ピ ュ ー タ の ア プ リ ケ ー シ

ョ ン

33.7%

9)数 学 お よび 統 計 理 論
29.0%

0.5%
10)そ の 他

図8-13公 開 講座 に望 まれ る内 容
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日 時

場 所

講 師

昭 和50年11月11日

18:00～2100

機械振興会館6階 一62号 室

下記の4社 のEDP部 門管 理者

A社 製造 業

B社 製造 業

C社 金 融業

D社 出版業

(自 動車)

(食 品)

(銀 行)

(新 聞)

3

ヒア リング事項

① 要員構成 と配置

② 採用方針

③ 待 遇

④ 人事交流

⑤EDP要 員 に対す る諸 問題

⑥ 人事部門 に要望す ること

⑦ 要員 教育の方法 と内容

⑧ 技 術者試験 に対す る考 え

⑨ 外部委託の現状 と将来

⑩ 女性要員の取扱い

■

ω
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1調 査 の 概 要

ヒ ア リングの対 象 と しては 業 種 別 に コ ン ピュ ー タ利 用 が 進 ん でい ると思 わ れ

る企 業 を選 ん だ た め,要 員 規 模 の 大 きい企 業 に 偏 した き らいは あ るが ・ 業 種 の

特 徴 が うま くで て,結 果 的 に は成 功 で あ った。

本 ヒ ア リン グの 当初 の 狙 い と して は,EDP部 門,人 事 部 門双 方 の責 任 者 の

参 加 を得 て,異 った 立 場 の 意見 を対 比 させ る考 えで あ った が,人 事 担 当部 門 と

教 育担 当部 門 が 必 ず し も同一 部 門 で な か っ た こ と と,人 事 部 門 の 性格 上,公 的

発 言 を 避 け る傾 向 の あ るこ とか ら,人 事部 門の ヒア リン グは 実現 で きな か った 。

EDP部 門 の 要員 に対 す る考 え方 は 次 の 二 つ に集 約 され る。 一 つ は い わ ゆ る

ゼ ネ ラ リス ト指 向 で あ っ て,一 般 採 用 で 確 保 した新 入 社員 を電 算 部 門 に配 属 し・

他 部 門 との ジ ョブ ロー テー シ 。 ソ も積 極 的 に行 うとい うもの。A社,B社 が こ

れ に 当 た る。

他 方 は スペ シャ リス ト指 向 で あ っ て,電 算 部 門 配 属 を前 提 に理 工系 中心 の 採

用 を行 い,他 部 門 との 人 事 交流 は あ ま り行 わ ない とい う型。C社 ・D社 が この

方 向 で あ る。

即 戦 力 の 確 保,あ るい は専 門教 育 に より技 術 の 高度 化 を 計 るに は 後 者 が 望 ま

しい が,ス ペ シ ャ リス トほ ど配 転が 難 し く,将 来 的 に は 人事 が 停 滞 し,要 員管

理 上 の 問題 を 提 起 しや す い。

現 に要 員 の コ ンピ ュ ー タに対 す る帰 属 意 識 が 企 業 へ の 忠 誠 心 を上 ま わ る結果,、

企 業 人 と して の モ ラ ルが 低下 した り,自 分 の将 来 に不 安 を感 じた り とい う傾 向

が あ る と指 摘 され て い る。

要 員教 育 に 関 して は集 合教 育,OJT,外 部 依存 の3形 態 が あ るが,い ず れ も

この3者 を 組 み合 わ せ て実 施 してtoり,単 独 とい うと ころ は ない 。

た だ し,OJT重 視 の企 業 と集 合教 育 中 心 の企 業 とが あ り,前 者 と して はA

社 が あ る。 しか し,OJTは 多 人数 に な る と困 難 で あ る(B社)と か,OJT

で は 体 系 的 な指 導 が で きな い(C社)な ど とい う意 見 もあ り・ 要員 規 模・ 指導

一190一

●

ψ

し

`
'

■

⑰



旦

.」

、

技 術 の 面で 問題 が あ りそ うで あ る。 シス テ ム ・プ ラ ンナ教 育 の イ ンス トラ ク タ

に困 っ て い る とい う意 見 も多 い。

また,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナを対 象 と した外 部 教 育 の うち長 期 に わた る もの に

関 して は 全員 が受 講す るので は な く,代 表 者 が 参 加 して後 で部 内 に広 め る とい

う方 法 を とって い る企 業 が多 い。

待遇 面 では 一 切 差 別 を して い ない(A社,C社),キ ー ・パ ンチ ャだ け 差 別

してい る(B社),パ ンチ ャを除 い て 差 別 して い る(D社)と 分 か れ て い るが,

技 術 者 試験 の合 格 者 に はC社 が 報 奨 金 を出 して い るほ か,特 に 差 別 は し ない よ

うで あ るo

外 注 に 関 して はA社 が 否定,D社 が一 部 を除 い て 否定,B社,C社 は 大 量 に

利 用 と答 え てい るが,B社 は キー ・パ ンチ ャ,オ ペ レー タな ど要 員 管 理 上 問題

の あ る部 分 の切 り離 しを 計 った もの で あ り,C社 は システ ム開発 時 な どの ピー

ク処 理 を狙 っ た もの で あ って,積 極 的 意義 を 認 め た も ので は な い。

また,女 子 に対 す る は っ き り した差 別 は な い よ うで あ るが,プ ログ ラ マや シ

ステ ム ・プ ラ ンナ と して育成 す る こ とに 関 して は 各 社 と も教 育 期 間 と比 較 した

勤続 年 数 の短 か さ を指 摘 してお り,積 極 採 用 の 意 志 は な い よ うで あ る。

●

'⇒
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2各 社 の 実 態

2.1 A 社 S

① 要 員構 成 と配 置

職 種 分類 にSE,プ ログ ラマ,オ ペ レー タ とい う分 け 方 は行 なっ て い ない

の で,当 社 の分 け 方 で 述 べ る と次 の よ うに な る。

管 理 職 システム開発 システム管理 運 営
入 力

データ作成

男 男 女 男 女 男 女 女

本 社 3 71 74 86 17

支 店 0 00 611 13 9

研 究 所 1 51 00 11 2

工 場 0 40 64 20 8

計 4 162 1919 1210 36

総 計118名(う ち 男 子51名,女 子67名)

年 令 構成 は,全 体 で み る と次 の 通 り で あ る。

＼
20才

未 満

20才 ～

24才

25才 ～

29才

30才 ～

34才

35才 ～

39才

40才

以 上

男 子 0 2 15 19 8 7

女 子 31 33 2 0 0 1

② 採 用 方 針

・一 般 社員 と して 会 社 で 採 用 した 人 の 中 か ら配 属 させ て い る。 な お,こ こ

10年 近 く会社 の 方 針 と して 学 卒 しか 採 用 してい ない。

■

co
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喝

・新 卒 以外 で は,社 内の ・一テ ー シ ョ ンに よる。 この と きに は ,10年 以 前

に採 用 した 高 卒 もい るが,学 歴 は考 慮 して い ない。

③ 待 遇

す べ て他 部 門 と同 じ で,差 別 は ない。

④ 人 事 交 流

・一 応 コ ンピ ュ ー タ室 と して も考 え て い るが,全 社的 に は技 術 系(数 学,化

学,計 測 工 学,経 営 工 学 な どの 出 身者),事 務系,そ れ ぞ れ に ロー テ ー シ

。 ンル ー ルが あ っ て,こ の中 へ の せ て移 動 して い る。 た とえば,事 務 系 は

当社 の 場台,経 理 中 心 で,支 店 の 経 理課何 年,本 店 の財 務 部 何年 とい っ た

もの で あ る。

・室 内で は シス テ ム開発,管 理,運 営の3っ の分 野 を 自 由 に動 か して い る。

・他 部 門 と の交 流 は,毎 年2,3月 に行 なわれ る定 期 異 動 の ときに 実 施 して

い る。 た とえぽ,事 務 系 で は 同 じ部 門 に3年(あ るい は5年)以 上 置 か な

い とい うル ー ル にあ わせ て い る。

⑤EDP要 員 に対 す る諸 問題

室 内 で 考 えて い るの は,専 門教 育 で は な くて,企 業 人 と して の常 識,モ ラ

ル の 向上 の 方 が 重 要 で あ る との 見 方 で あ る。 社 内的 に も専 門 的 な もの は 従 で

よい との傾 向が 強 い 。 た と えば,オ ペ レー シ ・ ンの夜 勤 に して も,企 業 意 識

を もっ て 当 る よ うに させ て お り,そ の 意識 の ない 者はEDP部 門 には む か な

い とす ら考 え てい る。

⑥ 人事 部 門 に要 望 す る こ と

⑦ 要 員教 育の方 法と 内容
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・教 育 の 中心 は,OJTと 自己啓 発 に置 い て い る。off-JTは この2つ を促

進す る もの と考 え て い る。

・そ して,会 計,販 売,物 流,購 買,人 事,労 務 な ど業 務 知 識 の 修得 に 重 点

を置 い て い る。 そ れ 以外 に は 外 部 の講 習会 の受 講 や社 内のEDP部 門 間 の

相 互 研 修 と して 互 い の 業務 内容 を デ ィス カ ッ シ 。ソす る方 法 を とっ て い る。

・従っ て,費 用 は 室 の も って い る 予 算 の 中で こな して いて,特 別 な予 算 を と

って い ないo

・さ らに,上 記3つ の グル ー プで は,そ れ ぞれ テ ー マ を決 め て,グ ル ー プ ・

リー ダが責 任 を も っ て,グ ル ー プ員 の教 育 を行 な っ てい る。

、●

.

⑧ 技 術者 試 験 に 対す る 考 え

・否 定 は して い な い が,と くに受 験 をす す め て い な い。 合 格 して もそ の こ と

に よっ て評 価 しない 。

⑨ 外 部 委 託 の 現 状 と将 来

・現 在 ま った くな い とい っ て よい 。 以 前,パ ンチ外 注 の 経験 が あ るが,ミ ス

が 多 か っ た た め,担 当 者側 か ら残 業 して も自分 た ち で処 理 す る とい う積 極

的 な声 が 出て,以 来 す べ て 自 社 で まか な って い る。 た だ し,中 央 研究 所 で,

プ ・グ ラム,パ ンチ の外 注が 少 しあ る。

⑩ 女性 要 員 の 取 扱 い

・定 着 性が 問題 で ある。 事 前 に結 婚,退 職 な どの 時期 が 予知 で きな い こ とが

大 きな悩 み で あ る。(こ れ は,他 部 門 で も同 じだ ろ うが … …)

・そ れ 以上 の 点 で は,仕 事 に よっ て は女性 の 方 が 向い てい る もの もあ る と思

わ れ る こ と程 度 で とくに 意 見 は ない 。

●

cc

－194一



2.2 B 社

⑥

よ

① 要 員 構 成 と配 置

この 項 目につ い て は 大 ざ っぱ な と こ ろで 述 べ る。

・全 体 と して事 務 計 算 と科 学技 術 計算 に分 か れ てい るが,両 方 で約500名

の要 員 で あ る。

・事 務 計 算 で は電 子 計算 部 が担 当 し,部 員3 、40名,男 女 そ れ ぞ れ170名

.ず つ であ り,女 子 の うち キ ー ・パ ンチ ャが130名 で あ る。

・科 学 技術 計算 関係 は,設 計 部 の 中 に あ る2つ の 課 に配 属 さ れ て い る。

・当社 に は9っ の セ ン ター が ,本 社,各 工 場 に ある本 社 セ ンター は大 きいが,

工 場 の セ ンタ ーは レンタ ル800～900万 の 一マシ ンで,平 均 して10名

前 後 の要 員 とキ ー ・パ ンチ ャ20名 程度 の規 模 で あ る。 男 子 要員 は オペ レ

ー タ ,プ ログ ラ マs若 干 のSEか ら成 る。

・純 然 た るSEは 本 社 に集 中 して い て,約20名,こ れ らはSEとORワ ー

カが ほぼ 同数(各10名)で あ る。

・他 に 部門 全 体 を管 理 す る事務 管 理 課 は6名 で あ る。

② 採 用 方 針

区別 は一切行 なっていない。 ただ し,修 士卒で特 殊 な専攻者は,入 社 時に

配属先が決っている場合 がある。

③ 待 遇

・キ ー ・パ ンチ ャを除 い て ,差 別 な しo

・キ ー ・パ ンチ ャ は作 業 手 当 の 支 給 と特 別 な管 理 を行 な っ てい る。 た だ し,

手 当の 支給 は 入社1年 後 に社 内 試験 を行 ない,こ の 合 格 者 の み とす る。

■

吟
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④ 人 事 交 流

・他物 門 か らEDP部 門 へ の 転 入 は 少 な い。

・逆 に,EDP部 門 か ら他 部 門へ の 異動 は相 当数 あ り,転 出先 は 種 々雑 多 で

あ るo

・部 内 の ジ 。 ブ ・ロー テ ー シ 。 ンは あるが,体 系 的 な もの で はな い 。

・大 卒 の場 合,工 場 の セ ンタ ーで,オ ペ レー タ,プ ログ ラマ,若 干 の シス テ

ム作 り を3年 間 経験 してSEと して の仕 事 をす る た め に配 転す る 場合 が 多

いo

・一 般 に,工 場 の セ ンタ ーを 転 々 と して,企 画部 署 でSEを4,5年 経 験 し

他 部 門へ 転 出す る コー スが 標 準 的 とい え る。

・他 に,SE経 験 者 を 工場 の セ ンタ ーへ 準管 理者 と して送 るケ ー ス が あ る。

⑤EDP要 員 に 対す る諸 問題

・企 業 人 と して,片 輪 人間 で ない 社 員 を作 る こ とに 関心 が 高い。 い わゆ るゼ

ネ ラ リス トの 方 向 で あ る。

・そ の 点,ORワ ー カは技 術 系 の修 士 卒 が 多 く,ロ ー テ ー シ 。 ンに は 若干 の

問 題 が あ る。 また,専 門職 には キ ャ リア をつ け る こ との 関係 で,ロ ー テ ー

シ ョ ンの チ ャ ンス を失 うこ と も問題 の1っ で あ ろ う。

⑥ 人事 部 門 に 要望 す る こと

・他 部 所 と変 らな い の で,問 題 な し。

⑦ 要 員 教 育 の方 法 と 内容

・Off-JTと し て,基 礎 的 な コ ン ピュ ー タ教 育 は入 社 時 に全 員受 講 させ て い

る。 内容 は プ ログ ラ ム と コ ン ピュ ー タそ の もの の知 識 で あ る。

・現 在,あ る年 限 の 要員 に対 して,プ ・グ ラ ム の技 法 を集 合教 育 で実 施 して

い るo

●

(●

一196r



「

じ

・SE教 育 には,試 験 的 な もの と して,社 内の 実例 を合 宿 制 で夜 遅 くまで行

な っ てい るが,イ ンス トラク タ に困 っ て い る。

・・外 部 講 習会 の 利用 と して,IBMの 有 料教 育 は一 通b受 講す る方針 で,誰

か1人 が受 け て社 内 に広 め させ てい る。 他 に,日 本 生 産 性本 部 のSEコ ー

ス,日 科技 連 のORセ ミナ ー な ど,毎 期1人 ず つ 受 講 させ てい る。

・OJTに つ い ては,工 場 の よ うな と ころは や り易 く,本 社 では む つ か しい

よ うに 思 う。 人数 の 多 いSEを 対 象 に考 え る となか な か 困難 で あ る。 そ こ

で,半 分 はoff-JTで 育 て たい とい う考 えで あ る。

⑧ 技 術 者 試験 に対す る考 え

・部 全体 と して は す す め て い な いoた だ し,一 部 の課 です す め て い る と ころ

もあ る。

・合 格 者 に対 して も,と くに 区 別 して い な い。
」

⑨ 汐 ト部 委 託の 現 状 と将 来

・か な り採 用 してい る。 主 力 は キご ・パンチ とコン ピュー タ ・オベ レー シ 。 ン

で あ るo

・キ ー パ ンチは 全 体 の40～50%が 外 注処 理で あ る。

・オ ペ レー シ ョンの 全 面 的 外 注 は2つ のセ ン ターで 行 な っ てい るが,エ 場 に

は 機 械 保 持 の 関係 で 外 注 で きな い ところ もあ り,目 下,部 分 的 委 託 で 実 施

して い るo

・外 注 は運 用部 所 との 管 理 を ど うす るか が悩 み で あ る。

●

⑩ 女 性 要 員の 取 扱い

・大 部 分 は キ ー ・パ ンチ ャで あ る。 若 干 け ん し ょ う炎 の 問題 もあ る が,一 度

に 大 量 の退職 も問 題 で あ る。

.・キ ー ・パ ンチ ャか ら順 次 オペ レー タへ の 転 用 に心 掛 け て い る。 工 場の セ ン
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タ ーで は,ほ とん どの定 常 処 理 の オ ペ レー シ 。ンは女 子 オペ レー タが行 な

っ て い るo

・一 部,プ ログ ラ マ と して,女 性 を 採 用 して い るが教 育 に2年 を 要 し,一 人

前 にな っ こ頃 には退 職 す るケ ー ス が 多 く,定 着 性が 問題 に な って い る。

、

2.3 C 社

① 要 員構 成 と配 置

事 務 部96名(内 事 務 管 理課49名)

シス テ ム開 発部266名(移 行 要 員 イ ンス トラク タ31名 を 含 む)

事務 セ ンター 東京438名(内 電 子 計算 課108名)

大 阪269名(〃49名)

・本 部 にあ る事務 部 と シス テ ム開 発部 はt最 近 まで 事務 部1つ で あ った が ・

300名 を超 えた た め,コ ン ピ ュ ー タ関 係 の 開発 部 隊 を独 立 させ て,シ ス

テ ム開 発 部 と した 。 しか し,事 務 部 の 中 の事務 管 理課 には,一 部 ア ナ リス

トや帳 票 設計,事 務 手 続 き な どを 担 当す る者 が い る。

・オ ペ レー シ 。 ン部 門 と して の 事 務 セ ンタ ーは,支 店 の 事務 を セ ン タ ーに集

中 して行 な う と ころで,手 作 業 と コ ンピ ュー タ処 理 とが あ る。 コ ン ピュー

タの オ ペ レー シ 。 ンは電 子計 算 課 で 担 当 す るが,手 形 交換 のMICR,1/0

の ハ ン ド リング な どを担 当す る 課 も あ る。

以 下,全 体 に シス テ ム開発 部 門 を 中 心 に述 べ る。

・ シス テ ム開 発 部266名 の うち,オ ンラ イ ンシス テ ムの移 行 時 に 必要 な要

員 や イ ン ス トラ ク タ108名 を除 い た235名 の 内 訳 は次 の 通bで あ る。

、

`
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ピ

～25才 26才
～30才

31才
～40才 41才 ～ 計

管 理 者 男 0 0 23 5 28

ア ナ リス ト

)(.
プ ログラマ

男 67 48 23 0 138

女 50 0 0 0 50

そ の 他
男 1 5 3 0 9

女 10 0 0 0 10

計

男 68 53 49 5 175

女 60 0 0 0 60

ン

、̀

・プ ロ グ ラマに 女 子が50名 と多い の は ,1つ の特 色 か と思 わ れ るか,開 発

の 一 時 的 ピ ー クに 対 処す るた め の もの で あ る。(項 目10 ,女 子 要員 の 取

扱 い参 照)

・ア ナ リス ト,プ ログ ラ マな どの職 種 につ い て は ,以 前 は か な り明 確 で あ っ

た が,最 近 で は,区 別 が不 明 確 に な って い るの で,こ の よ うに ま とめ て扱

っ た(なSip,こ の 点 につ いて は現 在,EDP関 係 の 自己 申 告 を 実 施 し,集

計 中 なの で,職 種 区 分 をは っ'き りさせ る手 掛 りに した い と考 え てい る)。

●

② 採 用 方 針

・従 来は 一 般 の ・一 テー シ ・ ンの 中か ら社 内転 入 の 形 で 実 施 して い た が
,規

模 も大 き くな っ て きたの で,7年 位 前 か ら基 礎 の あ る者 を積 極 的 に採 用 し

て い く方 針 と な った 。

・従 って・ コ ンピ ュ ー タ 関係 の仕 事 に つ く前提 で
,理 工 系 学卒(女 子お よび

男 子 の修 士 を 含む)を 中 心 に新 規採 用者 を配 属 して い る。 た だ し,部 分 的

に は 営業 店 の仕 事 を1,2年 経験 させ る場合 も あ る。

●他 に ・ こ こ1 ・2年 ・ 工業 高校 卒 を プ ログ ラマ 要員 と して 採 用 してい る。
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③ 待 遇

現 在,特 別 な手 当 な ど な く,一 切 差 別 してい ない 。将 来 につ い て は,考 え

なけ れ ぽ いけ な い の で は ない か との 問題 意識 は も って い る。 、.

④ 人事 交 流

・一 般 的 な ロー テ ー シ ョ ンに の せ る こ とで あ ろ うが,実 情 と して は 転 出がむ

づ か しい。

・理 工 系 学 卒 者 は,入 行 時 に地 方 の 営業 店 に2,3ヵ 月か ら数 ヵ月 見 習 い 勤

務 す る こと も あ る が,コ ン ピュ ー タ部 門 の人 員 不 足 か ら,で きる だけ 早 く

戦 力 に加 え たい 要 望 が強 く,な か なか 計 画的 に 実 施で きない のが 現 状 で あ

るo

・キ ャ リア ・パ ス にっ い て は,目 下 常 識 的 な線 で 設 定 を準備 中 で あ り,長 期

的 な 計 画 をた て よ うと して い る。

,
.

.
、

⑤EDP要 員 に対 す る諸 問題

・一 般 ロー テ ー シ.ン と して,停 滞 気 味 で あ る こ とか ら,本 人 が 銀 行 員 か,

コ ン ピュ ー タ要 員 か の悩 み を もつ者 も出 て い る。

・理 工 系 の 専 門 要 員 に は,将 来 性 に つ い て 不 安 を もつ 者 もい る。'こ の 問題 は

まだ 採 用後 の 年 月 が 浅 い の で そ れ ほ どで もない が,今 後 は よ り深 刻化 す る

恐 れ が あ る。 従 っ て,キ ャ リア ・パ スの 設 定 と手 当支給 も考 慮 した 専 門職

種 の 確 立 を人 事 部 門 に 強 く要 望 して い る。 この よ うな対 策 は長 期 的 で積 極

的 に と りあげ て い く姿 勢 が大 切 だ と考 え るが,他 部 所 の 専 門職 とのか ね合

い も含 め て検 討 しなけ れ ば な らない の で,な か な かむ ず か しい 問題 に なっ

て い るo

・さ ら に当 社 の 固 有 な 問題 と して,経 験 者 が人 員構 成 上,ア ンバ ラ ンス に な

って い る こ とが あげ られ る。 これ は コ ン ピ ュー タ関係 の 管 理 者 が一 般 事務

系 出 身 者 の た め,中 ・上 級 要 員 の技 術指 導 や 管 理 が不 徹 底 になる心配で ある・

才

'←
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ピ ・ ・

・また 銀行 と しては,コ ン ピ ュ ータ部 門 の異 質 な 勤務 体 制 の 問 題が 入 り込 ん

で きて い るの で,こ れ を ど う解 決す べ きか,1別 会 社へ の委 託 も1つ の 方 法

で は ない か との 考 え もあ る。

K

⑧ 人事部門に要求す るこ と

・
◆

`亨

⑦ 要 員教 育 の 方 法 と 内容

・シス テ ム推 進 課 の 中に,人 数 は そ れ ほ ど多 くない が 要 員 管 理 グ ル ー プが あ

り,こ こで 要 員教 育 を 担 当 し てい る。 そ こに は,専 任 担 当者 が1名 い て教

育 関係 の 事 務 的 な仕 事 に 当 って い る。

・初級 コース は,社 内教 育 でSEを 講師 と して約2か 月,ゴ ンゼ ユ一 夕か ら

プ ログ ラムめ基 礎 知 識 を 中心 に 演 習 問題 を用 意 して,標 準化 な ど と と もに

指導 し,よ ち よち 歩 きが で き る程 度 まで の もの を行 う。

・そ の 後は,OJTと い うこ とで,そ れ ぞれ の グ ル ー プの 中 で 実 際 の仕 事 に

当 らせ,簡 単 な プ ログ ラムを作 成 させ るが,な か なか 技 術 向上 とい う点か

らみて,体 系的 に 十分 な指 導 とは い え ない状 況 で あ る。

・中 級 以上 に つ い て は 〆 外 部 研 修 に も極力 参加 す る よ うに して い るが,こ れ

は 予定 した 期 間 に適 当な コース が 常 に存 在 して い る とは 限 ら な いの で,あ

る もの に合 わ せ て 教 育 して い くこ とに な り,未 充 足 にな る悩 み が あ る。

・予算 につ い て は,要 員 数 も多 い の で 毎期 そ の特 別 枠 を 計 上 して お り一応 充

足 してい る とい え よ う。

・しか じ,適 切 な教 育 が 十 分 行 き渡 っ てい る とこ ろ まで に は至 っ てい ない。

将 来 は 社 内 で 中級 以上 の もの も集合教 育 を して い きた い と考 えて い る。

●

⑧'技 術者 試 験 に 対す る考 え

・上 記の よ うに 中級 以上 に つ い て の社 内教 育が 十 分 で きな い こ とか ら,自 己

啓 発 には 積 極 的 で,コ ン ピュ ー タを 含め て,業 務 知 識 に 資 す る通 信教 育 に
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は合格 者 に 会 社 か ら半額 補 助 の 制 度が あ る。

・また,技 術 者 試 験 は 極 力受 験 をすすめていて,合 格 者 に は報 奨金 を 出 して い

る。(た だ し,手 当 は つけ ない。)

・現 在 の と ころ,合 格 者 は特 種3名,第1種6名,第2種22名(う ち女 子

9名)で あ る。

・なお,受 験 準 備 に 集 合教 育 を実 施 した り,願 書 を とり ま とめ て発 送す る な

ど便 宜 を は か って い る。

・今 後 もキ ギ リア ・パ ス,職 種 の設 定 時 に は資 格 要 件 の一 つ の メ ドと して 考

慮 して い き た い と考 え てい る。

、

互

⑨ 外 部 委 託 の 現 状 と 将 来

・大 量 に 実 施 して い る。 方 式 と しては 別 会 社 へ の 一 括 委 託 とメー カか らの要

員 派遣 で あ り,そ の総 数 は社 内 の開 発 人 員 とほ ぼ 同数 に及 ん で い る。

・これ は 要 員 不 足 と 開発 が 集 中 して い るた め で,や む な くと った対 策 で あ る。

・外 部 委 託 に は 次 の よ うな 問題 が あ る。

・外 注先 の 銀 行 業務 につ いて の 知 識 不 足

・・内部 要 員(自 分 自身)の 技 術 レベ ル 向上 に つ なが らない悩 み

・引継 ぎ,メ ンテ ナ ンス の パ ワ ーの 問題

・外 注 管 理(出 入 りの管 理,作 業 ス ペ ース の 問題,外 注費 の 増 大)

●

⑭
・

⑩ 女 子 要 員の 取 扱 い

.大 卒 は レベ ル,モ ラル と もに よい が,勤 続 年 限 が 少 な く,教 育が 終 ると退

職 して し ま うケ ー ス も起 る。

・しか し,優 秀 な者 は1年 教 育す る と相 当 な戦 力 と して 使 え る。

・一 般 に は,体 力 的 に も深 夜 勤務,残 業 な どの 問題 か ら,ま か せ られ る仕 事

の 範 囲 が 限 定 され る。
■

⑭
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2.4 D 社

① 要 員 構 成 と配 置

・こ こで は本 社 の事 務 関係 の 電 算 室 の み を対 象 と考 え る こ と とす る。 ただ し

地 方 局 に は制 御 用 の コ ン ピュ ー タが置 かれ て い るo

室 長

(1)課 長(1),課 員(3)

用 課

課 長(1),主 任(1),課 員(17)

室行 員(8)

(注1)()は 人 数 合 計32名

(注2)室 付員 は 新 し く入 っ た者(見 習中)で あ る。

・職 種 につ い て は全 員 ,SEで あ り,プ ロ グ ラ マ で あ り,オ ペ レー タ で あ

るた め,こ こでは 主 に やっ て い る仕 事 で分 類 して い る。

主 た る仕 事 人数 平均年令 学 歴

SE 6 34才 大 卒

プ ロ グ ラ マ 10 28 (苔董1
オ ペ レ ー タ 4 24 高 卒

キ ー ・ パ ン チ ャ 8 20 高 卒

●

② 採 用 方 針

・は じ めか ら電 算 室 配 属 と して新 入 社員 を採 用 す る ことが 原 則で あ る
。

・社 内 転入 は ほ とん どな い(過 去 に1名 だ け)

・新 入 社 員 は大 卒 ,高 卒 と も,最 初 は オペ レー タ と して の仕 事か ら始 め る。

・全 般 に 要員 は理 工系 が 多 い。これは 人 事 部 に 希 望 を 出 して い るた め で あ る
。

●
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・専攻 学 科 の 内訳 は次 の通 りで あ る。

SE(大 卒)

プ ログ ラ マ

(大 卒)

(高 卒)

オ ペ レー タ

(高 卒)、

キー ・パ ンチャ

(高 卒)

た だ し,

た 人 た ち で あ る 。

電 気 工学,数 学,工 業 経 営,機 械 工 学 各1名,

経 済2名

電 子工学3名,電 気通 信 工学1名

電気科,通 信科 各2名

電子科,商 業 科各1名

電子科3名,電 気科1名

普通 科8名

SE6名 は昭和42年 の電算室発足 時に社 内の各所 か ら集め られ

⑤ 待 遇

・新 聞社 で は手 当 と して 記者,事 務 部 門,工 場 の3種 が あ るが,'当 電 算 室 で

:はSE,プ ログ ラ マ,=オt〈 ,レー タ と も記 者手 当 が 支 給 され てい る。 これ は

事 務部 門 に 比 べ て よい 待遇 に な っ て い る。

・一 方,キ ー ・パ ンチ ャは 事務 部 門 と同 じ扱 い な の で,他 と同等 の待 遇 とい

え る。(従 って,キ ー ・パ ンチ ャ の み 手 当 が支 給 され る とこ ろ とは 逆 の結

果 に な って い る。)

④ 人 事 交 流

・他部門 との人事交流がな く室が閉鎖的に なってbる ことは問題の1っ で あ

るo

・ キ ャ リ ア ・パ ス は 設 け て い な いo'

・電 算 室 作 業 の経 験 を重 ね る に従 って ・ オ ペ レ「 シ ヨンか らプ ログ ラ ミング・
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シス テ ム設 計 へ の 比率 が 多 くなっ てい くよ うに してい るb"

・しか し,多 忙 な と きは オ ペ レー シ ・ ンを除 く以外 に は 原 則 として ,職 種 の

区 分 をせ ず,全 員 オペ レー タ,プ ・グ ラマ,SEで あ る と している。

⑤EDP要 員 に 対す る諸 問題

a)要 員 教 育 が むつ か しい こ と(特 にSEク ラ ス)

b)人 事 交 流 がむ つ か しい こ と。

c)作 業 時 間 が不 規 則に な る こと。

Cシ フ ド制 は 採用 してい ない が,新 聞社 全 体 の傾 向 と して,気 軽 に 残業

して しま うこ と)款

d)キ ー ・パ ンチ ャ の健 康 問題(け ん し ょ う炎 な ど)

e)企 業 人 と して の モ ラル,電 算 室 と して秘 密 保 持 の 問題 な ど

◆

⑥ 人事部 門に要望す ること

・採用時には,要 望を出 していて比較的 うまくい っているので問題は ない
。

・事務部 門 との人 事交流のむつか しさには ,手 当額 の減 少め問題 があるが,

これ は人事部 門へ の要 望で解決され るものではない;

●

⑦ 要 員 教 育 の 方 法 と 内容

・それ ほ ど体 系 的 な教 育は 行 な っ てい な い ,一 口にい えば,OJTとPI学

習 方 式 がヰ 心 で あ る6

1a)新 人 教 育

・社 内教 育 と して ,SEク ラスの 経 験 者2名 を教 育係 に 当て る。 内容 と 期

間 は,電 算 の 基礎 知 識,管 理 シス テ ム(標 準 化,作 業 の仕 方,ラ ンブ ッ

クの 読 み 方),OS概 説 各1日,ア セ ン ブ ラ概 説3日 とオ ペ レー シ ョ ン

のOJT2か 月 で ある。

・メ ー カ教 育 は,∵
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電 算 機 入 門,

フ ・一チ ャー ト入 門,

ア セ ン フ フ

EDOS

OS入 門

アセ ン ブ ラ ・フ ァ イル プ ロ グ ラ ミング

で,こ れ らは新 人 教 育 の必 須 と して い る。

b)キ ー ・パ ンチ ャ教 育

・外 部 業 者 に 依頼 す る が,人 数 の多 い ときは 外 部 か ら講 師 を呼 んで 社 で教

育 して も ら う こ と も あ る。

c)新 人 ・中堅 者教 育

・す べ ての メー カの教 育 に よる。

PI学 習(15時 間),演 習(1日)

PI学 習(15時 間),演 習(1日)

PI学 習(50時 間),演 習(4日)

講 義(3日)

〃(2日)

(3日)

デ ー タベ ー ス 設 計 講義

入 社 後2,

COBOLPI学 習(45時 間)

FORTRANPI学 習(45時 間)

PL/1基 礎 講義(3日)

EDOS/MSO講 義(3日)

シス テ ム設 計 〃(7日)

プ ア イル設 計 〃(2日)

(7日)

演 習(4日)

演 習(3日)

3年 の うち に 必 ず この位 の もの を受 け る よ うに して い る。

・そ の他,書 籍,雑 誌 の購 入,必 要 に応 じて 外 部研 修 の 参加 を行 な っ てい

る。 外部 研 修 に つ い て は 受 講 後,室 内全 員 に報 告 会 を もつ こ と と して い

るo

d)そ の 他

・室長 が 変 った 場 合 に は,管 理 者 コ ース を受 講 して も ら うこ と と して い る。

・また,上 級管 理 者 に は メー カの 講 習会 へ 参 加 して もら って い るo

・全 般 に,OJTに は定 ま った 体 制 は な く,先 輩 が しご くとい った と こ ろ
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シス テ ム設 計 へ の 比 率 が 多 くな って い くよ うに してい る。』

・しか し,'多 忙 な と きは オペ レー シ』 ンを除 ぐ以外 に は 原 則 と して,職 種 の

区 分 をせ ず,・全 員 オペ レー タ,プ ログ ラマ,SEで あ る と して いる。

.W

P

⑤EDP要 員 に 対す る諸 商 題`

a)要 員 教 育 が むつ か しい こ と(特 に'SEク ラス)

b)人 事 交 流 がむ つ か しい こ と。1'一 一 ㌧

c)作 業 時 間 が不 規 則 に な る こと。

・(シ ブ ト制 は 採用 し で いな い が 〆新 聞社 全 体 の傾 向・として;・気 軽 に 残業

して しま うこ と)"

d)キ ー ・パ ンチ ャ の健 康 問 題(け ん し ょ う炎 な ど戊tt『 一"

e)企 業 人 と して の モ ラル,電 算 室 と して 秘密 保 持 め 問題 な'ど

トノ

⑥ 人 事 部 門 に要 望 す る こ とtltttrt

・採 用 時 に は,要 望 を 出 し'てい て 比較 的 う ま くい つで い るの で 問題 は な い
。

・事務 部 門 との人 事 交 流 のむ つか しさには,手 当頼 め減 少 の 問題 が あ るが ,

これ は 人事 部 門へ の 要 望 で 解 決 され る もので は な い。

⑦ 要 員 教 育 の 方 法 と 内 容

・〉・'そ れ ぼ ど体 系 的 左 教 育 は 行 な っ て い な い
,'一 口 に い'え ば ジ01JTとPI学

)t.習 方 式 が 中 心 で1あ る…6『"`・'"'・'t'-

a')新 ・人 ・教 ・育 、th;1∵

・社 内教 育 と し て ,SEク ラ ス の 経 験 者2名 を 教 育 係 に 当 て るも 内 容 と 期

間 は,電 算 の 基 礎 知 識,管 理 シ ス テ ム(標 準 化,作 業 の仕 方,ヴ ソ ブ ッ

Jグ σ 読 み 方)
,『びS『概 説 各1日,ア セ ン ブ ラ概 説3日 『ど オ ベ レー シ.ン

の σJT2・ か 月 で ある 。 ・1,一 ・

・メ ー'力 教 育 は 元'ぼ:' .'
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電 算 機 入 門,

フ ローチ ャー ト入 門,

ア セ ン ブ ラ

EDOS

OS入 門

アセ ン ブ ラ ・フ ァイル プ ログ ラ ミング

で,こ れ らは 新 人教 育 の必 須 と して い る。

b)キ ー ・パ ンチ ャ教 育

・外 部 業 者 に 依 頼 す るが,人 数 の 多 い ときは 外 部 か ら講 師 を呼 ん で 社 で教

育 して も ら うこ と もあ る。

c)新 人 ・中 堅 者 教 育

・す べ て の メー カの教 育 に よる。

PI学 習(15時 間),演 習(1日)

PI学 習(15時 間),演 習(1日)

PI学 習(50時 間),演 習(4日)

講 義(3日)

〃(2日)

(3日)

デ ー タベ ー ス 設 計 講 義

入 社 後2,

COBOLPI学 習(45時 間)

FORTRANPI学 習(45時 間)

PI」/1基 礎 講義(3日)

EDOS/MSO講i義(3日)

シス テ ム設 計 〃(7日)

プ アイル 設 計 〃(2日)

(7日)

演 習(4日)

演 習(3日)

3年 の うち に 必ず この位 の も の を受 け る よ うに して い る。

・そ の他,書 籍,雑 誌 の 購 入,必 要 に応 じ て外 部 研 修 の参 加 を行 なっ て い

る。 外 部 研 修 に つ い ては 受 講後,室 内全 員 に 報告 会 を もっ こと と して い

るo

d)そ の 他

・室長 が 変 っ た 場合 には,管 理 者 コ ース を受 講 して も ら うこ と と して い る 。

・また,上 級 管 理者 には メー カの 講 習会 へ 参 加 して もらっ て い る。

・全 般 に,OJTに は 定 まっ た体 制 は な く,先 輩 が し ご くとい った とこ ろ
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で あ る。

・費 用 に つい て は,管 理 者 が 講 習会 を選 別 し,会 社 が 負担 して い る。

㍉■

〉

'∀

⑧ 技 術者 試 験 に 対 す る 考 え

・受 験 は と くにす す め てい ない。(個 人 的 に は,す す め てい る場 合 もあ る)

・合 格 者 も特 に 評 価 してい な い。

⑨ 外 部委 託 の 現 状 と 将 来

・現 状 と して は,パ ンチ作 業 の み オ ー ・ミー フ ・一分 や一 度 に何 人 か の キ ー ・

パ ンチ ャが 退 職 した 場合,い わ ゆ る新 旧 交替 期 の能 率 ダ ウ ン時 に外 注す る

が,定 期 的で は な い。

・将 来 パ ンチ につ い て の外 注 また は 派遣 を検 討 す る予 定 で あ るが,オ ペ レー

シ ョ ン,プ ログ ラ ムにつ い て は 考 えて い ないo・

、ラ

⑩ 女 性要 員 の取 扱 い

・プ ログ ラ マ,オ ペ レー タと して,体 力上 夜 間 作 業 に 不 向 きな た め,現 在 は

採 用 して い な いo

・オ ペ レー タ と して,将 来 採用 す る こ とは考 え られ る。
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ろ 質 疑 応 答

1.要 員構 成 と配 置(職 種 を 含 む)

(注)Q質 問A答 え

Cコ メント

Q.C社 で はEDP関 係 の 自己 申 告 に よ って職 種 分 け を考 え て い る との お 話

で あ るが,管 理 者 の 判 断 との 違 い は ど うす るか?

A.も ち ろん 違 い の 出 る場 合 も あ り,そ の と きは調 整 す る。 た だ,全 般 に そ

れ ほ ど差 は で てい ない よ うで あ る。

Q.い ず れ に しろ,C社 で は職 種 分 け を した 方 が よい と考 え てい るか?

A.よ い と考 え てい る。 オ ペ レー タか ら プ ロ グ ラマ,プ ログ ラマ か らア ナ リ

ストとい っ た 目標 を もたせ て,努 力 させ た い。

Q.将 来,マ シ ンオベ レー シ ・ ンに 女 性 を 考 え て い るte話 しが あ った が・C

社 で は 現 在,こ の分 野 に女 性 を使 って い るか?

A.ご く一 部 使 用 して い るが,ど ち らか とい う と フ ァ イルの 出 し入 れ 程 度 で,

い わば オ ペ レー タの補 助程 度 で あ る。

大 量の カー ドや プ リンター 用紙 な ど力仕 事 は 無 理 で あ り,瞬 間的 判 断 の

必 要 な コ ン ソー ル指 示に も向 か な い の で は な い か と思 わ れ る。

Q.C社 で は 適 性 検 査 を実 施 して い るそ うだ が,他 社 は ど うか?

A.A社 や って い な いo

B社 採 用 の と き実 施 し,キ ー ・パ ンチ ャ 配 置 の 判 定 に使 用 して い る。

D社 と くに や って い ない。 キ ー ・パ ンチ ャ は健 康 で丈 夫 な人 を 選ぶ こ

とに して い るo

Q.B社 の小 さ な セ ンタ ーで はSEや プ ・グ ラ マ とい った職 種 を分 け に くい

との お 話 しで あ るが,こ れ は 今 後 も分 け ない とい うこ とか?

A.当 社 の 組織 的 な 機 能 分 担 を お 話 し しない とわ か りに くい と思 うoす なわ

ち,当 社 で はSEの 仕 事 や 開 発 は 本 社 集 中 で 行 う。 工 場 は 日常的 な仕 事

を こなす だ け で ス ケ ール が大 き くな る と本 社 か ら出張 して 開 発 す ると い っ
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た 体 制 で あ る。 従 って 工 場 の要 員 構 成 が 若 く,半 分 は 見 習 で,実 質 的 に 分

け て も意味 が ない。

,な お,当 社 で は,SEは プ ロ グ ラ マ の 延 長 上 に ない とい・っtJ考 え方 で,

教 育 の仕 方 を分 け て考 えて い る。 これは プ ログ ラマか らSEを 養 成す る と,

時 間 がか か っ て しま うの で,早 い 時 期 か らSEの 見 習 に した 方 が 養 成 の た

め に得 策 と判 断 してい る。

Q.D社 で は 職 種 を分 け ない で,仕 事 で 分 け て い るが,こ れ は,方 針 に よる

もの か,や って い て そ うな っ て い るもの か?

A.導 入 当初 は 準 備 室 と して1本 化'してい た が,42年 これ が電 算 室 とな っ

て,開 発 課 と運 用 課 の2つ で 管 理 す る こ と と なっ た。 しか し,現 在 まで完

全 に 分業 化 され な い で 試行 錯 誤 的 に進 ん で い た とい って よい。 た とえば,

マ シ ン,パ ンチ の スケジュール,1/Oの 受 け渡 しは,運 用 課の 主 任 ほ か3

人 が 交代 で や ってい るが,そ の 他 の 運 用 課 員 は 開発 課員 同様 シス テ ム開 発

的 仕 事 も行 う しオ ペ レ ー シ ョン も行 な トう。 将 来 を考 え る と,事 務 部 門 だ け

で な く,新 聞 の製 作 面 で の コン ピ ュー タ利 用 ま・で発 展 す る と,は っ き り し

た 分業 化 が 予想 され る。

現 体制 に は,「 ア メ リカの新 聞社 では オペ レ一一タ,プ ・グ ラマ,SEな

ど多 能 工で あ る」 とい うこ とで これ を多 少 の 裏づ け と して い る と こ ろ も あ

るo

C.A社 も実 は,つ い最 近 までD社 と まっ た く同 じ体制 で あ った。 昨年 暮 か
コメン ト

ら,こ の夏 に かけ て コ ンピ ュ ー タの リブ レースが あり,こ の 機 会 に室 内 に

ア ピー ル して現 体 制 を実 施 した。 補 足 説 明 を加 えれば,運 営 グル'一 プは 定

常 的 な業 務 処 理 の ス ケ ジュ ー ル,オ ペ レー シ.ン,1/0管 理 な ど と と も

'に,ハ ー ド,ソ フ トの技 術 的 な 面 を担 当 す る。 従 って ,こ の グル ・」プは 非

こ 常 に 専門 化 して い く方向 に あ る。 一 方,シ ス テ ム開 発,管 理 グ ル ー プは ,

社 内のSE的 指 向や シス テ ム開 発に 当 る と こ ろで,コ ンピュ ー タよ り も社

内 の 業務 知 識 を 主体 とす る。 いわ ば フ リー ラ ンサ ー的な 存 在 で,会 社 の 中
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に 問題 が あ った とき,プ ロ ジェ ク トを作 っ て活躍 で きる よ うに して い る。

この よ うな体 制 を と る考 え方 は 以 前 か ら もあ った が ,な か なか 実 施 で き

なか った 。 つ ま り・現 体 制 は 非 常 に う ま くい っ て い る とい う より ,最 近,

この体 制 で 動 い て い る とい う1つ の 例 と して 理 解 して 頂 きた い。

色

,

2.採 用 方 針

Q.B,D社 につ いて,コ ン ピ ュー タ 要員 の コ ンピ ュー タの 知 識 で は な く業

務 知 識 の 訓練 は どの よ うな形 で 行 な っ て い るか?

A.B社.新 卒 の要 員 はす べ て 工 場 の セ ンタ ーへ 送 る。 ここは,こ じん まり

と した と こ ろ で,3年 位 い る と生産 管 理 や工 場 の知 識は 一 通 り習得 で き

る。 この よ うな形 の もの な の で基 本 的 に はOJTに な る。

A.D社.コ ン ピュー タ室 が で き る と き は,社 内の い ろい ろの部 門 か ら集

まった 人 達 だ った の で,業 務 知 識 もあ り,こ の人 達 がSE的 な 仕 事 を や っ

て きた 。 しか し,後 か ら入 って く る人 は新 入 社 員 で業務 知 識 修 得の チャンス

が な く,ギ ャ ッ プが 大 き く悩 み に な っ てい る。 現 在 で はOJTに よ る方 法

しか考 え られ な い。 今 後 は,SEク ラス の交 流 採 用 と オペ レー タ,プ ・グ

ラマ,ク ラ スの 採用 を分 け て扱 わ な けれ ば な ら な い と思 っ て い る。

Q・A・B社 につ いて,コ ンピ ュー タ 室 か ら他 部 門 へ 積極 的 に 転 出す る計画

の も とに,新 規 採 用や 社 内 ロー テ ー シ 。 ンを行 な うこ とが あるか?

A.A社 あ る。 当室 に配 属 され て も,1人 と して,い つ ま で もい る 人間 で

ある とは 考 え て い な いo運 営 グル ー プは深 く突 込 ん でい か なけ れ ば な らな

い し,他 の グルー プは3年,5年 で 一応 の レベ ル には 達す るが も う少 し時

間 をか け る ように した い の で,い ず れ に して も,当 室 に 留 め て お く時間 は

長 く考 え て いる。 当 社 の各 部 所 を 回 って後,再 び 当室 へ 戻 る こと も考 えて

は い る が・ 適 性 の な い人 は早 く外 へ 出 る機 会 をっ くって,そ の 能 力 を生 か

して も ら う よう に計 画 して い る 場合 もあ る。 逆 に,他 部門 か ら有 能 な人 を

'●
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核 と して異 動 させ た い と10年,15年 選 手 で も 目星 を つ け てい るが,な

か なか,先 方 が 出 さ ない 場合が 多 い。 もち ろ ん,人 事部 を通 して 当室 の 優

秀 な 人 材 を 外 部 へ 異動 させ る話 も あるが,入 れ かわ りの 要 員 の 問題 も ある

の で,そ う うま くは い か な い。

A.B社.最 近 の傾 向 は,当 部 も,経 理 部 の よ うに,ロ ー テ ー シ ョ ン部 門 に

なbつ っ あ る。 建 前 と本 音 は違 う ところ もあ るが,毎 年 新 入 の 大卒 が10

人近 く配 属 に なるが,一 応 全 員 ・ 一テー シ ョ ンの対 象 とす る。 そ して,部

全体 の 実 力 の 低下 を考 え なが ら一 番対 象 とな る入 社7,8年 の人 た ち の中

か ら選 別 す る。 中 堅 ク ラスの 需 要 は多 く,出 す の は よい が,外 部 か ら こち

らで マ ー ク して い る優 秀 な人 を 入 れ るこ とは 大 変 困難 で あ る。

Q.C社 は,開 発で 多忙 の よ うで ある が,ど うか?

A.不 適 性 者 を 出す こ とはい つ で も考 えて い るが,余 裕 の あ る ときに は,通
る

性 か つ 優 秀 な 者 で も将 来 銀行 員 と しての び る素 質 の あ る場 合 は,極 力,転

出の 努 力 をす る。 人 事 部 側 で も なるべ く異 動 させ てほ しい との要 望 が で て

くる。

Q.B社 の 場合,核 と な る人 の 長 期 化 につ い て は ど うか。

A.最 近,SEか ら,他 部 門 の新 しい仕 事 で 管 理 者 に な っ て 転 出す る機 会 が

あ ったo

C.A社:社 内 異動 の ケ ース と して,室 が人 員 不 足 の とき,現 場の 作 業 員

コメン ト

(普 通 高校 卒 の い わ@る 工 員)が,工 場 の 合 理 化 に伴 な い12名 位職 種 変

更 試 験 を受 け て,コ ン ピュ ー タ部 門 へ移 った こ とが あ る。 これ らの 人 達 の

中 に は,い つ まで も室 に お き た い人 と転 出 させ た い人 とが あ るが,後 者 は

で き るだ け ロー テ ー シ 。ンにの せ て 異 動 の 方 向 に もっ てい きた い と考 え て

い るo

C.C社:当 行 で は 工 学部 出 身 の銀 行 員 が い て も よい の で は ないか とい う考
コメン ト

え で あ り,営 業 店 で 活躍 してい る ケ ースが あ る。

Q.コ ン ピ ュ ー タ室 か ら他 部 所 へ 出す よ うな人 事 異 動 は,人 事 部 が イ ニ シア
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テ ィ ブを とる か,コ ン ピュ ー タ室 が とる か?

A.C社:EDP部 門 が 意 見 具 申す る。これは やや 専 門 的 な セ ク シ ・ ンな ので

人 事 部 門 が部 門側 の 意 見 を重 視 して い る か らで あ る。

Q.C社 に つ い て適 性 検 査 は ど この もの を使用 され て い るか,ま た,そ の 実

際 との 相 関は ど うか?

A.メ ー カの もの を 使用 して い る。 相 関度 はほ ぼ そ の 線 で 問 題 は ない と見 て

い る(も ち ろ ん細 かい とこ ろ で は 多 少 の 誤差 は ある が … …)。

「●

W-

ノ

5.待 遇

Q.C社 に つ い て,将 来 スペ シ ャ リス トと して の手 当の 支 給 を考 え て お られ

る よ うだ が ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョ ンの弊 害 に なる こ と も あ る と思 うが 如何?

も

A.こ れ に つ い て は,一 般 職 は 手 当は ない が ローテ ー シ 。 ンが よ い。 専 門職

は手 当は あ るが ロー テ ー シ ョ ンは ない とい う選 択 の 余 地 を 与 え る よ うに し

ては ど うか との 考 え方 が あ る。

な まe,お 話 し を 開発 部 門 に限 っ たの で,出 て こなか っ たが セ ンタ ーの オ

ペ レー タ には シ フ ト手 当が あ り か な り優 遇 さ れ て い る。

Q.C社 に つ い て,専 門職 に 対 して,た と えば上 級SEな どと い う特 別 な呼

び 名は 使 って い るか?

A.キ ャ リア ・パ ス設 定 時 に はつ け たい と考 えて い る。 継 続 的 な組 織 と して

課制 を とるほ か,開 発 部 門 と して の性 格 上,内 部 的 に は プ ロジ ェ ク ト ・チ

ー ム制 も とっ て い る ので ,一 部 管 理者 に プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ー ジ ャ の 名

称 を 与 え て い る。 しか し この 肩 書 は今 の と こ ろ,公 式 に は 認 め られ て い な

い。 今 後 は,正 式 な も の に して ゆ きた い と考 えて い る。

Q.人 事 や損 益 な ど会 社 の秘 密 な 扱い に つ い て,組 合 員 が 行 うこ と の 問 題

は な い か?

A.C社.人 事 関係 の 仕 事 を行 な う人 は,人 事 部 との 兼務 が 発 令 さ れ,非 組

f4
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⑳

合 員 に な っ てい る。 全 社 的 な企 画,損 益 関係 を扱 う人 につ い て は 再検 討 中

で あ るo

A.A社 な し。

A.B社 な し,人 事 部 す ら組 合員 に な って い る。

`ト

4.人 事 交 流

も

■

Q.A社 につ い て,管 理職 の人 事 交 流 と,そ の専 門 職 につ い て お 聞 き した い。

A.上 の 方 か ら動 か され る形 で,い わ ぱ他 部 門 か らの 模 す べbで あb,出 る

場 合 も同 じで あ る。1名(EDP室 が で きた と きか らの 管 理 者)を 除 い て

EDPか ら育 っ た 管 理職 はい な い。

Q.B,A社 につ い てSE,プ ログ ラマ な ど,コ ンピ ュ ー タ室 の 仕 事は特 殊

な もの と考 え てい るか?

A.(B社)考 え て い ない 。 経理部,人 事 部 な ど と同 じ よ うに 思 う。 まだ歴

史 が浅 い ため,そ の 弱 味 を特 殊 性 に よって カモ フ ラー ジ して い る よ うに 思 ・

う。

A.(A社)ほ ぼ 同 じ考 え方 で あ る。 特 殊 とい うのはEDP部 門 内の 人 が,

そ う思 って い るの で は ないか と思 う。他 部 門 の人 に理 解 され ない の は た と

えば,わ か ら ない 言 葉 で 説 明す る とか,か き根 を 自分 で 作 って い るか らで

あ る。 事 務職 とい う仕 事 の 中 にい ろい ろ あ って そ の 中 の1っ が コ ンピュ ー

タで 特 殊 な 存 在 で な い こ とを,も っ とPRし て お か なけれ ば い け ない と

思 う。

Q.A社 に つ い て,人 事 交流 の 場合,自 己 申告 な ど にみ られ る本 人 の 希 望 に

つ いて は ど うか?

A.会 社 全体 と して,自 己 申告制 度 が あ る。 も.ちうん,本 人 の希 望通bに 動

かす わ け で は な く,優 先す るの は 管 理職 の 判 断 で あ る。 た だ,で きるだ け

希 望 にそ う よ うに す る が,突 飛 な意 見が出 た と きは,よ く話 し合 うように

▲
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して い る。.

Q.A社 につ い て,専 門 化 しない とは い うもの の コ ンピュ ー タ に っ い て の 専

門知 識 は 必 要 な もので あ り,貴 社 の 場合,ア マチ ュアで や っ て い け る とみ

て い る のか,一 般 性 の 中 に コ ン ピ ュー タを 担 当す る人 の ス ペ シ ャ リテ ィを

み て い る のか?

A.そ れ ぞれ の部 門 で アマ チ ュ アで あ っ ては い け ない。 やは リス ペ シャ リテ

ィは 要 求 さ れ る。 従 っ て,ど こへ い っ て もEDP部 門 に い た とい う能 力 を

認 め られ る よ うに した い。 しか し,特 殊 な人 間 だ げ が や る こ とで は な く,

事 務 の 中 の1つ の仕 事 で あ る と考 え て い る。

⑳

,

し

5.EDP要 員 の 諸 問題

Q.B社 に つい てORワ ー カが ス キ ル の蓄 積 とい う意味 で ロー テ ー シ ・ンの

対 象 に な りに くい とのts話 しで あ るが,む しろ一般 的 に はORワ ー カの方

が 動 か しやす い よ うに 思 うが?

A.一 般 的 に は動 か し易 い と思 う。 しか し,現 実 の 問題 と して 当社 の 場 合,

ORワ ー カ は,ス キ ルの 蓄 積 は 必 要 で あ るがSEな どと比 べ て 専 門 屋 と し

ての 見 方 が 強 く,受 け入 れ側 が 敬 遠 す る傾 向 に あ る。 そ の点,IE屋 の 方

が需 要 が多 い。ORワ ー カが 活躍 す る よ うな 経営 的 なア プ リケ ー シ ョ ンが

ど こに もあ るわ け で は な いの で,他 部 所か らみ る と中途 半端 な感 じに な る。

一方 ,SEは 業 務 分析 が 主 た る仕 事 とい った考 え 方 を して い て,ア プ リ

ケー シ.ン に 入 り込 んで い っ て,単 時間 に 問 題 の本 質 を つ かむ 訓 練 を して

い る。 従 っ て,中 堅 ク ラス ではSEの 方 がORワ ー カに 比 べ て 動 か しやす

い 傾 向に あ る。

Q.引 き続 い て の 質 問 と して,ORワ ー カで もオ ペ レー シ ョ ン的 な最適 解 を

や って い る よ うな 場合 と,長 期 計 画 な ど,い わ ゆ る マ ネー ジメ ン ト・サ イ

エ ンス をや っ て い る よ うな 場合 とが あ る。 後 者 で は総 合企 画 的 な 面 でい ろ

4
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い うな部 門 の知 識 が 必 要 で,仕 事 の性格 上 口ー テー シ 。 ンを頻 繁に 行 なっ

た 方が の ぞ ま しい こ とに な る。 ところ が ス キル の 蓄積 は 短 期 間 で は フ ォ ロ

ー ア ッ プで き ない とい う矛 盾 す る フ ァク ター に な るが ,こ の辺 りは ど う対

処 され て い るか?

A.当 社 で は,ORワ ー カは 最 低1年,実 習 の形 で い くつ かの 部 門 を 体験 さ

せ てい る。 た とえ ば 経 理 部 門 な ら2同 位 の 決算 を 経 験 させ る よ うに して い

るo

Q.A社 につ いて,EDP関 係 者 は,企 業 人 と して の 意識 が 弱 くその ギ ャッ

プ を うめ る も の と して,基 本 研 修 を重視 され て い る よ うだ が,こ れ らの こ

とにつ い て も う少 し詳 しい お 話 しを 聞 きた い。

A.基 本 研修 は 人 事 部 が 主 催 してい るが,こ の他 に新 入 社 員 研 修,女 子 の3

級 職,4・5級 職(囲 事 務 職,営 業 職,研 究 職,技 能職,生 産職 な ど1級

か ら5級 ま で あ る),準 管 理 職,準 専 門職 な どの集 合 教 育 が あ る。

とbわ け,4級 職 に な る とす べ て の職 能 を一 同に 集 め て 企 業 人 と して の

意 識強 化 教 育 を行 ない,管 理 職 にな る と,さ らに経 営 管 理,リ ー ダ ー シッ

プ,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンな ど の集合 教 育 が行 なわ れ る。 そ の 後,フ ォ ロー

ア ッ プを現 場 で 行 ない こ こ で も企 業 人 として の 意識 を重 視 し,問 題 が あれ

ば 専 門 能 力 を け ず っ て もこち ら を強化 す る こ とも行 う。

6.教 育 方 法

Q.教 育 に はOJTが 重 要 で あ る こ との;b話 しが あっ たが,C社,A社 につ

い て,そ の 指 導 体制 に制 度 化 が なされ てい るか ど うか伺 い た い。

A.(C社)制 度 化 は と くに 行 なって い ない。 初級 教 育 を お えて か らケ ー

ス ・バ イ ・ケ ー スで,OJTに 入 ってい く。技 術 は 習 った が 問題 に対 して

それ を展 開す る方 法 が わ か らな い とい うと ころ の指 導 で あ る。 きち ん と し

た指 導 要領 を 作 っ て 指 導 者に 渡 す よ うに しなけ れ ば … … と思 っ て はい る が

●
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A.(A社)プ ロ グ ラ ムにつ い ては,メ ー カ教 育 の 後,社 内で,先 輩 がつ

いて1対1で 標 準 化 の 教 育 を 行 い,さ らに,実 際 の 業務 で 問題 を何 回か

や っ て1人 立 ち させ る。 こ れは新 人 に は 必 ず 行 っ て い る。 また,シ ス テ

ムにつ いて は,チ ー フ とサ ブの2人 の 担 当 で 開発 させ,先 輩 が サ ブの方 を

引 っぱ っ て行 く よ う な形 で の指 導 で あ る 。

Q.OJTで 指 導 者 の 多忙 が 問題 に な る と思 うが 如何?

A.(A社)チ ー フ,サ ブ制度 を とっ て い て,後 輩 が 先輩 か ら よ く教 え て

も らえ ない こ と も ある。 そ の場 合 に は,こ ち らか ら注 意す る。

A.(B社)当 社 で は,む しろ,後 輩 に 「先 輩 の技 術 をぬす め/」 とい う

考 え方 で,特 に指 導す る側 が 時 間 を と る こ とは して い ない。 従 って 個 人差

が 出て 来 るが これ はOJTの 限 界 では な い か と思 って い るo

Q.A社 で は 教 育 の 中 心 は 自己啓 発 に あ る とい わ れ るが,こ の 場合,「 た だ

自分 で や り な さ い」 とい うこ と なの か,何 か 目的 を 与 えて や るのか?

A.先 程 の グル ー プ別 に 目標 を与 え て い る程 度 で あ る。

竃

皐

7.技 術 者 試 験

Q.C社 で受 験 準備 の 集 合教 育 を実 施 され て い るそ うだ が ど うい う形 で どん

な こ とを行 っ て い るか?

A.前 年,前 々年 の 問題 集 を 渡 して,合 格 者 を講 師 と して時 間外 に,数 回解

説 を行 な っ て い る。 もち ろん,希 望者 の み で あ る。 また,受 験 願 書 を とり

ま とめ て 手続 き を行 っ て い る。

Q.試 験 に対 して 静 観 してい る理 由は 何 か?

A.B社 必ず し も国 家 試 験 と企 業 の ニ ー ズ とは一 致 しな い。 当社 で は,公

認 会 計士 の 資格 を も っ て いて も特 別 な待 遇 は して い な い 。 個 人的 な 意 見 で

あ るが,た と えば,SEに は 知 識 の 習得 よ りは セ ンスが 必要 で,そ れ が テ

ス トで き るか ど うか 疑 問 で あ るo

ハ昏

づ

一216一



dt

w

A.A社B社 と同 じ意 見 で あ る。 さ らに 私 自身が 重 要視 せ ず に 無 関心 で い

るこ とが加 え られ る。

A.C社 当社 で も直 ち に仕 事 に 役立 っ てい る とは 思 っ てい な い。 自己 研 修

の し ょ うれ い の 形 で 行 な っ てい る程 度 で あ る。

Q.国 家 試 験 以外 に 客 観 的 に評 価 す る もの が他 に ない わ け で,目 標,基 準 と

い う意 味 で の 活用 の仕 方 は な い で あ ろ うか?.

A.C社 当 社 では 若 い 人 が 多 く社 内研 修 も限 ら れ て い るた め,実 務 的 な も

のば か りに な りが ち で あ り,伸 々 コ ン ピュ ー ター 般 の 知 識 を まん べ ん な く

修得 出来 ない の で 自己啓 発 の意 味 で も試験 合格 とい う目標 に挑 戦す る こ と

は 意味 が あ る と考 え て い る。

Q・C社 に つ い て ・ 外 部 か らの 派 遣 の場 合 パ 国家 試験 の合 格 者 を考 慮 す るか?

A.C社 要員 派 遣 方 式 で は一 応 参 考 に させ て も ら う。・しか し,経 験 や,人

物 ・協 調 性,チ ー ム ワ ー クな どの 方 が ウェイ トは高 い。

8.外 部 委 託

金

へ命

Q.各 社 と もフ ァシ リテ ィ ・マ ネ ー ジメ ン トを考 え てteら れ るか?

A.B社 順 次 そ の 方 向 に 転換 し よ う と考 えて い る。

A.A社 現 在 の 状 勢 で は 外 部 に 出 した くない。 外 部 に費 用 を 出す な ら,内

部 で教 育 して や っ て い った 方 が よい と考 え て い る。(管 理者 が 変 る と変 る

か も しれ ない が … …)

A.C社 異 質労 働 が 企業 に入 っ て くる こ とは,の ぞ ま し くない とい う・考 え

方 が あ り,外 部 委 託 で き る もの は そ うした い。 しか し,全 面 的 に は な ら な

い。 た とえば オ ン ラ イ ン シス テ ム な ど中枢 とな る も の は 社 内 で 行 う。 そ

れ 以 外 は子 会 社 へ委 託 す る こ とは 考 え られる 。

A.D社 外 注 は ま った く考 えて い ない が,短 期 的 な 開発 な どでは 採 用 も考

え られ る。 要 員 派 遣(と くに,オ ペ レー タ)は 組 合 の 問 題 もあ る と 思 う。

■
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現 在,当 社 の キ ー ・パ ンチ ャは全 員 嘱 託 の形 に してい る ので,問 題 は な い。

Q.2シ フ ト,3シ フ ト制 度 を とっ て,昼 は 社 内,夜 は外 注 方 式 を と る こ と

につ い ては?

A.B社 夜 間 は 早 く全 面的 に外 注 にか えた い と考 え て い る。 現 在 は過 渡 的

な状 態 で あ る。

9.そ の 他

鳴

.8

Q.私 はEDP部 内 の 機能 と して,次 の4つ を考 え る が各 社 の現 状 を,こ れ

に合 わ せ て教 え て 頂 きた い。

ー

ウ
一

3

4

,デー タ処 理 工 場(日 常 的 な仕 事 中 心)

業 務 改 善 部 門(事 務 手 続 な ど も含 めて シス テ ム分 析 や設 計を 行 うこ と)

デ ー タセ ン タ ー(社 内 の デ ー タバ ンク,各 部 門 の よろず ご用 承 り所 と

して)

経 営(情 報)ス タ ッ フ(ト ッ プマ ネ ー ジ メ ン トに 情 報 を提 供 す る,情

報 管 理 の ス タ ッフ)

この ウエ イ トに よっ て,要 員 の 性 格 が変 っ て くる よ うに 思わ れ る ので

A.D社1,3,2,4の 順 で あ る。4は わ ず か で あ る。

A.C社1,2が 大 半 の仕 事 で,3は 部 分 的,4は 別 の 部 内で行 な っ てい

るo

A.A社1,4,2,3の 順 で あ る。

A.B社1,3の 順 で,4,2は そ れ ほ どで は な い。

Q.私 は,プ ログ ラ マ とSEと は 本 来職 業 的 に も素 質 的 に も異 な る もの と考

え てい る。 す な わ ち,プ ログ ラ マは綿 密 で どち らか とい えば コ ンピ ュ ー タ

側 の仕 事,SEは 創 造 的 で む し ろ業務 側 の仕 事 と考 え る。 従 って,経 験 豊

か な プ ログ ラマ をSEと す る,い わ ゆ る プ ログ ラマの 延 長 線 上 のSEで は

£
〔

づ
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真一

な く,は じめ か らSEと して 養成 す るSEを 考 えて お られ る会 社 の ご意 見

を伺 い た い。

A.D社 確 か にそ の通bだ と思 うが ,現 状 は延 長線 上 の 人 がSE的 な仕 事

を して い るo

A.C社.当 社 で は 厳 密 な意味 でのSEは まだ 充 分 育 っ てい な い と考 え て い

る。SE的 な仕 事 は い ろい ろな 経 験 をつ ん で 育 つ もの で
,能 力 的 な面 は も

っ てい て も,経 験 的に は まだ 不 十 分 だ と考 え て い る
。 将 来 の キ ャ リア ・パ

ス の 前 提 と して ・ プ ・グ ラマの 経 験 の上 にSEを 考 え る
。 た だ,延 長 上 で

は な く上 級 プ ・グ ラマ とSEは 別 に考 え てい る。 当社 は事 務 中 心 の シス テ

ムな の で,SEに プ ログ ラ ムは 必須 の 知 識 と見 て い る
。 そ こで,プ ログ ラ

ミ ング を知 らな いSEは 不 幸 だ と思 っ て い る
。

A.A社 ほ ぼ 同 じで あ る。

A.B社 分 化 させ た い と考 え る。 現 在 のSEは プ ・グ ラマの キ ャ リアは 少

ない 。 中 に はSEに な っ てか ら プ ログ ラム を学 ん だ 者 もい る
。 工 場 の管 理

部 門 やORワ ー カか らSEに な っ た者 もい る。

9

a

●
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IV.教 育体 系 の提 案
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1.全 体 に つ い て

1.1教 育 体 系提 案 の背景

‥口

D

sc

前 節 で は,情 報 処理 教 育 の実 態を ア ンケ ー ト調 査 に もとつ い て分析 した 。 こ

の 結 果 か ら推察 で き る よ うに,コ ン ピュ ー タ要 員教 育は か な り積 極 的 に 展 開 さ

れ て い る とい え る。 また,将 来 に対 して もさ らに今 よ り も積 極的 に実 施 して ゆ

こ うとい う姿 勢 がみ られ る。 た だ し,現 在 実 施 され て い る教 育が,要 員 育 成 と

い う観 点 か ら本 当 の体 系 化 され,組 織 立 つた 展 開 に な っ てい るか ど うか に関 し

て は 疑 問 が残 る。 要員 育成 の原点 と もい うべ きキ ャ リア ・パ スが ほ とん どの企

業 で存 在 してい 左い こと,職 種 とそれ に対 レ て要 求 され てい る仕 事 の範 囲 とが

か なbあ い ま い なまSに され て い る と,職 種 レベル ご とに要 求 され る知 識 ・技

術 とそ れ を補 うた め に実 際 に実 施 され てい る教 育 内容 との間 にか な り の ギ ャ ッ

プが存 在 す る ことな どが,こ の 徴 候 を示 し てい る。

素直 にい つて,こ れ まで の コン ピュ ー タ要 員教 育 は さわ め て一 時的 総 花 的 色

彩 が 強 い 。 コ ン ピュ ー タ部 門 に 配 属 さ れ た 直後 にす べ ての教 育 を や つ て し まお

う とい うの が そ の一 つ で あ る。 当面 必 要 と して い るか ど うか に あ ま り拘 泥 す る

こ とな く,一 般 に コ ン ピ ュー タ要 員 が 必要 と す るで あろ うハ ー ドウェ ア,ソ フ

トウェ ア の知識 を あれ も これ も と一 時 的 に詰 込 もう とい う傾 向 で あ る 。 仕事 で

す ぐに必要 とす る もの はそ う多 くな いの で,無 駄 な部 分 が増 え,そ の部 分 だけ

教 育 期 間 が長 くな つて し ま う。 この 種 の 新入 教 育が お こな われ た あ どは,ほ と

ん ど組 織 的 な教 育 は な され てい ない 。 そ の 時 との必 要性 か ら適 当 に再 教 育 の機

会 が 与 え られ て い るに 過 ぎ ない 。

一 時 的総 花的 教 育 の も う一 つ の傾 向 は
,プ ロジェ ク ト志 向 訓 練(Project

OrientedTraining)で あ る。 目前 に あ る プ ロ ジェ ク トを 完遂 す る とい

う 目的 の前 準 備 と して バ タバ タ と教育 訓 練 をす る 。た とえ ば,オ ン ライ ン ・リ

ア ル ・タ イ ム ・シ ステ ムを 構 築 す る とか,新 機 種 に切換 え る とか の プ ロジ ェ ク

、
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トが 発 生 す る と,そ れ に 関係 す る要 員 に対 して必 要 な教 育 が 一 挙 に 展 開 され る。

こ れ が プ ロ ジ ェ ク ト志 向訓 練 で あ るσ

新 人教 育 に しろ,プ ロ ジェ ク ト志 向教 育 に し ろ,教 育 訓 練 と して不 可 欠 の要

素 で あ る こ とは事 実 で あ る 。 しか し,真 の意 味 で の要 員 育 成 とい う観 点 か らす

る と,こ れ だ け で は 不十 分 で あ る 。育 成 とは,か な り長い 将 来 を も考 慮 し て展

開 され るべ き性 格 の もの で あ る。つ ま り,育 成 とは 要員 の 将 来 へ 向 って の訓 練

活 動 で あ る 。単 に一 年後 とか 二 年後 とい つた 短期 間の 配属 だ けで な く,数 年 後

の こ とを も加 味 した ものでな い と片 手 落 ち とい う こ とに なる 。 ま た,そ の活動

は 一 時 的 な もの とい う より も,ス テ ッ プ ・バ イ ・ス テ ッ プの長期 的活 動 ど して

計 画 され,意 識 的 に実 施 され る必 要 が あ る。 特 に,最 近の よ うに コ ン ピュ ー タ

の 利 用 範 囲 が拡 大 し,高 度 で複 雑 な シス テ ムに なれ ば な る だ け.コ ン ピ ュ ー タ

要 員 に要求 さ れ る知 識 ・技術 の範 囲 が拡 散 し,し か もそ の要 求 水 準 は高 度 な も

の とな る傾 向 が ある。 そ れだ け に一 挙 に要 求 水 準 ま で引 上 ご る こ とは 不 可 能 に

近 くな つて い る。 ス テ ッ プを 踏 ん で 徐 々 に,し か も確 実 に育成 して ゆ く必要 が

あ る。 この種 の 訓練 をキャリア志 向訓練(eareerOrientedTraining)と い う。

これ まで の 要 員教 育 で は,キ ャ リア 志 向訓 練 の要 素が きわ め て薄 い か,あ る

い は 全 く考 慮 され て い ない場 合 が 多 い。 しか し,望 ま しい姿 は,こ の 逆 で あろ

う 。 キ ャ リア志 向 訓 練 を主 軸 に して,新 入 訓 練 とか プ ロジェ ク ト訓 練 を 有 機 化

し て ゆ く方 向 こそ が本 来 の姿 で あ る 。

したが つ て,当 委 員 会 では キ ャ リア志 向訓 練 を 主 体 とした教 育体 系案 を提 案

す る こ とに よ って,今 後 の コ ン ピュ ー タ要 員 教 育の あ るべ き姿 を提 示 す る◎こ と

に し た。

罰

、

も

▲

仔

1.2提 案 教 育 体 系 の 前提

キ ャ リア 志 向 訓 練 を建 前 とした以 上,そ の 出発点 は,キ ャ リア ・パ ス(育 成

経 路 な い しは 職 務経路)と い うこ とに な る 。 ま た,教 育 内容 は,キ ャ リア ・パ
∀
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D

・ス 上 の それ ぞれ の ス テ ップ(レ ベ ル)で 要求 され てい る仕 事 の範 囲 と内 容 とに

左 右 さ れ る 。つ ま'り,育 成 上 の ニ ー ズは職 務 内容 か ら抽 出 され る必 要 が ある 。

と ころで,キ ャ リア ・パス に しろ,各 職 種 ご との 職務 内容 に しろ,各 企業 に

よ つて千 差 万別 で あ る。 コ ン ピ ュー タ部 門 の組 織 的位 置 づ け と戦 略 方針,人 事

方 針,コ ン ピュ ー タ部 門の 要 員 規 模 とそ の構 造,コ ン ピュ ー タの 利 用形 態 と適

用 分野 あ る いは コ ン ピュ ー タの 規 模 な どが反 映 され た結果 と して,キ ャ リア ・

パ ス とか職 種 あ るい は職 務 内 容 な どが規定 され るか らで ある 。 した が つ て,こ

の 種 の もの を一 般化 す る こ とは,非 常 に困 難 で ある し,現 実 と遊 離 して しま う

と い う危 険性 もある 。一 方,何 らか の モ デル(パ ター ン)を 作 り あげ ジ そ れ に

も とつい た教 育体 系 を 提 示 せ ざ る を得 ない とい つた ジレ ンマ が存 在 す る。

今 回 の検 討 に おい ては,各 種 資 料 とア ンケ ー.トに よ る実 態 調 査 を分 析 して,

極 力 現 実を 反映 した キ ャ リア ・パ ス と職 務 内容 の モ ラル を作 り出す こ とを 前提

に 出発 した 。 しか も,当 初 は,要 員 規模 別 の モ デ ルを 作成 し,そ れ ぞ れ の教 育

体 系 案 を ま とめ あげ る構 想 で着 手 した 。 しか し,分 析 過 程 に おい て,要 員 の規

模 ご とに キ ャ リア ・パ スや職 務 内 容 の 明確 な差 を 抽 出 し きれ なか つた こ と,お

よ び時 間的 制 約 もあ つて,要 員 規 模 別 に体 系 案 を提 案 す る まで に至 ら なか つた 。

し たが って,要 員 規 模 に もとつ い た きめ細 か い 標 準的 な教育 体 系の 構 築 は今 後

の 課 題 とし て残 され てい る 。今 回 は,各 種 資 料 と実 態調 査 の分 析 に も とつ い て,

きわ め て 一般 的(普 遍 的,標 準的 とは い いが た いが)な キ ャ リア ・パ ス と職 務

記述 の モ デルを 作bあ け,そ れを も とに1つ の教 育 体 系 を構 築 した 。 ζの こ と

か ら,各 々 の企業 の現 実 に そ の まS適 用 で きな い面 が でNこ よ う・。各 企 業 で 実

施 され る教育 体 系 と し ては,企 業 の諸 条 件を 反 映 した修 正 を加 え て い た だ く必

要 が あ る。 ただ し,そ の場合 の指 針 とし て貴重 な役 割 りを果 す もの と考 え る。

1.3教 育 体 系確 立 の手 順

蛉,

今 回 の教育 体 系 立 案 に あた つ ての 作成 手 順 は,図1-1に 示 した通bで あ る。
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まず,モ デ ル とな るキ ャ リア ・パ スを 設 定 す る こ とか ら着 手 した 。 キ ャ リア

・パ スの 設 定 にあ た つ ては,後 述 す るい くつか の文 献 を参 照す る と同 時 に,育

成 と い う観 点 か らの きめ細 か さを 反映 して作 りあ げた 。 そ の結 果 が229頁 の図

1--2で あ るが,こ れ の詳 細 に 関 しては あ と でふ れ る。

キ ャ リア ・パ ス の 設定 を した あ とで,各 職 種 レベ ル ご との職 務 記 述表 を作成

した 。 職 務 記述 表 の作 成 に あた つては,各 育 成 レベ ル で要求 され る妥 当 な仕 事

の範 囲 を 念 頭 に お き なが ら,職 務 内 容 に過 不足 が生 じな い よ うに配 慮 した 。 こ

の た め に 図1-1で 示 し てい る よ うない くつ か の 資料 を参 考 に した 。 ま た,各

職 務 内容 を 記述 す るに あた つては,極 力具 体 性が あり,要 求 水準 が は つ き りす

る よ うに留意 し た積 りで あ る。 なま㍉ 各 職 種 レベ ル ご との職 務概 略 の部 分の み

を ま とめた のが 表1-1で あ る。 これ につ い ては,あ とで ふ れ る。

職 務 記 述 表 を 作 りあげ てか ら,こ の 内容 を も とに,各 々の職 種 レ ベ ル ご との

教 育 訓 練 ニ ー ズの 抽 出 に移 った。職 務 か ら訓 練 ニ ー ズを 判断 す る とい う,き わ

め て常 識 的 なア プ ロー チ で あ る。 この ステ ップに おい ては職 務 内 容 を主 体 に ニ

ー ズの 解明 を お こない なが ら も,キ ャ リア ・パス 上 で の 育成 レベル の相 互 関連

性 を十 分考 慮 した 。 また,職 務内 容 上 に は明確 に あ らわれ て い ない が,そ れ を

遂 行 す るに あ た つて前 提 となる基 本 的 な知識 とか 技術 に関す 、る 内容 も加 味 す る

よ うに努 め た 。

各 職 種 レベ ル ご とに教 育 訓 練 ニ ーズ を抽 出 した あ とで,教 育 体 系 とし て ま と

め あげ る作 業 に 入 った。 各 コースの 順序 づ け にあ た つては,育 成 レベ ルか らみ

た育 成 順 序,職 務 内容 の重 要性 と優 先 順位,教 育 内 容 の難 易 性 と段 階性,コ ー

ス の 相互 関 連 性 と論 理 性 な どを考慮 し た。 ま た,職 種 間 で教 育 内容 とか範 囲 と

か に ア ンバ ラン スが 生 じない よ うに相互 の調 整 作 業 もお こ な つた。 この よ うに

し て 出来 上 った 教育 体 系 の 全体 図 が234頁 の 図1-3で あ る。長 方形 の 中 の タ

イ トルで コ ー ス名 を 示 し てい る。

教 育体 系 を 作 りあげ る作 業 とほぼ 平 行 し て,個 々 の コースの 主 要 な トピ ック

を 決 定 した 。 これ は,職 種 ご との体 系 の 中 で説 明す る こ とに し てい るが,カ リ
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キ ュ ラ ムま で細 分 化 した もの では ない 。 あ くまで 主 要 な トピ ックを 羅 列 してい

る にす ぎな い 。本 来 な ら,サ ブ トピ ック ス まで 分解 し,指 導 内容,指 導 時 間,

指 導 方法 あ るい は指 導 順序 な どを 明記 し た コース ・カ リキ ュ ラ ムま で作 りあ げ

るのが 望 ま しい の である が,コ ースの 種 類 が 広 範 囲 にわ た つてい る こ と,お よび

時 間的余 裕 が なか った こ と に より,主 要 な トピ ックに と どめた 。 した が って,

よ り詳細 な内容 に関 し ては,当 財団 で す で に発 表 し てい る 「初級 情 報 処 理技 術

者 育成 指 針 」,「 中級 情 報 処 理技 術 者 育成 指針 」な どを 参 考 に して欲 しい 。

吟

鶴

1.4教 育 体 系 確立 に あ た って の 参 照 資 料

教 育 体 系確 立 に あ た つては,で きる だ け現 実 を反 映 し,妥 当性 の あ る もの と

す るため に,各 種 の 資料 とか 実 態調 査 結 果 を 参考 に し た。 この教 育体 系 案 を さ

らに詳 し く検 討 され る さ い の 参考 とす るた め に,以 下 で そ れ ぞれ の 資料 の 参 照

ポ イ ン トを ま とめ て お く。 な お,ど の時 点 で しば しば 参照 した か は,図1-1

に 示 し てあ る。

① 企 業 内情 報 処理 教 育 の 動向 調 査:こ の調 査 で は,日 本 に お け る企 業 内情 報

処理 教 育 全 般 にわ た って分 析 して い る が,と くに キ ャ リア ・パ スに 関 連 し て

「4.コ ンピュ ー タ要 員 の人 事 につ い て 」の項 目を参 考 に した 。

② 情 報 処理 技 術 者 の職 種 等 基 礎調 査 報 告 書:こ の調 査 は,日 本 の企 業 にお け

る情 報処 理 技 術 者 の職 種 とそ れ ぞ れの 職 務 内容を 中 心 に報告 し てい る。今 回

の作 業 にあたっては,「2.職 務 内容 と職 種 呼 称 につ い て 」と 「5職 種経 路 と職

務 内容 に つ い て 」の2項 目が 非 常 に参 考 に な つた。

③ 企 業 内情 報 処理 教 育 に関 す る実 態調 査:本 委 員 会 で 調 査 し,こ の 報告 書 の

第 皿部 の第1章 に収録 し てい る もので あ る。 この うち,「5.キ ャ リア ・パ ス

と ジ ョブ ・ロ ー テ ー シ ョンに つ い て 」,「6.要 求 され る知 識 と適 性 ・資質 に

つ い て 」,「7.教 育 に つ い て 」の3項 目の 分析 結果 を念 頭 に し なが ら,教 育

体 系 案 作成 の作 業 を 進 め た 。

3

名

》・
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④ コン ピ ュー タ要 員 の育 成 技 法:こ れ は,調 査 報 告 書 で は な く,コ ン ピュー

タ要 員 の育 成 に関 す る各 種 手 法 を 体 系 的 に ま とめ あ げ た 論文 で あ る 。13回

にわ た るシ リーズ で ある が,こ の うち 「教 育 訓 練 計 画 の確 立 技 法 」の部 分 を

教育 体 系 確 立 手 順 の ヒ ン トに した。

⑤StaffTitlesandJobDescriptioninCommercial

DataDrocessing;こ の手 引 きは,英 国 の技 術 省(ministryof

Technology)が1967年 に商業 計算 の分 野 に お け る情 報処 理技 術 者 の

職種 名 とそ れ ぞ れ の職 務 記 述 を 提案 した もので ある 。職 務 記 述 表 お よび キ ャ

リア ・パ スの 作成 の さ い参 考 に した。

⑥GuidelinesforprofessionalDevelopment:と れは,米

国 の エ デュ トロ ニ クス社 が 出版 し た もの で あ る。情 報 処 理 技 術 者 の キ ャ リア

・パス,職 務 内容,そ れ に も とつ い た教 育 体 系 と各 コ ース の カ リキ ュ ラ ムを

職種 別 に詳 細 に記 述 し てい る。職 務 内容 と教 育 体 系を 検討 す る さい の ヒン ト

と した。

⑦ 中級情 報 処 理技 術 者 育 成 指 針:当 財 団に お い て1974年 に作 成 した もの

で あ り,中 級 情 報 処理 技 術 者 の 教育 目標 とそ れ に至 るた め の教 育科 目の内 容

が示 さ れ てい る。 今 回 の作業 では,教 育 訓 練 ニ ー ズ と主 要 な教育 内容 を 定 め

る さい の参 考 に した 。 この他 に 「初 級 情報 処 理 技術 者 育 成 指 針 」と「上級 情

報 処理 育 成 指針 」もあ る が,今 回 は特 に参 照 し なか つた。

1.5設 定 キ ャ リア ・パ ス と職 務 概 略

教 育 体 系 の 出発 点 と した キ ャ リア ・パ スの モ デ ルは,図1-2の 通bで あ る。

キ ャ リア ・パ ス 設 定 に あ た っては,事 務 計 算 を主 体 と した コ ン ピュー タ部 門

を 念 頭 におい た 。 この 理 由 はつ ぎの2つ に集 約 で き る。

① 今 回の 「企 業 内情 報 処理 教 育 に 関す る実 態調 査 」か らみ る と,コ ン ピュ ー

タの主 要 な適 用業 務 分 野 が事 務 計算 であ る と ころが 圧 倒 的 に多 か った(259
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社,96.3%),ち な み に,科 学技 術計 算 も主 要 な適 用 業務 にな つて い る と

ころは,42社(15.6%)に す ぎなか つた。

② キ ャ リア ・パス を あ ま り複 雑 化 した くな か った 。 複雑 化 す る と,そ れ だ け

教 育 体 系 も入 り組 ん で しま う。

したが って,科 学 技 術 計算 も主 要 な適 用 業 務 に な つてお り,そ の ため の特 別

な 要員 を 育成 す る必 要 の あ る ところ で は,科 学技 術計 算 向 き要 員 の キ ャ リア ・

パ ス を加 味 し て修 正 を 加 え て 欲 しい 。

職種 は,オ ペ レー タ職 種,プ ログ ラマ職 種.シ ス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 に大 別

した 。 オペ レ ー タ職 種 は,主 と して コン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの オペ レ ー シ ・ン

に 従事 す るグ ル ー プ で あ り,プ ログ ラマ職 種 は,シ ス テ ム 設計 書 に もとつ い て,

プ ログ ラ ムの 設 計 お よび コ ー デ ィン グ作 業 に主 と し て従 事 す るグ ルー プで あ る。

ま た,シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ職種 は,主 に シス テ ム分 析 か ら シス テ ムの基 本 設計

と詳 細 設計 に至 る まで の作 業 に従 事 し,シ ス テ ム 設計 書 を とりま とめ る グル ー

プ で あ る。

オベ レ ー シ ・ン部 門 と シス テ ム開 発 部 門 とを分 離 す るの は,小 規 模 シス テム

を 除 くと一 般 的 傾 向 で あ る。 管理 体 制 とか 安全 性 の 確保 あ るい は生 産 性 の向上

とい う観点 か らす る と当 然 と い え よ う。 多 くの コン ピュ ー タ部 門で オペ レー タ

職 種 と プロ グ ラ マ職 種 とが 分離 され て い る とい う実 態 は,「 情報 処 理技 術 者 の

職 種等 基礎 調 査 報告 書 」で 示 され て い る。 し たが つて,オ ペ レ ー タ職 種 とプ ロ

グ ラ マ職 種 の経 路 を 分 け るの は 妥当 であ る と考 え た。

問題 は,プ ロ グ ラマ職 種 と シ ス テ ム ・プ ラン ナ職 種 を 別 経路 とす べ きか否 か

で あ るが,こ れ も一 般 的傾 向 と しては 分 化 の 方 向 に あ る。 「情 報 処理技 術者 の

職 種 等基 礎 調 査 報告 書 」に よる と,職 務 内容 に関 す る 回答 件数213の うち実

に80%以 上 の 企業(172社)で 分化 の傾 向 がみ られ る。 こ の うちの4分 の

1の と ころで は,シ ス テ ム 設計 と プ ログ ラ ミングの 業 務 分担 もほ ぼ完 全 に分 化

し て い る。 他 の と ころで は,業 務 分 担 が一 応 分 化 し てい るが,重 複 業 務 が か な

り あ るのが実 態 で あ る 。 この よ うな傾 向 か ら判 断 し て,プ ログ ラマ職種 とシス
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図1-2設 定 キ ャ リア ・パ ス
も

8

÷

テ ム ・プ ランナ 職種 を 別 々の経 路 とし て提 案 した 方が ,あ るべ き姿 とし ては ふ

さ わし い もの と考 え た。

これ まで は,オ ペ レ ー タか らプ ログ ラ マ,プ ログ ラ マか ら シ ス テ ム ・プ ラン

ナ とい う発 想 が一 般 化 し てい る き らい が ある が,こ の考 え 方 は ,あ え て採 用 し

な か つた。 前 節 の 「要 求 され る適性 ・資 質 」の項 で分析 し た よ うに ,適 性 ・資

質 の観 点 か らす る と,従 来 の 発 想 は 決、し て望 ま しい もので は ない 。 しか も,オ

ヘ レ ー タ よ リ フ ログ ラマ の方 が ,あ るい は プ ログ ラマ よリ シス テ ム ・プ ラ ンナ

が 上 位 で あ る とい う概 念 は危 険 な要 素 を も つて い る。 オペ レ ーシ ョンに も,プ

ログ ラ ミン グに も,シ ス テ ム ・プ ラ ニン グ と同 等 あ るいは そ れ以上 に 高 度 な知

識 や 技 術 が 要求 され る面 が あ る 。 それ ぞ れ の職 種 に お い て上 級技 術 者 が 要 求 さ

れ てい るの で あ り,職 種 間 でそ れ らの バ ラ ンス が保 たれ た と き には じ め て,円

滑 なシ ス テ ム運 用 が 可 能 とな り,効 率 的 で 品質 の高 い サ ー ビス を提 供 し得 る体

制 が 保障 で き るの で あ る。
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図1-2の キ ャ リア ・パ スの 中 で初 級 オペ レー タ と初 級 プ ログ ラ マ の間 に破

線 の経 路 を示 し た の は,実 地 訓 練 を 通 じて適 性 把 握 を早 期 に行 い,そ の 結果 適

性 に見合 った職 種 経 路 を最終 決定 す る こ と も あ る こ とを 意 味 してい る。 一方,

初 級 プ ログ ラマか ら初 級 シ ス テ ム ・プ ランナの 経路 と した のは,後 者 が上 位 で

あ る とい うこ とで は な い 。 シ ス テム ・プ ラ ンナ の 仕事 を 円滑 に進 め て ゆ くた め

に は,プ ログ ラ ミング に関 す る基 本 的 知識 とそ れ に 関 す る若 干 の実 務経 験 が あ

つ た方 が 望 ま しい こ とか ら,シ ステ ム ・プ ラ ンナ の 前 提 条件 に した に過 ぎ ない 。

ま た,初 級 プ ログ ラマ と しての実 地 訓練 の 中 で プ ログ ラマ 向 きか シス テ ム ・プ

ラ ンナ 向 きか を判 定 す る ため の ス テ ップ と も なる 。

図1-2で は 明示 してい な いが,他 の 職 種 レベ ル におい て,職 種 間 で の横 移

動(っ ま り,ジ ・ブ ・ロー テ ー シ ョン)も 考 え られ る。要 員 の 過 不 足,本 人 の

適 性 と希望 な ど に応 じ て,ジ ・ブ ・ロー テー シ ・ンを行 う こ とは意 義が あ る。

職 種 間 で の ジ ・ブ ・ ロー テ ー シ ・ンを 反 映 さ せ た教 育 体 系 は 作成 しに くい の で,

教 育 体 系 上 には 考 慮 さ れ てい ない 。 ジ ・プ ・ロ ーテー シ ・ン に さい して は,新

しい職 種 の教 育 体 系 の 中で 未 修 了 の 教育 の 機会 を早 め に 与 え る よ う教育 計 画を

立 て るべ きで ある 。 また,他 部 門 へ の 転 出経 路 も図1-2に は示 して い ない 。

各 々 の職 種 レベ ル か ら他部 門 へ の ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョ ンが考 え られ る ことを

前 提 に し てい る 。

オ ペ レ ー タ職 種 で は,コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの オペ レ ー シ ョン 業 務 を 主体

と した技 術 者 を 念 頭 に お いた た め,1/0チ ェ ッカ ー,ラ イ ブ ラ リア ン,ス

ケ ジュ ー ラな ど の職 種 レベル は除 外 した。 これ ら職 種 で担 当 す る職 務 の うち,

コ ン ピュー タ ・オペ レ ー シ ・ン に 関連 して 不 可欠 と思 わ れ る もの はそ れ ぞれ の

職 務 内容 に吸 収 した,初 級 オペ レ ー タは オペ レ ー シ ・ンの基 本 業 務 を 主 体 と し,

中 級 オペ レー タは 一人 前 の オペ レ ー タ と し て機 能 す る。 上 級 オペ レ ー タ は,チ ・

一 フ ・オ ペ レ ー タ な い し はシ フ ト ・リー ダに相 当 し ,オ ペ レー シ ・ン全 般 につ

い ての 指示 ・監 督 を行 うと同時 に,マ シ ン運行 プ ラ ンや ス ケ ジュ ー リン グの仕

事 も担 当す る。 そ れぞ れ の職 務 概 要 は 表1-1に 示 し た通 りで あ る。ltfo,具
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宙

体 的 な職 務 内 容 は,各 論 の 個所 で提 示 す る。

プ ログ ラマ職 種 は,初 級 プ ログ ラマ,中 級 プログ ラマ,上 級 プ ログ ラマ,シ

ス テ ム ・プ ログ ラマの4つ の レベ ル に した 。初 級 プ ログ ラマは,単 体 の プ ログ

ラ ム ・コ ー デ ィン グ作 業 を中 心 と し,こ の レベ ル で情 報 処理 技 術者 試験 の 第2

種 に 合格 す る程 度 の能 力を 持 た せ る こ とを ね らい とし てい る。初 級 プ ロ グ ラマ

は,プ ログ ラム の設計 上 そ の 作成 作 業 を主 体 と し,こ の レベ ル で 第1種 に合 格

す る程 度 の実 力 を身 につ け る こと を一 つ の 目標 に し てい る。上 級 プ ログ ラマは,

チ ー フ ・プ ログ ラ マな い しは プ ロジ ェ ク ト・ リー ダに相 当 し,プ ログ ラ ム開 発

と メ ンテ ィナ ン スに 関 す る計 画 と管 理 の 責任 を もつ 。一 方,シ ス テ ム ・プ ログ

ラ マ は,汎 用 プ ログ ラ ムの 開発,オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムの生 成 ・保 守,

プ ログ ラ ム効 率 の測 定 ・評 価 ・改 善,プ ログ ラ ム技 法 の標 準 化 な ど シス テ ム ・

プ ロ グ ラ ミン グ にか か わ りの深 い仕 事 を 遂行 す る。 なお,プ ログ ラマ職 種 で は

科 学技 術 計 算 の プ ログ ラマは考 慮 し てい ない。 ま た,新 規 プ ログ ラムの 開発 者

と メ イン テ ィ ナン ス ・プ ログ ラ マを 分離 し てい る と ころ もあ るが,こ ＼では,

双 方 の プ ログ ラ ミング を行 う もの と した。

シス テ ム ・プ ラ ンナ職 種 は,初 級 シス テ ム ・プ ランナ ,中 級 シス テ ム ・プ ラ

ン ナ,上 級 シス テ ム ・プ ラ ンナ の三 つ に分 けた 。 システ ム設計 に関 す る 職 種呼

称 と しては,実 に さ ま ざま な ものが使 わ れ てい る。 そ の 中で,シ ステ ム ・プ ラ

ン ナま たは 単 に プ ラン ナ,シ ス テ ム ・ア ナ リス トまた は単 に ア ナ リス ト
,シ ス

テ ム ・エ ン ジ ニア ま た はSE,za・ よび シス テ ム設 計者 また は シス テ ム ・デザ イ

ナ とい つた呼 び 名が 目立 つ(「 情 報 処理 技 術 者 の職 種 等基 礎調 査 報 告 書 」より) 。

本 報 告書 の 中で は,こ れ ら呼称 の うち も つ と も一般 的 に使 わ れ てい る 「 シス テ

ム ・プ ラン ナ 」とい う呼 称 で統一 した 。

初 級 シ ス テ ム ・プ ラ ン ナは,シ ステ ムの 調 査,分 析,基 本 設計 の ス テ ップで

は 中上 級 シ ス テ ム ・プ ランナの作 業 を補 助 し,シ ス テ ムの 詳細 設計 段 階 で は 中

上 級 シス テ ム ・プ ラ ンナの指 導 の も とに実 際 の作 業 を遂 行す る。 中級 シ ステ ム

・ プ ラン ナは
,通 常 の シス テム の調 査 分 析 か ら詳 細 設計 に 至 る全 局 面 の作 業
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表1-1 職 務 概 要

職 種
グループ 職 種 レ ベ ル

職 務 概 要

オ

ペ

レ

ー

タ

職

種

初級 オペレータ

A

上 級 オ ペ レ ー タ,な い しは オ ペ レ ー シ ョ ン 指 示 書 に した が い,周.
・

辺装置 と簡単 な コンソールの操作を行い,装 置 の使 用状 況を記録

す るo

中級 オペ レータ

オ ペレーシ ョン指示書に したがい,ジ ョブ処理に必 要な諸準 備を

行い,そ のオペ レーシ ョンを遂行する。

上 級オペレ ータ

オペレー シ ョン全般 について指示 ・監督を行 い,必 要 に応じて中

級 オペ レー タ以下 の助言 ・指導に当る。

プ

ロ

グ

ラ

マ

職
種

初級 プログ ラマ 中級 プログ ラマの指導 のもとに,プ ログラム 作成 の 作業を行 う。

中級 プログラマ ジ ョブ単位 で,プ ログ ラムの設計 とその 作成に関す る作業を行 う。

上級 プログラマ

プ ログ ラム ・チームをま とめ,プ ログラムの開発管理 と作成,お

よび技術的指導,既 存 プログ ラムのメンテ ィナ ンスの計画お よび

管 理を行 う。

ξ

シ ス テ ム ・

プ ロ グ ラ マ

オペレーテ ィング ・システムをは じめ として,メ ーカ提供の プロ

グ ラムの効率的利用 ζユ ーザとして の改良,追 加,お よび汎用 プ

ログ ラムの 開発 とこれらの使用についての指導に当る。

シ

ス

テ

ム

・

プ

ラ
ン

ナ

職

種

初 級 シ ス テ ム ・

プ ラ ン ナ

与え られた範 囲内で,シ ステムの調 査,分 析,基 本設計 に関す る

中上級 システム ・プランナの作業を補 助す る。基本設計 の提示を

受け,中 上級システム ・プランナの指導 の もとに詳細設計 を行 う。

中 級 シ ス テ ム ・

プ ラ ン ナ

上 級システ ム ・プ ランナの指導を得て,シ ステムの調査,分 析,

基 本設計 を行 う。基本設計書にも どづき,シ ステムの詳細設計 を

行 う。 ・

上 級 シ ス テ ム ・

プ ラン ナ'

大規模システム もしくは高度 な技法を要するシステムの調査,分

析,基 本設計 を行 う。 システム開発計 画を作成 し,そ のプ ロジ ェ

ク トを管理 する。

、

∀

舎

9

A

イ
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■

を 単 独 で処 理 す る。一 方.上 級 シ ス テ ム ・プ ラン ナは,大 規 模 シス テ ム,つ ま

リ デ 一 夕 ・ベ ー ス ・シ ス テム やオ ン ライ ン ・シ ス テ ムの 設計 作業 に従 事 し,か

っ プ ロ ジェ ク トの 管 理 的 機 能 も果 す 。 なお,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ に近 い 職種 と

し て,ORワ ー カだ とか マネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン テ ィス トな どの職 種 を 設 け て

い る とこ ろ も少 な くな い が,必 ず し も一 般 化 して い る とは い え ないの で,今 回

の キ ャ リア ・パ スか らは除 外 し,そ の職 務 の 基本 的 な 部 分 を 上 級 シス テ ム ・プ

ラ ン ナに 含 め る こ とに した 。

1.6教 育 体系 とそ の 活 用 の 仕 方

σ

£

責

、"
ド

キ ャ リア ・パ ス を 設 定 し,そ れ ぞ れの職 種 レベ ル に対応 した職 務 内容 を 明確

に した うえ で,そ の職 務 内容 か ら教 育訓 練 ニー ズ を引 き出 して構 築 し た教 育体

系 の全体 を示 した の が,図1-3で あ る。一 つ 一 つ の枠 が教 育 コース に 当 り,

枠 の 中 の名 前 が そ の コ ース名 で あ る。 そ れ ぞ れ の コース で取 扱 う主要 な トピ ッ

ク ス は,こ こに は示 し てい な い 。後 述す る各論 の 個 所 に提 示 し てい る の で,必

要 の つ ど参照 さ れ た い 。

矢 印 で一 応 の 受 講 順序 を示 し てい る。多 くの もの は,受 講 の前 後 関係 が 存 在

す る 。 た とえ ば,「 企業 シス テ ム とデー タ処 理 」コースを 修 了 し ない こ とには

「 コン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの基 礎 」コ ースを 受 講 し て もあま り効 果 的 で ない と

か,「 入 出 力 装 置 の オペ レー シ ・ン 」コー スを 終 え ない こ とには 「オベ レ ー シ

・ン実 習(1)」 が 実 施 で き ない とい った関 係 が あ る。 した が って,で き るだ け こ

こ に示 した順 序 で教 育を施 して欲 しい。 しか し,中 に は受 講 順 序 を 逆転 し て も

ほ と ん ど支 障 が生 じ な い もの もあ る。上級 オペ レ ータ に お け る 「安 全性 管理 」

と 「効 率 測定 」コ ース との間 に は ほ とん ど前後 関係 は ない し,上 級 シ ス テ ム ・

プ ラ ンナ の 「プ ロジ ェ ク ト管理 」と 「 コ ミュニ ケー シ ョン技 法 」コ ース とでは

順 序 を 逆 に して も一 向 に問 題 は生 じない で あ ろ う。 この種 の 傾 向は,上 級 レ ベ

ル に行 くに した が つて強 くな る。 そ れ ゆえ,育 成 ニー ズ の優 先 度,遂 行 業 務 と
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企業システムとデータ
処 理

入出力装置のオベレー
シ ン

↓
コン ピ ゴ一夕 ・シス テ

ム の 基 礎

オ ペレー シ ョン 実習(1)

プログ ラミングの基礎

COBOL入 門

↓

オ ペ レー シ ョン実 習ぼ

↓

プログラミングの基礎

↓

オペレーア イン シ
ステムの基本的使用法

フ ォ イ ル 編 成

↓

オペ レー テ ィン グ'シ.

.ス テ ムの基本 的 便用法

↓

↓

文 書 化 と 標 準 化

00BO.L上 級

プログラミング技法

↓

フ ァ イ ル の 基 礎

プログラムの 文書化

↓

三一ティリィティについて

↓

↓

口
プ ロ グ ラ ム 設 計

(初 級オペレータ)ア センブ リー言語ω

コンピュータ{牒 務内容
シ
酷裟杉の

一づ
・

～
テ
オ
ス

上初旦な ㌘ 二)_

↓
オペ レ ーテ ィング ・ン

ス テムの ム
ア セ ン ブ リー言 語{2}

情報処理システムの動向

↓

文 書 化 技 法

↓ ↓

一
シ ス テ ム 設 計 〔1)

ン ス テ ム 設 計 ②

データ通信 システム入門

↓

データ通信システム入門

↓

システ ム設計 演 習

巴墜⊇二

フ ァイル 編隊 とコ ン ト
ロール 手法

デ ー タ ・ベ ース 入 門

↓ ↓

デ ー タ ・ペ ー ス 入 門
ハ ー ド ウ ェア の 知 識

↓ (中 級プ・ララマ)____一 一 ー ー 一 一

問 題 分 折 手 法 〉

(中 級 オペ レー タ)___一 ー ー 一一 一 一 一 一.

-

1・ンピ.一・技術勤 向 1
↓

・・テ・蜥 ・設訓 ζ蒜 富 プログラ

業務効率化 ・工程管理 ↓ ↓

↓ レ ・ジ。ク噌 割 醸 なプ・グ・・搬1

シ ス テ ム 調 査

↓

システムの分折 と評価

↓

シグンィ
歳
テ

牛
一
の
レ
ム

ベ

テ
オ

ス
↓

ビジネス ・アプリケーンヨン

↓

↓

↓

オンライン ・システム設計

(。プ;う:)

経営 科学1(必 須)

↓

経営科学 ∬(選 択)

睡 コミュニケ→ ヨン技 法
オペレーティング ・ンス
'ム の ル ー ン ↓

↓ ↓ デ ー タ ・ベ ース 設計

↓ プ ロ グ ラ ム 管 言 靡}プ ロ セ ッサ ー ↓

効 率 測 定

不 トワー ク とスケ ジ
ー1ン

↓
'、
　 ト
`上 級オベv－ 夕r、'

↓ プ ロ ソ ェ ク ト 管 理

オ ン ライン ・ンスア
ム の知識

↓

デ ー タ ・ ペ ー ス

↓

↓

ノ ヘ
コ コ
、上 級 プ ログ ラマ'
、'

図4-3

　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヘ

シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ マ1
、'

tt上 級 システ ムXl
、、・プランナ ノ

提 案 教 育 体 系
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δ

∀'

仔

ひ

の 兼 ね 合 い,教 育 コ ース開 催 の タ イ ミング な どを考慮 して あ る程 度 受 講 順序 を

組 み変 え る こ とは さし つ か え ない 。 た だ し,こ の場 合 に は 相互 に教 育 内容 を比

較 し教育 効 果 が薄 ら ぐ こ とが な い か ど うか を慎 重 に検 討 した うえ で,変 更 して

欲 しい 。

図1-2で 推 察 で き る よ うに,提 案教 育体 系 は意 図 的 に モ ジュ ー ル化 さ れて

い る。1つ の コース で は,一 つ の機 能 しか取 扱わ ない程 度 に小 コ ース に モ ジ ュ

ー ル化 した理 由 は ,下 記 の通 り で あ る。

① 適切 な 現場 訓練(OJT)の 機 会 を与 え る こ とが で き る:前 に もふ れた よ

うに,教 育訓 練 で は基本 的 な知 識 ・技 術 しか 賦与 で きない 。 生 きた 能 力,実

践 的 能 力,あ るい は応 用 の利 く本 来 の能 力 へ と向上 させ るの は仕 事 を通 じ て

の訓 練 にか か ってい る。 この場 合,種 々の広範 囲の 知 識 や技 術 を 与 え てか ら,

現 場 訓 練 を行 うより も,焦 点 を しぼ った 基本 的 知 識 ・技 術 を賦 与 し てそ れ に

ふ さわ しい仕 事 を一与え る方 が は るか に効 果 的 で あ る。 た とえ ば,「COBOL

入 門 」コ ース で簡単 な プ ログ'ラ ム が コーデ ィン グで き る状 態 に し て,現 場 で

数本 の 本 番 プ ログ ラ ム を作 成 さ せ る。 これ に よ って,基 本 的 ス テ ー トメン ト

が十 分 駆 使 で き る よう に し た あ とで 「COBOL上 級 」コー ス に 出 席 さ せ て,

高 度 な機 能 を用 い た プ ログ ラ ムが作 れ る ようにす る 。そ の あ と,今 度 は より

複 雑 な本 番 プ ログ ラム の作 成 に従 事 させ る とい った や り方 で あ る。 この方 が

確 実 に,し か も効 果 的 に知 識 ・技 術 を 向上 させ る こ とが で き る。

ス テ ッ プ ・バ イ ・ス テ ップ で教 育 訓練 とOJTと を 有 機 化 して効 果 を あげ

る た め には,教 育体 系 を徹 底 的 に モ ジ ュー ル化 した方 が よい。

② 外 部 教 育 機 関 の教 育 コ ース が 容 易 に組 み込 め る:す べ ての 教育 を企 業 内 で

実施 す るの が 理 想 では あ る 。 し か し,こ れ だ け の教育 を 企業 内 です べ て 補 う

こ とは不 可 能 に近 い 。要 員 規 模 が か な り大 き く,か つ 専任 の教 育 ス タ ッフが

十 分 確保 され てい る企 業以 外 で は実 現 不 可 能 で あ ろ う。 した が って,か な り

の 部 分 を コン ピュ ー タ ・メー カと か各 種 の 団体 ・研 修 所 に依 存せ ざる を得 な

い 。 この場 合,意 図 .した教 育体 系 の 中 に外部 の 教 育 コー スを うま く組 み込 む
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こ と が で き な い と 困 る。 外 部 教 育 コー ス は,特 定 の 長 期 間 コース を 除 く

と,テ ー マを 焦 った数 日間 の コ ース が 圧倒 的 に多 い 。 この種 の外 部 コース を

教 育 体 系 の 中 に正 し く位 置 づ け て活 用 して もら うため に は,モ ジュ ー ル化 が

生 きて くる。

こ こで外 部 教 育 コ ース を選 択 す る さい のポ イン トを ま と めてお こ う。

ま ず何 より も重 要 な こ とは,目 標 とす る教育 内容 に合 致 した コー ス を選 ぶ

ことで あ る。 ソ フ トウ ェア とか使 用機 種 に密 接 にか か わ り合 い を も つた教 育

内容 な ら,当 然 の こ と なが ら コ ン ピュー タ ・メ ー カが 提 供 す る教 育 コー ス の

中か ら選 択 す べ きで あ ろ う。一 方,他 社 の具 体 的 実 例 や 事 例 を研 究 す る とか,

最 新 の情 報 ・動向 を把 握 す るの が 目標 で あ るのな ら,各 種 用 紙 ・研 修 所の 教

育 の 中か ら適 当 な コー スを 選択 す べ きで あろ う。

特 定 コ ース 選 択 に あ た つては,受 講対 象 者 と受講 す る さ い の前 提 資 格 条件

が 明記 さ れて い る もの を選 ぶ の が ポ イン トと な る 。 どの よ うな職種 の どの よ

うな知 識 レベ ル の者 に で も適 用 す る とい つた た ぐい の コー スは,裏 を かえ せ

ぱ 誰 に も中途 半 端 な 内容 とい う こと に通 じ る。 対 象,レ ベ ル が規 定 され てい

る コ ース は,そ れだ け 教 育 内容 が 吟味 され てい る こ とを意 味 し,教 育効 果 に

期 待が もて る。

教 育 体 系 の 中で長 年 にわ た つて利 用 す る教 育 の場 合 には 継 続 性 の あ る教 育

コース を 選 択 す る こ とで あ る。一 回 や二 回で 開 催 中止 に な って し ま う性格 の

もの だ と,教 育体 系 内 に位 置 づ け るのは危 険で ある。 それ に,継 続性の ある コー

ス は,評 判 が よい コー スで もあ る。 そ れだ け信 頼 で きる とい え る。

以 上 の ポ イ ン ト以 外 に,教 育 内 容 に ふ さわ し い期 間 に な つてい る か ど うか,

講師 陣 の顔 ぶ れ は ど うか,あ るい は 教 育 を提 供 す る機 関 が信 頼 で きる もの で

あ るか ど うか も慎 重 に検 討 す る必 要 が あ ろ う。

と ころ で,教 育体 系 の 中 で示 され てい る コー ス の うち には 極 力企 業 内 で実

施 し て欲 しい もの が あ る 。企 業 環 境 や ニ ー ズ に依 存す る場 合 が きわ め て高 く,

かつ 企 業 特 有 の実 務 ・実 例 あるいは使 用 機 種 に もとずいて教 育 を展 開す べ き性格
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の コース である。 た とえば∴ 「企 業 システム とデータ処理」,「 オペ レー ション実 習

(1)と(2)」,「文書化 と標準化」,「コンピュ∴タ化業務内容 」,「 プ ログ ラムの文書化 」,

「事例研究 」などは これに当 ては まる。 また,プ ログラミングの コースで も,プ ログラミ

ング手 法 が相当 標 準 化 され てい る場合 には,こ の種 の コー スは 企 業 内 教 育 と

し て実施 した方 がは るか に効 果 的 で あ る。

③ 教 育体 系 の 中に新 規 コ ース を 追 加 した り,逆 に不要 な コー スを 削 除 しや す

い:今 回 の教 育体 系 は,コ ン ピュ ー タの利 用形 態 とか 要 員 規 模 な どを 考 慮 し

た レベ ル別 の もの で は ない 。 した が つて,あ る企 業 では これ だけ の教 育内容

で は ニー ズに 合致 しないか も知 れ ない 。逆 に,別 の企 業 で は不 要 の教 育 内容

もあ ろ う。 この よ うな場合,プ ログ ラ ムの モ ジュー ル化 と 同様,教 育体 系 の

場合 に も,体 系を い じ くり廻 さ ない で 追 加 ・削除 が行え る。 た とえ ば,「 タ

イ ム ・シ ェ ア リング ・シ ス テム 」コース を追 加 したい の な ら,最 も適 当 な個

所 に位 置 づ け る とよい 。 逆 に,デ ー タ通 信 シス テ ムに 関 す る ニ ー ズが 皆 無 な

ら,「 デ ー タ通 信 シス テ ム入 門 」,「 オ ン ラ イン ・シス テ ムの 知 識 」,「 オ

ン ラ イン ・シ ステ ム設計 」コース を 削 除 す れば よい 。 ま た,プ ロ グ ラ ミン グ

言 語 と して,COBOLで は な くPL/1を 採 用 し てい る の な ら,「COBOL

入 門 」と 「COBOL上 級 」とを 「PL/1入 門 」と「PL/1上 級 」 に 置 き換

え れ ば よい 。

こ の よ うに,教 育 体 系 の モ ジュ ラー 化 は,追 加,削 除,修 正 な どの 保 守 が

し や す い とい う利 点 もあ る。

以 上 み て き た よ うに,提 案 教 育 体 系 で は モ ジュ ラー化 の思 想 を 十 分 に 取 り入

れ てい る。 したが って,外 部 教 育 コー スの 最適 な 当て は め,適 切 なOJTの 組

み 入 れ,あ るい は ニー ズに見 合 つた 追 加 ・削 除を 行 って,各 企 業特 有 の教 育体

系 へ と発 展 さ せ て欲 しい 。 また,特 別 な場 合 には,2つ の コー ス を1つ の コ ー

ス に結合 して実施 した 方 が よい場 合 も 出 て こ よ う。 「ユ ー テ ィ リ ィテ ィに つい

て 」と 「分 類 プ ログ ラムお よび実 習 」を1つ の コース と して実 施 す る とい つた

ケ ース で あ る。 くれ ぐれ も忘 れ て な らない こ とは,キ ャ リア志 向 訓 練 で は ス テ
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ップ ・パ イ ・ス テ ップに ニー ズ に見 合 つた 教 育 訓 練 を 施 し,要 員 を 育 成 し て行

く とい うこ とを原 則 に してい る こ とで あ る。 この 原 則 を 尊 重 し なが ら,必 要 に

応 じた修 正 を 加 え てい た だ きた い 。 、

●

●
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2.オ ペ レー タ職種 の教 育 体 系

オペ レ ー タ職 種 の教 育 体系 も,こ れ まで述 べ て きた よ うに,実 際 に業 務を 遂

行 してい く内容,あ るいは,遂 行 しな け れば な らない職 務 内容 を分 折 し,そ の職 務

を 遂 行 す るの に必 要 か つ十 分 な業 務 知 識,一 般 常 識,専 門 知識 等 の習 得 の た め

に 必 要 な内容 を 抽 出 し,整 理 し て組 立 てた もの で ある 。

し たが っ て,こSで 提 示 す る教育 体 系 コース・が,オ ペ レ ータ職種 にお け る教

育 内 容 の全 部 で あ る とい うの では な く,実 施 目標 や ニ ー ズ に よ って は,追 加 す

べ き コー ス とか 逆に 削 除 す べ きコ ース も含 まれ て い る。 また,こ の 他 に,各 企

業 で 所 有 してい るハ ー ド ウェ ア,ソ フ トウ ェア,周 辺 機器,特 殊 業 務 に直結 し

た 教 育 内容 もあ る と思 わ れ るが,こNで は一 般 的 な教科 内 容 に限 定 してい る。

オ ペ レ ー タ職 種 の教 育体 系 と し て,提 案教 育体 系 を 全 くそ の ま ＼採 用 す るの

で は な く,上 記 の点 を踏 まえ た上 で,追 加,削 除 な どの修 正 を 加え た うえ で実

施 され る こ とを す す め る。

な ま㍉ この教 育体 系 を 立案 す る にあ た つては,ハ ー ドウェア と し ては小 型機

種 以 上 を,オ ペ レ ー タ要員 の規 模 と して は10名 以 上 と想定 した 。

オペ レ ータ職 種 の 教育 実施 に あ た つては,初 級 オ ペ レー タの 段 階 を 除 い て一

斉 集 合 教育 の 実 施 は,勤 務 状況 か ら来 る代替 要 員 の 補充,お よび シ フ ト勤 務 状

態 等 の 関係 で な か なか む ず か しい面 が あ ろ う。 この場 合 に は,同 シ フ ト内で の

小 人 数 の集 合 教 育 か,オ ン ・ザ ・ジ ・ブ ・ トレ イニ ン グ方 式 な どを 採用 した 教

育 計 画を 緻 密 に立 て,実 施 して ゆ くよ う工夫 して欲 しい。

OJT方 式 の場 合 だ と,適 切 な指 導 項 目や課 題,参 照す べ き補 助教 材,指 導

者 等 が必 要 で あ る。 これ らの体 制 を 整 え,経 験者 で あ る上 級者 が 指 導 に当 れ ば

か な りの 解 決 が 期 待 で き よう。

オペ レー シ ・ン業 務 は,近 年 ハ ー ドウェア 自体 の大 型 化,そ れ に伴 な うオペ

レ ー テン グ ・シ ステ ムの複 雑 化 な どで熟 練者 を 必 要 と して お り,マ シ ン運 転 の

効 率 化 も,オ ペ レ ー タ 自身 の熟 知度 の如 何 に ある とい つて も過言 で は ない。
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この よ うな意 味 も含 め て,牛 歩 では あ ろ うが,オ ペ レー タ 自身 の 日常 の 自己

研 鐙 と上 級者,管 理 者 等 の学 習 援 助 に よ り,ス テ ップ ・バ イ ・ステ ップ で必 要

な 知 識 ・技 術 を修得 さ せ てい く必 要 が あ る。

な お,オ ペ レー タの 初期 見 習 期 間 を あ らか じめ も うけ て い る と ころ も 見受 け

られ るが,こSで は初 級 オ ペ レ ー タ の キ ャ リアに 含め てい る 。

上 級 オペ レー タに つ い て は,チ ー フ ・オペ レ ー タの 役割 りを果 す と同 時 に,

オ ペ レー タ とス ケ ジュー ラの業 務を 同程 度 に取 扱 っ てい る点 に注 意 して も らい

た い 。

そ の他,1/0チ ェ ッカー や ラ イ ブ ラ リア ン等 オペ レ ー シ ・ン業 務 を広 義 に

解 釈 すれ ば業 務 内容 に 含 まれ る もの が あ るが,こSで は一 般 的 に呼 ばれ て い る

オ ペ レー シ ・ン業 務 に と どめ,他 は除 外 して考 え て いる 。

なお,各 育成 レベ ル での 期 間 は,実 施 され る教 育内容 の追 加 ・削除 等 に よ つ

て異 な る。

ま た,オ ペ レー シ ョン業 務 とプ ロ グ ラ ミン グ業務 の最 初 の一 定 期 間 は,業 務

'適 性 判 断 の 期 間 と して
,適 性 に 合 った 業 務 へ の最 適化 を計 る意 味 で破 線 の 流れ

を 双 方 に 向 け てい る。

亀

,

2.1初 級 オ ペ レー タの教 育 体 系

初 級 オペ レー タの キ ャ リア の期 間 範 囲は,入 社 時 点,或 い は オペ レ ー タ要員

と して採 用 され た 時点 か ら,1年 か ら1年 半 程 度 を 想 定 し て職務 記述 と教 育体

系 を作 成 した(表2-1,図2-1を 参 照)。 し たが つて,そ の職 務 内容 は 周

辺 機器 の オペ レー シ ・ン,入 出 力媒 体 の セ ッ ト ・ア ップ,記 録,受 渡 し,保 管

作 業 等,オ ベ レー シ ・ン 業務 の基 本 で 占 め られ て お り,学 習 内容 も,基 本 的 知

識 の 習 得 に と どめて い る。

これ等 の基本 的 な業 務 の 学習 は,オ ペ レー タ要 員 に と つて最 初 の企 業 内教 育

で あ るの で単 に 頭 で理 解 させ るだ け で は な く,実 習 や 仕事 を 通 じ て 確実 に実 践

,

〆
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的 な知 識や 技 術 に な る よ うきめ細 か い指導 が必 要 で あ る。

以 上 の こ とか ら,最 初 は 「企 業 シ ステ ム とデ ー タ処 理 」と 「コン ピュー タ ・

シ ステ ムの基 礎 」コ ース を実 施 し,企 業 環境,そ の歴 史,企 業 内容 な ど とコ ン

ピ ュー タ ・シ ステ ム の 基本 的 構 造 を教育 し てい る。 この 段 階 では,実 習 とか

OJTは 不 要 で あ るが,工 場 見 学 と か コン ピュ ー タ ・ル ー ム の見 学 な どを必 ず

実 施 して欲 しい。

ζの こ とは,プ ロ グ ラ ミン グ業 務 に従 事す る初 級 プ ログ ラマ も同様 で あ る。

第二 段 階 として の教 育 は 「入出 力 装置 の オペ レ ー シ .ヨン 」「オペ レ ーシ 。ン

実 習(1)」 「コ ン ソ ール ・オペ レー シ ョン 」「オペ レ ー シ ョン 実 習(2)」 で あ る。

表2-1初 級 オ ペ レ ー タ の 職 務 記 述

レ ベ ル 初 級 オ ペ レ ー タ
⑨

務

要

職

概

1.上

ヨ ン

職 2.オ

磁気

務 を行

3.ジ

内 式 に

4.入

容 5.磁

` 6.日

7.オ

∩

タ に

上 級 オ ペ レ ー タ,な い しは オペ レー シ ョン指 示 書 に したが い,周

辺 装置 と簡 単 な コ ン ソー ルの 操作 を行 い,装 置 使 用 状 況 を記 録 す

るo

上 級 オ ペ レー タの 指示,監 督 の もとで周 辺 装 置 の オペ レー シ

ョン を行 う。

オペ レー シ ョン指 示 書 に したが い,所 定 の カー ド ・デ ック,

磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク,印 刷 用紙 等 の 入 出 力 媒 体 の セ ッ ト

を 行 い,操 作 す る。

ジ ョブ毎 に コン ピュ ー タの使用 状 況 の記 録 を と り,所 定 の方

式 に も とつ いた記 録 簿 を 作成 す る。

入 出 力 デ ータや 保 管 デー タの受 け 渡 し を行 う。

磁 気 デ ィス ク や磁 気 テ ー プ等 ファ イル の保 管 作 業 を行 う。

日常業 務 を 把 握 す る と同時 に オペ レー シ ョン 日誌 を っ け る。

オ ペ レ ー シ ョン上 の 改善 点 と経 費 節 減 の方 法 を上 級 オ ペ レ ー

タ に進 言 す る 。
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◎
1

プ ログ ラ ミングの基礎
企 業シ ステ ム とデ ータ処理

O基 本的 な企業 概念

O企 業環境(歴 史,業 績,製 品,業 界展 望等)

O企 業 シス テ ム とデ ータの流れ

Oデ ー タ処理 部 門の歴 史,業 務 内容,組 織

Oデ ータ処 理方法 と機械 化業務

O流 れ図記 号 と書 き方

O使 用 プ ログ ラ ミン グ言 語の特徴 と基本

的 コーデ ィン グ

Oプ ログ ラムの関係仕 様書の 見方

oプ ログ ラム ・テ ス 下の方法 と留意点
●

,

oEDP室 の地 位 とオペ レータの役割
●

,

オペレーテ ィング ・システムの基本 的使 用法

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ムの 基 礎
Oオ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ムの 基 本 的

Oコ ン ピュー タ ・シ ステムの概 念

Oコ ン ピュー タの 歴史 とハー ドウェア の基,

本構造

Oソ フ トウェアの機能 と基本的 特徴

o各 種 入 出力装 置の 関連

'機

能 と構 造
一 ー一

〇ジ ョブ ・ス ケジ ューラの機能

oジ ョブ制御言語 とジ ョブ制御 指令

O多 重 プ ログ ラ ミング と多重処 理

Oオ ペ レ ーテ ィン グ ・シス テムの操 作演

O使 用 コン ピュー タシステ ムの構 成 と特徴 習
■

Oコ ン ピ ュ ー タ ・ル ー ム の 見 学
●

:

文書化 と標準化

入 出 力装 置 のオペレ ーシ ョン
o文 書化,標 準化の意義

O各 種入出力装置の特徴と操作

O入 出力媒体の特徴と取扱い管理方法
●

Oオ ペ レー シ ョン の標 準化

o各 種 オペ レーシ ョン ・マ ニュアルの 内

容 と見 方
■

:
』1

オ ペ レ ー シ ョン 実 習(1ジ
プ ア ィル の基礎

O入 出 力装置 のオペ レ ーシ ョン

O入 出力 データの 受渡 し と管理

Oフ ァイル(ラ イブ ラ リー)の 保管 と管 理

作業

Oフ ァイ ルの概 念

Oフ ァイル 処理の 方法

o順 次 ファイルの概 念 と処 理

O直 接 アクセ ス ・フ ァイルの概念 と処理
●

■

o使 用記録と日誌の作成
●
■

ユ ー テ ィ リテ ィに つ い て

コ ン ソ ー ル ・オ ペ レ ー シ ョン Oユ ー テ ィ リテ ィの 種類

Oコ ンソール の操 作方 法 Oシ ス テ ム ・ユ ー テ ィ リテ ィと フ ァ イル

O基 本 的 な コ ン ソ ー ル ・メ ッセ ー ジの 処 ・ユ ー テ ィ リテ ィ

理方法 Oユ ー テ ィ リテ ィの 使 用 法

o各 種 オ ペ レ ー シ ョン ・マ ニ ュア ル の 見 :

方
■

●

、 分 類 プ ログ ラム及び 実習(3}

O分 類 パ ッケ ージ及 び分類 方法
「

オ ペ レ ー シ ョ ン実 習(2) O分 類技法
.

Oオ ペ レ ー シ ョン ・マニ ュア ル に も と つ O分 類 プ ログラ ムの特 徴 ・使 用効率

い た コン ソール操 作 O所 要時間 ・予測時間の計算法
.

Oオ ペ レ ー シ ョ ン ・エ ラ ー ・ メ ッ セ ー シ :

の解説
●

■

「

⑦

図2-1初 級 オペ レー タの 教育 体 系
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`

これ らは,い ず れの シス テ ムで も必 須 と考 え られ る。

こ こでは,周 辺機 器 の オペ レ ー シ ョン,お よび コ ン ソ ール ・オペ レー シ ・ン

に 必須 とな る。基 本 的 な メ ッセー ジ の解 読 等,オ ペ レー シ 占ン の基 礎 を教 育す

る。 出来 れ ばV.T.R.な どを併 用 し,講 義,視 聴覚 教 育,見 学,実 習 の繰 返

し で,基 本 的 な知 識 ・技 術 を み つち り修得 させ る こ とであ る 。

こXま での教 育で コンビ=一 夕のオペレーションの基礎は出来 たが,ソ フ トウェアの基

礎 概 念 と して,「 プログ ラミングの基礎」まで初期 の教育で実 施 す ることが望 ま しい。

コ ン ピュ ー タが どの よ うに して 動 くか,簡 単 な プロ グ ラム と組 ませ,マ シ ン

実 習 させ る こ と も必 要 で あ る。

「オペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ム の基本 的使用 法 」以 降 の コ ース につ い ては,

初 期 の教育 より,或 る程度(半 年 程 度)期 間 を置 き,オ ペ レー シ ョン業 務の基

本 が 十 分 に 習得 され た あ とで教育 す る こ とが 望 ま しい 。

た だ し,最 後 の 「ユ ーテ ィリテ ィに つ い て 」と 「分 類 プ ロ グ ラム及 び 実習(3)」

コ ースは,初 級 オペ レー タ で も使 用 す る頻 度 が 多い とす れ ば ,少 し早 目 に実施

す る よ うに繰 りあ げ て もか ま わ な い 。
6

2.2中 級 オ ペ レー タ の 教 育 体 系

●

中 級 オペ レ ー タ の キ ャ リア の期 間範 囲 は,ジ ・ブ処 理 の諸 準 備 を行 い1人 で

オ ベ レ ー シ ・ンが 出来 る こ とが 条 件 で あ るた め,1年 半 か ら3年 程 度 と想 定 し

て職 務記 述表 と教 育体 系 を作 成 し た(表2-2,図2-2参 照)。

中級 オペ レー タは,独 力 で,ほ とん どの オペ レー シ ・ン業 務 が遂 行 出来 るオ

ペ レー タ要 員 を指 す 。

中 級 オペ レー タでは,上 級 オ ペ レー タ の指導 で オペ レ ー シ ョン ・マ ニ ュ ア ル

を 作 成 す る と同時 に,上 級 オペ レ ー タ と協 力 し て,初 級 オペ レ ー タの 教 育 訓 練

に も当 る。 ま た,エ ラー,故 障 の究 明を行 うた めの初 期 診断 も行 う。

し た が つて,よ り深 く,広 く学 習す る ことが 望 まれ るが,教 育 体 系 で示 され
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て い る よ うに 「オベ レ ーテ ン グ ・シ ス テ ムの 機能 」は 最 重 要 で あ り,必 修 とし

た い 。即 ち,オ ペ レ ー シ ・ン業 務 で,1ジ ョブ処 理 に関 し,管 理機 能 を 把握 す

る こ とに よ り,事 故 時 の 処理,コ ン ピュー タ内 の デ ー タの 流 れ,効 率 的運 用等

の 基 礎 とな るも の で あ るか らであ る 。

また,「 文書 化 技 法 」コ ー ス では オペ レー シ ョン ・マ ニ ュアルや オ ペ レ ー シ

・ ン指示 書 な どの作成 技 法 とか管 理技 法 を 取 扱 う。 これ ら文 書 は,中 級 オペ レ

タ が初 級 オ ペ レ ー タ を指 導 す る場 合 の テキ ス トに なる こ と,業 務 引 継 指 示 に も

じ

表2-2中 級 オペ レー タ職 務 記 述

職 務 オペ レ ー シ ョン指 示 書 に したが い,ジ ョブ処 理 に必 要な 諸 準 備 を

概 要 行 い,そ の オベ レー シrン を遂 行 す る 。

1.オ ペ レ ー シ ・ン指示書 に もとつ い て,そ の ジ ョ ブ処理 に必 要

な入 出 力 媒 体 の 用意 を 初 級 オペ レー タ に指 示 し,必 要 な オペ レ

ー シ 。ン を 行 う。

また,ジ ョ ブ処 理後 の後始 末 も行 う。

オ ペ レ ー シ ・ン指 示 書 を検 討 し,周 辺 装置 の ローデ ィン グ,

等 の 操 作 に関 し て初 級オ ペ レー タに 指示 を 行 うと同時 に指 導 に

当 る。

オペ レ ー シ ョン記 録 簿 に機 械 の記 録 を取 る 。

周辺 装 置,入 出 力 媒 体,プ ログ ラム等 の エ ラーや 故 障 の 究 明

を行 う た め の標 準 的 手順(初 期 診断)を 遂 行 し,そ の結 果 を 上

級 オペ レ ー タへ報 告 す る。

上 級 オ ペ レ ー タの 監 督 ・指示 の も とで,オ ヘ レ ー シ ・ン

ニュア ル を 作成 す る 。

上 級 オペ レ ー タに協 力 し て,初 級 オペ レ ー タの教 育 訓 練 に 当

るo

オペ レ ー シ ・ン上 の 改 善 点,経 費 節 減 の方 法 を上 級 オペ レー

タ に進 言 す る。

'
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由

4

}

コンピュータ化業務 内容

O基 本的な コンピュータ化業務内容

O各 業務 の処理方法 とオペ レーシ ョン方法

:

オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 機 能

1

oデ ー タ管理機能

oジ ョブ管理 機能

Oタ ス ク管理機 能

ORAS管 理 機能

:

文 書 化 技 法
oオ ペ レ ーシ ョン ・マニ ュアルの 作成技法

Oオ ペ レー シ ョン指示書の 作成技 法

Oそ の他 の文書の作成技法

O文 書 の管理技法

:

デ ータ通信 システム入門

Oデ ータ通信 システ ムの基本的概 念

Oデ ー タ通信 システ ムの利用形 態

Oデ ータ通信 システムを構成す る各端末の

現状 と特 徴

:

②

◎

ファイル編成 とコン トロール手法

o直 接アクセス ・フ ァイルの編成 と保守

O索 引順次ファイルの編成 と保 守

OVSAMの 編成 と保守

Oフ ァイルの コントロール手法

:

デ ー タ ・ベ ー ス に つ い て

Oデ ータ ・ベースの構成概念

Oデ ータ ・ベース管理 手法

:,

問 題 分 析 手 法
Oオ ペ レーション上の トラブル処理

O原 因の究明方法

O故 障,事 故,エ ラーの回復手順

Oケ ース ・スターデ ィ

:

図2-2中 級 オペ レ ー タの 教 育体 系

`
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用 い られ る こ と な ど を 勘 案 す る と,作 成者 個人 が理 解 出来 れ ば良 い とい う性

格 の もの では な く,オ ペ レー シ ョン に関係 す るす べ ての 人が理 解 出 来 る ように

作 成 し なけ れ ば な らな い 。そ れ だ けに,十 分 な教育 訓 練 が必要 とい え よ う。 オ

ペ レ ー シ ョン ・マニ ュ ア ルや 指 示書 の作成 にあ た って は,作 成 者本 人 が,業 務

目的,内 容,オ ベ レー シ ・ン 方法 を熟 知 し てい なけれ ば書 け ない 。 した が って,

最 初 に あ る 「 コ ン ピ ュ ー タ化 業務 内容 」コー ス が必 要 と なる 。 また,こ の教 科

.を 「文書 化 技 法 」コ ース に先 立 って習得 す る意 味 も こ こに あ る 。

次 に,「 デ ー タ通信 シ ステ ム 入 門 」コー スを 揚 げ てい る が,通 信 シ ス テ ムを

所 有 し てい る場 合 は 必 修 と した 方 が 望 ま しい 。 所 有 し てい ない とか,所 有 す る

予 定 が な い場 合 は,省 略 す るか,他 に 習得 し なけ れ ば な ら ない教 育 内 容 と置 き

換 え て も よい だ ろ う。

「フ ァイル編 成 と コン トロー ル手 法 」,「 デー タ ・ペ ー ス 」,「 問題 分 析 手

法 」の3コ ー ス は,中 級 オペ レー タ とし て業 務遂 行 す る上 で,望 ま しい もの と

し て と りあげ た。 特 に 「問題 分析 手 法 」コー スの実 施 は 強 く要 求 され る 。従 来

こ の種 の もの は とか く仕 事 を通 じ ての訓 練 だ け に頼 りが ち であ つた が,体 系的

に 教 育 し て お く必 要 の あ る もの で あ る。

順 序 は,こ の 通 りで な く とも 良い が,実 施 計画 を立 て遂 行 さ れ る こ とが望 ま

し い 。

→

島

■

4

2.3上 級 オ ペ レー タの 教 育 体 系

上 級 オペ レー タの キ ャ リア の期 間範 囲 は,チ ー フ ・オペ レ ー タ を前提 とし,

そ の他 オペ レーシ ・ン業 務 の範 ち ゅ うに あ るス ケ ジ ュー リング や マ シ ン運 用 プ

ラ ンな どの職務 内容 も含 め てk・ り,経 験 年数3年 以 上6年 程 度 を想 定 し て,職

務 記 述 お よ び教 育 体 系 を 作成 し た(表2-3,図2-3参 照)。

した が つて,オ ペ レー シ ョン業 務 自 体 よ り も,中 級 オペ レ ー タ要 員以 下 の 助

言,指 導 を 中心 とし た業 務 と,ス ケ ジ ュー リン グ,故 障 ・事 故 時 の 緊急 処 理 お

」

'
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表2-3上 級 オペ レー タの職 務 記 述

オ ペ レー シ ョン全 般 につ いて 指示 ・監 督 を 行 い,必 要 に 応 じ て中

級 オペ レー タ以 下 の 助言 ・指 導 に当 る 。

長 期(半 年)の 機 械 使用 時 間を 見 積 る と同 時 に通用,月 間 の

機 械使 用 計 画を 立 て る。

週 間,月 間 の1/0計 画を考 慮 し,1/O日 程 計 画 を 作 成 す

る。

オペ レー タの人 員計 画,チ ー ム編成,仕 事 の 適 切 な 割当 て を

行 う。

予 算 化 の た め,オ ペ レー シ ・ン経 費 の 見積 方法 を 具 体化 し,

適 切 な見 積 を 行 う。

効 率 的 なオペ レ ーシ ・ンを行 うた め,オ ペ レー シ ・ンの 処理

手 順を 標 準化 し,徹 底 す る。

ジョ ブ処 理 が計 画通 り実 施 され る よ う指示 ・監 督を 行 う。

事 故,故 障,障 害 の発生 時,ま た は発 生 の可 能性 が ある場 合

は 中級 オペ レー タ に適 切 な 指示 を 行 う。 ま た,発 生 原因 を 直 ち

に判 断 し,迅 速 な ア ク シ ョンを取 る。

8.オ ペ レ ー シ ・ン関 係 の機 密保持,不 正 防止 お よび デ ー タ や フ

ァイル の管 理 に当 る。

オペ レー シ ョン に関 す る教育 訓 練 に 当 り,新 しい 操 作 手 法の

開 発 に 努 め る。

10.新 規 業 務 の 導入 につ い て,オ ペ レー シ ・ンに 関 す る準備 に当

る0

11.オ ペ レー シ ・ン効率,機 械 効率 の 改善 を 計 る た め,シ ス ァ ム

の 変 更 を検 討 し,進 言 す る 。

12.ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェ ア に精 通 し,効 率 良 い オペ レ ー テ

ィン グ ・シ ス テ ムを 生成 し,維 持 す る。

13.オ ペ レー シ ョン指示 書 の作 成 につ い て,作 成 担 当 者 の援 助 を

行 う。
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コ ンピュー タ技術の動 向

Oコ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ド ウ ェ ア の 動 向

Oコ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 動 向

Oコ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ ト ウ ェ ア の 動 向

:

業務効率化 ・工程管理

O作 業工程分析

o標 準作業と作業測定計画

o作 業の簡略化分折及び実施方法

:

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 生 成

oオ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 生 成 手 順

Oオ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 保 守

o実 習

:'

安 全 性 管 理

o機 密保持体制

、O不正防止

Oデ ー タ ・ファイルの管理体制

:

◎

◎

効 率 測 定

O作 業パ ーフォマ ンスの計画

O作 業パーフォマンス

O例 題 と評価

:

ネ ッ ト ワ ー ク と ス ケ ジ ュ ー リン グ

Oネ ッ トワー ク基礎理論

O作 業スケジ ュール

Oコ ス ト分析

Oグ ラフ理論 とネ ットワーク

:

図2-3上 級 オペ レー タの 教 育 体 系
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よ び 予防,機 密保 護 ・ 安 全 対 策 ・ 下 級 者 の教 育訓 練 ・ 新規 業 務 の 導 入準 備 改善

等,非 常 に幅 広 い業務 内容 に な つて い る。 ま た,機 械 運 用 管理 者 へ のキ ャ リア

・パス を も前提 とし てい る の で,監 督 ・管理 的業 務 の色 彩 を 加 味 し てい る。

教 育内容 面 で も,上 記 の意 味 を含 ませ,オ ペ レー シ ・ン業 務 とは 少 し離 れ た

内 容 を 取 り上 げ,新 知 識 の習得,効 率 運用 等 に重 点 を 置 い てい る。 か な りの コ

ー ス の 受講 順序 はか な らず し も,こ の通 り順 序 立 てS行 な う必要 はkい 。

と こに示 した以 外 に 必 要 と思 わ れ る教科 を適 切 に挿入 し て環 境 に ふ さ わ しい

教 育体 系 に発 展 させ て欲 し い 。

教 育 体 系の 最初 に 「 コ ン ピ ュー タ技 術 の動 向,コ ース を 設 定 し コ ン ピュー タ

の ハー ドウ ェア ・ シ ス テ ム,ソ フ トウェア の新 技 術 動 向 を習 得 ・把握 さ せ る よ

う に し てい る 。上 級 オペ レ ー タは,ハ ー ドウェ ア ・シス テ ムの変 更 を 検 討 し進

言 した り,効 率 よい オペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ム の生 成 ・維 持 の責 任 を も って

い るた め,コ ン ピュ ー タ技 術 の動 向 に精 通 して い た方 が よい 。 講 義形 式 が 不可

能 な ら,新 聞,雑 誌 等 か らそ の動 向 を取 り上 げ,週 一 回 とか 月数 回 定期 的 に勉

強 会 を持 た せ,集 団研 鐙 さ せ る方法 を と つて もよい 。

ま た,「 業 務効 率化 ・工 程 管 理 」は,業 務 遂 行 上,よ り効 率 良 く作 業 す る た

めの 手 段 ・方法 として,「 オペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ムの 生成 」は,マ シ ン効

率 の 向上 の た め完 全 に 習 得 ・把 握す る必 要が あ る。後 者 は,実 習 ま で 含 ん で,

必 修 教 科 とすべ きで あ ろ う。

「安全 性 管理 」コー スは,近 年 デ ー タ ・フ ァイル の不正 利 用,マ シ ン室 の爆

破 な どの 問 題が生 じて お り,マ シン室 の 運 営 上 の指 導 的 立 場 にあ る人々 に.と っ

で は今後 必 須 の もの と考 え る。是 非 と も早 い機 会 に実施 にふ み き つて欲 しい コ

ース で あ る。 ・

そ の他 「効 率 測定 」と 「ネ ッ トワー ク と ス ケ ジ ュー リン グ 」コ ースは,作 業

パ ー フ ォ マ ンス や コス ト分 析 な どの 観 点か ら必 要 と思 われ る コ ース で あ る 。
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5.フ.ロ グ ラマ 職種 の教 育 体 系

プ ログ ラマ と呼 ば れ る職種 に つい ては,と くに,コ ン ピ ュー タ部門 の大 き さ

と 要員 規 模,コ ン ピュー タの利 用 形 態 な どに よ り,そ の職 務 内容 や レベ ル分 け

に か な り差 異 を 生 ず る。 したが つて,そ れ に伴 う企 業 内教育 の 方針 も異 な り,

提 唱 す べ き教 育 体 系 は 自ず と異 な って くる。

こ こ.では,ア ンケ ー ト調査 の結 果最 も多 い 事務 計算 を主 と した ア プ リケー シ

・ ン分 野 の ユ ー ザ を対 象 に し て,プ ログ ラ マの 教育 体 系を 考 え る こ とにす る。

そ の た め,技 術計 算 やOR,統 計'解析 な どの ア プ リケ ー シ.・ンを 中心 と した ユ

ー ザ にみ られ る,オ ー プ ン ・プ ログ ラマ(た とえ ば,設 計 部 門,研 究 所,企 画

室,OR室 な ど に所 属 す るL－ ザ ・レベ ル の プ ログ ラマ)と 実 際 に コ ン ピュ ー

タ部 門 の要 員 で あ る プ ログ ラマ との関係 や,そ れ ぞ れ の守 備 範 囲 な どにつ い て

は 取 り扱 っ てい な い。

つ ぎに,プ ロ グ ラ マの 職 能 レ ベ ルは,つ ぎの4レ ベ ル に限 定 し て考 え てい る。

(1)初 級 プ ロ グ ラ マ

(2)中 級 プ ロ グ ラマ

(3)上 級 プ ログ ラマ

(4)シ ス テ ム ・プ ログ ラマ

した が って,要 員 規 模 が 小 さい ユ ーザ では,こ こま で の レベ ル分 けが 困難 で

あ る か,あ るい は必 要 と しない か も知れ ない 。 逆 に ス ケ ー ルの 大 き なユ ー ザ で

は よ り詳細 な レ ベル 分 け が必要 で あ るか も知 れ な い。 前 者 の場 合 は,上 級 プ ロ

グ ラマ と初 級 プ ログ ラ マ もし くは,チ ー フ ・プロ グ ラマ と単 な る プ ロ グ ラマの

2レ ベ ル に各職 務 を 集 約 し,後 者 の 場 合 は,初 級 プ ログ ラマ の前 段 に トレー ニ

ー を上 級 プ ログ ラ マ の後 段 に チ ー フ ・プ ログ ラマ や,プ ロ グ ラム ・マネ ー ジ ャ

ー を 置 くな ど して 職務 の 分散 を考 え る こと に な る。 この よ うな場 合 には,そ れ

ぞ れ の職 務 内容 に 応 じ て,教 育体 系 の再 編成 を し て欲 しい 。

な お,シ ス テ ム ・プ ログラ マ を独立 に置 くこ とが で き ない 。 あ るい は 不 必 要
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で あ る とす る場合 は,そ の職 務 内容 か らわ か る通 り,上 級 オペ レー タや(中)

上 級 プ ログ ラマか,そ れ ぞ れ分担 し て,こ れ らの職 務 を遂 行 す る こと に な ろ う。

こ こで,プ ログ ラマ の職 種 レ ベ ルを4つ に 分 け た,お よそ の基準 を 述 べ る と

以 下 の よ うにな る。

・初 級 プ ロ グ ラマは,ア シス タ ン ト ・レベ ルの プ ログ ラマ で,コ ーデ ィ ン グ

作 業 の完 全 な習 得 とそ の遂 行 が 中心 に な る。

・中 級 プ ログ ラマは,い わ ゆ る通常 レ ベ ル の プ ロ グ ラマ で ,プ ログ ラム 設計,

文 書 化,メ ン テ ナン ス な ど プロ グ ラ ムに つ い ての一 通 りの知 識,技 術 を有

し,プ ログ ラ ム設計 か らテス ト,文 書 化 ま で の仕 事 を 遂行 す る。

・上 級 プ ログ ラマ は プ ロ グ ラム ・チ ー ムの プ レ イン グ ・マネー ジ ャー で ,プ

ログ ラ ム開発 お よび メン テナ ン スの 両 者 に つ い ての 計 画 と管理 が で き,初

中 級 プ ログ ラマ に対 す る よき指 導者 とな る者 で あ る。

・シ ス テ ム ・プ ログ ラ マは ,い わ ば ユ ー ザの 中 にお い て,メ ー カ的 セ ンス を

持 つた プ ログ ラ マで,導 入 され てい る コン ピュー タ につ い ての ソ フ トウェ

ア に関 す る生 き辞 引 的 存在 に な る と同 時 に,汎 用 ブ ・グ ラムや プ ロ グ ラ ミ

ン グ技 法 な どの 開 発 に従 事 す る。

ま た,以 上 の よ うな各 レベル の教育 目標 を情 報 処理技 術 者試験 と対 応 づ け て

表 わ せ ば,つ ぎの よ うにな る。

初 級 プ ロ グ ラ マ 中 級 プ ロ グ ラ マ

第2種 合 格者

級 プ ロ グ ラ マ

ス テ ム ・ プ ロ グ ラ マ

合格者
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これ に よる と,初 級 か ら中級 に 昇 進 す る間に,す なわ ち,初 級 の うち に情 報

処 理 技 術 者 試 験 の 第2種 に 合格 す る程度 の実 力を 持 た せ る こ とを一 つ の 目標 と

す る。 同様 に,中 級 の うち に第1種 に合 格す る程 度 の実 力 を 函 養 さ せ る。 この

よ うに関 連 す る と,一 般 に第2種 の 合格 基 準 が実 務経 験一 年 程 度 とされ てい る

か ら,初 級 プ ログ ラ マの 期 間 は最 底1年 とす るの が 望Aし く,こ れ 以 上 の期 間

を 企 業 の実 情 に 合 わ せ て設 定 す る こ とに なる 。

た とえ ば,初 級 プ ログ ラマの 期 間 を 標 準 的に1年 間 とす る と,第2種 合 格 の

実 力 が つ い て間 もな く中 級 プ ログ ラマに 昇 進 す る こ とに な るし,ま た,こ の期

間 を2年 間 とすれ ば,そ の実 力 が つ い てか ら,な お 十 分 な実 務 経 験 を した後 に

中 級 プ ログ ラマ とな る 。同様 に,第1種 の 合 格 基 準 は実 務 経 験3年 程 度 と され

て い るか ら,上 級 プ ログ ラマ にな るた め には,最 低3年 の 実 務 経 験 を もつ必 要

が で て くる。 と くに,中 級 プ ロ グ ラ マは,プ ログ ラ ム設計,開 発 に つ い て は,

ま さに 縦 横 無 尽 の活躍 を 強 い られ る こ と に な るの で,そ の 期 間 の 中で,な るべ

く早期 に第1種 合格 の実 力 が函 養 され るのが 望 ま しい 。

以 上 は,あ くまで も一 つの 目安 で あ り,情 報 処 理技 術 者 試 験 にそ れ ほ ど抱 泥

す る必要 も ないが,各 レベ ル に お け る教 育効 果 の測 定基準 と して,こ れを 利 用

す る こ とは で き る。

最 後 に,企 業 に よ つて,多 少 な り と も技 術 計 算 の ア プ リケ ー シ ・ンが で きる

プ ログ ラマを 養成 す る場 合 に,追 加 され るべ き教 育 項 目の例 を あげ てお く。

一 般 的 な もの と して ,確 率 の基 礎,ベ ク トル と行 列,統 計 解 析,数 値 計 算 法,

誤 差 解 析 な どの数 学 的 な基 礎 知 識 が 必要 とな ろ う。

プ ・ グ ラム言 語 に つ い て は,FORTRAN(な い しはALGOL)が 必 須 とな

り,必 要に応 じ てPL/1の 習得 が 望 まれ る。 ま た,SSS,MATHPACの よ

う な技 術 計 算 用 パ ッ ケ ー ジに 関 す る知識 とこれ の取9扱 い,LP,PERT.

GPSS,DYNAMOな どの ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムの利 用 法 に 関す る

知 識 も必 要 に な ろ う。 また,X-Yプ ロ ッタ,グ ラフ ィ ック ・デ ィス プレ イ装

置 やAD,DA変 換 器 な ど特 殊 な入 出 力装 置 とそ の 活 用 法 が必 要 とな る か も知
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一 方 ,特 殊 な もの と して,た とえ ば電 力 や水 資 源 の管理 な ど に関連 す る分野

で は,シ ミュ レ ー タ,ア ナ ログ ・コ ン ピ ュー タ,ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピュー タ

な どの特 殊 コ ン ピュー タの概 要 が 必要 に な ろ うo

た だ し,こ の よ うな技 術計 算 の プ ログ ラマは,専 門学 科 の新 卒 者 や他 部 門 か

ら要 員 とし て採 用 す る方 が適任 者 が 見 つ か り,特 殊 な教育 を 省 略 で きる ケー ス

が 多 い と考 え られ る。

5.1初 級 プ ログ ラ マ の教 育 体 系.

い

初 級 プ ログ ラマの職 務記 述 は表3-1に 示 し た通bで あ り,こ の職 務 内容 を

基 本 と し て構 築 した 教 育 体 系 が 図3-1で あ る。

初 級 プ ログ ラマ の教 育 体系 に つ い て,特 記 す べ き こ とは以 下 の ように な る。

・職 務 内容 の 中 に ある高 水 準 言 語 は,現 状 で はCOBOLが 一 般 的 で あ るが,

徐 々 に普 及 して い るPL/1-,あ るい は コ ン ピュー タの 規 模 に よって は

RPG,あ るい は これを拡 張 した簡 易言 語,た とえ ばHELPな どの場 合

も あ り得 る 。

・教 育体 系 で は 初 級 プ ・グ ラマ に 含 ま れて い るが ,シ ス テ ム ・プ ラン ナ もこ

の 受構 経路 を通 る 者 が あ る こ とを 留 意 しな ければ な らな い 。

・「企業 シ ス テ ム と デー タ処 理 」コー スで は ,企 業 内 の他 部 門 か らの配 置転

換 の場 合 は よい と し て も,新 卒 者 の 採用 の 場 合,企 業 内 の業 務 体 験 が ない

た め,コ ン ピュ ー タの理解 と と もに慎 重 な教 育 が必 要 で あ る。 と りわ け,

コ ン ピュー タ の専 門 家へ の道 と,企 業 人 と して の常 識 とを 身 につ け る こ と

が 同時 に 行 わ れ る た め,か な りの ウ ェイ トを お か ね ば な らない。 .

・教 育体 系 ではCOBOLの プ ロ グ ラ ミン グ ・コース を入 門 か ら高 水 準 の技

法 まで を1コ ー ス とせず に,い くつ か に分 け て い る。 これは あ る水 準 の 範

囲 の 中 で一 通 り の技法 を 指導 した後,い くつ かの 本 番 の仕 事 を こな してか
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ら次の コース へ進 む よ うな体 系 とす る方 が確 実 に実 践 的 能 力 を 身 に つ け さ

せ る こ とが で き,効 率 が よい か ら で あ る。

・ジ ョブ制御 カー ドの作 り方 やCOBOLで 使 用 す る磁 気 テ ー プ ・フ ァイ ル

の 扱 い 方(た とえ ば,ラ ベ ル,ブ ロ ッキ ン グに つ い て)な どは プ ロ グ ラ ム

実 習 の段 階 で,あ る程 度 の説 明を し てお き,の ち に 「オペ レ ー テ ィン グ ・

シ ス テ ムの 基本 的 使 用 法 」の コース でそ の意味 づ け を行 うの が 望 ま しい 。

・「COBOL上 級 」に あ る分 類 機 能 及 び レ ポー ト ・ラ イ ターは,導 入 機 種 に

よ って は使 用 で きな い場 合 もあ ろ うが,こ の よ うな と きで も,COBOL

とし て簡単 な紹 介 を 行 な って か ら,導 入 機種 で使 用 で き る ユテ ィ リテ ィの

SORT/MERGEや 簡 易言 語 のRPGな どを この段 階 で と り上 げ る こ と

も一 方 法 で あ る。

・「プ ログ ラ ミン グ技 法 」で は ユ ーザ の 作成 した 汎 用 プ ログ ラ ム な どの紹 介

表3-1初 級 プ ログ ラマの職 務 記 述

中 級 プ ログ ラマ の 指導 の も とに,プ ログ ラム作 成の 作 業 を 行 う。

プ ログ ラム仕 様書 に もとづ き,比 較 的 簡 単 な 事務 処理 の プ ロ

グ ラ ム流 れ 図 を 作成 し,高 水 準言 語 で プ ロ グ ラムの コ ー ア ィン

グを行 う。

中 級 プ ログ ラマ か ら与 え ら れ た プ ログ ラム流 れ 図 を も とに,

高 水 準 言 語 で プ ロ グ ラ ムの コー デ ィン グを 行 う。

与 え られ た テ ス ト ・デ ー タを 用 い て,作 成 した プ ログ ラ ムの

テ ス トとデ バ ッ グを 行 う。

4.自 分 が 作成 した プ ロ グ ラムを 標準 化 に し た が つて 文書 化 し,

そ の整 理 を 行 う。

中 級 プ ログ ラマ の 指示 に したが つて,開 発 され た プ ログ ラム

の 簡単 な メン テ ナ ンス を 行 う。
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〉

テ

込

企業ツ ステムと デー タ処理 ...?
O基 本的な企業概念

O企 業環境(歴 史,業 績,製 品,業 界展

望等)

O企 業 システムとデータの流れ

Oデ ータ処理部門の歴史,業 務 内容,組

織

Oデ ータ処理方法 と機械化業務

oEDP室 の地位 とオペレータの役 割
F

:

プ ア イ ル 編 成

O直 接 アクセス ・ファイル

O索 引順次フ ァイル
F

OVSAMフ ァ イ ル

:
1

COBOL上 級

Oプ アイル処理

o分 類 機能

Oレ ポー ト・ライターの機 能

:

1

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 基 礎

oコ ン ピュータ ・システ ムの概念

Oコ ンピュータの歴史 とハー ドウェアの

基本構造

Oソ フ トウェアの機能 と基本的特徴

O各 種入出力装置 の 関連

O使 用コンピュータ ・システムの構成 と

特徴

oコ ンピュータ ・ルームの見学
■

プログ ラミング技法

Oフ ァイルの概念

o高 水準のCOBOL

oユ テ ィリテ ィの使い方

Oプ ログ ラムの標準化

Oプ ログラム ・ライブラ リの利用法

:

11

プログ ラミングの基礎 1
O簡 単 な流れ図 の作成

O高 水準言 語プログ ラム入門

oプ ログラム演習

:

プ ログラムの 文書化

Oプ ログラム文書の見方 と作り方

Oプ ログラムの整理の仕方

:

1 1
COBOL入 門 事 例 研 究

o順 次 フ ァイルの処理

oCOBOL演 習

:

1業 務 についてのデータ収集か らアウ ト

プ ットまでの コンピュータ室の仕事

:

1
オペレーテ ィング ・システムの基本的使用法

Oオ ペ レーテ ィング ・シ ス テ ム の 基 本 的 使 用 法

Oプ ロ グ ラ ム ・デ バ ッグ に 必 要 な オ ペ レ ー テ

ィン グ ・シ ス テ ム の 知 識

Oオ ペ レ ー シ ョ ン の 実 習

●

ノ.

図3-1初 級 プ ログ ラマの教 育 体 系

一255一



や,そ の 企業 で定 め てい る各種 の 標準 化 を この期 に徹 底 的 に指 導 す る こ と

が大 切 で あ る。 ま た,プ ロ グ ラ ムに 関す る メ ー カの マ ニ ュ アル を読 み こな

、す 能 力を 養 う こ と も,こ の コー ス の 中で 必 要 な項 目で あ ろ う。

・「事 例研 究 」は 初 級 プロ グ ラ マ コ ース の ま とめ と して,企 業 内で実 施 し て

い る典 型 的 な シ ス テ ムを と り上 げ て,イ ン プ ッ ト ・デ ータ の作 り方 か らア

ウ トプ ッ トの仕 訳,発 送 ま で コ ン ピュー タ室で 行 われ る仕 事 の1か ら10

ま で を 示 し て,そ の 中 で 占め る プ ログ ラムの 位置 づ け を よ く理 解 させ るの

が 目的 で あ る 。

■

5.2中 級 プ ログラ マ の 教 育 体 系

中級 プ ログ ラマ の職 務記 述 は表3-2に 示 した 通 りで あ る。 この職 務 内容 に

も とつ い て作 りあげ た教 育 体 系 が 図3-2で あ る。

中級 プ ロ グラ マ の教 育 体 系 につ い て,特 記 す べ き こ とは,以 下 の諸 点 で あ る。

・初 級 プ ログ ラマが,単 体 プ ログ ラム(1本 単 位)の 高 水準 言語 で の コー デ

ィン グ,バ ッチ処 理 の レベ ル で あ った のに対 し て,中 級 プ ロ グ ラマ は ジ ・

ブ単 位 の プ ロ グ ラ ムの 設 計 と コー デ ィン グ,ア セ ン ブ リ言語 の使 用,オ ン

ライ ン処理,オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テ ムの 一 通 りの 知 識 ・技 術 を有 す る

レベ ル と してい る。 この レベ ル の プ ログ ラマの質 に よ つて,そ の企 業 で生

産 され る プ ログ ラ ムの 良 し悪 しが決 ま る こ とに な るの で,そ の教 育内 容 と

指 導 の ウェ イ トは 重 要 とい え よう。 これ は,ど の 企 業 に も存 在 し,最 も対

象数 の 多い レベ ルの プ ログ ラ マで もあ る 。

・教 育 体 系 に あ る ア セ ン ブ リ言語 の コ ース は コー デ ィ ング能 力 を習 得 す る こ

とは い うまで もな いが,八 二 ドウェア と ソ フ トウ ェア の働 きの 関 係 の理 解

の 助 け と な る と同 時 に,プ ロ グ ラム構造 の設 計,デ バ ッグ能 力 の向 上 に十

分 役 立つ よ う指 導 す る こ とが大 切 で あ る。そ し て,現 状 で は この言 語 の 活

用 が プ ログ ラマ た る必 須 条 件 で もあ ろ う。

頃

や

ぷ

●
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表3-2中 級 プ ロ グ ラ マの教 育 体 系

●

●

職

容

ジ ・プ単位 で,プ ログ ラムの 設計 とそ の作成 に関 す る作業 を行 う。

1.プ ログ ラム仕 様 書 を 分折 し,問 題 点,確 認事 項 な ど,シ ス ァ

ム プラ ンナ と調 整 を行 う。

プ ログ ラム仕様 書 に基 づ き,プ ロ グ ラムの 構造 設計 を行 う。

複 雑 な プ ログ ラ ム にっ い て,プ ログ ラム流 れ 図 を 作成 し,

水 準 言語 ま たは ア セン ブ リ言 語 で プ ログ ラムの コー デ ィン グを

行 う。・

テ ス ト'デ プ を 作;・ 一 連 の プ ロ グ ラ ム の テ ス トと デ バ ッ

グを 行 う。

ジ ・ブ単位 に プ ログ ラムの 文書 化 とオペ レー シ ・ン指示 書 の

作 成 を 行 う。

開発 し た プ ログ ラ ムの メ ンテ ナ ンスや管 理 を行 う。

上 級 プ ログ ラマ の指 導の もと に,プ ログ ラ ムの ス テ ッ プ数 や

実 行 時 間の 見 積 りを行 う。

初 級 プ ログ ラマ の指 導 や オ ー7ン ・プ ログ ラマ の教 育 に 当 る。
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プログ ラム設計

Oプ ログ ラム開発の方法

Oプ ログ ラムの構造

Oプ ロ グ ラ ム の モ ジ ュ ー ル 設 計

Oプ ログ ラ ム ・テ ス トの 手 法'

●

●

アセンブ リ言語(D

oア セ ンブリ言語の基礎

oオ ー バ レ イ,モ ジ ュー ル 化

■

■

オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 機 能

Oオ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 種 類 と

機能
Oプ ログ ラム管理

oジ ョブ管理

Oタ ス ク管理

oデ ータ管理

O連 係編集 プログ ラム
●

'

アセ ンブリ言語(2}

Oデ ー タ管理マクロ命 令

oSVCマ ク ロ命令

o他 言 語 との リンケージ
●

■

◎

⑦

システム設計 入門

Oシ ス テ ム ・ア プ ロ ー チ

oシ ス テ ム 分 析 と設 計 の 手 順

Oシ ス テ ム の 詳 細 設計

(コ ー ド,入 出 力,フ ァ イ ル,プ ロ セ ス) .

:

デ ータ通信システム入門

Oデ ー タ通信 システムの基本的概念

Oデ ータ通信シス テムの利用形態

Oデ ータ通信システ ムを構成す る各端末の

現状 と特徴

: 一

デ ー タ ・ベ ー ス に つ い て

oデ ー タ ・ベースの構成概念

Oデ ータ ・ベース管理手 法

:

ハ ー ドウ ェ ア の 知 識

oシ ス テム構成,処 理方式

Oハ ー ドウェア・アーキテクチャー

O性 能評価

O信 頼性,互 換 性

:

、

,

●

図3-2中 級 プ ロ グ ラ マの教 育 体 系

A

●
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σ

・デ ー タ通信 や デ ー タベ ー ス の 知識 は ユー ザの 利 用 度 に よ って,そ の 扱 い方

が か な り異 な る こ と と思 わ れ るが,た とえ 実 施 され て い ない ユ ーザ で も,

メ ー カの集 合 教 育 な どを 利 用 し て,一 通 りの知 識 が得 られ る よ う配慮 す べ

き で あ ろ う。

・シス テ ム設計 につ い ては,詳 細 設 計 に ウ ェ イ トを お い て,仕 様書 や プ ログ

ラ ム との 関係 を 中心 に 指導 す る ことが 必要 で,シ ス テ ム ・ア プ ローチ や概

略 設計 な どは 簡単 な紹 介 に とどめ て よい。

5.5上 級 プ ロ グ ラマ`の 教育 体 系

D

も

上 級 プ ログ ラマの 職 務 記 述 は表3-3に 示 した通 りで あ り,こ の職 務 内容 に

も とつ い て作 成 した教 育 体 系 が 図3-3で あ る。

上級 プ ログ ラマ の教 育 体 系 につ いて,特 記 す べ き こ とは,以 下 の もの で あ る。

・す で に述 べ た よ うに,上 級 プ ログ ラマ は プ レ イ ン グ ・マ ネ ー ジ ャーあ るい

は プ ログ ラ ム開 発 プ ロジェ ク トの リー ダ と し て プ ログ ラ ム ・チ ー ム の ま と

め役 の任 に 当 る もの であ り,管 理 職 へ の 第 一 歩で もあ る。 したが つて,

「 プ ロジ ェ ク ト管理 」,「 プ ログ ラム管理 」な ど プ ログ ラマ と して の管 理

技法 が 大 き な軸 とな ってい る。 も ちろん,こ れ以 外 に も,そ の 会社 での 企

業 人 と して の管 理者 教 育 が加 わ るこ とは い うま で もな か ろ う。

・「シス テ ム分 析 ・設 計 」に つ い て も ミク ロな 展 開は す で に卒 業 し てい る段

階 で,で き るだ け マ ク ロ な と らえ 方 を 中心 と した指 導 が必 要 で あ る。

・「 コ ミュ ニ ケー シ ョン技 法 」は ,プ ロジ ェク ト ・リー ダ と して シ ス テ ム ・

プ ラン ナ ・グル ー プや オペ レー シ ョン ・グ ル ー プ,あ る い は ユ ーザ 部 門 と

の コ ミュ ニ ケ ーシ ョン上 欠 く こ とが で き ない もので あ る 。 ま た,と か くプ

ロ グ ラマ は ユ ーザ 側 か らみ て,特 殊 部 落 的 な見 方 を され る こ と も多 く,人

間 関 係 を 作 る上 で も必 須 の コース とい え よ う。

・「 プ ログ ラム管 理 」コース は 近年 ス トラク チ ャー ド ・プ ログ ラ ミン グな ど
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で話題 に な って お り,そ の 生産 性 管理,・ 品質 管理 な どが あげ られ て い るが,

仕 様書 の作 成,文 書 化,標 準 化 な どがそ の 根 底 に な るの で,管 理 面 だ けの

強調 では ない こ とに留 意 した い 。
、

表3-3上 級 プ ログ ラマの 教 育 体 系

⊥/ベ ル 上 級 プ ロ グ ラ マ

プ ロ グ ラ ム ・チ ー ムを ま と め,プ ログ ラ ム の 開 発,管 理 と作 成 及

職 務
び技 術 的 指 導,既 存 プ ログ ラムの メ ンテ ナ ンス の計 画 お よび管 理

概 要
を行 う。

1.プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム に 参 画 し,プ ログ ラ マ の 立 場 か ら,シ ス

テ ムの分 析,設 計を 援 助 す る。

2.プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 実 施 に 要 す る 時 間,費 用,マ ン パ ワー な

職 どの見 積 りを 行 う。

3.プ ログ ラ ム作 成 の 日程 計 画 を 立 て,こ れ を 管 理 す る。

4.大 規 模 な シ ス テ ム や技 術 的 に高 度 な プログ ラ ム開 発 に おい て

務 は,重 要 事 項 の チ ェ ック や 問題 点 の解 決 指 導 な どを 行 い,必 要

に応 じ て 自 ら プ ロ グ ラム作 成 に 当 る 。

5.プ ロ グ ラ ム ・テ ス トの 方 法 を 設 定 し,テ ス トラ ン の 指 導 お よ

内 び管 理 に 当 る。

6.開 発 さ れ た シ ス テ ム の プ ロ グ ラ ム の メ ン テ ナ ン ス の 指 導 お よ

び管理 に当 る 。

容 7.シ ス テ ム全 体 の プ ロ グ ラ ム仕 様 書,オ ペ レ ー シ ョン 指 示 書 な

どの文 書 化 が 完 全 に行 わ れ る よ うに管 理 す る 。

8.ユ 、一 ザ 部 門,シ ス テ ム 設 計 部 門 と の プ ロ グ ラ ム に 関 す る窓 口

役を 果 す 。

,

α

ρ

今
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■

D

,

システム分析,設 計

Oシ ステ ム分析 の技術

O経 営管理システム

Oシ ステ ムの評価技法

O各 種 システムの具体的設計例

:

プ ロジ ェク ト管理

oネ ッ ト ワ7ク 手 法

Oス ケ ジュー リング と進渉管理

Oプ ログ ラム開発サイクル

O各 種見積 りと資源管理

o変 更管理

Oテ ス ト管理

o標 準化 と文書化

:

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 技 法

o文 書 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 技 法

O口 頭 に よ る コ ミュ ニケ ー シ ョン技 法

Oレ ビ ュ ー ・ミ ー テ ィン グ 技 法

■

●

プログラム管理

Oプ ログ ラムの生産性管理

Oプ ログ ラムの品質管理

Oプ ログラムの維持管理

■

●

図3-3上 級 プ ログ ラマ の教 育 体 系
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5.4シ ス テ ム ・プ ロ グラ マ の教 育 体 系

シ ス テ ム ・プ ログ ラ マの た めの職 務 記 述 が 表3-4で あ る 。 この 職 務 記述 を

反 映 し た教 育 ニ ー ズを も とに構 築 した教 育体 系 が 図3-4で あ る。

シ ス テ ム プロ グ ラマ の教 育体 系 につ い て,特 記 す べ きこ とは,次 の諸 点 であ

るo

・ま ず ,プ ロ グ ラ ムの職 人 とい つた人 材 の適 用 が 必 要 で,誰 に で もなれ る職

種 では な い 。 ユ ーザ に あ つて,メ ー カ に近 い仕 事 を 受 け もつ,ま さ に,ス

ペ シ ャ リス トの分 野 で あ る 。

・従 って,す べ ての ユ ー ザ に この職 種 の 存 在 を 求 め る こ とは か な りむ ず か し

い 面 が ある 。 た だ し,シ ス テ ム ・プ ログ ラマ として独 立 し た存 在 と しな く

'て も
,そ の職 務 内容 の多 くは何 らか の形 で補 わ なけ れ ば な ら ない 。

(な お,は じめ て コ ン ピュー タ を導 入 す る ユ ーザ で は,当 初 この種 の業務

は メ ー カのSEが サ ポー トす る こ と も多い と思 わ れ るが,サ ポ ー トが な く

な る時 期 ま で に は,ユ ーザ 側 で適 任 者 を選 ん だ り,作 業 分担 を定 め て対策

を 立 て る必 要 が あろ う。)

・この職 種 の仕 事 の具 体 側 を あけ れば,ア セ ン ブ リ言 語 で も,フ ィ ジカ ルな

入 出 力命 令 を書 け る レベ ル が 要求 さ れ る で あ ろ うし,オ ン ライ ン ・シス テ

ム の ライ ン コ ン トロール ・プ ログ ラ ムの 作 成,場 合 に よ っては ユ ーザ 向 き

の コ ンパ イ ラや トラ ンス レ ー タ,は ては ミニ コン のOS開 発 な どを あげ る

こ とが で き るo

・こ の種 の プ ログ ラマは,ど ち らか とい え ば対 人 関係 や チ ー ム作 業 な ど不 得

手 な場 合 も多 い と思 われ る が,標 準 化 の 徹底,OS,汎 用 プ ログ ラムの 利

用 な ど,オ ペ レ ー タや プ ログ ラマ に解 説,普 及 す るだ け の人 柄 が要 求 され

よ う。 また,「 コ ミュ ニ ケ ー シ ・ン技 法 」コース で こ の面 の テ ク ニ ックを

修 得 させ る こ と も必 要 で あ る。

・そ して,メ ー カ の ソフ ト担 当者 と技 術 的 な面 で わ た りあえ,ソ フ トウエア
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●

に 関 して はそ の企 業 の 第1人 者 と して の実 力を もつ こ とが 必 要 で あ る。 こ

の た め に 「 シス テ ム ・プ ログ ラム機能 」,「 高 度 な ノ ログ ラム技 法 」な ど

の 教 育 の チ ャン ス が必 須 とな る。

表3-4シ ス テ ム ・プ ロ グ ラマ の 教 育 体 系

、

オペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ムをは じめ とし て,メ ー カ提 供 の プ ロ

グ ラムの効 率 的利 用 とユ ー ザ と して の改 良,追 加,お よび汎 用 プ

ログ ラム の開 発 と これ らの使 用 に つ いて の指 導 に 当 る 。

1.新 し い ソ フ ト ウ ェ ア の機 能 の チ ェ ック と そ の 評 価 を 行 う 。

2.'効 率 的 な オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の選 定 や そ の 生 成,保

守 に当 る 。

3.オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 制 御 プ ロ グ ラ ム に ユ ー ザ とし

て 必 要 な 機 能 を 果 す ル ー チ ン を 作 成 し,こ れ を 組 み 込 む 。

4.オ ペ レ ー テ ィン グ ・ シ ス テ ムや サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム な ど の

効 率 的利 用 を 検 討 す る。

5.汎 用 プ ロ グ ラ ム や マ ク ロ ・ル ー チ ン の 開 発 と 保 守 に 当 る 。

プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 の 開 発 や プ ログ ラ ム に 関 す る標 準 化 を 実

施 す る 。

メ ー カ提 供 の プ ロ グ ラ ム や 自社 開 発 の 汎 用 プ ロ グ ラ ム につ い

て オペ レ ー シ ョン部 門,プ ロ グ ラ ム部 門 の 指 導 に 当 る 。

8.メ ー カ の ソ フ ト ウ ェ ア 担 当 者 と の 窓 口 と な る 。

9.新 し い ソ フ トウ ェ ア に 関 す る情 報 を 提 供 す る 。
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シ ス テ ム ・プ ログ ラ ム 機 能

Oシ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム の 概 念

O入 出力制御システム

Oオ ペ レ ー テ ィン グ ・'シス テ ム の 内 部 構
、

造 ㍉

一'.・:・

高度 なプログ ラム技法

ゆ 構 造 的 プ ロ、グ ラ ミン グ 、

O回 帰 的 プログ ラミング

oリ ス ト処理の基礎

∫O再入可能と遂次再使用可能なプログラ
ミ ン グ

●

●

'オ ペ
レ ー テ ィン グ ・シ ス デ ム の 拡 張 ル ー

チ ン

bSVCル ー チンの組み込み

o・アカ ウンテ ィング ・ル ーチンの組み込

み

Oそ の他ルーチンの組み込み
●

■

言 語 プロセ ッサ

o言 語の記述

O基 礎技法

Oプ ロ セ ッサ

Oコ ンパイラの構造
●1

■

一

の

◎

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 知 識

Oオ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

Oタ イ ム シ ェア リン グ ・シ ス テ ム

Oリ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム

O障 害管理

Oオ ン ラ イ ン ・コ ン ト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ミ
一

ン グ

:

デ ー タ 、・ベ ー ス

oデ ー タ ・ベ ー ス の 構 造

oデ ー タ ・ベ ー ス管 理

o機 密保護

Oデ ー タ ・ベ ー ス ・プ ログ ラ ミン グ

:

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法

O文 書 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 技 法

O口 頭 に よ る コ ミ ュ ニケ ー シ ョン 技 法

Oレ ビ ュ ー ・ミ ー テ ィン グ技 法

●

●

図3-4シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ マ の 教 育 体 系
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4.シ ステ ム ・プ ラ ンナ の教 育 体 系

●

シス テ ム ・プ ラ ンナ職種 に関 し ては,シ ステ ム ・ア ナ リス ト,シ ス テ ム ・エ

ン ジ ニ ア,シ ス テ ム ・デ ザ イナ な ど,各 種 呼称 が 用 い られ て い るが,本 報告 書

で は,シ ス テ ムの調 査 ダ 分 析,設 計 を 行 う職 種 と して,シ ス テ ム ・プ ラ ンナを

統 一 呼 称 と し た。

な お,ORワ ー カ とか マ ネ ジメ ン ト・サ イエ ンテ ィス トとい う職 種 を 別 に設

け てい る ケー ス もあ り,育 成 径路 も当然 異 る と思 われ るが,必 ず し も一 般 的 で

は ない の で,本 教 育 体 系案 か らは 除 外 し,そ の職 能 の基 本 的 な部 分を 上 級 シ ス

テ ム ・プ ラ ンナ に含 め た 。

シス テ ム ・プラ ン ナ も こ.こでは他 の職 種 と同 様 に初級,中 級,上 級 の3段 階

と したが,こ の職種 にお い ては,プ ・グ ラムに 関 す る基 本 的 な知識 と,若 干 の

経 験 は必 要 不 可欠 と考 え られ るの で,キ ャ リア ・パ ス上 は 必 ず 初 級 プ ログ ラマ

を 経 由す る もの とし,そ れ と重 複 す る部 分 に 関 して は,プ ログ ラ マの教 育 体 系

に ゆ ず り,こ こか らは除 外 し て あ る。

各 社 の キ ャ リア ・パ ス の実 態 に お い ては シス テ ム ・プ ラン ナ職 種 が1階 級 の

と こ ろが 多 いが,こ こ では,標 準 レ ベルの シ ス テ ムの調 査,分 析,設 計 に至 る

全 過 程 を単独 で こなせ るレ ベル を 中級 シ ス テ ム ・プ ランナ と して 中心 に置 き,

上 位 者 の 指示 また は指導 を 必 要 とす る レベル を 初 級 と した 。 ま た,高 度 な技 術

が 要 求 され る シス テ ム,た とえ ば,オ ン ライン ・シス テ ムや デ ー タ ・ベ ース ・

シ ス テ ム,も し く1は経 営 科学 的手 法 等 を 用 い た シス テ ムを こなせ,な お か つ プ

ロ ジ ェ ク ト ・ リー ダ また は チ ー フ ・シス テ ム ・プ ラン ナ な ど
,管 理 者 的 役割 を

担 え る レベ ルを 上 級 シス テ ム ・プ ラン ナ と した 。.

4.1初 級 シ ステ ム ・プ ラ ンナ の教 育 体 系

'

初 級 シス テ ム ・プ ラ ンナの職 務 記 述 は表4-1に 示 し て ある 。 この職 務 内容
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を 反 映 した教育 体系 が 図4-1で あ る 。

初級 システ ム ・プラ ン ナ とは 前述 した よう に,中,上 級 シス テ ム プラ ン ナの

指 示 ま た は 指導 の もとに,シ ス テ ム の調 査,分 析,設 計 に携 わ る要 員 の こ とで,

作 業 と しては詳 細 設 計 や,中,上 級 シス テ ム プ ラン ナの 援 助 が主 体 に なる もの

と した 。

シス テ ム ・プ ラン ナ で あ る か ら に は,当 然,事 務や 経営 全 般 に わ た る巾広 い

知 識が 必要 で,情 報 処 理 に 関 す る技 術 動 向 に つ い て も最 新 の知 識 を 得 てお く必

要 が あ る。

た だ し,こ の分 野 に関 し て は メー カや研 修 機 関等 に よ る定形 的 な コー スが あ

■

表4-1初 級 シス テ ム ・プ ラ ンナの職 務 記 述

職

概

容

与 え られ た範 囲 内 で,シ ス テ ムの調 査,分 析,基 本 設計 に関 す る

中上 級 シ ス テ ム ・プ ラ ン ナの作 業 を補 助す る。 また,基 本 設 計書

の提 示 を受 け,中 上 級 シ ス テ ム ・プ ラ ンナ の指 導 の も とに詳 細 設

計 を 行 う。

基 本 設計 の 内 容 に も とつ い て,与 え ら れ た ス ケ ジュ ー ル に し

たが い,中 上 級 プ ラン ナ の指 導 を 得 て次 の 作業 を行 う。

簡 単 な入 出力帳 票 の設 計

入 出力媒 体 と レ コー ドの 設 計

フ ァイル の 設 計 と記 憶 容 量 の 見積 り

コ ー ドの設 計

プ ロセ ス流 れ 図 の作 成

プ ログ ラム仕 様 書 の 作 成

所 要 時 間 見 積 り

テ ス ト ・デ ー タ お よび初期 デ ー タの準 備

中上 級 シ ステ ム ・プ ラ ン ナの 指示 の もとに シス テ ムの調 査,

分析,基 本 設計 お よ び機 械 化準 備 に 関 し て,補 助 的作 業 を 行 う。

σ

辱

4
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σ

、

●

,情報処理 システムの動向

Oコ ン ピュータ業界の現況

oハ ー ドウェアの動向と新技術

Oイ ンプ ット・シ ステムの動向と新技術

Oオ ンライン ・システムの動向 と新技術

Oソ フ トウェアの動向 と新技術

Oア プ リ ケ ー シ ョン の 動 向

:
〆

事 務 と 経 営
O経 営学の基礎

O会 計学の基礎

O事 務 管理 とビジネス ・マシン

Oビ ジネス文書の書 き方

:

システム設計(D

Oコ ニ ド設計

o原 票設計

Oレ ポ ー ト設計 と プ リン タ ー ・レ イ ア ウ ト

o入 出 力媒体 とレコー ドの設計

Oフ ァイル編成方 式 とファイル設計

Oプ 』セス設計

oデ ジ ジ ョン ・テ ー ブ ル と ロ ジ ック 設 計

:

1
システム設計(21

Oデ ー タ収集方式 と処理方式

Oデ ー タ ・チ ェ ック 方 式

Oバ ック ア ップ 方 式 と リ カバ リー 方 式

oフ ァ イルの所要量 と処理時間の見積 り

oシ ス テム文書の 作り方

●

●

シ ス テ ム 設 計 演 習

否

図4-1初 級 シ ス テ ム ・プラ ンナ の教 育 体 系
●
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ま りない の で,自 社 で独 自の コー スを 準 備 す るか,グ ル ー プ学 習会 で補 うの も

1つ の 方法 で あ る 。

「シス テ ム 設計(1)」 に 関 して は メ ー カや機 種 に よつて,か な り固有 の部 分 が

あ る の で,メ ー カ教育 を 中心 に考 え る と よい 。

また,「 シ ステ ム設計 ② 」に 関 し て は適 用 業 務 の特 性 や,情 報 処 理部 門 の標

準 化 や 文 書 化 に よ つて左 右 され る部 分 が多 い の で,自 社 で独 自の コー スを 準 備

し,外 部の 講 習 会等 で そ れ を補 うな どの 方法 が 考 え ら れ る。

い ず れ に して も,シ ス テ ム設 計 は きわ め て実務 的 な技 術 なの で,ケ ー ス ・ス

タ デ ィや シ ステ ム設計 演 習 を 十 分 に行 わ ない と効 果が で ない 。

◎

4.2中 級 シ ステ ム ・プ ラ ンナ の教 育 体 系

中 級 シ ステ ム ・プラ ンナ の職 務記 述 は表4-2に 示 し て い るが,こ の 内容 を

基本 に教育 ニ ー ズを 抽 出 し て作成 し た教育 体 系が 図4-2で ある 。

中級 シ ス テ ム ・プ ラ ンナ教 育 では,前 述 した よ うに,標 準 レ ベ ル の シス テム

に 関 しセ,そ の調査,分 析 か ら設 計,評 価 に至 る一 連 の 作 業 が,単 独 で も行 え

る とい うと ころ に達成 基 準 が 置 か れ る。

もち ろん,そ の 前 提 と して は,シ ス テ ム設計 を 主 体 と した実 務 経 験 を初 級 シ

ス テ ム ・プ ラン ナ時 代 に積 ん でい る とい うこ とが必 要 条 件 な の で,こ こでは,

シ ステ ムの調 査,分 析,評 価 を 主体 と した 教育 を 行 う。

この レベ ル の要 員教 育 では,適 当 な教 師 を 社 内 に求 め る の は一般 には 困難 な

の で,メ ー カ ・コ ース や 各種 研修 機 関 の コー ス の 中か ら妥 当 な もの を 選ん で そ

れ を核 と し,OJTで 不 足 分 を補 う方法 が考 え られ る 。

「シ ステ ム調 査 」,と くに 問題 形 成技 法 や 事務 分析 に関 し ては十 分 な演 習 が

不 可 欠 で,「 シス テ ムの 分析 と評価 」も演 習 で締 め く くる よ うに した い 。

「ビジ ネス ・ア プ リヶ ー シ 。ン 」に 関 し ては,自 社 の適 用業 務 と関係 の深 い

部 分 に重 点 を置 き,基 礎 知識 や手 法(た とえ ば ス キ ルズ ・イ ンベ ン ト リー,オ

σ

w

◆
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否

一 ダ ー ・エ ン トリー ,部 品 展 開 な ど),事 例研 究 な どを 行 い,総 花 的 に な ら な

い よ うに す る。 こ こに掲 げ た もの は もちろん 一例 で あ つて これ に こだ わ る必 要

は ない 。

「オ ン ライ ン ・シス テ ム設計 」は,オ ンラ イ ン ・シス テ ム の 導入 企 業 の 中級

シス テ ム ・プ ランナ とし ては 必須 と 考 え た いが,ケ ー ス ・バ イ ・ク ース で深 味

を 変 え る こ とは あ つて も よい 。

表4-2中 級 シ ス テ ム ・プ ラン ナの職 務 記述

上級 プ ラン ナ の指 導 を 得 て,シ ス テ ム の調 査,分 析,基 本 設 計を

行 う。 また,基 本 設計 書 に基 き,シ ス テ ムの詳 細 設 計 を 行 う。

上 級 シ ス テ ム ・プラ ン ナの指 導 の も とに次 の 作 業 を行 う。

現 行 シ ス テ ムを 調査 し,シ ス テム 流れ 図 を 書 く。

b関 係者 に面接 し,現 行 シ ステ ムの問 題 点 や機 械 化 ニ ー ズの

把握 を 行 う。

機 械 化 に 要す る費 用 や機 械 化 の効果 を 分 析 し,機 械 化 の 可

否 を検 討 す る 。

機 械 化 計 画を 立 案 し,基 本 設計 を 行 う。

現 行 シ ステ ムを 評 価 し,改 善 計 画を 立 て る 。

上 級 シ ス テ ム ・プ ラン ナを 助 け て,複 雑 な シ ス テ ム の調 査,

分析,設 計 を 行 う。

基 本 設 計 書 に も とづ き,シ ス テ ム の詳 細 設計 を 行 う。

業 務 開 始 に必 要 な諸 準備 お よび運 用 方法 な ど に つ い て,

ザ ー部 門を 教 育 す る 。

初 級 シ ス テ ム ・プ ラ ンナを 指 導す る。
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システム調 査

o資 料収集法

O面 接調査法

O現 地観察法

o問 題形成技法(KJ法 など)

O事 務分析 とシス テム流れ図

O会 議の進め方

Oシ ス テム調 査演習

:

シ ステムの分析 と評価

O問 題点の分析

oシ ス テム要件の確認

Oシ ステム機能の設定

o代 替案の作成

o費 用,効 果 分析

Oシ ステムの評価 と改善

oシ ス テム分析演習
●

1̀
ビ ジ ネス ・ア プ リケ ー シ ョン

Oア プ リ ケ ー シ ョン 一 般

o経 理業務

o人 事 と管理

o生 産管理

O販 売管理

O在 庫管理

:

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 設 計

Oオ ンラインの基 本構成

Oト ラ フ ィ ック 分 析

o回 線設計

o信 頼性設計

ODASD分 析 と設計

O端 末装置の機能検討

:

図4-2中 級 シ ス テム ・プ ラ ンナ の 教育 体 系
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4.5上 級 シ ステ ム ・プ ラ ンナ の 教 育体 系

上 級 シ ス テ ム ・プ ラン ナの職 務記 述 は 表4-3の よ うに した 。 この職 務内 容

を も とに作 りあ げた 教育 体 系 が 図4-3で あ る。

こ とでは上 級 シ ス テ ム ・プ ラ ンナを,高 度 な技 術 を要 す るシ ス テ ムの調 査,

分 析,評 価 が で き,か つ,シ ステ ム開発 計画 の作 成 や プ ロジェ ク トの管理 が で

き る と規 定 し てい るが,本 来 は スペ シ ャ リス ト指 向型 の要 員 とマ ネー ジ ャー指

向 型の 要 員 とは 別 で あ る とも考 え られ る の で,こ の レベル の要 員育 成計 画 を格

一 化 す る こ とは ,実 際 に は か な り困 難 で ある と言 わ ざ るを 得 な い。

ま た,こ の レ ベル の 要員 の育 成 は,一 部 の 大 企 業 を除 い ては社 内 体制 で は無

理 と思 わ れ るの で,あ くま でOJT中 心 に気 長 に行 うか,情 報 処理 研修 セ ン タ

ー や コ ン ピュ ー ター ・メー カな どの研 修 機 関 を 利 用 す る方向 が 考 え られ る。

上 級 システ ム ・プ ラン ナ と して は経営 科 学手 法 に 関す るあ る てい どの知 識 は ・

不 可 欠 と考 え ら れ るが,す べ ての手 法 を マス ター す る ところ ま では期 待 で きな

い 。必 要 に 応 じ て必 要 な技 術を 習得 で き る よ う学 習 能 力を 高 め てお くこ とが肝

要 で,そ の た め に,経 営 科学 書 が 読 め る とい う こ とを 達 成 基 準 とした 「経 営 科

学1」 を必 須 と した。

「経 営科 学 皿 」は,各 種 技法 の うちか ら自 社 で 利用 で きそ うな ものを選 択 し

て学 習 す る もの で,理 論 か ら入 って,モ デル の作 り方か らア プ リケ ーシ ョン ・

パ ッケー ジの 利 用 法 ま で を 習得 す る。 こ こでは 代 表 的 な もの のい くつか を サ ン

プル とし て掲 げ た が,た とえ ば数 理 計 画法 や シ ミュレ ー シ ・ン な どの中 が更 に

細 か く選 択 され よ う。

「デ ー タ ・ベ ー ス設計 」や 「プ ロジ ェ ク ト管 理 」に 関 し ては,教 育 体 系 に含

め てい る メー カ もあ る の で,利 用す る と よい 。

コ ミュニ ケ ー シ ・ン技 法 に関 しては,我 国 で は 既成 の コース が少 いが ,シ ス

テ ム ・プ ラ ン ナ と して は必 要 不 可 欠 の状 態 な の で,研 修 機 関等 に よる今 後 の 開

発が 望 ま れ る。
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表4-3上 級 シ ステ ム ・プ ラ ンナ の職 務記 述

職

概

大 規 模 シス テ ム も し くは高 度 な技 法 を 要 す る シス テ ムの調 査,分

析,基 本 設計 を行 う。

シス テ ム開発 計 画 を 作成 し,そ の プ ロジ ェ ク トを 管理 す る 。

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム お ア 一 夕 ・ベ ー ス ・ シ ス ァ ム,ま た,

経 営 科 学 的 ア プ ロ ー チ や トー タ ル ・シ ス テ ム,経 営 情 報 シ ス テ

ム な ど,高 度 な 技 能 を 要 す る シ ス テ ム の 調 査,分 析,研 究 を 行

う。

複 雑 な シス テ ムの基 本 設 計 と費 用 の見 積 りを 行 う。

シ ス テ ム開 発 計 画 を立 案 し,基 本 ス ケジ ュ ールを 作 成 す る。

シ ス テ ム開 発 プ ロジ ェ ク トを 管 理 す る。

機 械 化 に際 して コン ピュ ー タ導 入計 画 を 立 案 し,八 一 ドウェ

ソフ トウェ ア の選 定 を 行 う。

機 械 化 実 施 に あ た り,そ の 方法 や範 囲 な どに関 し て関係 者 と

折 衝 す る 。

シ ステ ム の運 用 基 準 を 設定 し,関 係 者 に徹 底 す る。

シ ス テ ムの文 書 化 を 総括 す る。

シス テ ムを 総 合評 価 し,将 来 の 問 題 点 を 予 測 し必要 が あれ ば

改 善 計画 を立 案 す る 。

10.初 中級 シ ス テ ム ・ プ ラン ナを 指導 す る。

●

,

φ

●

⑱
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●

●

●

●

経営科学1(必 修)

O経 営科学入門

O確 率と統計

O待 合 せ理論

:

経営科学H(選 択)

O相 関分析,回 帰分析,分 散分析

o需 要予測

o多 変量解析,数 量化理論

o数 理 計画法(LPな ど)

oネ ッ トワーク手法(PERTな ど)

Oシ ミ ュ レ ー シ ョ ン

:

デ ー タ ・ベ ー ス 設 計

oデ ー タ ・ベ ー ス の 構 造

Oデ ー タ ・ベ ー ス の 設 計

O機 密保護機能の設計

oデ ー タ ・ベ ース 管 理

Oデ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・

シ ス テ ム(ソ フ トウ ェア)

:

1
プ ロジェク ト管理

Oシ ステム開発 サイクル

O各 種見積 りとスケジュー リング技 法

O標 準化 と文書化

O進 渉 管 理 と レ ビ ュ ー ・ ミー テ ィン グ

o変 更管理

Oユ ー ザ部門 との折衝技法
■

●

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 技 法

文書 によるコミュニグーシ ョン技法

口 頭 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 技 法

レ ビ ュー ・ミ ー テ ィン グ 技 法

:

図4-3上 級 システ ム ・プ ラ ンナ の教 育体 系
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調 査 団 の 概 要

1.調 査 目的

欧 米 の 情 報 処 理 要 員の 企 業 内 に おけ る教 育方 法,教 育 訓 練の カ リキ ュ ラム,

職 能,キ ャ リア ・パ ス,処 遇 等,企 業 内 教 育 の 実 態 と動 向 を調査 し,わ が 国

の 情 報 処 理 要 員 の 企 業 内に お け る教 育体 系 の 確 立 に 資 す る。

2.調 査期 間

昭 和50年11月22日 ～50年12月13日

3.調 査 先

西 ドイ ソ,フ ランス,イ ギ リス,ア メ リカ の

主 要 な コ ン ピュー タ ・ユ ー ザ,情 報 処 理 要 員教 育機 関等 。

調 査 機 関

西 ドイ ツ

11/24

11/25

フ フ ン ス

11/26

11/27

11/28

イ ギ リス

12/1

1・2/2

DeutscheBankAG,ZentraleFrankfurtド イ ツ 銀 行

IBMDeutschlandGmbH,Ausbildungszentrum

Essenド イ ツIBM,エ ッ セ ン 教 育 セ ン タ ー

InstitutdeRechercheD'Informatiqueet

D'Automatique(IRIA) 国 立 情 報 処 理 研 究 所

PatheMarconiパ テ ・ マ ル コ ニ 社

AirFranceエ ー ル ・ フ ラ ン ス

TheNationalComputingCentreLimited(NCC)

国 立 計 算 セ ン タ

同 上LondonRegionaloffice同 上 ロ ン ド ン 支 部
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12/2MidlandBank,ComputerOperationsTraining

Centreミ ッ ド ラ ン ド銀 行 コ ン ピ ュ ー タ 運 用 訓 練 セ ン タ ー

ア メ リカ

12/4

12/4

12/5

12/8

12/9

12/11

12/12

HoneywellInformationSystemsInc.(HrS)

ハ ネ ウ ェ ル ・ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム 社

Mas§achusettsHospitalAssociation

マ サ チ ュ セ ッ ヅ 病 院 協 会

DataProcessingManagementAssociation(DPMA)

デ ー タ 処 理 経 営 協 会

LosAngelesCityHallロ サ ン ゼ ル ス 市 役 所

LockheedAircraftCorporationロ ッ キ ー ド航 空 機 会 社

SouthernPacificTransportationCompany

サ ウ ザ ン パ シ フ ィ ッ ク 鉄 道

BankofAmericaア メ リ カ 銀 行

■

e

、
■

句

4.調 査 団 メ ンバ ー

福 永 圭 三 郎

副 島 弘 暉:

日本電気㈱ 情報処理 シス テム支援 本部長代 理,教 育

調査委員会委員

(財)日 本情報処理 開発協会 技術調査部長

●
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1.総 論

1.1欧 州

欧 州 に お い て も,す で に コ ン ピュー タ利 用 は オ ン ライ ン ・シス テ ム普 及 の 時

代 に入 りつ つ あ り,航 空 運輸,金 融や,一 部 の 製造 ・流 通業 種 に お い て,広 範

な デ ー タ通 信 網 と コ ン ピュ ー タを結ん だ 大 規模 シス テ ムを採 用 済 み で あ る。 こ

の よ うに オ ン ラ イン ・シ ス テ ムが 普 及 して くる と,従 来 の バ ッチ処 理 の みの 時

代 と異 な り,各 企 業 に お け る 主要 業 務 が コ ン ピュー タ処 理 に置 き換 え られ る こ

とに な る た め,コ ン ピュー タに 関 す る知 識 は,単 に コ ン ピュー タ管 理 部 門 の み

な らず,い わ ゆる エ ン ド ・ユ ー ザ 部 門の 人 達 に とっ て も不 可 欠 とされ る よ うに

な りつつ あ る。

こ のた め コ ン ピュ ー タを高 度 に 活 用 して い る企 業 等 で は,EDP部 門 は 人事

部 門 あ る い は社 内教 育 訓 練 部 門 と協 力 して,入 門 的知 識 を 中心 と した コンピュー

タ教 育 を 行 っ て い る ケー ス が 非 常 に 多 しr。 これ らは 新 入者 に 対す る オ リエ ンテー

シ ョ ン教 育 の なか に織 込 まれ て い る の は勿 論 で あ るが ,中 間 管理 者 に 対 す る教

育 に ま で拡 大 され て い る。 そ の た め に特 別 な マ ニ ュア ル を用意 した り,ビ デ オ

教 材 等 を 開 発 した り,か な りの投 資 と工 数 を あて てい る ところが ある。 これ ら

の教 育 を実 施 す る た め の教 育施 設 も,多 くの ユー ザ に お いて は着 々完備 す る方

向 に 向 っ て い る。

今 回の 調 査 の 目的 で あ る コ ン ピュ ー タ要 員 に 対す る教 育,育 成 で あ るが,

EDP知 識 が 一 方 で は エ ン ド・ユ ー ザ部 門 に 対 し広 く行 われ て い るの と対照 的

に,コ ン ピュ ー タ部 門 の 要 員 に対 して は 深 く,よ り専 門 的 に行 われ て い る。 ど

の ユー ザ ゼ も高 度 な シス テ ムを 完成 しよ う とすれ ば,ま ず 質 の 高 い要 員 が あ る

程度 の 人 数 は 必 要 とな るの で あるが,こ の よ うなEDP要 員の 確 保 に は,各 ユー

ザ共 大 い に頭 を悩 ま してい る と ころ で あ り,そ の た め に いか に レベル ・ア ッ プ

させ,手 元 の 要 員 を活 用 す るか,が これ また 緊 急 の 課題 となっ てい る
。 そ の た
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めEDP部 門 の 管 理 者 は,要 員 教 育 の た め に頭 を使 い,モ ラル ア ップを図 り,

教 育 の た め に 多大 の 時 間 と資金 を投 入 して い る の が実 情 で あ る。

欧 州 に お い て,コ ン ピュー タ要 員 は 通 常 コ ン ピュー タ ・プ ロ フェ シ ョナ ル と

呼 ば れ,他 の 一般 職 員 とは 明 らか に 区 別 して 取扱 わ れ て い る。 そ の 職 位 名 称 な

らび に 職 務 内容 は,国 に よっ て 異 な るが,英 国 で は 政府(技 術 省)が これ らの

職 位 と職 務 内 容 の 標準 を 定 め,広 く民 間 に も採 用 を呼 び か け て い る。

採 用

これ ら コ ン ピュ ー タ要員 は,通 常2つ の ソー スか ら求 め られ る。 一つ は社 内

他 部 門か らの 転 入 で あ り,い ま一 つ は社 外 か らの 採 用 で あ る。

社 内か らの 配 置 転 換 は,コ ン ピ ュー タ以 前 のPCS時 代 お よび 初 期の コ ン ピ

ュ ー タ利 用 の 頃 に は,ほ とん ど この形 に よっ て充 足 され て いた よ うで あ るが,

今 日で は 特殊 の 例 を除 きほ とん ど見 られ な い との こ とで あ った 。

社 外 か らの採 用 は,新 卒 者 の採 用 と経験 者 の 採 用 の2つ の場 合 が あ る。 新 卒

者 は 高 校卒 と高 等専 門学 校 ・大学 卒 の2つ の ク ラスが ある が,い ず れ につ い て

も当 初 か ら コ ン ピュー タ要 員 と して 採 用 さ れ るの で あっ て,わ が国 の 場 合 の よ

うに 職種 を 定 め ず,企 業 が 人 を 採 用 す る とい っ た こ とは な い。 採 用す る部 門 も

コ ン ピュ ー タ部 門 で あっ て,人 事 部 門 は これ に援 助 を与 え るに止 ま る。(ま ず

職 種 が あっ て,次 に 企 業 が あ るの で あ っ て,企 業 が あっ て 次 に 職種 が あ るの で

は な い。 と よ く言 われ た)

新 入 者 に対 す る教 育 は,ま ずEDP入 門 コー ス を行 い,そ れ 以 外 は業 務 を遂

行 す る 上 で必 要最 少 限 の 教育 を 数 日乃 至1週 間 程 度 行 うに す ぎ ない。 当初 は オ

ペ レー タ と して 職 務 に つ くの が 通 常 で あ る。

経 験 者 の 採 用 は,プ ログ ラマ,ア ナ リス トに つ い ては か な り広 く行 わ れ て い

る。 これ は,こ れ らの 職種 が コ ン ピュー タ ・プ ロフェ ッ シ ョナ ル と して 社 会 的

に確 立 して い る こ と,企 業 が す ぐ役 に 立 つ要 員 を 求 め る傾 向 に あ る こ と,そ し

て 本 人 が企 業 間移 動 を して も よ り よい 待 遇 を求 め て い る こ とに起 因す る もの と

思 わ れ る。 これ らの 経験 者 を採 用 す る場合,そ の 能 力を 確認 す る に は,ど の よ
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う な方 法 を と るか に つ い ては,書 類 審査,面 接 の ほか 前の 職 場 の 管理 者 に照 会

す る こ とが 広 く行 われ て い る。 そ してそ の よ うな場 合,正 確 な情 報 を提 供 す る

とい う社会 的 慣行 が 存 在 す る よ うに 見受 け られ た。 企業 間移 動 の 一般 的 傾 向 は,

大企 業 は新 卒 者 を採 り,こ れ に教 育 訓練 を行 っ て ゆ くが,そ れ らの なか か ら或

る 比 率 で よ り規模 の 小 さい 企業 へ移 動 す る者 が で て くる よ うで あ る。(ま た メー

カ も経 験 者 供 給 ソー ス と して ウエ イ トが 高 い)

教 育

コ ン ピュー タ要員 の 教 育 は,つ ぎの い くつ か の 形態 に わけ て行 わ れ て い る。

1)メ ー カ教 育 サ ー ビスの 利 用

プ ・グ ラ ミン グ言 語,ジ ョブ制 御言 語 そ の 他 使 用機 種 に 関連 した ソフ ト

ウエ ア教 育 は,メ ー カが 提供 す る 教 育 サ ー ビス に頼 っ て い るが,そ の 比 率

は だん だん 低下 して ゆ く傾 向 に あ る よ うに 見 受 け られ た 。 理 由の1つ は 有

償 化 に よる結 果 で あ り,理 由の も う1つ は,各 ユ ーザが 自社 内で よb良 い

教 育 が で き る施設 を持 つ よ うに なっ た た め で ある。現 在 欧 州 で は メー カに

よ る教 育 は 約30%の コー スが 有 償化 さ れ て い るが,有 償 化 率 が 高 ま れ ば,

更 に この 傾 向が 強 ま る で あ ろ う。

2)外 部 機 関 の 活 用

こ こで い う外 部機 関 とは,大 学,そ の 他 非 営利 目的 の 各種 機 関,施 設 を

指 す が,各 ユ ー ザに お い て,も し 自社 の コ ン ピュー タ要 員 の な か で積 極 的

に これ らの機 関に 学ん で よ り深 い知 識 を得 よ うとする 従 業 員 が い る場 合 に

は,こ れ を援 助 す る方針 を とっ て い る。 そ の 対 象 とな る機 関 と して は,夜

間 通 学 の 大学 のほ かCEPIA(フ ラ ンス),NCC(英 国)等 が あ る。 こ

れ ら1)う ちCEPIA,NCC等 は,全 日制 の コー スで あ り,期 間 も6ヵ 月

と い っ た や や長 期 に わ た る もの が あ る こ と と,授 業料 も相 当高 価 で あ る た

め,全 額 企 業 負担 で 派 遣 す る 形 に す る場 合 が 相 当 ある。 企 業 が どの よ うな

従 業 員 を この よ うな機 関 に 送 る か を決 め る 際 に は,第 一 線 監 督 者 の 推 せ ん

を 基 に して 検 討 し派 遣 を 決 め る場 合 が 多 い とい うこ とで あ った 。
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3)企 業 内 に お け る教 育

EDP要 員 教育 に お い て,企 業 内に お け る教 育が 占め る割 合 は,だ ん だ

ん 高 くな りつ つ あ る。 そ の 背 景 は 有 償 化 と視 聴覚 教 材 の 整 備 で あ る。 メー

カの 提供 す る教 育は,.有 償 化 の ほ か に 教 育 ス ケ ジュー ルが ニ ー ズに マ ッチ

し ない。 旅費,滞 在費 な ど相 当の 経 費 と時 間 が必 要 で あ る な どの 欠 点 が あ

る。 そ の 代 り と して 自習 で き る ビデオ ・カセ ッ ト,フ イル ム ・ス ラ イ ドと

カ セ ッ ト ・テー プを組 み合 わ せ た機 械 な どが 安 く入 手 で き る よ うに なっ た

た め,こ れ を利 用 す る コー スが 沢 山開 発 され,市 販 され てい る。 た だ これ

らは 元 来米 国 で開 発 され た もの を解 説 の み 各 国語 に吹 き替 え て い る もの が

多 い の で,そ の 点 で や や 問 題 を残 して い る。

以 上 の よ うな教 育 が 行 わ れ て い るが,フ ラン スな ど毎 年 一 定 の 金 額 を教

育 の た め に つ か う ことを 法 律 で 義 務 づ け て い る国 もあ る0

4)企 業 間 の 移 動

これ は 本 来 の教 育 とは 異 な るが,さ き に も述べ た よ うに コ ン ピュー タ要

員 の 企業 間 移 動が 少 な くな く,こ の 過 程 を通 じて新 しい ス キ ル を 身 につ け

て ゆ くとい う部分 が 少 な くな い こ とが 指 摘 され て い た。

ロ ー ア ー シ ョ ン

コ ン ピュ 一 夕要 員の ロー テ ー シ ョ ンにつ い て は,他 部 門 と コ ン ピュー タ部 門

との 間 では,一 部 の例 外(エ ー ル ・フ ラ ンス)を 除 い て は ほ とん ど行 われ な い

よ うで あ る。 また この エー ル ・フ ラ ンスの 例 を み て も,具 体 的 ケー ス は それ 程

多 くは な い。 そ の 理 由 は コ ン ピ ュー タ要 員 は,特 別 な技 術職 と見 な され て い る

た め,中 世 以 来 の ギル ド社 会 の し きた りが 今 な お根 強 く残 っ て い る 欧 州 で は,

職 種 の 変 動 を伴 う異 動 は行 わ な い こ と。 更 に 現実 的 な問 題 と して,今 日 コ ン ピ

ュ ー タ要 員 の給 与 は 他職 種 に 比 べ て 高 い た め,他 部 門 に 移 る こ とは 未 熟 練 部 門

に 移 る こ と とな り,給 与の 著 しい 低 下 に な る。 この点 年 功 的 賃 金 形 態 の わが 国

の 場 合 とは,著 し く異 な る点 で あ る。

したが っ て ロー テー ショ ン とい う場 合 に は,コ ン ピュ ー タ部 門 内の 異 動 を意
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味 す る。 そ の た め キ ャ リア ・パ ス,キ ャ リアデ ペ ロ ップ メ ン トと結果 的 に同 じ

意 味 に な る の で あ っ て,例 え ば オ ペ レー タや プ ログ ラマは,原 則 的に は 何年 た

っ た か ら と して 当然 の よ うに 上 位 の職 種 に移 る とい うこ とは な い。 しか し,も

し本 人 の 努 力に よ り,上 位 の 職種 に つ く能 力を具 え た な らば,オ ペ レー タか ら

プ ログ ラマ,プ ログ ラマか ら ア ナ リス トへ と進 む こ とが で き る。 これ が キャ リ

ア ・パ スで あ り,ロ ー テー シ ョ ンで あ る。 あ くまで も企 業 内の 要 員 は,業 務 を

こ な す の が 唯 一 の 目的 で あ り,企 業 側 か ら進 ん で能 率 が 落 ち る よ うな新 しい 職

種 へ 異 動 させ る とい う こ とは考 え られ な い。

そ れ で は,こ れ らEDP要 員 が 最 高 に昇 進 した とす れ ば,ど こま で上 れ るか

と い う点 で あ るが,い くつ か の 訪 問先 で 同 じ質 問 を し,得 た 回 答 は個 々の 要員

は,自 分 の 組 織 の 長 に の み 昇進 で きる可 能 性 が あ る とい う こ とで あっ た。 た と

え ば オ ペ レー タは オ ペ レー シ ョ ン部 門 の ξ ネー ジャ に,プ ログ ラマは プ ロ グ ラ

ミン グ部 門 の マ ネー ジャ に昇 進 で き る可 能性 が あ るの み で,プ ログ ラマか らオ

ペ レー シ ョ ン部 門の マ ネ ー ジャに な
っ た り,そ の 逆 は あ り得 な い とい う ことで

あっ た 。 従 っ てEDP要 員 の なb得 る最 高 の地 位 は,EDP部 門全 体 の マ ネー

ジ ャで あ る と い うこ とで あ る。 た だ し,こ れ も最 近 の オ ン ライ ン ・シス テ ムの

普 及 に 伴 っ て,例 え ば コ ン ピュー タ化 業 務 企画 部 門 とか,オ ペ レー シ ョ ン部 門

の マ ネー ジャに は 従来EDP部 門 の 内部 か ら昇進 して い た ものが,エ ン ド・ユー

ザ 部 門(ラ イ ン部 門)の マ ネー ジャが 横 滑 り して来 る ケー ス が見 られ る よ うに

な った こ とは,EDP要 員 の昇 進 の み ちを 狭 くす る もの と して 憂慮 され て い る。
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1.2.米 国

概 要

コ ン ピュー タ利 用 の 最 も進ん で い る とい われ る米 国 に お い て ,す で に コ ン ピ

ュ ー タ要 員 の 地 位 は 確 立 して い る。 そ れ だけ に ユー ザが未 熟 練 者 を採 用 して そ

れ らを教 育 して 育 て あげ る とい っ た 考 え 方 は,も 早 や 今 日で は 見 当 らない。 必

要 な知 識 や 能 力を 持 っ た 人 間 は,い つ で も雇 え る し,企 業 内 の 要 員 も 自主 的 に,

よい 待遇 を求 めて 勉 強 を続 け て い く ことが 当 り前 で,そ れ らの な か か ら企 業 は

必 要 に 応 じて 昇 進 させ て ゆ くの で あ る。 い ま一 つ米 国vateけ るEDP教 育 の 大

き な 特徴 は,メ ー カが 提 供 す る教 育 が100パ ー セ ン トに近 く有 償化 さ れ て い

る こと で あ る。 これ に よっ て 教 育 に 対 す る考 え 方 が 大 き く変 わ っ た とい え る。

EDP要 員 の 供給 とい う見 地 か らみ て,見 逃 す こ との で きな い もの は,コ ン

ピ ュー タ ・メ ー カ要 員 の ユー ザ へ の 移 動 で あ る。 い くつか の ユ ー ザ企業 を訪 問

して,こ の よ うな人 達 が 少 な くな い こ と を知 っ たo

全 く始 め てEDP要 員 と して ユー ザ に雇 わ れ る 者 は,ま ず オ ペ レ ー タと して

採 用 され る。 コ ン ピュー タの オ ペ レー シ ョ ンは,全 く分業 化 さ れ て お り,新 入

者 が2'・3日 の 教 育 の の ち最 初 に 割 当 て られ る仕 事 は といえ ば,磁 気 テー プ装

着 ・取 外 し,な らび に ライ ン ・プ リン タの 取 扱 い で あ る。 しか もほ とん どの コ

ン ピュー タが24時 間 運 転 で あ るた め,ま ず 深 夜 シ フ トか ら仕 事 に つ くこ とに

　 　

な る。 そ して 逐 次 日中勤 務 の 方 へ 昇 進 して ゆ くの で あ る。 そ の 間 に,も しコ ン

ソー ル ・オ ペ レー シ ョンに必 要 な知 識 を,自 主 的 に 勉 強 して お れ ば,コ ン ソー

ル ・オ ペ レー タとな る こ とが で き る。

ほ とん どの メー カに お け る教 育 が,有 償化 され て い る結 果,は じめ て コ ン ピ

ュ ー タを導 入 す る場 合 の ほ か は,要 員 教 育 に つ い て メー カに 頼 る 度合 は 減 っ て

来 て い る。 そ の代 り,視 聴 覚 教 材 を 販 売 す る企 業 が 数社 あ り,ユ ー ザは これ ら

の なか か ら適 当 な もの を 選ん で 備 付 け て い る。 ユー ザ は 自社EDP要 員 の う ち

自主 的 に 新 しい 知 識 を 学 び,よ り上 位 の 職 位 に 昇進 しよ うとす る者 に 対 し,こ
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れ ら教 材 を利 用 させ,知 識 の修 得 を助 け るの で ある。

この よ うに 多 くの ユ ー ザ が,メ ー カの 主催 す る教 育 に 頼 らな くなっ た理 由 と

して は,つ ぎの い くつか が 挙 げ られ て いる。

1)経 済 的 に割 高 で あ る。

2)メ ー カの ス ケ ジ ュー ルは ニ ー ズに合 わ ない。

3)自 社 で モ デ ィ フ ィ ケー シ ョ ンを行 った り,開 発 した シ ス テ ムに 対 す る適

切 な 教 育 が行 え な い。

ユ ー ザ側 で も,自 社 のEDP要 員 の教 育 を管 理 す る専 門 要 員(エ デ ュ ケー シ

ョ ン ・コー デ ィネ ー タ)ま た は教 育専 門の 要員(ト レー ナ)を 持 つ ことが,大

き な ユ ー ザの 場合 に は 当 然 に な っ て い る。

ロ ー ア ー シ ョ ン

米 国 に お いて,EDP要 員 は 特 別 な技 術 職 と見 られ て い るの で,給 与 は一 般

レベ ル よ り高 くな っ て い る。 これ が 一 つの 要 因 となっ て 少 数 の 例 外(ア メ リカ

・銀 行 等)を 除 け ば,他 部 門 との ロー テー シ ョンは全 く行 わ れ な い。(ア メ リカ

銀 行 の 例 で も,制 度 的 に 可 能 とい うこ とで あっ て,実 際 に他 部 門 に移 っ た ケー

スは,こ れ まで に2～3名 との こ とで あった。) 、

キ ャ リア ・パ ス とい う言 葉 は,よ く使 われ て い るが,こ れ は や はbEDP部

門 内 に お い て,オ ペ レー タ→ プ ログ ラマ→ シス テ ム ・ア ナ リス トとい うよ うに

よ り高給 の職 位 に昇 進 して ゆ くこ とで あって,こ れ も本 人 が そ の た めの 知識 や

能 力を 自 ら進 ん で 身 に つ け る努 力 を して い た場合 に 限 られ る の で あ る。

認 定試 験"

米 国 に お い て,私 的 に 情 報 処 理 技 術 者 の 認 定 を 行 っ て い る 機 関 が あ る 。 当 初

は シ カ ゴに あ るDPMA(DataProcessingManagementAssociation)

が こ れ を 行 っ て い て,現 在 はICCP(InstituteforCertification

ofComputerPersonnels)と し(う 上 部 団体 に 移 さ れ た 。 現 在 は ニュー ヨー

ク 市 に あ るPsychologicaiCorporationに 委 託 して 実 施 し て い る 。 こ れ

ま で に 約15,000名 の 認、定 者 を 出 して い る。
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この よ うな 資格 認 定 とい うもの は,ユ ー ザ 側 に お い て 果 して どの程 度 尊 重 さ

れて い るの で あ ろ うか。 訪 問 先 の い くつ か の ユ ー ザ に尋 ね て み た が,誰 れ もが

その 存 在 を知 っ て は い るが,そ の 資 格 に 特 別 の 価 値 を認 め た り,給 与,待 遇 の

面 で 特別 の 考 慮 を 払 っ た り して い る と こ ろは 全 くなか っ た 。 今 日米 国 で は,情

報処 理 技 術 の 面 よ り も,プ ラ イバ シー保 護 とか ファ イルや シス テ ムの 安 全,さ

らに は コ ン ピュ ー タ犯 罪 の予 防 措 置 といっ た い わばEDPの もつ 社 会 的 な面 に

よ り多 くの 関心 が 集 中 して お り,現 在 政 府 機 関 に の み適 用 され て い る プ ラ イバ

シー保護 法 が 民 間 に 適 角 され る べ きか ど うか が,議 論 され て い る状 況 で あ る。

一 般 に 純 技 術 的 な こ とは あま り関心 の 的 で は な か っ た。

特 に マ サ チ ュニ セ ッ ツ州 で は,上 記 の よ うな コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 持 つ

社会 的 な影 響 が 大 き い と ころか ら一 定 の 知 識 と モ ラル を備 え た 取 扱 責 任 者 を,

各 イ ンス トー レー シ ョ ンご とに任 命 す る こ とを 義 務 づ け よ うとす る法 律 制 定 の

動 きが あ る。 多 くの ユ ー ザ も,い ます ぐ実 施 と い う こ とで は 問題 が あ るが,方

向 と して はそ の よ うな 制度 の設 立 意 義 を認 め る 空 気 が 強 い よ うに 見受 け られ た 。

要 員 教 育 の新 しい 方 法

EDP要 員 教 育 は,従 来 の集 合 教 育 か ら個 人 学 習 の 方 向 に 転 換 され つ つ あ る。

これ は,基 本 的 には 学 習 は個 人 の 学 習 意 欲 を基 に し,こ れ を持 つ もの に 対 して

如何 に効 果 的 に学 べ る よ うな援 助 を与 え るか とい う こ とで あ る。 この よ うな援

助 手段 と して,書 籍 ・マ ニ ュア ル,各 種 視 聴覚 教 材 な どが 開発 され て い るの で

あ る。 最 近 それ に 加 え て,い ま1つ 新 しい方 法 … … コ ン ピュー タ利 用 の教 育

(Computer-Based-Trainning)が 拡 が ろ う と して い る。 これ も基 本 的

に は個 人 学 習 の1方 法 で あ るが,新 しい 考 え 方 に 基 づ いた もの で あ る。

従 来 の コ ン ピュ ー タ利 用 に よる教 育 に は,つ ぎの2つ の ア プ ロー チが あっ た。

1)Computer-AssistedInstruction(CAI)

'2)C
omputer-ManagedInstruction(CMI)

この 両者 の 違 い は,CAIが 大部 分 の 問題 が コ ン ビ=・一 夕か ら ター ミナ ノヒを

通 して 出 され,こ れ に よb学 ん で ゆ くの に 対 して,CMIの 方 は,教 育 自体 は
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他 の 方法,例 え ば 視 聴覚 教材,マ ニ ュア ル通 読,講 義 な どで与 え られ,必 要 な

範 囲 内 で ター ミナ ル を通 じて コ ン ピュー タの テ ス トを受 け る 形 式 で あ る。 勿 論

この2つ は,そ う厳 密 に 分 け られ る もの で は な いが,最 近 打 ち 出 され て い る考

え 方 は この2つ を統合 したComputer-BasedTraining(CBT)と い う も

の で ある。

これ は単 にEDP教 育 の た め だ け で な く,広 く産 業 訓練 の 手 法 と して適 用 で

き,そ の た め コ ン ビ ⇒一 夕の 新 しい使 い 方 の新 し.い分 野 を 開発 す る もの で あ る

と され て い るが,現 に適 用 の 一 つ と して,EDP教 育 に も用 い られ て来 て い る。

そ の メ リッ トと して挙 げ られ て い る もの は,

1)講 師 の 時 間節 約→ 講 師 の 生 産 性 増 大,各 ク ラス 開催 ご との 準 備の 繰 返 し

や,講 義 は必 要 な くな り,ま た 毎 回 教 室 ま で 出掛 けて ゆ く時 間 が 不 要 とな

る0

2)コ ー スの メ ン テ ナ ンスが 容 易 で あ る。 教 育 内容 が製 品 変 更 等 に よっ て起

っ た とき,従 来 の 方法 に 比 して修 正 が 容 易で ある。

3)受 講 者 の 反 応 が 確 か め られ る。 この 方法 で は受講 者 の 答 え の 状 況,成 績

が 自動 的 に コ ン ピュ ー タに 登録 され て い る の で,教 育成 果 の レ ビュー が 可

能 で ある。

4)自 動 的 に試 験 や 成 績 ず け が で き る。

5)受 講 者 に とっ て も,教 育 を受 け る時 間 が 少 な くて す む。 これ ま で の 経 験

で は,同 じ こ とを勉 強 す るの に2b%か ら40%短 い 時 間 で 同一 教 育 成 果

が 上 っ て い るo

これ らは 何 れ も大 型 シス テ ムの ア プ リケー シ ョ ンの一つ と して 取 り入 れ られ,

TSS形 式 で 採 用 さ れ,逐 次 対 象範 囲tt拡 げ て ゆ く兆 しが 見 え る。
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調査先

面接者:

2.各 論

2.1ド イ ツ 銀 行

DeutscheBankAG,ZentraleFrankfurt,D-6236

Eschborn(Taunus),StuttgarterStraβe16-24,

Frankfurt

Mr.SiegfriedHorstmann他2名

1.調 査 先 概 要

当 銀行 は1974年,預 金 残 高 で 世 界第4位,総 従業 員 約36,000人 の ド

イ ヅ最 大 の 銀 行 で あ る。

コ ン ピュ ー タはIBM,Siemens,Nixdorf900な ど全国 で26シ ス

テ ム設 置 され て い るが,オ ン ライ ン化 さ れ て い るの は デ ュ ッセ ル ドル フ とハ

ン ブル グの2セ ン タの シ ス テ ムだ け で,他 は バ ッチ処 理 で あ る。

この2セ ン タ と フ ラ ンク フル トの セ ン タが3大 セ ン タ(GRZ)で あ り,

そ れぞ れIBM370/158×2とSiemens4004/151×2が 設 置 され

て い る。 要 員 数 も図2.1-1に 示 す よ うに,そ れ ぞ れ120名 余 りに達 して

い る。3セ ン タ相 互 間 は48Kbits/secの 回 線 に よ り,オ フライン高速デー

タ伝 送 を 行 っ て お り,他 の地 方 の バ ッチ ・セ ン タとの 間 もオ フ ラ イ ンで コ ン

セ ン トレ一 夕や,電 話 回 線 を通 して デ ー タの集 配 信 伝 送 を行 っ て い る。

この よ うに全 店 オ ンラ イ ン化 され て い な いの は意 外 で あっ た が,こ れ は 銀

行 業 務 の 処 理 が わ が 国 の 場合 と異 な る た め と思 われ る。 対 象業 務 は 当座 勘 定,

有価 証 券 受 託,普 通 預 金,小 口貸 付,会 計,給 与 計 算 等で あ るが,こ の うち

前 記2セ ン タで も,オ ン ラ イ ン化 され て い る の は,有 価証 券 関係 業 務 だけ で

あ る。

しか し,1976年 に はSWIFTNETWORKが 全 ヨー ロッパ及 び米 国 を

結 ん で サー ビス 開始 され る の で,こ れ に備 え て 自行 網 の 整 備 を 図 っ て お り,

1979 .年まで に は 端末 数 を5,000台 に す る計画 を 持 つ で い る。
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オ ペ レー シ ョ ンの現 状 と して は,3GRZは24時 間運 転 で,原 則 と して

3シ フ ト制 を とっ て お り,か な リ フル稼 動 を して い る。 しか しそ の 他 の 地 方

セ ン タは1乃 至1.5シ フ トとの こと で あ るo

年 間 レ ン タル料 は セ ン タ,端 末 関 係が5千 万 マル ク,回 線 料 が年 間200

万 マ ルク に達 して い る0

2.調 査 内容 及 び所 感

(1)EDP部 門 の 要 員 の 構 成 と採 用 方針

当銀 行 のEDP部 門 は1958年 に設 置 され,す で に17年 の 経験 と歴

史 を 有 してお り,代 表 的 な コ ン ピュー タ ・ユー ザ と考 え られ る。図2.1-

1は3GRZの 内部 組 織 図 で,ま た図2.1-2は 本 社,EDP部 門 の 構成

図 で あ る。 両 図 に お け る数 字 は 要 員数 を示 して お り,本 社 と3GRZの 合

計 だ け で511人 の 要 員が 配 置 され てい る。

現 在 の 要 員 は 大 学 新 卒 採 用 者,他 社 か らの 中途 採 用 者 及 び銀 行 内 の 他部

門 か らの転 用 者 に よっ て構 成 され て い るo

この3者 の 比 率 につ い て は正 確 に は分 らな か った が,本 社 の プ ログ ラ ミ

ン グ ・グ ル ー プの101人 につ い て言 え ば,半 分が 他 部 門か らの 転 用 者 で

残 りの 半 分 は,他 社 か らの 中途 採 用者 との こ とで あ る。 ま た,EDPシ ス

テ ム ・グルー プの16人 は,ほ とん どが 他 部 門か らの 転 用者 で あ る。 しか

し,EDP計 画 グル ー プに な る と,16人(大 学 卒)中10人 は大 学 新 卒

採 用者 で,他 の4人 が 他 社 か らの 中途採 用 者,残bの2人 は 銀行 入 社 後 自

主 的 に時 間 を工 面 して 大学 に行 っ た者 となっ て お り,仕 事 の グル ー プに よ

っ て 構成 が 異 なっ て い る。

初 期 のPCS時 代 に は 他 部 門か ら要 員 を集 め たが,最 近 は新 卒 者 又 は 他

社 乙 経験 者 の 採 用 が 中心 で,他 部 門か らの 転 用 は ほ とん どな い との こ とで

あ るo

EDP部 門の 要 員 の採 用 に つ いて は,EDP部 門が 独 自に決 定 して い る。

したが って,最 初 か ら銀行 業 務 に携 わ る要 員 とは別 個 に 分 け て採 用 してい
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GRZ所 長
(1人)

一 GRZ所 長代理
(1人)一一

作業準備班
コン トロール ・グルー ブ

デ ータ/プ ログラム保管室

プ ラ ニ ン グ室 デ ータ作成 グループ機 械 室

1.MS管 理 者

2、 故 障 担 当 者

3.TP/ハ ー ドウ ェア担 当 者

4.交 代 管 理 者

5.コ ン ソ ー ル ・オ ペ レ ー タ

(副 交 代 管 理 者 を 含 む)

6.マ ス タ ・ コ ン ソ ー ル オ ペ

レ ー タ

7.機 器 オ ペ レ ー タ

8.入 出 管 理 担 当

(60人)

1.専 門家

GRZ組 織担当

訓練担当

資材管理担当

特別課題担当

2.女 性秘書

(10人)

作 業 準 備 班(15人)

1.チ ー フ

2.専 門 家

チ ー フ

仕 事 の 指 導 担 当

デ ー タ バ ン ク 専 担

プ ログ ラ ム 専 担

ク ローズ ドシ 。ップ担 当

コ ン ト ロ ー ル グ ル ー プ(6人)

1.チ ー フ

2。 専 門 家

デ ー タ/プ ログ ラ ム保 管(6人)

1.チ ー フ

2.専 門 家

1.女 性 チ ー フ

2.女 崔 ・・一フ 代 理

3.パ ン チ ャ/検 査 員

(25人)

図2.1-1GRZ(大 セ ン タ)の 内 部 組 織 図

(合計124人)
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1人

八 一 ドウ エア

ソ フ トウ ェア

デ 一 夕 イ ン プ .ット

デ ー タ 回線

銀 .行 業 務

(ラ イン)

例 S.、V.LF.T

OCJl

デ ー タバ ン ク

貯 金 業 務

プログラ

ム指示

プログラム

メンテナ

例 貯金関係

当座勘定

有価証券受託

普通預金

クレジ ット

有価証券寄託

プログラ ム

ドキ ュメン

EDP関 係

銀行業務関係

フ ラ ン ク

プ ロ グ ラ ドル フ フ ル ト グ

ミン グ グ ル ー プ グ ル ー プ グ ル ー フ'

(合 計137人)

1人

8人

図2.1-2 本社EDP.部 門の組織構成
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る。 なお 当銀 行 に は 数 学 専 攻 が2人 い るが,そ の 他 は ほ とん どが 経済 や 経

営 の 専 攻 で,現 在 の と こ ろ情 報 処 理 関係 の専 門 コー スを卒 業 した 者 は い な

ho

採 用 に 当 っ て は面 接 試 験 に ウエ イ トをお い て お り川 この 割 合 が70%で,

筆 記試 験 結 果 は30%位 しか み て い な い。 この 点 は 特徴 的 で あ る。

(2)教 育,訓 練 の 現状

新 卒 者 の 入 社 後 の 訓 練 は,一 般 の 部 門 で は3ケ 月 位 で あ るが,EDP

部 門 は6ケ 月 同行 っ て い る。ProbationonTrial方 式 を とっ て お

り,6ケ 月 で不 適 と判 断 され た者 は,他 所 の部 署 へ 廻 す よ うに して い る。

EDP要 員 の 訓練 に つ い て は

① ・メー カな どの 外部 の講 習会 へ の 派 遣

② メー カか ら講 師 を 招 い て の 訓 練

③ 社 内の 専 門 家講 師 に よ る訓 練

④ オ ー ト ・ビイ ジュ ア ル に よる教 育

を併 用 して い る。 ④ は、self-trainingで,教 材 はIBMな どの米 国 製

教 材 を外 部 の機 関か ら購 入 して い る。

プ ロ グ ラ マは毎 年3週 間 の講 習 を,ま た オペ レー タは 毎年2週 間 の 講

習 を 受 け る こ とが 義 務 づ け られ て い る 。 しか し,講 習 は対 象 別 に 特別 の

プ ラ ンが あ る訳 で は な く,前 記 ①～ ④ の 中で,必 要 な講 習 を,必 要 な期

間 選ん で 受 け る よ うに なっ て い る。

この 他 に 全 行 員 向け のEDP入 門 教 育 を広 く行 っ て い る。 この 入 門 コ

ー ス は15時 間程 度 で ,既 に1,800人 が 受 講 して い る。 新 入 社 員 は す

べ て,こ の コー スを受 講 す る し,EDP要 員 の 入門 コー ス と して も利 用

さ れ て い る。 この カ リキ ュ ラム と教 材(.自 社 製)は よ く整 備 され て お り,

15時 間(8単 位)で 一 応 コ ン ピュ ー タ知 識 が マス ター で き る よ うに な

っ てい る。 本 報 告 書 の 資料 編 に この カ リキ ュ ラ ムを 掲 載 して い る。

(3)ロ ー テ ー シ ョ ン,職 能,昇 進 の 現 状
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ま ず,他 部 門 と の ロ ー テ ー シ ョ ン に つ い て は,た ま に,例 外 的 に 他 部

門 に 移 る こ と は あ る が,通 常 は 交 流 は な い 。 ル ー ル は 勿 論 存 在 し な い 。

フ ラ ン ク フ ル トで は,本 社,GR'Zを 含 め て 約260人 中,こ れ ま で4

～5人 が 移 動 した こ と が あ る 程 度 との こ と で あ る。 む しろ,引 抜 き 等 で

他 社 へ 移 る 例 は 多 少 あ る よ う で あ る 。

次 に,EDP部 門 内 の ジ ョ ブ ・ ロー テ ー シ ョ ンに つ い て は,こ れ は 一

応 考 え られ て い る。

jobfunctionは 制 度 化 さ れ て は い な い が,常 識 的 に

①

②

③

④

i∵ ∵er}・r・g・amm・ ・g・・up

systemengineer… … 最 初 か ら プ ロ グ ラ マ とは 別 で あ り,広

範 囲 な業 務 を 担 当 す る 。

IBM等 の 外 部 か ら来 て い る 人 を 指 す 。

に 分 け られ て お り,個 人 が どの ラ ンクに あた るか は管 理 者 が 見 て い て,

必 要 に 応 じて 担 務 を変 え て ゆ く方針 を とっ て い る。 ③ の 中 で,一 番優 秀

な 者 をEDP計 画 グル ー プに移 す。

管 理 者 は一 般 に ライ ン部 門か ら来 る。 シス テ ム ・プ ログ ラ マか らは あ

ま り昇進 しな い。 シス テ ム ・プ ログ ラマは一 般 に グ ルー プの 長 には なる

が,マ ネー ジ ャ(課 長)は 別 で,な れ て も自分 の仕 事 の セ ク シ ョ ンで の

マ ネー ジャに 限 られ,他 の 部 門の マネ ー ジャに は なれ ない 。

プ ロ グ ラ ミ ング ・グ ルー プは現 在平 均 年 令25才,最 高45才 との こ

とで あ るが,こ の45才 の 人 は,何 時 まで もプ ロ グ ラマ と して 過す こ と

に な るの で は な いか との こ とで あっ た。

職 員 も企業 も これ を 当然 と考え て い る よ うで,わ れ われ が,そ れ で不

満が な いか と 質問 した の に対 して彼 らは,そ の 質 問 を理 解 で き なか っ た

よ うで あ る。 ドイ ツ銀 行 の 調 査結 果 は恐 ら く ドイ ツ全 般 につ いて も言え

一291一



る こ とだ と推 察 す る。

調査先

面接者:

2.2ド イ ツlBM,エ ッ セ ン 教 育 セ ン タ

IBMDeutschlandGmbH,Ausbildungszρntrum

Essen

43』Essen-Bredeney,[['heodor-Althoff-Straβe1,

Postfach775.

Mr.Lohse(ChiefInstructor)

Mr.MartinUlrich(LeiterAusbildung)

Mr.HeinrichBorchers(LeiterAusbildung

DOsseldorf)

1.調 査 先概 要

当 セ ン タは エ ッセ ン郊 外の 広 大 な敷 地 の 中 に あ り,IBMユ ー ザ とIBM

職 員の 情 報 処 理 に 関 す る専 門 的 な研 修 を行 う と と もに学 習 プ ログ ラ ムの 開 発,

実 験 な どを行 っ て い る。

研 修 は 学 生 数 で み て,全 体 の 約80%が ユ ー ザ の研 修 で,20%位 がIBM

自身 の職 員 の 研 修 で あ る。 教 室 と収 容学 生 数 は つ ぎの とお りで あ る。

(教 室)(収 容 学 生 数)

ク ラス ・ル ー ム16ル ー ム434人

TVス クー ル2コ ー ス8人 ×10ル ー ム80

セ ル フ ・ス タデ ィ ・ル ー ム6人 ×12ル ー ム72

24人 ×1ル ー ム24

教 官 数 は 約40名 で あ る。

計
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教 育 教 材 と して はVTR教 材,デ ー タ端 末,デ ュ ッ セ ル ドル フ ・'サー ビ ス ・

セ ン タ のIBM/370シ ス テ ム に よ るIBMCALLサ ー ビス の 端 末,IBM

コ ン ピ ュ ー タ な どが 豊 富 に 用 意 され て お り,学 生 は これ ら の 施 設 を 充 分 に利

用 で き る よ う に な っ て い る0

2.調 査 内 容 及 び 所 感

こ こ で は チ ー フ,イ ン ス ト ラ ク タのLohse氏 他2名 か ら,教 育 方 法,セ

ン タの 教 官 の ス ケ ジ ュ ー ル(教 官1入 の1年 間 の ラ イ フ),そ の 他,IBM

サ ー ビス ・セ ン タ の 概 況 な ど の 説 明 を 受 け た 。

(1)教 育 方 法 に つhて+

① ク ラス ・ル ー ム'

こ れ は 普 通 の 講 義 形 式 で 行 う もの で あ る が,OHPや ビ デ オ ・テ ー プ

に よ るTV教 育,ラ イ トペ ン に よる 演 習 な ど も 豊 富 に と り'入 れ て い る 。

②TVス ク ー ル'

こ れ はVTRに よ り 自学 す る コ ー ス で,学 生 は テ キ ス トに 従 っ て,

TVカ セ ッ トに よ り勉 強 す る。 ラ イ ト ・ペ ン に よ る 演 習 や 実 際 に カ ー ド・

パ ン チ を して ,セ ン タ 内 の コ ン ピュ ー タ を 使 用 す る こ と も行 う。

イ ン ス ト ラ ク タ は1コ ー ス 当b1名 で あ る が,実 際 の 授 業 は し な い 。

③ セ ル フ ・ス タ デ ィ ー コー ス"

こ の コ ー ス は あ る 特 定 の 目 的,プ ロ ジ ェ ク トを も っ て,セ ル フ ・ス タ

デ ィ す る コ ー ス で あ る 。 こ れ もTVカ セ ッ ト,ラ イ ト ・ペ ン に よ る 演 習

を 行 う と と も に,デ ー タ端 末 を 利 用 して の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ

ムの 作 成,コ ン ピ ュ ー タに よ る シ ミュ レ ー シ ョ ン及 び 問 題 解 決 な ど を 行

う。

イ ン ス ト ラ ク タは1人 当 り,4コ ー ス を 受 け 持 っ て い る 。 ま た,学 生

約100人 当 り,1人 のtechnicaladviserが い て,学 生 か らの 質

問 は こ の ア ドバ イ ザ ー が イ ン ス ト ラ ク タ に 取 り 次 ぐ よ う に な っ て い るo

以 上 の よ う に プ で き る だ け 少 な い 教 官 で 教 育 が で き る よ う に 教 育 の 機 械
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化 を図 っ て い る点 が 特 徴 的 で ある。

こ の結 果,教 官 は3～4日 の コー スを年 間 約20数 コー ス受 け 持 ち,そ

の た めの 稼 働 は 年 間の 全 実 稼 働 日に対 して,約40数%を 占 め る程 度 で あ

る。 そ の 他 の 時 間 は教 育の 準 備,研 究,教 材 の 開 発,ア プ リケー シ ョ ンの

開 発改 良,IBMサ ー ビス ・セ ン タに対 す る シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア リン グ

や マー ケ ッテ ィ ン グな どの 支 援 活 動 を行 っ て い る 。

IBMで は 方 針 と して,イ ンス トラク タは年 間25%ず つ ロー テ ー シ ョ

ン し,4年 間 で 全 員 入 れ 変 る よ うに なっ て い る。 これ は ユ ー ザ 側の 諸 問 題

を よ く把 握 し,常 に適 切 な教 育 訓 練 をす るた め で もあ ろ う と思 われ るo

(2)IBMプ ログ ラ ム学 習 に つ い て

前述 の よ うにTVに よる プ ログ ラ ム学 習(dieProgrammierte

Unterweisungen)は 学 習 目標 を セ ル フ ・ス タデ ィす る もの で,そ の 主

な もの を あげ る と次 の よ うな ものが 作 られ て い る。

学 習 時 間

(時 間)

CG-PUコZピ ュ一 夕の 基 礎40～100

ASS-PUIBM/360ア セ ンブ ラ言 語 の プ ロ グ ラ ミ50～120

ン グ

FORTRANIV-PUIBMSystem/360,1130及 び180020～40

の プ ロ グ ラ ミン グ言語FORTRANIV

PL/1-PU

EDV/3-PU

IBM5496

IBM129

VS-PU

PL/1言 語 の概 要

IBMSystem/3の 概 要

IBMSystem/3カ ー ドせ ん 孔 機/検 孔

機 オ ー デ ィオ ーPU,

IBM129カ ー ドせ ん 孔機/検 孔 機

オ ー デ ィオ ーPU

仮 想 記 憶 の概 要

18～22

12～20

12～15

10～35

8～20

(3)ド イ ソにお け るIBM教 育 セ ンタの 設 置 状 況 及 び サ ー ビス ・セ ン タ との

関 係 に つい て
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教 育 セ ン タ はStuttgart,Berlin,Diisseldorf(実 際 の 所 在 地 はr

Essen),Dortmund,Frankfurt,Hamburg,M;nchenお よ び

Rhein-Mainの8ケ 所 に 設 置 さ れ てteb,そ の 他 に も教 育 セ ン タ と し

て 利 用 さ れ る学 校 な どが7ケ 所 程 あ るoそ の 中 で 最 も大 き い の は,

Stuttgartの 教 育 セ ン タで あ る 。

Stuttgartに は 教 育 方 法 を 研 究 す る ス タ ッ フ や,政 府 等 の た め の

ExecutiveSeminarの イ ン ス ト ラ ク タ ・,グル ー プ等,ス ペ シ ャ ル ・ グ

ル ー プが 配 置 さ れ て い る 。 ま た ビ ジ ネ ス ・ ゲー ム等 の 開 発 も行 っ て い る 。

一 般 に 教 育 セ ン タは ,そ の 地 方 の サ ー ビ ス ・セ ン タ に所 属 して い て,前

述 の よ うに,教 育 実 施 の 他 に 各 種 支 援 活 動 を行 っ て い る 。 例 え ば マ ー ケ ッ

テ ィ ン グ 支 援 と して,カ リキ ュ ラ ム とそ の 詳 細 な ドキ ュ メ ン トを 作 成 し,

ユ ー ザ へ 情 報 と して 提 供 す る こ と や,IBM支 所 の セ ー ル ス マ ン教 育 も行

っ てhるo

サ ー ビ ス ・セ ン タはStuttgart,DOsseldorf,Frankfurt,

Hamburg,MUnchenに あ り,全 部 で 約1,300人 の 職 員 を かか え て い る。

Essen教 育 セ ン タ ー はDOsseldorfサ ー ビス ・セ ン タに 所 属 し て い て,

こ の セ ン タは 教 育 セ ン タ の 職 員 約45人 を 含 め て420人 の 陣 容 で あ る 。

な お,保 守 者 の 教 育 は 全 く分 離 さ れ て お り,上 記 教 育 セ ン タは ソ フ ト要

員 の 訓 練 に 限 ら れ て い る 。

ド イ ツvafoい て はIBMが 最 大 の シ ェ ア を 占 め てk・ り,IBMの 教 育 体

・制 も全 西 独 を カ バ ー で き る よ う に 整 備 さ れ て い る 。 も っ と もSiemens社

も 全 西 独 を カ バ ー す る よ うに 教 育 体 制 を しい て い る が,コ ン ピュ ー タ利 用

の 普 及 促 進,情 報 処 理 技 術 者 の 教 育 の 面 で,や はbIBMが 最 大 の 影 響 を

与 え て い る。

(4)教 育 サ ー ビス の 有 無 料 の 限 界 に つ い て

ユ ー ザ に 対 す る 教 育 サ ー ビス は,特 殊 な も の は 有 料 で,一 般 的 な も の は

無 料 と い う原 則 に して お り,全 体 的 に み て 約30%近 く が 有 料 に あ た る と
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の こ と で ある。

この 原 則 は 同 じIBMで も国 に よっ て異 な っ て い る。

ノ■

2.5フ ラ ン ス 国 立 情 報 処 理 研 究 所

調査先

面接者:

InstitutdeRecherched'lnformatiqueet

d/Automatique(IRIA)

DomainedeVoluceou,Rocquencourt-78150

1」eChesnay,France

Mr,Jean-PierreAyrault,ChargedeMission

Mr.ChristianBarnes,Directe'urdeService

Formation-Informationノ
Mr・AimeArgentier,DirecteurAdjoint,CEPIA

Mr.AntoineJ.DeNaurois,DirecteurdesAffairet

ノ
etRelationsExterieures

や

1.調 査 先 概 要

IRIAは 情 報 科 学 とオ ー トメー シ ョ ンに 関 す る 研 究,教 育及 び 情 報 の提 供

を 目的 と して,1967年 に 法 律 に よっ て 設 立 され た 非 営 利 組 織 の 研 究所 で

あ る。 そ して 現 在 は 政 府 の 産業 総 局 長 に 直 接 つ なが っ て お り,ま た 理事 会 の

メ ンバ ー には 国 防 省,外 務 省,大 蔵 省,厚 生 省,産 業 研 究省,郵 電 省,大 学

局 の 代 表 者 が 入 っ て お り,こ の 研 究 所 が 如 何 に重 視 さ れ て い るか が うか が え

るo

IRIAの 組織 構 成 は図2.3-1の とお りで,大 き く6つ の 部 門 とCEPIA

か ら構 成 さ れ て い る。

主 な事 業 は① 自主 研 究,② 研 究 の 総合 と指 導,③ 情 報 処 理 に 関する技術サー
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Contr61e

PぬW

。に 』 咋、le

Drectlon

Admnlstratlve
etFnanciere

(総 務 示

。顧,,:

d・C垣cu1

(計 算 セ;タ)

LABORIA
J,L.LjonsDirecteur

G.NissenAdjoint

(情 報 処 理 研 究 所) ,

SESORI

(麟 翌 ㌘の総合と)

S.TJ.

(情酬 学揃 サー ビス)

SEFI

(教 育情 報 サ ー ビス)'

図2。3-'11RIAの 組 織 構 成 図
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ビ ス,④ 情 報 処 理 技 術 者 の 育 成 で あ る 。 図2.3-1va;ls・ け るLABORIA,

SESORI,S.T.1.,SEFIの4部 門 が,こ れ らの 事 業 を 行.っ て い る 主 要 な

部 門 で あ る 。 ノ
ま た,そ の 付 属 機 関 で あ るCEPIA(CentrePrived'Etudes

Pratiquesd'lnformatiqueetd'Automatique)は,企 業 や 行 政 官

ノ ノ

庁 に対 す る情報 処 理 教 育研 修 機 関 と して,1968年9月 に政 府 のDele－

ノ

gueaL'lnformatique(情 報 代 表)とIRIAに よっ て設 立 さ れ た 研修

セ ン タで あ る。 や は り非 営 利 組 織 で あるが,私 立 で独 立 採 算 を 建 前 と して い

る0

2.調 査 内容k・ よび所 感

情 報 処 理 技 術者 の教 育研 修 はIRIAのSEFI部 門 とCEPIAで 行 わ れ

て い る0

2.1SEFIに つ い て

SEFIの 職 員数 は45人 で,さ らに4つ の部 門 に 分 れ て い るo

① 教 育

② ドキ ュメ ン テ ー シ ョン ・セ ン タ

③ 出 版

④C.1.C.1

(1)IRIA情 報 科 学 学 校(ecoleinformatiquedeμ ノiria)

SEFIの 教 育 部 門 の主 要 な事 業 は この 学 校 の 運 営 で あ る。 この 学校 は

大 き く分 け て2つ の コー スを 設 け て い る。 何 れ も専 門 家 向 け の 高度 の 教 育

訓 練 で,い わ ゆ る ア ドバ ンス ・コTス で あ るo

①2'6colede2arecherche(研 究 コー ス)

この コー ス は情 報 処 理 関係 の 特 定 テ ー マに つ い ての 上 級 教 育 と情 報 処

理 関 係 の 動 向,新 知 識 の普 及 教 育 の2つ を 目的 と してお り,講 師 は

IRIAの 中か らだ け で な く,他 の セ ン タや 大 学 研 究所 か ら も招 い て い

る。1976年 の具 体 的 な ス ケ ジ ュー ルは 資 料 編 に 掲載 して い る が,16

コー一'『ス,延 べ68日 が 計画 され て い る。1コ ー スは3日 乃 至5日 が 大半
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で,中 に は2日,10日 の コー ス もあ る。 内 容 的 に は セ ミナ と同 じで,

受 講 料 は1日 平 均 約200フ ランで あ る。

②2'6colepluridisciplinaire(複 合 領 域 の 研修 コー ス)

この コー ス は医 学,法 律,組 織 の 科 学,言 語 学,地 質学,芸 術 等 の よ

うな種 々の 分 野へ の情 報 科学 技術 の利 用 に 関す る教 育 を 目的 と して い る。

講 師 はIRIAの 内部 か らと,こ れ らの 問 題 に 関す る権 威 が い る技 術 関

連 団体,専 門研 究 機 関 等 か ら招 いて い る。

1976年 の 具 体 的 なス ケ ジュー ル は 資料 編 に掲 載 して い るが,16

コー ス,延 べ58日 が 計画 され て い る。1コ ー ス は2～6日 で ,や はb

内 容 的 に は セ ミナ と同 じで,1日 当bの 受講 料 も同 じ く200フ ラ ンで

あ るo

(2)CICIの 教 育 情 報 サ ー ビス

CICIは 情 報 処 理 関係 教 育 に つ いて,フ ラ ンス 中の どの機 関 で,ど ん

な教 育 が 行 われ て い るか を調 査 し,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョン と して,情 報 科

学 教 育年 報 を発 行 して い る。

ま た,こ の年 報 を も とに して,情 報 科学 関 係 の教 育 体 系,教 育機 関,資

格,職 業 な どに 関 す る各種 案 内 パ ン フレ ッ トを発行 して い る。

フ ラン スVatoけ る 公立 のInformatique常 設 教 育 機 関(CICIの パ

ン フ レ ッ トよ り)

①AFP∵:二 蒜;≡1∋

この 協 会 はMontreuilに あ り,成 人 を 対 象 と して キー ・パ ン チ ャ,

大 ざ な シス テ ムの オ ペ レー タ,ア ナ リシスの 知 識 も有 す る プ ログ ラ マ,

電 子 技 術 者 な どの 養成 を行 っ てお り,単 な る セ ミナ教 育 で は な く,か な

り充 実 した専 門 教 育 を行 っ て い る学校 で あ る。
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② …MC㌔ 監 ㌫atiOna'desArtse')

こ の 学 校 は パ リに あb,CycleA,B,Cの3段 階 に な っ て い る 。

③IUT(LeslnstitutUniversitairesdeTechnologie)

④Universit6S(大 学)

⑤G,and。 、6、 。1。(グ ラ ン ゼ コ ー ・レ)

フ ラ ン ス の 情 報 科 学 教 育 体 系

図2.3-2はIRIAが 示 して い る 体 系 図 で あ る。

1971年 に 職 業 養 成 と してCAPFI(・LeCerti'ficatd'Apti-

tudeProfessionnelleauxFonctionsdeL'lnformatique:

情 報 科 学 の 職 務vak・ け る プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 資 格 免 状)とBPI(2e

BrevetProfessionneld'lnformatique:情 報 科 学 の ブ ロ フ ェ ッ'

シ ョ ナ ル 免 状)が 設 立 さ れ て い る 。

前 者 は 情 報 科 学 の 一 般 養 成 を 行 う もの で,養 成 期 間 は1年 ま た は2年 で

あ る 。 す で に 別 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル の 資 格 を 持 っ て い る 人 や,昇 進 す る

た め に 情 報 科 学 の 知 識 を も っ と 勉 強 し た い と望 む 人 に 役 立 っ て い る 。 しか

し こ れ だ け で,オ ペ レー タや プ ロ グ ラ マ に な る 資 格 が 与 え ら れ る 訳 で は な

い 。 後 者 は 最 低2年 間 の 養 成 を 行 い,得 られ た 知 識 を 認 定 す る と と も に,

プ ロ グ ラ ミ ン グ に 従 事 し て い る 人 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル な 昇 進 を 認 定 す る

も の で あ る 。 職 業 教 育 と し て は これ らの 他 にAFPA,CNAMや 大 学 で 教

育 を 受 け る こ と が で き る 。

学 校 教 育 は 中 級 課 程 と 上 級 課 程 とが あ り,上 級 課 程 は3つ のCycleに

分 れ て い る 。 ノ
図2.3-2中 級 課 程 のBacHはBaccalaureatdetechniques

informatiques(programmation)一 情 報 科 学 技 術 の 大 学 入 学 資 格 一

の こ と で,Seconde(第2学 級)終 了 後 の2年 間 コ ー ス で あ る 。

上 級 課 程 の 最 初 の1cycleは 短 期 教 育 と 呼 ば れ,2cycle以 上 に 進 む
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ORGANIGRAMMEDEL'ENSEIGNEMENTDEL'INFORMATIQUE

εTUDES

SECONDAIRES

(中 級課程)

2年

∠

BacH

ア

ETUDESSUPERIEURES,(上 級 量墨.程)_

1.,CYCLE

1reAnn6e

(第1年)

2。Ann6e

(第2年)

ZCYCLE

lr.Ann6e2eAnn白e lteAnn◆e

MATHSSUP,CB
ac)MATHSSPE

.

(数 学 上 級,専 修)

3CYCLE

ムAnn◆e

GRANDESECOLES

Ootioninformatioue

の グ ラ ンゼ コ ー ル

3Ann◆e

(注)DUT:

DEUG:

B.T.S:

DEA:

DOCTEUR|NGENIEUR

(工 学 博 士)

(情報科学工業大学)
DUTlntOrmatlqve

tBac)

　ピロむ ヨヒほ　 ぴゆ じ　

tBec}'

(科学 の→ 妖 学)

ftDgremmeurP9

げさロ　　リニ

(研 究 プ ロ
グ ラマ)

INSTITUTDEPROGRAMMATION

(プログラミングの研究所)
pvt6

intorTTIellqu鱈{G'● ∩ob㎏}.
'

bpanenTreltementdel'lnformtt$en三 工

　ゐ 　ニトビ

`(情報処 理 のエ キろ パ ー ト)

スパこ《亮;ラ マ)

DiplomeUniversitairede
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図2.3-2情 報 科 学教 育 の 体 系
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コー ス を長 期 教 育 と呼 ば れ て い る。

図2.3.-3はIRIAが 示 して い る情 報 処 理 関係 の 職業 パ ノ ラマで,こ

れ らの 職 業 に就 くには どの よ うな教 育機 関 で 教 育 を受 け れ ば よいか,主 と

して公 立 の 機 関 を 中心 に 表 に した もの を 資 料 編 に掲 載 して い る。

2.2CEPIAに つ い て

CEPIAは 教 育 活動 だけ を 行 っ て い る。IRIAが 範 囲を 絞 っ て高 度 な専

門 教 育 を行 うの に 対 して,CEPIAは 実 務 に必 須 の,実 際的,か つ 比較 的 に

基 礎 的 な教 育 を 巾広 く行 っ て い る。

CEPIAの 教 育 ・研 修 の 専 任 教 官 は 少 な く,IRIAや そ の 他 の研 究所 な

どか ら必 要 に 応 じて講 師 を招 き,コ ー スを 編 成 して い る。

こ この教 育 ・研 修 は,予 め 計 画 した 予 定 の コー ス と,外 か らの依 頼 に よっ

て 行 う コー スの 二 つ に 大 き く分 け られ る。 前 者 の1976年 ス ケ ジ ュー ル を

資料 編 に 掲 載 して い る。 これ に は フ ラ ンス 中 だ けで な く,外 国 か ら も受講 で

き る 。 ほ とん どが 企業 側が 人 選 し,企 業 負 担 で 派遣 して い る。 フ ラ ンスで は

企 業 が 一 定 の 教 育 費 を負担 す る こ とが 義 務 ず け られ て お り,し ない と税 金 を

と られ るの で,企 業 派 遣 は通 常 の よ うで あ る が,こ の た め 人選 が 企業 の 都合

に よb行 わ れ,結 果 と して大 学 卒 が派 遣 さ れ る こ とが 多 い。CEPIAは 大学

卒 で な い者 を もっ と受 講 させ た い と考え て い るが,結 局 受 講者 の99%は 大

学 卒 も し くはそ れ と同等 の者 とな っ て い る。

CEPIAの 受 講 者 は,1ク ラス当b最 大30名,最 少8名,平 均 約20名

で,年 間平 均 約2,000名 に及 ん で い る。

1974年 は

総 講 義時 間:6,100時 間

受 講者 の 総 人 時 間.155,000人 時

受講 者 の企 業 別 内訳:

政 府 関 係600人以 上

{
私 企業300人以 上

セ ミパ ブ リ ック の企 業110

外 国360

各 種 実 務 学 校 か らの受 講50
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外 部 か らの 依 頼 に よる 研修 は,や は リ フ ラ ンス国 内 だけ で な く,外 国 か ら

で あ っ て も注 文 に 応 じて,依 頼 者 の 希 望 す る場 所,時 間 に研 修 を行 う こ と と

して い る0

1974年 度 運 営 費 実 績

IRIA(CEPIAを 含 む)の 総 経費29,896千 フラン(約20.9億 円)

IRIAのSEFIの 経 費5,747(19.2%)(約4.2)

CEPIAの 経費.602(2.0)(約0.4)

LABORIAの 経 費14,373(48.1)(約10,1)

2.4パ テ ・ マ ル コ ニ 会 社

'調査 先

面 接者:

PatheMarconiEMICompany

2RueE.Pathe78400.Chatou,Frhnce

Mr.PierreRoubeau,EDPManager

`

■

1・ 調 査 朱 概 要

当 社 は 現 在,レ コ ー ド と テ ー プ の 専 門 メ ー カ で,1973年 の 市 場 占 有 率

は19%,レ コ ー ドと テ ー プ に つ い て は ブ イ リ ッ プ ス 社 に 次 ぐ第2位 の 大 手

メ ー カで あ るo

創 立:1898年

年 間 売 上 高:1973年1,100万 フ ラ ン

従 業 員 数:約900名 強

コ ン ピ ュ ー タ 関 係 と し て は,従 来GE130を 使 用 して い た が,こ れ を

1974年10月1日 か ら1975年7月4日 ま で の 約9ケ 月 間 か か っ て

H600(1Cpu)に 取 替 え た と こ ろ で あ っ た 。

会 社 の オ ー ダ ・エ ン ト リか ら製 造 管 理,販 売 在 庫 管 理,各 種 統 計,会 計,
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職 員 の 給 与計 算 ま で 一 切 を コ ン ピュー タ化 して い る。

端 末 は イ ンハ ウスの もの が12台,そ の 他 パ リ本 社 用 と して,リ モ ー ト端

末 が1台 接続 され て い る。197'6年 に は 端末 を30台 にす る との こ とで あ

る0

2.調 査 内容 及 び所 感

(1)EDP要 員 の 構 成

EDP部 門 の 要 員 は 現 在,ア ナ リス ト4、名1プ ログ ラマ4名,オ ペ レー

タ5名 の 計,僅 か13名 で あ る。 この 会 社 で は5年 前 に ア ナ リス ト,プ ロ

グ ラ マが 全 員 や め たた め,外 部 か ら専 門 家 を6名 採 用 する と と もに,社 内

か ら2人 を養 成 して充 当 してい る。 ア ナ リス トは 全 員 プ ログ ラ ミン グ もで

き るの で,8名 を グル ー プ分 け して,プ ロ ジェ ク トを分 担 させ て い る。

(2)EDP教 育 の実 態

この 会社 で は 前 述 の よ うに 約9ケ 月 間か か っ て,新 機種 へ の 切 替 え を行

っ た の で,そ の 時 の 要 員 訓 練の 経 験談 が 話 の 中心 となっ た 。

切 替 え に 当っ て,EDP部 門 の要 員 に つ い て は,マ シ ンの提 供 者 で ある

ハ ネ ウェ ル ・ブルか ら専 門 家 に 来 て貰 っ て,前 に使 っ て い た機 種 との 相 違

点 だ け を教 え て 貰 っ て い る。

次 に,EDP部 門 だけ で な く,会 社 の 全 員 が コン ピュー タの知 識 を持 た

な い と,成 功 しな い の で,EDP部 門の 人 間が 中心 と なっ て,会 社 の全 員

に 教 育 を して い る。 そ の 内容 は1.会 社 の会 計 シス テ ムの 説 明,2.機 械

化 前 と機 械 化 後 の 説 明,3.機 械 処理 の概 要,4.コ ン ビ=・'一夕概 要,

5.プ ログ ラ ミ ング概 要,6.コ ン ビ=ご タ操 作 方 法,な どで あ る。

以 上 の よ うな会 社 全 体 の協 力 と努 力に よっ て,途 中遅 れ は あつ た が,最

終 的 に は当 初 計 画 よb僅 か3日 遅れ で,全 面稼 動 に持 っ て ゆ くこ とが で き

た 事 を 強調 して いた 。

(3)フ ラ ンス の 一般 的 な現 状 に つ し(てのRoubeau氏 の 説 明'

フ ランス の コ ン ピュー タ ・L－ ザにお け るEDP要 員 の 採 用,処 遇,
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ロー テ ー シ ョン,教 育 な どの 一 般 的 な現 状 に つ い て,面 接 したRoubeau

氏 か ら聞 いた 興 味 深 い 話 を以 下 に述 べ る こ と とす る。

① 採 用,処 遇 に つ い て

EDP要 員 は 一 般 的 にEDP部 門 が 採 用 して い る。 プ ログ ラマ と して

入 社 して も,優 秀 な人 は ア ナ リス トへ と進 む。 優 秀 な 人 は3年 で,平 均

して 大体5～6年 で ア ナ リス トに な る。 しか し,ど う して もア ナ リス ト

に なれ ない 人 もい るo

ア ナ リス トは 論 理 的 で あ る こ と,自 分 の 分 野 に 熟 知 して い る こ と,そ

して,会 社 の 仕 組 み を よ く知 っ て い る こ とが 要 求 され る。 入 の 話 を よ く

聞 くこ との で き る人 で,協 調 的 で ある こ とが 必 要 で あ る。

他 企 業 か ら経 験 者 を採 用 す る場 合 は,前 の会 社 に 電 話 をか け て,前 歴,.

能 力,人 柄 等 につ い て 問合 わせ る。 フ ランス で は これ は 自 由で お互 い に

よ く教え て い る。 プ ログ ラマ とア ナ リス トの違 い は,資 格 等 特別 の 差 に

よ る もの で は な く,会 社 の実 務で 評 価 して 結局EDP部 門 の 中 で きめ て

い るo

給 料 は ア ナ リス トが 約6,000フ ラ ン,プ ログ ラ マは約3,000フ ランで

あ る。EDP部 門 の 要 員 は 平 均 年 令 が若 いの で,こ の 給 与 水準 は 他 の 部

門 よ り高 い。

フ ランスで は1つ の会 社 か ら次 の 会 社 へ と移 っ て ゆ くこ とが非 常 に多

い。 会社 を変 る こ とは 経験 をふ やす た めに 有 効 で あ り,給 料 も段 々上 る

の で,多 少 問 題点 もな くは な いが,一 般 に 非 常 に 良い 方 法 と され て い る。

これ はEDP部 門 に 限 らず,一 般 的 に どの 部 門 で もそ うで あ る。

② ロー テ ー シ ョンに つ いて

EDP部 門 は 専 門 化 され て お り,一 般 に会 社 の 中 の他 部 門 との ロー テ

ー シ ョ ンは な い。 他 部 門へ 移 れ ない こ とは な い が,移 る と今 ま での 知 識,

経 験 が生 か さ れ な くな る の で 損 をす る とい う考 え 方 で あ る。

ア ナ リス トがEDPの 職 場 を離 れ るの は幹 部 へ の 昇 進 の 場 合 だ け で あ
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る。EDP部 門 の 中 で 管 理 者 とな り,更 に他 の 部 門 の 管 理 者へ と異 動す

る こ とは ある が,い わ ゆる 他 部 門 との ロー テー シ ョンは な い。

3,000人 以 上 位 の 大 会 社 で は⑳また シス テ ムが 違 う し,EDPに 関 し

て 種 々の 部 門が あ るの で,ロ ー テ ー シ ョンが あ るか も知 れ な い。

一 般 に ア ナ リス トは ,別 の会 社 の ア ナ リス トの 地 位 を 求 め て移 る か,

全 く別 の 仕事 を した い場 合 は,小 さ な会社 の 管 理 部 門 に入 る例 が 多 い。

後 者 は 昇進 の形 とな る し,企 業 側 もア ナ リス トは優 秀 で あ る か ら管理 者

と して も優 秀 で あ る とい う と とで歓 迎 して い る。.

なk・,EDP部 門 の 管理 者 もマ シ ンを変え たbす る場 合 は,そ の専 門

家 を メー カな ど外 部 か ら連れ て くる こ とが ある。

③ 情 報 処 理教 育機 関 に つ い て

フ ラ ンスに は,か っ て電 算 機 学 校 が2つ あっ て,6ケ 月 で ア ナ リス ト

に なれ る とい う こと で あ っ たが,こ の レベ ルが非 常 に低 か っ た。 そ こで

1965～1970に 政 府 が 乗 り 出 し,大 学 に情 報 関 係 の講 座 を設 け た。 ま

た,情 報 関係 のGrandesEcoleや 情 報 関係 専 門 の 大学 を設 置 した。

今 後 は これ らの学 校 を 卒業 した者 が マ ネー ジャに な る で あ ろ う。 そ の他

現 在 で は 高 校 の 途 中か ら行 け る プ ロ グ ラマな どの専 門学 校 も あ る。

これ らが で きる前,す で に 管理 者 に なっ てい た 人 は,社 内 で 教 育 を 受

け るか,6ケ 月 の有 給 休 暇 が とれ る ので,こ れ を利 用 して 情 報 関 係専 門

の 大学 に行 く(期 間,課 程 は 選 択 で き る)か の2通bの 道 が あ る。

IRIAは 情 報 関 係 専 門 の 大学 と似 てい るが 異 質 で あ る。 情 報 関 係専

門 の大 学 に 有 給 休 暇 を とっ て 行 く場 合 は,情 報 処 理 関係 の 全 体 を勉 強 で

き るが,IRIAの 場 合 は,パ ッケー ジ化 され た専 門 の 問 題 を短 期 間 勉

強 する とい う点 で異 な っ て い る。

以 上 のRoubealu氏 の説 明 は ど ち らか と言 えば 小企 業 の実 態 を ベ ー ス に

した 話 と思 われ るが,も と も と パ テ ・マル コニを訪 問 す る こ とに なっ た の

は,製 造 業 の ユ ー ザの 代 表 と して,ハ ネ ウエ ル ・ブ ル社 の 紹 介 に よる もの
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で,同 行 した ハ ネ ウエ ル ・ブル社 の 職 員 もこの 話 を 全 く肯 定 して い た とこ

ろ を み る と,フ ランスの 一 般 的 な状 況 と して,か な り的 確 な説 明だ と考 え

て よい と思 わ れ る。
、●

'←

2.5エ ー ル ・7ラ ン ス 国 営 航 空 会 社

調査先

面接者

AirFrance

ServiceFormation,LaSous-Direct'ionDe

L/lnformatique

74Boulevard,Auguste-Blanqui75013,Paris.

RogerGioffredy,ChafdeServiceFormation

DG-IE.

RogerTissier,ServiceFormationDG-IE.

4

■

1.調 査 先 概 要

当 社 は コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 進 ん だ 代 表 的 ユ ー ザ で あ る。 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ

ス テ ムの 概 況 は 図2.5-1の と お りで,オ ル リー 近 郊 と パ リ市 内 の オ ー ギ ス

ト ・ブ ラ ン キ 通bの2ケ 所 に セ ン タ を 設 置 し て い る 。

な お,当 社 の 総 従 業 員 数 は 約30,000人(う ち 管 理 者 約3,000人)で あ る 。

2.調 査 内 容 及 び 所 感

(1)Informatique部 門 の 要 員 構 成

Informatique部 門(LaSous-DirectiondeL'lnformati-

que)は 情 報 局 長(DirecteurdeL'lnformatiqueetdes

InstallationFixes)直 属 の 専 担 次 長(Sous-Directeurde

L{lnformatique)の も と に あ り,そ の 構 成 図 を 図2.5-2に 示 す 。 総

職 員 数 は642人 で あ る 。

,
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・オ ル リ ー セ ン タ
ド ぷ

1「b

縮 約システ趨 ン ラ イ ン

末:1,500台

ユ ー ヨ ー ク,

G 京など世界中
ワシン トンDり

旅 客 チ ェ ック イ ン ・シ ス テ ム

{
パ リ近郊のみオン ライン

端末:250台

611麓liiり

パ リ セ ン タ

ひ

■

IBM370/145×1

IBM370/168×1

370/145×1

三篶 システム{

オ ンライン

端末:200台

麗 墓麟 蓮オルリー⇒

一 般 管 理 用 シ ス テ ム ・

(Gestion)

ピ ㌶ 財⌒ 等の管醐 を⇒

図2.5-1AirFranceの コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム
▼

領
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シ ス テ ム分 析 及 び プ ログ ラム作 成 は大 き くIBMシ ス テ ム(航 空 貨 物 及

び 一 般 管 理)とUNIVACシ ス テ ム(座 席 予 約 及 び旅 客 チ ェ ック イ ン)に

分 け て,2つ の ア プ リケー シ ョ ン担 当部 が,そ れぞ れ 担 当 して い る。 これ

らの 要 員 構 成 は つ ぎの とお りで あ る。

IBMシ ス テ ムの

ア プ リケ ー シ ョ ン担 当 部

UNIVACシ ス テ ム の

ア プ リケ ー シ ョ ン 担 当 部

計 画 責 任 者 及 び

エ ン ジニ ア

ア ナ リス ト

プ ログ ラマ

21人

49

68

6人

30

45
」

計 138 81

シ ス テ ムの オ ペ レー シ ョ ンは コ ン ピュ ー タ運 用担 当課 が 担 当 して い るが,

オ ル リー と パ リの 両 セ ン タ と も24時 間 運 転 で,4シ フ トを しい て お り～

要 員 は320人 で あるo

この 中に は,マ シ ンオ ペ レー タの 他 に,キ ご パ ンチ ャ,回 線 一端 ネ の指

揮 者,デ ー タ入 出力 管理 要 員 及 び 責 任 者 を含ん で いる ヵ㍉ そ れ に して もか

な りの 大 世 帯で あるの は,オ ペ レー タが コ ンソー ル関 係ク ファ ィル 関 係 な

どに分 業 化 され て お り,ζ の た め で は ない か と思 われ るg

(2)EDP要 員 採 用 の 現状

① オ ペ レー タ:社 内の 他 部 門 か ら転 用

② プ ログラ マ:

i)高 校卒 の 採 用

iD社 内 他 部 門 か らの 転 用(高 校 卒 で なけ れ ば テ ス トを して,こ れ に合

格 した もの)

iii)IUT(1:n,sLtii'ttuttUni・versitai・rCTeChno1Pgigue,修 業 年

限 は高 校卒 後`2年 間)卒 の 採 用

iv)オ ペレ・一 夕か らの 昇 進

5年 前 まで1は。 専 門の 学 校 が なか っ た の で,Dとii)が 主 で あっ た が,
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情 報 局 次 長

c蕊 　 ぽ1血)吠
mission担 当

10人 5人
▲

15人

r 、

調 査 部

瞬 ユ一夕導入り

計 画 課

(予 算担当)

実行計画作成担当課 教育訓練担当課

(EDP要 員養成部門)『

7人 138人 81人 320入

÷

65入

端末装置保守担当課
・

座席予約システム 、

劇 別一 ノ

航空 貨物 システム及 び
一般 管理用 システ ム

(IBMシ ス テム)の

ア プ リケーシ ョン担当

部,

座 席予約 システ ム及 び

旅客 チ ェックイン ・シ

ステム(UNIVACシ ス

テム)の ア プリケーシ

。ン担当部

コ ン ピ ュ ー タ 運 用 担 当

課

IBMシ ス テ ム セ

ン タ,UNIVAC

シ ス テ ム セ ン タ

電 気通'信部

(通信関係担当)

o

認 ㌶ ・プロつC露 ㌘ プログう

図2.5-21nformatique部 門 の 構 成

合計642人



IUT(修 業 年 限 は高 校 卒 後2年 間)が で きて か らはi)を 段 々止 め て,現

在 で は 肋 が 主 とな っ て い る。 な ま㍉iDは ま だ若 干 続 いて い る。

③ エ ン ジニ ア:30才 以 下 の エ ンジ ニ アを採 用 す る。

i)GrandesEcole卒 の 採 用

ii)大 学 の修 士,博 士 課 程 卒 の 採 用(学 士 は採 用 しな い。 学 士 はIUT

卒 扱 い と して い る。)

iii)内 部 で の 昇 進(D,Dの 合 計 とほぼ 同数)

④ ア ナ リス ト:

D'プ ログ ラマか らの 昇 進

ii)'エ ンジ ニ アか ら

㈲ ロー デ ー シ ョン と昇進 の 現状

EDP部 門 で は,入 っ て か ら5年 経 過 した ら,本 人 の 希 望 を聞 き,転 出

希 望 者 は 他へ 配 転 す る こ とを原 則 と して い る。 あ くま で 本 人 の 希 望 に よる

,社 内異 動 が原 則 で あb,こ れ は年 間 僅か3%程 度 との こ とで あ る。 こQ移

動 率 はEDP部 門 に 限 らず,他 の 部 門 で も同程度 だ そ うで あ るか ら,全 社

'的に移 動 希望 者 が 少 な
い訳 で,こ れ は他 部 門へ 移 る と,今 ま で の 経 験 や 知

識 が その ま ま生 かせ ず,新 規 や り直 しに な るの で,却 っ て 不利 に な る とい

う考 え か らで あ る。

な お,他 部 門 へ 希望 配 転 す る場 合 は,ポ ス トを探 し,そ れ に 適 応 で き る

よ うな教 育 を行 っ て お り,ま た 転 出希 望 も会 社 の 中で の こ とで,他 社 へ 移

る例 は 極 め て 少 ない。

結論 と して,他 部 門 との 希望 に よる ロー テ ー シ ョン を若 干(約3%)で

は あ るが 行 っ てk・b,こ れ を4%位 に上 げ た い との こ とで あっ た 。 しか し

や は り中心 は 部 門 内 での ジ ョ ブ ・ロー テ ー シ ョ ンで あ る。

,っ ぎに 昇進 に つ い て は,経 験 を積 み エ キ ス パ ー・トに なれ ば 当 然 昇 進 して

ゆ き,部 門 内 で マ ネー ジ ャに な る道 が ひ らか れ て い る。 当 社 の 場 合,管 理

職 は 内部 昇進 を 原 則 と して お り,部 門 内 で マ ネー ジャに な るの が 最 高 で,
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も し部門 内で ポス トが 不 足 した 場合 は,他 部 門の マ ネ ー ジャに して い る。

こ の選 択 は 討 論 に よ り民 主 的 に きめて い る との ことで あ る。

な お,ア ナ リス トは 昇 進 の た め で あれ ば,予 め 必 要 な研 修 を受 け て,ど

こ に で も移れ る。'

(4)教 育 ・訓練 の 現 状

訪 問 したEDP要 員 養成 部 門 の 要員 研修 所 は,要 員 養 成 計 画 を定 め,養

成 コー ス,教 材 等 の 整備 を図 る と と もに研 修 を実 施 して い るσ

プ ログ ラマの 養成 に つ い て は,初 歩 の プ ログ ラマ,プ ログ ラマ,ア ナ リ

ス ト ・プ ログ ラ マ,チ ー フ ・プ ログ ラマに レベ ル分 け して,そ れ ぞ れ の レ

ベ ルで 学 ぶ べ き カ リキ ュ ラムを 定 めて い る。(詳 細 は 本 報 告 書 の 資料 編 を

参 照 され た い。).

現 在 実 施 して い る養成 コー ス と しては

① 基 礎 コー ズ:新 入 社 員,初 歩 の プ ロ グ ラマな ど を対 象 に した コー ス。

外 部 か らも参 加 で きる。

② 完 成 コー ス:情 報 処 理 技 術者 を対 象 と した ス キ ル ・ア ップの コー ス。

③ 資 格 付 与 コー ス:COBOL,FORTRANな ど プ ログ ラ ム言語 を専

門 的 に 教 え,社 内 で ス ペ シ ャ リ入 トと して の 資 格 を与 え る コー ス。

④ 研 究 コー ス:講 演 な どを 通 じて,各 種 の 経 験 的 な新 知 識 を修 得 させ

る コ.一スo.

⑤ 一 般 教 育 ゴ ー ス:数 学 や フ ランス語 を教 え る コ ー ス。

が 設 けち れて い る。(詳 細 は 本 報 告書 の 資料 編 を参 照 され た い。)

訓 練 方法 と して は 講 義 形 式 とVTRに よる視 聴覚 教 育 を用 い て い る。 後

者 は セル フ ・テ ィ ー チ ングで 比 較 的 少人 数の 場 合 に 適 してお り,教 官は 終

了 後L5分 位 討 議 に 応 じる程 度 で ある。 当研 修所 に は ビデ オ ・テー プに よ

るVTR教 育 教 室 が4つ あ り,同 時 に約60人 を収 容 で き る。 ま た,研 修

所 内に は ス タデ ィ オが あ り,ビ デ オ教 材 を 自 ら製 作 して い る。

・教 官は ほ とん ど社 内で まか な っ て お り,メ ー カな ど外 部 か ら講 師 を招 く
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の は,新 技 術講 演 程 度 で あ る。 社 内 の教 官 の 養成 に つ い て は,や は リ メー

カ等 に 派 遣 して 特 別 の 教 育 を受 け さ せ て 養成 して い る。

この 研修 所 は か な り権 威 を もっ て お り,外 部か らの 受 講 も多 い。 大 学 生

が 夏休 み に,3ケ 月 の 研 修(無 料)を 受 け に来 る し,ま た,IRIAか ら

も受 講 に 来 て い る との こ とで あ る。

な お,当 社 の 教 育 投 資 は総 売 上げ に 対 して,パ イ ロ ッ トを含 め た総 教 育

投 資が12%,パ イ ロッ トを除 く地 上 勤 務 要 員(情 報,商 業 関 係 等)に 対

す る もの が5%で あ る。 情 報 関 係 だ け に つ い て は 不 明 で あっ た。 フ ランス

では 総 売 上 げ の1%は 教 育 に投 資 す る よ う法 律 で き め られ て い るの で,教

育 に は 熱 心 で あ る。

2.6イ ギ リス 国立 計 算 セ ン タ
φ

2.6.1本

調 査 先:

面接者

部

TheNationa'lComputingCentreLimited.

OxfordRoad,Manchester,M17ED,England

Mr.E.J.Howe,DeputyDirector

Mr.E.A.Bird,HeadofEducationandAduice

Mr.G.Penney,EducationandAdvice

Mr.G.E.Hall,InternationalActivities

Manager

Mr.R.L.Brown,InternationalActivities

■

1.調 査 先概 要

当 セ ン タは 英 国 に お け る コ ン ピュー タの 有 効利 用 を普 及促 進 す る た め に,

政 府,工 業,商 業 か ら資金 を供給 され て い る非 営利 組 織 で あ る。1966年
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に 設 立 され,本 来 は 政 府 と 産 業 一 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ 協 会,製 造 会 社 及

び サ ー ビス 会 社 一 と の 間 の 組 合 で あ る。 ポ リシ ー 決 定 は,14人 の 評 議 会

で 決 定 さ れ る 。7人 は メ ン バ ー か ら選 ば れ,残b7人 は 政 府 か ら任 命 さ れ て

い るoロ ン ドン,バ ー ミ ン ガ ム,マ ン チ ェ ス タ,ブ リス トル,グ ラ ス ゴ ー,

及 び ベ ル フ ァ ス トの6ケ 所 に 支 部 が あ る。

職 員 数 は 約180人,年 間 予 算 は 約180万 ポ ン ド,そ の う ち 約40%は

政 府 補 助 で,残b60%が メ ン バ ー の 年 会 費 を 含 む 事 業 収 入 で あ る。

事 業 活 動

① 教 育 訓 練(EducationandTraining)

② 標 準 化(Standards)

③ 助 言 サ ー ビス(AduisorySerivices)

④ 情 報 サ ー ビス(lnformationServices)

⑤ 出 版(Publications)

2.調 査 内 容 及 び 所 感

(1)教 育 訓 練 の 概 要

当 セ ン タ で は 設 立 以 来,教 育 訓 練 は 主 要 な 事 業 で あ り,各 層 の エ キ ス パ

ー トの 協 力 を 得 て ,情 報 処 理 教 育 の 手 法,カ リキ ュ ラ ム,教 材 の 研 究 開 発

を 行 っ て い る。

教 育 訓 練 の 対 象 は 巾 広 く,Schoolの 子 供 か ら経 営 者 レ ベ ル の ト ッ プ ま

で を 対 象 と して お り,ま た 内 容 的 に はBasicコ ー ス か らProfessional

コ ー ス ま で 網 羅 し て い る 。

具 体 的 に はCareerDevelopmentを 考 慮 して 訓 練 コ ー ス を 設 定 し実

施 す る と と もに,体 系 化 し た パ ッ ケ ー ジ教 材 を 開 発 し,パ ッ ケ ー ジ ・ コ ー

ス とtLtてCollegeやTrainingOrganisationに 供 給 し て い る 。

NCCで 受 講 す る 学 生 は,広 告,企 業 へ の ダ イ レク ト ・ メ ー ル,地 方 支

部 職 員 の 企 業 訪 問 な ど に よ っ て 勧 誘 募 集 し て い る。 しか し学 生 集 め は な か

な か 難 し い と の こ と で あ る 。
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教 育 予 算 はNCCの 全 予 算 の 約17～20%を 占 め て い る 。 受 講 料 は 企

業 負 担 が ほ とん ど で あ る 。

年 間 訓 練 生 は 約600～900人 。 企 業 か らの 依 頼 で,そ の 企 業 に 行 っ て

コ ー ス を 実 施 す る 場 合 も あ り,こ れ ら を 入 れ る と も っ と多 い
。 ま た,教 室

を 貸 す だ け の も の も 考 え て い る が 需 要 は 少 な い との こ とで あ る 。CDIも

大 き な ト レ ー ニ ン グ ・セ ン タ を 持 っ て い る し,各 種 学 校 も あ る か ら だ そ う

で あ る 。

な お,英 国 で は 私 立 の 各 種 学 校 は 評 判 が 良 い と の こ と で あ っ た 。

(2)CareerDevelopmentと 教 育 訓 練 コ ー ス

図2.6-1はNCCのCareerDevelopment体 系 図 で あ る。 こ れ は

各 訓 練 コ ー ス を モ ジ ュ ー ル 化 し,各 モ ジ ュ ー ル を キ ャ リア ・パ ス を 考 慮 し

て シ リー ズ に 配 置 した 体 系 で あ る 。 こ の 体 系 に 沿 っ て 進 め ば,個 人 の

CareerDevelopmentが 図 られ る よ う に な っ て い る。

こ の 図 の 斜 線 の モ ジ ュ ー ル はBasicコ ー ス で こ れ ら に 対 して は,パ ッ

ケ ー ジ ・コ ー ス が 用 意 さ れ て お り,こ れ を 使 っ て い るLocalCollege

やT士ainingOrganizationで も 受 講 で き る よ う に な っ て い る 。

斜 線 が 施 さ れ て い な い モ ジ ュ ー ル はNCCで し か 受 講 で き な い コ ー ス で,

ComputerProfessionalの た め の 上 級 コ ー ス で あ る 。

1975年 は,こ のCareerDevelopmentに 対 応 して,表2.6-1

に 示 す よ う な 教 育 訓 練 コ ー ス1を 設 定 し実 施 し て し(る 。ComputerPro-

fessional,DPManagerの コ ー ス の 他 に,ComputerUserコ ー

ス ま で 含 め て24の コ ー ス を 走 らせ て い る 。

'(3)I
nformaticsS'taffコ ー ス

こ れ は ② 項 と は 別 の パ ッ ケ ー ジ教 材 に よ る パ ッ ケ ー ジ ・コ ー ス で あ る 。

NCCがInformaticに 雇 用 さ れ て い る す べ て の レ ベ ル の ス タ ッ フ 向 け

に,初 級 か ら上 級 ま で の 体 系 化 さ れ た パ ッ ケ ー ジ ・コ ー ス と して 開 発 した

ProfessionalTrainingCourseで あ る 。 こ の コ ー ス は 次 の5つ の
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表2.6-1 1975年NCC教 育 訓 練 コー ス一 覧

① CoursesfortheComputerProfessional

Systemsanalysisanddesign

Presentingcomputersystems…

・

.■ ◆ ・,

Decisiontables

Operations

Projectplanning

Business'

Production

Systems

Managementin

On-lineconcepts

On-linesystems

Data"

Database

Databasedesign

NCCdocumentation

Systems

Programming

期 間

research

and

accountlng

controI

evaluation

ヂ'

control・ …

concepts'''''''''"◆

concepts"◆'''"●'

formation

・

systems

commuriications

concepts

..

.◆

・.・ ・ ● ● ● ・.■..●,.●...・.

systems

否.・..・ ・

.◆..◆ ■.・ ■.・.

'..・ ・

File'tab

Program

.◆.

standards・

documentations'tandards

standards・ ・'

testlng . .

②CoursesforDPManagers

Computerpersonnel

Systemsprojectmanagement

Operationsresource

management"直

.

.

・

・ ・

日0

2

2

2

2

2

2

3

0

2

5

0

2

5

2

4

5

2

2

1

1

1

.◆

management'"

③CoursesforComputerUsers

Computerconceptsfor

Computerconceptsfor

④PackagedCourses

Basiccomputerconcepts

managers

4
否

4

44

aCCOUntantS

◆

….・ ・

5

ウ
U

Businessorlentatlon'

Firstlevelprogramming

Basicsystemsanalysis'…'

. .. .

・ ・

・

0.5日

60時 間

6週 間

6週 間
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⑨

パ ッ ケー ジ教 材 か らな り,各 教 材 は講 義,練 習,

の ノー トと視 覚 教 材 で構 成 され て い る。

①

②

③

④

⑤

ケ ー ス ・ス タ デ ィの た め

FUNDAMENTALSOFINFORMATICS

FIRSTLEVELPROGRAMMING

Module1～4

BASICSYSTEMSANALYSIS

PROFESSIONALDEVELOPMENTFOR

SYSTEMANANYSIS

Part1～5

MANAGEMENTOFINFORMATICS

Module1

〃2

〃3

(販 売価格)

STAFF

£500

2,500

2,500

2,200

1,000

1,000

1,000

4

■

こ の 教 材 コ ー ス は メ ー カが 提 供 す る もの と は 違 っ て,ど こ の メ ー カ に も

偏 ら な い 自 立 の もの と して 作 られ て い る 。 した が っ て 自 分 が どん な コ ン ピ

ュ ー タ を 使 用 して い て も,機 種 に 関 係 な く使 え る もの で あ る 。

現 在,す で に 世 界 の40ケ 国 以 上 で 使 用 さ れ て い る 。

(4)シ ス テ ム ・ア ナ リ シ ス 資 格 認 定

NCCは,自 分 の 専 門 技 術 に つ い て,正 式 の 証 明 を 持 ち た い と希 望 す る

dataprocessingprofessionalに 対 し て,試 験 を して 合 格 した もの

に,NCCCertificatesinSystemsAnalysisを 与 え て い る
。こ

の 試 験 そ の も の はSystemsAnalysisExaminationBoardに よ
っ

て,NCCと は 独 立 に 管 理 さ れ て い る 。・

官 庁 で は こ の 資 格 の 有 無 で,そ の 後 の 扱 い が 違 う よ うで,ま た,民 間 で

も持 っ て い る と 有 利 で あ る と の こ とで あ る 。

英 国 に は,こ の 他BritishComputerSocietyな ど も 資 格 認 定 を
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行 っ て い る。

しか し,実 際 に は 何 れ も客 観 的 に み て,余 り評 価 され て い な いの が実 情

の よ うで あるo ■

2.6.2ロ ン ド ン 支 部

調 査 先:TheNationalComputingCentreLimitedRegional

Office

AudreyHouse,Elyplace,1、ondon,E.C.IEngland

面 接 者:Mr.B.Sawyer,RegionalOfficer

1、 調 査 先 概 要

こ の支 部 は職 員 数 約20名,会 員会 社 数 は 約400で,管 内 に は2,000

台 の コ ン ピュ ー タが 設 置 され て い る。

こ こで は英 国 に お け るEDP要 員 の職 種,採 用 と ロー テ ー シ ョンの現 状 な

どに 関 して 説 明 を うけ た。

2.調 査 内容 及 び 所感

(1)EDP要 員 の 職 種 に つ い て

英 国 で は,技 術 省(MinistryofTechnology)が 他 の 省 庁,コ ン

ピ ュ ー タ ・メ ー カ,ユ ー ザ 及 びNCCと 協 議 し て,コ ン ピ ュ ー タ分 野 の 要

員 に つ い て,そ の 名 称 と職 務 記 述 を 定 め,一 般 ユ ー ザ へ の ガ イ ダ ン ス と し

て,1967年 に 公 表 して い る 。 これ は 小 冊 子"StaffTitlesand

JobDescriptionsinCommercialDataProcessing"(Mini-

stryofTechnology)と し て 一 般 に 市 販 さ れ て い る。

そ し て こ の 本 に は,新 職 種 名 称 に つ い て の 職 務 記 述 が 詳 細 に 書 か れ て い

る 。 ま た,EDP部 門 の 組 織 構 成,EDP要 員 に 必 要 な 資 格 要 件,EDP

要 員 の キ ャ リア 展 望 な ど も記 述 さ れ て い る 。

イ

θ
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要 員 の 資格 要 件 と して,民 間 プ ログ ラ マには,学 歴 よ り も知 性 と適 性 が

重 要 で あ る こ とを 強調 し,プ ロ ジェ ク トに参 加 す るの に 適 切 な 資 質 と経 験

が あ るか を判 定 す る必 要 が あ り,何 らかの 正 式 資 格が 求 め られ る よ うに な

る だ ろ う と述 べ て い る。

ま た,キ ャ リア展 望 と して,現 在 で は職種 体 系 が 明確 でな く,他 部 門 へ

の ロー テー シ ョ ン も稀 で,つ ま り栄 転 の チ ャ ンスが 少 ない 。 現 在 の とこ ろ

コ ン ピュー タ分野 で は,か っ て の 立 志伝 の よ うな 出世 が ま だ な いが,シ ス

テ ム設 計 者 の 仕 事 をす る と,そ の性 格上,比 較 的 短期 間 に,所 属 の 組 織 の

指 向,構 造 等 に 関す る深 い知 識 を 獲 得で きる筈 で あるか ら,も しそ の シス

テ ム設 計 者 が 別 な面 で必 要 な 資質 を 備 え てお れ ば,異 例 の 抜 擢 を受 け,経

営陣 の一 員 に加 え られ る こ と もあ るに 違 い な い と述 べ て い る点 は興 味 深 い。

政 府 は この よ うな標 準 を作 成 し,一 般 ユ ー ザが これ に従 うよ う指 導 して

い るが,し か し大 多数 の 企 業 は必 ず しもこれ に従 っ て い な い のが 現 状 との

こ とで ある。

②EDP要 員 の採 用 と ロー テ ー シ ョ ンに つ い て

ア ナ リス ト,プ ログ ラ マ,オ ペ レー タは コ ン ピュ ー タ ・プ ロフ ェ ッシ ョ

ナ ル と呼 ば れ て い る。

企 業 に お け るEDP要 員 の採 用 方針 は,企 業 に よっ て 異 な る が,一 般 的

に コ ン ピュー タ ・サ イエ ンス と呼 ばれ てい る コ ン ピ ュー タ関 係 の 専 門 課 程

を卒 業 した 者 は プ ログ ラマ と して は採 用 しな い。

専 門以 外 の 大 学 の 卒業 生 は 一般 に プ ログ ラマ と して採 用 す る。 この 場 合

彼 等 は プ ロフ ェ ッ シ ョナ ル に な る。

コ ン ピュー タ導 入 当 初 は,企 業 の 中 で も コ ン ピュー タ要 員 は コ ン ピュ ー

タ ・Liー プ ル と して 別 扱 い に され て い た。 これ はEDP部 門 が 余 りに専 門

的 で ある こ と,ま たEDP部 門 の 職 員 も コ ン ピュー タの た め に,そ の企業

に居 る ので あっ て,企 業 全 体 に つ い て は 関心 が なか っ た こ とか ら,EDP
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部 門 は 閉 ざ され た 部 門 と なっ て い た た め で あ る。 しか し最 近 は この よ うな

傾 向 は な くなっ て きた。 そ れ で も一 般 に プ ロフ ェ ッ シ ョナ ル と呼 ば れ る人

は,マ ネー ジャ に は な らな い。 マ ネー ジャは 他 部 門 か ら来 て い る。

プ ログ ラマか ら ア ナ リス トに な るの は通 常 で あ るが,他 部 門 へ 移 る こ と

は,給 料 も下 る の で 一 般 に は ほ とん どな い。EDP部 門の 給 与水準 は 若 い

層 で も,一 般 部 門 よ りか な り高 い か らで あ る。

オ ペ レー タに つ いて は,オ ペ レー タか ら プ ログ ラマに な る こ とは,一 般

に 容 易 な こ とで は な く,オ ペ レー タの ま ま年 令 を とっ て ゆ く者 が 多 い。 毎

年,若 い後 輩 が 入 っ て くる し,技 術 の 進 歩 に フ ォ ローで き な い な どか ら結

局,50才 位 で 早期 退職 とい う こ とに な る よ うで あ る。

最 近 に なっ て企 業 の 中 に,コ ン ピュー タ部 門 の 要 員 を他 部 門 に ロー テ ー

シ ョ ン した い との 動 きが 出て きた との こ とで あ る。 プ ロフェ ッ シ ョナ ルか

ら,他 の ラ イ ン部 門に 一 度 出て,マ ネー ジャ に な る た め に必 要 な知 識,経

験 を積 ん だ うえ で,EDP部 門 の マ ネー ジャ に な る とい う例 が 出て きて お

り,ア ナ リス トの%位 が 他 部 門 と交 流 して い る所 もあ るそ うで あるが,ま

だ,レ ア ・ケー スの よ うで あ る。

'

■

、
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(付)StaffTitlesandJob

Processingよ り 抜 す いo

DescriptionsinCommercialData

⑨

ヒ●

〉

4

THEJ'OBDESCRIPTIONS

1.DataProcessingManager

GeneralResponsibility

TheDataProcessingManagerisresponsibletotopmanagementfbr

introducingcomputerbasedsystemstomeetthepresentandlongterm

infbrmationneedsofanorganization.Heisnormallychiefadvisertomanage-

ment6ntheuseofcomputersandistheadministrativeandtechnicalhead

ofalldataprocessingactivities.Hehelpsmanagementtodeterminetheneeds

forinfb 、rmationtomeettheorganization'sobjectivesandobligations.He

advisesonthefeasibilityanddesirabilityofusingcomputersinhelpingto

meetthoseinforrnationneedsandonthecapabilitiesofcomputerequipment.

Hispreciserolevariesaccordingtotheextenttowhichmanagementisknow・

1edgeableinthedataprocessingfield.

2.・ManagementlnformationAnalyst .

Insomeorganizationsthehighestlevelofanalysisanddesignisassigned

asasp㏄ialisttasktoolleormorepeoplewhomaynothavesupervisory

responsibilities.Forsomeorgallizatiollsthesetasksarecarriedoutbyoutside

consultants,theDataProcessingManagerand/orothermembersofthe

management.TheresponsibilitiesareidenticalwiththosefbrChief/Senior

System・Designerwiththeomissionofsupervisoryresponsibilities.

Becauseofthemanywaysinwhichthese血nctionsmaybeassignedthe

posthasbeenexcludedfromthechartsintheAppendi㏄es.

3.SystemsandProgrammingManager

GenerdResponsib棚ty

ResponsibletotheDataPro㏄ssingManagerfbra皿1istedfunctions

apPertainingtosystemsandprogramming.Normallydeputisesf()rhim.,

4・Chief/SeniorSystemDesigner
ハ抽":.Alarg .ein8tallationmayemployaChiefSystemlDe8igneraswellasseveral

SeniorSyば ㎝D㏄i四 ㎝,as副li田 繊tionmayhaveonlyaSeniorSystem

Design凱N。attempthasb㏄nmadet。separatethefunctionsofthetwoIrrad⇔.

ρ

.

■

OeneralRespo1杣 出ty

ResponsibletotheDataPro㏄ssingManagerfbrassistingothermanagers

indeterminingtheinfbrmationrequirementstoimproveplanning
,direction

andcontrOloftheorganization,fbrdir㏄tingthedesignandjusti丘cationof

computerbasedsystemsthatwillmeetsuchlleedsandf()rreviewingthe

progressofsuchjobsuntiltheyareinproductiOn.Heregularlyreviews

operationaljobs,controlstheSystemDesignersanddeterminestheinterface

betweenjobssplitamongstthem.
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5.SysterhDesigner

Genera1Responsib班ty

ResponsibletotheChiefγSeniorSystemDesignerfbrthedetaileddesign

ofpartorthewholeofacomputerbasedinfbrmationpro㏄ssingsystem .

Maycontroltheimplementationofapr(り ㏄t.

6・S6niorProgrammer/Analyst

鑑 識8ml1㎞ 舳 目on伽 ㎞ 輌ofdes顧 胆dp・。騨 ㎜ 一 ・be

Respo画b田 唖e5

ResponsiblefbrthefどncdonsofaSeniorProgrammerandalsofbr㏄ 血in

specificailya皿ocatedtasksusuallyassociatedwiththeSystemDesigner
.

7・Programmer/Analyst

ResponsibMties

RCsponsiblefbrthefUnctionsofaProgra血merandalsofbr
certain

spec1丘caUy・11・cat・dt・ ・k・u・・aUyass・ ・i・t・dwithth・Sy・t・mD・ ・ig。er
.

8・ChiefProgrammer

Gene胡Responsib正 ⑲

・,蹴 ぎ霊i蒜 器 鑑 譲ぽanagぽthepla面 ・g・w・id・g・

9・SeniorProgrammer

GeneralResponsibmaty

P=麗 悪 霊=霊 霊:麗 ㌶8孤d…d・g・h・

10.Programmer

Genem1R日po耶ibi晦

日。:誌i鵠 蒜 。㌶;緩 「趨 撒 溜=ら ・d・t・il・d

11・OperationsManager

GeneralResponsibmり ・

ResponsibletotheDataProcessingManagerf()rtheplanning,organi.

㌃ll:蹴;aytodaycont「010ftheuseoftheeq・ipm・n・i・ ・h・c・m・ ・…

12.ChiefOperator/ShiftLeader
Onamulti.shiftinsta11ationinadditiontoaChiefOperatortherewill

usuallybeS垣ftLeaderswhow沮deputizefbrh㎞.

Geoe国RespO頑b曲y

ResponslbletotheOperationsManagerfbrthedaytodaysched画ngand

superパsionoftheoperationofthecomputer,itsperipheralunitsalldpossibly

ofancmarymachines.
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13.ComputerOperator

Gene国Responsi堀 ⑲

Responsible飲)rtheoperatibnoftheequipmenttowhichheisassigned .

14.JuniorOperator

DetailedResponsiburties

αSetsupacomputerPeripheralunit ,10adsandunloadsitwithdataand

programfilesasrequiredunderthedir㏄ts叩ervisionofacomputer

operator. .

bF・t・h・ ・a・dcarri・ ・a・req・i・ed .M・yhav・awid・ ・rang,・fd。ti,、 。nd,,

directsupervisionofanexperiencedoperator .

15.FileLibrarian・

Gener泣Responsibmty

R・ ・p・n・ibl・t・th・ ¢hi・fo櫛t・ …Op・mti…M・nag・r・fo・th,、afb

keepingofallcomputer61es.
ご ・・

16.DataPreparationSuperviSor

(}ene1憤1ResponSiburty

RespgnsibletotheOperationsManagerfbrthedaytodayschedulingand

supervlslonofdatapreparationfbrthecomputerinsta11ation
.

i・7.PunchOperator"

Geロeraはesponsib損 ⑲

OP・ ・at・・ap…h・1・v・rifi・ ・f・・ca・d・,P・p・ ・白 繭 ・therj・p・tm・di日 .

・18.AncillaryM乞chineOperat・ ピ
.で

GeneralResponsibMty'

Responsiblefbrtheoperationofanci11aryequipment
,e.9.so】 冑ers,tabula-t

ors,guillotines,bursters.

19.DataCbntrolSupetvisor・

G・…a1Resp・n・ibili●..

ResponsibletotheQPerati6nsManagerf()rthesupervisionofthecontro1

霊 謬 雰 ㌶ ㍑ ㍑nstallation・anqthe'iaisonwith・ ・e・d・p・it-

20.Pr。cedureDesigner・,・

Generaはesponsib田ty

,e誌 欝=、1鵠s漂 麗:e「anduse「d・p・「tm輪d・ ・輌
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Appendixl.Small DataProcessingDepartment

DataProcessingManager
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Appendixlll. DataProCessingDepartment.AlterhativeLayout
DataProcessingManager

0.&M.

Department

l

lChiefSystemDesigner/

IS怜t㎝s&ProgrammingManager

tCURRENT

lNEWPROJECrSPRODUCTIONWORK

1

t

lSenior

lSystemDesigner

://l
System.1)esigners

OperationsManager

Procedure

Designer傘

・SeePartII ,No.20
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・ProjectGroups†

DataPreparation

Supervisor
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(hiefOperator

l
DataControl
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DataControl
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2.7ミ ッ ド ラ ン ド銀 行

◆

q

調査先

面接者

MidlandBank

C・mp・t・ ・OP・ ・ati・n・T'r・i・i・gCent・eP。 。lt,y ,

LondonE,C,2,England,

Mr.Henderson,Manager,ComputerOperations

TrainingCentre

●

P

1.調 査 先 概 要

ミ ッ ドラン ド銀 行 はNCCの 有 力 会 員 会社 で あb ,NCCロ ン ドン支 部 の

紹 介 で コ ン ピュー タ運 用 訓 練 セ ン タを訪 問 した。

ミ ッ ドラ ン ド銀 行 は,英 国 の4大 銀 行 の1つ(4行 中の 第3位)で あb
, .

世 界 の 銀 行 リス トの な か で も第14位 に位 置 してい る。 こ この 教 育担 当 マ ネ

ー ジ ャ,Mr.Hendersonは も と も と教 育畑 の 出身 で,EDPで は な く教 育

の 専 門 家 との こ とで あっ た 。 こ の辺 に も英 国 の企 業 内教 育 に 対 す る考 え 方が

出て い る よ うで 興 味 が 深 い 。,

2.調 査 内容 及 び所感

(1)要 員 構成 と採 用 に つ い て'

当 銀行 ではIBM,NCR,ICLお よび バ ロース(B-6700 ,オ ン ライ ン)

の コ ン ピュー タを使 用 して お り,EDP要 員 は支 店 の ター ミナ ル要 員 を 含

ん で 約800人 で あ る。 そ の 内訳 は プ ログ ラ マ500人,ア ナ リス ト200

人・ そ の 他100人 とい う大 規模 な構 成 で あ る。 これ らのEDP要 員 は ,

EDPプ ロ フェ ッ シ ョナ ル と呼 ば れ て い る。

採 用 に つ い て は,以 前 は社 内の 他 部 門か ら転用 して いた が,現 在 で は新

卒 者 の 採 用 が主 とな っ て い る。 た だ し,情 報 処 理 の 専 門 コー ス を 卒業 した

者 は必 要 が な いの で採 用 して い な い 。

採 用 はEDP部 門 だ け で行 うの で は な く,人 事 部 門 に おい て 一 括 して 採
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用 す る。 これ はEDP要 員 に つ いて も,銀 行 員 と して ふ さわ しい人 を選 ぶ

た め との こ とで あ る。

② 処 遇 と ロー テ ー シ ョンに つ い て

一 般 職 員 の 給 与 は約3 ,000ポ ン ドで あ る の に 対 して コ ン ピュー タ要員は

若 い 層 で 約4,000ポ ン ドで あ り,コ ン ピュ ー タ要 員 の 給 与 水準 はか な り良

いo

この よ うに 賃 金 差 が あ るの で,他 部 門 との 交 流は む ず か しい よ うで ある。

実 際 に も,EDP要 員は プ ロ フェ ッ シ ョナ ル に徹 してteり,先 ず コ ン ピュ

ー タで あ
っ て,会 社 は二 の 次 で あ る。 バ ン カー に な る こ とは 二 の次 で ある。

大 学 卒 も始 め か らE .DP部 門 に入 る こ とを知 っ て入 社 してい る か ら,バ ン

カ ー に なれ な くて も,・処 遇 上 問 題 は な い との こ とで あ る。

以 上 の よ うな こ とか ら,他 部 門 との交 流は な くは な いが,少 ない との こ

と で あ る。 方針 と して は一 応,一 つ の 部 門 に 最 低7年 間 は置 くこ とに して

レ、るo

当銀 行 の 場合,15年 位前 か ら コ ン ピュー タを導 入 して い るが,コ ン ピ

ュ ー タ部 門 に は 若 い職 員 が 多 く,規 模 もそ う大 き くなか っ たの で処 遇 や ロ

ー テ ー シ ョンの 問 題 は さ して ク ロー ズ ア ップ され なか っ た と考 え られ る。

Henderson氏 も この よ うな問 題 は,こ れ か ら 出て くるだ ろ うと言 っ て い

たo

(3)EDP教 育 に つ い て

EDP入 門 は銀 行 の全 員 に受 講 させ る よ うに して い るが,な か な か 受 講

して くれ な い よ うで あ る。

EDP部 門 の 要 員 に つ い て は,全 員 訓練 を 行 っ て い る。

こ の セ ン タで は オ ペ レー タ訓 練 計画(ComputerOperatorsTrai-

ningScheme)を 作 成 してk・b,コ ン ピュー タ ・セ ン タに新 し く入 っ て

か らの 訓 練経 路(TrainingPath)を 定 め て い る。図2・7-1は この

TrainingPathで あ る。 図 の各 ボ ック スに つ いて い るA2,A3,A1

一330一

4

■



■

)

等 は コー ス ・コー ド番号 で,こ の コー ド番 号 に 対 応 して カ リキ ュ ラムが 用

意 され て い る。 この計 画 は 全 くの 素 人 か ら,オ ペ レー ショ ン ・ス タ ッフに

な る ま で の 訓練 計 画 で,2年 間,105週 で終 了す る よ うに作 られ て い る。

会 社 概 要か ら,EDPの ハ ー ド,プ ロ グ ラ ム,オ ペ レー シ ョ ン,業 務 処 理

お よび プ ロ グ ラ ミン グ入 門 ま で を教 え る こ とに なっ て お り,し か も,途 中

何 度 か 実 際 の オペ レー シ ョ ン経 験 をふ ませ な が ら進 な よ うに なっ て い る。

そ して 最後 に,プ ロ グ ラ ミ ング,オ ペ レー シ ョ ン,オ ペ レー シ ョ ン開発 の

何 れ に進 む か セ レク トされ る。

この訓 練 計 画 に 沿 っ て,全 課 程 を終 了 す る とデ ー タ ・プ ロセ ッシ ング部

門 に お け る将 来 が 約 束 され る 。

教 官 はほ とん ど 内部の 職 員 で賄 われ てい るが,一 部 は メー カに も依 頼 し

てhるo

図2.7-1の 訓 練経 路 の コー ス ・コー ド番 号 に 対 応 す る カ リキ ュ ラ ムは

本 報 告書 の 資 料 編 を参 照 され た い。

θ

の
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2・8'ハ ネ ウ ェ ル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム 社

司

調査先

面 接者:

HoneywellInformationSystemsInc.

110,CedarStreet,Wellesley,Massachusetts

O2181

Mr.R.MoreDirector,MarketingEducation.

Mr.J.WalshManager,MarketingEducationEast.

夕

1.調 査 先 概 要

HoneyweliとGEに よ る合 弁 形 式 を と る コ ン ビ=。 一一タ メ ー カで あ る
。

1975年 度 の 売 上 高13億2400万 ド ル,米 国 で 第 二 位 の 地 位 に あ る
。

2.調 査 内 容 及 び 所 感

HIS(HoneyW6111nformationSystemsInC.)は,米 国Vatsい

てIBMに 次 ぐ マ ー ケ ッ ト ・ シ ェ ア ー を 持 つ メ イ ン ・フ レー ム ・メ ー カで あ

る 。HISの 北 米 事 業 組 織 は,NAO(NorthAmericanOperations)

と 呼 ば れ,そ のMarketingOperations組 織 の な か にMarketing

Educationと い う 部 が あb,こ こ が 顧 客 及 びHIS内 部 要 員 の 教 育 を 担 当

し て い る。 こ の 部 は,DirectorMr.R.More以 下150人 のInstruc-

tor,EducationStaffを か か え,Boston郊 外Wellesleyに 本 部 を

置 い て い る 。 こ の 下 に,ボ ス ト ン,フ ェ ニ ッ ク ス に2つ の 教 育 セ ン タを 持 ち ,

そ れ ぞ れ 東 部 及 び 西 部 地 域 を 分 担 して い る 。 わ れ わ れ が 訪 れ た ボ ス トン の 建

物 は,全 米 の 教 育 本 部 で あ る と共 に,東 都 地 域 の エ デ ュ ケ ー シ ョ ン ・セ ン タ

を も兼 ね て い る 。 こ の2つ の エ デ ュ ケ ー シ ョ ン ・セ ン タの 下 に12の サ テ ラ

イ ト ・セ ン タ と,各 営 業 所 所 在 地 に3～4教 室 を 持 つ 施 設 が 散 在 して い る
。

(図2.8-1参 照)

ニ ュ ー ・イ ン グ ラ ン ド地 方 独 特 の 美 しい 風 景 に 溶 け こん で 長 い 帯 の よ う に

続 くハ イ ウ ェ イ か ら 一 寸 入 っ た 閑 静 な と こ ろ に 立 つ こ の エ デ ュ ケ ー シ ョ ン ・
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センタは,雑 木林 を背 に した しょう酒 な3階 建 て の 建物 で あっ た。 教 育 活動 の ス

ケ ジ ュー ルは,毎 暦 年 の 各3ヵ 月 ご とに 作成 され 発 表 され る。76年 第1・

4半 期 にお け る教 育 カ リキ ュ ラ ム と して 説 明 され た の は 次 の 通 りで ある。

GENERICCOURSE(ハ ー ドウェ アか ら独 立 した 内容 の もの)
、

r

2

3

4

5

6

(コ ー ス 名)

FundamentalsofDataProcessing

ProgrammingLogic&Flowcharting

CobolLanguage

FortranlVLanguage

CommunicationConcepts

IntegrateddataStore

(期 間)

1日

3日

5日

4日

2日

2日

計6コ ー ス

、

lJ品1コ ー ス(ハ ー ド ウ
ェ ア に 密 着 して い る 内 容 の もの)

Series200/2000

Series6000

LEVEL62

LEVEL64

LEVEL66

27コ ー ス

19コ ー ス

12コ ー ス

10コ ー ス

50コ ー ス

噌⊥

ウ
●

3

4

5

6

ADVANCEDPROFESSIONALTRAINING(経 験 者 の ス キ ル・

ア ッ プ を 目 的 と し て い る も の)

DataProcessingProjectManagement

AdvancedSystemAnalysis&Design

DataProcessingOrientationFor

DecisionManagement

BusinersInformationSystemAnalysis

&DesignBISAD

ComputerSecurity&Privacy

DataCenterOperationsManagement

3日

3日

3日

5日

2日

4日
●
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7.CommunicationSystemAnalysis&Design3日

計7コ ー ス

●

APPLICATIONPACKINGTRAINING(汎 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

に つ いて の 教 育)

16コ ー ス

,

〉

これ らは ク ラス ・ルー ム形 式 及 び実 習 形式 の コー スで あ るが,こ のほ か に

MULTI-MEDIASYSTEMSとVIDEOASSISTEDLEARNING

SYSTEMSが 開発,使 用 さ れ て い るo

MULTI-MEDIASYSTEMSは,独 習用 の機 器 と教 材 に よる教 育で あ

る。Viewerと ス ラ イ ド用 フ イ ル ム と,音 声 用 カセ ッ ト ・テ ー プ,そ れ に

テ キ ス トに よ り構成 され る。 画 面 と テキ ス トを見 な が ら音 声 テ ー プ に よる説

明 を 聞 き,Self-instruction形 式 に よ り学 習 を進 め て ゆ く。 これ は手

軽 さ が 買 わ れ て い る が,動 きの あ る もの を説 明で きな い こ とが 欠 点 で あ る。

現 在 約30コ ー スが 開発 され,販 売 され て い るが,1コ ー ス 開発 す るの に約

10ヵ 月 程度 の 日数 と,一 時 間 分 を 開発 す るの に 平均2,000ド ル の費 用 が

か か る の が難 点 で あ る。

VIDEOASSISTEDLEARNINGは,ビ デ オ テ ー プ とテ レ ビを用

い た 独 習 形 式 の教 育で あ る。 動 きの あ る 内容 を説 明 で き,MULTI-MEDIA

SYSTEMよ り も開発 期 間 と費 用 が 少 な くて す む の が 特長 で あ る。(1時 間

分$900)た だ学 習 用 機 械 が 高 価 なた め,学 習 が場 所 的 に 制 約 を受 け る こ

と が 欠 点 で ある。

この 教 育 セ ン タは,こ れ ら教 材 を つ くるた め,ス タ ジオ ・撮 影 機 材 な どの

ほ か ・1ラス トレ一 夕,デ ザ イナ な どの ス タ ッフを持 ち,教 材 の 開 発 に あた っ

て い るo

これ らの教 材 開発 が 重 要 視 され て い る原 因 の1つ に,教 育 サ ー ビスの 有 償

化 が あげ られ て い る。HISの 教 育 サ ー ビス価格 は,ENROLLMENT
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FEE($25/人),TUITIONFEE($50/人 ～$300/人)か ら構 成 さ

れ るが ・1コ ー ス/人 当b$25/人 ～$1000/人 程度 とな る
。 これ に 出

張 費 用 を 加 え る と,教 育 コ ス トは ユ ー ザ に とっ て相 当の 負担 とな る のが 実 情

で あ る。 従 っ て 中 ・小 型機 の ユー ザの なか に は,た とえ必 要 な教 育 コー スで

あ っ て も,経 費 的 な面 か ら参 加 を 見合 わ せ よ う とす る と ころが 多 くな
っ て い

る 。 これ らの ユ ー ザ に 対 して,比 較 的 低費 用 で 教 育を 受 け させ る た めに ,こ

れ ら 自習 用 教 材 を提 供 して い る。 これ らの 教 材 は 販 売 な らび に レ ン タル形式

を とっ てteb,販 売価 格 の 凡 そ は,MULTIMEDIASYSTEMSの 場

合 で1コ ー ス分$150～$300,VIDEOASSISTEDLEARNING

SYSTEMSの 場 合 で$500～$800で あ る。

こ の よ うな メー カの 有 償化 政 策,教 材 販 売 の 結 果,米 国 に お い て は 独立 の

教 材 販 売 会社 が い くつ か事 業 を行 っ て い る。 これ らの会 社は,コ ン ピュー タ

教 育 の経 験 者 と,放 送 会社 な どに お い て 番 組 編 成 を行 っ て いた よ うな専 門家

を 雇 い,ス タ ジオ設 備 を もって 教 材 開 発,販 売 を行 う もの で,メ ー カが 販 売

して いる もの に比 して レパ ー ト リー が 広 く,良 質 で価 格 も低 廉 で あ る な どの

理 由に よ り,ユ ー ザ 間 では 相 当 使 わ れ て い る。

わ れ わ れ が 米 国 の メー カ教 育の セ ン タ を こ こで 初 めて 訪れ た わ け で あ るが,

教 育 サ ー ビスの 有 償 化 の 影 響 は,単 に 表面 的 に メー カに とっ て 新 た な収 入 源

あ る い は コス ト回 収 の 途 が 開 か れ た とい うだ け の ほ か に,多 くρ 影 響 を与 え

つ つ あ る よ うに 思 わ れ た 。 ユー ザは 教 育 の コス トが か さむ よ うに なっ た と嘆

き,何 か そ れ に 代 る新 しい 方法 が な いか と探 して い る。 ここに 教 育 サ ー ビス

市 場 とい う もの が 創 造 され る環 境 が 生 まれ,教 材 開 発 を行 う企 業 が 出現 す る。

教 材 開 発 の 立 場 か らみ れ ば,或 る 程 度 多 く使 わ れ て い る シス テ ムや 言 語 の 方

が,そ の 教材 を早 期 に,し か も低 廉 で供 給 す る こ とが で きるか ら,ど う して

も製 品 の画 一 化 の 方 向 に ユー ザ意 識 が 動 い て ゆ く可 能性 が あ る。 こ こに教 育

の 有 償 化 が もた ら して い る新 た な 方 向が あ る と も云 え よ う。

一336一

、

多

命



1

ω

ω

ベ
ー

■ ●

.C.、

●
`

ふ

＼

'

iぬ ㌶s,

轟当

ン

CustomerEducationNORTHAMERICANOPERATIONS

図2.7LINORTHAMERICANOPERATIONS

●

i
W



EXH工B工TC

MARKEq]工NGREGION

NORTHEAST

EASTERN

EASTCENTR.AL

M工DATLANT工C

SOUTHERN

CENTRAL

WESTCEN口RA工

WESTERN

SOUMHWEST

り
NATlONALACCOUN田S

NewYork

NAMIONALACCOUNTS/

G.E./H。neywell

FIELDSUPPORT工NTERFACES

廻EDUCA皿 工ON酬 三GER LOCAT工ON&HVN

Wellesley

2う8-3773

NewYork

225-1386

Wellesley

258-3773

A七lan七a

464-2047

A七lan七a

464-・2050

Chicago

662-1224

σhicago

662_1224

LosAngeles

343-1370

LosAngeles

545-1570

Elmsford

251一 ユ270

Elmsford

251-1270

・●

G.Fohlin

H.Vasquez

C.Fohlin

J.Kidd

D.Felner

M・Dupuis

び

M・Dupu.is

S.Bren七

S.Bren七

M.Rhodes

M.Rhodes

`

一

■

.●
.

令

一338一



2.9マ サ チ ュ セ ツ ツ病 院 協 会

MASS.HospitalAssociation

θ

▼

調査先

面接者

MassachusettsHo .spitalAssociation5New

EnglandExecutiveParkBurlington,

Massachusetts

Mr.BrandanWhooley

ManagingDirector

Mr.ThomasO'Malley.JR。

Director,lnternalOperations

●

「

●

,

1.調 査 先 概 要

この 法 人 は,1968年 に設 立 さ れ た 公益 法 人 で,マ サ チ ュー セ ッ ソ州 内

の 病 院 に対 して デー タ処理 業 務 を行 っ て い る。 一種 の計 算 セ ン タで あ る。 現

在44病 院に 対 して サー ビス を行 っ て お り,そ れ ら病 院 の規 模 は)'最 小74

ベ ッ ト,最 大350ベ ッ トで あ る。

こ の法 人 は,SHAREDCOMPUTERPROGRAMの 名 の も とに,

ON-LINEで 加 盟 病 院 か らデ ー タ を集 め,パ ッチ方式 で処 理 を行 い,結 果

を一 部 は オ ン ラ イ ンで,大 部 分 は メ ー ル便 で 届け る とい うの が 仕 事 で あ る。

業 務 の 内容 は病 院 の 事 務 処 理 な らび に経 営 管 理の 仕事 を11種 類 ほ ど処 理 を

して い るo

使 用 して い る コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムは,

H1250,H2015,H2060,H66/40

の4シ ス テ ムで あ るが,H66/40へ の コ ンバー ジ ョンが 完 了す る と,1又

は2セ ッ トは返 却 す る との こ とで あっ た 。

各 加 盟 病 院 との コ ミニ ュ ケ ー シ ョ ンは2通 りあb,セ ン タ とオ ン ラ イ ンで

接 続 され てい るIBM1050か ら直接 デ ー タを ギ ャザ リン グす る場 合 と,
●
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SYCOR350を 病 院 と セ ン タ双方 に お いて オ ン ライ ン接 続 して い る ケー ス

と2通 りあ る。

|

SYCOR
340'S

カ セ ッ トMT

しか し将 来 は,次 の よ うな シス テ ムに な ろ う。(現 在 移 行 中)

DATAPOINT
1100,2200'S

H
66/40

H2015

H2060

2.調 査 内 容 及 び所 感

こ の 法 人 が 病 院 か ら受 託 して い る業 務 の 内 容 は,ビ リン グ,統 計,給 与計

算,会 計 で あ る。 現 在 の処 理 状 況 は,患 者 マス ター ・フ ァ イル と して,

350,000人 の デー タを保 持 して;kり,毎 週15,000人 の 患 者 の ビ リノグ処

理,60,000人 の 給 与計 算 書 の 発行 で あ る。 これ を運 営 す るた めに,

SYSTEMENG.及 びPROGRAMER

FIELDORGANIZATION

(病 院 に 駐 在 し,ユ ー ザ を サ ポ ー トす る 係)

管 理 部 門

オ ペ レー タ

パ ー ト ・タ イ ム(OUTPUTCHECK ,発 送 他)

11人

7人

6人

12人

42人

の 要 員 が 配 置 され て い る。 勿論 デ ー タ ・イ ン プ ッ ト等 の た めの パ ンチ ャ な ど

は,病 院 の 要 員 で ある。
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プ ログ ラマ及 びFIELDORGは 大 学 卒 の 人 を 使 っ て い る。 オ ペ レー タ

は 平 均 的 に は 高 校卒 で あ るが,夜 間 の 大学 へ 通 う者 につ いて は,費 用 の 負

担 及 び種 々の 便 宜 を与 え て い る。 要 員 教 育 に は特 別 な教 材 を作 成 す る とい

う よ うな こ とは な く,メ ー カ(HIS)の もの をそ の ま ま使 用 して い る。

教 育の 形 態 は

1.メ ー カへ 派 遣 して 受 け させ る もの

2.メ ー カ よbイ ンス トラ ク タの 派 遣 を受 け,自 社 内 で行 う教 育

3.社 内 イン ス トラク タ(元 メー カva;lipけ る教 育担 当者)に よ る教 育

の3通 りあ り,ζ れ を混 用 してい るO

内 容 別 で は

オ ペ レー タ教 育

プ ログ ラ マ教 育 に 大 別 され る。

JOBROTATIONに つ い ては,将 来 の 課 題 とは しなが ら も,現 段 階

で は 公式 に は考 え られ て は し(なし(。各 人 が 自分 の 職種 の なか でDevelope-

mentを 果 そ う と して い る。 こ の よう な事 情 は,こ の 法 人 が 極 め て小 規 模

な組 織 で あ り,ロ ー テー シ ョ ンな どと 云 って もあま り多 くの ポ ス トや職 種

が あ る わけ で は な く,事 実 上 は不 可 能 に 近 い こ と,及 び 創立 以 来 歴 史 も短

く,こ れ らの 問 題 が表 面 に 出て 来 て い ない こ とな どに よる と思 われ る。 そ

れ と本 来 この 法 人 の性 格 が 情 報 処 理 サ ー ビス業 で あるの で,コ ン ピュ ー タ

部 門 は メ イ ン業 務 部 門 で あっ て,"陽 の 当 る"職 場 で あ る こと も見 逃 す こ

とが で き ないo,

今 回 の 調 査 の 対 象 は,情 報 処理 サ ー ビス業 を 除 く こ と と原 則 的 に して い

た が,特 に 本 公 益 法人 を選 ん だ理 由 の1つ と して,情 報 処 理 技 術 者 の 認 定

制 度 に つい て,ど の よ うな見 解 を持 っ て い る か を知 る こ とで あっ た。

米 国 に お い て は,DPMA(DataProcessingManagementAsso-

ciation)が 主 催 して いたCDP(CERTIFIEDDATA・PROCE-

SSOR)と し(うPRIVATEな 認 定制 度 が あ っ 是。 現 在 はICCP

－341一



(InstituteforCertificationofComputerProfessionals)

な る組 織 に 移 管 さ れ てお り,そ こで 資格 賦 与 が 行 われ て い る。 この法 人 の

役 員 の 意 見 と して は,CDPに 対 して あまb権 威 を認 め て い ない との こ と

で あっ た。(現 に この法 人 で も面 接者 の 一人 で あ るMr.T.0'Malleyが

このCDPを 保 持 して は い た。 彼 自 身で もあ ま り価 値 とい うか 意 義 を認 め

て い な い との 発言 で あ っ た。)勿 論 待 遇面,処 遇 面 で もこの 資格 を持 っ て

い る もの につ い て 何 ら特 別 な 考 慮 は 払 っ て い な い とい うこ とで あっ た。 こ

れ に 関連 す る もの と して 話 題 が 出た の は,マ サ チ ュー セ ッ ツ州 政 府 筋 が 明

らか に した ところ と して,州 政 府 は コ ン ピュー タの1イ ンス トレー シ ョ ン

当b,必 ず 最 低1人 の あ る種 の 資格 を持 っ た 責任 者 を置 く こ とを義 務 づ け

る法 律案 を検 討 中 との こ とで あっ た。 これ は,DATASECURITY,

PRIVACY等 の 問 題 が に わか に ク ロー ズ ・ア ッ プ しつ つ ある の で,法 律

上 一 定 の 責 任 を持 っ た 老 を置 くこ とに よっ て,コ ン ピュー タの 持 つ ある種

の 危 険 に 対 して歯 どめ を設 け よ うとす る もので ある。

、

■

2.10デ ー タ 処 理 経 営 協 会

調査先

面接者:

DATAPROCESSINGMANAGEMENTASSOCIA-

TION(DPMA)505BusseHighway,

ParkRidge,Ilhnois

Mr.T.DavidMcfarland,ExecutiveDirector

DataProcessingManagementAssociation

InternationalHeadquaters

1.調 査先 概 要

DPMAは, 本 部 と国 際局 と支 部 で構 成 され,情 報処 理 な らび に コン ビュー
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タ経営 の分 野 にお け る種 々 なサ ー ビス を提 供 す る団体 で ある。 そ の 目的 とす

る と ころは,

(1)会 員の 自 己啓 発 を 目的 とす る効 果 的 な プ ログ ラ ムの 開 発 に焦 点 を置 い た

教 育 と研 究 の 活 動。

② 会 員 の 職業 的 能 力 の 育成 と資 質 の 高 揚 を 援 助す る こ と。

(3)社 会 に 対 して,情 報 処理 が 重 要 な 役 割 を持 つ もの で ある こ とを理 解 して

も ら うこ と を援助 し,こ の こ とを 経 営 層 に うま く理解 させ る こと。

で あ る0

1951年 に設 立 され,会 員 は 凡そ24,000人 お り,280の 支 部(Chap-

ters)を 全 世 界に 持 っ て い る。

通 常 会 員 資格 は,次 の いず れ か に 該 当 す る人 につ い て個 々の 支 部 に お い て

審 査 の 上一与え られ る。a)コ ン ピュー タを設 置 してい る部 署 に お い て 管 理 者

ま た は 監督 者 の地 位 に あ る もの,b)Executive又 は 管理 者(Adminis-

tration)と して働 いて い る シ ス テ ム ・アナ リス ト又 は研 究 専 門 家 又 は プ ロ

グ ラマ,c)ス タ ッ フ,マ ネ ー ジャ,教 育 関係 に 携 わ る 入,経 営 者 で あっ て,

EDPに 対 して 関心 を持 って い る人,d)及 びCertificateinData

Processingを 持 っ て い る人。

そ の ほ か にAffiliateMembership,FellowMembership,

HornoraryMembership,InternationalMembershipが あ るo

そ の具 体 的活 動 は つ ぎの 通 りで あ る。

(1)支 部活 動

DPMAの 活動 の 主体 を なす の は,こ の支 部 活 動 で あ る。 海 外 メ ンバ ー を

除 い てす べ ての メ ンバ ーは,必 ず ど こかの 支 部 に所 属 しな けれ ば な らず,

この地 域 的 に設 け られ た 支 部 ご とに 月例 会 が 開 か れ,各 分 野 別 のEDP専

門 家 を招 い て経 験 交 流 を した り,コ ン ピュー タ設 置 箇所 を見 学 した り,視

聴覚 教 材 を使 っ て の 研 究 会 を 開い た りす る。 この 地域 的 な支 部例 会 に お い

て,会 員 は 直か に 知 り合 う機 会 に恵 まれ るの で,こ れ が また 交 流,相 互 研
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鐙 な どの キ ッ カ ケ と な っ て い るo

② 国 際 会 議 と機 器 展 示

こ の 協 会 の 太 き た 行 事 と して,年 一 回 の 国 際 会 議 と展 示 会 が あ る 。 会 議

で は,EDP機 器,シ ス テ ム デ ザ イ ンや 分 析,要 員 管 理,OR,プ ・ グ ラ

ミ ン グ,事 務 と科 学 技 術 ア プ リケ ー シ ョ ン,デ ー タ コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン,

デ ー タ 入 力 等 の 各 分 野 ご と に 最 新 の 成 果 が 発 表 さ れ る。 こ の 会 議 と 同 時 に,

機 器 展 示 会 が 開 か れ,各 種 の 展 示 や デ モ が 行 わ れ る。

(3)教 育 活 動

こ の 法 人 は,EDP教 育 活 動 を 通 じ て 大 き く な っ た 経 緯 を持 っ て い る 。

後 述 す るEDPに 関 す る 私 的 資 格 試 験 は,当 初 こ の 法 人 で 最 初 に 開 始 し,

そ の 後 よ り普 及 さ せ る た め 別 の 団 体 に 移 管 した 経 過 を 持 っ て い る 。

現 在 も い くつ か の セ ミ ナ ー を 開 い て い る 。

そ の ほ か ビデ オ テ ー プ教 材 を 沢 山 に 用 意 しで お り,会 員 に 対 し一 定 の 費

用 で 貸 出 す よ う に な っ て い る 。 そ れ らの 内 容 に は,デ ー タ ・コ ミニ ュ ケ ー

シ ョ ン,ス ト ラ ク チ ャ ー ド ・プ ロ グ ラ ミ ン グ,ト ラ ンス ア ク シ ョ ナ ル,ア

ナ リ シ ス な ど が 含 ま れ て い る 。

(4)出 版 活 動

会 員 に 対 して 毎 月DataManagementと し(う 雑 誌 を刊 行 し,ま た

一 般 に 市 販 し て い る 。 こ の 雑 誌 の 内 容 は,情 報 処 理 に 関 す る 経 営 上 の 問 題

と 技 術 上 の 問 題 が バ ラ ン ス よ く掲 載 され,ま た 新 刊 書 の 紹 介 や ニ ュ ー ス も

載 っ て い る 。

そ の ほ か 大 学 生 を 対 象 に したAutomaticDataProcessing,

PrinciplesandProceduresと し(う 本 を 出版 して い る。 こ れ は,

EDPに つ い て の 最 も 完 全 な 入 門 書 と し て 出版 さ れ た もの で あ る 。 そ の ほ

か

・GuidelinestoDataProcessingManagement.

・AnExecutiveBriefingonControlofComputer.
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・ABC'StoADP,designedforcareerguidance.

・ManagementReferenceMl.

UnderstandingComputerConlracts・

・ManagementReferenceM2.

BriefingonImpactofPrivacyLegislution.

な ど が あ る0

2.調 査 内 容 及 び 所 感

わ れ わ れ が この 団 体 を 訪 問 し た 主 な 目的 は1962年 以 来,こ のDPMA

が デ ー タ処 理 資 格 認 定 書(CertificateinDataProcesseng)授 与

の た め の 試 験 を 行 っ て き た 。 そ こで そ の 後 の 運 営 実 態 を 調 査 す る こ と に あ っ

た 。 オ ヘ ヤ ー 空 港 か らほ ど近 い シ カ ゴ郊 外 の 町 パ ー ク リ ッ ジは,住 宅 地 域 の

よ うに 見 え た 。 そ の 一 角 に 小 奇 麗 なDPMAの オ フ ィ ス が あ る 。Executive

DirectorのMr.McFarlandが わ れ わ れ を 待 ち 受 け て,こ の プ ロ ジ ェ ク

トに つ い て 説 萌 を し て くれ た 。

(1)CertificateinDataProcessingProgramの 状 況

こ の よ う な 資 格 賦 与 の 考 え 方 は,最 初 こ のDPMAが1959年 に 提 唱 し

た 。1961年 夏 サ ン ジ ェ ゴ州 立 大 学 と契 約 を 結 び,準 備 を 開 始 した 。 第

一 回 目の 試 験 は
,1962年6月20日 に ニ ュ ー ヨー ク 大 学 で 行 っ た 。 そ

れ 以 来,毎 年 試 験 が 行 わ れ て き た 。1971年DPMA,ACM(Associa-

tionforComputingMechinery),そ の 他 の 関 係 者 が 集 ま り,こ の

資 格 を よ り全 般 的 で 標 準 的 な もの に す る た め,独 立 の 協 会 を つ く り,よ り

広 く諸 団 体 に 働 き か け,財 政 的 な 支 援 を 得 る こ と を 決 め た 。 そ の た め の 会

議 が1973年1月 に 開 か れICCP(lnstituteforCertifica-

tionofComputerProfessionals)と し て 新 発 足 した 。DPMA

が 持 っ て い た す ぺ て の 実 績 と 計 画 は,1974年 に この 新 法 人 に 移 管 さ れ

たo

そ の 後 この 新 法 人 は,NewYorkに あ るPsychologicalCorpora－
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tionに 委 託 し,現 在 も試 験 を続 け て い る。

表2110-1受 験 状 況

年 度 受験者 合格者 合格率(%)

19626月 340 230 67

〃9月 27 15 55

〃12月 1,048 687 64

1963 2,396 1,594 66

1965 6,951 4,365 63

1966 1,005 408 41

1967 646 386 59

1968 2,936 1,699 57

1969 1,748 962 55

1970 2,314 718 31

1971 2,728 868 31

1972 2,603 1,202 46

1973 2,722 852 31

1974 1,971 448 22

1975 2,096 675 32

`

この よ うに,今 ま で 約15,000人 の 合 格 者 を 出 して い るが,資 格 賦 与者

に 対 し,そ の 後 何 か ア フ タサ ー ビス 的 な こ とは,特 に や って い ない との こ

とで あ る。

受 験 対 象 も,こ れ ま で はBusinessProgrammerの み を対 象 に して

い たが,今 後 拡 げ て行 きた い,ま たACMで は,資 格 で は な く技 術 の レベ

ル を確 認 す る こ とを考 え てい る な どの説 明が あ った 。

この よ うな私 的 な 資格 が 米 国 で は どの よ うに評 価 され て い るか と い う点

に つ い て,質 問 した が,米 国 で は 連 邦政 府 が 資格 を与 え て い る とい う もの

は 殆 ん どな く,多 くの 公的 資格 も州 別 に異 な っ て い る。(例 え ば 医 師,弁
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護 士 等)公 け に通 用 す る私 的 な 資格 は 数 多 くあ り,そ れ らで尊 重 され て い

る もの が 多 い。 従 っ て この 資格 も私 的 で あっ て もそ の 点 で は 特 に問 題 ない

との こ とで あっ た 。 最 近 で は政 府 や企 業 がEDP要 員 を採 用す る場 合 に,

この 資格 保 持 老 を条 件 に して い る とこ ろが あ る。 逐 次 評 価 され る よ うに な

る で あ ろ う との 見 解 が示 され た。

(付 属 資 料)〔ExaminationAnnouncementandStudyGuide

19751CCPよ り 〕

CertificateinDataProcessing

情 報 処 理 要 員 の 資 格 認 定 制 度(抜 粋)

P

計 画 の 歴 史'

国 際 的 な 資格 認 定 制 度 計画 の概 念 が 最 初 に 提起 され た の は,1959年 に 開

催 され たDPMAの 理 事 会 の 席上 で,発 案 者 はDPMA国 際 部 の教 育 担 当 副会

長 で あっ た。 そ の後 サ ンデ ィ エ ゴ州立 大 学 財 団 との 契 約が 結 ば れ 第1回 試 験 の

予 備 調 査 活 動 が 開始 され た 。

第1回 の試 験 は,1962年6月20日 ニ ュー ヨー ク大学 で実 施 され,そ れ

以 後 様 々 な大 学 に 付 置 され た指 定 テ ス ト ・セ ン タで 毎年 行 われ る よ うに な っ た。

1971年,DPMAとACM(AssociationforComputingMachi-

nery)の 代 表 者 数 人 とそ の他 の 人 々が非 公 式 に会 合 し,DPMAの 現 行 資 格

認 定 事業 を改 善 す る方 策 に つ い て話 し合 っ た。

資 格 認 定 試 験 諮 問 委 員 会 は,産 業 界で 一 つ の 組織 を設 立 し資格 認 定 ・試 験 諸

計画 の 立 案 と財 源の 許 容 す る 限 りに お いて の 直 接 関 連 活動 の展 開 を させ る よ う

勧 告 した。

1973年1月 シ カ ゴに 於 いて 公 開討 議 が 実 施 され た。 その 結 果 「コ ン ピュ

ー タ専 門要 員 資格 認、定 協 会 」(InstituteforCertificationof
∀
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ComputerProfessionals:ICCP)の 設 立 総会 が1973年8 .月13日

デ ラ ウェ ア州 で開 催 され た。 そ れ ま でDPMAが 実 施 して い た 資 格 認 定 諸 事業

及 び 計画 は,1974年3月15日 付 け を もっ て正 式 に 同 協 会 に 委 譲 され た。

1975年7月ICCPは 試 験 及 び 関連 プ ログ ラムの実 施 に 関 し心 理 学 協 会

(ThePsychologicalCorporation)と の長 期 協 定 に調 印 した 。

目的及 び 目標

次 に列 挙 す るの は,「 デ ー タ処 理 要 員 資格 認 定(CDP)」 計 画 の 目標 で 不 可

欠 な部 分 を抜 粋 した もの で あ る。

1.当 該 分 野 に於 け る教 育面 の 広 汎 な フ レー ム ワー ク と実 際 的 知 識 を重 視 しつ

つ,デ ー タ処 理要 員 と して 望 ま しい 到達 目標 を高 レベ ル に設 定 す る こ と。

2.デ ー タ処 理 及 び情 報 管 理 に必 要 な知 識 と経 験 を考 査 測 定す る試 験 制度 を樹

立 し,し か も各 界の 認 知 を獲 得 す る こ と。

3.デ ー タ処 理 及 び情 報 管 理 上,重 要 とされ る知 識 を持 っ て い る 人 々を 見 出す

方 法 を 確 立 す る こ と。

4デ ー タ処理 の持 続 的 成 長 を保 証 し,・更 に この 領 域 で責 任 あ る 地 位 に つ きた

い と希 望す る要 員 の 希 望 をか なえ る た め,確 固 た る基盤 を築 くこ と。

CDP試 験 の範 囲

情 報 処理 要 員 資格 認 定 プ ログ ラ ムは,ICCPの 資格 認 定 審 議会 の たえ ざる

評 価 検 討 を 受 けつ つ 実 施 され て い る。 この 手 続 の 中に は,試 験 自体 の検 討 は 勿

論 の こ と,CDP受 験 者 資格 の 吟 味,各 デ ー タ処 理 職種 の 要 件 整 備 等 が 含 ま れ

て い る。1968年9月 の 会 合 に 於 て 同審 議 会 は,そ れ ま で繰 り返 し行 わ れ て

来 たCDP試 験 拡 充 の 方 向性 に つ いて 一 定 の 結 論 を下 した。 これ に よ り審 議 会

は2つ の重 要 な点 で の 拡 張 を1970年 か ら実 施 した の で あ る。 即 ち,従 来 の

一 般 常識 に 第5番 目の カテ ゴ リー で あ る 「マ ネ ジメ ン トの法 則 」 を 付 け 加 え
,

更 に 全試 験 分 野 を対 象 と した 範 囲 の 拡 大 も併 せ て 実 施 した。

現 行 の試 験 分 野 は 次 の 通 りで あ る。

■ デ ー タ処 理 機 器
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⑲

2.コ ン ピュ ー タ ・プ ログ ラ ミ ング及 び ソ フ トウエ ア

3.マ ネ ジメ ン トの 法 則

4.計 量 学 的 手法

5.シ ス テ ム分析 及 び シス テ ム設 計

各 分 野 は そ れぞ れ60問 で 構成 され,各 科 ご とに50分 の 試 験 時 間 が 与 え ら'

れ て い るo

CDP試 験の 施 行

1.CDP試 験 の運 営

毎 年1回 行 わ れ る。

H.CDP試 験 の手 続

CDP受 験 者 は最 初 の 申請 時 に 資 格証 明書 の 要 件 を満 た し,更 にCDP試

験 の5部 門 全 部 で 満 足 な成 績 を 納 め なけ れば,資 格 認 定 を 受 け る こ とは 出来

な い。 受 験 者 は 一度 に 全 部 の 科 目を合 格 しな くて も良 く,ど れ か の 受験 科 目

に 合 格 す れ ば 将 来 の 資 格 認 定 の 単 位 と して 流用 出来 る仕 組 み とな っ て い る。

但 し,こ れ に は例 外 規 定 が あ り,1つ の試 験 科 目を4年 か か っ て も合 格 し得

な い時 は,そ の 既 得 単 位 の 流 用 は取 り消 され,そ の 後 再 び 受 験 しなお さなけ

れ ば な らな い ことに なっ て い る。

皿.「CDPＬ

A.「CDP」 判 定 の 基 準

ICCPは,資 格 認 定 審 議 会 の推 薦 に 従 っ て 次 述 す る よ うな条 件 を満 た

す 個 人 に 「CDP」 を 付 与 して い る。

1.少 な くと も60ケ 月 以 上 の コン ビュー一夕 ・ベ ー ス情 報 シス テ ムにつ い

て の 直 接経 験 を 有 す る者,或 は 次 の要 件 を満 た す もの。

2.資 格 証 明書 の 条 件 を満 た す もの。

3.CDP試 験 の 全5科 目を所 定 時 間 内 に終 了 し,パ ス した 者。

4.倫 理 ・行 動綱 領 に 署 名 した る者 。

B.「CDP称 号」 の使 用
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CDP保 有者 は,彼 等 の 名 前の 後 に 「CDP」 の 称 号 を併 記 して使 用 す

る 権 利 が 一与え られ る。 審議 会 は そ の個 人 が 情 報 処 理 要 員 資格 認 定 を受 け た

こ と を保証 す る とい う意 味 で,こ のCDPの 称 号 の 使 用 を許 して い る
。

CDP受 験 者 の 資格 証 明

1.由 来(略)

皿.基 準

A.経 験 資格

コ ン ピュ ー タ ・ベー ス の情 報 シス テ ムを対 象 と し最 低60ケ 月(フ ル タ

イ ム)或 は パ ー ト タイ ム合 計 が そ れ に相 当す る期 間,運 用 した経 験 を持 つ

者 は,CDP試 験 の受 験 が 許 可 され る。

B.学 歴 に よ る資 格 の 流用

デ ー タ処 理 要 員 資格 認 定 試 験 の 応募 者 は,現 行 の 経 験 資 格 の 一 部 要 件 を

カ レ ッ ジ ・レ ベ ルの 学 歴 で 転 用 させ るべ く申請 を な し得 る
。

C.人 物 面 の 資格 要 件

全 て のCDP試 験 出願 者 は,モ ラル上 の 資 質 に於 て も専 門職 業 の従 業 態

度 に 於 て も高 潔 で な けれ ば な らな い。

ま た 全 て の 出願 者 は,彼 の職 歴 や 人 物 を確 証 し得 る責 任 的立 場 の人 の 署

名 を得 な け れ ば な らな い。 特 にCDP保 有 者 が 身近 か に居 る場 合 は,必 ず

彼 に こ う した 立 証 を委 ね なけ れ ば な らな い。 但 しCDP保 有 者 に ど う して

も立 証 して も らえ ない 立 場 に あ る 出願 者 は,直 接 の 監督 者 に の み この 手 続

代 行 を依 頼 出来 る。 所 要 事 項 の 記 入 の 後,申 請書 式 の 「人 物 及 び 履 歴 の 証

明」 欄 に こ の署 名 が 記 載 され るは ず だ。

(以 下 略)
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2.11ロ サ ン ゼ ル ス 市 役 所

■

●

調査先

面接者

LosAngelesCityHall,Room425,

CityHallEast200NorthMainStreet

LosAngeles,California.

Mr.T.Tamaru

GeneralManagerDataServi.ceBureau.

t

■

勅

1.調 査 先 概 要

ロ サ ン ゼ ル ス 市 は,ニ ュ ー ヨー ク に 次 ぐ米 国 第 二 の 都 会 で あ る
。 そ れ を 治

め る ロ サ ン ゼ ル ス 市 役 所 のEDP部 門 は,東 庁 舎 に2フ ロア ー を 占 め て い る 。

こ こ のEDP導 入 の 歴 史 は 古 く,1958年 に は す で に コ ン ビ=一 夕が 導 入

さ れ て い る。 そ して1963年 に 各 部 局 に 散 在 して い た 情 報 処 理 機 能 を 統 合

して,Council-ControlledDepartmentに 汎 用 大 型 機 が 導 入 さ れ た 。

1972年10月 以 来,現 在 の 庁 舎 に 新 し く コ ン ピ ュー タ セ ン タが 設 け ら

れ,DataServiceBureauに 昇 格 した 。DataServiceBureauに

は3つ の 部(DIVISION)が あb,370人 の 職 員 が つ ぎ の よ う な 業 務 を

行 っ て い る 。

(1)SYSTEMANDPROGRAMMINGDIVISION

EDPア プ リケ ー シ ョ ンの デ ザ イ ン,開 発,完 成 を担 当 し,ま た 開 発 済

の シス テ ムの 変 更 と レベ ル ア ップ を も行 う。

(2)DATAPROCESSINGOPERATIONSDIVISION

週7日,1日24時 間 ベ ー スで コ ン ピュー タを運 営 し,ジ ョブの ス ケ ジ

ュ ー ル作 成,実 行,完 成 した ジ ョブの 内容 を 分析 す る。

ま た 磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィ ス ク等 の媒 体 を 管理 し,各 種 の ドキ ュ メ ン ト

を 管 理 す る。

(3)MANAGEMENTSERVICEDIVISION
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開 発 済 の シス テ ムを監 査 す る と共 に,新 しい ハー ドウェ ア,ソ フ ト ウェ

ア シス テ ムに つ い て研 究 し,長 期 的 計画 立案 に 資す る。

ま たEDP関 係 の標準 や手 続 きを 設 定 した り,プ ロ ジェ ク トの進 行 状 況

を 管理 し,新 システ ムの 具体 化 研 究 を も行 う。 そ の ほ か 予算 の 作 成,執 行

管 理,教 育,人 事 管 理,例 外 諸 報 告 の 作 成 な ど も こ こで 行 われ る。

現 在 の シス テ ムは,2台 のIBM370/155に よる デ ュ プ レックス シス

テ ムに より,つ ぎの よ うな業 務 が 処 理 され て い る。

オ ン ライ ン関 係

O警 察 関係 業 務

。技 術計 算

o人 事 管理

O財 務 関 係

o港 湾 関係

。消防 関 係

パ ッチ処理

o警 察 関係

O交 通 モ デ ル作 成

。郊 外情 報 処 理

O税 務 関 係

o図 書 館 関 係

O公 共 事業 務 関 係

。在 庫 管 理

O交 通 関 係

。その 他

■

■

c.

声

2.調 査 内容 及 び所 感

GeneralManagerのMr.Tamaruは,日 系2世 で 日本 の 事 情 もか な り

よ く知 っ て お り,ま た 関心 を持 っ て いた 。

今 回の 調 査 が 要 員教 育 に 焦 点 を しぼ っ て い る こ とを 連 絡 して あっ た の で,

デ ー タ ・サ ー ビス ・ビュー ロの教 育 方針 に つ いて 説 明 を して くれ たb

市 庁 と して,教 育担 当 の 部 門 は 人事 部 に あるが,EDP関 係 の 教 育 は この

唱
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応

●

局 内 で行 っ て い る との こ とで あっ た。 教 育 を行 う範 囲 は,EDP全 般 に 及 び,

各 々が 仕事 に 関係 が あ る 分 野 に つ いて の 教 育,ま だ プ ログ ラマに な っ て い な

い者 に対 す る プ ログ ラ ミング教 育 て昇 進 の チ ャ ンス を 一与え る た め)を 行 っ て

おb,1974～1975年 の 会 計年 度Vak・ いて は,8 ,100教 育 人時 以 上の教

育 が 行 わ れ た。 平 均1人 当b約22時 間/年 の教 育 を受 け た こ とに な る との

こ とで あ っ た。 教 育 予算 は年4万 ドルで ある。

教 育の 形 式 は,つ ぎの 二 つで あ る。

(1)講 義 形 式 の教 育

これ はIBMに 送 っ て 行 う もの と,自 局 内 の教 室 で行 う もの と2種 類 あ

る。 自社 内 で行 う もの は,庁 内か ら講 師 を選 び行 う場 合 が 多 い。

(2)教 材 に よる 自習

この 市 役所 で は,ビ デ オ ・テー プに よる視 聴覚 教 材 を備 え て お り,護 れ

もが そ れ らを使 い 自習 で き る よ うに なっ てい る。

当 市 役所 で は,EDP要 員 の ス キ ル ズ ・イ ンベ ン ト リー を や っ て い る。 即

ち1入1人 に つい て そ の 能 力 を記 述 した記 録 を持 ち,誰 れ は何 が で き るか と

い うこ とがす ぐわ か る。 ま た教 育 コー デ ィ ネー タを1人 置 い て いて ,各 人 の

教 育受 講 状 況,能 力 等 を モ ニ ター して い る。

この 局 と して は,職 員 に 対 して キ ャ リア ・パ ス を保証 して い る。 キ ャ リア ・

パ ス とい うの は,よ り待 遇 の よい職 種 に上 りた い と考 え る 者 がそ の た め の 知

識 を 得 て,昇 進 す る こ とで ある が,そ の た めの 庁 内 で受 け る ことの で きる教

育 ブ ・グ ラムが 作 成 され て い る。 大 体 の ル ー トは,オ ペ レー タか ら プ ・グ ラ

マ,つ ぎに管 理 者 と い う道 す じで あ る
。

DataServiceBureauと 他 部局 との 人事 交 流 に つ いて尋 ね た が,EDP

要 員 は特 別 技 術 職 と なっ て お り,給.与 も別 添の 表 で 見 る よ うに 他部 門 よ り良

い の で,交 流 は行 わ れ て い ない。 他 部 門へ 移る と待遇 も下 が る の で ,誰 れ も

希 望 せ ず,他 部 門か ら この庁 に 来 る こ とを希 望 して も,あ くま で もす ぐ役 に

立 つ 能 力 を持 っ て い な けれ ば 受 け入 れ な いた め,オ ペ レー タか ら始 め る こ と
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に な る。 結局 何 れ の 場 合 も現 実 的 に 不 可能 で あ る との こ・とで あっ た。

表2.1・1-1 ロサ ンゼ ル ス市 役所EDP関 係, 役職 名及び給与表
■

DATASERVICEBUREAU
POSITIONSANDSALAR工ES

●

CODE Ｔ工TLE SCHED. B工－WEEI(LYSALARYRANGE

37

37

38

38

41

43

71

23

58

68

92

95

96

02

05

24

24

27

田

29

30

30

30

33

53

54

35

36

茄

37

37

38

59

40

45

45

46

47

49

⑲

50

55

55

55

06

06

07

07

23

刃

35

乃

75

76

70

帆

㏄

05

の

-

ー

ユ

ー

1

1

1

1

3

う

う

う

う

う

4

4

4
・
4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
.
4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

7

ー

ユ

ー

5

5

5

5

1

ー

ユ

ー

1

1

1

ー

工

1

1

1

1

1

1

1

1

⊥

1

1

ー

ユ

ー

1

1

1

1

ー

ユ

ー

1

1

ー

ユ

ー

1

1

1

1

1

1
i

l

l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

9

ユ

ー

l

l

う

DataControlAssistan七 工

Da七aGontrolAssistant工I

DataControlSupervisorI

DataControlSupervis。r工 工

Clerk

SeniorClerk

Prin.ClerkPersonal

SeniorClerkS七eno.

ClerkTypis七

SeniorClerkTypis七

ChiefManagementControユ

Asst.GeneralMan.DSB

ChiefSystemsProgramming

EDPTrainee

Assis七antCompu七erOper◆

Prin.Go皿pu七erOperator]二

Prin・Compu七erOpera七 〇r工 工

ComputerOperator

Sr.C。 皿puter'Opera七 〇r

EDPProgra皿mer

Sr.EDPProgram皿er工

Sr.EDPProgra皿mer工 工

Sr.EDPProgra㎜erIH

KeyPunchOperatorI

KeyPunchOpera七 〇r工 工

Sr.KeyPunehOpera七 〇r

()hiefDa七aSys七ems

PrinL

Prin.

Prin.

Prin.

Chief

Data

Sr.

Tab.

Int.

Sr.

Prin.Tab否

DataProce8s

DataProcess・

Ma七h&

Systems

Syste皿s

Sys七e皿s

Personne!

Perso㎜el

Administrative

Adminis七rative
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2.12ロ ッ キ ー ド 航 空 機 会 社

●

,

調査先

面 接者:

LockheedAircraftCorporation/Lockheed-Califor

niaCompanyB
urbank,California

Mr.L。W.HaireCorporateDirector

Computer&CommunicationPlanning

IＬockheedAircraftCorp・

Mr.E.DanielRemyManager,ComputerTechnology

LockheedAircraftCorp・

Mr.MeruinD.DirksInformationTechnology

Speciacist,EDPDevelopmentPlanningDept.

Lockheed-CaliforniaCompany・

、

◆

1.調 査 先 概 要

ロ ッ キ ー ド航 空 会 社 は,1つ の 親 会 社 と そ の 下 の9つ の 子 会 社 に よ っ て 構

成 さ れ て い る。 わ れ わ れ が 訪 れ た の は,本 社 で あ っ た が,こ こ カ リ フ ォ ル ニ

ア 州 バ ー バ ン ク に は,子 会 社 の1つ で あ る ロ ッ キ ー ド ・カ リ フ ォ ル ニ ア 社 の

本 社 も あ る。 ロ ッ キ ー ド社 の 事 業 は,民 間 旅 客 機,大 型 機 を製 造 して い る ロッ

キー ド・カリホ ォルニア社,軍 用 機 の ・ロッキード ・ ジ ョ ー ジ ア社,宇 宙 関 係 の ロ ッ キ

ー ド ・ス ペ ー ス社 が3本 柱 に な
っ て い る。

わ れ わ れ は まず 本 社 のManager(ComputerTechnology)Mr.

DanielRemyを 訪 問 し,全 社 的 な 話 を 聞 い た 。 た だ し実 際 に 説 明 さ れ た

内 容 は,カ リフ ォ ル ニ ア 社 の 状 況 が 主 体 で あ っ た 。

こ こ カ リ フ ォ ル ニ ア 地 区 に は,IBM370/158,370/168,370/

155各1シ ス テ ム が 設 置 さ れ,IMSア プ リ ケ ー シ ョ ン,バ ッ チ 業 務,

TSS及 び リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー に よ る 製 造 ア プ リケ ー シ ョ ン を 処

理 して い る 。 バ ー バ ン クの み で コ ン ピュ ー タ要 員 は190人 で あ る が,全 社

一355一



で は2,500人 で あ る 。

子会社
レベル

報

スビ
、

[

情

サ

技術 ビジ オペレー

計算 不ス シ ョン

イ ン ダ ス ト リ

ア ル

リレ ーシ ョンズ

岡

■

匂

,

2調 査 内 容 及 び感 想

EDP教 育 に つ い て は,全 社 的 に コ ー デ ィ ネ イ ト して い る 。 実 施 は 各EDP

部 門 で あ る が,IndustrialReIations部 に 人 事 管 理,教 育 を 担 当 し て

い る と こ ろ が あ り,こ こ と 連 絡 を とっ て い る 。

こ こ で シ ス テ ム 開 発 を 行 う場 合,つ ぎ の よ う な 方 法 で 行 っ て い る 。 ま ず シ

ス テ ム プ ラ ンをPHASEIとPHASE皿 に 分 け る 。

PHASEIPHASE皿

SYS.ANALYSTPROGRAMMINGTEAMS

REQUIREMENTDIi】TAILDESIGN

－
ここでSmaUFunctionに 区 分 して一

作成するINITIAL

DESIGN

P}IASEIは シ ス テ ム ・ア ナ リス トが ま ず シ ス テ ム に 要 求 さ れ る 内 容 を 明

ら か に し,そ れ に 基 づ い て イ ニ シ ャ ル ・デ ザ イ ン を 行 う。 そ こ か ら以 後 が

PHASE皿 に な る が,プ ロ グ ラ マ を つ ぎ の よ うな チ ー ム に し て,各 チ ー ム

ご とに 構 造 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム の ブ ロ ッ ク を つ くっ て い く。 プ ロ グ ラ マ ・チ

Lム は
,つ ぎ の3つ の レ ベ ル の プ ロ グ ラ マか ら成 立 つ 。

、

`●
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●

■

●

●・

プ ロ グ ラ マ の チ ー ム

この 人 数 は,問 題 の 大 きさ に よっ て異 な り,一 概 に言え な い。 プ ログ ラマ

は,デ ィテ イル ・プ ログ ラマ→ バ ック ア ッ プ ・プ ログ ラマ→ チ ー フ ・プ ログ

ラ マと昇 進 す る こ とに な る。

要 員 の 教 育訓 練 は極 力社 内 で行 うこ とに して い る。そ の理 由は,メ ー カの

教 育 は

(1)必 要 な タ イ ミングで 行 われ な い。

② 費 用 が か な りか か る。

(3)自 社 で モ デ イ ファ イ した シス テ ムに つ い て の 適 切 な教 育 が 行 われ な い。

た め で あ る。各 要 員 は 極 力 自己研 修 す る こ と を奨 励 され,そ の た め の 自習 用

の 教 材 が 完 備 して い る。 この よ うな研修 は,上 司の 判断 に よっ て

1.勤 務 時 間 内に行 って よい もの

2.勤 務 時 間 と 自分の 時 間 とで 半 々に す べ き もの

3.全 部 自己の 時 間 内 で行 うべ き もの

の3つ に 分 け られ,何 れ か の範 ちゅ うに 入れ られ る。 ま た この ほ か に ク ラス ・

ル ー ム形 式 の 教 育 も行 わ れ,カ リフォ ル ニ ア,ロ ッキー ド社 の 場合4人 の専

門 トレー ナ を抱 え て い る。 大 体 週40時 間 勤 務 で あるが,3%を 教 育 に 充 当

す る よ うに して い る。 た だ し,実 際 の 仕事 の 運 営 が よ り大 切 で あっ て,こ れ

を 犠牲 に して 教 育を行 う よ うな こ とは しない。

自己 研修 の 教 材 に はVAIを 用 い,こ れ は単 に 知識 を得 るた め だ け の教 育

で は な く,仕 事 の 上 で使 え る もの を 勉 強 させ る よ うに して い る。 そ の た め 管

理 者 と充 分相 談 して教 育 を進 める よ うに して い る。EDP部 門 に は,個 人別
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教 育受 講 歴 フ ァ イルが あ っ て,何 を どの 位 学ん だか フ ァ イル され て い る。

しか しキ ャ リア ・デ ィベ ロ ップ メ ン トに つ い て会 社 が 積 極 的 に 行 うの で は

な く,あ くまで も個 人 個 人 が 自分 で 管 理 させ る よ うに して い る。 昇 進 させ る

と きに は,そ の 人が 自主 的 に どれ だ け 教 育 を受 け て い るか(自 己 研 修 を 含 め

て)を 参 考 に して行 う。

この 会 社 は 教 育 に非 常 に 関心 を持 っ て い る。 訓 練 用 コ ン ピュー タを設 置 し

て い る。 これ は 問題 の あ るEDP要 員 を こ こで訓 練 す るた めの もの で あ る。

新 規 に人 を雇 入 れ る と きに は,イ ン タ ビュー の チ ー ムが 面 接 し,入 社 後 の 教

育 計画 を立 て る。 入社 後1週 間 は オ リエ ンテー シ ョ ン と して社 内 の状 況 を説

明 す る。

他 部 門 か らの ロー テー シ ョ ン も少 しは 行 っ て い る。 他 部 門で3年 以 上 働 い

て い て,す でに4つ 以 上 講 習 を 受 け て い る人(170時 間以 上)をEDP部

門 に持 っ て くる よ うに して い る。3年 以 上 の 人 を選 ぶ 理 由 は,こ の位 継 続 し

て 勤 務 した 人 の 方が 定着 率 が よい か らで あ る。EDP部 門 に は給 与が よいの

で,勉 強 した 上 で来 る 人 が 多 い との こ と で あっ た。 他 部 門か ら人 を受 け 入れ

た 場 合,す で に受 け た170時 間 の ほ か20週 間の 教 育期 間 な らび に試 用期

間 を設 け て い る。

■

■

170H 11Weeks 9Weeks

BasicConcept等 の 教育部内の監督下で

Trainning仕 事 をさせ てみ る。

教 育 担 当 者 の レベ ル ア ッ プ を ど うす る かo

教 育 に 携 る 者 は 自分 自 身 も教 育 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は 外

部 機 関,学 会,メ ー カの 会 合 等 を 活 用 し て い る との こ と で あ っ た 。

EDP要 員 の 職 位 は ど う な っ て い る か 。

EDP要 員 に は,つ ぎ の7つ の レ ベ ル を 設 け て い る。

Manager

SystemManager

◎

し
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、

ProjectLeader

Planner-SystemAnalyst

Coordinator

Programmer

SupPortProgrammer

こ れ らの職 位 に つ い て,ど の よ うな知 識 が 要 求 さ れ る か が 規 定 され て い る。

各 個 人 は 自己 申告 を半 年 に1同 ず つ 行 い,新 しい追 加 知 識 を登 録 し,昇 格 に

そ な え るo

教 育機 会 を ど う与 え るか 。

この 問 題 は 非 常 に む ず か し く,機 会 均 等 は法 律 で規 定 され て い る こ とで も

あ り,不 公 平 に なる と大 い に問 題 とな る。 最 も多 く行 わ れ るの は,監 督 者 が

個 人個 人 を よ く把 握 して お い て教 育の機 会 を与 え る よ うに 決 定 す る こ とで あ

るo

か つ て メー カに 依 頼 して,適 性 検 査 を 行 い,最 も向 く仕 事 を 決 め て い た が ,

金 が か か りす ぎるの で止 めて い る。

この よ うに い ろい ろ教 育 に 力を 入 れ て い るが,そ の 効 果 は ど う して判 定 す

るか を尋 ね た 。 教 育 効 果 測 定 は む ず か し く,良 い方 法 は な い が ,一 緒 に仕 事

を して い る者 に 教 育 の 効 果 が あっ たか ど うか を聞 くこ とに して い る。 これ が

最 も確 実 との こ とで あ った 。

●

■

一359一



2.15サ ウ ザ ン パ シ フ ィ ッ ク 鉄 道

調査先

面 接者:

SouthanPacificRailway1,MarketStreetSan

FranciscoCalifornia

Mr.J.DowingManager,SystemResearch

Mr.F.ConleySystemSupervisor

Mr・R.ARON'SeniorAssistantManagerOperating

System

Mr・W・Zigmant

■

、

1.調 査 先 概 要

サ ウ ザ ン ・パ シ フ ィ ッ ク 鉄 道 会 社 は,太 平 洋 岸 の サ ン フ ラ ン シ ス コ を 起 点

に して,シ ア トル,シ カ ゴ,ロ ス ア ン ゼ ル ス,ニ ュ ー オ ル リー ン ズ,マ イ ア

ミ,ニ ュ ー ヨ ー ク な どへ の 路 線 を 持 つ ア メ リ カ有 数 の 鉄 道 会 社 で あ る 。 鉄 道

の 総 延 長 は12,000マ イ ル。 そ の た め 約5,000マ イ ル の マ イ ク ロ私 有 通 信 網

を もっ て い る 。 現 在,旅 客 は 輸 送 量 の1%に し か 過 ぎ ず,残 り99%は 貨 物

輸 送 で あ る。 した が っ て,コ ン ピ ュ ー タ利 用 も貨 物 輸 送 中 心 の ア プ リケ ー シ

ョ ン と な る 。 設 置 機 器 は,IBM370/168×2シ ス テ ム(デ ュ プ レ ッ ク ス ・

シ ス テ ム を 構 成 し,一 台 は オ ン ラ イ ン用,一 台 は テ ス ト ラ ン用 及 び オ ン.ラ イ

ン ・パ ッ ク ・ア ッ プ用),370/158×1シ ス テ ム(パ ッチ 処 理 用)で あ る。

EDP要 員 は550人 で あ り,う ち プ ロ グ ラ マ は120人 で あ る 。

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム は"TOPS"と 呼 ば れ つ ぎの よ うな 規 模 で あ る 。

タ ー ミナ ル

デ 一 夕 ス テ ー シ ョ ン

テ レ プ リ ン タ ー

CRTデ ィ ス プ レ ー'

そ の 他

266

189

60

22

タ

●
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回 線

342ラ イ ン(合 計7,600マ イルの マ イク ロ網)

メ ッ セー ジ量

60,000メ ッセ ー ジ/日

(マ ル チ処 理 最 高11コ まで)

(1メ ッセ ー ジ当b処 理 時 間4秒 ～6秒)

2.調 査 事 項 及 び 所感

サ ン フ ラ ンシ ス コの メ イ ン ・ス ト リー トで ある マー ケ ッ ト通 りの 東 北 端 に

位 す る この 会 社 の 本社 は,か っ て鉄 道 が 大 陸 横 断 の主 役 で あっ た 頃 の 名 残 り

を 留 め る重 厚 な 構 え で あっ た 。 今 日で は,旅 客 はほ とん ど を空 に 奪 わ れ て し

ま っ た とは い え,経 済 の 大 動 脈 と して社 会 に果 してい る役 割 は益 々重 くなっ

て い る。 そ の た め か,公 共 企 業 で あ る この 会 社 の 警備 は 厳 重 を極 め 一 寸 近寄

り難 い 印 象 さえ 与え た。

まず シス テ ム リサ ー チの マ ネー ジャで あるMr.Dowingか ら教 育 関 係の

全 般 的 な説 明が あっ た。 教 育 関 係 の 予算 は,5年 前 の1970年 に は,年

75,000ド ル で あっ た が,1975年 は155,000ド ルで,倍 増 以 上 との こ

と で あ る。 そ してそ の 内容 も以 前 は外 部(主 と して メー カ)派 遣 で あっ た が,

今 日で は,大 部 分 を 社 内 で行 っ て い る。 これ は米 国 の 大 ユ ー ザの 一 般 的 な傾

向 と なっ て い る との こ とで あ った 。

次 い で バ ッチ シ ス テ ム担 当のMr・Conleyか ら個 別 説 明 が あっ た。 バ ッ

チ の プ ログ ラムは全 部COBOL言 語 を用 い て お り,プ ログ ラマは 大 部 分 が 大

学 卒 で あ る。(但 しundergraduate)新 卒 と中途 採 用 の 比 率 は 半 々位 で,

新 卒 の場 合 は教 育訓 練 コー スに よ り教 育 して ゆ く。 但 し方 法 は ほ とん ど

VIDEO教 材 に よる もの で あっ て,IBMの もの,ADVANEDSYSTEM

の もの ・ そ れ に 自社 開 発 の もの を 混 用 して い る。 しか し自社 開 発 とは 言 って

も,特 別 な ス タ ジオ設備 な どは 持 た ず,そ う大 が か りで は な い。

JOBロ ー テー シ ョンにつ い て の考 え 方 を尋 ね てみ た が,ロ ー テ ー シ ョ ン

一362一

■

口

■

、

A



「『一ーー一1

●

●

プ

⑨

頃

を す る と能 率 が 下 が るの で,殆 ん どや らな い。 何 かの プ ロジェ ク トが 終 了 す

る と,当 然 次 の 仕 事 に つ くこ とに な るの で,そ こで新 しい経 験 を させ る こ と

に なる わ け で,教 育 の た め に ロー テ ー シ ョンは 考 え て い な い との こ とで あ っ

た 。 とに か く仕 事 第 一,効 率 第一 とい うこ とが 徹底 して い るが,こ れ も客 観

情 勢 の きび しい こ とを反 映 して の ことか と受け 取 っ た。

つ ぎに キ ャ リア ・パ スに つ いて 尋 ね た が,こ れ も特 に一 般 的 な ルー ルや配

慮 は な く,仕 事 中心 に人 の 配置 を考 え て い くの だ とい うこ とで あっ た。 要 員

か ら希 望 が 出 され る場 合 も ある が,希 望 に合 うと こ ろが あれ ば考 え て や る と

い う程 度 で あっ て,希 望 よ り仕 事 優 先 との こ とで あ る。

つ ぎに オ ン ラ イ ン シス テ ムに つ い てMr.Aronか ら説 明 が あ っ た。 この オ

ン ラ イン シス テ ムはOperatingDataSystemと 呼 ば れ,1960年 に

開 発 に着 手 したそ うで あ る。 現在 で はIBM370/168×2台 の 大 規 模 な

もの で あ る が,列 車 の運 行 ・管 理 を司 どっ て い る。 この シス テ ムを つ くる に

当 っ て,COBoL,PL/1等 言 語 を どれ に すべ きか検 討 したが,適 当 な もの

が 見 当 らず 独 自で マ ク ロ ・アセ ン ブ ラー言 語 とそ の プ ロセ ッサ ー を開発 した。

そ の た め に3人 ×6ヵ 月 を要 した。(TOPSと い う)

つ ぎに テ ス ト用 の プ ログ ラ ムパ ッケー ジを 開発 し,シ ス テ ムテ ス トを容 易

に進 め られ る よ うに した。

オ ン ライ ン グ ル ー プの 要 員 に つ いて は,ま ずTOPS言 語 及 び パ ッケ ー ジ

化 概 念 に つ い て 教 育 を受 け る。 この方 法 は,や はbVIDEOを 使 っ て行 っ て

い る。(自 社 開発 の もの)

バ ッチ部 門か らオ ン ライ ン部 門 へ の ロー テ ー シ ョ ンにつ い て は,プ ロ グ ラ

マ の レベ ル で は この よ うな ロー テ ー ショ ンは有 効 で あ るが,シ ス テ ムデ ザ イ

ナ ・レ ベ ル で は バ ッチ の 経 験 は そ れ ほ どオ ン ライ ンに とって 有 効 で な い と

の こ とで あ っ た。 オ ン ライ ン部 門の 要 員数 は,総 計103人 で うち プ ログ ラ

マ は60人 位 で あ る。

EDP要 員 の 身分 につ い て説 明が あっ た が,SE,プ ロ グ ラマ につ い ては
●
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全 部非 組 合 員で あ る。 しか し,オ ペ レー タ,キ ー パ ンチ ャは 全 員 組 合 員 で あ

る 。 従 っ て プ ロ グ ラ マに つ い て は,与 え られ た 仕 事 が で き な く,そ の た めに

残業 手 当 が払 われ る こ とは ない 。 そ の か わ リ ブ ログ ラマは 能 力 に よっ て マ ネ

ー ジャに 昇進 す る チ ャ ン スが あ る。 しか し組 合 員 につ い て は,そ の チ ャ ンス

は ない。 マ ネー ジャ レベ ルに お け る他 部 門 との 交 流 は,殆 ん どな い のが 実 情

で あ る。

◆

●

(付)現 在 同 社 が 行 っ て い る 教 育 の 項 目 及 び 時 間 数

新 人 向

ComputingSystemsFundamentals

IntroductionTo360

COBOL

SYSTEMDESIGN

こ こ で プ ロ グ ラ マ と して 使 用 す る。

レ ベ ル ア ッ プ教 育

JCL

シ ス テ ム デ ザ イ ン及 び ア ナ リ シ ス

デ ー タ ベ ー ス 概 念 及 び 方 法

コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ンの 基 礎

構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ

30時 間

40時 間

80時 間

80時 間

2週 間'

25時 間

25時 間

4時 間

12時 間

'

、
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2.14ア メ リ カ 銀 行

含

●

調査先:

面 接者:

BankofAmerica

OneSouthVanNeesAvenueSanfrancisco

Mr.EckartSellinger

VicePresidentDataProcessingServiceNorth

ゾ

、

■

烏

1.調 査 先 概 要

バ ンク ・オ ブ ・ア メ リカは,世 界最 大 の 商業 銀 行 で ある。 カ リフォ ル ニア

州 を基 盤 と して 約1,000の 支 店 を持 ち,海 外 に も支 店 網 を拡 げ て い る。 コ

ン ピュー タの 活 用 に つ い て は,極 めて 積極 的 な姿 勢 を持 ち続 け て お り,た と

え ば小 切 手 を 分類 す るた めのMICR機 器 の早 期 採 用,全 面 的 な業 務 のEDP

化 な どに 早 くか ら取 り組 ん で来 た ことで も有 名 で あ る。

現 在 サ ン フラ ン シス コと ロサ ンゼ ル スに ほぼ 同規模 のEDPセ ン タを持 ち,

処 理 の 効 率化 と危 険 の分 散 化 を図 って い る。 われ われ が 訪問 した サ ンフ ラン

シス コ ・デー タ ・セ ン タは,つ ぎの よ うな シス テ ムをそ なえ て い る。

IBM370/195×1

1BM370/168×3

1BM360/65×1

1419ソ 一夕ー ×20

この セ ン タに,EDP要 員 は1,800人 が働 い て いて,う ち170人 が 管 理

者 ・監 督 者,550人 が プ ロ グ ラ マとい うこ とで あっ た。

2.調 査 概 要 及 び所感

サ ン フ ラン シ ス コの マー ケ ッ ト通 り中程 に位 置 し,明 る い 近 代 的 な建物 で

あ る この デ ー タ ・セ ン タ も,や は り時 節柄 か な り厳 重 な警 戒 を して い る。 し

か し銀 行 とい う接 客 業 務 の せ いか,ま た 従業 員の 多 くが女 性 で あるせ い も あ

っ て か,か な り親 近感 を覚 え る応 対 で あっ た。.われ われ に説 明 を して くれ た
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Mr.Sellingerは35才 の 若 さでVICE-Presidentと し(う要職 に あ り,

テ キ パ キ と説 明 を して くれ た。 彼 自身 プ ログ ラ マか ら この 地位 に 昇進 した と

云 って い たが,こ の あ た りに米 国 の社 会 の ユ ニ ー ク さを感 じた。 も う一 つ こ

の 銀行 を 訪れ て感 じた ご とは,人 事政 策 な どに 輌・いて や や 日本 に近 い とこ ろ

が あ る とい うこ とで あっ た。 例 え ば 従業 員の 在 職 年 数 を な るべ く長 くす る よ

・うに 考 え ,そ の た め に 他 部 門 との ロー テ ー シ ョ ンを で きるだ け 図 っ て ゆ こ う

とす る な どがそ れ で あ る。

この銀 行 もEDP導 入 当初(1956年 頃)は,EDP要 員 を で き るだ け

行 内 か ら充 足 しよ う と して い たが,EDP化 の テ ンポが 急 で,と て もそ れ で

、 は間 に合 わ ず,1969年 頃 で50%が 社 外 よ り採 用 をす る よ うに な り,i現

在 で は70%を 社 外 よb採 用 とい うこ とにな っ て い る。

新 入 社 員 に対 す る教 育 期 間 ・内容 は別 紙 の 通 りで あ る。

しか しなが ら監 督 者,管 理 者 に 関 して は,銀 行 とい う業 種 上,企 業 へ の 忠

誠 心 を必 要 とす る面 が あ っ てか,ま た 人事 方針 と してか 直接 外 部 よ り採 用 す

る とい う こ とは な く,内 部 よ り昇 進 させ る とい う こ とで あ った 。

人事 管理 の 面 で 大 き な特 長 は,こ の 銀 行 は 全 く組 合 が ない。 パ ンチ ャか ら

オ ペ レLタ に 至 る ま で,3直 交 替 制 を と り24時 間 稼 動 を行 っ て い る。 皆,

車 で 通 勤 して い る の で,深 夜勤 務 も全 く問題 が な い との ことで ある。

オ ペ レー シ ョン部 門 の新 入 社 員 は,ま ず 深 夜 勤務 か ら始 まっ て,年 数が 経

つ(Seniorityが 増 す)ご とに 夕方,昼 間 勤 務の 方 に 上っ て ゆ く。

オ ペ レー シ ョ ン業 務 の 内容 に して も,磁 気 テ ー プ装 着 担 当 はそ れ だ け・ カ

ー ド リー ダの 取扱 者 はそ れ だ け を,ス ピー カーか ら流 れ る コ ン ソー ル ・オ ペ

レー タか らの 指示 に 従 っ て実 施 して ゆ くの で あるo

結 果 的 に全 教 育 をみ た 場合

自.社 内40%

自 己 研 修30%

外 部 で の 教 育30%と い う比 率 で あ る。
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つ い で要 員 の キ ャ リア ・パ ス につ い て尋 ね て み たが,銀 行 と して 一 定 の ル

ー ル を設 け た り して は い な い との こ とで あっ た。 しか し比 較 的 これ が 実 行 さ

れ て い るの は,オ ペ レー タに つ い て で あ っ て,さ きに のべ た深 夜 → 夜 間 → 昼

間 とい う勤 務 シ フ トのみ で な く,ペ リフ ェ ラル ・オペ レー タか ら コ ン ソー ル ・

オ ペ レー タへ と昇格 させ る こ とは なか ば ル ー ル化 され て い る。(し か し これ

に も勿 論 本 人 の意 欲 が 最 も問 題 と なる。)

しか し,プ ログ ラ マに な る と,こ の よ うな・キ ャ リア ・パ スは 能 率低 下 を招

くこ とに な るの で,ほ とん ど行 っ て い な い との こ とで あ っ た。

教 育 ・訓 練 と して は,さ きに 述 べ た新 入 者 教 育の ほ か は,銀 行 が 新 しい仕

事 に 向 け る とき,必 要 不 可 欠 の 教 育 を実 施 す る こ とが あ る位 で,あ と はか な

り 自主 意 欲 に まか せ て い る。 た とえ ば 大学 に 通 う者 に つ い て は,授 業 料 や教

材 費 を銀 行 で補 助 す る な どが そ の 例 で あ る。

ア ナ リス トや プ ログ ラ マに つ いて 結 果 的 に キ ャ リア ・パ スが 行 わ れ て い る

とす れ ば,プ ロ ジェ ク ト ・チ ー ム制 を とっ て い る ことが 挙げ られ る。1つ の

プ ロ ジェ ク トが 終 れ ば新 しい プ ロ ジェ ク トに 入 るの で,こ の過 程 を通 じ逐 次

経 験 を深 め て ゆ くこ とに な る。 新 し く1つ の プ ロジェ ク トに 入 る者 は,ま ず

メ ンテ ナ ンス作業 か ら始 め,ド キ ュ メ ン ト作 成,プ ログ ラ ム開 発 へ と入 っ て

ゆ く。 こ の よ うな過 程 を経 る こ とが 比 較 的 ス ムー スに参 加 す る こ とを 援 け て

い るo

この 銀行 に お いて 特 に感 じ られ た こ とは,万 事 能率 主 義,合 理主 義 に よっ

て割 り切 る こ との 多 い米 国 と して は,や や 日本 的 とい うか 終 身雇 用 的 な考 え

方 に近 い と思 われ た こ とで あ る。 これ は や は り銀 行 とい う業 種 が,そ の よ う

な こ とを必 要 と して い る と も とれ る。 この銀 行 にお いて は,労 働 組 合 は な い

そ うで,一 従業 員 に 至 るま で経 営 の参 画 意 識 を もた せ,顧 客 サ ー ビス に徹 し

よ う とす る姿 勢 が 窺 え た。

/
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ろ.主 要 入 手 資料 一 覧

訪 問 機 関 資 料 名

ドイツ 銀行 1)AnnualReportfor1974

2)E・infUhrungindieEDVfurAuszubiIdende

(EDP教 育 についての案 内)

3)DEUTSCHEBANK

AutomatischeDatenverarbeitung

VoneinemMitarbeiterrerst5ndhch

gemacht

4)DatenverarbeitungAusbiIdung(情 報 処 理 教 育)

1975.10.1-1976.3.31(ジ ー メ ン ス)

ドイ ツlBM 1)AusbildungszentrumEssenIBM

(IBMエ ッ セ ン教 育 セ ン タ の 案 内 パ ン フ レ ッ ト)

2)IBMDeutschlandGmbH

AusbildungszentrumEssen

(エ ッセン教育 センタの受講 案内パン フレ ット)

3)A・ ・bildung・i・ ∫ ・ ・m・ti・n

(教 育情 報パンフレ ット)

DieLerunprogrammederIBMAusbildung

fUrDatenverarbeitung(IBMプ ロ グ ラ ム 学 習)

他11部

lRlA 1)IRIA案 内 パ ン フ レ 。 ト

2)IRIARAPPORTDUCONSEILD'ADMINISTRATION

ANNE'E1974

3)ecoleinformatiquedel'iria

recherche

pluridisciplinarite'

progra㎜edescours1976

4)Cepia76

PROG㎜SETCALENDRIER

5)an.nuairedeIaformation

51/informatiqueI

皿

(documentationduCICI)
・

一370一

令

●

◎

Φ

Or亀

件



○

・●

φ

心

亀

訪 問 機 関 資 料 名

6)DIPLOMESOFFICIELSENSEIGNMENTPUBLIC

ENINFORMATIQUE(IRIA,CICI)

7)LAFORMATIONPERMANENTEENINFORMATIQUE

(IRIA,CICI)

8)eninformatiquequellesformations

quelsdip16mespour
'

quelsmetiers?

(IRIA,CICI)

9)1esprofessionsdeI'informatique

(IRIA,CICI)

AirFrance 1)AIRFRANCE1975

(会 社 概要小冊子)

2)PLANDEFORMATION1975,9

3)PROGRAMMEDESACTIONSDEFORMATION

(養 成活動計画)lg75,3

NCC

(マ ンチ ェスター本

社)

1)NCCTheNationalComputingCenter

2)NCCCourses

Education .andTrainingProgramme1975

3)NCCCoursesforInformaticsStaff

4)NCCInternationalactivities

5)NCCInformationServices

6)NCCAdvisoryServices

NCC

(ロ ン ドン支部)

1)StaffTitlesandJobDescriptionsin

Co㎜ercialDataProcessing

ミ ッドラン ド銀行 1)ComputerOperatorsTrainingScheme

Honeywell

(ボ ス トン)

1)EducationPlanningGuide1975

2)EducationScheduleFourthQuarter/75

3)AdvancedProfessionalTraining

4)Zoom

CatalogofTe.levisionProgramsSecond

Half'75
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訪 機

HoneywelI'

(ボ ス トン)

マ サ チ ー セ ッ ツ

ホ ス ピ タ ルASS

、ロサ ンゼルス市役所

ロ ッキ ー ド

名

Announcin9… …

・ ・mpf・t・1・y'paOk。g。dcu,i。ul。m

Progr日msfor`200/2000users

l).sharedcomputerPr6gram'

25'

1)DPMA案 内 パ ン フ レ ッ ト(12種)

2)Certificate'nDataProcessing

(ICCP発 行)

3)bDP受 験 者 数,合 格 者 数 等 の 最 新 デ ー タk・ よ びCDP参 考 書 案 内

4) .A.dya.ncedSyst.em.s案 内 パ ン フ レ 。 ト(.4種)

5)Ad・ancedSy,t。m,'Annua1R。p6,t"・75

6)C・ ・tifica・enD'a・ 。P,。6essi。g

(ICCP発 行)

7)E(lucationalCourseξPublications

Materials

1)DataServiceBureau,AnnualReport

①Fi'scalyear1973二74

②1974-75

2)サ ー ピス ビ ー ロ ー職 務 別 給 与 表

3)』1.OSANGEI、ESCITYCIVILSERVICE

COMISSIONの オ ペ レ プ ・ プ ログ ラ マ ・ ア ナ リス ト等va関 す1

る 資 料(17種)

4)情 報 処 理 教 育 用 ビ デ オ テ ー)'一 覧 表

1)会 社 組 織 図

LOCKHEED-CALIFOR[NIACOMPANY

ADivigioriofLockheedAircra・ftCorp

2)機 器 構 成 図 お よ びNetwork図

3)PROFESSIONALAPPRAISALANDPLAN』

LOCKHEED-CALIFORNIACOMPANYのBUSINESS

COMPUTING部 門 に お け る 要 員 の 勤 務 評 定 の 用 紙

4)CustomerEducationCourseCatalog

November1975"(IBM)

5)ProgrammingFundamentals(IBM)

一372一

セ

●

㌔ボ

◆

◎

ρ



●

訪 問 機 関 資 料 名

ロ ッキ ー ド 6)ComputerBasedTrainingUserGuide(IBM)

7)IBM-InteractiveTrainningSystem

関 係 資 料(6種)

8)'CAI関 係 資 料(2種)

SouthernPaci-

ficTrans.Co.

1)DATASYSTEMS

Research&Production

ヂ

●
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1.関 連 報 告 書 概 要

報告書名 コンピュータスペシャ リス トの処遇お よび教育に関する調査

発行機関
経営情報調査専 門委員会'73.3(財)日 本情報処理開発センター

(著者名)

1.コ ン ピ ュ ー タ利 用 と要 員 の 推 移

2,業 種 別の事例調査

3.コ ン ピュータ要員処遇 の現状

事例調査結果からの問題提起
調査項目

1.ス ペ シャリス トとしての専門職制度 のあり方について

2,要 員 不足の問題

3.企 業内における配置転換の問題

4.要 員 教育

調査方法 事例調査および通産省昭和46年 度情報処理実態調査結果を利用

食 品工業,造 船業,公 益事業,複 合輸送業,コ ン ピュータ部門独立企業 など5業 種 を
調査対象

対象

コン ピュータ部門についての現状の問題点を把握 し,今 後の処遇,教 育 などの今後の

目 的
あ り方の方向づけを行 なった もの である。

報告書名 企業内情報処理教育の動向調査報告書

発行機関
教育調査研究委員会'73.11情 報処理学会

(著者名)

1.コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 状 況

2,組 織 と業務 担当について

3,コ ン ピ ュ ー タ 要 員 の 構 成 に っ い て

調査項目 4.コ ン ピ ュ ー タ 要 員 の 入 事 に つ い て

5.コ ン ピュータ部門の要員教育にっい て

、

6,コ ン ピュータ要員以外 の情報処理教育について

7.学 校 教育 との関係について

アンケー ト調査

調査方法 配布件数600件

有効回収件数255件(42.5%)

対 象 「ユーザ存 報」 記載の各業種の中から600社 を ラン ダム抽出

企業内情報処理教育の現状を知ることによって今後の企業における情報処理教育のあ

目 的 り方を検討すると同時に,大 学をはじめとする高等教育における情報処理教育のあり

方 に反 映させる。
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報告書名 情報処理要員の養成確保に関する諸問題

発行機 関 、

(著者名).
情 報処理要員め養成確保に関する研究会,73.6(財)情 報処理研修センター1

調査項 目

1.情 報 処理教育のひろが り
`

2.メ[カ に おけ る情報処理教育

3.ユ ー ザにおける情報処理要員の養成確保

4.ソ フ トウェア企業 における情報処理要員の養成確保

5.企 業 における要員教育の諸 問題 『

6.一 般 市民に対する情報処理教育

7,企 業 における情報処理教育の動向調査

調査方法

アンケ ー ト調査(7の み)… …71年8月 の情報処理学会のアンケー ト調査結果 を参

考 と している。

配布件数572件
x

有効回収件数'152件(26,5%)

対 象
「三シピ二一タ 馴ユニザー年報1971年 版」 より572の 企 業,官 公庁,団 体を無

作為 に抽出 ※(7の み)

.目,.的

'"

メニ カ,ユ ー ザ,サ ー ビス 業等 の 実 施 してい るそれぞれの教育の実態 お よび問題

点 を明 ら.かに し,特 に学校教育 どの接合点 を重視 し報告 を行 ない,さ らに7般 市民へ

の啓蒙普及のための教育 の問題点,方 法論等について もふれ る。

報告書名 情報処理技術者の職種等基礎調査報告書

発行機関

(著者名)
職種調査委員会 ・74.6(財)情 報処理研修センター

調査項目

1.情 報処理技術者の職務 内容 と職種につい て

2.職 種 経路 について

3.各 職種 に要求され る知識

4.各 職 種に要求される資質

5.各 職種 の年令 ・学歴構成

6.情 報処理技術者 の認定 試験

調査方法

,}吟.層

ア ンケー ト調査

配布件数1,527件

有 効回収件数283件(18.5%)

A

対 ・ 象 一

.「ユ ーザー年報」記上め全業種から,大 ・中 ・小企業各 々から合計1,527名 の要員

抽出`L

目 的
,・'「

'

情 報処理業務 に携わる者の現状 を把握するために,特 に職 務内容,職 種呼称,当 該職

種 に要求 され る知識 ・能力の程度 について深 く調査 し,位 置づけ を明確に し,そ こに
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目 的
おける問題点を明らかにするとどもに情報処理教育等の今後の方向づけに資すること

・

を 目的 としてい る。

報告書名

一

情報処理教育に関する調査報告書

発行機関

(著者名)
情報処理教育調査研究委員会JIPDEC'733月

調査項目

∨

1.回 収 会社 の概要
-

2.情 報処理教育の目的と重要性

3.外 部教育機関の利用状況

4.情 報処理教育の実施状況
A

①体制 ②行 なっていない理由 ③開始時期 ④企画部門 ⑤現在使用中のカリキュ

ラムを使い始めた時期 ⑥ カリキュラム内容の更新時期 ⑦方法 ⑧今後の対策

⑨内容 ⑩ 実習の内容 ⑪ 時間 ⑫ 教材 ⑬ 教育機器 ⑭ 評価 ⑮ 得 られた結果一,、
⑯新入社員教育'

調査方法

oア ン ケ ー ト調 査(,72,11月)oイ ン タ ビ ュー

配 布 件 数1,171件o意 見 調 査 、
有効回収件数396件(33.8%)

,

対 象

oユ ー ザー年 報(72度 版)記 載 の4,000社 の 中か ら,・メーカ,計 算 センター,噛病

院,学 校を除 いた各業種1,171社 の企 業内情報処理教育対象者

oイ ンタビューは大手企業11社 。意見調査は2名 の有識者

目 的

産業界 における情報処理教育の実態を把握 し,そ こか ら現 状における問題点を明確に

し,さ らに今 後の方向づけのた めの資料 とするとともに カ リキ ュラム,テ キス トの開

発 のた めの参考資料 とす ることが目的で ある。

報告書名 情報処理教育振興の基本構想

発行機関

(著者名)
情報処理教育 に関す る会議'72.5文 部 省

調査項 目

ご

1.情 報処理教育 の意義 と目標

2.学 校 教育におけ る当面 の施策

調査方法 、
－

w

対:象 〉. 」1

目 的

一般的な情報処理教育と専門的な情報処理教育についてその計画をどのように推進す

べ きかについて示唆するとともに,大 量の技術者を養成し,ま た将来をになう研究者

・教育者 ・技術者を育成するという社会的要請にこたえるための具体的な施策をまと

めるo
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報告書名 計算 センターにおける技術者の職務内容 とキ ャリア ・パス

発行機関
能 力開発分科会'75.5(社)日 本情報センター協会

(著者名)

。職種と職務内容

Oキ ャ リ ア ・パ ス と職 制 の つ な が り(キ ャ リ ア ・パ ス の 標 準 モ デ ル)

調査項目
O要 員の評価

。教育訓練とその目標

調査方法
基本資料 としてIITの 「情報処理技術者の職種等基礎調査報告書」('74.6月)を

利 用。

対 象 キーパンチャ を除 く情 報処理サ ービス業の各種要員

人間の能力開発が情報処理サービス業の生産性を高める。この生産性の向上 というこ
目 的

とをテーマと して要員 の育成を図るためのキ ャリア ・パスの標準的なモデルを示す。

/報 告書名 コン ピュータ部門への注文

発行機関
研 究 委 員 会'75.5(社)日 本 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ 協 会

(著者名)

。年 令,性 別,社 会 に 出 て か ら の 年 数,コ ン ピ ュ ー タ部 門 の 経 験,職 位,コ ン ビ ュ ー

タ関連業務の割合

O勤 務 先の資本金,従 業員数,業 種,コ ンピュータ導入後何年か ,コ ンピュータの規

模,コ ン ピ ュ ー タ の 教 育

調査項 目 。組 織 上 の コ ン ピ ュー タ部 門 の 位 置,ア ウ ト プ ッ トに つ い て,計 画 に つ い て,新 シ ス

テム開発について

。 コ ン ピ ュー タ の 使 用 に つ い て,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 に 対 す る 感 想 に つ い て,シ ス テ ム

'
の理解度について

o満 足要因,不 満足要因

多枝選択質問の アンケー トによる。

配布件数1,500件
調査方法

回収件 数403件(26,8%)

有 効 件数369件(24,8%)
1

対 象 一般企業 ・団体等 の コン ピュータ ・ユーザ部 門の 管 理 者 または実 務担 当 者

ユ ー ザ部 門 が コン ピュータ部門に何を期待 してい るか を知 ることにより,両 部門の
目 的

もつ問題点 を明 らかにす る。

報告書名 コン ピュータ実務担当者の意識調査

発行機関

(著者名)
研究委員会'73.7(社)日 本 データプ ロセ シング協会
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O年 令,性 別,学 歴,専 攻,職 務,経 験,残 業時間,使 用機械,既 婚 ・独身の別

O他 部門の協力の度合,下 請の意識,勤 務の不規則さに対する意識,機 械に使われて

いる という意識

調査項目
O給 料 について,健 康 について,適 性について,職 務の位置 づけ

O転 職 の意識について,転 社の意識 について

Oコ ンピュータ技術の将来 性,満 足要因,不 満足要因

多枝選択質問の アンケー トに よる。

配布件数1,500件

調査方法
回収件数575件(38.3%)

有効件数523件(34.8%)

一般企業団体等(ユ ーザ に限 定)の コンピュータ実務担 当者(課 長以下,パ ンチャ

対 象
は除外)

1

ユーザ1サイ ドの実務担当者の意識 を調査することによって,そ の処遇等の実態を把

目 的
握,分 析 し問題提起を行 なう。

報告書名 ヨー ロッパにおける情報処理教育等 の実態調査

発行機関
(財)情 報 処理研修 センター'75年3月

(著者名)

① ヨー ロッパの大学における教育の現状 と問題点

② ヨーロ ・パの研究機関における教育 ・訓練の現状 と問題点

③ 国際機関における活動の現状と問題点

調査項 目 雀:=欝 ㌔ 遍∴=㌻ ㌶∴笥
・数学 ・情報処理研究 協会

己 器器㌘ ㍗ 　　 　　 ⇒
調査方法 調査団派遣('74年10月 英,仏,独)

対 象 ヨー ロッパ(英,仏,独)の 大学,研 究機 関

ヨー ロッパの大学,研 究機関で情報処理技術等に関す る教育が どの ように行 なわれて

目 的
いるかその教育の実情と教科内容,お よび今後の計画等を知る。

報告書名 能力開発 シ リーズ 凡16 「シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア 」

発行機関 システム ・エン ジニア研究委員会 社団法人 全 日本能率連盟 人 間能力開発センター

調査項目

① 職業 プロフィール

② 職務内容

③ 職業意識 と職業問題
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調査項目
④ 雇用制度の機能

⑤ 能力開発の諸条件

調査方法

アンケー ト調査お よび若干 の ヒア リングを通 しての事 例研究

配布件数6,670件

回収件数3,420件(51,3%)

調査対象 各業種403企 業(東 証一 ・二部上場)の 情報処理要員を対象

目 的

システム ・エンジニアを中心 とする情報技術者の職務分析を行ないそれを通 して,こ

の種の職業に従事する者の能力開発に関する問題点について認識を深め,可 能な改善

を示唆する。

報告書名 中級情報処理技術者育成指針

発行機関 中級情報処理技術者育成指針委員会(財)日 本情報処理開発センター

研究項目

。教育科目の設定

。教育科目と履習時間

。教育科目の履習順位

調査研究

方 法
中級情報処理技術者育成指針委員会,作 成小委員会および5分 科会で作成

調査対象

目 的 中堅的要員としての情報処理技術者に対する教育 カリキュラムの標準を示す。

⑳

●

■

d

.
●

㎡
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2.講 習 会 概 要一 覧 表

こ こに掲 載 した情 報 処理 要 員 教 育 の講 習会 は,国 内 の 主 要 メ ー カ,各

種 団 体 が主 催 してい る もの の 中 か ら, 、主 に オペ レー シ ョン,プ ログ ラ ミツ

グ,シ ス テ ム設計 に た ず さわ る要 員 を対 象 と した ゴー ス 内 容 を紹 介 した も

の で,昭 和50年12月 に入 手 した 案 内 パ ンフ レ ッ.トを も とに,当 財 団事

務 局 が編 集 した もの で す 。 この た め全 国 で行 な われ てい る講 習 会 は す べて

網 羅 してお り ませ ん し,内 容 ・範 囲,も限定 きれ た もの で す 。

ま た掲 載 され てい る コTス は,大 部 分 が 昭和50年 度 後 期(50年10月

～51年3月)実 施 の もの で すの で,5'1年4月 以 後 に つ い ては,・内 容,

費 用 の変 更 が 考 え られ ま す。

な お,内 容,費 用,関 連 コー ス等 につ い ての 詳 細 を知 りた い場 合 は,別

'表
の主 催 機 関の 担 当vak・ 問 い 合 せ下 さいq

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

■

-

A コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ

沖電気工業

東京芝浦電気 ・

日本電 気

日 本 ア イ ・ ピ ー ・ エ ム

日 本 エ ヌ ・ シ ー ・ ア ー ル ・

日 本 ユ ニ パ ッ ク

ノ、 ロ ー ス

自立製作所

富士通

三菱電機

3

5

7

8

9

3

0

0

7

8

8

8

9

0

2

3

4

5

5

6

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

B・ 団体等

産業能率短期大学

情報処理研修 セン ター ・

日本科学技術連盟

日本生 産性本部

1・L

12.

13.

14.

15. 日本能率協会

473

474

477

478

482

罰
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主 催 者 名
担 当 課 名

●

◆

●

D

ぐ

≧

所 在 地lTEL

沖 電 気 工 業 ㈱
ソフトウェア事業部技術管理部教育課

鯨 搬 区芝浦4-1・-3(〒)・ ・81・3(454)2111

東 京 芝 浦 電 気 ㈱
電子計算機営業部担当課

鯨 搬 区芝畝 保桜川町 ・(〒)1・51・3(58・)7111

日 本 電 気 ㈱
情報処理営業管理本部第一教育部

鯨 搬 区芝2-22-12(〒)1・51・3(455)1111

日本 ア イ ・ピ ー ・エ ム㈱

教育センター

東京都新宿区西新宿2-6-1(〒)160-9103(344)1311

日本 エ ヌ ・シー ・ア ール ㈱

システム ・サー ビス部企画調整室教育課

鯨 搬 谷 区南平台町 ・6-16(〒)15・1・3(463)・131

日 本 ユ ニ パ ・ ク ㈱
教育センター

鯨 搬 谷区渋谷2-15(〒)15・1・3(499)2175

バ ・ 一 ス ㈱
教 育センター

東 京都千代田区九段北4-1-3(〒)10203(265)5601

㈱ 日 立 製 作 所

コン ピュータ事業本部教育 センター部

京 都千畑 区三崎町2-2・(〒)1・11・3(265)9281

富 士 通 ㈱
電子教育事業部教育課

東 京都大 田区新蒲田1-17-25(〒)144103(735)1111

三 菱 電 機 ㈱

一

電子計画部

東京都港区海岸1-9-15(〒)1・51・3(437)1441

産 業 能 率 短 期 大 学
教育事業部

鯨 都世田谷区等 ・力6-39-15(〒)1581・3(・ ・2)4151

(財)情報処 理研修 センター
教務課

疎 灘 区 浜 松 町2-4-1(〒)1・51・3(435)65・ ・

(醐日本 科 学 技 術 連 盟
開発部広報課

鯨 縦 谷区千駄裕5-1・ 一・(〒)1511・3(352)2231

㈲ 日 本 生 産 性 本 部
経営教育部

鯨 搬 谷区給3-・-1(〒)15・1・3(・ ・9)11・ ・

θ 日 本 能 率 協 会
教育事業部

鯨 搬 区芝公園3-1-22(〒)・ ・51・3(434)6211

(注)・ メ ーカについては,主 要地区 の営業所 でも問い合 せができます。

・一覧表で費用が無料の ものは ,機 種導入ユ ーザに対 してです。
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A.コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ

1.沖 電 気 工 業

OKITAC-4300コ ー ス

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

Basic OKITAC-4300べ 一 FORTRAN言 語 の規則 と 3日 間 無 料

FOR㎜ シ ッ ク シ ス テ ム`こお`ナ るFO 使用法を実習を通 し修得させ

(正) RTRAN言 語 によるプ ログ 基本的なプログラムが組める
w

コ ラ ミングを担当する者で,プ ようにす る

1'
1

ログラム学習方式の 「F6R
、

ス TRAN入 門学習書」を学習

した者

SDOS-43 OKITAC-4300デ ィ FORTRAN言 語 の規則と 3日 間 無 料

(m スク付 きシステムにおけ るF 使用法を実習を通 し修得させ

FORTRAN ORTRAN言 語 に よるプ ロ 基本的なプログラムが組める

コ グラ ミングの担 当者で,「F よう にする

1 ORTRAN入 門学習書」を

ス 学習した者

OKITAC-4300デ ィ SDOS-43に お ける種々 3日 間 無 料

SDOSト43 ス ク付きシステムにおけ るプ の技法を修得させる

ログラ ミング担当者 で,SD

コ OS-43(0)FORTRAN

ll コースお よびSAP-43(田
「

ス 基礎コ ースの修了者 または同

程度の知識をもつ者

SA正L43 OKITAC-4300べ 一 SAP-43(m言 語 め命令の 3日 間 無 料

但) シ ックシ ステムにおける アセ 機能と使用法を実習を通 し修
基 ンブラ言語 によるプ ログラ ミ 得 させ,基 本的なプ ログラム
礎
コ

ングの担 当者で,「 アセ ンブ が組めるようにする

1 ラ 〔SAP-43佃 〕 入門学

ス 習書」を学習 した者

SAP-43 OKITAC-4300べ 一
'SAP -43(皿)言 語 に よ る種 6'日 間 無 料

(皿) シ ックシステムにおけるアセ 々のプログ ラミング技法を修

応 ンブラ言語 によるプ ログ ラ ミ 得させる

用 ングの担当者でSAP-43

コ ω 基礎 コ・一スの修了者 または

| SAP-43(田 の プ ロ グ ラ ミ

ス ングの知識のある者

MAP-43 OKITAC-4300デ ィ MAP-43言 語 の命令の機 5日 間 無 料

スク付きシステムにおけ るア 能と使用法を実習を通 し修得

一383一



コ ー ス 名 受 講 ・対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

コ基 センブラ言語に よるプログラ させ,基 本的 なプログラムが 5日 間 無 料
|
ス 礎 ミングの担 当者 組 めるよう`こす る

MAP-43 OKITAC-4300デ ィ ・MAP-43言 語 による種々 5日 間 無 料

応 、「 .スク付 きシステムにおけ るア のプログラミング技法を修得

用. センブラ言語 によるプ ログラ させる

コ ミングの担 当者で,MAP一

1 43の プ ログラ ミングの知識

ス のあ る者 ・

RPCト43 OKITAC-4300デ ィ RPG-43言 語 の規則 と使 5日 間 無 料

スク付 きシステムに おけ るレ 用法を実習を通 し習得し,基

コ ポー トプ ログ ラムゼネ レータ 本的な事務計算のプログラム

| (RPG)言 語 に よるプロク が組めるようにする
一

ス ラ・ミングの担 当者

オ
コ

OKITAC・-4300の オ 標準入出力機器およびOKI 3日 間 無 料
ぺ ε/

|

ペ レrシ ョン担 当者で,「操作 TAC-4300の 基 本 シ ス

レ ヨ
ス

法入門(D学 習書」を学習した テムプ ログラムのオペ レーシ

|ン 者 。ンの仕 方を修得 させ る

、OKITAC-4400コ ー ス

OKITAC-4500コ ー ス

FORrRAN OKITAC-4400,4 FORTRAN言 語 の規則 と 3日 間 無 料

コ 500に おけるFORTRA 使用法を実習を通 し習得させ

| N言 語 に よるプ ログラ ミング 基本的なプログラムが組める

ス .の 担 当者で 「FORT.RAN よ うにする

入門学習書」を学習した者

MAP OKITAC-440q,4 MAP言 語の命令の機能 と使 5日 間 無 料

コ 50φ に おけ るアセンブ ラ言 用法を実習を通 して修得させ

1 語 に よるプ ログラ ミングの担 ,基本的な プ ログラムが組める

ス 当者 よう`こす る

COBOL OKITAC-44 .00,4 COBOL言 語 の規則 と使用 5日 間 無 料

コ
一

50qに お けるCOBOL言 法を実習を通 して修得させ,

| 語1こ よるプ ログラミングの担 基本的な事務計算のプログラ

ス 当者 ムが組 めるようにす る

DOS OKITAC-4400,4 DOSの オ ペ レ ー シ 。 ン の 仕 4日 間 無 料

コ 500に お け るデ ィスクオペ 方を実習を通 し修得させる

|, レ ー テ ィ ン グ シス テ ム の オ ペ

ス 一レ ー シ ョ
.・ン の 担 当 者1
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2.東 京 芝 浦 電 気

ミ ニ コ ン ビ 声 一 夕TOSBAC

プ ロ セ ス コ ン ピ ュ ー タ

コ ー ス名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

TOSBAC

基

礎
コ

|
ス

囚

ミニ コンまたはプロセスコン

ピュータをはじめて扱 う者

コンピュータの構成と機能な

らびに入出力装置の機能との

関係を把握し,プ ログラミン

グ言語を理解するのに必要な

基礎知識

2日 間 無 料

TOSBAC

640

ア プ

セ ロ コ

膓多1
ラ多ス

TOSBAC-40プ ログラ

ミング担当者でTOSBAC

基 礎 コース受講終了者

TO8BAC-40シ ス テム

の概要をソフ トウ ェア面か ら

紹介 し,基 礎 的なアセンブラ

言語1こついて,プ ログラ ミン

グ演習 とマシン実習 を通 じて・

理解す る

5日 間 無 料

TOSBAC

-40

デ オ
ペ シ
イ

スrう

クテア

イム
ン

グ

TOSBAC-40のDOS

-40プ ロ グラ ミング担 当者

および企画担当者でTOSB

AC-40ア セ ンブラプ ログ

ラ ミン グコース修了者でFO

RTRANとCOBOLの 基

礎知識 のあ る者

TOSBAC-40の デ ィス

ク 。オペ レーテ ィング ・シス

テムDOS-40の 概 要を紹

介 し,基 本概 念,言 語処理そ

の他 の各処理プログラムの使

用方法,バ ッチ型 および会話

型の処理 方法,さ らにデ ィス

クファイルの有効 な作 り方,

使 い方等を理解す る

3日 間 無 料

TOSBAC

-40

プ オ

ロ ペ シ

セ レス

ス1テ

テ ム

膓
グ

TOSBAC-40Cの プ ロ

セス利 用企画担当者 またはプ

ログ ラ ミング担当者でTOS

BAC-40ア セ ンブラプ ロ

グラ ミングコース修了者

TOSBAC-40Cの プ ロ

セス用オペ レ ーテ ィング ・シ

ステムPOPS-D/DSの

動 作概念 を中心 に紹介 し,P

OPSの 管理下で動作するユ

ーザプログラムのプ ログラ ミ

ングについて練 習問題を通 じ

.て理解する

5日 間 無 料

'

T6SBAC

_40

イ'

㌶ コ
フl

rス
ス

TOSBAC-40プ ロセス

用企 画担当者でTOSBAC

-40Cプ ロセスオペ レーテ

ィング システム コース修 了者

TOSBACの 入 出カインタ

フエースお よび機 器コン トロ

ーラの論理設計 上の基本的な

考え方な らびにプ ロセス入 出

力装 置利用上 の知識 を修得す

る

2日 間 無 料
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小 型 コ ン ピ ュ ー タ

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料
■

小 コ

薮 入

初めて コンピュータを学ぶ者 コンピュー タを構成する装 置

機能とデータ処理の基本

1日 間 1,000円

入1門

門タ

9

小フ

灘基
入 や磯
明1

はじめてのプログラムを組む

者で 「コンピュータ入門」の

修了者か同等の知識を有する

者

フローチャー トの基礎 を簡単

な例題 をとおして習得する

1日 間 1.000円

TOSBAC TOSBAC-1150の 担 TOSBAC-1150の ソ 2日 間 無 料
1 当老で 「小型機入門」の受講 フ トウ ェ ア,ハ ー ドウ ェ ア の

1150 修了者 概要 とプ レパ ックと業務 の関

概 説 連を理解させる

TOSBＬAC TOSBAC-1150(紙 TOSBAC-1150(紙 5日 間 5,000円
1

1150
テ ープシステム)の 担当者で テープ システム)を さらに理

(PTシ 久テム) 「TOSBAC-1150概 解 す る。特にPEP皿A,S

プ レパ ック 説」の受講修了者 UM皿Aの 使い方を習得する
⑳

TOSBAC TOSBAC-1150(カ REP皿Aを とおしてTOS 5日 間 5,000円

| セ ッ ト磁気 テープシステムあ BAC-1150(カ セ ッ ト

1150 るいは高速紙テープ読取装置 磁気 テープ システム)の デー

(CMT 付)の 担当者で 「TOSBA タ処理 を理解 し,特 にREP
e

シ久私) C-1150概 説 」の受講 修 皿A,SUM皿Aの 使い方を

プ レパ ック 了者 習得する

TOSBAＬC TOSBAC-ll50(シ TOSBAC-1150(シ 5日 間 5,000円

|

1150
一 トフ ァ イル シ ス テ ム)の 担 一 トフ ァ イ ル シ ス テ ム)を さ

(シ ー トフ ァ 当者で 「TOSBAC-11 らに 理解する。特にREPVI
イルシステム)

プレパック
50概 説」の受講修了者 Aの 使い方を習得する

TOSBAC

|

TOSBAC-1350皿 の
、

TOSBAC-1350皿 の 1日 間 無 料

1350 担当者で 「小型機入門」修了 紹介を行 い次の コースへ進む '

田 か同等の知識を有する老 た め の ソ フ トウ ェ ア,ハ ー ド

概 説
ウェアの概要を習得する

TOSBAC TOSBAC-1350,T MPGの 概要及びMPG言 語 5日 間 5,000円

| OSBAC-1350皿(拡 に よるプ ログラ ミングがで き

1350 張 システム1,拡 張 システム るようにす る

シ リー ズ 皿)の 担当者 「小型機入門」
`

MPG の受講修了者,ま たは同等の 4

知識を有する者

■
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内容 期 間 受講料

TOSBAC

l

1350

シ プ

リ レ

1パ 基

ズ ッ

ク礎

TOSBAC-1350,T
、

OSBAC-1350皿 の担

当者 で,「 小型機 入門」の修

了者か,同 等の知識を有す る

者。ただ しプ レパ ックの コー

ス修了者 は対象 外

TOSBAC-1350,T

OSBAC-1350皿 の プ

レパ ッ ク の 概 要 を 理 解 す る

2日 間 2,000円

TOSBAC

lプ

1350レ
パ(

肇議

三習

TOSBAC-1350(標

準 システム)の 担 当者で 「T

OSBAC-1350シ リー

ズプ レパ ック基礎」 の修了者

PPL-BILL2を 理解 し

,そ の他のTO.SBAC-1

350(標 準 システム)用 プ

レパ ックライブラ リを説明書

を見れ ば使えるよう説明書 の

読解 力をつけ る

5日 間' 5,000円

、

TOSBAF

1
1350プ
(レ

拡 モ 。

張 デ ハ

シ ル ツ

ろ 皿ク

玄 演
1習
)

TOSBAC-1350(拡

張 システム1)。TOSBA

C-1350皿 の 担当者で 「

TOSBAC」1350シ リ

ーズプ レパ ック基礎 」修了者

ただし 「TOSBAC-13

50(拡 張 システム1)」 修

了者は対象外

PPL-NBILLを 理解 し

その他のプレパ ックライブ ラ

リーを説明書を見れ ば使える

よう説明書の読解 力をつける

5日 間 5,000円

MDES
|

1350

プ
ロ ミ基

グン
ラグ礎

TOSBAC-1350,T

OSBAC-1350皿 の 担

当者で 「小型機 入門」修了者

か 同等の知識 を有す る者

TOSBAC-1350,T

OSBAC-1350田 の マ

ルチデータエン トリの概要 と

特長を把み 初歩的なプログ

ラムを作成 できるようにす る

4日 間 4,000円

MDES/

1350
プ
ロ

グ ミ演
ラン

グ習

TOSBAC-1350,T

OSBAC-1350皿 の担

当者で 「MDES/1350

プ ログラ ミング基礎」 の修了

者

MDES/1350ASS
、

EMBLERの プ ログ ラミン

グをマスタし,説 明書を見れ

ばプ ログラム作成 とそのオペ

レーシ ・ンができるようにす

る

5日 間 5,000円

TOSBAC

l

1350V

概

説

TOSBAC-1350Vの

担 当者で 「小型機 入門」 の修

了者か 同等 の知識 を有す る者

TOSBAC-1350Vの

紹介 と次の コースへ進むたあ

のソフ トウ ェア,ハ_ド ゥェ

ァの概要を習得する

2日 間 無 料

TOSBAC

1

1350V

COBOL

演

習

TOSBAC-1350Vの

担 当者で,「 ゼネ リックのC

OBOL基 礎 」修了者か,同

等の知識 を有す る者

事務処理における基 本的な流

れ図を理解 し,TOSBAC

1350VCOBOL言 語 に

よるプログラ ミングができる

ようにする

5日 間 5,000円
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ゼ ネ リ ッ ク コ ー ス

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料
コ 初心者 コンピュータを構 成す る装 置 2日 間 無 料

◆

ン 入

ピ| と機能及び流れ図とプログラ 9:30～
ユタ 門

ム言語などの基本を習得する 16:30 ◆

ζ プ ロ グ ラ マ(「 コ ン ピ ュ ー タ プ ログラ ミングを行 うのに必 2日 間 無 料

十
入門」の修了者)

,

要な フローチャー トの標準 的 9:30～

ヤ 基 な作成方法を例題をもとに習 16:30

1礎 得する

標 準 プ ロ グ ラ マ(「 フ ロ ー チ ャー 事務処理における初歩的な流 4日 間 無 料

COBOL

'

ト基 礎」修 了者) れ図の作成とCOBOL言 語

基 礎
' `こよるプログラ ミング手法 を

習得する

標 準 プ ログラマ(「 標準COBO 事務処理における基本的な流 5日 間 無 料

COBOL L基 礎」修了者) れ図及 びCOBOL言 語 に よ
'

演 習 る演習を行 う

プ ロ グ ラ マ(「 コ ン ピ ュ ー タ 科学技術計算用のプログラミ 5日 間 無 料

標 準 入門」修了者で,高 卒程度の ング入門でJIS規 格300

FORTRAN 数学の素養のある者) 0レ ベ ルを中心1こ5000,
●

7000レ ベ ル等 について解

説する

妄
システムエ ンジニ ア(「 コン システムの一般的理解 を通 し 3日 間 無 料

P

玄
ピュータ入門」 修了者) て,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 シ ス テ 9:30～

1

設 入
ムの設計,運 営などの基本的 16:30

計 門
な考え方とプ ランニングに必

要な基本的事項を習得する

数 プ ログラマ(「 標準FORT 数値計算における基礎的な手 3日 間 無 料
値 基
解

RAN」 修了者) 法についてFORTRAN言 9:30～

析 礎 語を用いて習得する 16:30

デ DP管 理 者,シ ステムェンジ データベ ースを理解 するため 2日 間 無 料
|

タ
ニ ア(「 システ ム設計入門」 に必要な ファイル編成,デ ー 9:30～

べ

1入

ス

修了者) タベース論理構造およびID

Sの 概要などの基本概念を解

16:30

門 説する

TOSBAC-5600
' 4

TOSBAC
l

DP管 理 者,シ ステムエ ンジ TOSBAC-5600の ハ 2日 間 無 料 ジ

5600 ニ ア,プ ロ グ ラ マ(コ ン ピ ュ 一 ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア の 9:30～
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一

、

コ ー ス 名 受 講'対 象 者 受講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料
一夕の基礎知識および使用経 概要を習得す る。特 にマルチ 16:30

概
験を有する者)

」一"

プ ロ グ ラ ミン グ,マ ル チ ァ ィ

● 説
メンシ 。ンの概念 を理解する

ジと シ ス テ ム エ ンジ ニ ア ・プ ロ グ TOSBAC-5 .6,0Pシ ス 3日 間 無 料
●

ヨユ

ブ1
ラ マ,(「TOS 、BAC-5 テムに用意 され ているユーテ 9:30～

制テ 600概 説」 修了者) イ,リテ ィ ・プ ロ'グ ラ ム の利 用 16:30 `

御 イー
言 リテ

方法およびジョブ制御言語の

語 イ 効率的な使用方法を習得する
〉

プ ログラマ(「 ジ ・ブ制御言 COBOL基 礎 知識 を土台1こ 2日 間 無 料

語」 お よび ゼネ リック 「CO ,TOSBAC-5600CO
`

9:30～

COBOL BOL基 礎及び演習」修了者) BOLの もつ機能を理解 し, 16:30

効 率 の よいプ ログラ ミング技

法を習得する

プ ログラマ(「 ジ ・ブ制御言 FORTRAN-Yの 高 度な 2日 間 無 料

FORTRAN 語 」 お よび 「FORT .RAN 機能およびTS端 末からFO 9:30～

基礎 」修了者)・ RTRANの 使用法を習得す 16:30

掌 る .

ア プ ログラマ(他 機種 アセンブ TOSBAC-5600の ア 5日 間 無 料
' 多 ラ言語の知識を有しかつ 「ジ センブ ラ(GMAP)に よる

・9:30～ '

多 。ブ制御言語」の修了者) プ ログラ ミング技法,リ ス ト 16:30

…

の解読およびデバ ックの方法
弓

(GMAP) を習得す る̀

シ ス テ ム エ.ン ジ ニ ア ・プ ロ グ TOSBAC-5600シ ス 2日 間 無 料

デ
{1

ラマ(eジ ョブ制御言語」修 テム{とおける方 ス九 ステ
i

イ

ス

了者) ムの構成 デ ・スク∩ノ'一 ド

ウェア/ソ フ トウェアの概要

ク 管 GCOSに よる制御 と管理お

よびデ ィス クフ ァイルの編成
.

理 法について理解 し,デ ィスク

,

システムの効率的使用法を習
1

i
、 得する

z: システ ムエンジニア ・プbグ TOSBAC-5600に お 3日 間 無 料
ム シ
シ

ラマ(「 デ ィス ク管理」修 了 け るタ イムシェアリングシス

エ ス 者) テムの概 要お よびサブシステ

Zテ
ン

,ムの使用方法を端末操作を通

グ ム して習得する
4

■
シ システムエ ンジニア,プ 白グ TOSBAC-5600シ ス 5日 間 無 料
ス ト

テウ基
ラマ!「 タイム シェア リング テムにおける基本的なソフ ト

●

シ

ム ェ システム」修了者) ウ ェアか ら各 ソフ トウェアの
ソア

フ 礎
役割,プ ログラムのデバ ック

お よびユーザライブ ラリの作
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

成 ・修正方法について習得す

る

ま ト
レ レ

特定得意向(「 システムソフ

トウェア基礎 」の修了者)

TOSBAC-5600の コ

ン ソ ー ル オ ペ レ ー シ ョン,ジ

5日 間 無 料
⑳

1| ヨブの実行および周辺装置の
◆

タ ニ

1ン

グ

「

装作を実習を通 して理解し効

果的な運用方法を習得する

IDS デ ー タ ベ ー ス ・ス ペ シ ャ リス TOSBAC-5600{こ 用 3日 間 無 料

プ ト(「 デ ータベース入門」( 意 され たデ ータベース用言語

口 #109)の 修 了者) (IDS/COBOL)の も

グ ミ っ機 能を理解 しデータベ ース

ラ ン 定義および操作方法を習得す

グ る

デ ー タ ベ ー ス ・ス ペ シ ャ リス IDSシ ス テム を効率的に運 2日 間 無 料

IDS ト(「IDSプ ログラ ミング] 用するために必要な機能,デ

操 の修了者) 一夕ベースの管理 と回復,1

作 DSユ ーテ ィ リテ ィの利用法

について習得する
⑨

IDS 特定得意向 IDSデ ー タ ベ ー ス設 計`こ 必 1日 間 無 料

設計技法 要な知識を習得する

システムプ ログラマ(「 シス TOSBAC-5600シ ス 5日 間 無 料
●

シ テムソフ トウェア基礎」お よ テムソフ トウェアの詳細知識

ス ソ. び 「アセンブ ラ(GMAP」 を習得する。特に入出力処理

テ フ 修了者) 方法 とプログラ ミング,ス タ

ム 占 一 トア ップ,ト ラ ン ザ ク シ 。

工 ン処理 および センタ管理につ

ア
いて解説する

オペレ」テ ィング 特定得意向 TOSBAC-5600オ ペ 5日 間 無 料
システム

(㏄OS)
レーテ ィングシステム(GC

解 析 OS)の 全般知識を習得する

タ 特定得意向 TOSBAC-5600タ イ 3日 間 無 料
イ

ム シ
ムシェア リング システムの詳

シ ス 細知識を習得する。特にTS
エ テ

ア ム
－EXECの 詳 細とGCOS

リ 解 との関連,サ ブ システムの作

ン

グ 析 成 とメ インテナンス`こついて

考察する 4

■
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■

TOSBAC-40

TOSBAC-7000

コ ー ス名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

TOSBAC TOSBAC-40Cシ ス テ TOSBAC-40Cの シ ス 5日 間 無 料

一40C ムをは じめて導入 し,シ ステ テムをハー ドウェア面か ら解

メ 基 ムの保守 またはハー ドウェア 説 し,プ ログラ ミングお よび

2礎 の知識を必要とする者で基礎 システムの保守 に必要なバー

チ コ
ン|
ス ス

コースおよびアセンブラプ ロ

グラ ミングコースの修了者

ドウェアの基礎知識を修得す

る

TOSBAC TOSBACシ ステ ムの保守 TOSBAC-40Cの シ ス 30日 間 無 料
一40C

メ 実
を実務 とす る者で基礎 コース テムにおいて一次保守に充分

イ 習 アセンブラ,プ ログ ラミング な知識 と技術を修得する
ン ナ コ

テ ン1
コ ー ス,メ イ ン テ ナ ンス 基 礎

ス ス コー スの修 了者

TOSBAC TOSBAC-7000シ ス TOSBAC-7000の 特 2日 間 無 料

一7000 テムをこれから導入しTOS 長 とシステム構成を八一 ドウ

ノ、 BAC-7000の ハ ー ドゥ エア面か ら解説 し,TOSB

|紹

ド 介
エアおよび保守の知識を必要 AC-7000iこ つ い て さ ら

ウ コ とす る者またはプ ログラマ に専門的な学習をするために

エ.1

ア ス
でTOSBAC基 礎 コースの 必要な基礎知識を修得する

修了者

TOSBAC , TOSBAC-7000の プ TOSBAC-7000シ ス 15日 間 無 料

一7000 ログラ ミング担 当者でTOS テ ムのプ ログラ ミングの解説

プ BAC-7000ハ ー ドゥ ェ お よびオペ レーティングシス

ロ

グ
ア紹介 コース修了者または同 テムの概 説を行ない,さ らに

ラ コ

『

等以 上の知識 のあ る者 プ ログラ ミング演習 とマシン

ミ

ン1

グ ス

演習によって理解を深め,実

務に必要な知識を修得する

ACOSシ リー ズ77

システム200
、

ACOS-2 DP管 理 者,プ ログラマ,シ シ ス テ ム200の 八 一 ドウ ェ 3日 間 無 料
システム

200
ス テ ム プ ラ ン ナ(「 コ ン ピ ュ ア,ソ フ トウェア全般の知識

概 説 一夕入門」修了者) を習得する

ACOS-2 プ ロ グラマ(「 システム20 ジ。ブ制御言語を使用してプ 2日 間 無 料

ジ ョブ o概 説」修了者) ログラムの入力か らジ。ブの

制 言 実行に必要な知識 とサービス

御 語 プログラムの使用法を修得す

る
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

ACOS プ ロ グラマ(ゼ ネ リック 「C ACOS-2COBOLの も 3日 間
"

無 『 料

'

1
2

OBOL(基 礎,演 習)」 修 っ機能を理解し効率のよいプ
令

COBOI、 了者) ログラ ミング技法 を習得す る
-'

ACOS-2 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ACOS-2で 使 用可能なア 3日 間 無 料

デ ラマ(「 システム200概 説 クセス方法,フ ァイル編成,
◆

1管 修了者) サービスプログラム1こ関する

タ 理 , 知識を習得する

ACOS-2 シ ス テムエンジ ニア,プ ログ ACOS-2の 高 度な機能 を 3日 間 無 料

「「

シ

.ス 、 制
ラマ(「 システム200概 説1 用いて実行時のジョブの構成

テ :「デ ータ管理」 修了者) ラ イブ ラリや データフ ァイル

;
ム 御

を設定する知識を習得する

ACOS-2 シ ステムエ シジ三 ア,プ ログ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 2日 間 無 料
オ
ン

ラマ(「 システム制御」以前 ACOS,オ ン ラ イ ン ・シ ス

,ラ,制 の全 ブース修了者) テムを実現するために必要な
イ

ン'御 諸機能に関する知識を習得す

る

ACOSシ リーズ77

:
システム300/400

ら

ACOS-4 DP管 理 者,プ ログ ラマ,シ シ ス テ ム300/400の ハ 3日 間 無 料

システム ス テ ム エ ン ジ ニ ア(「 コ ン ビ 一 ドウ ェ ア,ソ フ ト ウ ェ ア(
σ

30q/400 ユータ入門」 修了者) ACOS-4)に 関 す る知識

概,説 シ を習得する

ACOS-4 プ ログラマ ジ 。ブ制御言語を使用して, 4日 間 無 料

ジ (「 システム300/400 原始プログラムの入力からジ
.

;1 概説」修了者) ヨブの実行 までに必要なコン

制 言 パ イル実行,ラ イブラ リの保

御
プ'三 五 ・ 守お よび各 種ユーテ ィリテ ィ

口口

の利用法を習得する
-

ACOS-4 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ACOS-4の 基 で フ ァ イ ル 4日 間 無 料

デ ラ マ を作成,維 持,運 営 してい く

1'管 (「 シ ステム300/400 ために必要なデータ管理の諸

タ 理 概説」修了者) 機能に関する知識を習得する

ACOS プ ログラマ ACOS-4COBOLの も 5日 間 無 料
'

| (ゼ ネ リック 「COBOL つ 機能 を理解 し,効 率の よい

4 (基 礎,演 習)」 「ジ ョブ制 プ ログラ ミング技法を習得 す `

COBOL 御言語」修了者) る

ACgS プ ログラマ ACOS-4HPLの 諸機能 4日 間 無 料 ■ 「

4 (「 ジ 。ブ制御言語」 「デ ー に関する知識を習得する
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コー ス 名 受 講 対'象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 澗 受講料

HPL タ管理修了者)

ACOS プ ログラマ ゼネ リック 「FORTRAN 2日 間 無 料
●

1 (ゼ ネ リック 「FORTRA 基礎」での範囲をこえるAC

4 N基 礎」修了者) OS-4FORTRANの
●

FORTRAN 諸機能に関する知識を習得す
^る

ACOS シ ステムエンジニア,プ ログ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム 4日 間 無 料
|
4

一

フ マ ACOS-4の も と で,プ ロ

プ (「 デ ータ管理」お よび 「言 グラムを作成;維 持,運 営 し
ロ

グ 管 語」いずれか一つの修了者) てい くために必 要なプログ ラ

ラ ム管理の主な機能に関する知
ム 理

識を習得する

ACOS
Fシ ス テ ム エ ン ジ ニ ア .プ ロ グ ACOS-4の 基 で システム 5日 間 無 料

1
4

一
フ マ を作成 維持,運 営してい く

シ
ス 制 (「 データ管理」 修了者) ために必要なシステム管理の

テ 諸機能に関する知識を習得す
ム 御

る

ACOS シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ログ オ ペ レ ー テ ィ ング ・シ ス テ ム 3日 間 無 料
ふ

|

4

一
フ マ ACOS-4の も とで,オ ン

オ (「 システム制御」以 前の全 ライ ン・システムを実現す る

ζ
フ

コ ース修了者) 時,必 要 となるメ ッセー ジ管
∨

イ 制 理の機 能及 びオンライン ・ソ
ン

御
フ トウェアの作成,実 行等 に

関する知識を習得する

ACOS-4 DP管 理 者 システムエンジ ACOS-4の 基で デ一夕ベ 2日 間 無 料
データベース

システム
ニ ア 一スシステムを実現す るため

概 説 (「 デ ータ管理」 修了者) の基礎知識を習得する

ACOS-4 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア ・プ ログ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 2日 間 無 料

ADBS
一

フ マ ACOS-4の も とで稼 動す

DML (「 デ ータベースシステム概 る デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン ト

プ 説」修了者) システム(ADBS),特 に
、

ロ

グ
その中でデータ処理を記述す

ラ るための言語(DML)の 諸

ミ 機 能を説明し,ADBSを 利
ン

グ
用するために必要な知識を習

得する

■ ACOS-4 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ オ ペ レ ー テ ィ ング ・ シ ス テ ム 3日 間 無 料

ADBS ラ マ ACOS-4の も とで稼動す

● DDL (「ADBSDMLプ ロ る デ ー タベ ー ス マ ネ ジ メ ン ト

グラ ミング」 修了者) (ADBS),特 にその中で
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

苔 データ構造を記述するための

z 言語(DDL)の 諸機能を説
フミ

ン
明 し,ADBSを 利 用す るた

竜

グ めに必要な知識を習得する
?

ACOSシ リーズ77

シス テム600/700

ACOS-6 DP管 理 者 システムエ ンジ ACOSシ ス テム600/7 3日 間 無 料
60(レ 々00 ニ ア,プ ロ グ ラ マ で コ ン ピ ュ 00の ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ ト

システム 一夕の基礎知識および使用経 ウェアの概要と基本機能を習

基 礎 験を有する者 得する

ACOS-6 DP管 理 者,シ ステムエ ンジ ACOSシ ステ ム600/7 2日 間 無 料
600/η00 ニ ア,プ ロ グ ラ マ で コ ン ピ ュ 00の ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ ト

システム 一夕の基礎知識および使用経 ウェアの概要と基本機能を習

概 説 験を有する者 得する

ACOS-6 シス テムエ ンジニア,プ ログ 基本的なジ。ブ制御言語の使 2日 間 無 料
ジ 制
・ 御 ラマ 用法およびジョブ制御言語と

ブ 言
駈

(「 システム600/700 ジ 。ブフ ローの関係を習得す
6

口口
概説」修了者) る

ACOS-6 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ 磁気 テープ ファイル と磁気 デ 3日 間 無 料

デ ラマ イスク ファイルの編成方法 と
'

1管 (「 ジョブ制御言語」修了者) デ ータの取 り扱 いお よび恒久

タ 理 ファイルの使用法を習得す る

「

ACOS-6 プ ログ ラマ ACOS-6COBOLの 使 2日 間 無 料

(「 デ ータ管理」修了者でか 用法とデバ ッグ技法を習得す

COBOL つCOBOLプ ログラ ミング る

経験者)

ACOS-6 プ ログラマ ACOS-6FORTRAN 3日 間 無 料

(「 デ ータ管理」 修了者でか を使用 してのプログラ ミング

FORTRAN つFORTRANプ ログラ ミ 実行,デ バ ッグ方法 を習得す

ング経験0.5以 上) る

ACOS-6 プ ログラマ ACOS-6ア セ ンブ ラのプ 10日 間 無 料

アセンブラ (「 データ管理」の修了者 で ログラ ミングとデバ ッグの方

(GMAP) かっ アセンブラプ ログラ ミン 法を習得する

グ経験者)

ACOS-6 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア ・プ ロ グ サー ビスプ ログラムの使 用法 2日 間 無 料 `

サ ブ
1ロ
ビ グ

ラマ

(「 データ管理」 の修了者で

を習得する

■

スZ
か つ 「COBOI、 」 「FOR
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●

●

◆

◎

●

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料

TRAN」 「アセンブラ(G

MAP)」 い ずれかのコース
.

修了者

ACOS-6 システ ムエ ンジニ ア,プ ログ プログラムの保存 修正,お 2日 間 無 料
プ
ロ ラマ,プ ログラム管理者 よび実行時のプログラムの形

グ 管
ラ

(「 サ ービスプ ログラム」 以 態と実行方法を習得する

ム 理 前の全 コース修了者)

ACOS-6 シス テムエ ンジニア,プ ログ システムフローとジ 。ブ制御 1日 間 無 料

ジ 運
一

フ マ 言語の関係および業務処理`こ
ヨ 用

ブ 技
(「 プ ログラム管理」 修了者〕おけ るジ 。ブ制御言語のテク

の 法 ニ ックを習得する

ACOS-6 DB管 理 者,シ ステムエ ンジ デ ータベースの概念を紹介 し 1日 間 無 料
,◆

|
ニ ア,プ ロ グ ラ マ デ ータ構造 とデ ータ操作の基

タ (「 データ管理」の修了者) 本 について理解 し,デ 一夕ベ

べ 概

i説 ・

_ス プ ログラ ミングの予備知

ス 識を習得する

ACOS-6 シス テムエンジニア,プ ログ ACOS-6の デ ー タ ベ ー ス 3日 間 無 料
,◆

ア ブ
1ロ

一

フ マ 管理 システム(IDS/1)

タ グ
ー (「 デ ータベース概説」修了 のデ ータベースの定義 と操作ベ フ

|ミ 者) プ ログラミングの方法を,例
ス ン

グ を中心に習得する

ACOS-6 P
-◆

システムエンジニア,プ ログ ACOS-6のIDS/1シ 2日 間 無 料

T
'

フ マ ステムを効率的に運用するた

タ 撰
べ (「 デ一 夕ベースプbグ ラ ミ めの方法 とIDS/1ユ ーテ

| ング」修了者) イリティの使 用方法 などを習
ス 作

得する

ACOS-6 特定得意向 ACOS-6のIDS/1シ

シ
ス

ステムでのデータベ ースを設

テ 操
ム

計 ・評価するためのチ ェック

作 ポ イン トを理解す る

ACOS-6 特定得意向 システムの初期化と機器の操 5日 間 無 料

安和
一

作 を習得する

ACOS-6 シス テムエンジニ ア,プ ログ セ ンタの運用管理上における 4日 間 無 料

WLテ ィンク
一

フ マ MGNAT,MSCAN,ア

シクザ ム (「 アセンブラ」 修了者) カ ウン トプログラムの作成 お

運用技法 よび組込みの方法を習得する

ACOS-6 シス テムエンジニア,プ ログ ACOS-6{こ お`ナ る オ ン ラ 2日 間 無 料
オ
ン シ ラマ イ ンシステムの概要お よび各

ラ ス
イ テ

(「 ネ ッ トワーク管理 システ 処理形態を習得する

ン ム ム」修了者)
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

ACOS-6タ シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ACOS-6の タ イ ム シ ュ ア 2日 間 無 料

イ シ

鋤 ろ
ユ ン プ

ラマ

(「 ジ ョブ制御言語」 「FO

リングシステムの概要 とサブ

システムの使用法を習得する

アグム RTRAN」 修 了者)
・

ACOS-6 シ ステムエ ンジニア,プ ログ NPS/皿 の機能および端末 2日 間 無 料
ネットワーク ラマ の操作,シ ステムの初期化 の

管 理 (「 シ ステム600/700 方法を習得する

システム 概説」修了者)

ACOS-6 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ 統 合 リアルタイム処理 システ 2日 間 無 料
T ラ マ ム(TDS)の 概 念 を紹介 し
、

D概 (「 ネ ットワーク管理 システ TDSプ ログラ ミング,運 用

S説 ム」 修了者), 管理 コースの予備知識を習得

する

ACOS-6 シス テムエ ンジニ ア,プ ログ 統 合 リアルタイム処理 システ 4日 間 無 料

Tプ ラ マ ム(TDS)を 稼 動 させるの
ロ ミ

Dグ ン (「TDS概 説」修了者) に 必要なプ ログラ ミング知識

Sラ グ を習得する

ACOS-6 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ 統 合 リアルタイム処理 システ 3日 間 ・ 無 料
丁 運 ラ マ ム(TDS)の 運 用管理(設

D用 (「TDSプ ログラ ミング」 置,操 作,運 用)保 全及び支

S管 修了者) 援 プログラムについて の知識

理 を習得する

弔

●

'

⑨

▼
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'

5.日.本.電 気
'

●

●

■

、

◎ ・

●

ペ ー シ .ッ』 グ コ ー ス

NEACシ ス テ ム100
「

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料

コンピュrタ

入 門

コンピュータの一般的な基礎

知識 を習得する

2日 間 無 料

フ臣チャート

技 法

フ ローチャー トの知識 と技

法 を習得す る

3日 間 無 料

システム

設 計

システム設計の基礎技術を演

習を通 じて実践的に習得する

5日 間 無 料

〔

NEACシ ス テ ム100コ ー ス
・

シ ス テ ム

'1『00『

紹 介

NEACシ ス テ ム100の ハ

ー ド ウ ェ ア,ソ フ トウ ェア の

特 長 を通 し て シ ス テ ム100
'

を紹介す る

1日 間 無 料

APLIKA

紹 介

システ ム100の アプ リケー

.シ 。ンシステムの機能,、構成

利 用を通 してAPLIKAを

紹 介す る

1日 間 無 料

ノ陀 ツトベ.ス

プ曙 影
BEST2プ ログラ ミング技

F-

法を習得する

3日 間 無 料

ドラム/
デ ィスクベース
BEST
プログラミング

BEST3,4プ ロ グラミン

グ技法 を習得す る

4日 間' 無 料

システム100

揚賜
システム100COBOLプ

ロ グラ ミング技法 を習得する

5日 間 無 料

ベ ー シ ッ ク コ ー ス'

NEACシ ス テ ム200

コンピュータ

入 門

コンピュータの一般的な基礎

知識 を習得す る

2日 間 無 料

フ匹 チャート

技 法

フ ローチャー トの知識 と技法

を習得す る.

3日 間 無 料

データ

通 信

概.説

データ通信システムを導入

設計,開 発,運 用するために

必要となる予備知識を習得す

る

3日 間 無 料
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間・ 受講料
システム システム設計の基礎技術を演 5日 間 無 料

設 計 習を通 じて実践的に習得する

ACOSシ リーズ77NEA 5日 間 無 料
,

COBOL Cシ リーズ2200のCOB

OLに 共通 した部分,す なわ 令

ゼ ネ リック ち 中核,表 操 作,順 呼 出しに

関する知識を習得する

ACOSシ リ ー ズ77,NE 5日 間 無 料

FORTRAN ACシ リー ズ22001こ 共 通

なFORTRANの 概 要 文
w

ゼネリック 法お よびプログラ ミング技法

に関する知識を習得する

NEACシ ス テ ム200コ ー ス

システム NEACシ ス テ ム200の ノ、 1日 間 無 料

200 一 ドウ ェ ア お よ び ソ フ トウ ェ

紹 介 アの特長を通 して,NEAC

システム200を 紹 介す る ■

システム NEACシ ス テム200の ハ 3日 間 無 料

200 一 ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア に

概 説 関する概要を習得する
'

ACOS-2 ジョブ制御言語(JCL)の 2日 間 無 料

ジ ョブ制御 基礎知識 およびJCLの マ ク
1

言 ヨ五百 口口 ロ化と利用法に関する知識を

習得する

COBOLゼ ネ リ ック コ ー ス 3日 間 無 料

ACOS-2 で の範囲をこえ るACOS一

2COBOLの 諸機能お よび

COBOL コンパ イル,デ バ ックに関す

る知識を習得する

ACOS-2RPGの 諸機能 3日 間 無 料

ACOS-2 および各種仕様書の書き方,

RPG コ ンパ イ ル,デ バ ック に 関 す

る知識を習得する

ACOS-2 オ ペ レ ー テ ィ'ン グ ・ シ ス テ ム 3日 間 無 料

ACOS-2の も と で,フ ァ
⑨

デ ー タ イルを作成 維持,運 営 して

い くために 必要な データ管理
ワ

管 理 の諸機能に関する知識を習得

、 する
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

ACOS-2 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 3日 間 無 料

シ ACOS-2の も とで,シ ス
■

ス テムを作成,維 持,運 営 して

テ 制 い くために必要なシステム管
◆

ム 御 理の諸機能に関する知識を習

得する

ACOS-2 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム
2日 間 無 料

オ ACOS-2の も と で,オ ン

ン

ラ 制

イ

ライン・システムを実現する

ために必要な諸機能1こ関する

ン 御
知識を習得する

ベ ー シ ッ ク コ ー ス

NEACシ ス テム300/400/500

コンピェータ コンピュータの一般 的な基礎 2日 間 無 料

入 門 知識を習得する

フ臣 チャー ト フ・ロー チ ャ ー トの 知 識 と 技 法 3日 間 無 料
◆

技 法 を習得する

デ ータ通信 システムを導入, 3日 間 無 料

データ通信 設計,開 発 運用するために
●

概 説 必要となる予備知識を習得す

る

システム システム設計の基礎技術を演 5日 間 無 料

設 計 習を通 じて実践的に習得する
シ

COBOL ACOSシ リ ー ズ77,NE 5日 間 無 料

ゼ ACシ リーズ2200のCO

ネ

リ
BOLに 共通 した部分,す な

ツ わち中核 ・表操作 ・順呼出し

ク に関する知識を習得する

FORrRAN ACOSシ リニズ77,NE 5日 間 無 料
ゼ

ネ ACシ リ ー ズ22001こ 共 通

リ

ツ
なFORTRANの 概 要,文

ク 法およびプ ログラ ミング技法

に関する知識を習得する

q NEACシ ス テ ム300/400/500コ ー ス

匂 システム300 NEACシ ステム300/4 2日 間 無 料

/400/500 00/500の ハ ー ドウ ェア
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ゴ ース名
-受 講 対 象

者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料
-「

'

およびソフ トウェアの特長を

紹 通 して,NEACシ ス テム3

介 00/400/500を 紹 介 ,

する

ζ,` NEACシ ス テム300/4 4日 間 無 料
鵬

玄 00/500の ハ ー ドウ ェ ア

㌶ 『
・ソフ トウェアに関す る概要

を 習得す る

オペ レニテ イングシステ ムC 3日 間 無 料
COS OS-2200の も とで,N

| EACシ ステム300/40 .

2200 0/500を 運 営す るための
'.㊨ 、

知識を習得する

ACOS-4 システム制御言語を使用して 4日 間 無 料
ジ … '

原始プログラムの入力からジ
ヨ 。ブの実行 までに必要なコン

ブ パ イル実行,ラ イブ ラリの保

制 言 守,お よび各種 ユーティリテ

,

御 語 イの利用法を習得する
■

ACOS-4 COBOLゼ ネ リ ッ ク コ ー ス 5日 間 無 料
での範囲 をこえるACOS一

COBOL 4COBOLの 諸 機能に関す
'

る知識を習得する

ACOS-4 FORTRANゼ ネ リックコ 2日 間 無 料
一スで の範囲を こえるACO

FORTRAN S-4FORTRANの 諸 機

能に関する知識を習得する

ACOS-4HPL(High 4日 間 無 料
ACOS-4 er-LevelProgra㎜ing'

HPI」 Language)の 諸機能に関す

る知識を習得する

ACOS-4
「

」 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 4日 間 無 料
プ ACOS-4の も とで,プ ロ

口 グ ラムを作成,維 持,運 営 し

グ 管 てい くために必要なプ ログ ラ

ラ ム管理の主な機能に関する

ム 理 知識を習得する b

ACOS-4 オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シス テ ム 4日 間 無 料
ACOS-4の も と で,フ ァ ▼

データ管理 イルを作成,維 持,運 営 して
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●

●

陶

匂

s'

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

い くために必要なデ ータ管理

の諸機能に関する知識を習得

する

ACOS-4 オペ レーティング システ ムA 5日 間 無 料

シ COS-4の も とで,シ ス テ

ス ムを作成,維 持,運 営 してい

テ 制 くために必要なシステム管理

ム 御 の諸機能に関する知識を習得

する
'・

ACOS-4 」 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 3日 間 無 料

オ ACOS-4の も とでオンラ

ン イン ・システムを実現する時

ラ 必要とな るメ ッセー ジ管理の

イ 制 機 能及 びオンライ ン・ソフ ト

'

ン 御 ウェアの作成,実 行等に関す

る知識を習得する

ACOS-4 オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 2日 間
¶ 無 ・料

データベース ACOS-4の も とで,デ ー

システム タベース ・システム を実現す

概 説 るための基礎知識を習得する

ACOS-4 オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 2日 間 無 料

ADBS ACOS-4の も とで稼 動す

DML る デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン ト

プ システム(.ADBS),特1こ
ロ

グ
その中でデータ処理を記述す

ラ るための言語(DML)の 諸

ミ

ン 機 能を説明 し,ADBSを 利

グ 用するため`こ必要な知識を習

得する

ACOS-4 オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム 3日 間 無 料

ADBS ACOS-4の も とで稼動す

DDL る デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン ト

プ システム(ADBS),特{こ

ロ

グ
その中でデータ構造を記述す

ラ るための言語(DDL)の 諸

ミ 機 能を説明 し,ADBSを 利
ン

グ
用するために必要な知識を習

得する
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ベ ー シ ッ ク コ ー ス

NEACシ ステ ム600/700

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料
一

コンビ三ータ コンピュータの一 般的な基礎 2日 間 無 料
,

入 門 知識を習得する

フロー夷 一 ト フロー チャー トの知識 と技法 3日 間 無 料
◎

技 法 を習得する

データ通 信 データ通信システムを導入 設 3日 間 無 料

概 説 計,開 発 運用するために必

要となる予備知識を習得する

システム システム設計の基礎技術を演 5日 間 無 料

設 計 習を通 じて実践的に習得する

COBOL ACOCシ リー ズ77,NE 5日 間 無 料

ゼネ リック ACシ リーズ2200のCO

BOLに 共通 した部 分,す な

わ ち中核 ・表操作 ・順 呼出し

に関する知識を習得する

FORT_ ACOCシ リー ズ77,NE 5日 間 無 料

RAN ACシ リーズ2200に 共 通
■

ゼ ネ リ ッ ク なFORTRANの 概 要,文

法およびプログラ ミング技法

に関する知識を習得する
'

NEACシ ス テ ム600/700コ ー ス

ACOS-6 ACOS-6シ ス テ ム の ハ ー ド 2日 間 無 料

システム ウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア に 関 す

紹 介 る基本的知識を習得する

ACOS-6 ACOS-6の 基 本的な ジ.ブ 3日 間 無 料

ジ。ブ制御 制御言語,バ ルク ・メデ ィア

≡ ≡五
ロ 口口

・コ ンバ ー ジ 。 ン及 び ユ ー テ

イ リテ ィ等の知識 を習得する

ACOS-6 ACOS-6の システム管理 3日 間 無 料

システム の詳細 知識 を習得し,個 々の

管 理 システムで配慮すぺき事項を

理解する

ACOS-6 ACOS-6の デー タベ ー ス ・シ 2日 間 無 料

データベース ステムについて,そ の製品の概要 D

システム 及びデータベースにおけるデータ

概 説 構造とデータアクセスについての
●

基礎概念を習得する
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

ACOS-6 IDSの デ ータ構造,言 語体 2日 間 無 料

IDS 系,文 法,プ ログラ ミング技

プ巨クラミング 法などの知識を習得する

ACOS-6 完 成 したIDSデ ータ構造図 3日 間 無 料

IDS を もとに,デ ータベースを作

ワ 成 し利用するためのプログラ

↓ ミングについて,そ の方法 と

ζ テクニ ックを演習を通 じて習

ラ 得する

ACOS-6 IDSを 用いてデータベー ス 3日 間 無 料

IDS ・システムを設計する上で,

設 効 果的なデー タベー スを実現

計
技

するための技法および考慮点

法 に関する知識を習得する

ACOS-6 ACOS-'6ADBS(Adv 2日 間 無 料

ADBS ancedDataBaseSyst

シ ㎝)シ ステムについて,そ

ス の システム概念,機 能,構 成

テ 概 及 びデータベースの作成 ・維

ム 持 ・利用 ・管理 等 につ いて の

説 基礎知識を習得する

ACOS-6 COBOI、 ゼ ネ リ ッ ク コー ス 5日 間 無 料

の範囲 をこえるACOS-6

COBOI、 の機 能について,

COBOI、 その文法及び利用法を説明し

プ ログラ ミングに関'する知識

を習得する

FORTRANゼ ネ リックコ 2日 間 無 料

ACOS-6 一スの範囲をこえ るACOS

FORT 一6FORTRANの 機 能に

RAN っ いて,そ の文法お よび利用

'法 を説明 しプ ログラ ミングに

関する知識を習得する

GMAP(ACOS-6ア セ 5日 間 無 料

ACOS-6 ンブラ言語)の 基本概念,言

GMAP 語体系,役 割,各 種命令の機

能及び使用法を理解 し,プ ロ

グラムの作成方法を習得する

ACOS-6 プログラム管理及びその実行 4日 間 無 料

プログラム について,プ ログラムの登録
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

管 保守及び効率的な利用方法を

理 習得する
ACOS-6 ACOS-6の も とで,磁 気 3日 間 無 料

デ デ ィスク ・サブシステムを使

イ うことによって,効 果的にデ

ス イスク上のファイルが利 用で

ク き る よ う1こ,ハ ー ドウ ェ ア の

管 特徴,フ ァイル生成 方法,フ

理 アイル編成を習得する

・ACOS-6』- ジ。ブの実行方法,プ ログラ 3日 間 無 料

シ ム ・デ バ ック,プ ロ グ ラ ム ・

ス 制

テ
メ ンテナ ンスについての知識

ム 御 を習得する

ACOS-6 ACOS-6の 多 次元処理 を 2日 間 無 料

』シ協 実現す る リモー ト処理管理に

っいて,そ のシステム概念,

処ム 機能 構成,動 作,使 用方法
理 説 `こつ いての概 要を習得す る

ACOS-6 ACOS-6の オ ン ラ イ ン ・ 2日 間 無 料
NPS シ ス テムに必修 となるNPS

シ (NetworkProcessing

ス Supervisor){こ つ い て,

テ その システム概念,構 成 機

ム 能および導入にさいして必要

な作業,使 用方法についての

知識を習得する

ACOS-6 ACOS-6の トラ ン ザ ク シ 2日 間 無 料

卜 処 ・ン処理(オ ンライン処理)

z理 に つ い て,オ ペ レー テ ィ ン グ

ザ シ ・システ ムの管理機能 とそ の

ク ス

シ 導入使用法,及 び利用者プロ

ヨ テ グラムの作成等についての知
ン ム

識 を習得する

ACOS-6 ACOS-6タ イ ム シ ェア リ 3日 間 無 料
タイム ング ・サブシステムの概 要及

シ乞アリンiグ び基本的サブシステムの使用

ワークショップ 方法を演習を通 じて習得する
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べ 一"シ 。 ク
,コ 三 ス

NEACシ リーズ3200

コ ー ス 名 受 講 対'象 者 受 講 目標及 び 内容
w

期 間
,,

受講料

コンピュータ コンピュータの一般的な基礎 2日 間 . 無 料

入.門 知識を習得する

プロ峨 一ト フローチ ャー トの知識 と技法 3日 間 ・ 無 料

技 法 を習得する

デ データ通信 システムを導入 3日 間
,

一.無.料

1
タ 概 設計,開 発,運 用す るために

凛 説
PA"

」

必要となる予備知識を習得す

る
【

システム シスデム設計の基礎技術を演 5日 間 ・ 無 料

設 計 習 を通じて実践的に習得する

「

NEACシ リー ズ3200'コ ー ス

3'200 NEA・Cシ リ ー ズ3200に 2日 間 無 料

シ久テム概説
ll'

関する一般的知識を習得する

3200
『NE
ACシ リー ズ3200の 5日 間 無 料

!

アセンブラ アセンブラ言語に関する知識
■

と技法を習得する

3200 NEA℃ シ リーズ3200の 4日 間 ・
・『無 料

システム
.

システム ・デザ イン上必要な

デザイン 動作,制 御に関する知識を習

得する

オペレー NEACシ リーズ3200の 3日 間 無 料

ティング オ ペ レー テ ィ ング ・ シス テ ム

システム C、OM .-32に お け る シ ス テ

COM-32 ム構 成,機 能,に 関する知識
1

を習得する
●

6

ベ ー シ ッ ク:コ ー ス'

NEAC・ ・シ リ ー ズ2200:'
`

コンピュータ コンピュータの一般的な基礎 2日 間 無 料

入 、門 知識を習得する,

フ ローチ ャー ト フローチャー トの知識 と技 法 3日 間 無 料

技 法 を習得する
・7.

デ
x

データ通信 システムを導入, 3日 間 層 無 料
|

・

タ 概
通

設計,開 発 運用するために

必要となる予備知識を習得す 1

信 説 る
馳 、 エ

、 '
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コー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料
システム システム設計の基礎技術を演 5日 間 無 料
設 計 習を通 じて実践的に習得する

COBσL .ACOSシ リ ー ズ77,NE 5日 間 無 ・料

ゼ ACシ リ ーズ2200のCO

ネ

リ
BOLに 共通 した部分,す な

ツ わち中核 ・表操作 ・順呼 出 し

ク に関する知識を習得する

FORrRAN ACOSシ リ ー ズ77,NE 5日 間 無 料
ゼ ACシ リーズ2200に 共 通

ネ

リ なFORTRANの 概 要 文

ツ 法お よびプ ログラ ミング技法
ク

に関する知識を習得する

NEACシ リー ズ2200コ ー ス

2200 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に お け 3日 間 無 料

るファイルの概念 ・構造,フ

フ アィルァクセスの方法お よび

ア ファイルの側面か らコンピュ

イ概 一夕システムの効率 的利 用法

ル説 の考え方を習得する

COBOLゼ ネ リ ッ ク ・コ ー 3日 間 無'料

スでの範囲をこえるNEAC

2200 シリーズ2200COBOL

COBOL 2に っ いて,そ の機能,文 法

およびプログラ ミング技法に

関する知識を習得する

FORTRANゼ ネ リ ッ ク ・ 2日 間 無 料
2200 コースで の範囲 をこえるNE

FORT ACシ リーズ2200FOR

RAN TRAN2に つ いて,そ の機

能 文法お よびプ ログ ラ ミン

グ技法に関する知識を習得す

る

EASY NEACシ リーズ2200E 10日 間 無 料
CODER ASYCODER`こ おけ るプ

プ ログラ ログ ラム作成,ア セ ンブラ等

ミ ング に関する知識を習得する

姻 みティン NEACシ リーズ2200オ 3日 間 無 料

グ ・シ万 ム ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料
入 門 ・一般的基礎知識を習得する

オペレ←ティン NEACシ リーズ2200オ 4日 間 無 料
グ・滅 ム ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ムM

MOD OPIIMSRに おけ るデ ィス

1 クのファイル編成 システム構

MSR 成,機 能に関する知識を習得

する

オペレL九 ン
、l

NEACシ リーズ2200オ 4日 間 無 料
グ・拓 テム ペ レーテ ィングシステムMO

MOD D・IEXに お けるマルチ

1 プ ログラ ミング処理 およびオ

EX ンラ イン ・リアルタイム処理

を中心 としたシステム構成

機能`こ関する知識を習得する

オペレーティン NEACシ リーズ2200オ 4日 間 無 料
グ・滅 ム ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムM

MOD ODW/01EXiこ おける

マルチプ ログラ ミング処理お1W
/W よびオンラインリ〔ルタイム

処理 を中心 とした,シ ステム

EX 構成,機 能に関する知識を習

得する

●

吟
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4.日 本 ア イ ・ピ ー ・エ ム

・ 有 料 科 目

コ ー'ス 名 受 講 『対'象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期.間 受講料

DOS/Vs システムめ運営 と管理にたず カタ ログ式プ ロシージ ャーを 4日 間 134.300Fi

シ 導 さわる者で 「DOSお よびD 活用して効率的なジ。ブ制御
・ス 入 OS/VSの 基本的使用法一 が で き る。 シ ス テ ム ・ユ ー テ

≠

テ と 'PI」 の 修了者 または同等の
イ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム に よ り

ム 運 知識のある者 システム運営のために必要な

の 営 各種の作業が行える等

DOS/VS システムの設計お よび管理に 監視プログラムの選択機能を 5日 間 175.500円

シ たずさわ る者で上記 コースを 利 用す る。
ス最
テ適 修了 し,ア センブラ言語 に よ DOS/VSの パ フォーマン

ム化技 るプログラ ミングの経験者 スと考慮点を実際に適用する
の 　法 『 、

等

DOS/VS アセンブラー言語に よるプロ サブル ーチン,ナ ブプ ログラ 3日 間 74.300円

ア グラミングを体系的に理解 し ムを利用して無駄のないプロ

セ 適用業務にその知識を活用す グラムを作成する。
ン

る者で 「POS/VSア セ ン ライブ ラ リーを利用 してプロ
ブ 1

ラ
ブ ラープ ログラ ミングー自習 グラミングを簡素化する等

| 方 式 」 「DOSお よびDOS

実 /VSの 基本的使用法－PI」

習
-`「 ■ 、 ・ ・' の修了者等

←

OS/VS シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミン グ に OS/VSの システム機 能を 5日 間 127,200円
'

の機能 と たずさわる者で 「OS/VS 理解 し,そ の選択 と利用がで

シ ス テ ム ・ ジ 。ブ制御言語」 を修 了 し, き る。

プ ログラ 3ケ 月以上 のアセンブ ラーに SMFの 効果的利用ができる

ミング よるプログラ ミングの実務経 等

験者または,同 等の知識を有

、
す る者

OS/VS システ ム ・プ ログラ ミングに システム管理機能を拡張する 5日 間 149,100円

機 拡 たず さわる者で 「OS/VS た め の ユ ー ザ ー ・ル ー チ ン を

能 張 の機能 とシステム ・プ ログラ 作成 し,シ ステム に組込むS

の 技 ミング」の修了者または同等 VC割 込みの機能を理解 し,

法 の知識を有する者 SV 、Cル ーチ ンが書ける 等

OS/VS1 システムの生成と保守の仕事 システムに必要な機能の選択 4日 間 【03,300円

シ にたずさわる者で,「OS/ を行 う。

スの と VSジ 。ブ制御言語」 を修了 システム生成 の手順を理解 し,

テ生保 し,ア セ ンブラーの知識,経 そのために必 要なユ ーテ ィリ

ム成守 験を有する者または同等の知 ティ ・プ ログ ラムを使用す る
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

識 ・経験を有する者 等

OS/勺S1 OS/VS1シ ス テムの生成 08/V81シ ス テム制御 プ 4日 間
噛パF

133,300円

の設計 と および保守 と管理にたずさわ ログラムに関 して,必 要な機
1

パ フ ォ ー る者で,「OS/VS1シ ス 能の選択 と設計を行な う。

マ ン ス テムの生成と保守」 の修了者 OS/VS1シ ス テムの最適

または同等の知識 ・経験を有 化をはかる

する者

OS/VS1 OS/咋rs1の 運営と保守に 08/VS1のRAS機 能 の 2.5日 間'

"

83.800円

の デバ ック たずさわる者で 「OS/V8 . 概略を知る。

技法 1の 機 能 とシステム ・プ ログ 1)SSの 機 能を知 りD8Sコ
'

ラ ミング」 の修了者 または同 マン ド言語を利甲して高度な

等の知識 ・経験を有する者 デバ ックがで きる

OS/VS2 システム ・プ ログラ ミングに 監視プログラム制御に関して 4日 間 131.700円

シ たず さわる者で 「OS/V8 ロ ッキ ン グ,サ ー ビ ス 管 理,

ス の機能 とシステム ・プ ログラ デ ィスバ ッチャーの機能を理

テ 追 ミング」の修了者または同等 解 する。
1

ム 加 の知識 ・経験を有す る者' 多重 プ ロセッサーの概略を理

の 機 解し,そ の特徴と利点をのべ

能 られる等

OS/VS2 システムの生成と保守にたず システムに必要な機能の選択 3日 間 97,700円

シ 生 さわ る者で 「OS/VSジ ・ を行な う。

ス 成 ブ制御言語」を修了し,ア セ システム生成の手順を理解し

テ と ンブラーの知識 ・経験を有す そ のために必要なユーティリ

ム 保 る者または同等の知識 ・経験 ティ・プ ログラムを使 用する

の 守 を有する者 等
}

JES2 JE82の 生成 と保守にたず JES2の 主な構成要素間の 2日 間 67,500円

の機能と さわ る者で 「OS/VSジ 。 制御の流れについて述べるこ

シ ス テ ム ・ ブ制御言語」の修了者または とができる。

プ ログラ 同等の知識 ・経験のある者 JES2の 諸機能について述

ミング べられる

OS/V81 システム ・プ ログラ ミングに 0・S/VS1を 構 成 する制御 8日 間 277.600円

制御 たずさわる者で 「OS/V8 "プ ロ グラムの ロジ
ックを理解

プログラム の機能 とシステム ・プ ログラ す る。

の ミング」 の修了者または同程 主な制御ブロックの機能とそ

構 造 度の知識 ・経験のある者 の関連を理解し,ダ ンプを詳

細に解読する

CICS一 CICS-D'OS/VSの 導 CICS-DOS/VSシ ス 5日 間 172.500円

DO{シVS 入および維持に携わるシステ テムの生成の方法を述べる

システ ムの ム ・プ ロ グ ラ マ で 』「CIC CICS-DOS/VSシ ス

構成 と S/VSの 基 本的プ ログラ ミ テムの構造を知 り,管 理 プ ロ
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

導 入 ング」の修了者 または同等の グラムのデバ ックを行 なう等

知識 ・経験のある者

IMS/VS IMSデ ー タ ・ペ ー ス ・シ ス IMS/VSの ユーティリティ機 4日 間 143700円

デ ー タ ・ テムの導入にたずさわる者で 能を用いて物理DBD,PS
ベ ー ス 「IMS/VSの 基 本的プ ロ Bを 書 き,そ れ を使って物理

システム グラ ミングーPI」,「IM デ ー タベ ースを作成 す る。

の S/VSの 基 本的 プログ ラ ミ 4つ のアクセス手 法 とその特

構成と ングーPI」 「IMS/VS 徴を理解できる。

導入 の基本的プログ ラ ミングーP IMSマ ク ロを用いて,DB

1」 のいずれかの修了者また Dシ ス テムを定義 で きる

は同等の知識 または経験のあ

る者

IMS/VS IMS/VS論 理 データベー 論理データベースにおける論 4日 間 143700円

論 スの導 入`こたず さわ る者で, 理関係の手法を理解し,物 理

理 '「IMS/VSデ ー タ ベ ー ス
/論 理DBDお よ びデ 一夕ベ

了 システムの構成 と導入」の修 一スを作成する。

ζ の 了者または同等の知識 ・経験 論理デ ータベースに おけ る論
1構 のある者 理構造を定義するときの規則
ス
成

● を理解 する。

シ と 論理 データベ ースを維持す る
ス 導
テ 入 ための挿入 削除,置 換規則

ム を理解する

IMS/VS IMSDB/DCシ ス テム データ通信制御の流れを知り 4日 間 13g100円

デ の導入`こたず さわる者で 「1 ス ケジュー リングの機能を理

| MS/VSの 基本的プログラ 解 す る。
タ

通 ・の
ミングーPI」 「IMS/V メ ッ セ ー ジ ・ フ ォ ー マ ッ ト ・

信 構
Sの 基 本的 プログラ ミングー サ ービス機能を使 って,プ ロ

シ 成 PI」 「IMS/VSの 基 本 グラムの開発や保守を容易に

ス と 的プ ログラミングーPI」 の する

テ 導 修了者または同等の知識 ・経
ム 入

験のある者

DL/1 DI、/IDOS/VSシ ス DL/1とVSAMの 関 係 を 4日 間 141100円

DOS/VS テムの導入にたずさわる者で 説明する

システムの 「DL/IDOS/VSの DL/1シ ス テム の導入手順

構 成 基本的プ ログラ ミング」 の修 を理解 し導入を行なう等

と 了者または同等の知識 ・経験

導 入 のある者

OS OSPL/1最 適 化 コ ンパ コンパ イル時 の機 能を用いて 4日 間 121000円

PL/1 イラー言語の高度な機能を使 コーディングの効率化 を計る

上 級 用す る 「OSPL/1の 機 分類の機能を用いたプログラ
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

カ クラミング 能－PI」 「OS/VSア セ ン ムを書く等

ブ ラ ー ・プ ロ グ ラ ミン グ ー 自'

習方式」 「OS/VSの 基本

的使用法－PI」 の 修了者 ま

たは同等の知識 ・経験のある

者

OS OSFORTRANIV((ヨ FORTRAN言 語 の各種 ス 3日 間 g6600円

FORTRAN 言 語 を用いたプ ログラ ミング テ ー トメ ン ト,指 定 用 ス テ ー

IV((ヨ にたずさわる者で 「FORT トメン トを用いて効 果的なプ

演 RAN入 門」 「システム/3 ログ ラムを書 く。翻訳時,連

70FORTRANIV-P 携編集時および実行時の リス

習 1」 の修了者または同等程度 トを参 照 し て,エ ラ ー ・メ ッ

の知識,経 験のある者 セージの見方を習得 し,詳 細

なデバ・クを行なう等

システムの DP部 門 またはユーザ部門の データの特性に応じた入出力 5日 間 130900円

基本設計 プ ログ ラ ミングおよび詳細設 媒体を選ぶ

フ 計にたず さわる者で 「システ データの流れや処理手順を流

ア デ ム/3;60入 門 －PI」 ま た れ図お よびデシジ ョン ・テー

イ ザ は 「システム/370入 門 一 ブルの手法を用いて記述する

ル イ PI」 の修了者 または,同 等 等
・ ン の知識 ・経験のある者

シ システムの分析 と設計の仕事 システム設計に必要な情報を 8日 間 221100円

ス 分 にたず さわ る者で 「システム 収集し,文 書化する

テ 析 /360入 門－PI」 または 新システムを導入し運営する
ム と 「システ ム/370入 門－P までに必要な諸活動を決定し

の 設 1」 の修了者または同等の知 相互の関連と順序づけを行な

計 識,経 験のある者 う

情 「企業情報システム」を構築 企業環境に応じた長期的な企 5日 間
ノ

168500円

報 す るためにシステムの計画分 業情報システムを計画し設計
シ 析にたずさわる管理者 プラ する。 システムの設計 ・開発

ス 計 ンナ お よび分 析 者 で 「シス ・・導入の諸 活動をスケジュリ

テ 画 テム/370入 門－PI」 の ングし,推 進を図る等

ム と 修了者で,企 業における経営

の 設 施策や計画立案などに関する

計 知識,経 験のある者

デシ データ通信 システム の設計お システムの要件を検討 ・分析 8日 間 221100円

1ス 設 よび導入管理にたずさわる者 し,必 要な機 能を備えたシス

タテ計 で,基 本的知識のある者 テムを規定する。 デ ータ通信

通ム技 システムの導 入を計画 し,そ

信の法 の各局面における問題点を指
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料

摘 する

デ ア

1|

タ キ
・ テ

ベ ク

|チ

ス ヤ1

企業のデータベ ース ・システ

ムの設 計 ・分析 ・または導入

検討に責任者 として携わ る者

で,3年 以 上めDP経 験 をも

つ者

デ ータの論理的な関連 を分析

し,論 理構造を設計す る。

データベ ースの管理,保 全,

プ ライバ シー及びエラー対策

についての手段 を検討す る等

8日 間 255400円

オ

ンシ分

ラス析

イテと

ンム評

・の価

システムの分析,管 理にたず

さわ る者で,3年 以 上のデー

タ処理経験を もち,チ ャネル

操作,制 御プ ログラムおよび

DASDの 使 用を含む プ ログ

ラ ミングの知識 を もつ者

オンライン・システムの設計

を定量的に評価する

SNAの 概 念 を理解 し,待 行

列 モデ ルの適 用をはかる等

5日 間 173500円

D運

P営

部 と

門 管

の 理

DP部 門の管理にたずさわる

者でDPに 関 して基礎的知識

をもつ者

r

DP部 門の長期的及び短期的

な目標,計 画を設定する

システムの投資効果と利用状

況を評価するため種々の手法

を利用する

3日 間 80400円

DP

プロジェクト

の計画 と

管 理

DPプ ロジ ェク ト管理 にたず

さわ る者でDPの 経験 を1年

以 上もつ者

プロジ ェク トの各 フェイズに

おけ るプランをたて る

プ ロジェク トの ための組織 を

検討する等

3日 間 91500円

DP

プロジェクト

の運営

技 法

DPプ ロ ジ ェク トの プランニ

ングお よび管理1こたず さわ る

者でDPの 経 験を1年 以上も

つ者

プ ロジ ェク トのライ フ ・サイ

クルを理解 し,進 捗お よび資

源 の管理を行なう

文書化について計画す る等

4日 間 118500円

スププ

トロ

ラグ ロ

クラグ

チ ミラ
ヤン

1グ ム

ド㌔

る発

管

理

DP管 理 者,プ ロジ ェク ト・

マネジャー,チ ーフ ・プログ

ラマでDPの 経 験 を1年 以

上もっ 者

信頼性の高いプ ログラムを作

成するための,プ ログラム設

計手法,コ ーデ ィン グテス ト

手順,文 書化 等を理解 し,開

発,保 守にもた らす効果を検

討す る,DPシ ステム開発時

の 計画,ス ケジュー リング,

進捗管理の問題 とス トラクチ

ャー ド・プログラ ミングの関

係を検討す る等

2日 間 68700円

ストラクチャード

ブiコクラミング

効果的允汐ラ

ム開発技法

システム分析 者な らびにプ ロ

グラマ でプ ログラ ミング経

験1年 以 」⊃ または同程度の

知識 を もつ者

複 合設計,HIPO,ス トラ

クチ ャー・コーデ ィング,開

発体制について学習す る

4日 間 105000円
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

ユ理子ス

1者 計テ

ザの算ム
,1た 組 設

部 め織 計

門のと

省電 シ

DP部 門が提供するサービス

を利用する部門の管理者

φ

電 子計算組織 とプ ログラムの

関 係を説明で きる

経営の目的,目 標が システム

・プラ ンニ ングにどう関連す

るかを述べる

5日 間
143000円

コ の

ソ 管

ピ 理
ユ と

1育

タ 成

要

員`
`

コンピュータ要員の管理1こた

.ず さわ る者でDPに 関 す る基

本的知識 をもっ者

、

い

コンピュータ利用の長期 計画

1こもとついた育成経路 と職務

内容を立案す る

適切な コミュニケー シ ョンと

動機づけを行い,要 員のモ ラ

ル と生産性 を向上させ る等

3日 間 70600円

意 の

思 科

決 学

定 的
の 手

た 法.
め

DP部 門およびユーザ部門の

管理者とそれに準ずる者

販売計画のためのデータ解析

と予測の手法を理解 し,そ の

適用を検討する

意思決定のための不確定分析

手法を理解し,そ の適用を検

討する等

4日 間 136500円

DP

数 数
シ・育 育

藷 技
と 法 ・

企業内EDP教 育体系を企画

立案し1か つインストラクタ

ーの仕事にたずさわる者で,

電子計算組織に関する教育内

容に精通 している者

効果的な教育内容の組立て と

展開を行なう

企業内にEDP教 育体系の改

善を行なう

5日 間 , 147400円

,

,
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概 説 講 座

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

シ システム/3の 導 入管理,シ CPUの 記憶,演 算,制 御の 2日 間 無 料

;入 ステム分析 ・設計 またはプ ロ し く み と機 能,コ ン ピ ュ ー タ

ム グラムの作成にたずさわる予 による問題解決の主要なステ

4門 定の初心者 ップ等の知識を得る

システム システム/32を 使 用して導 データ処理の基本的なしくみ 平均10時間 教材費

/32入 門 入お よびデータ処理1こたず さ システム/32業 務 標準化 シ 実費
一自習方式 わる者 ステムの概念等の知識を得る

セ ンサ ー ・べ セ ンサ ー ・ベ ー ス ・ シ ス テ ム セ ン サ ー ・ペ ー ス ・ シ ス テ ム 平均15時 間 教材費
一スシステム の導入管理,シ ステム分析, の特徴,適 用業務等の基礎知 実費
とシステム 操作 またはプログラムの作成 識を得る

/7の 入門 担当者で 「電子計算組織の基
－PI

礎－PI」 の修了者 または同

等の知識 ・経験のある老

多!粥=
3740デ ー タ ー ・エ ン トリ システムを構成す る各装置等 平均15時 間 教材費

・システム

錨 方式

一 ・システムの導入 にたず さ

わる者

の機能を理解する 実費

データ通信シ デ ータ通信 システムの導入あ データ通信 システムの発 展過 平均8時 間 教材費
ステム入 門 るいはプ ランニ ングにたず さ 程,利 用形態等の特徴を理解 実費

| わ る者で 「システム/3入 門 する

自習方式 の修了者または同等の知識 ・

経験のある者

導入計画講座

システム データ処理 システムの導入 ・ データ処理部門に適切な組織 2日 間 無 料

/3 運営管理の責任1こたずさわる を検討する等

導入計画 「システム/3入 門」 の修了

者または同等の知識 ・経験の

ある者

オ ペ レ ー シ ョ ン 講 座

システム シ ス テ ム/32の オ ペ レ ー シ システムの基本操作を修得す 平均12時間 教材費

/32 。ン1こたず さわ る者で 「シス る 実費

基本操作 テ ム/32入 門 一 自習方式」

一自習方式 の修了者 または同等の知識 ・

経験のある者

一414一

◆

$

●

`

▼



じ

■

'

ψ

シ ス テ ム/32講 座

コ ー ス名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

RPGH

プ 基

;礎
ラ1

ムPI

の

RPG皿 言語 を使 ったプログ
、

ラムの作成にたず さわる者で

「システム/3入 門」 または

「システム/32入 門一 自習

方 式」 を修了してい るか,同

等 の知識 ・経験 のある者

デ ィス クファイルを処理 し,

報 告書を印刷す るプ ログラム

を書 く。 コンパ イルで きるよ

うに原始プ ログラムを並べ る

平均30時間 教材費

実費

RPG皿

プ の

;基
ラ
ミ 本

多

RPG皿 言 語 を使 用 してプ ロ,

グラム作成 にたず さわ る者で

「RPG皿 プ ログラムの基礎1

の修了者 または同等の知識 ・

経験 のあ る者

プ ログラム ・サ イクル,突 き

あわせ!制 御 レベル等の知識

を まとめ る

1日 間 無 料

シ 基

ス 本

テ 的

ム,使

/用
32法

の

システム/32に 関 する適用

業務 プログラムの作成および

操作にたず さわ る者で 「RP

G皿 プ ログラムの基礎－PI」

の 修了者 または同等の知識 ・
;

経験のある者

デ ータ処理 の実行1こ必要なO

CLお よび プロシージ ヤー ・

ステー トメン トを作成する。

システム ・ユ ーテ ィリテ ィに

関 する指令ステ ー トメン トを

作成 し利用する

3日 間 無 料

シ業シ
ス務ス
テ標テ
ム準ム
/化 導管
32入 理

業務標準化システムの導入運

営管理にたずさわる者で 「シ

ステム/32入 門一自習方式1

の修了者 または同等の知識 ・

経験のある者

業務標準化システムの利用の

仕方,導 入 日程計画の立案 ・

管理等の仕事ができる。

2日 間 57,500円

システム

/32

業 務 標準化

システム ・

オペ レー

シ ョン

業務標準化 システムを用いて

システム/32の 操作 にたず

さわる者で 「システム/32
'

入門一自習方式」の修了者ま

たは同等の知識 ・経験のある

者

システム ・オペ レーシ ョンの

操作,エ ラーの修正回復等の

仕事ができる

4日 間 115,200円

システム

/32

の操作 と

ユーテ ィリ

テ ィ

システム/32の プログラム

作成にたずさわる者もしくは
'機械操作にたずさわる者で 「

システム/32の 基本的使用

法」の修了者または同等の知

識 ・経験のある者

SEUを 使 ってRPG皿 原始

プ ログラム,プ ロシージ ャー

分類仕 様書の作成 と保守 を行

な う。OCLお よび指令ステ

ー.トメン トを使 用して,ユ ー

テ ィ リティ ・プ ログラムの実

行を行 なう等

3日 間 95.700円

RPG皿

プ ログラ ミ

,ング演習

RPG皿 言語を使用してプロ

グラム作成にたずさわる者で
1

「RPG皿 プ ログラムの基礎

デ ィスクファイル を処理す る

プ ログラムを作成する。

プ ログラムをデバ ックし完 成

4日 間 119.200円
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

－PI」 を修了 してい るか同 させる

等の知識 ・経験のある者

RPG皿 RPG皿 の高度な機能を応用 サ ブル ーチ ン,配 列,EXC 31日 間 i97800円

上級プロク したプ ログラ ミングにたず さ BPT等 を効果的に使いプロ

ラ ミング わ る者で,「RPG皿 プ ログラ グラ ミングの簡素化,効 率化

演 習 ミング演習」の修了者または を図 る。高度 なプ ログラ ミン

同等程度の知識 ・経験のある グ技法を応用してシステムの

者 効率向上を図る等

シ システム/3ま た はシステム 適用業務の調査と分析の手順 3日 間 90000円

ス 32の 適用業務システムの分 を理解 し使用する。
テ

析および設計にたずさわ る者 概括システム設計に基づき詳
ム

設 で 「システム/3入 門」 また 細システム設計を行なう等

計 は 「システム/32入 門一 自

技
'

習方式」の修了者または同等

法 の知識 ・経験のある者

シ ス テ ム/3講 座

貞

システム シ ス テ ム/3デ ィ ス ク ・シ ス シ ス テ ム/3デ ィ ス ク ・ シ ス 3日 間 無 料
、/3 テ ム ・マ ネ ジ,メ ン ト(DSM〕 テム ・マネ ジメン トの基本的

DSM の プ ログラ ミングにたず さわ な使用法を習得する

プ ログ ラミ る者で 「RPG皿 プ ログラ ミ

ング ング演習」の修了者または同

等の知識 ・経験のある者

シBA81C BA81C言 語を使用 してブ 平均20時 間 教材費
ス

テ 言語 一自 ログラムの作成 にたず さわる, 実費
ム

イ 習方式 者

システム モデル15の プ ログラ ミング 多重プ ログラ ミングに関す る 2日 間 無 料

/3 にたずさわる者で 「システム 操作制御言語(OCL)や 操
一◆
モァル15 /3DSMプ ログラミング」 作制御指令(OCC)の 機能

.'SCP の修了者 または同等の知識 ・ を理解する等

プ巨クラミンク 経験のある者

デ ィス ク ・ シ ス テム/3デ ィ ス ク ・シ ス 仕事に適 したファイル編成 と 3日 間 90500円

システム テムの設計にたずさわる者で 処理方法 を用いてデ ィスク ・

の 「シスデム設計技法」の修了 システムを設計す る。

設 計 者 または同等の知識 ・経験の デ ィス ク ・フ ァ イ ル の 保 護 ・

技 法 ある者 管理 ・維持について検討し適

用する等
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コ ー ス 名 . 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 ・ 受講料

システム/3を 使 用 してデ ー CCPの 設計 を理解 し,そ の 3日 間 1師oo円

システム タ通信システムの開発 運用 機能を活用する

/3 にた ず さわ る者で 「システム デ ィス プ レ イ ・フ ォ ー マ7ト

CCPの /3DSMプ ログ ラ ミング」 ファシリテ ィを使用し327 一

設計と および 「デ ータ通信 システム 0を 操作す る.

プ ログラ ミ 入門一 自習方式」の修了者ま
「

ング たは同等の知識 ・経験のある

者

システム/3 シ ステム/3で デ ータ通信 シ CCPの 下 で働 く適用業務処 ・2日 間 ・69700円

CCP ステ ムの開発,運 用にたず さ 理プ ログ ラムを作成 し,デ バ

プログラ ミ わる者で 「システム/3CC ックす る
o

r

ング Pの 設計 とプ ログラ ミンクコ, CCP操 作 指令を使 ってシス

演 習 科 目の修了者 テム ・端 末を操作す る

'

SBS

11器

。
基本
FO貯RAN

FORTRANを 使用して科

学計算のプログラミングを行

な う者で,「 電子計算組織の

論理判断,入 出力の命令,代

数式をコーデ ィングす る

サブプ ログ ラムを作 る

平均20時 間 教材費

実費

科学計算用 基礎－PI」 の修了者または
－PI

同等の知識 ・経験のある者

11る

。

FORTRANを 使用して商

業計算のプログラ ミングを行

論理判断,入 出力命令,代 数

式を コーデ ィングする

平均20時間 教材費

実費
基本r

FORrRAN
なう者で,「 電子計算組織の サブプログラムを作る

商業計算 用. 基礎－PI」 の修了者または
－PI

同等の知識 ・経験のある者

システム/7 シ ステム/7の プ ログ ラム作 プ,ログラム流れ図に したが っ 平均20時間 教材費

アセンブラー 成 の担 当者で 「センサー ・べ て,ア セン ブラー言語`こより 実費
一
言語－PI 一 ス ・ シ ス テ ム 」 と 「シ ス テ 簡単な プログラムをコーデ ィ

ム/7の 入 門rPI」 の 修了 ングす る

者 簡単 なプログラムのデバ ック

'をす る

システム/7の プ ログ ラム作 セ ン サ ー ・ベ ー ス 入 出 力 5日 間 無 料

システム/7 成 またはシステム分析にたず プ ロセス割込みおよびプ ログ

アセンブラー さわる者で 「システム/7ア ラム割込み

・プログラ ミ センブ ラー言語－PI」 の 修 エ ラー処理 およびデバ ック

ング 了者 または同等程度の知識 ・

経験のある者
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コ ー ス 名 受 講,対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料
'

システム/7の プ ログ ラ.ム作 順 次 ・直 接 ・デ ー タ ・セ ッ ト 3日 間 無 料

システA/7 成 または分析にたずさわる者 の入出力

SFS で 「システム/7ア セ ンブラ DSS/7サ ー ビ ス ・プ ロ グ
吟

プログラミン 一 ・プ ログ ラ ミング」 の修了 ラムを用いてデ ィスクの初期

グ 者または同等程度の知識 ・経 化,保 守および管理を行なう 0

験のある者

システん々 システ ム/7の プ ログラム作 自立 システムのもつ原始ライ 4日 間 無 料

DPF 成にたずさわる者で 「システ ブ ラリー編集機 能 を用いて,
'、

および ム/7SFSプqグ ラ ミング」 プログラムの準備および修正

エグゼグティ の修了者または同等の知識 ・ を行なう

ブ/7・ 経験のある者 オ ン ラ イ ン ・パ ッ チ ・プ ロ グ

の使用法 ラムの作成を行なう
、

システム/7 シス テム/7APG言 語 を用・デ ータ宣言お よびデータ記述 平均20時 間 教材

‥ AP.G い たプ ログラ,ミングにたずさ ス テ ー トメ ン ト,入 出 力 ス テ 実費

言語－PI わ る者 で 「セ ン サ ー ベ ー ス'・ 一 トメゾ ト等を使 用 した簡単

,
システムとシステム/7の 人

入
なプ ログラムを コーデ ィング

.. 門 －PI」 の 修了者 または同 する .

`

等程度の知識 ・経験のある者

|

システム/7 シ ス テム/7の プ ログ ラム作 タスキングおよび待ち行列の 3日 間 110000円
ず

アセンブラー 成1こたずさわ る者 で 「システ 手法を用いたプログラムを作

上 級 ム/7ア セ ンブラー・プログ 成する

プ ログ ラ ミ" ラミング⊥の修了者または同 オ ン ラ イ ン ・パ ッチ ・プ ロ グ
、

ング 等の知識 ・経験 のある者 ラムの作成 と実行を行なう

w

システム/7 シ ス テム/7の プ ログラム作 各種機能を使用して,体 系的 3日 間 104200円

ア 成にたずさわる者で 「システ な一連の プログラムを作成 し
セ ム/7ア セ ンブ ラー ・プ ログ 実行する

;演
ラ ミング」 の修了者 または同 プログラム実行時の効果的な

ラ
等の知識 または経験のある者 デバ 。グおよびパ ッチを行 な

∨

|習 つ

システム/7FORTRAN セ ン サ ー ・ベ ー ス 入 出 力,デ 3日 間 1105500円

言 語を用いた プ ログラ ミング イスク ・ファイルの入出力等

システム/7 に たず さわ る者 で 「センサ ー を含むプログラムの作成 と実

FO㎜ ・ベ ー ス ・シ ス テ ム と シ ス テ 行を行なう

演 習 ム/7の 入 門－PI」 お よび

「1130/1800基 本F
・

ORTRANIV-PI」 の 修

了者または同等の知識 ・経験 一
、

のある者

命
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デ ー タ ・エ ン トリ ー シ ス テ ム 講 座

コー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料
3740 3741モ デル3,4でAC ACLを 使 用 し,基 本的な適 平均20時間 教材

アプ リケ ー Lを 使用 してプ ログ ラ ミング 用業務プログラムを作成する 実費
シ 。ン制御 を行なう者で,「 電子計算組

言語の基本 織の基礎－PI」 と 「プ ログ

的プ ロタ ラ ラム作成 の基礎－PI」 また

ミン グ ー は 「シス テム/3入 門」 の修

PI 了者 または同等の知識 ・経験

のある者

概 説 講 座

電子計算 電子計算組織の知識 ・経験の 構成 とプ ログ ラミング ・シス 平均20時間 教材費

組織の基礎 ないデータ処理にたずさわる テ ム,デ シ ジ ョ ン ・テ ー ブ ル 実費
－PI 者 と流れ図,問 題解決と文書化

についての知識を習得する
、

電子計算組 電子計算組織のデータ処理サ 構成装置と機能 プログラ ミ 平均3時 間 教材費
織の基礎あ 一ビスを受ける関連部門管理 ング とプ ログラ ミング言語 の 実費
らまし 者(電 子計算組織1こ関する知 基本的要素についての知識を
－PI 識 ・経験がない者) 習得する

システム/370の シ ステム システム/370の 基 本構造 平均20～ 教材費

分析,プ ログラ ミング または システ ム/370に お け るデ 25時 間 実費
システ ム オ ペ レ ー シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー 一夕表現 と演算 ,入 出力操作

/370 ルにたずさわる者 の原理,シ ステ ム/370を

入 門－PI とり まく入出力装 置,フ ァイ

ル編成 と処理方法の種類,オ
1

ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の

機能についての知識を習得す

る

システム分析 の管理,プ ログ
、中央演算処理装置とプログラ 平均30時間 教材費

ラ ミ ン グ の 管 理,オ ペ レー シ ム の 実 行,プ ロ グ ラ ミ ング ・ 実費
システム ヨンの管理等にた ずさわ る者 シ ス テ ム,入 出 力 チ ャネ ル ・

/360 で 「電子計算組織の基礎－P 制御装置 ・入出力装置,マ ル

入 門－PI 1」 修 了者 チプ ログラムと複合処理 シス

テ ム,シ ス テ ム/360へ の

移行についての知識を習得す

る

アセンブラ アセ ンブラー言語を用い るプ システム/370の6っ の基 平均7～ 教材費
使用者のた ログ ラマ 本命令形式 とプログラムの実 10時 間 実費
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ゴース名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

めの システ 「仮想記憶 システム入門－P 行 について,プ ログラムの進

ム370 1」'「 プ ログラム作成の基礎 行制御についての知識を習得

－PI －PI」 修 了者 する

DP部 門 の管理,シ ステム分 問題記述からプログラム流れ 平均15時 間 教材費

プ ログラム 析,シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミン 図を作成する手順,プ ログラ 実費

作成の基礎 グ,適 用業務プ ログ ラ ミング ム流 れ図のステ ップ,表 索 引
へ

1

－PI オ ペ レ ー シ ョ ン ・コ ン トロー ア ドレス修正,プ ログラムス

ルな ど`こたず さわ る者で 「シ イッチ,ナ ブルー チンの手法

ステム/370入 門 －PI」 を使 った詳細なプログラム流

または 「システム/360入 れ図1こついての知識を習得す

門 －PI」 修 了者 る

システム/370VSの シ ス 仮想記憶システムの利点 と種 約12時 間 教材費

仮想記憶 テム分 析,プ ログラ ミング, 類,動 的ア ドレス変換の役割 実費

システム オ ペ レ ー シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー としくみ,実 記憶装 置の管理

入門－PI ル,ま たは管理業務にたず さ の仕方,プ ログラムの実行 ど

わる者 「システム/370入 ページングの しくみ,VAS

門 －PI」 修 了者 AMの 特徴についての知識を
,＼

習得する
▼

対話式計算システムの導入 ・ 対話式計算システムの概念お 2日 間 無 料

対話式計算 検討にたずさわる者で 「OS よびその主要な形態と特徴,

システム /VSの 基本的使用法－PI」 プ ログラム開発 としての対話

入 門 修了者 式計 算システム,問 題解決 と
-

しての対話式計算システムに

ついての知識を習得する

データ通信 データ通信 システムの導 入あ データ通 信 システムの発展過 平均8時 間 教材費

システム るい はプランニ ングにたず さ 程,基 本的概念,特 徴,利 用 実費

入 門 わ る者で 「システム/370 形態と同システムを構成する

自習方式 入門－PI」 修 了者 各装置および通信回線の種類

と接続方式について,ま たシ

ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク体 系1こ

ついての知識を習得する

3740デ ー タ ・エ ン ト リ,一 3740デ ー タ ・エ ン ト リ ー 約15時 間 教材費

・システムの導入にたず さわ ・システムを構成する各装 置 実費

3740 る者 の特徴,デ ィスケッ トの概念

デ ー タ ・ と そ の 機 能,3747デ ー タ

エ ン ト リ ー 変換装 置,3741/374

'シ ス テ ム 2デ ー タ装置のお もな機種 と

入 門 機 能3740の 代 表的なデ

自習方式 一夕通信 システムの形態 ,3

540デ ィ スケ ッ ト入出力装
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

◆

置の概念について学ぶ

VTAM VTAMま た は3704/3' VTAMと3704/370 1.5日 間 教材費

および 705を 使 用するプ ログラ ミ 5と の関連,VTAMの 機 能 実費

3704 ングまたはシステムの導 入に とデータ転送に関するマク ロ

/ たずさわ る者で,デ ータ通信 の概略3704/37051こ

3705 に対する基本的な知識を有す お けるNCPの 働 きとNCP

入`門 る者 生成の概略を理解する

IMS IMS/VSの 導入および運 伝統的なデ7タ 処理方式と1 約10時 間 教材費

/VS 用にたずさわ る者で,「OS
'MS/VSデ ー タ ・ベ ー ス処 実費

'

/VSの 基本的使用法－PI」 理方式との相違,DL/1め

入 門 修了者か同等の知識経験を有 機能 とデータ ・ベースの編成

PI する者 方法'IMS/VSの デ ータ

一

通信機能,IMS/VSに ょ
'

るパ ッチ処理 とテ レプロセシ

ング処理IMS/VSシ ス

テム定義の方法および機密保 ・

護について理解する
,

CICS CICSの 導 入あるいは運 用 CICS/VSの 概 念,構 成 1日 間 教材費

/VS にたず さわ る者 で 「データ通 機 能CICSの リアルタイ 実費

信システム入門ト 自習方式」 ム以外の機能について理解す

入 門 修了者か同等の知識 ・経験を る
〉

有する者
'

DL/1 DL/IDσS/VSの 導 従来のデータ処理方式とDL 1日 間 教材費

DOS/VS 入および運用にたずさわる者 /1の も とでのデータ処理方 実費

入 門 で 「仮 想言己意システム入門一 式の相違点,デ ーダ ・ベース

PI」 修 了者か同等の知識 ・ の編成方法とアクセス手法の

経験を有する者 種類お よびその特徴,デ ータ9

・ベースの保全 と回復を行 う

ためにDL/1が 用いてい る
'

手法,DL/1の 特 徴につい

て理解する ∨

シ ス テ ム ・ SNA系 端末を使用した通信 シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク 体 系 1日 間 教材費

ネ ッ トワ ー システムの導入にたずさわる の特質 と利点,SNA系 端末 実費

ク体系入門 者で,デ ータ通 信 に関す る基 システムの機能 と適用分野,

礎的な知識を有する者 SDLCに おける基本的な伝

達方法について理解する
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導 入 計 画 講 座

、

コー ヌ 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び,内 容 期 間 受講料

データ作成

室の管理

自習方式

・」

データ作成室 の管理者 または

ス ーパーバ イザ

データ作成室の作業管]蕃 健

康管理,教 育指導管理上心が
'

けるべき事項などの検討の手

引きとしてこの学習を行なう

平均6時 間

「

教材費

実費

DOS講 座

アセンブラ

語

PI

アセ ンブラ言語を用いるプ ロ
'

グラミングにたず さわ る者で

「プ ログラム作 成の基礎 －P

I」 「アセンブ ラ使用者のた'
めの システム/370-PI」

修 了者か 同等の知識 ・経験 を

有する者

プ ログラム流 れ図 にしたが っ
1

て,ア センブラ言語 にーより簡

単 なプ ログ ラムをコー ディン

グす るための矢[識を習得す る

平均35時間 教材費

実費

DOS/VS

アセンブラ

プログラミン

グ

自習方 式

アセ ンブラ言語を用いるプロ

グラミング1こたずさわる者か

「アセンブ ラ言語－PI」 修

了者か同等の知識 ・経験 を有

す る者

DOS/VSの ア センブラ ・

プ ログラ ミング1こ関連 した知

識を習得す る

約35時 間
↓

教材費

実費

DOSお よぴ

DOS/VS

の基 本的使

用法

PI

DgSあ るいはDOS/VS

の プ ログラ ミン久 オペレニ

シ ョンお よびプランニングに

たずさわ る者で,必 要なコー

スの修了者 または知識 ・経験

のあ る者

基礎編,サ ービス ・プ ログ ラ

ム編,仮 想記憶システム編に

っい てDOS/VSの 基本的

な使用法につい て修得す る

20～40

時 間

教材費

実費

DOS/VS

IS/bA

プ ログラ ミ

ング

アセンブラ言語を 用いて直接

ファイルや索 引順次ファイル

のプ ログラ ミングにたず さわ

る者で 「DOS/VSア セ ン

ブラ・プ ログ ラ ミングー 自習/

方式」 「DOSお よびDOS

/VS基 本 的使 用法－PI」

修 了者

DTFDAマ ク ロと関連す る

入 出力 マク ロを使 って,直 接

ファイルの作成,取 り出 しお

よび更新処理を するプ ログラ

ムの作成 物理10CSと 物

理10CSの 違 い,お よびお

のおのの機 能について理解す

る

4日 間 教材費、

実費

DOS/VS

VSAM

の機 能 と
噛
AMS

DOS/VSVSAMデ ータ
、

・セ ッ トを使用す る適用業務

、プ ログ ラマで,「DOS/

VSの 基 本的使用法－PI」

修 了者か 同等 の知識 ・経験 を

VSAMの 特徴,VSAMデ

ータ ・セ ッ トの構造お よびV

SAMカ タ ログについて,ア

クセス ・メソッ ド・サ ービス

コマ ン ド言語を使 用してのV

2日 間 無 料
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料

有する者 SAMカ タ ロ グ,デ ー タ ・セ ・

'
ッ トの作 成,保 守,ISAM

イ ン タ ー フ ェー ス を使 用 して

のVSA・Mデ ー タ ・セ ッ トの

処理について理解する
『DOS/VS

VSAMを 使 って アセ ンブラ VSAMマ ク ロの機能VS 2日 間 無 料

VSAM 一言語のプログラムを作成 す AMマ ク ロを使 用してのデー

プワクラ る者で 「DOS/VSVS タ ・ セ ッ トの 作 成,取 出 し,

ミング AMの 機能とAMS」 修了者 更新,追 加お よび削除処理1こ

か同等の知識 ・経験を有する ついて理解する

者

OS講 座

アセ ンブラ アセ ンブラ言語 を用いるプ ロ プ ログラム流れ図に したがっ 平均35時 間 教材費
言 三五
口 口ロ グラ ミングにた ず さわる者で てアセ ンブラ言語`こより簡単 実費

PI 「プ ログラム作成 の基礎－P な プ ログラムが コーデ ィング

1」 「ア セ ンブ ラ使用者 のた できるよう知識を習得する

めのシステム/370-PI」

OS/VS OS/VSの シ ステム分析, OS/VSの 機 能 と構成につ
'

約30時 間 教材費

の基本的使 プ ロ グ ラ ミ ン グ,オ ペ レ ー シ いて理解を深める 実費

用法 。ン1こたず さわ る者 で,「0

－PI'S/VSア セ ン ブ ラ 」 プ ロ グ

ラミング」 「OSCOBO

L－ 自 習方式」 「ANSC

OBOLプ ログラ ミング」 「

システム/370FORT,R .

ANW-PI」 ・のいずれ か

の修了者

OS/VS ,アセ ンブラ言語 を用いたプ ロ OS/VSの ア センブラ言語 約35時 間 教材費
アセンブラ グラ ミングにたず さわ る者で に関連した知識を深める 実費

カ グラミング 「アセンブ ラ言語－PI」 修

自習方式 了者か,同 等の知識 ・経験を

有する者

OS/VS アセンブラ言語を用いて直接 基本アクセス方式を使用しで 4日 間 教材費

IS/DA ファ イルや索引順 次 ファイル 直接編成データ ・セ ッ トを作 実費

プログラ の処理を必要とする者で,事 成 し,レ コ ー ドの 取 出 し,追

ミング 前に必要な講座を修了してい 加,更 新を行 うプ ログラムを

るか,同 等の知識 ・経験を有 書 くための,ま た待機 アク セ

一423一



コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

する者 ス方式及び基本アクセス方式

を使用して索引順次編成デー

タ ・セ ッ トを 作 成 し,レ コ ー

ドの取 出し,追 加,更 新を行

うプログラムを書 くための知
,

識を習得する

OS/VS OS/VSデ ー タ ・セ ッ トを VS富Mの 特長,VSAMデ 2日 間 教材費

VSAM 使 用する適用業務プログラマ 一 夕 ・セ ジ トの 構 造,VSA 実費

の機能と で 「OS/VSの 基本 的使 Mカ タ ログに ついて,ア クセ

AMS 用法 －PI」 修 了者か同等の ス方式サービス指令言語を使

知識 ・経験を有する者 用して のVSAMカ タ ログお
1

,、
、

よ び デ_タ ・ セ ッ トの 作 成,

複写,印 刷,削 除・ 修正,回

・s, 、^ 復 について理解する

OS/VS　 VSAMマ クロを使 って アセ ンブ VSAMマ ク ロの機 能1こっ い 2日 間 教材費

VSAM ラ言語のプログラムを作成す て,ま たVSAMマ ク ロを使, 実費

プログラ
'

る者で 「OS/VSVSA 吊 し て の デ ー タ ・、セ ッ トの 作

ミング

7

Mの 機能 とAMS」 修了者か 成,取 出しヂ更 新,追 加およ

同等の知識 ・経験を有す る者 び削除処理 について理解す る、

:OS/VS IwOS/VSの 上級 プ ログラ ミ
、

記号パ ラメ ーターを含むカタ ・3日 間 教材費'

L
・.ジ

ョ ブ ングお よび システムの保守に ログ式 プロシージャーを作成 実費

制御言語 たずさわる者で 「OS/VS し使用するための知識を習得

の基本的使用法－PI」 修了 し,多 重プ ログラ ミングのも

者で6ケ 月以上の実務経験者 とに お け る,ジ ョ ブ ・ クラ ス

か,高 等の知識 ・経験 を有す と優先順位によるジ。ブ実行

る 者 ・ の流れを理解する

DB/DC講 座

一
:IMS/VS

'

IMS/VSの プ ログラ ミン
L

PL/1言 語 を用いてプ ータ 約20時 間' 教材費

の基本的 グ お よ び シ ス テ ム.・プ ロ グ ラ ベー スを処理するパ ッチ処理 実費

プ ログラ ミングにたず さわる者で 「1 プ ログラムを書 く,ま た端末

ミン グ MS/VS入 門 －PI」 の修 に対 して,入 出力を行な うメ

、(PL/1) 了 者 または・PL/1の 経 験 ッセージ処理 プ ログラムを書

今 ・・一 －PI 者 く

IMS/VS IMS/VSの プ ログ ラ ミン COBOL言 語 を用いてデー 約2、0時 間 教材費

の基本的 グ お よ び シ ス テ ム.,・プ ロ グ ラ タ ・ベ ー ス を 処 理 す る バ 。 チ 実費

プログラミング ミングにたず さわる者で 「1 処 理プ ログラム,ま た端末に
1

(COB旺) MS/VS入 門←PI」 の修 対 して,入 出力を行なうメ ッ

－PI 了者 またはCOBOLの 経験者 セー ジ処理プ ログラムを書 く

P㎡ A
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者、 受 講 目 標 .及 び 内 容. 期 間 受講料

IMS/VS

の基 本的

プ ログラ

ミング

(アヒンブラー)

-PI

IMS/VSの プ ログラ ミン

グお よびシステム ・プログラ

ミングにたず さわ る者で 「I

MS/VS入 門－PI」 め修

了者 またはアセンブラーの経

験者

アセ ンブ ラー言語 を用いてデ

.一 夕 ・ベースを処理するパ ヅ

チ処理 プ ログラム,ま た端末

に対して,入 出力 を行なうメ

ッセージ処理 プ ログラムを書

く

約20時 間 教材費

実費

CICシVS

め 基 本的

プ ログラ

ミング

OSま た はDOSのCICS

に よ るプ ログラ ミングにたず

さわる者で,「CICS/V

S入 門」 の修了者かつOSか

DOSの ア センブラーの経験

者

CICS'に おけ る処理の流れ

を理解す る

CICSの 各 種マグロ命令を

用いてアセン ブラー,PL/

1,dOBOL言 語 でプログ

ラムを作 成す る

3日 間

、

無 料

、

DL/I

DOS/VS

の基 本的 ・

プ ログラ

ミング

DL/1の プ ログラムの作成

にたず さわる者 で 「DL/1

入 門」.の修了者で,PL/I

COBOL,ア セ ンブラー言

語のいずれかで十分にプログ

ラ ミングで きる者

DL/1を 利 用してデータ ・

ベースか ら必要なデ.一夕を取

出すプ ログ ラムを書 く
'CALI

」ステー トメン トの機

能 と規 則,お よびその用途 を

述 べる等

2日 間 無 料

一

データ通 信システムとデータ ・エ ン トリー ドシステ ム講座

DOS

BTAM

コ

|

デ

イ

ン

グ

DOSBTAMを 使 用した

デ ータ通信 システムのプ ログ

ラ ミングにたず さわる者でT

デ ータ ・通 信システム入門一

自習方式」の修了者 または同

程度の経験者

DOSBTAMの 機 能を使9

用 して,シ ステム/370あ

るいはシステム/36"0に 接

続 された複数特定通 信回線上

のメ ッセージ交換,回 路制御

プ ログラムをコーディングす

る

3日 間

、

無 料

3790

基 プ

本 身

的 ζ

多

3790通 信 システムを使 用

す るプ ログラ ミングにたず さ

わ る者で 「システム ・ネ ッ ト
'

ワーク体系入門」の修了者ま

たは同等の経験者
!

マ ク ロ 言 語 を使 用 して,IB'

M379・0通 信 シ ス テ ム適 用

業 務 プ ロ グ ラ ム の コ ーデ ィ ン

、'グが で き る 等 ・

2日 間

`

無 料

.VTAM

の プ

基;

本 ζ

的 ン'グ

VTAMを 使用 したデータ通

信システムとプ ログラ ミング

にたず さわ る者で 「VTAM

お よび3704/3705入

門 」の修了者で,ア センブラ

ーの経験者 ・

.

VTAMの も とで,,シ ス テ ム
/

/370に 接続された複数特
⊃

定通信回線を使 用した基本的

,な適 用業務プ ログラムをコー

デ ィングす る

3日 間

、

無 料

.
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 , 期 間 受講料

VTW VTAMお よ び3704/3 . VTAM/NCPシ ステム生 3日 間 無 料

NCP 705を 使 用す るシステムの 成の手順を理解 し,マ クロの

の機能と基 導入にたずさわる者で 「VT コーデ ィングを行な う
o

本的 コーデ AMお よび3704/370

イ ン グ 5入 門」 の修了者または経験
q

者

3740 3741モ デル3,4でAC .ACLを 使 用し,基 本的な適 平均20時 間 教材費
アプリケー

シ ョン制御
L(ア プ リケーション制御言 用業務プログラムを書く 実費

言語の基本 語)を 使用してプログラ ミソ
的プ ログラ

ミング
グを行な う者で プログラムの

－PI 基礎知識のある者

COBOL講 座

システム/ COBOL言 語 を用いたプ ロ COBOLプ ログ ラムの基礎 平均30時 間 教材費

360 グラ ミングにたずさわ る者で 書き方,手 法を修得する 実費

COBOL 「プ ログラム作成の基礎－P

－PI 1」 の修了者または同等程度

の知識 ・経験のある者
▼

DOS DOS,COBOL言 語 を用 DOS,COBOL言 語に よ 平均40時 間 教材費

COBOL い て プロ グラ ミングにたず さ り種々の処理を行なうプログ 実費

| わ る者で 「システム/360 ラム を書 く
、

自
習

COBOL-PI」 の修了者

方 または同等程度の知識 ・経験
式 のある者

OS OSCOBOL言 語を 用い OSCOBOL言 語 に より 平均40時 間 教材費

COBOL て プ ログラ ミングにたず さわ 各処理のプログラムを作成す 実費

| る者 で 「システム/360C る

自 OBOL-PI」 の 修了者 ま
習
方 たは同等の知識 ・経験のある

、

/

式 者

ANS ANSCOBOL言 語 を用 ANSCOBOL言 語 に関 平均55時 間 教材費

COBOL いた プ ログラ ミング`こたず さ 連 して,カ ー ドお よびデープ 実費

| わ る者で,「 プ ログ ラム作成 適用業務,コ ーデ ィングの手

PI の基礎－PI」 の修了者 また 法およびディスク適用業務に
、

一

は同等の知識 ・経験のある者 ついての処理等について修得

する 、
、

ANS ANSCOBOL言 語 を用 PIで 学 習 し た,ス テ ー トメ 3日 以 内 無 料

COBOL い た プログラ ミン グにたず さ ン トを用いて,順 次フ ァイル ■

プbクラミング わる者で 「ANSCOBO 処理のプログラムを書 く
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

L-PI」 の修了者 または同

等の知識 ・経験のあ る者

COBOLサ ブ プログラムを 一

書 く等

:

PL/1講 座

基本

PL/1

言 語

－PI

PL/1言 語を用いたプログ

ラ ミングにたず さわ る者で,

「プ ログラム作成の基礎－P

I」 の 修 了者 または同等の知

識 ・経験 のある者

・PL/1言 語 により
,基 本的

な処理プログラムを作成す る

平均30～

50時 間

教材費
.

実費

DOS

PL/1

、プログラ

ミング

DOSPL/1言 語 を用い

たプ ログラ ミングにたず さわ

る者で 「基本PL/1言 語 －

PI」 の 修了者また は同等の .

知識 ・経験のある者

DOSPL/1言 語 による

プ ログラムの作成 を修得する

3日 間 無 料

DOS

PL/1

追 加 手法

－PI

DOSPL/1言 語 を用い

たプ ログラ ミングにたず さわ」
る者で,「DOSPL/1

プ ログラ ミング」 の修了者で

3ケ 月以上の経験者

DOSPL/1言 語の追加

手法によりプログラムを作成

する

平均40～

60時 間

教材費

実費

r

OS

PL/1

プ ロ グラ

ミング

OSPL/1言 語 を用いた

プ ログ ラミングにたず さわる

者で 「基 本RL/1言 語 －P

I」 の 修了者 または同等の知

識 ・経験 のある者

OSPL/1言 語の各手法

を用いてプログラムを作成す

る

3日 間 無 料

OS

PL/1

の機能

－PI

OSPL/1言 語 を使った

プ ログ ラミングにたず さわる

者で 「OSPL/1プ ログ

ラ ミング」 の修了者 または同

等の知識 ・経験のある者

OSPL/1言 語の各機能

を修得する

平均50～

70時 間

教材費

実費

s

その他のプ ログラ ミング講座

DOS

RPG皿

プログラミン

グ演 習

一 自習方式

DOSRPG皿 言語を 用い

てプログラミング にたず さわ

る者で 「プログラム作成の基

礎－PI」 の修了者または同

等の知識,経 験 のある者

RPG皿 言語の各手法を修得

する

平均80時 間 教材費

実費

シ ステム

/370

FORTRAN言 語 を使 った

プ ログラム作成にたず さわ る

システム/370FORTR

AN言 語 により典型的な計算

平均25時 間 教材費

実費
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容
～

期 間 受講料

FORrRAN

IV-PI

者で 「電子計算組織の基礎－

PI」 の修了者または同等の

知識 ・経験のある者

問題等を解 く

ストラクチャード

フ恒クラミング

演 習

一 自習方式

プ ログラ ミングに関 して基礎

知識 を持つ プログラマ

ストラクチャ ー ド・プ ログラミ

ングについて技法等の知識を

習得す る

10時 間 ～

14時 間

14時 間 ～

20時 間

教材費

実費 寛

マ

、
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5.日 本 エ ヌ ・ シ ー ・ ア ー ル

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内 容 期 間 受講料

EDP

入 コ

門 ム

EDP未 経験者 ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア

データ処理の概念 についての

基礎知識を習得する

3日 間 教材費

実費

プ.入

;門
マ コ

膓1
グ ス

プ ログラミング未経験者 プ ログラム論理の考え方,フ

ローチャー トの書 き方 デー

タ処理プ ログラムの標準パタ

ー ンについて理解する

5日 間 教材費

実費

NEAT

3コ

基|

礎 ス

プ ロ グ ラ マ,シ ス テ ム ・ ア ナ

リス ト

NE.AT/3の 概 念,デ ータ

定義 インス トラクシ。ン,

フ ァイル等の基礎知識 を独習

マニ 三アルに よって習得す る

標 準8日 間' 教材費

実費

NEAT-3

ADVANCED

コ

ガ

ス

プ ログラマ NEAT/3基 礎 コースの 内

容を完全 こ習得 し,テ ーブ ル

コ ンパ イ ラ ・インス トラク

シ ョン,ソ ー トディパ ック等

につい て理解 を深める

6日 間 教材費

実費

1」EVEL

2

コ

|

ス

プ ログ ラマ NEAT/3-LEVEL2

プ ログラムに必要 なハ ー ドウ.

エアの知識,プ ログラム技術

につい て理解す る

5日 間 教材費

実費

オソ

塁二
歩ア

オ ペ レ ー タ,プ ロ グ ラ マ モ ニ タ ー,ユ ーテ ィ リテ ィ,

ル ー テ ィ ン等 オ ペ レ ー シ ョ ン

に 必 要 な ソ フ トウ ェア につ い

て 理 解 す る

3日 間 教材費

実費

シ

ス1

テ コ

ム1

設 ス

計

シ ス テ ム ・ ア ナ リス ト,

プ ロ グ ラ マ

EDPシ ステム設計を行って

い くための基 本的な知識を習

得 し,具 体的なアプ リケーシ

ョン例をもとにシステム設計

の演 習を行な う

5日 間

:

教材費

実費

磁

気

テ コ

1|.

プ ス

プ ログラマ 、、ラ ベ ル 作 成,ノ ン フ ァ イ ル ・

モ ー ド,ユ ー テ ィ リテ ィ ・ル

ー テ ィ ン等 磁 気 フ ァ イ ル に 関

し て 理 解 す る

3日 間 教材費,

実費

ダ

イ ア

レ ク コ

ク セ1

トス ス

プ ログラマ ラ ン ダ ム ・フ ァ イ ル の 構 成,

ラ ン ダ ム ・マ ク ロ 命 令,11S

フ ァ イ ル,RFS等 ダ イ レ ク

ト ・ア ク セ ス1こ 関 し て 理 解 す

る

5日 間

1

,教材 費

実費
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

B1 プ ログラマ B1レ ジ デ ン ト・プ ロ グ ラ ム 5日 間 教材費

菱 隻 の解説及びその知識を応用し 実費
レ テ
|ム て,よ り高度のア ッセンブラ
テ ・
イ コ
ン1

グ ス

一 ・プ ログラムに必要な演 習

を行な う

マ グ ・ プ ログ ラマ マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ング ・ シ 3日 間 教材費
ルラシ

チ ミス
ステムの構成,B3レ ジ デン 実費

プンテ ト・プ ログラ ミングを理解す

ロダム
る

紙 プ ロ グ ラ マ,シ ス テ ム ・ア ナ 紙 テ ー プ,デ ザ イ ン,紙 テ ー 3日 間 教材費

テ コ

ll

プ ス

リス ト プ ・レジメン ト等紙テ ープ ・

フ ァイルに関 して理解す る

実費

FORrRAN プ ロ グ ラ マ,シ ス テ ム ・ア ナ FORTRAN言 語 による基 5日 間 教材費

コ ー ス リス ト 本的,実 務的なプ ログラムに 実費

ついて理解する
、

COBOL プ ログラマ COBOL言 語 全般にわた っ 5日 間 教材費

コ ての知識及びプログラム技術 実費

|

ス

・につい て理解す る

プ ロ グ ラ マ コ ー ス

399 EDP未 経験 のプログラマ EDPの 基礎概念及び399 4日 間 教材費

入門コLス の基礎知識を習得する 実費

399 プ ログラマ 399シ ステ ムの概要お よび 14日 間 教材費

基 基本システムにおけ る399 実費

礎 プ ログ ラミング全般にわたる

コ 基礎知識,NEAT/399

1 言語による基本的なプログラ

ス ム作成技術を習得する

Ipコ ー ス

1

ALF プ ログラマ ハ ー ドウ ェ ア,用 紙 規 定 イ 1日 間 教材費

コ ン ス トラ ク シ ョ ン,プ ロ グ ラ 実費

| ム演 習を通 して,ALFの 概

ス 要,プ ログラ ミングに必要な

基本的知識及び技術を習得す

る

ML プ ログラマ ハ ー ドウ エ ア ー,イ ンス トラ 2日 間 教材費

コ ー ス ク シ ョ ン,MLシ ス テ ム ・サ 実費
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

ブ ル ー テ ィ ン,エ ラ ー の 回 復

処理等について理解する

FPコ ー ス
】

399 プ ログラマ 紙 テープシステムに必要なハ 2日 間 教材責

紐 一 ドウ ェ ア の 知 識 と
,テ ー プ 実費

テ ・ コ ー ド,フ ォ ご マ ッ ト規 定

1コ エ ラ ー チ ェ ッ ク と 回 復,イ ン

プ1 ス トラ ク シ ョ ン等,399シ

ス ステムでの紙 テープ全般にわ

たる基礎知識及びプログラミ

ング技術を習得する

399 プ ログラマ ハ ー ドウ ェ ア の 概 要 ,カ ー ド 1日 間 教材費
パ ・ コ ー ド,レ イ ア ウ ト,イ ン 実費
ン カ ス トラ ク シ ョ ン とプ ロ グ ラ ミ

チ1コ ング,エ ラーの回復等399

・ ド1 システムでのカー ド全般にわ

ス た っての基礎的知識及びプロ

グラミング技術を習得する

399 プ ログラマ ラ イ ン プ リ ン タ の 八 一 ドウ 1日 間 教材費
ラ エア及 び機能,帳 表設計,イ 実費

イ タ ン ス トラ ク シ ョ ン とプ ロ グ ラ

ン コ ミン グ 等,399シ ス テ ム で

プ1 の ライ ンプ リンタ全 般 にわ

リ ス たる基礎知識及びプログラミ

ン ング技術を習得する

399 プ ログ ラマ デ ィ ス ク ・ユ ニ ッ トの ハ ー ド 5日 間 教材費

デ
・
ウ ェア 及 び機 能,デ ィス ク ・ 実費

イ フ ァ イ ル の 設 計,イ ン ス トラ

ス コ ク シ ョ ン と プ ロ グ ラ ミ ング,

ク1 デ ィスクサブルーティンの解

ス 説等399シ ス テムにおけ る

デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト全 般1こわ た

る基礎知識を習得する
,

システム設計概 論 コース

399 プラ ンナ'上 級プ ログラマ 399シ ステ ム設計を推進す 4日 間 教材費
システム設計 るため1こ必要な基本的,実 務 実費
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

概論 コース 的な知識を習得する

オ ペ レ ー タ コ ー ス

399

オペレータ

コース

オ ペ レー タ 機械操作上必要なハードウェ

ア及びソフ トウェアの基礎的

な知識を習得する

3日 間 教材費

実費

●

竜

◆

、

◎
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6.日 本 ユ ニ パ ッ ク ・

●
基 礎 コ エー ス

事

コ ー ス 名 受 講 対.象 者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料

電子計算機 プ ログラマ又はオペレータを 電子計算機の基本用語,デ ー α5日 間(オ 無 料

入 門 担 当するもので,こ れか ら学 タ処理 の概念 ハー ドウェア リエ ンテ ー シ

習 を始めよ うとしている者 ・ソフ トウェアの概 要 電子 .ヨ ン)こ の後

計算機の適用分野を理解する に15日 間 の

(
自習書学習を

行なう

情報処理 データ処理に関する基礎知識 コンピュータの基礎 知識 デ 1日 間 無 料

入 門 を学ぼうとしている管理者 一夕処理の概念を修得し最近

のコンピュータ利用の動向を

認識する

プ ログラ プ ログラ ミングをこれか ら担 プログラムの作成手順と流れ 5日 間 』 無 料

ミ ング 当する者 図のパ ターンの修得および実

基 礎 務に応用できる力を養う

フ ァ イ ル プログラマーをこれから担 当 プログラムを作成 するうえで 1日 間 無 料
,

処 理 する者 必 要な ファイルの概念 と処理

入 門 形態を修得する

OUK90 OUK90-300シ ス テ OUK90-300シ ス テ ム 1日 間 無 料
イ

一300 ムの機能概略を学ぼうとする の 特 徴,ソ フ トウ ェ ア ・バ ー

システム ・オ リ 者 ドゥェァの構成と機能を理解

エ ンテーシ ョン する

OUK90一 OUK90-600/700 OUK90-600/700 1日 間 無 料
60q/700

システム ・オ リ
システ ム(OS/4)の 機 能 システム ・(OS/4)の 特徴

エ ンテーシ ョン 概略を学ぼ うとする者 ソ フ ト ウ ェ ア.ノ 、_ド ゥ ェ ァ

(OS/4) の構成と機能を理解する

OUK90一 OUK90-600/700 OUK90-600/700 1日 間 無 料
600/700

システム ・オ リ
システ ム(VS/9)の 機 能 システム(VS/9)の ソ フ

エンテーシ ョン ・概略 を学ぼ うとす る者 トウ ェ ア ・ハ ー ドウ ェ アの 構

(VS/9)
成と機能を理解する

OUK9000 OUK9200/9250/ OUKg200/9250/ 1日 間 無 料

シ リ ーズ 9300/9350/940 9300/9350/940

` システム ・ 0/9700シ ス テムの1幾能 0/9700シ ス テムについ

オ リエ ンテ ー 概略を学ぼうとする者 て,そ の 特 徴,ソ フ トウ ェア

'

P シ ョン ハ ー ドウ ェアの構成 と機能を `

理解する
,

UNIVAC UNIVAC1100シ ス テ UNIVAC1100シ ステ 1日 間 無 料

1100 ムの機 能 ・概略 を学ぼうとす ムについてその特徴,ソ フ ト
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内容 期 間 受講料

システム・オ リ る者 ウ ェ ア ・ハ ー ドウ ェ ア の構 成
一

工 ン=アー シ ョン と機能を理解する
◎

オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム ・コ ー ス

"

OS/3 OUK90-300シ ス テ オペ レ ー テ ィ ング ・シ ス テ ム 3日 間 無 料

ジ ョブ ・ス ト ム プ ログラ ミングおよびオペ 概論 ジョブ制御流れの作り

リーム レーシ 。ンを担当する者 方 ユ ーティ リテ ィの使い方

の使い方 操作員指令を修得する

OS/4 OUK90-600/700 オ ペ レ ー テ ィ ング ・シ ス テ ム 3日 間 無 料 、

ジ ョブ ・ス ト OUK97000UK94 概 論,ジ ョブ制御言語の使い

リー ム 00の プ ログラ ミングお よび 方,ユ ー テ ィ リテ ィ の使 い 方

の使い方 オペレーシ 。ンを担当する者 操作員指令を修得する

UNIVAC UNIVAC1100シ ス テ EXECの 主な機能および基 3.5日 間 無 料
1100

オペ レーティン
ム のプ ログラ ミングおよびオ 本 的 な ラ ン ・ス トリー ム の作

グ ・シ ス テ ペ レーシ。ンを担当する者 り方を修得する
ム コ ン ト ロ

一 ル ・ステ ー ト

メ ン ト

の使い方 ◆

プログラ ミング ・コース(COBOL)
,

COBOL COBOLプ ログラ ミングを COBOLの 基 本的な文法を 2.5日 間 自 無 料

基 礎 これから担当する者 自習書により修得し,初 歩的 習期間約20

な事務計算の問題をプログラ 日間

ミングで きる力を養 う

OUK OUK9400/9700/ OUK9400/9700/ 8日 間 無 料

シ リーズ 90-300/90-600 90-300//90-600

9(レ/9000 /90-700COBOL /90-700COBOL

シ リーズ プログラ ミングを担当する者 の特徴 を生か し,入 出力ファ

COBOL イル の操作,デ ータの定義,

表操作 分類 デ ィスク・フ

アイル操作等を修得し効率の

よいCOBOLプ ログラムを

作成できる力を養 う
●

UNIVAC UNIVAC1100COB UNIBAC1100シ ス テ 5.5日 間 マ 無 料

1100 OL(ASCO)プ ロ グ ラ ミ ムの特徴 を生か したCOBO ニ ュアル学習 ●
●

COBOL ング担当者 Lプ ログラムが作成で きる力 約10日 間

(Ascn) を養う ■
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 ・受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

UNIVAC UNIVAC1100COB UNIVAC1100シ ス テ 5.5日 間 無 料

1100 OL(FDANSI)プ ログ'ム の特徴を生か したCOBO マニ ュアル学習

COBOL ラ ミング担当者 Lプ ログラ ムが作成で きる力 約10日 間

(FDANSI) を養う

プ ログラ ミング ・コース(FORTRAN)

FORTRAN FORTRANプ ログラ ミン FORTRANの 基 本的な文 2.5日 間 無 料

基 礎 グをこれから担当する者 法(JIS水 準5000)を
自習書学習

期間
自習書により修得し初歩的な 約20日 間

技術計算 ・事務計算のプログ

ラムが作成できる力を養う

OUK OUKシ リーズ900UK JIS水 準7000の 文 法に 4日 間 無 料
シ リーズ.

9(レ/9000
9400/9700FOR よりプ ログラ ミングが作成 で

シリーズ TRANプ ログラ ミング担 当 きる力を養う
FσRTRAN

者

UNIVAC UNIVAC1100F UNIVAC1100F 5.5日 間 無 料

1100 ORT・RANプ ロ グ ラ ミン グ ORTRANの 文 法 を理解 し マニュアル学 習

FORTRAN・ の担当者 プログラムが作成できる力を 約10日 間

養う

プ ログ ラ ミング・コース(RPG)

OUKシ リーズ OUKシ リ ーズ900UK カ ー ドおよび磁気 テープ ・フ 6日 間 無 料
9(レ/9000

9000シ リーズのRPGプ アイルを入力とした報告書作 2.5日 間 一
シ リーズ

RPG
ロ グラ ミングの担当者 成プログラムが組める力を養 自習書学習

基 礎 う 約20日 間

OUK OUK90-300のRPG RPG皿 の機能を使って磁気デ 4.5日 間 無 料

90-300 プ ログラ ミングの担当者 イスク(SAM/ISAM)

RP(シRPG皿 を取扱 うプログラムが作成で

きる力を養う

OUK OUK9400のRPGプ ロ 磁気ディスク(SAM/IS 4日 間 無 料

9400 グ ラ ミングの担 当者 AM)を 取扱 うプログラムが

RPG 、 作成できる力を養う

プ ロ グ ラ ミン グ ・コ ー ス(ア セ ン ブ ラ)

OUKシ リーズ OUKシ リーズ900UK OUKシ リー ズ90、OUK 5日 間 無 料
9(レ ⑨000

シ リーズ
9000シ リー ズ の ア セ ンブ 9000シ リーズ共通 の命令

アセンブラ ラ ・プ ログラ ミングの担 当者 語 を理解 しアセンブラ ・プ ロ
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コ ー ス名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

基 礎 グラミングの基本的な手法を

習得する

OS/3 OUK90-300ア セ ン ブ OUK90-300ア セ ンブ 11日 間 無 料

アセンブラ ラ ・プ ログラ ミングの担 当者 ラによるプ ログラ ミングの手

法を修得する

OS/4 OUKシ リ ー ズ90-600 OS/4ア セ ンブ ラ1こよるプ 11日 間 無 料

アセンブラ /7000UK9700/ ログラミングの手法を修得す

9400ア セ ン ブ ラ ・プ ロ グ る

ラミングの担当者 ・

OUK OUK9200/9300 OUK9200/9300ア 6日 間 無 料
9200/
9300

アセンブ ラ ・プ ログ ラミング センブラにょ るプ ログラミン

アセンブラ の担当者 グの手法を修得する

UNIVAC UNIVAC1100ア セ ン UNIVAC1100ア セ ン 10日 間 無 料

1100 ブ ラ ・プ ログラ ミングの担 当 ブラ言語1こよるプ ログラ ミン

アセンブラ 者 グ手法を修得 し,事 務計算を

含 んだ基本的なバ ッチ ・プ ロ

グラムが作成できる力を養成

する

プ ロ グ ラ ミン グ ・コ ー ス(リ ア ル タ イ ム ・プ ロ グ ラ ム)

OUK シ リー ズ90の リア ル タ イ ム リ ア ル タ イ ム ・・シ ス テ ム の コ 3日 間 無 料

シ リーズ90 ・システム設計お よびプ ログ ン トロ ー ル ・プ ロ グ ラム と し

リアルタイム ラミングの担 当者 てPACS又 はUNITOS

カ クラミング を使用するために必要な各パ

基 礎 ッケージの概念 および使い方

を修得する

UNIVAC UNIVAC1100シ ス テ リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム の コ 3日 間 無 料

1100 ム の リア ル タ イ ム ・シス テ ム ン トロ ー ル ・プ ロ グ ラム と し
・

リアルタイム 設計お よびプログ ラミングの てTIPを 使 用す るために必

プログラミング 担当者 要なTIPの 概念および使い

基 礎 方を修得する

プ ロ グ ラ ミ ング ・・コ ー ス(デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ グ ラ ム)

w■

DMS90 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 導 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト 3日 間 無 料

プログラ 入を計画 しているシステム分 ・システムDMsgOの 機 能

ミング 析 ・設計担当者 また はプログ 適用上の留意点を理解し演習

ラ ミングの担当者 を通 してDMsgOの 使 用法

を修得する
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コース名 受 講 対 象 者 受 講'目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

DMS

1100

プ ログラ

ミング

デ ータベ ース ・システムの導

入を計画 してい るシステム分1

析 ・設計担 当者 またはプログ

ラ ミングの担当者

データ ・マネ ジメ ン ト・シス

テムDMS1100の 機 能適

用上の留意点を理解 し演 習を

通 してDMS1100の 使 用

法を習得する

3.5日 間 無 料

INFORM

プログラ

ミング

データベース ・システムの導

入 を計画 してい るシステ ム分

析 ・設計担 当者 またはプログ

ラ ミングの担 当者

INFORMシ ステムの概要

および機能を修得する

2日 間 無 料

シ ス テ ム 設 計 コ ー ス

システ ム

設 計

基 礎

1

管理者 またはシステム分析 ・

設計をはじめて担 当する者

業務処理の立場から情報の流

れとどの部分をコンピュータ

`こ処理させるかを決定する概

要設計段階においてどのよう

な方法があるのかを理解する

1.5日 間 無 料

システム

設 計

基 礎

皿

管理者 またはシステム分析 ・

設計の担当者で実務経験が1

年以上の者
、

バ ッチ ・シス テム の詳細設計

の手法お よび留意点を解 説 し

グループによる演 習を通 して

基本 的な1/0デ ザ インお よ

びプ ロセスチャー トが作 成で

きる力 を養成する

5日 間 無 料

デ ー タ ベ ー ス/オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム ・・コ ー ス

デ ー タ ・

ベ ー ス

入,門

これか らデータベース ・シス

テムの導 入を計画 しているシ

ステム分析 ・設計担 当者,管

理者 またはプログラミングの

担 当者

データベースの概念 を修得 し

データベース導入の手掛 りを

つかむ

、

2日 間 無 料

データベース

・マネジ

メ ン ト

・システム

紹 介

これか らデ ータベース ・シス

テム の導入 を計画 され データ

ベ ース ・マネジメン ト・シス
A

テムの選択を検討 しているシ

ステ ム分析 ・設計担当者 ・管

理者

UNIVAC提 供 のデータベ

_ス ・マネジメ ン ト・システ

ム導入の手掛 りとす る

1日 間 無 料

オンライン・

システ ム

入 門

これか らオ ンライン ・システ

ムを指向するシス テム分析 ・

設計担 当者,管 理者 またはプ

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム(リ ア

ル タ イ ム ・ シ ス テ ム/タ イ ム

シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム)の

2日 間 無 料
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

ログラ ミング担 当者 基礎知識を修得する

リ ア ・'レタ イ, これから リアルタイム ・シス ユニパ ック提供 の リアルタイ 1日 間
.

無 料

ム ・シ ス テ テムの構築を計画しているシ ム ・シ ス テ ム ・パ ッケ ージ 導

ム ・パ ッケ ステム分析 ・設 計担当者,管 入の手掛 りとする
一 ジ 理 者 で ユ ニ パ ック ・ リ ア ル タ

紹 介 イ ム ・シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジ

の概要を学ぶ者

オンライン ・ これか らオンライン ・システ オンライン・システムを設計 3日 間 無 料

システム ム(リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム 〕 する上での留意点を実例にも

設 計 設計に従事するシステム分析 とついて理解 し,オ ンライン

入 門 ・設計担 当者 ・システムを実際 に設計す る

場合の一助とする

ア プ リケ ー シ.ン ・ ソ フ トウ ェ ア 入 門 コ ー ス

経営科学 実際1こ経営科学技法を適用ま 経営科学技法の考え方,各

司

3日 間 無 料

入 門 たは利用しようとす る者,経 技法の概要・応 用に関する

営科学技法の考え方の基礎を 基本的知識を修得する

学ぼうとする者 、

数値制御 NCシ ステムを適 用又 は利 用 NC自 動 プログラム・シス 1.5日 間 無 料

入 門 しようとす る者で これか らN テムの概要とその応用に関

C自 動 プログラ ミングの基礎 する基本的知識を修得する

知識を学ぼうとする者

マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ー ス

機械室 機械室運用部門を新たに担当 システム運用部門の運営に 2日 間 無 料

運営管理 する管理者 あたっての問題点 留意点

に対する一般的な対策を講

義・事例紹介,意 見交換等

を通 して把握し管理の指針

とす る

プロジ ェク ト システム開発部門担当の管理 システム開発過程におけ る 1日 間 無 料
・マネジ 者 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン

メ ン ト トの必要性と考え方また開

入 門 発過程においてどのような

マ ネ ジ メ ン ト ・ツ ー ル を 準

僻し運用したらよいかを理

解する
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TSSコ ー ス

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

TSS

プ ログラ

ミング

企業 内TSSを 利 用する主 と

してTSS端 末機 を使 用して

プ ログラミング,オ ペ レーシ

。ンを担 当す る者

CTSの 利 用法お よびTSS

端 末機 オペ レーシ 。ンを修得

す る

2日 間 無 料

■

?

'
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7.バ ロ ー ス

Lシ リ ー ズ ・ コ ー ス

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

Lオ ペ レ ー

シ 日ン

L2000,L4000,L5000

ま た はL6000シ リー ズ の オ

ペ レ ー タ

オペレーションを主体 とした .2日 間

L全 般を理解す る。

9,000円

L8000オ

ペレーシ ョン

L8000の オ ペ レ ー タ L8000の オ ペレーシ ロン全

体 を理解する。

2日 間 9,000円

シリーズL

アセンブラ

基礎

初めてLシ リーズのアセン プ
'

ラを学ぶ もので,こ のコース

修 了後 プ ログラ ミング を行 う

者

Lア セ ンブラを使用 するため・

に必要な基礎的知識全般につ

いて理解する。

10日 間(L5000,L6000,

L8000を 使用する者はこ

のコース修了後各機種特

有のコースへ進む)

60,000円

L2/4/5/

6000ア セ

ンブラ実習

L2000,L400.0,L5000

ま た はL6000い ず れ か の プ

ログ ラ マ に な る 者 で ア セ ン ブ

ラの 知 識 を もつ 者

実務プログラム完成までに必

要な知識全般について理解す

るo

10日 間 60,000円

L5/6000

マ グ レ コ ー

ドシ ス テ ム

L5000ま た はL6000マ グ

レコー ド使用予 定のプログラ

マで シ リー ズLア セ ンブラ

基礎 コース修了の者

L5000ま たはL6000シ ス

テムに於てマグレコー ド(磁

気元帳)を 使用す るに際 して

必要な諸知識を理解 する。

3日 間 18,000円

L6000カ

セ ッ ト ・テ

■一 フ シ ス テ

ム

L6000カ セ ッ ト ・テ ー プ シ

ス テ ム の プ ロ グ ラ マ で シ リ

ー ズLア セ ン ブ ラ基 礎 の 修 了

者

L6000シ リーズの入 出力媒

体 として付 加され るカセ ット

・テープに関す る指令につい

て理 解す るo

2日 間 12,000円

L8000

RUC

L8000RUC言 語を学びた

い者でEDP入 門修了者か基

礎知識をもつ者

L8000の 早期実務稼動 を可

能にす るべ く開発されたRUC

プ ログ ラミングに ついてオペ

レーシ 迫ンもかねて理解 する。

4日 間 26,000円

L8000

ア セ ン ブ ラ

L8000シ ス テムの プログ ラ

マで シ リー ズL基 礎 の修 了

者

L8000を アセン ブラ方式で

プ ログ ラ ミングするにあた り

必要な諸知識を理解す る。

5日 間 30,000円

L8000ア

センブラ実習

L8000シ ス テ ム の プ ログ ラ

マ
、でL8000ア セ ン ブ ラ修

了 者

L8000実 務 プログ ラム完成

までに必要な知識全般にっい

て修得す る。

10日 間 60,000円

1」8000

COBOL

±
L8000プ ログ ラムを00BOL

方式 で作成する プログ ラマ

L8000の プ ログラ ミング言

語の一つであるL8000CO

10日 間 60,000円
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

でCOBOLプ ログラ ミング入 BOL全 般 を理解する。

門修了者かまたは同程度の基

礎知識の者

L8000 L8000をCOBQLで イ ンス L8000COBOLコ ー ス で 習 5日 間 60,000円

COBOL トレ ー シ 田ン す る プ ロ グ ラマ 得 した文法に従い作成した演

実習 でL8000COBOL修 了者 習問題を中心に,具 体的に

L8000に よ る 業 務 プ ロ グ ラ,

ム完成までの種 々のオベレー

シ.ン を理解する。

EDP共 通 コ ー ス

EDP入 門 初めてEDPの 基礎知識を学 EDP処 理の概念 とEDPの 2日 間 10,000円

ぶ者 基礎知識を理解する。

COBOL COBOLを は じめて学習する COBOLプ ログ ラムを組む上 3日 間 14,000円

プ ロ グ ラ ミ 者でEDP入 門 コース修了者 で 重 要 な フ ロ ー チ ャ ー トの書

ング入門 あるいは同程度の知識のある き方を理解す る。

者

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ コ ー ス

COBOL バ ロースのCOBOLの 基 本的 COBOLの 基礎 を理解す る。 4日 間 26,000円

ベ ー シ ッ ク な文法 を学習する プログ ラマ

お よびオペレータ でCOBOL

プ ログラミング入門 コース修 、

了者または他の言語での実務

経験Cあ る者

COBOL バ ロースCOBOLで 実 務 プロ テーブルの作成 とサーチ,ソ 5日 間 30,000円

ア ドバ ン ス グ ラムの作成す るプログラマ
一 ト
,ラ ンダム処理等 を理解

ト でCOBOLベ ー シ ック修 了 す る 。

者または他社COBOLで の実

務経験のある者

COBOL 実 務 プ ログラムを作成す るブ プログラ ミングの為に必要 な 4日 間 18,000円

プ ログ ラ ム ・ ログラマでCOBOLア ドバ 基本的 な処理 パターンをCO

テ ク ニ ック ンス ト,BOLア ドバ ン ス ト修 BOL文 法に則 したプログ ラ

了者 ミング ・テクニ ックで 理 解 す る 。
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

FORTRAN バ ロースのPORTRANの 基 FORTRANと は どんなもの 4日 間 26,000円

ヘ ー シ ック 本的な文法を学習する者で であるか を理解 させ,実 習を

EDP入 門修了者または同程 通 し基礎的な文法を修得する。

度の知識のある者

FORTRAN FORTRANベ ー シ ックによ 各領域から選択した練習問題 4日 間 26,000円

ア ドバ ンスト りさらに進んだFORTR,AN に即 して,実 務に使用す る各

の文法を学習する者でFOR 種FORTRAN文 法を理解す

TRANベ ー シック修了者ま るご

たは同等の知識をもつ者

ALGOL バ ロ ースの大型機 を研究す る バ ロース大型機の基本 言語で 4日 間 26,000円

者でEDP入 門修了者または あるALGOLを 理解 する。

同等の知識のある者

B700コ ー ス

B700オ ペ B700の オ ペレータでEDP B700の オ ペ レー シ 。ン全 体 2日 間 9,000円

レ ー シ ン司 入門修 了者 または コンビ ュー を理解する。

タの基礎知識をもつ者

B70℃ B700シ ス テ ム の プ ログ ラ マ B700の プ ログラ ミング言語 10日 間 60,000円

COBOL で,EDP入 間,COBOL で あ るB700COBOL文 法 全

プログ ラミング入門修了者 ま 般 を理解 させ,B700を 作動

たは同等の知識をもつ者 させる為の プログ ラム能力を

修得す る。

B700 B700シ ス テ ム の プ ロ グ ラ マ B700COBOLコ ー ス で 習 5日 間 60,000円

COBOL でB700COBOL修 了者 得した文法に従って作成 した

実習 演習問題にもとづき具体的に

B700に よる業務プ ログ ラム

完成 まで の種 々のオペレーシ

。ンを理解する。

B700 B700シ ス テ ム の プ ロ グ ラマ B700の プ ログラム用言語の 5日 間 30,000円

RPG でEDP入 門の修了者 また 一つであるレポーテ ィング作

は同等の知識をもつ者 業 を主 目的 とす るRPG語 を

習得 する。

B700 B700シ ス テ ム の プ ロ グ ラマ B700RPGコ ー ス に て 提 5日 間 60,000円

RPG実 習 でEDP入 門の修 了者 示 した演 習に従い,B700に

よるRPG言 語 に よる プログ

ラム完成 までの種 々のオベ レ
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

一 シ .ン を 理 解 す る 。

TK70コ ー ス

TK70 TK70BOLの ベ ー シ ック ・ BOLの 特 徴,文 法的要素, 4日 間 18,000円

BOL プ ログラ ミング技術の修得 を 基本 的なシン'タヅクスを理解

ベ ー シ ック
希 望 す る プ ログ ラマ,オ ベ するo

レー タでEDP入 門,COBO

Lプ ログ ラ ミング入門の修 了

者または同等の知識のある者

TK70 TK70BOLの ア ドバ ンスト ・ テ ー ブル ・ハ ン ド リング,各 4日 間 18,000円

BOL プログラミング技術の修得 を希 種 フ ァイ ル,デ ィス ク ・フ ァ

ア ドバンス ト 望する プログラマでTK70 イル のハ ン ドリングを理解す

BOLベ ーシ ック修了者 または るo

同等の知識をもつ者

TK70 TK70BOLシ ステムのオペ TK70BOLオ ペ レ ー テ ィン L5日 間 16,000円

BOL レー シ 日ンに関す る知識の修 グ ・シ ス テ ム,ユ ーテ ィ リテ

オ ペ レ ー シ 得 を希 望 す る プ グ ラマおよ イ ・プ ログ ラ ム を 理 解 す る。

巳ン びオペ レータでTK70BOL

ベ ーシ ックの修 了者 または同

程度の知識をもつ者

TK70 TK70BOLの ア プ リケ ー シ TKラ イ タ ・ハ ー ド ウ ェア, 3日 間 14000円

BOL 日ン ・プ ログ ラ ム で あ る マ ル BOLマ ル チ ・キ ー イ ン ・ハ

マル チ ・キ チ ・キ ー イ ン の プ ロ グ ラ ム 技 ン ド ラ,マ ル チ ・ キ ー イ ン ・

一 イ ン
術の修得を希望するプログラ シ ン タ ッ'ク ス を理 解 す る 。

マ で,BOLシ ス テ ム で の 実

務経験者

TK70 TK70BOLの ジ ェネ レ ー タ APGシ ン タ ックスを理解 す 3日 間 14,000円

APG で あ るAPGの プ ログ ラミン るoL

グ技術の修得を希望するプロ

グ ラマでTKBOLア ドバ ン

ス ト,オ ペ レ ー シ 。ン の修 了

者または同程度の知識のある

者

TK70 TK70シ ス テ ム で オ ン ライ ン TK70通 信 制御装置,STAN一 2日 間 10,000円

データ通信 業務を行 う場合に必要とされ DARDHANDLER,BOLシ

システム概論 る 知 識,オ ン ラ イ ン ・プ ログ ンタ ックス を理解する。

一443一



～

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講 料

ラミング技術の修得を希望す

る 者 で ア ドバ ン ス ト,オ ン ラ

イン ・システム入門の修了者

TK70 TK70マ ク ロ ・ア セ ン ブ ラ の TK70ハ ー ド ウ エ ア 概 論,マ 4.5日 間 20,000円

マ ク ロ ・ア ベ ー シ ッ ク ・プ ログ ラ ミン グ ク ロ ・アセン ブラの特徴等 を
● 一

セ ン フ フ' 技術の修得 を希望するプログ 理解 する。

ベ ー シ ック ラマお よびオペレータでEDP

入 門,COBOLプ ログ ラミ

ングの修了者または同等の知

識のある者

TK70 TK70マ ク ロ ・ア セ ン ブ ラの テ ー ブ ル ・ハ ン ド リン グ,各 4日 間 18ρ00円

マ ク ロ ・ア ア ・ドバ ン ス ト ・プ ロ グ ラ ミン
.種 フ ァ イ ル ・ デ ィ ス ク ・ フ ァ

◆ 一

セ ン フ フ' グ技術の修得を希望するプロ イル のハン ドリング等を修得

ア ドバ ンス ト グ ラマ でベ ーシ ックの修 了 す るo

者または同等の知識をもつ者

TK70 TK70マ ク ロ ・ア セ ン ブ ラ ・ TK70マ ク ロ ・ア セ ゾ プ ラ ・ 1.5日 間 16,000円

マ ク ロ ・ア シ ス テ ム の オ ペ レ ー シ 。ン に モ ニ タ,ユ ー テ ィ リ テ ィ ・プ

● 一

毛 ン フ フ' 関する知識の修得を希望する ロ グ ラ ム等 の オ ペ レ ー シ 己ン

オ ペ レ ー シ ロ グ ラ マ,お よ び オ ベ レ を修得 す る。

ヨ ン タで ベ ー シ ックの修 了 老

または同等の知識をもつ者

TK70 TK70マ ク ロ ・ア セ ン ブ ラの TKラ イ タ ・ハ ー ドウ エ ア, 3日 間 14,000円

マ ク ロ ・ア ア プ リケ ー シ 司ン ・プ ・ロ グ ラ マ ク ロ ・ ア セ ン ブ ラ'・ マ ル チ

L

・ 四

七 ン フ フ' ム で あ る マ ル チ ・キ ー イ ン ・キ ー イ ン ・ハ ン ド ラ
,マ ル

マ ル チ ・キ (マ ル チ ・ビ リン グ)の プ ロ チ ・キ ー イ ン ・シ ン タ ッ ク ス

一 イ ン グラミング技術の修得を希望 等 を修得する。

す る プ ログ ラマ で アドバン

ス ト ・コ ー ス の 修 了 者 で マ ク

ロ ・ア セ ン ブ ラ ・シ ス テ ム の

実務経験者

TK70-7コ ー ス

TK70-7 TK70-7COBOLの ペ ー シ TK70-7COBOLの 特 徴, 4日 間 18,000円

COBOL ック ・プ ログ ラ ミ ン グ 技 術 の 文法的要素,基 本的なシンタ

ベ ー シ ック 修得 を希望する プログ ラマ, ックスを理解する。

オ ペ レー タ でEDP入 門,

一444一
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

COBOLプ ログ ラ ミング入門'

の修了者または同等の知識を

もつ者

TK70-7 TK70-7COBOLの ア ドバ テ ー ブル ・ハ ン ド リ ン グ,各 4日 間 18,000円

COBOL ン ス ト ・プ ロ グ ラ ミン グ 技 術 種 フ ァイ ル,デ ィス ク ・フ ァ

ア ドバ ンス ト の修得 を希望す るプログ ラマ イルのハン ドリングを修得 す

で ベ ー シ ックの修 了 者また るo

は同等の知識のある者

TK70-7 TK70-7シ ス テ ムに お け る TK70-7ハ ー ド ウ ェ ア 概 論, 4日 間 18,000円

OSユ ー テ OSの 役 割,オ ベ レ ー シ ・ン・ ソ フ ト ウ エ ア体 系,OS70-7,

イ リ テ ィ ・ お よ び ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ム

オ ペ レ ー シ グラムに関する知識の修得を を修得する。、

肩 ン 希 望 す る プ ロ グ ラマ,お よ

び オ ペ レ ー タ で ベ ー シ ッ ク の

修了者または同等の知識をも

つ者

TK70-7 TK70-7シ ス テ ム で オ ン ラ LCP,LCPGENス ペ ック, 2日 間 10,000円

LCPGEN イン業務を行 う場合に必要と LCPGENオ ペ レ ー シ 。ン,

され る知識お よびオンライン COBOLシ ンタ ックスを修得

・プログ ラ ミング技術の修得 す る 。

を希望する者

B1700コ ー ス

B1700 B1700の プ ロ グ ラ マ で 事務計算の報告書 をつ くりだ 5日 間 30,000円

RPG EDP入 門 の修 了者,ま たは すのに必要な プログ ラムを容
!

他の言語の経験者 易に作成するRPGの 文法を

修得するo

B1700 B1700シ ス テ ム の オ ペ レ ー B1700シ ス テムの設計思想, 3日 間 22,000円

オ ベ レ ー シ シ 日ンに関する知識の習得 を 1/O装 置の説明 ととりあつ

ロン 希 望 す る プ ログ ラマ,オ ペ か い 方,コ ン ソ ー ル ・メ ッセ

レ 一 夕 でCOBOI」 コ ー ス の
一 ジ,オ ペ レ ー シ ョン 等 を修

修了者または同等の知識をも 得す る。

つ者

B1700 B1700シ ス テムの特徴 と バ ロ ー ス の オ ペ レ ー テ ィン グ 2日 間 10,000円

システム& MCPの 働 きにつ いての知 ・システムであるMCPを 中

MCP 識の習得を希望するプログ 心にB1700シ ス テム全体 を '

一445一



コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受 講料

ラマで実務 プ ロ グ ラムの経 理解する。

験者,ま たは同等の知識のあ

る者

B1700 B1700オ ン ラ イ ン ・シ ス テ B1700オ ン ラ イ ン ・シ ス テ 2日 間 10,000円

オ ン ラ イ ン ムを志向す るシステム分 析 ・ ムで必要な基本的事項を理解

シ ス テ ム 設計者,ま たは プログラマ するo

概論 でB1700シ ス テ ム 全 般 に っ ・

て精通 している者でオン ライ

ン ・システム入 門修 了者また

は同等の知識のある者

MEDIUMコ ー ス

MCPバ ー バ ロ ー スMEDIUMシ ス テ ム バ ロ ー ス の オ ペ レ ー テ ィン グ 3日 間 14,000円

ドウ エ ア ・ の プ ロ グ ラ マ,お よ び オ ペ
・シ ス テ ム で あ るMCP .を中

オ ペ レ ー シ レ 一 夕 でCOBOLコ ー ス の 修 心にハー ドウエア とそのオペ

ヨ ン 了者,ま たは同等の知識 のあ レーシ 。ンの仕方 を理解す る。

る者

MEDIUM MEDIUMシ ス テムの プログ MEDIUMシ ステムが提供 し 12時 間 教材実費

シ ス テ ム ・ ラ マ て い る 多 くの ユ ー テ ィ リテ ィ ～

ユ ー テ 元 リ ・プ ログ ラ ム の う ら,ユ ー ザ 18時 間

テ ィPI学 に広 く使用 され ている代 表
〆

習 的 な ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ

ラムについて,PI学 習 方式

でそ の機能を理解 し,実 際に
'

使用 できることを目的 とするc

MEDIUM オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を指 向 通信制御プログラムの基本的 3日 間 14ρ00円

通信制御 しているシステ ム分析 ・設計 な構成および機能を理解する。

者,ま た は シ ニ ア ・プ ロ グ ラ

マでMEDIUMシ ス テムに

精通 したオン ライ ン ・システ

ム入門の修了者

MEDIUM NDrを 使用 して通信制御プ NDLシ ン タ ック ス お よ び ジ 5日 間 30,000円

NDr ログ ラ ム を作 成 す る シ ニ ア ・ エネレー トされたDCHAN一

プ ログラマで,MEDIUM DLERの 動 きを理解する。

システムに精通 し,オ ンライ

ン ・システム入門,MEDIUM

一446一
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

通信制御の修了者または同等

の知識のある者

B6700/B7700コ ー ス

B6700/ バ 同一スの大型機を研究す る ソ フ トウ エ ア とハ ー ドウエ ア 4日 間 18ρ00円

B7700 者 で,バ ロースMEDIUMシ の 一体設計 の考え方 を説 明し,

MCPハ ー ド ス テ ムMCPハ ー ド ウ エ ア ・・ 多重処理技法の中心となる

ウエア入門 オペレーシ ョンの修了者 また ResourceContro1に つ

は同等の知識をもつ者 い て,ソ フ ト ウ エ ア/ハ ー ド

ウエア両面か ら理解する。

シ ス テ ム 設 計 コ ー ス

システム設 システム分析 ・設計の担当予 バ ッチ ・シ ス テ ム を 中 心 と し 5日 間 22,000円

計入門 定着で実務プログラム経験1 たシステム開発の進め方,シ

年以上の者,ま たは同等の知 ステム設計 の考え方,留 意点

識のある者 等 を理解す る。

EDP運 営 初めてEDPを 導 入す るユー EDPの 導 入に際 して,EDP 2日 間 10,000円

管理 ザの担当管理者でBDP入. 運営に関して考慮すべき点を

門修了者 中心に理解する。

デ テ タ ベ`一 ス ・ コ ー ス

一
ア ー タ ベ ー デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の基 デ ー タ ベ ー ス ・シス テ ム の 概 2日 間 10,000円

ス入門 礎知識を修得 した者で,シ ス 念と基礎知識を理解する。

テム設計入門修了者 または同 、

等の知識のある者

FORT且/ バ ロ ー スB1720～B7700
一

バ 同 一 ス ・ア 一 夕 ペ ー ス ・ ソ 4日 間 26,000円

H シ ス テムで データベース(デ フ ト ウ エ ア の 一 つ で あ る デ ィ

イ ス ク ・ベ ー ス)を 指 向 す る スクFORTE/皿 を理解する。

者 で,デ ータベース入 門修了

者でCOBOLプ ログ ラミング

の実務経験者

一447一



コ ー ス 名 . 受 講 対 象 者 '受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

DMS皿 バ ロースB6700/B7700 DMS皿 の 機能お よび特徴 を 4日 間 26,000円

シ ス テ ム で デ ー タ ベ ー ス ・シ 理解す る。

ステ ムを指向す る者でデータ

ペース入門修了者で プログラ

ミング(COBOL,ALGOL,

PL/1)ρ 経験者

±

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム ・コ ー ス

、

オ ン ラ イ ン ・ オ ン ライ ン ・シ ス テ ム を指 向 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムで 必 要 2日 間 10,000円

・シ ス テ ム しているシステム分析 ・設計 な基本的事項を巾広 く理解す

入門 者,ま たは プ ログ ラマで バ るo

ッチ"シ ステ ムについて基本

的な知識をもつ者

「 「 A.

.

ア プ リ ケ ー シ ・ヨ ン ・ ソ フ ト ウ エ ア ・コ ー ス

経営科 学入. 経営科学を指向するシステム 各経営科学技法の概説とその 2日 間 10,000円

門 分析 ・設計者 またはシニア ・ 応用について理解する。

プログ ラマで シス テム設 計

入門修了者または同等の知識 シ

のある者

計量経済 経営科学を指向されているシ 当社で開発した計量経済プロ 3日 間 28,000円

ステム分析 ・設計者で初歩的 グ ラムTEMP皿'を 通 して計量

な行列論,統 計論の知識をも 経済モデルによる分析,予 測

つ者 手法 を理解する。

在庫管理 在庫管理システムを志向する 在庫管理 システムBICSの 内 3日 間 28,000円

システム分析 ・設計者で初歩 容 を理解する。

的な知識のある者

線型計画法 数理計画担当者で初歩的な知 当社の開発した線型計画法プ 3日 間 28,000円

識のある者 ログ ラ ムTKLPま 戸よ びLP700'

」

の内容 を理解す る。'

日程管理 プロジェク ト管理担当者で バ ロースおよび当社で開 発し 3日 間 28,000円

PERTに 関 して基礎的 な知 た 日程管理 システムTISP/

識のある者 TIMEとPROMIS/TIME

の内 容を理解す る。
・
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コ ー ス 名 受 講 対 象 老 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

生産管理 生産管理システムを指向する

システム分析 ・設計者で基礎

的な知識のある者

バ ロースの生産管理 システム

BPCSの 内容 を理解する。

4日 間 34,000円

シ ミ ュ レ ー

シ ロ ン

OR,IE担 当者でシ ミュレ

ーシ 冒ンにっいて基礎的 な知

識 のある者

バ ロ ー ス の シ ミ ュ レ ー シ ョン

言 語 の 内 容 を理 解 す る 。

3日 間 28,000円

B1700

8AS経 理

業務,販 売

鯉

当パ ッケ ージの概要に関する

知識 の修得 を希望するシステ

ム設計担当者で,シ ステム設

計入門 コース修 了者,ま たは

同等 の知識 のある者

当 パ ッケ ージに関す る基本的

設計概念,お よび仕様に関す

る概要 を理解する。

2日 間 16ρ00円

'
TK70SA8

経理 業務

当パッケージの概要に関する

知識の修得を希望するシステ

ム設計担当者でシステム設計

入門コース修了者または同等

の知識のある者

当パ ッケ ージに関す る基本的

設計概念,お よび仕様に関す

る概 要を理解する。

1日 間 8,000円

B1700
1

SAS銀 行
1

業務

当パ ヅケ ージの概 要に関す る

知識の修得 を希望するシステ

ム設計担当者で システム設計

入門 コース修 了者,ま たは同

等の知識 のある者

当パ ッケ ージに関す る基本的

設計概念,お よび仕様に関す

る概 要を理解す る。

5日 間 38,000円

●

喝
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8.日 立 製 作 所
.

HITACM-170/180コ ー ス ・

コ ー ス 名 受講 対 象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

HITAC

M-17(レ180

システム 概 説

導入企画者 HITACM-170/180の 新 しい機

能を学ぶ

2日 間 無 料

VOS2ア セ ン

ブラ ・プ ログ

ラ ミン グ

プ ログ ラマ

1

順 データ ・セ ットに関する入出力 プロ

グラ ミング,お ・よび直接データ ・セ ッ

ト区分 データ ・セ ットに関する プログ

ラ ミング手法 を修得す る。

3日 間 無 料

仮想記憶入

門

導入企画者,プ ログ

ラマ,シ ステム設計

者

仮想記憶 システムの構造,ハ ー ド・ソ

フト機 能お よびVOS .シス テムの機能

概略を学ぶ

1日 間 無 料

VOS2使 用

法(基 礎)

プ ログラマ,シ ステ

ム設計者

プログ ラマの翻訳,結 合編集,実 行 の

のためのジ ョブ制御文 の作成,ソ ー ト

マージのプ ログ ラマの呼出 し,実 行の

ための ジ 。ブ制御文の準備,ジ 。ブの

実行に関す る各種の操作等 がで きる。

2日 間 無 料

VSAM

解 説

導入企画者,プ ログ

ラマ,シ ステム設計

者

VSAMデ ー タセットの特徴,構 造,ア

クセス メソ ッド,運 用 の仕方お よび機

密保護につ いて学ぶ

1日 間 無 料

VSAMア セ

ン ブラ ・プ ロ

ラ ミン グ

導入企画者,プ ログ

ラマ,シ ステム設計者

VSAMデ ー タセ ットのカタログ,作 成,

更 新処理,各 種EXITを 通 じての処理

を学ぶ。

2日 間 無 料

VOS2使

用 法(上 級)

プ ログ ラマ ジ ョブ実行時任意の データセ ットの作成,削

除,引 渡 し指示,シ ステムデータセ ット,作

業用デ ータセ ットの準備,変 更,VSAMデ ー

タセ ットのためのユーテ ィリテ ィの利用,ジ

ョブの実行`こ関 しての各種 コマンドの使用法
、

を学ぶo

2日 間 無 料

VOS2セ ン

タ運用概説

導入企画者,プ ログ

ラマ,シ ステム 設計

者

センタ運用形態 とVOS2機 能,シ ステム生

成,保 守に関す る作業概略 を学ぶ。

1日 間 無 料

VOS2ア セ

ンブラ ・プログ

ラ ミング ・ア ド

バ ンス(シ ステ

ム ・プログ ラム〕

プログ ラマ(シ ステ

ム ・プ ログ ラミング

にたず さわる者)

システムマク ロの利用,ユ ーザマク ロの作成

プログ ラムの構造 と制御お よびスーバ ・バィ

ザサ ービス要求マクロ,タ スク要求 マクロの

概 略を学ぶ。

2日 間 無 料
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コ ー ス 名 受講対象者 受 講 目 標 及 び 内.容 期 間 受講料

.

VOS2シ ス システ ム生成 と保守 シ ス テ ム ゼ ネ レ ー シ ョ ン の 種 類 と手 順,セ ン 2日 間 無 料

テム機能設 にたずさわる者 タ運用 形態 と設定機 能,容 量の見積 り,シ ス

定 と保守 テム保守サー ビスプログラムの利用について

学びシステムの生成,保 守作業がで きる。

HITAC10皿 コ ー ス

コン ピ
ュータ プ ロ グ ラマ,シ ス テ 電子計算機システ。を構成する各醗12.5醐 無 料

入門(VTR ム設計者 置 の役割 と種類,プ ログラムの種類 と

使用コース) そ の働 事 フローチャートの 役割 ・種類

・書 き方を理解する
。

HITAC10 プ ロ グ ラ マ アセンブラ言語の書 き方 と特徴,演 算 3日 間 無 料

皿アセンブ 命令,比 較分枝命令,プ ログラム ・ル

ラ入門 一プの プログラ ミング手法
,番 地修飾,

紙 テープ装置,タ イ プライタに対する

簡単な入出力処理について理解する。

HITAC10 プ ロ グ ラマ,イ ン タ プ ログ ラ ム ・,テク ニ ック(ス イ ッチ ン 4日 間 無 料

Hア セ ン ブ ラ フ ェース設計者 グ,サ ブ ・ル ー チ ン)を 使 っ た プ ログ

ラ ミング,浮 動・」教 点演算命令を利用

したプ ログ ラミングについて,ま た割

込みの基本概念について理解する。

H皿AC10 プ ロ グ ラ マ FORTRANの 基本的文法,数 値デー 4日 間 無 料

皿/20FORT タの取扱 い とプログ ラミング を理解す

RAN るo

HITAC10 イ ン タ フ ェ ー ス 設 計 入出カ インタフ エースの概念,低 速入 2日 間 無 料

皿 イ ン タ フ 者 出力装置との接続方法と動作,高 速入

エ ー ス 出力装置との接続方法と動作を理解す

るd

HITAC10 プ ロ グ ラ マ 管理プログラムの基礎概念と構造の概 2日 間 無 料

皿管理 プロ 要を理解 し,プ ログラムを実行 させる

グ ラム こ とがで きる。

HITAC20コ ー ス

HITAC20 導入企画担当者 HITAC20の シ ス テ ム の 特 徴,八 一 ド ウェ 1日 間 無 料

概要 アの機能,周 辺装置,HITACPSの 機 能を

理解す る。

HITAC20 プ ログ ラ マ,イ ン タ アセンブラ言語の書 き方 と特 徴,プ ログ ラマ 3日 間 無 料

ア セ ン ブ ラ
A

フェース設計者 ・ル ー プ の プ ロ グ ラ ミ ン グ 手 法,紙 テ ー プ装
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コ ー ス 名 受講対象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間

ψ

受講料

入門 置,タ イプライタに対する簡単な入出力処理
,

等について理解 し簡単 なプログラムの部分 コ

一 デ ィン グ が で き る
。

HITAC20 プ ログ ラ マ,イ ン タ 番地修 飾に よるプログラ ミング,磁 気 テープ 3日 間 無 料

アセンブラ フェース設計者 ・フ ァイルを用 いた入出力処理
,割 込 の基本

的概念等 を修得 し磁気テープ ・フ ァイルを取

扱 った プログ ラムの作成 ができる。

HITAC20 プ ロ グ ラ マ HITAC20PS(programingSystem) 3日 間 無 料

PS の 構 成 と機 能 の 理 解,ユ テ ィ リテ ィ ・プ ログ
ぺ

ラムの機能 と使 用方 法の理解お よびシステ ム

・ジ ェネ レ ー シ ョ ン に よ り 制 御 プ ログ ラ ム の

作成等 ができる。

HITAC20 プ ロ グ ラ マ デ ィスク ・ファイルの概念 の理解,順 編成 ・ 2日 間 無 料
・一 一

アセ ン フフ ・ア 直接編成 ・索引順編成 フ ァイルの使用方法 と

イス ク ・フ ァイ プログラ ミングがで きるo

ル ・プログラ ミ

ング

HITAC20 イ ン タ ー フ ェー ス 設 入出カインタ ーフエースの概念の理解お よび 2日 間 無 料

イ ン タ ー フ 計者 低速入出力装置 ・高速入出力装置との接続方

エ ー ス 法と動作を理解する。

HITAC815q/8250/8300/8400/8500/8350/8450コ ー ス

HITAC プ ログ ラマ,シ ス テ カ ー ド,磁 気 テ ー プ,ラ イ ン プ リ ン タ 3日 間 無 料

COBOL ム設計者 に対する簡単な入 出力処理 を行 う処

基礎 理,作 業領域を使用 しての内部演算処理,
(VTR使

ラインプ リンタに対す る見出し印刷,

用 コ ー ス)
' データの編集,改 ページ制御 を含む処

'珪
i,簡 単 な合計計算 を含む手続処理 を

学 ぶ。

HITAC プ ログ ラ マ,シ ス テ グループ毎 の集計処理 とその印刷処理, 3日 間 無 料

COBOL ム設計者 テー ブル を利用 しての内部処理,マ ス

プ ログ ラミング クデ一夕の更新処 理 を行 うプ ロ グ ラ

テクニ ック ムを作成で きるよ うな知識を学ぶ。

(VTR使 用

コ ー ス)

'
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コ ー ス 名 受 講対 象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

COBOL プ ロ グ ラ マ,シ ス テ ・基本文法 ,4つ のDIVISIONの 基本 1日 間 自習時 無 料

PI演 習(1) ム設計者 構成についての知識を習得する。 間平均30時 間

COBOL プ ログ ラ マ,シ ス テ テ ー ブル ・サ ー チ,ス イ ッチ ン グ,マ 2日 間 自習時 無 料

PI演 習 虹) ム設計者 ッチ ン グ,コ ン ト ロー ル ・ブ レ ー ク 処 間平均15時間

理 について理解す る。

アセンブラ プ ロ グ ラ マ,シ ス テ データ形式,エ リアの確保,比 較 と分 2日 間平均35 無 料

PI演 習(D ム設計者 岐,固 定小数点演算,番 地方式,番 地 時間(自習時間)
1

修 飾 とプ ログ ラム ・ル ープについて理

解する。

アセンブラ プ ロ グ ラマ,'シ ス テ FCP,プ ログ ラ ム ・テ ク ニ ック に つ

'

2日間自習時間 無 料

PI演 習ω ム設計者 て理解す る。 平均15時 間

シ ス テ ム 設 計,オ ン ラ イ ン,デ ー タ ・ベ ー ス 関 係 コー ス

'
シ ス テ ム 設 システム設計者 システム設計手順,現 状システムを分析す る 4日 間 無 料

計 方法としての事務手続分析や機能分析等の手

法,デ ー タ ・チ ェ ック の 方 法,デ ー タ の 流 れ

や機械処理 手順 を概略図,及 び,シ ステムフ

ローチャー トで表す方法をそれぞれ理解するc

システム設 システ ム設計者 現状システム を分 析 し,問 題点 を検討 しなが 3日 間 無 料

計演習 ら改善案を作成し,改 善案にもとついて機械

処理手順まで導いてくる手順の流れを理解す

るo

フ ァイ ル 設 システム設計者 磁気 デ ィスク記憶装置 のハー ドウエア とソフ 2日 間 無 料

計入門 トウエアの機能,フ ァイル編成法 とアクセス

方法,DASDフ ァイル設計,フ7イ ルの管

理運用について理解 する。

PDM入 門 電 算室管理者,シ ス PDMの 機 能 と特 徴,PDMを 適用 したシス 1日 間 無 料

テム設計者,プ ログ テ ムの特 徴について理解する。

ラ マ

PDMプ ロ システム設計者,プ PDMを 利用 して データ ・ペースめ処理 プ ロ 2日 間 無 料

グラ ミング ロ グ ラ マ グ ラムが 作成 できるよう知識 を習得 し,PDM

デ ータ ・ペ ース処理上 の留意点について理解

す るo

ADM入 門 電 算室管理者,シ ス ADMの 機 能 と特徴,ADMに よるデ ータ ・ 2日 間 無 料

テ ム設計者,プ ログ ペ ースの特徴について理解する。

ラ マ
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コ ー ス 名 受講対 象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

HITAC プ ロ グ ラ ム,シ ス テ デ ィス ク ハ ー ド ウ ェ ア を 理 解 し,順 編 2日 間 無 料

8150 ム設計者 成 ファイル ・直接編成 フ ァイルお よび

COBOLデf 索 引順編成 フ ァイルの作成,更 新のた

スクファイル プ めの プログ ラムの作成 とそれ らの ファ

ログ ラ ミング イルのためのエ リアの割当て解除につ

いて,ま たその他HITAC8150個 有

の機能を含んだ コーデ ィングに ついて

学ぶ。

HELP皿 プ ロ グ ラ マ,シ ス テ ラ ン 工 程 図,ソ ー ト/マ ー ジ の パ ラ メ 東京6日 間 無 料

ム設計者 一夕の書 き方
,紙 テープファイル,磁 大阪 ・名 古屋

気 デ ィスク ファイルを取扱 ラプログ ラ 5巨 間

ムの作成,HELP皿 各 ルーチンの組合

わせに よるサ ブシステムの建設につい

て学びHELP皿 各 ルーチンの機 能を理

解する。

HITAC プ ログ ラ マ,シ ス テ ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム の機 能, 東京 ・大阪 無 料

8150PS ム設計者 概略を理解 し,プ ログラムの翻訳,編 4日 間

集お よび実行,プ ログラムの実行に 必 名古屋3日 間

要 な オ ペ レ ー シ ョ ン,ソ ー ト ・プ ロ グ

ラム利用 のためのパ ラメータの作成に

ついて学ぶ。

■-r

ア セ ン フ フ プ ロ グ ラ マ,シ ス テ アセンブラ言語の表現特徴,10進 演 3日 間 無 料

入門 ム設計者 算処理,簡 単な入出力処理の概念,ラ

インプ リンタファイルの取扱いの考え

方

HITAC プ ログ ラ マ,シ ス テ 固定!」教 点演算,番 地方式の考え方を 4日 間 無 料

8250 ム設計者 応 用 した プ ロ グ ラ ム ・テ ク ニ ック,カ

アセ ンブラ 一 ド ・フ
ァイ ル,磁 気 テ ー プ ・フ ァイ

ル,プ リン タ ・フ ァ イ ル の 取 扱 い と

FCPの 機 能を理解す る。

NDOS プ ロ グ ラ マ,シ ス テ データ形式 に処理基 準より任用す るル 2日 間 無 料

HELP ム設計者 一チンの決定
,対 象ルーチンに対 する

パ ラ メ ー タ の 用 意,シ ー ケ ン シ ャル ・

ファイルの取扱 いのパ ラメータの用 意

がで きるぺ く知識 を習得す る。

NDOS プ ロ グ ラマ,シ ス テ NDOS管 理 プログ ラムの基本機能を 3日 間 無 料

ム設計者 理解 し,ジ 。ブ実行に必要なジ ョブ制

御 ス テ ー トメ ン トの 準 備,ソ ー トマ ー
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コ ー ス 名 受講対 象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

ジル ーチンのため のパラメータの作成

に必要な知識を習得 する。

NDOS/

VOS2

COBOL

ディスク ・ファ

イ ル ・プ ログ

ラ ミン グ

プログラマ,シ ステ

ム設計者

一

順編成 ファイル,索 引順編成 フ ァイル,

直接 編成 ファイルの作成,更 新等に関

するプログ ラムの作成,フ ァイルに 必

要なエ リアの容量計算に必要な知識 を

習得す る。

2日 間 無 料

HITAC

8250ア センブ
一 一

フ.ア ィスク

・フ ァイル ・

プ ログラミング

プログ ラマ,シ ステ

ム設計者

デ ィスク ・ファイルの基本的概念,順

編成/直 接編成/索 引順編成 ファイル

の構造アクセス法 を理解する。

3日 間 無 料

PL/1

基礎

プログラマ,シ ス テ

ム設計者

他言語に比 べてのPL/1機 能 の相違,

ス トリーム転送による入 出力 の方法,

レ コー ド転送に よる入出力の方法,組

込関数 の機能 とそ の応用,各 種データ

形式 の取扱 い方法,COBOL/FOR-

TRANと の機 能上の相違 を理解する。

3日 間 無 料

PL/1デ ィ

スク ・ファイル

プログラミング

プログラマ,シ ステ

ム設計者

順編成,索 引順編成,直 接編成の各 フ

ァイルの作成,更 新について学ぶ。

2日 間 無 料

HITAC

830(レ8400/

850Q/835(ン/

8450ア センブ

ラ

プログラマ,シ ステ

ム設計者

固定小数点演算,番 地方式の考え方を

応用 したプ ログラムテクニ ックについ

て,ま た カー ド ・ファイル,磁 気テー

プ ・ファイル,プ リンタ ・ファイルの

取扱 いとFCPの 機 能について理解す

るo

4日 間 無 料

HITAC

8300/8400/

8500/835(レ/

8450ア センブ

ラ ・デ ィスク ・

ファイル ・フb

グラ ミング

プログラマ,シ ステ

ム設計者

デ ィスク ・ファイルの基本的概念,ボ

リュームのイニシ ャライズ とファイル

領域の割当 について理解 し,順 編成 ・

直接編成 ・索引順編成の各フ ァイルの

取扱 いのためのプログ ラムの作成,フ

ァイル格納に必要なエ リアの容量計算

について学ぶ。

3日 間 無.料
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コ ー ス 名 受講対 象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

HITAC プ ロ グ ラマ,シ ス テ デ ィス ク ・フ ァイ ル の 概 念,順 編 成 ・ 2日 間 無 料
830(ン840Q/ ム設計者 索引順 編成 ・直接 編成の各 フ ァイルの
850(ン835(/

845000BOL
使用方法について理解する。

ディスク・ファイ

ル ・フbグ ラミン

グ
〆

オペレーテ ィン プ ロ グ ラ マ,シ ス テ 各 オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の コ ー 2日 間 無 料

グ ・システ ム ム設計者 スを受講で きるためのオペレーテ ィン

概説 グ ・システムの基本概念,シ ステム設

計 を行 う上で必要なオペ レーテ ィング

・シ ス テ ム の 基 本 機 能 ,ハ ー ド ウ エ ア

機 能 とその サポー トのOS機 能 の関連

について理解する。

EDOS プ ロ グ ラ マ,シ ス テ EDOSの 基 本的 な機能,ユ ーテ ィリテ 3日 間 無 料
ム設計者 イの機 能の概 要,各 種 プログ ラムの翻

訳,結 合編集,実 行のため のジ ョブ制

御ステー トメン トの作成に ついて理解

す るo

EDOS プ ロ グ ラ マ,シ ス テ EDOS-MSOの 基 本的な機 能,各 種 言 3日 間 無 料
| ム設計者 語で作成 された プログ ラムの翻 訳 と実

MSO
'行 及
び プログラムの登録 を行 うに必要

なジョブ制御 ステー トメン トの作成に

ついて理解する。

電子計算シ システム設計者,プ 電子計算機システムを構成する各種装 平均15時 間 無 料
ξ

ステム入門 ログ ラ マ 置の役割 と種類,電 子計算機の動 くし (自習時間)

PI くみ,プ ログラムの種類 とその動 きに

ついて理解する。

フ ロ ー チ ャー システ ム設計者,プ フ ロー チ ャ ー トの 役 割,種 類,書 き 方 平均15時 間 無 料

ト入門PI ロ グ ラマ について理解 する。 (自習時間)

FORTRAN プ ログ ラ マ FORTRAN基 本 的文 法,数 値データ 2日 間,自 習 無 料

基礎PI演 の取扱 いとそのプ ログ ラム,サ ブプロ 時間平均30

習 グ ラムのコーテ ィングにつ いて の知識 時間

を習得す る。

FORTRAN プ ロ グ ラ マ 文字データを含む プログ ラム手法,論 1日間,自 習時 無 料

大型PI演 理IFの 取 扱い,2倍 精 度,複 素数 の 間平均15時間

習 取扱いについて理 解す る。
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コ ー ス 名 受講対象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

ADMプ ロ システム設計者,プ ADMを 用 い て デ ー タ ・ペ ー ス/メ ッセ ー ジ 2日 間 無 料

グ ラ ミン グ ログ ラ マ の処理 プ ログラムが作成で きるよう知 識を習

得 し,ADM,CALL機 能の使用上 の留意

点について理解する。

ADMシ ス システ ム設計者 ADMシ ス テムの作成 準備,ADMデ ー タ ・ 3日 間 無 料

テム構成法 ベ ー ス の 作 成 と各 ア ク セ ス ・メ ソ ッ ドの特 徴,

ADMDC機 能 の特徴 とその方式,シ ステ ム

設計と建設過程について理解する。

オ ン ラ イ ン 導入企画者,シ ステ オンライン ・システムの特 徴,機 能,利 用形 1日 間 無 料

システム入門 ム設計者,プ ログラマ 態について理解する。

オ ン ラ イ ン 導入企画者,シ ステ オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を構 成 す る 八 一 ドウ エ 3日 間 無 料

システム構成 ム設計者,プ ログラマ ア,ソ フ トウエアの機 能について理解 するo

オ ン ラ イ ン シス テム設計者,プ オ ンライン ・システム設計のポイン ト及び手 2日 間 無 料

システム設計 ロ グ ラ マ 順 を理解 し,同 システムの ファイル設計,処

理能力の検討ができるよう知識を習得する。

マ ネ ジ メ ン 電算室管理者,シ ス マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 活 用,適 用 モ デ 2日 間 無 料

メ ン ト ・サ テム設計者,プ ログ ル ・パ タ ー ン,適 用 業 務 と ア プ リ ケ ー シ ョ ン

イェンス入 ラマ ・パ
ッケ ー ジ ・シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,数 理 計 画,

門 予測,統 計解析 の概要について理解する。

ラ

■

●
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9.富 士 通

共 通 言 語 関 係

・コ ー ス 名 受講対象者 受 講 目標及 び 内 容 期 間 受講料

コン ピ ュータ 初心者 コンピュータの機能,入 出力装置,中 央 平均 無 料

入 門コース 処理装置,プ ログ ラミング言語,プ ログ 4時 間

(VTRに よ ラム作成か ら実行まで,フ ローチ ャー ト

る価U学 習) につ いての知 識を習得する。

COBOL プ ログラ ミング担当 の初 プログラム作成の基礎知識,COBOLプ 平均 無 料

基礎 コース 心 者 で,コ ン ピ ュー タ入 ログ ラムでのデータ表現,移 動,編 集, 24時 間

(VTRに よ 門コース修了者か同程度 演算の処理方法,COBOL言 語 に よる簡

る個別学習) の経験を有する者 単 なプ ログラム構成 の理解,COBOL言

語による入出力装置の使用方法等につい

ての知識を習得する。

COBOL プ ログラ ミング担 当者で, グ ル ー プ トー タル の考 え 方,サ ブ ル ー チ 平均 無 料

フbグ ラミング COBOL基 礎 コース修了 ン,プ ログ ラ ム ス イ ッチ に つ い て,テ ー 27時 間

コース(VTR または同程度の経験を有 ブル サーチの考え方,デ ータの表現形式

に よる個別 する者 につ いて,フ ァイルメンテナンスの考え

学習) 方につ いての知識を習得 する。

JIS プ ラ ン ニ ン グ,プ ロ グ ラ JISCOBOLの 機 能,入 出力装 置の使 3日 間 無 料

COBOL ミング担当者でCOBOL 用方法(大 記憶装置)に ついての知識を

コ ー ス プ ログ ラ ミン グ コ ー ス 修 習得

了者か,同 程度の経験を

有する者

FORTRAN プ ログラ ミング担 当者 電子計算機とプログラム作成の基礎知識, 平均 無 料

基 礎 コ ー ス FORTAN言 語 に よる簡単 なプログラム 24時 間

(VTRに よ 構成の理解,加 減乗除を含む代数式のプ

る個別学習) ログ ラ ミング技法等についての知識 を習

得

FORTRAN プ ログラ ミング担当者 で, FORTRANコ ンパイラの機 能に関 して, 5日 間 無 料

上 級 コ ー ス FORTRANi基 礎 コース 計算機実 習用 の基本的なFORTRANプ ロ

修了者か同程度の経験を グラム作成,型 宣言文および誤 差,入 出

有する者 力装置の指定方法等1こついての知識を習

得。

PL/1 プログ ラミング担当者で, PL/1コ ン パイ ラの基本的な命令 とプロ 4日 間 無 料

基礎 コース 各種コンパイ ラ言語の経 グ ラ ミングの基本に関 し,PL/1言 語

験を有する者 の基本機能,PL/1言 語に よる簡単 な

プログラム構成の理解等につ いての知識
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コ ー ス 名 受講対象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

を習得 。

PL/1 プログ ラミング担当者で PL/1コ ンパ イラの基本的 な命令 とプ 4日 間 無 料

上 級 コ ー ス PL/1基 礎 コ]ス 修了 ログ ラミングの基本に関 し,処 理手順,

者か同程度の経験を有す サブルーチン,関 数の プログラ ミング技

る者 法,デ ータの変換方法,入 出力装置の指

定方法等についての知識を習得

FASPコ プ ログラ ミング担当者で, FACOM230シ リ ーズ 関 係 ・・一 ド ウ エ ア 4日 間 無 料
一ス(基 礎) COBOLプ ログラ ミング の基礎 知識,プ ログラ ミングのために必

コース修了者か同程度の 要なFASP基 本 文法,実 行命令,擬 似

経験 を有する者 命令について理解 するo

ア プ リケ ー シ ョ ン関 係

線形計画法 プランニングま たは プロ MPS,HPS,TLPの 機 能お よび使用方 4日 間 無 料
コ ー ス グラ ミング担当者 法に関し,線 形計画の最大問題 と最小問

題,グ ラ フに よ る解 法,シ ン プ レ ック ス

法,感 度分析等についての知識を習得

PERT プ ランニングまたは プロ PERTの 機 能お よび使用方法に関 し,ネ 3日 間 無 料

コ ー ス グラ ミング担当者 ットワーク手法の概要,PERT/TIME

の主 な機能,適 用方法,PERT/MAN一

P㎝DRの 主な機能 適用方法について

の知識を習得

計量経済分 プランニングまたは プロ EEMPF,TIMSの 機 能お よび使用方法 4日 間 無 料

析 と予測 コ グ ラミング担当者 に関 し,計 量経済分析の概要,最 小 自乗

一 ス
法に よる推定,同 時推定,検 査 お よび予

測,計 算機実習に於ける プログ ラム実行

とデバ ッグについての知識 を習得

多変量解析 プランニ ングまたは プロ MULVA,QUANTAS,CANALの 機 能 4日 間 無 料
コ ー ス グラ ミング担当者 および使用方法に関し,多 変量解析の概

念,MULVAシ ス テム説明,数 量化理論

の概念,計 算機実習に於け るプ ログ ラム

実行 とデバ ック等について理解す る。

シ ミ ュ レ ー プランニングま たは プロ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 概 念,乱 数 と モ ン テ 4日 間
1無 料

シ ョ ン グラム担 当者 カルロ法,待 ち行列理論,GPSSの 基

(GPSS) 本概念,適 用方法,計 算機実習に於ける

コ ー ス プログ ラム実行 とデバ ッグについて の知

識を習得

一459一



コ ー ス 名 受講対象者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

グ ラ フ ィ ッ プログラ ミング担当者 で, GSPの 機 能および使用方法に関 し,グ 3日 間 無 料

ク コ ー ス FORTRAN上 級 コース ラ フ ィ ック デ ィス プ レ イ の ハ ー ド ウエ ア

修了者か,同 程度の知識 概略,GSPの 使 用法について理解 する。

を有する者

デ ー タ ベ ー ス 関 係

RAPID プ ログラ ミングまたはプ RAPIDの 機 能および使用方法に関 し, 2日 間 無 料

フ'ロ グ ラ ミ ランニング担 当者で,各 RAPIDの 機 能 と特長,デ ータの構造,

ン グ コ ー ス 種COBOLコ ース修了者 RAPIDプ ログ ラミング技法についての

か同程度の経験を有する 知識を習得する。

者

デ ー タ ベ ー プランニング担 当者で, RAPIDデ ー タベースの設計に関 し,デ 2日 間 無 料

ス 設 計 コ ー RAPIDプ ログ ラミング 一夕構造の考察 ,デ ータベ ースの創成 ・
'

ス コース修 了者か,同 程度 保守,機 密保護の問題点 オンラインへの

の経験を有する者 考慮についての知識を習得

EPOCS プ ランニングまたはプロ 部品展開 の概念,EPOCS概 論,デ ータ 2日 間 無 料

プ ログ ラ ミ グ ラ ミング担当者で,各 の抽出 と部品表の作成,フ ァイルの維持,

ン グ コ ー ス 種COBOLコ ース修了者 所 要量 計算,EPOCSシ ス テムのゼネレ

か同程度の経験を有する 一シ ョンについての知識を習得

者

STAFF STAFFの プ ログラ ミン STAFFの 機 能,使 用法につ いての知 識 2日 間 無 料

プ ロ グ ラ ミ グ担当者で,COBOLブ を習得

ン グ コ ー ス ログ ラ ミン グ コ ー ス 修 了

者か,同 程度の経験を有

する者

シ ス テ ム 設 計 関 係

システム設 プランニング担当者で, バ ッチ処理 を中心 としたシステ ム設計の 3日 間 一無 料

計基礎コー プログラ ミングの経験者 基礎知識`こ関 し,チ ェッキングシステム

ス の考え方,シ ステム設 計の推進手順,文

書化 ・標準化の重要性について理解す る。

システム分 プランニング担当者で,システ システム設計の基本設計技法,シ ステム 3日 間 無 料

析 と設計 コ ム設計基礎コ三ス修了後3 設計における調査分析技法を理解し,事

一 ス ヶ月以上の実務経験をした者 例研究 にょ9る演習を行 う。
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⑳

オ ン ラ イ ン 関 係

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

オ ン ラ イ ン プログ ラ ミングまたは プランニ ン オ ン ライ ン ・シ ス テ ム に 必 要 な 1日 間 無 料

入 門 コ ー ス グ担当者で,各 種言語 ・OSコ ー
ハー ドウエア及び通信 の基礎知

ス修了者か同程度の経験を有する 識,オ ン ラ イ ン ・ソ フ ト ウ エ ア

者 の特 長について理解する。

SOM プ ログラ ミングまたは プランニン FACOM2300S皿/TSSOM 3日 間 無 料

(OS皿/VS) グ担 当者で,各 種COBOLコ ース, に関 し,SOMの 概 要,OS堰/

コ ー ス FACOM『23008皿/VS関 係 コ V8COBOL通 信機 能に よる

一 ス
,オ ン ラ イ ン 入 門 コ ース 修 了 SOMオ ン ラインプログ ラムに

者か,同 程度の経験を有する者 ついて,SOMを 中心 としたシ

ステム設計の基本的な考え方に

ついて理解する。

INI8 プ ロ グ ラ ミン グ,プ ラ ン ニ ング 担 FACOM2300S皿,OS皿/ 2日 間 無 料

コ ー ス 当者で,SOMコrス,RAPIDプ VSINISに 関 し,INISの

ログラ ミング コース修了者か同程 概要,INISCOBOLに つ い

度の経験を有する者 て理解す る。

OS皿/VS プ ログ ラ ミング担当者で,オ ンラ FACOM2300S皿,OS皿/ 5日 間 無 料

COP-F イ ン基礎 コース,FACOM230 VSCOP-Fに 関 し,代 表的 な

プ ログ ラ ミ 08皿(OS皿/VS)関 係 コース修 マクロ命令を習得 し,用 語,

ン グ コ ース 了者か,同 程度の経験を有する者 QCP,OFCP,TOSに つ いて 理

解す る。

オ ン ラ イ ン プランニング担当者で,オ ンライ オンライン ・システムの設計に 3日 間 無 料

シ ス テ ム ン入門 コース修 了者か,同 程度の 必要な一般的な考え方を習得す

設計コース 経験を有する者 るo

FACOM230SPIRAL関 係 コース

FACOM

、

プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 FACOM230-15COBOLコ 4日 間 無 料

230-15 当 者 で,COBOLプ ログ ラ ミング ンパイラの機能に関 し,COBOL

COBOL コース修 了者か,同 程度 の経験 を 言語で使用される全命令,入 出

コ ー ス 有する者 力装置の使用方法(順 処理),

入出力装置の使用方法(乱 処理)

ランダム ・アクセス装置 を使用

す るプログ ラ ミング技法等につ

いて習得する。
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 FACOM230-15TASKFOR一 4日 間 無 料

230-15 当者 CEの 文 法に関 し,原 始 データ

TASKFOR一 の検査,フ ァイルの記録媒体変

CE(イ ンタ ・ 換,報 告書作成,フ ァイルの索

プリンタ) 引,更 新お よび維持,計 算,集

コ ー ス 計についての知識 を習得する。

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 FAOOM230-15SPIRA]二 親 4日 間 無 料

230-15 当 者 で,FACOM230-15COBOL 要,プ ログラム実行 のために必

SPIRAr コース修了者か同程度の経験を右 要なデータ管理機能の基本知識,

コース(OS) する者 各種ユーテ ィリテ ィ機 能の使用

方法,FACOM230-15の 操 作

方法についての知識を習得

FACOM230BOS,BOS/VS関 係 コース

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ロ グ ラ ミン グ担 BOS/VSCOBOL文 法,紙 テ 4日 間 無 料

230 . 当者 で,COBOLプ ログラ ミング 一プを使用す るプログ ラ ミング

BOS/VS コース修了者か同程度の経験を右 技法,マ ス ファイル を使 用す る

COBOL する者 プログラ ミング技法,SORT/

REPORTWRITER機 能,計

算機実習に於けるプログラム実

行 とデバ ッグにつ いての知識を

習得

FACOM プ ログラ ミング担当者で,FASP FACOM230BOS/VSFASP 4日 間 無 料

230 コ ース修了者か,同 程度 の経験 を アセンブラの基本的 なFASP

BOS/VS 有する者 文法 とプログ ラミング技法に関

FASP し,FACOM230関 係 ハ ー ド ウ

コーヌ(上 級) エア基礎知識 ,プ ログラ ミング

のために必要なFASP文 法等

についての知識 を習得ずる。

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 BOSの 特 長,機 能,プ ログ ラ 4日 間 無 料

230BO8 当者 で,各 種COBOLコ ース修了 ム実行に必要な基本的 ジョブ制

コ ー ス 者か同程度の経験を有する者 御言語の使用方法,基 本的デー

タ管理 の機能各 種サー ビスプロ

グ ラムの機 能等についての知識

を習得す る。
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容
●

期 間 受講料

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミ ン グ 担 BOS/VSの 特 長,ジ ョブ実行 4日 間 無 料

230 当者 で,各 種COBOLコ ース修了 のための基本的ジョブ制御言語

BO8/VS 者か,同 程度の経験を有する者 の使用方法,ラ イ ブラ リ編集,

基 礎 コース ジョブ実行のための操作方法に

ついての知識を習得

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 BOS/VSの 詳細に関 して,デ 3日 間 無 料

230 当者 で,BOS/VS基 礎 コース修 イスクパ ックを中心 としたデー

BOS/VS 了者か同程度の経験を有する者 タ管理,多 重処 理 とジ ョブのス

上 級 コー ス ケ ジ ュー リンゑ シス テ ム 編 集 に

つ いての知識 を習得す る。

FACOM2300S皿,OS皿/VS関 係 コ ー ス

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ロ グ ラ ミン グ 担 OSH/VSCOBOLの 機能1こ 4日 間 無 料

230 当者 で,COBOLプ ログ ラミング 関 し,入 出力装置の使用方法

OS皿/VS コース修 了者か,同 程度の経験 を (大 記憶装置),COBOL言 語

COBOL 有する者 に於け るSOR,T/REPORT

コ ー ス WRITER機 能,計 算機実習に

於けるプログ ラム実行 とデバ ッ

グについての知識を習得
一

FACOM プラン ニング,プ ロ グ ラ ミン グ 担 当 FACOM2300S皿/VSE人SP 5日 間 無 料

230 者,FASPコ ース修了者か,同 程 アセンブラの基本的 なFASP文

OS皿/VS 度の試験を有する者 法 とプ ログラ ミング技法に関 し,

FASP FACOM230関 係ハ ードウエ

コース(」澱) ア基礎知識,プ ログ ラム作成 の

際,使 用 され る主 な実行命令,

FASPア セン ブラ命令等につい

て理解す る。

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 データ管理の基本知識,基 本的 5日 間 無 料

230 当者 で,各 種COBOLコ ース なジョブ制御 言語の使 用方法,

OS皿/VS FACOM2300S皿/VSFASP ジ ョブの内部処理過程,マ ル チ

コづ(VTR コース修了者か同程度の経験を右 ・ジョブ処理機能,OS皿/VS

による学習) する者 システムの基本的操作方法,サ

一 ビス ・プ ログ ラ ム等 に つ い て

理解する。

FACOM プ ランニング担当者,ま たは プロ ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス 装 置 の バ ー 2日 間 無 料
230 グ ラマ チ ー フで,ア セ ン ブ ラ 経 験 ド ウエ ア,フ ァイ ル 設 計,フ ァ
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

OS皿/VS 者 イルの運用について理解 する。

フ ァイ ル 設

計 コ ー ス

FACOM プ ランニング,セ ンタ管理担当者 システムデザインに必要 な項 目, 2日 間 無 料

230 で,FACOM2300S皿/VS上 級 システム編集 の方法につ いて理

OS皿/VS

システ ム編
コース修了者か,同 程度の経験を 解する。

集 コ ー ス 有す る者 。

FACOM230MVI/MVII関 係 コース

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ロ グ ラ ミン グ 担 FACOM230-6Q/75FASP 10日 間 無 料
・

230-60/75 当者で各種COBOLコ ース修了者 アセンブラの基本的 なFASP文

FASP か同程度の経験を有する者 法とプログラ ミング技 法に関 し,

コ ー ス プログラム作成の際,使 用 され

る主 な実行命令,FASPア セ ン

ブラ命令,順 編成 フ ァイルの処

理方法等について理解する。

FACOM プ ランニングまたはプ ログ ラミン MVI/V皿 の特 長,機 能,プ ロ 4日 間 無 料

230-6q/75 グ担 当者で各種COBOLコ ー ス, グ ラム実行 のために必要なデー

MVI/V皿 FACOM230-6(レ475FASPコ タ管理の基礎知識,プ ログラム

コ ー ス 一ス修了者か同程度の経験を有す 実行のための基本的なジョブ制

る者 御 言語の使用方法,サ ー ビスプ

ログラム機能の基本的な使用方

法等 について理解す る。

FACOMMシ リーズ関係 コース

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミ ン グ 担 OSIV/F4の 概 要,VS機 能, 3日 間 無 料

Mシ リ ー ズ 当者で,他 のオペ レーテ ィングシ ジョブ管理機能 と使用 法,VSAM

OSIV/F4 ステムを経験 した者 の機能 と使用法,オ ン ラインデ

コ ー ス
一 夕 ペ ー ス の 概 要 ,シ ス テ ム の

運用と管理に関する諸事項につ

いて理解する。

十
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PANAFACOMUシ リーズ関係 コース

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

PANAFA一 プ ログ ラ ミング担当者で,コ ンビ 基本的なPANAFACOMUシ 4日 間 無 料

COMUシ リ ユ一夕の基礎知識 を有する者 リー ズFASP文 法,プ ロ グ ラ ム

一ズFASP 作成の際使用される主なFASP

基礎 コース アセン ブラ命令,実 行命令,ア

セン ブラ命令について理解する。

PANAFA一 プ ログラ ミング担当者で,PANA プ ログ ラム作成 の際使用 される 5日 間 無 料

COMUシ リ FACOMUシ リーズFASP基 主 なFASPア セ ンブラ命令,計

一ズFASP 礎 コース修 了者か,同 程度の経験 算機実習用 プログ ラム作成,計

上級 コース を有する者 算機実習におけるプログラムの

実行 とデバ ッグについて理解す

るo

PANAFA一 プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミング 担 UMOSコ ア システム概 要,割 込 3日 間 無 料

COM 当 者で,PAMFACOMUシ リー み処理 とプログ ラム起動,タ ス

UMOS ズFASP上 級 コース修了者か 同程 ク管理の概念,制 御 サービスマ

コア シ ス テ 度の経験を有する者 クロの使用方 法,シ ステム編集

ム コ ー ス のコーデ ィング方法,UMOSシ

ステ ムの操作 方法1こついて理解

す る 。

PANAFA一 UMOSデ ィスクシステムの プログ UMOSデ ィスクシステムの概要 4日 間 無 料

COM ラ ミング担 当者で,DANAFACOM 主記憶 と補助記憶の利用形態,

UMOS Uシ リーズFASP上 級 コース修了 シス テムの運用管理,割 込み管

デ ィス ク シ 者か,同 程度の経験を有する者 理,タ ス ク 管 理,プ ロ グ ラ ム 管

ステ ム コース 理,入 出力管理について理解す

るo

セ ンサ ーペ ー センサーベースシステム設計の担 セ ン サ ー ベ ー ス シス テ ム の 概 念, 2日 間 無 料

スシステム設 当者 で,UMOSコ ア システムまた 1CUの ハ ー ドウエ ア及び使用

計基礎 コーヌ は デ ィスクシステムコース修了者 方 法,セ ン う 一 べ ー ス シ ス テ ム

の実際につ いて理解す る。

FACOMVo関 係 コース

、

FACOM 導入計画担当者 電子計算機入門,FACOMVo 1日 間 無 料

Vo紹 介 コ の概要,導 入 か ら稼動 まで,適

一 ス 用例について学習す る。
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 FACOMVoのTASKFORCE 5日 間 無 料
/

Voペ ー シ 当者 で,FACOMVo紹 介コース とUNIOS/FIの 概 要について

ッ ク コ ー ス 修了者 理解す る。

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 システム設計の基礎知識関連知 4日 間 無 料

Voシ ス テ 当者 で,FACOMVoベ ー シ ック 識について,ま た演習問題 中心

テム分析設 コース修了者か,FACOMVoプ に よるシステム化 の技 法,シ ス

コース(実 ログ ラ ム テ ク ニ ック コ ー ス(実 践 テム設計に伴 う文書化,標 準化

践教育) 教育)修 了者 の重要性について理解するo

FACOM プ ラ ンニ ン グ,プ ロ グ ラ ミン グ 担 FACOMVoTASKFORCEの 4日 間 無 料

Voプ ログ ラ 当 者 で,FACOMVoベ ー シ ック プログ ラミング技法に関 し,通

ムテ ク ニ ック コース修了者か,FACOMVoシ 常の業務処理 と同程度の難しさ

コース(実 践 ステ ム設計コース(実 践教育)修 のプログラ ミング演習に より高

教育) 了者 度 なプログラムテクニ ックを習

得す る。

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ロ グ ラ ミ ング 担 FACOMVoへ の移行`こ伴 うシ 2日 間 無 料

Voシ ステム 当 者 で,「FACOMVoべ ー シ ッ ステムの運用に関 し,セ ットア

移行 ・運用 ク コ ース 」,「FACOMVoシ ス ップの仕方 と留意点,結 合 テス

(実 践教育.) テ ム設計 コース」,「FACOMVo ト並 行 ランの仕方,シ ステムの

プ ログ ラ ム テ ク ニ ック コ ー ス 」 の 運用 とファイルの管理,UNIO&/

いずれかを修了した者 FIと 操 作について理解す る。

FACOM230-10/10E関 係 コ ー ス

FACOM 導入計画担当者 電子計算機の一般的知識とFA 1日 間 無 料

小型機 コン 1 COM小 型 機種のハー ドウエア

ピ ュ一 夕 入 および ソフトウエアの基礎知 識

門 コ ー ス を習得する。

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ, FACOM230-10/10ECOBOL 5日 間 無 料

23(}-1MOE オペ レーテ ィング担当者 コンパイラの基本的な命令 とプ

COBOL ログ ラミングの基本に 関 し,

入 門 コ ー ス COBOLプ ログ ラムでのデータ

表現,入 出力装置の使用方法等

についての知識を習得す る。

FACOM プ ラ ン ニ ング,プ ログ ラ ミン グ, COBOL言 語で使用される全予 5日 間 無 料

230-1Q/10E オペ レーテ ィング担当者 で, 約語を習得 し,入 出力装置の使
,

COBOL FACOM230-1q/10EOOBOL 用方法,ラ ンダムアクセス装置

専門 コース 入門コース修了者か同程度の経験 を使用 する プログ ラ ミング技法
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

を有する者 プログラム作成の基礎知識等に

ついて理解する。

、

FACOM3520関 係 コ ー ス

FACOM プ ラ ン ニ ン グ,プ ログ ラ ミン グ 担 FACOM3520の 簡 易 言語 3日 間 無 料

3520コ ース 当者 (TASKFORCE)を 中 心 に,

FACOM3520の 特 長お よび

運用,シ ステムの設計概要につ

いて理解する。

●

Q
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10.三 菱 電 機

MEIＬCOM70コ ー ス

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

コンピュータ

入 門 コ ー ス

は じめてコンピュータを勉強

す る者

コンピュータに対 するイメージを

つか み,MELOOM70紹 介 等次

の講習会 を受講す るのに必要な基

礎 を修得 させ る。

0.5日 間 無 料

MELCOM

70紹 介

コ ー ス

コンピュータに対す る基礎知

識を持った者

〉

ミニコンMELOOM70の ハ ー ド

ウエア,ソ フ トウエアの機 能 ・特

長 を理解 させ る。

0.5日 間 無 料

ア セ ン ブ ラ

コ ー ス

はじめてアセンブラを勉強す

る者で コンピ ュータに対する

基礎知識 を修得 した者

MELCOM70の ア センブラの必
、

要最低限 の命令 を理解す るこ とに

よりその概要 をつ かみ,ア センブ

ラに よるプログ ラム技術を修得 さ

せ るo

5日 間 無 料

オペ レーテ ィ

ング ・システ

ム コ ー ス

MELCOM70の モ ニタの使

用者

MELCOM70の モ ニタ(BDOS,

RDOS)の 機 能お よび特 徴を理解

しその使 用方法を修得 させる。

2日 間 無 料

アセンブラ

機械実習コ
ー ス

アセンブラの基礎編の受講修

了者

各 自で作成 したプログ ラムを実際

に 自分で計算機 を操作 して,ア セ

ン ブルか ら実行まで行 ない,プ ロ

グ ラムのデバ ッグ,計 算機 の操 作

等 を修得す る。

0,5日 間 無 料

データ処理

入門コース

事務処理 を コン ピュータで行

な う計画 を持 った コンピュー

タの基礎知識のあ る者

事務処理 をコンピ ュータで行 なう

場合 どのよ うな処理形態が あるか

を学び,オ ンラインシステムの概

要,オ ンライン処理の プログラム

作成に必要 な基礎知識 を修得させ

るo

1日 間 無 料

事務処理 言

語 コース

MELCOM70の 事務処理言

語を使用 して プログ ラムを作

成す る者 で コン ピュータの基

礎知 識を もった者

事務処理 言語 を使用 して,バ ッチ

処 理,オ ンライン処理の プログ ラ

ミングを修 得する。

4日 間 無 料

事 務 処 理 オ

ペ レ ーシ ョン

シ ステ ム コー

ス

MELCOM70の 事 務処理 言

語 を使用 して プログラム開発

を担当する者 で リアルタイム

・モ ニタ概要 ,事 務処理 言語

事務処理言語を使用 してシステム

開発に必要な知識の修得および開

発プログラムを実行させるのに必

要な知識を修得させる。

2日 間 無 料
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

の受講修了者
●

事務処理言 事務処理言語お・よび事務処理 各 自で作成 した.プログラムを 実際 0,5日 間 無 料

語機械実習 08の 受講修了者 に自分で計算機 を操作 して,コ ン

●
コ ー ス パイルか ら実行まで行 なうこ とに

よ り,プ ログ ラ ム の デ バ ッグ,計

算機の操作等を修得させるo

MELCOM MELCOM70の フ ォ ー ト ラ MErCOM70の4KFORTRAN, 4日 間 無 料

70フ ォー ト ンを勉強する者 8KFORTRAN.REAL-TIME

ラン及び実 FORTRANの 文 法,メ モ リ容量

習 コ ー ス および操作上の違いを理解させる。

実習で8KFORTRANを 使 ってブ

ログ ラムのデバ ジグか ら実行 まで

行 なう。

、

MELCOM80コ ー ス

`ち オヲ ィスコン ピ 小型 コンピュータをは じめて コンピュータの仕組 みや活用の方 1日 間 無 料
一夕入門 コ 勉強する者 法など,基 礎的な知識を修得させ

一 ス るo

■ M80/11 オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ 入 門 コ M80/11の ハ ー ト◆ウ エ ア,ソ フ 2日 間 無 料

システ ム コー 一スの受講修了者で管理者 , トウエアの機 能と特長,シ ステム

ス プ ラ ン ナ,プ ロ グ ラ マ 設計の標準的な考え方や手順,プ

ログ ラミングなど事 例を通 して理

解 させる。

M80/11 原則 としてM80/11シ ズ テ 事務処理 プログラムの作成が容易 7日 間 無 料

プログレス ムコース修 了者 で プランナ, に できるよう1こ考え られた 言語で

コ ー ナ プ ログ ラ マ あるプログレスの使用法 とその有

効な活用方法を理解させる。

M80/11 原則 としてM80/11シ ステ ・アセンブラ言語で プログラムが組 8日 間 無 料

アセンブラ ,ム コ ー ス 修 了者 で プ ラ ン ナ, め るように,例 題 を中心に各種命

コ ー ス プ ロ グ ラ マ 令の使い方を修得させる。

M80/11 ・オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ 入 門 各装置 の操作,ソ ヲトウエアの使 2日 間 無 料

オ ペ レ ー シ コースの修 了者 い方 を修得 させる。
∀

ヨ ン コ ー ス ・ プ ラ ン ナ,プ ロ グ ラ マ,

、 オ ペ レ ー タ
●

M80/31 オ フ ィス コ ン ピ ュー タ入 門 コ M80/31の ハ ー ドウ エ ア,ソ フ 2日 間 無 料

¶ シ ス テ ム 一スの修了者の管理者 ,プ ラ トウエアの体 系,機 械化のステ ッ
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

コ ー ス ン ナ,プ ロ グ ラ マ プ,シ ステム設計の考え方や手順, 2日 間 無 料

プログ ラ ミング,シ ステムの運用
■

な どを事 例を通 して理解 させ る。

プ ログ レス コ 原則 としてM80/31シ ス テ 事務計算におけるバ ッチ処理用の 5日 間 無 料
●

一ス(バ
ッチ ムコース修 了者で プランナ,

ユ ニ ークな簡易言語であ るプログ

コ ー ス) プ ログ ラ マ レスの使用方法とその有効な活用

方法を理解させる。

プ ログレス コ 原則 としてM80/31シ ステ オンライン用 の簡 易言語で ある 3日 間 無 料

一ス(オ ン ラ ムコース修 了者お よびバ ッチ BIGの 機能や使用方法を理解さ

イン コース コ ー ス修 了 者' せ るo

コボル コース 原則 としてM80/31'シ ステ 事務計算1こおけるバ ッチ処理 をコ 5日 間 無 料

(バ ッチ コー ムコース修了者 でプ ラン九
ボル言語で行 なう。

ス) プ ロ グ ラ マ

コ ボル コース 原則 としてM80/31シ ス テ オ ンラインコボルの使用方法 を理 3日 間 無 料

(オ ン ライ ン ムコース修了者お よびバ ッチ 解させ る。

コ ー ス) コース修了者

M80/31 プ ロ グ ラ マ,オ ペ レ ー タ
、

オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 説 2日 間 無 料

運 用 コ ース 明や機械操作,電 算室の運営管理
牟 ・

な どを理解させる。

MELCOM オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ 入 門 コ MELCOM86の ハ ー ド ウ エ ア と ソ 1日 間 無 料

86紹 介 コ 一スの修了者 ,ま たは同程度 フ トウエアの機能と性能を理解さ
●

一 ス の知識を もつ管理者,プ ラン せ るo

ナ,プ ロ グ ラ マ

COOL プ ラ ン ナ,プ ロ グ ラ マ MELCOM86の プ ログラム言語 5日 間 無 料

コ ー ス であるCOOLを 例題を中心に機械

実習を通 して理解させる。

MELCOM オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ入 門 コ MELCOM88の ハ ー ド ウ ェ ア, 1日 間 無 料

88紹 介 コ
一スの修了者または同程度の ソフ トウエアの機能 と性能を理解

一 ス 知識 をもつ管理者,プ ランナ させるo

ナ,プ ロ グ ラマ

アセンブラ プ ランナまたは プ ログラマ MELCOM88の プログラム言語 8日 間 無 料

コ ー ス で あるアセンブラに より例題 を中

心に機械実習を通 して理解 させる。

ト

4

●

コ

一470一



■

う

(う

'

●

、

＼

MELCOM3100,7000,9100コ ース

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

電子計算機 MELCOM3100・9100・7000 電子計算機の初心者にハードウ 1日間(以 下MELCOM

入 門 コ ー ス の各機種についてこれから勉 エ アの仕組み,プ ログラムの意 3100・9100・7000の

強 をはじめ ようとする者 味 とソフ トウエアの体 系などを 各機種共通 コース

理 解させる。 無 料

プ ログ ラ ミ 電子 計算機入 門コース修 了, プ ログラム流れ図 のつくり方, 2日 間 無 料

ング入門コ あるいは同程度の知識をもち 基本的 なプログ ラム ・パターン

一 ス これか らプ ログラムの勉強を の演習を通 して,プ ログ ラミン

はじめ ようとする者 グの意味を理解 させ,あ わせて

MELCOMフ'ロ グ ラ ミン グ ・コ

一スへの予 備知 識を与える。

基礎 コボル プログ ラミング入門 コース修 コボルに よるプログ ラミングを 5日間(MELCOM

コ ー ス 了者 あるいは同程度の知識を 基本的な方法からはじめて簡単 3100・7000各 機 種

もつ者 なプログラム実習にいた るまで 共通) 無 料

の過程 で理解させ る。 』

基礎 フォー プログ ラミング入 門コース修 フ ォー トランの文 法を基本的 な 5日間(M肌COM

トラ ン コ ー 了者あるいは同程度の知識を 演算 を中心にJIS7000レ ベ 70・3100・9100・7000

ス もつ者 ルで理解させる。 各機種共通)

無 料

MELCOM MELCOM7000シ ステムの バ ッ チ,リ モ ー ト ・バ ッ チ,リ 1日 間 無 料

7000紹 導 入 ↓ プログ ラミングあるい ア ル タ イ ム,タ イ ム シ ェ ア リ ン

介 コ ー ス はオペレーシ ョンに今後従事 グの4次 元多重処理が可能な

する者で電子計算機入門コー MELCOM7000シ ス テムの概

ス修了程度の者 要を理解させる。

COBOL MELCOM7000のCOBOL一 COBOL-68の 各 種機能(分 類, 2E間(以 下M肌COM

一68コ ース 681こ よ る フ'ロ グ ラ ミン グ を
"

表 操 作,サ ブ ・コ ン パ イ ル,テ 7000,MELCOM一

}

する者で基礎COBOLコ ース バ ッグ ,報 告書機能等)の 使い COSMO700共 通)

修了者あるいは同程度の知識 方 を理解 させる。 無 料

を もつ者

FORTRAN MELCOM7000のFOR一 FORTRAN-IVのJIS7000レ 2日 間 無 料
－IVコ ー ス TRAN-Wに よ る プ ロ グ ラ ミ ペルを越え る機 能(DO文 と

ング をす る者で,基 礎FOR一 REPEAT文,サ ブ プログラム

TRANコ ー ス修 了者あるいは 等)の 使 い方を理解 させる。

同程度の知識をもつ者

META一 MELCOM7000に お け るア METASYMBOL言 語 によるプ 5日 間 無 料

SYMBOL セ ン ブラ言語に よるプログ ラ ログラ ミングを基本的な命令,

(1)コ ー ス ミングを担当す る者で,プ ロ 文 法か らはじめて,種 々の演習
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料

グラ ミング入 門コース修 了あ をまじえて理解させる。

あるは同程度の知識をもつ者
'META 一 METASYMBOL(1)コ ース の META8YMBOL(1}コ ース で得 2日 間 無 料

8YMBOL 修了者 た基本 命令に加えて,モ ニ タ ・

② コ ー ス プロセデュア(マ クロ命令)の

使い方を理解させる。

BPMモ ⇒タ MELCOM7000のBPMモ 4次 元多重処理 をバランス良 く 3日 間 無 料

コ ー ス ニ タ ・シ ス テ ム に お け る プ ロ 実行 させ る汎用オペレーテ ィン

グ ラ ミン グ,オ ペ レ ー シ ョ ン, グ ・シ ス テ ムで あ るBPMモ ニ

運用管理の担当者で紹介 コー タの特 徴,諸 機能を理解させ るo

ス ま た は プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー

スの修了老

UMS/VS MELCOM7000のUMS/VS 高度 な多重 プログ ラ ミング ・シ 3日 間 無 料

モ ニ タ ・コ モニタシステムにお けるプロ ステムを実現 している汎用 オベ

一 ス グ ラ ミン グ,オ ペ レ ー シ ョ ン, レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムUMS/

運用管理の担当者で,紹 介コ VSモ ニ タの特徴,諸 機能を理

一 ス ま た は プ ロ グ ラ ミン グ ・ 解 させ る。

コースの修 了者

MACRO一 MELCOM3100に おけ るア MELCOM3100の ア セ ン ブ ラ 5日 間 無 料

CORDER センブラ言語に よリプログラ 言語MACRO-CORDERの プロ

コ ー ス ミングを担当する者で,プ ロ グ ラ ミングを基本 的な文法か ら

グラ ミング入 門コース修 了者, は じめて,種 々の演習をまじえ

または同程度の知識をもつ者 理解 させ る。

デ ィスクOS MELCOM3100のMARK¶ デ ィス ク ・オ ペ レ ー テ ィン グ ・ 3日 間 無 料

概 要コース オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム システムとして のMARK－ 班 シ

におけるプ ログラ ミング,オ ステムの特徴,機 能等 を理解さ

ベレーシ ョン,運 用管理の担 せ,MARK－ 皿 システムの効率

当 者 で プ ロ グ ラ ミ ン グ ・コ ー 的 な運用を図れ るようにする。

ス修了者あるいは同程度の知

識をもつ者

ワ
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B.団 体 等

t1.産 業能率短 期大学
●

⑱

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目 標 及 び 内 容 期 間 受講料(円)

コンピュータ

会計システ

ム設計

経理部門の担当者

コンピューター部門の システ

ム ・エンジニア,プ ログラマ

会 計システムのコンピュータ

化について学 習す る。

5日 間
一 般58

,000

会 員54,000

コンピュ「タ

技術基本

コンピューター部門の入門者 コン ピュータの一般的な知識

を習得する。

4日 間 一 般48 ,000

会 員43.000

システム設

計(基 本)

コ ン ピ ュ ー タ ー部 門 の シ ス テ

ム ・エ ン ジ ニ ア,プ ログ ラ マ

システム設計の基本的な知識

を習得する。
ノ

5日 間 一 般55 ,000

会 員50,000

む,
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12.情 報 処 理 研修 セ ン ター

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内容 期 間 受 講 料

システム ・エン 電子計算機に関する一通り 経営管理技法,シ ステム設計 20週 間 研修旅行1泊2日

ジ ニア ・コ ース の知識 を有 し,・初歩的な数 な どについて理解 を深め る。
'400

,000円

学の知識を有 している者 研修旅行費

10,000円

情報処理部 コンピュータ部門の部課長, 情報処理部門の経営上の役割, 2週 間 80,000円

門管理者の 係 長,部 門 ス タ ッ フ。 企 画, 計画の設定 と運用,情 報処理

ためのマネ 管理,経 理 などのスタ ッフ 要員の管理 と育成,情 報処理

ジ メ ン ト ・ 部 門 の グ ル ー プ ・リ ー ダ ー 。 システムの評価 と選定,機 密

コ ー ス' コンピ ュータ導入 を計画 し 保護と安全管理などについて

て いる部署の責任者,コ ン 理解す る。

サルタ ン ト業務に携わる者。

(基礎知識必要)

数値解析コ 数値解析について基礎知識 関数方程式,数 値積分,線 形 未 定 未 定
一 ス を有 している者 計算,線 形計算の誤差解析,

関数近似,多 変量解析,差 分

・微分方程式の誤差解析など

について理解す る。

基礎数学 高校卒業程度の数学知識を 微分 ・積分に関する詳細な知 週2回 25,000円

(微分 ・積分) 有 している者。(計 算機の 識 を習得す る。 計20回

コ ー ス 知識は特に必要としない)

基礎数学 確率 ・統計に関する詳細な知 週2回 30,000円

(確率 ・統計) 〃 識 を習得する。 計24回

コ ー ス

ORコ ース 木構造探索,分 枝限定法,デ 2週 間 80,000円

ネ ッ ト ワ ー
一夕構 造,日 程計画法,輸 送

ク技法 問題,回 路論,リ ス ト処理 な

どについて理解す る。

ORコ ー ス LP序 論 とシン プレ ックス法, 2週 間 80,000円

線形計画法 双対原理,改 定 シンプレ ック

ズ法,非 線形 ・整数型LP,

大 規 模LPプ ログ ラムの構造

などについて理解す る。

ORコ ー ス シ ミ ュ レ ー シ ョ ン総 論,確 率 2週 間 80,000円

シ ミ ュ レ ー と推測,モ デルの作成法,乱

シ ョ ン 数 の 作 成 法,シ ミ ュ レ ー シ ョ

ンのための プログ ラム技法な

一474一
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受講 目標及 び 内容 期 間 受講料(円)

どについて理解す る。

ORコ ー ス 粗大行列,LP/DP,デ ータ 2週 間 80,000円

大型問題 と 構造,大 型問題処理のための

その処理法 記憶装置 とその使い方,オ ン

ライン予測に関連 した問題左

どについて理解する。

電子計算機 多変数の場合の問題点,補 間 1週 間 50,000円

による多変 法,多 重分積法,多 次元最適

数問題の数 化 問題への応用,多 次元ダイ

値解析 ナ ミ ック,プ ログ ラ ミン グへ

の応用 などについて理解する。

有限要素法 マ トリ ックス法,有 限要素モ 1週 間 50,000円

の基礎 コー デル,数 学的基礎,プ ログラ

ス ミング技術,振 動問題の解析

法 などについて理解する。

誤差解析コ 数値計算と統計的データ処 誤 差解析,誤 差処理,誤 差の 1週 間 50,000円

一 ス 理にっいての理解 を有 し, の 確 率 的 モ デル,Matheln一

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 計 算 の aticalSoftware,デ ー

経験を有する者 タの誤差の処理,有 限要素法

の誤差な ど`こついて理解す る。

応用計量経 計量経済モデルの推定 と検定, 週1回 120,000円

済学 セミナー 基本的応用,高 度な応用につ 計21回

いて理 解す る。

現代の統計 統 計,検 定 と推定,実 験の計 9日 間 80,000円

解析 コース 画 と分析について理解す る。

デ 一 夕 ー ペ COBOI、 ま たはFORTRAN ' デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 機 能, 10日 間 80,000円

一ス研究科 の知識を有 している者 データ構造,情 報代数,記 憶

コ ー ス
管 理,最 近 の パ ッケ ー ジ,

CODASYLの 動 向などにっ

いて理解する。

コン ピ
ュータ シ ニ ア ク ラ ス の シ ス テ ム エ ハ ー ド ウ エ ア,ソ フ トウ エ ア 3日 間 9,000円

アーキテクチャ ン ジ ニ ア,プ ログ ラ マ の 最 近 の動 向,オ ペ レ ーテ ィン

グ システムの最近の動向にっ

いて理解する。

ソヲトウエア ソフト開発部門管理者 ソフ トウエア開発における日 1日 間 3,000円

管理の手法 程計画,工 程管理お よびテス

と実践 トの手法について理解する。
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受講 目標 及 び内容, 期 間 受講料(円)

コン ピ ュー タ EDP部 門管理者 上記 「アーキテクチ ャ」のコ 1日 間 3,000円

ア ーキテ ク ンパク ト版であ り,最 近の コ

チ ャ ン ピュ一夕の技術動 向を容易

に理解する。

ア プ リケ ー シ ニ ア ク ラ ス の シ ス テ ム エ 自動車生産工場におけるライ 1日 間 3,000円

ション事例 ン ジ ニ ア,プ ログ ラマ ンの自動制御について理解す .

(1) るo

マシン室運 マシン室運営担当責任者 マシン室運営についての知識 1日 間 3,000円

営の実際 を習得する。

企業診断の シ ニ ア ク ラ ス の シ ス テ ム エ 企業診断の進め方 とその手法, 1日 間 3,000円

テエ ック ・ボ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ラ マ チ ェックポイン トについて理

イ ン ト 解す る。

ア プ リ ケ ー シ ニ ア ク ラ ス の シ ス テ ム エ 物的流通管理 システムについ 1日 間 3,000円

ション事例 ン ジ ニ ア,プ ログ ラ マ て理解す る。

(2)

プ ロ ジ ェク プ ロ ジ ェク ト リ ー ダ プ ロ ジ ェク トの 制 度,プ ロ ジ 1日 間 3,000円

ト管理 エク ト管 理 の 手 法,プ ロ ジ ェ

ク トのとりあげ方 などについ

て理解する。,.

∋
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15.日 本 科学 技 術 連 盟

●

θ

6

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び 内容 期 間 受講料(円)

デ 一 夕ペ ー 2年 以上の実務経験をもつ デ ータの進め方,捨 て方 とプ 3日 間 会 員

スの基礎 と 科学技術 ・OR計 算の情報 ライバシー,計 量経済(企 業 非会員35,000円

応用 処理技術者。また,管 理職 モ デ ル)の デ ー タ ベ ー ス,デ
、

ク ラスの者,一 般技術者,
一 夕 ペ ー ス 言 語 ,デ ータ ベ ー

研究者 ス ・システムの機能 と実際,

対 話型 データベース検索シス

テムの実演 について理解する。

線形計算 線形計画法,大 型線形計画問 3日 間 会 員30,000円

題 の解法,連 立一次方程式 と 非会員35,000円

〃 最小二乗法,大 型連立一次方

程式の解法,固 有値問題,大

型帯行列の固有値解法1こつい

て理解す る。

モデルの作 モデル化における統計的取扱 3日 間 会 員30,000円

り方と使 い い方,現 象 とそのモデル,設 非会員35,000円

方 〃 備 計 画 ・ス ケ ジ ュ ー リン グ に

おけ るモデルの作り方,企 業

体,経 済 シス テムの モデルの

作り方等`こついて理解す る。

多変量解析 多変量解析と情報,予 測に用 2日 間 会 員20,000円

と数量化理 いる多変量解析の諸手法,多 非会員25,000円

論 〃 変量解析と数量化理論評価 と

分類に関する多変量解析の諸

手法等について理解する。

図形と図化 図形処理から画像処理まで, 2日 間

・

会 員20,000円

〃 自動図化機の基礎技術から応 非会員25,000円

用技術等について理解する。

上記全テーマ受講の場合 会 員110,000円

非会 員130,000円

■

「
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14.日 本 生 産 性 本 部

EDPシ ス テ ム情 報処 理

EDP部 門管理 セミナーコース

コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標及 び内容 期 間 受講料

オ ン ラ イ ン オンライン ・システムの設計開 発 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 入 門 3日 間 A

シ ス テ ム 担当者,コ ンビざ一夕ー部 門の管

入 門 コース 理 者.オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を 将

来導入計画している人

オ ン ラ イ ン オンライン ・システムの設計開発 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 設 計 の 4日 間 B

シ ス テ ム 担 当 者,コ ン ピ ュ ー タ ー 部 門 の 管 手 順 と オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 設

設 計 コ ー ス 理 者,オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を将 計技 法を中心テーマとして演習

来導入計画している人 をもり込み効率的 なオ ンライン

・システム設計能力 を育成す る
。

オ ン ライ ン オ ン ラ イ ン ・プ ロ グ ラ ム の 種 類 , 3日 間 A

プ ログ ラ ム 機能,構 造,設 計手順,具 体的

入 門コース 〃 事例を中心テーマに演習をもり

込み効率的なプログラム設計能

力を育成 する。
_.

ア 一 夕 ベ ー デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 導 入, デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 基 礎 、 3日 間 A

ス シ ス テ ム 開発および今後計画を担当 して 設計 の進め方,事 例,研 究等に

入門 コ7ス いる人 ついて構義 ・討論を展開する。
一
ア 一夕ベ ース デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 設 計 3日 間 A

システム設 〃 技術 を中心テーマに講義 ・討論

計技術コース を展開す る。

プ ロ グ ラ ム シ ニ ア ・ プ ロ グ ラ マ,チ ー フ ・ ソ フ ト ウ エ アの あ り 方,プ ロ グ 3日 間 A

開発技法 プ ログ ラ マ,プ ロ グ ラ ム 開 発 部 ラムの正 しさ,構 造化 プログラ

.セ ミナ ー 門の管理者
'

ムの作り方,具 体的 なアプロー

チ例の紹介を中心に講義 ・討論

を展 開す る。

プ ログ ラ ム シ ニ ア ・ プ ロ グ ラ マ,チ ー フ ・ プ ログ ラム開発管理について講 3日 間 A

開発管理 プ ロ グ ラマ,プ ロ グ ラ ム 開 発 部 義 ・討論 を展開する。

セ ミナ ー 門の管理者

1/Oシ ステム シ ニ ア ・ プ ロ グ ラ マ,チ ー フ ・ 1/0シ ス テム設計について講義 3日 間 A

設計セミナー プ ロ グ ラ マ,プ ロ グ ラ ム 開 発 部 ・討論 を展開する。

門の管理者
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受講 目標及 び内 容 期 間 受講料

第4回EDP

部 門 管理

セ ミナー

EDP部 門 の管理者,EDP'部 門

内の内部管理システムの企画担当

者

EDP部 門の見直し点検の重要

課題を把えて,最 新の考え方と

事例の発表を進めてい く。

3日 間 A

シ ス テ ム 分 析 者 養 成 コ ー ス

シ ス テ ム

ア ナ リス ト

基 礎 コ ー ス

業務改善推進者のもとで現状業務

の分析,新 システム設計に従事す

るアナリス ト

システム分析入 門,事 務分析技

法,改 善技法業務,情 報分 析を

中心テーマにとりあげている。

5日 間 B

システム・ア

ナリスト養成

コース(部

外合 宿)

システム改善推進者(プ ロジ ェク

ト・リーダ)で 数年間 の企業,官

庁 等の実務経験 を有す る人 々

コンピュータ ・システム設計以

前 の経営情報 システムを学 習

5日 間 C

EDPア プ リケ ー シ ョ ン ・セ ミナ ー

(営 業 物 流 シ ス テ ム)

物的流通 シ

システム入

門セ ミナー

.

物流部門の管理者,ス タ ッフ

企画部門の管理者,ス タ ッフ

コ ン ピュータ部 門の 管理 者,ス

タ ッフ

物的流通システム化の進め方,

物的流通EDPシ ステム設計の

進め方の講義に続 き物流分野で

実績ある先進事例について講義

討論を展開する。

3日 間 A

オ ー ダ ー ・

エ ン ト リ'

セ ミ ナ ー

物的流通部 門の管理者,ス タ ッフ

営業部 門の管理者,ス タ ッフ

コンピ ュータ部門の管理者,ス

タ ッフ

流通 情報 システムの設計,オ ー

ダー ・エン トリ ・システ ム設計

の進 め方,事 例研究につ いて講

義 ・討論 を展開する。

3日 間 A

EDPに よる

在 庫 管 理

システム ・

セ ミナー

在庫 管理 担 当 者,コ ン ピュータ
♪

部 門の管理者,ス タ ッフ

在庫管理 システムの事例研究に

ついて講義 ・討論を展開す る。
」

3日 間 A

マーケテ ィング

シ ミュレーショ

ンシステム・

セ ミナ ー

マ ー ケ テ ィン グ担 当 者,コ ン ピ ュ

ー タ 部 門 の 管 理 者 ・ ス タ ッ フ

マ ー ケ テ ィン グ,シ ミ ュ レ ー シ

ョン ・シ ス テ ム の事 例 研 究 に つ

い て 講 義 ・討 論 を 展 開 す る。

3日 間 A

第3回 顧客

情報 管 理

コンピューター部門 の管理者,ス タッフ

販売促進部門の管理者,ス タッフ
、

流通情報システムにおけ る顧客

管理システ ムを事例を もとに し

3日 間 A

－479一



コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受 講 目標 及 び内 容 期 間 受講料

シ ス テ ム ・ 営業管理部 門の管理者,ス タ ッフ なが ら理解 し,顧 客情報 システ 3日 間 A

セ ミナ ー 顧客管理 部門の管理者,ス タ ッフ ムの具体的な進め方を先進企業

の事例発表を通じて研修する。

EDPア プ リケ ー シ ョ ン ・セ ミナ ー

(人 事 システム)

人事情報 人事部門の管理者,担 当者 人事情報システム設計の進め方 3日 間 A

シ ス テ ム ・ コンピューター部 門の管理者,担 当 について講義の後,事 例を中心

セ ミナ ー 者 に シ ス テ ム 設 計 上 の チ ェ ック ・

ポイン ト及び運用 ・管理 を中心

テーマに講義 ・討論す る。

SEコ ー ス

シ ス テ ム ・ 経営情報 システムの分析 ・設計 ・ システムの分析 ・設計に必要 な 8週 間 D

エ ン ジ ニ ア ・ 開 発 に あ た る シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ 知識 ・技法の基礎 とその応用能

ア 力を育成 し,シ ステムの開発管

理 の た め の リー ダ ー シ ップ とマ

ネ ー ジ メ ン ト ・ス キ ル の 育 成 を

図 る。

EDPア プ リケ ー シ ョ ン セ ミナ ー

(生 産 設計 システ ム)

設計部門に 設計部門の管理者,担 当者 設計 ・製図におけ るシス テム化 3日 間 A

おけるコン コンピュー タ部門の管理者,担 当 のすすめ方,先 進的な自動設計

ピ ユ ー タ 利 者 ・製 図システ ムの事例研究等 を

用 セ ミナ ー メイ ン ・テ ー マ に 講 義 ・討 論 を

展開する。

第7回EDP 資材購買部門の管理者,担 当者 資材購買システム設計の基本的 3日 間 A

に よる資材 生産管理部門の管理者,担 当者 知識,手 順 とシステム化 の事例

購買管理セ コンピュータ部門の管理者,担 当 を紹介 しながら時代に対応する

ミナ ー 者' 資材購買システムのあり方 を追

究す る。
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コ ー ス 名 受 講 対 象 者 受講 目標 及 び内 要 期 間 受講料

瓦DPに よる

工 程 管 理

セミナー

工程管理部門の管理者,担 当者

コンピュータ部 門の管理者,担 当者

EDPに よる工程管理 について

事 例研究 しなが ら,講 義 ・討論

を展 開す る。

3日 間 A

EDPア プ リケーシ ョン セ ミナ ー

(会 計財務 システム)

第3回 会計

情報システム

基礎 コース

経理,監 査部門の管理者,担 当者

システ ム,電 算機部門の管理者,

担 当者

補 助簿 一総勘定元帳 一試算表 の

一連業務 を人手からコンピュー

タに置 換 える ので は な く経営

意思決定に活かすことをめ ざす。

3日 間 A

会 計 情 報

システム ・

セ ミナ ー

経理部門の管理者,担 当者

コン ピュータ部門の管理者,担

当者

会計情報のシステム的 な捉 え方

と設計手順,固 定資産管理,売

掛 金管理,月 次決算のEDP活

用 事例,EDP会 計 と税務監査

の関連な どをテーマに講義 ・討

論を進める。

3日 間 A

EDP会 計

監査 セミナー

経理 ・監査部門の管理者,要 員

コン ピュータ部門の管理者
,要 員

EDP会 計 の法的 な制約 を明ら

かにした上で,内 部統制の あり

方,外 部監査のチ ェック ・ポイ

ン ト等 を具体的ケースに即 しな

が らわか りやす く説明す るo

3日 間 A

資 金 管 理

情報 システム

セ ミナー

経理部門の管理者,担 当者

コンピュータ部門の管理者,担 当

者'

資金管理情報システムについて

事例研究しながら講義 ・討論を

展開する。

3日 間 A

参加料 A

B

C

D

賛 助 会 員

36,000円

38,000円

44,000円

300,000円

非 賛 助 会 員

40,000円

42,000円

48,000円 一 ほ か に 合 宿 費

320・00 ,0円
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.・15日 本 能 率 協 会

コ7ス 各 受講対 象者 受講目標及び内容 期 間 受講料(円)
●

ワーニエ方 式 シ ニノア ・ プ ロ グ ラ マ ワーニエ方式の基本思 2日 間 2名以上の場合

によるプログ (プ ログ ラミング経験 想,集 合論について, 1名につき
■二

ラム構造の標 3年 以上),後 輩 プロ ワ一二エ方式に よる問 会 員

標化 セミナー グ ラマ の指 導 ・育成 題分析,デ ータの分析
31,00q円28.000円

者(特 に インス トラク 等について理解す る。
繊

36,000円33,000円
タ)

シニ ア ・プ ロ プ ログ ラ ミング経験3 よ リプログラムの作成, 3日 間 1コ ース1名

グラマ基礎コ 年以上 の者,プ ログラ 生産性を高めるための 会 員39,000円

一 ス マー教育担当者 技法,プ ログ ラムの開 会員外45,000円

発 管 理,ケ ー ス ・ス タ 1人 で2コ ース 選
1

デ ィについて習得するc 択の場合
シ ニ ア ◆ プ ロ' プ ログラ ミング経験3 構 造的 プ ログ ラミング, 3日 間 会 員70,000円

グラマ専門コ 年以上の者またはプロ プ ログ ラム設計 におけ 会員外80,000円

一ス(プ ログ ラ 、グ ラマ教 育担 当者 で る モ ジ ュ ー ル 化,プ ロ 1人 フル ・コー ス

ム設計技法 「シ ニ ア ・プ ロ グ ラ マ グ ラ ミング の自動化に 参加
コ ー ス) 基 礎 コース 」修 了者 ついて習得す る。 会 員95,000円 4ト

または♪情報処理技術 会員外109,000円

者試験の1種 と同等以

上の者 ●

チ ー フ ・ プ ロ プログ ラ ミング経験3 チ ー ム ・ワ ー ク1こ よ る 3日 間

グ ラマ コース 年以上の者,プ ログラ 作業 の進め方,開 発,

(プ ログラ ミン マ教育担当者 で 「シ 運用管理の方法,標 準 一

グ ・マネジメン ニ ァ ・ プ ロ グ ラ マ 基 化の進め方,後 輩の育

ト ・コ ー ス) 礎 ・専 門コース」修了 成 について学習 を行 う。

者oま たは プログ ラミ

ン グ ・チ ー ム ・ リ ー ダ

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・セ ク

シ .ヨン の 管 理 者

COBOLに シ ニ ア ・ プ ロ グ ラ マ モ ジ ュ ラ ー ・プ ログ ラ 3日 間 1名につき

よるモ ジ ュラ (プ ログ ラム経験2～ ミン グ の 背 景,モ ジ ュ 会 員45,000円

一 ・プ ログ ラ ミ 3年 以 上),後 輩 プ・ 一 ル 設 計 ,プ ロ グ ラ ム 会員外50,000円

ング ・セ ミナ ー グ ラマの指 導 ・育成 の イ ン タ ー フ ェ ー ス, 2名以上の場合

者(特 に インス トラク モジ ュール化の技法, 1名 につ き

タ) ケ ー ス ・ス タ デ ィに っ 会 員39,000円
●

いて理解す る。 会員外44ρ00円
ρ.
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コ ー ス 名 受 講対 象者 受講目標及び内容 期 間 受 講 料

システムEDP シス テム部課長,機 械 シ ス テ ム ・EDP部 門 第1会 合2日 間 会 員88,000円

部 門マネジ 計算部課長ほか情報シ が当面する諸問題,シ 第2〃1日 間 会員外97,000円

ヤー会議 ステムの開発,改 善, ス テム ・EDP部 門 の 第3〃 〃

維持に責任ある者 運営 ・管理 に関する問 第4〃 〃

題,部 門別合理化,テ 第5〃 〃

一 マ の 展 望
,シ ス テ ム 第6〃2日 間

設計のあり方と8Eの
1

教育訓練について講議'

・討議 を行 う。

EDP部 門 EDP部 門の管理者 未 定 2日 間

の管理 ・運

営事例研究

セ ミナ ー

シ ス テ ム ・ 一 般 管 理 者 ,ス タ ッ フ シ ス テ ムの 概 念,シ ス 4日 間 1名 につき

エ ン ジ ニ ア EDP化 対象部門の管 テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン 会 員59,000円

リング基礎 理者や担当者,EDP グ の 働 き,シ ス テ ム の 会員外68,000円

(合 宿)コ 導入担当 マネジ ャーや 図 表 化,シ ス テ ム ・デ 2名以上参加の場
一 ス SEr ザ イ ンの ミク ロ的進め 合1名 につき

方,マ クロ的進め方に 会 員50,000円

つ いて理解する。 会員外60,000円
シ ス テ ム ・ 一般管理者やゼネラル システムの概念,シ ス 4日 間 1名 につ き

エ ン ジ ニ ア 'ス タ
。 フ・EDP化 テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン 会 員54,000円

リング基礎 対象部門の管理者や担 グの働 き,シ ステムの 会員外63,000円
コ ー ス 当者,EDP導 入 担当 図 表 化,シ ス テ ム ・デ 2名以上参加の場

マ ネ ジ ャー やSEr ザインのマク ロ的進め
合1名 につき

方,ミ ク ロ的進め方響 会 員46,000円

について理解す る。 会員外55,000円

イ ン プ ット ・ 情報システ ム部門のマ 「イ ン プ 。 ト ・シ ス テ 2日 間 会 員30,000円
システムの ネジャーお よびシステ ム効率化」 の分析 ,進 会員外35,000円

改善研究セ ム ・エ ン ジ ニ ア,EDP め方等について理解す

ミナ ー 化対象部門のシステム るo

改善,設 計担当者

実践オン ラ オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 4日 間
1名 につ き

イ ン ・シ ス 導入を考慮中の管理者 の開発 ・導入管理,オ
会 員50,000円

テ ム開発コ お よ び オ ン ライ ン ・シ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムの
会員外66,000円

一 ス ステムを検討中又は開 設計 ・移行上の留意ボ
2名 の場合1名 に

発中の管理者 ・設計者 イ ン ト,プ ロ グ ラ ム ・
つき

(プ ラ ン ナ ー ・SE・ デザイン,デ ータ通信
会 員50,000円
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コ ー ス 名 受講対象者 受講目標及び内容 期 間 受 講 料

シ ニ ア プ ログ ラ マ) システム評価について 会員外59,000円

理 解する。 3名以上の場合

1名 につき

会 員45,000円

会員外54,000円

EDPに よ EDPに よる管理会計 3日 間 会 員46,000円

る管理会計 システム,事 業部にみ 会員外50,000円

シ ス テ ム る生産管理の原価管理

シ ス テ ム,ス タ フ部 門

(コ ン ピ ュー タ運 用 担

当)の 管理会計の実際

と課題について学習す

るo

■

働

◆
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5.海 外情報処理機関のカ リキュラム

.〔 ド イ ツ 銀 行 〕Einfil・hrung'dieEDVfilr'486

Auszubildende

ドイ ツ銀 行 のEDP教 育 ガ リキュ ラ ム(入 門 コー ス)

〔IRIA〕1976年IRIA情 報 科 学 学 校 教 育 計 画

①Recherche－ ス

②Pluridisciplinariteコ ー ス

〔IRIA〕(CICI情 報 よb)職 業 と養 成 機 関 案 内4gl

〔CEPIA〕1976年 研 修 コ ー ス 一 覧494

〔AIRFRANCE〕PLANDEFORMATION(教 育 計 画)-4g6

〔AIRFRANCE〕PROGRAMMEDESACTIONSDE-504

FORMATION(教 育 活 動 の プ ロ グ ラ ム)

〔NCC〕Coursesfor518

〔MidlandBankLimited〕521

COMPUTER



1〔 ドイ ツ 銀 行 〕

EinfUhrungindieEDVfUrAuszubildende

ド イ ツ銀 行 のEDP教 育 カ リ キ ュ ラ ム(入 門 コ ー ス)'

コ ー ス 名

(内 容)
教育 目標

必 要時間数

(単位:時 間)

●:

卓

■

4

■

研 修 単位1

1入 門編

1.EDPの 必 要 な訳

2EDPと は何 か

3EDPは 何 に属 す るか

1-3 1

研 修 単 位2

皿EDP装 置 の運 用方 式 と構 造

1.コ ミュ ニ ケー シ ョン相 互 討論

2コ ン ピュ ー タで使 われ る言 葉

a)2進 法

b)バ イ ト構造EBCDコ ー ド

aコ ン ピュー タは い か に 演算 す る か?

4-9 3

研 修 単 位3

皿EDP装 置 の 運 用 方 式 と構 造

4デ ー タ蓄 積 媒 体

a)ソ ー ス ・ ドキ ュ メ ン ト

b)パ ン チ ・カ ー ド

c)紙 テ ー プ

d)磁 気 テ ー プ

e)磁 気 デ ィ ス ク

f)ハ ー ド ・ コ ピ ー

10-12 2

研 修 単位4

0EDP装 置 の 運 用 方式 と構 造

5.EDP装 置 の構 造

a)コ ン フ ィギ ュ レ ー シ ョン

(機 器 構 式)

b)中 央 処 理 装 置

13-16 1

一486一
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研 修単 位5

皿EDP装 置 の運 用 方式 と構 造

6.プ ログ ラム

a)定 義

b)コ マ ン ド

c)プ ログ ラ ミング言 語

17-20 3

研 修 単 位6

皿 ア プ リケ ー シ ョ ン

1.デ ー タ収 集

a)パ ン チ ・ カ ー ド

b)磁 気 テ ー プ

c)デ ィ ス プ レ イ 装 置 用 磁 気 デ ィ ス ク

d)ド キ ュ メ ン ト

2.コ ー ド

21-23 1%

研 修 単位7

皿 ア プ リケ ー シ ョン

3デ ー タ処理 の実 際

a)実 例

b)記 帳原 理

c)蓄 積 デ ー タの保 管

d)総 合

24-27 2

研 修 単 位8

皿 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

4.テ レ プ ロ セ シ ン グ

(遠 隔 デ ー タ 処 理)

a)バ ッ チ ・ プ ロ セ シ ン グ

b)リ ア ル タ イ ム ・プ ロ セ シ ン グ

5.マ ル チ プ ロ グ ラ ミン グ

Iv講 評

28-30 1%
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(教 育 目標)

1.一 企 業 のEDPに か かわ る 目標

とそ の達 成 効果 の 設 定(少 くと

も3つ)

2.EDP概 念 の解 釈

3.デ ー タ処 理 原理 の説 明、

4・各 々の 記数 法 の 特 徴 列挙

5.2進 法 原理 の解 説

6.2進 法 に お け る2桁 小数 の変 化

7.デ ー タ蓄 積 原理 の 概 要 説 明

&ビ ッ トお よび ビ ッ ト概 念 の 解 説

9.実 例 に基 づ く コン ピュ ー タ演 算

方 式 の説 明(2つ の1桁 小 数 の

加 算)

10.パ ン チ ・カー ドの組 成 とそ の 使

用 につ い ての 概 要 説 明

11.磁 気 テー プ と磁 気 デ ィ ス クの 応

用 お よびそ の 相違 点 の 説 明

12.機 械 的文 字 認 識 の 仮 説 と読 取 技

術 の実 用化 例2件 の 提示

13.セ ン トラル ・プ ロ セ ッサ ー の構

成 要 素 とそ の 各 々の 機 能 に つ い

て の 記述

14.EDP装 置 の 原理 的 構 造 説 明

15.マ ル チ プレ ク サ ー ・チ ャ ン ネル

と セ レク タ ー ・チ ャ ンネ ル の 相

違 の解 明

16.中 央 処理 装 置 の組 織 的構 造 の解

説

一488一

17.「 プ ログ ラ ム」 概 念 の説 明

1&ブ ロ ック ・ダ イ ア グ ラ フに よ る

コ ン ピュ ー タの 構 成 様 式 につ い

て の研 究

19.コ マ ン ドの 原 理 的 構 造 の 解 明

20.少 くと も2種 類 の プ ログ ラ ミン

グ原 語 お よびそ れ らの主 要 な応

用 分野 の研 究

21.様 々な デ ー タ収 集 方 法 に つ い て

の 記述

22.少 くと も3種 類 の コ ー ドの役 割

と意 義 につ い ての 説 明

23.コ ー ド ・シ ス テ ムに基 づ く預 金

口座 の 申込 書 式 を使 っ た 記入 実

習

24.銀 行vak・ けるEDP応 用例 の解 説

25.銀 行 にk・け る代 表 的 な流 れ作 業

の 実 例 と してEDP利 用 の記 帳

原 理 を説 明

26.蓄 積 デ ー タの保 管 原理 の解 説

27.「 総 合 デ ー タ処 理 」 概 念 の説 明

2&銀 行 業 務 を 中心 と した 「テ レ プ

ロ セ シ ン グ 」 「バ ッチ ・プ ロセ

シ ン グ」 「 リア ル タ イ ム ・プ ロ

セ シ ン グ」 等 の 概 念 説 明

29.マ ル チ プ ログ ラ ミン グ手 法 の 概

要

30.銀 行 に お け るEDP配 置 の解 説
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19.,7..6年IR'IA情 報 科 学 学 校 教 育 計 画

ORech。,ch。 コ ー ス

コ ー ス 名 期 間(軸 各1回) 費 用

マ シ ン の ア ー キ テ ク チ ュ ア と 情 報 シ ス テ ム ・ 5日 1,000フ ラ ン

情報システムの モデル化 と評価 3・ 600フ ラ ン

複雑な情報システムの確立法 2 400フ ラ ン

`

コ ン ピ ュー タ シ ス テ ムの 概 念 一・ 3・ 600フ ラ ン

`

イ ンタ ラク テ ィブ ・グ ラ フ ィ ッ ク の プ ロ グ ラ ミン グ 5 1,000フ ラ ン

構造化 プログ ラミング

'

3/31,4/7,14,21,28

・5/5
,12,19,26,6/2

一;

1'

1,000フ ラ ン

代数 アル ゴ リズム 3 600フ ラ ン

最新 のデ ータペニス技術.' 3 6… 〉 ・

づ 、

構文解析11:紹 介(構 文解析2へ の コース) 3 600フ ラ ン

構文解析2:構 文 決定のインプ リメンテーシ・ン

と実現化

5 1,000フ ラ ン

データ構造 と記憶装置上の表現
ノ

5 1,000フ ラ ン
,

,.≒ 石 ㍉ レ'一 シ 。ン1_、 5、 1,000フ ラ ン

微 分 法 3 600フ ラ ン

コ ン パ イ レ ー シ ョン2 ..5 1,000フ ラ ン

最近の図形認識 とデータ分析の発展 5 1,000フ ラ ン

r

環線形 システム と遅延線形 システムにおけるアプ

リケーシ ョン

-3
600フ ラ ン

■
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②pluridisciplinarite ゴ ー ス

コ ー ス 名 期 間 受 講 料

システム化への情報科学の応用 5日 1,000フ ラ ン

文書型 ・会話型言語の分析とその応用 5日
'

1,000フ ラ ン

自動データ処理 3日 600フ ラ ン

マンマシンの インタラク シ 。ン及び人 間の労働 3日 600フ ラ ン

法律と裁判に適用される情報処理 4日 800フ ラ ン

科学情報 とコン ピュータシステム 3日 600フ ラ ン

科学情報と地質学 5日

1,000フ ラ ン

又 は

1日200フ ラ ン

自動ほん訳一そのむずか しさ,新 方法及び実現 5日 LOOOフ ラ ン

データ分析研究会
10/26.27

11/3,10,16,17
1,200フ ラ ン

情報科学と作曲 5日 1,000フ ラ ン

情報処理と製造行程
3日

(以 上年間各1回)

600フ ラ ン

情報科学 と医療
2日 ×5回 400フ ラ ン

(1回 当 り)

`

,

一490一



吉

●

偽

●

5〔IRIA〕(CICI情 報 よ り)

職 業 と養成 機 関案 内

職 業 分 類 (公 立)養 成機関及び資格(dipl6me)

perforeuse-v6rifie.use ・さん ・検孔の何らかの資格

さん孔/検 孔オペレータ ・養成 機関

一 私立学校

－A
.F.P.A.(14週 間)

OP6rateurオ ペ レ ー タ ・養成は企業内及び私立学校

・資格 はない(参 考:CAPFI)

pupitreur(コ ン ソ ー ル ・オ ペ 小 システム:

レ 一 夕) ・養成は企業内及び私立学校

・資格は ない(参 考:BPI)

大 システム:

養成は

・A .F.P.A.baccalaur6atscienti一

fiqueレ ベ ル を 対 象 に10ケ 月

・国の教育及び私立学校;BTSGI

prξ …parateurdetravaux
・BacH

(仕 事の準備者) 'BTSTI/B「evet;etechni・ie・S・p6一

,
rieurdetraitmentdelin一

＼,。,m、 、、。n繍 処趾 纐 儲 の免

またはBTSGI

・DuToptioninformatique

chefd6xploitation ・・BTSGI+幾 年 かの経験

(運 用のチーフ)

progra㎜eurdapPlica一 ・BacH

tion ・A .F.P.Abac.scientifiqueレ ベ ル を

(ア プ リケ ー シ ョン の プ ログ ラ マ) す るプログ ラマを12ケ 月で養成

・informatique関 係 のDEUG

1

一491一
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'

}

programmeurd6tudes

(研 究 プ ログ ラ マ)

analyste(ア ナ..リ ス ト)

conc.ep・teuranalyste・

chefsdegra.ndsprojets

directeurinformatique

(㌫三二二三り
へ

progra㎜eursysteme

(シ ス テ ム プ ロ グ ラ マ)

・DuToptioninformatique

'institutdeprogra㎜ation(Greno-

'

bleとparis)の フ'ロ グ ラ マdip1令me

gestion(管 理);

・MIAGlerCycleのdiplomeま た は プ ロ

フ ェッシ ・ナル の 経 験3年 の 後,大 学 で2

年 間 。 な お 企 業 に お け る4～5ケ 月 の 実

習 を 含 む 。

・INIGInstitutNationald,infor

matiqueetdeGestionグ ラ

ン ゼ コ ー ル ま た は 上 級 教 育 卒 業 の 専 門 家

向 け 養 成 機 関

'…(鷹 蕊 ㌫;::の

scientlfique(科 学);

'Maitrisedinformatiquescienti-

fique(2年)

●informatique

のdiplome;

選 択 のgrandes6coles

CNAMのIIE(institutd,informa-

tiquedgentreprise)

Villeneuved,Ascq.のIMA.(infor-

matiqUemeSUreSaUtOmatiqUeS)

・・grandes6coles十 勝

・IMCompiさgneエ 業 大 学 のInstitut

d'i・f・ ・m・tiqueetm・nag・m・nt

　d
elinformation

'Institutdeprogrammation(パ リ と グ

ル ノ ー ブ ル)のexpertentraitementde

1'informationのdip1"ome

・DEAinformatique

・Maitrised,informatiquescientifique

－492一
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●

1ngenleUrSySteme

(シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア) .

Maitrised,informatiquesclentl

fique

'gran'des6c
.olesoptlonlnformati-

queま 、た は 特 定 の 学 校 の エ ン ジ ニ ア のdi 、plBme;

ENSEEIHT(EcoleNationale

Superieured,・Ele'c .tronique・

dEleGtrotechpi .que,dInforma-

tlqueetdHydrauliquede

Toulouse)

ESE(EcoleSuperieured,Elect-

ricit6高 等 電 気 学 校)(リ)

ENSIMAG(EcoleNationaleSup6-

neuted'rnformatiqueetde

MathematiquesAppいqueesde

Grenoble国 立 グ ル ノ ー ブ ル 高 等 情 報 科 学

応 用 数 学 学 校)

・大 学
,3ecycleの1nformatiqueのDoc

.

t。rat(博 士)

CNAMの エ ン シ ニ ア のdip16me

、

■
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4〔CEPIA〕

1976年 研 修 コ ー ス 一 覧

二 股情報処理科学及 び専門情報処理科学 の入門,

ワ
ふ

ヨ

　

I

I

M

0

2

5

る

　

　

　

P

P

P

P

基礎 入 門

管理 者 の た め の入 門

情 報 科 学 と管 理 情 報 科学 のL般 入

門

ミニ ・シス テ ム

自動 ドキ ュ メン テ ー シ ョ ン

コ ン ピュー タ ・シス テ ム

デ ー タ ・ペ ー ス

幽

F5管 理 情 報 科 学 ア ナ リス トの 基 礎 教

育

F7情 報 科 学 プ ロ ゼク トの概 念 と管 理

ア ナ リシ スの 上 級 教 育

P2Warnierプ ログラミン グ の論 理

P,ア ナ リシ ス の方 法

Plg"SAGE"情 報 科学 選 択

C5(本 職 の ア ナ リス トに な る た め の)

ア ナ リス ト教 育 へ の 対 応 の た め の

事 前 養 成

年 間計 画 受 講料
時間 回 フラン/回

5日(35)×21,000

〃 〃

12日(84)×82,900

5日(35)×2

5日(35)×1

3日(21)×2

5日(35)×2

1,225

〃

1,000

1,225

11週(385)×49,400

9週(315)×28,500

10日(70)×2

3週(105)×2

5日(35)×4

12週(12練 習 帳)

×3

2,450

3,250

2,400

不 明

一一494一
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情 報 処理 セ ン タ運 用

CTI1運 用 にお け る仕 事 の準 備

CTI3デ ー タ入 力作 業 所 の 仕 事 の組織

CTI,運 用 にお け る プ ログ ラマ の養成

CTI6運 用 の チ ー フ及 び計 算 セ ン タの チ

ー フの 養 成

情報科学 と情報 システムの管理

時 間 フラン/回

5日(35)×11,100

"1 ,100

11週(385)×18,900

5週(175)×24,900

　

　

　

I

P

P

8

16

P

P

Pl7

指導の反省

"対 応"の 完成

情報 科学 と情 報化 管理 の コン トロ

ー ル

情報 科 学 教 育 の教 育

情 報 科学 の社 会 的 お よ び人 間の 問

題

"SAGE"決 定(decision)選 択

オ ー ト マ テ ィ ー ク

A1機 械 の入 門

A5機 械 の構成

(国 際的な)特 別 実習

E6情 報処理 管理 者の養成

E7フ ランス語の指導者の実現

3日(21)×2

3日(21)×4

10日(70)×1

〃

5日(35)×1

5日(35)×2

950

700

3,200

3,200

1,350

2,400

5日(35)×11,100

5週(175)×24,750

6ケ 月(860)×1受 講料 は協議

3ケ 月(420)×1〃

(注)SAGE;Simulateurd,Apprentissaged・ela

GestiondesEntreprises企 業 管 理 ゲ ー ム の シ ミ ュ

レ ー タ
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.5..〔AIRFRANCEユ1-i'・ ・1ひ∴ 一

・PLANDE'.'"・FO'RMAT"1』ON

1975.「 ・g・

AirFrance

Sous-DirectiondeL/Informatique

F・ ・m・ ・i・n-s61ec・ ・i…'LI ,・ 一 一.・t.…
.

DG.IE

教 育 計 ・ ・画'

こ の 資 料 は,'現 在DG.'IEが プ ロ'・グ ラ マ'を 対 象 に 行 っ て い る教 育 活 動 に

つ い て詳 細 し た もの で あ る 。]

'(D .L般 的 な 原 則 ・tJ'tftt

I.1.教 は 技/者 の レ ベ ル に応 じて 行 わ れ なけ れ ば な ち な い ・

情 報 処 理 技 術 者 の レ ベ ル と し て は 次 の4つ の レ ベ ル が 考 慮 さ れ て い る。'

● 初 歩 の プ ロ・グ ラ マ ・ ∵'∵'・ … 、

● プ ロ グ ラ マ

・ ア ナ リス ト ・プ ロ グ ラ マ .、.._._'.∴ ・.

6チ ー フ ・プ『ログ ラ マ"

『各 レ ベ ル で 要 求 ざ れ る条 件 は 次 の ご と く で あ る
。

(1.1.1)初 歩 の プ ロ グ ラ マ.

情 報 処 理 に 関 す る 知 識 を 全 く持 っ て い な い 人 。 目標 は;研 修 生 を ∴▲且DP運

・営 グ ル ー プの 一 員 ど して 十 分 や っ て ゆ くこ とが で き・』る'よ'う に す る こ とに あ る。

こ の レ ベ ル の プ ロ グ ラ マ が 研 修 す る課 業 は 以 下 の とお り。 ・

・保 安

・.プ ロ グ ラ ミ ン グ の概 要 .㍉'㌍".・"

・ プ ログ ラ ム め 作 成 ・ 一 ・ バ 』'・

一496一
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また,研 修正 が,グ ル ー プの 中 で主 導 的 に活躍 して ゆ くた め には,'プ ログ ラ

ミン グ言 語 の知 識 のほ か に,情 報 処 理 全 般 に関 す る一 般 的 な知識 も必 要 で ある。

(1.1.2)プ ログ ラ マ

プ ログ ラ ミング言 語 お よび プ ロ グ ラ ミン グ法 を完 全 に習得 す る こ と を 目標 と

す る6研 修生 は,こ う した こ とを 目標 と して,自 分の職 務 を習 得 す る の に必 要

な, .補 助的 な知 識 を学 習 す る。 具 体 的 には,実 際 のシ ステ ムの 分 析 を 中心 に,

情 報処 理 の色 々 な局 面 で の利 用 を学 習 す る。
∫

(1.1.3.)ア ナ リ:ス ト ・ プ ロ グ ラ マ

て 才 リス ト ◆プ9グ7マ'は ・.シ ス テ ム の 細 部 を 理 解 し,プ ロ ジ ェ ク トの 様

相 を 分 析 す る能 力 が必 要 と さ れ る。 こ た チ ェ ー ン の 責 任 者 と な る ぺ き,必 要 な

予 備 教 育'も 行 わ れ る。

1.1.4'チ ー フ ・プ ロ グ ラ マ

チ ー ム ・プ ログ ラマは,シ ス テ ム の 細 部 を 完 全 に理解 す る こ とが要 求 さ れ

る。 また,組 織 まrよびス タ ッ フの管理 に 関 す る責 任 も要 求 され る。

-1.2.教 育 は 階 的 に進 め られ な くて は な ら ない。

研修 生 の レベ ルに応 じた,各 種 の レベ ル の コー スが準 備 され で い る が,こ れ

…-tは 基本 的 に次 の3つ の レベ ル に 分け られ る。

∴.、.・ 一最初 の毅 階 は1ま ず業 務 に適応 す るの に必 要 な教 育。.;

・次 の段 階 は ,知 識 の完 成 を 目 ざす。

㌔
.・ 最 後 の段 階 は,今 後 の発 展 に備 え て さ らに 高度 な知識 を 身 に つ け て ゆ く。

以 上 の3つ の 叱ざ ル は,教 育計 画 の 中 で は,次 の3つ の コース に対 応 してい

る 。

1.入 門 コ ー ス

2.補 充 コ ー ス.

3・ 完 成 コ:ス
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以下 に示す表 は,各 種の段階(入 門,

じた,教 育講座 を示 した ものである。

2.教 育 計 画(X)

補 充,完 成 の レベ ル(1>ま た は ②)に 応

.・

A入 門

B補 充

C完 成

DIBMUNIVACの オ リエン

テーシ。ンに従 う。

基

礎

コ

|

ス

プ

ロ1

グ

ラ

マ

ニ
1

ス

ア プ

ナ ロ

リ グ

ス ラ

ト マ

ニ
・1

ス

1

チ プ

|ロ

フ グ

ラ

マ

ニ
|

ス

情報処理入 門
ハー ドウェア

,,ソ フ トウェア

数 値 処 理

AX

分 析(ア ル ゴリズム) AX
ワーニエ工法

BX

フ ォ ー ト ラ ン
アプ リケーション
'実 習X

,

◆ 一

ア セ ン フ フ AX,

プ ログラ ミング言語 AIX X

■ 一

エ ア ・フ ラ ン ス の フ ロ セ ァ ユ ア
プログラム概要

BX

概 要
AX

メモ リーの内容分析 AX

プール代数 集合論
一 ・ 一 ・

ア シ シ ョ ン ・ア ー フ ル
AX BX

コ ン ト ロ ー ル ・カ ー ド(JCL) AX X

フ ァ イ ル 概念X AIX BX CX

シ ス テ ム AX BX CX

エ ア"フ ランスの情報処理

プロジェク ド
AX BX BX

企 業 情 報 AX BX BX

情報処理クルーフ⑳業務と管理入門 X X

技 術 英 語

情報処理と技術革新 講演資料 X X

プ ロジェク ト推進のための方法論 AX BX

グ ラ フ理論の概念 A B

,リア ル タ イ ム ・テ レ プ ロセ ッシン グ AX BX
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ま た,研 修 正 が,グ ル ー プの 中 で主 導 的 に活躍 して ゆ くたあ には,ブ.ゴ グ ラ

'ミング言 語 の 知 識 の ほ か に
,情 報 処理 全 般 に関す る一:般的 な知識 も必 要 で ある。

(1.1.2)プ ログ ラ マ:∵ ・"

プ ロ グ ラ ミン グ言 語 お よび プ ロ グ ラ ミング法 を完 全 に習 得 す る こ とを 目標 と

す る6研 修 生 は,こ う した こどを 目標 と して,自 分の 職 務 を習 得 す る の に必 要

な,補 助的 な知 識 を学 習す る。 具 体 的 には,実 際 の シ ス テムの 分 析 を中心 に,

情 報処 理 の 色 々 な局 面 での利 用 を学 習 す る。

(1.1.3,)ア ナ リス ト ・プ ロ グ ラマ

ア プ リ
.tスト.1iプrグ ラ,マ・は ド シス テ ム の 細 部 を理 解 し,.ブ ・9エ ク トの様

相 を分 析 す る能 力 秘 要 とされ る・ ・た チ 三一 ンの責 倍 とな替 き・硬 な
ド

予 備 教 育:も 行 わ れ るb

.(H.4う チ ー フ ・プ ロ グ ラ マ'.一 一

チーム,ブ ・グ㌍ は・ だ テや 蜘 を 完全鯉 解 る・と纏 求され

る 。 また,、組 織 お よび ス タ ッフの管 理 に 関す る責 任 も要 求 され る。

1.2.教 育 は 階 的 に進 め られ な くて は な らない。

、.研 修 生 の レベ ル に応 じた,各 種の.レ ベ ル の コー ス が準 備 され て い るが,こ れ

一は基 本 的 に次 の・3つQレ ベ ル に分 け ち れ る。

・最初 畷 階 はパ ず 業 務 に適応 す る.のに必 要 醐 育..三

1.'i-Q段 囎 嫡 の 完 成 を 目 さ す ・..、'''"一 、'一

頃 御 殿 は,今 後の発展に顧 てさらに高度な嫡 を躯 うけて駅 。

竺四 つの㍗ は・綱 画9中 で竺・次の3つめ　 スに対応しひ
る 。'ivl ,"C', .・

正 帰rコ こ ス1… …ttt".一,

2.補 充 コ 三 ス 、i_一..

・3・・ご櫛 ㌃ 三
.∵ ∵ ・ ∴ 一 ・ ∵ 1・ ・

.二.・..1,.1 ▲

?.'}1・ ・'1
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⑪ 教 育 計 画,

以 下 に示 す 表 は,各 種 の段 階(入 門,補 充,完 成 の レベ ルω ま た は ②)に 応

じた,教 育 講座 を示 した もの で あ る。

2.教 育 計 画(X)

A入 門

B補 充

C完 成

DIBMUNIVACの オ リエン

テーシ 。ンに従 う。

基

礎

コ

|

ス

プ

ロ」

グ

ラ

マ

ニ
1

ス

ア プ

ナ ロ

リ グ

ス ラ

ト マ

ニ
・1

ス

」

チ プ

1ロ

フ グ

ラ

マ

ニ
|

ス

憤報処理入門
バ ー'ド ゥ ェア ,,ソ フ ト ウ ェ ア

数 値 処 理

AX

分 析(ア ル ゴリズム) AX
ワーニエ工法

BX

フ ォ ー ト ラ ン
アプリケーション

実習X

・ 一

ア セ ン フ フ AX

プログ ラミング言語 AIX X

● 一

エ ア ・・フ ラ ン ス の フ ロ セ ァ ユ ア
プログラム概要

BX

概 要
AX

メモリーの内容分析 AX

プール代数 集合論
一 ■ 一 ◆

ア シ シ ョ ン ・ア ー フ ル
AX＼ ＼ B .X

コ ン トロ ー ル ・ カ ー ド(JCL) AX X

フ ァ イ ル 概念X AIX BX CX

シ ス テ ム AX BX CX

エ ア'フ ランスの情報 処理

プロジェク ト AX BX BX

企 業 情 報 AX BX BX

情報処理クルーフめ業務 と管理入門 X X

技 術 英 語

情報処理 と技術革新 講演資料 X X

プ ロジェク ト推進の ための方法論 AX BX

グ ラ フ理論の概念 A B

リ ア ル タ イ ム ・テレ プ ロ セッシ ン グ AX BX
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講 座 の 内容

皿.1.初 歩 の プ ・グ ラマ ・コース(基 礎 コー ス)

情 報 処 理 入 門

●ハー ドウ エア

● ソフ トウ ェア

.数 値 処 理 シ ス テム

アル ゴ リズ ム

プ ログ ラ ミング の方 法 と分 析 に 関す る概 念

FORTRAN

プ ログ ラム の入 門 に必 要 な最 小 限 のFORTRAN機 能 を学 ぶ。

ア セン ブ ラー

基 礎言 語 と して の ア セ ン ブ ラー機 能 を学 ぶ の に必 要 な 最 小 限 の イ ン ス トラ

ク シ ョンを学 ぶ。 また,実 際 に 小 ス テ ップの プ ログ ラム を組 ん で み る。

プ ログ ラ ミン グ言 語

プ ログ ラマが 比 較 的 良 く使 う。FORTRAN,COBOL ,PI、/1に つ

い て詳 し く学 ぶ 。 ま た い くつか の ア プ リケ ーシ ョン作 成 に よる実 習 を行 う。

エア ・フラ ンス の プ ロ シ デ ユア

教 程B(プ ロシ デ ュアの 講座)を 学 ぶ。 これ には,プ ログ ラ ミン グの標 準

につ い て も述 べ られ て い る。

メモ リー 内容 の分析 ,

エ ラーが 発生 した時 のDUMP内 容 の 分 析 法 につ い て学 ぶ
。 メモ リー分 析

に よ り,エ ラー の発 生 場 所 を つ かむ には,ど の部 分 を分 析 すれ ば よいか を知

る。

プー ル代 デ シ ジ ョン ・テ ー ブル

ブー ル代 数 の オ ペ レ ー タ,性 格 等 に つ い て 学 ぶ 。ま た ,デ シ ジ ョン ・テ

ー ブル に よる分析 法 につ い て も学ぶ
。

コン トロー ル ・カー ド

一499一



コ ン トロー ル ・カー ドの役 割 につ い て学 ぶ。

=

各 種 の タ イ プの フ ァ イル お よびそ の 編 成法 に つ い て学 ぶ 。

エ ア ・フ ラン ス のア プ リケー シ ョン

各 種 の ア プ リケ ー シ ョン(IBMお よ びUNIVAC)に 関 して概 要 を学 ぶ。

企 業情 報

企 業 の組 織 編 成 につ い て概 要 を学 ぶ 。 ・'

皿.2プ ロ グ ラマ ーiコ ー ス

プ ログ ラム の構成 法(ワ ー ニ ェ法 に より学 ぶ)・

Warnier法 に基 い て プ ログ ラム の構 成 法 につ い て学 ぶ。

プ ログ ラ ミン グ言語

プ ログ ラマが 実 際 に 使 う言 語 に 関 し て完 全 に習 得 す る。 他 の言 語 に関 し

て も簡 単 に学 ぶ。

コ ン トロー ル ・ガー ド,

い コ/ト ロ ー ル ・カ ー ドの 各 種 の パ ラ メ ー ター に 関 して ,そ め 役 割 と使 い 方

を 学 ぶ 。

zユ_ゴ2ピ

各 種 の フ ァ イ ル とそ れ を使 っ た シ ス テ ム に つ い て 学 ぶ 。

シ ス ア ム

シ ス テ ム の 概 念 を 学 ぶ 。

エ ァ ・フ ラ ン ス の ア プ リケ ー シ ョ ン

い くつ か の ア プ リケ ー シ ョン(IBMま た はUNIVAC)に つ い て簡 単 に

学 ぶ 。

情 報処 理 と技 術 革 新

情 報 処 理 に 関 す る現 在 お よび将 来 に 関 して,講 演 また は報 告書 等 を使 っ て

学 習 す る。
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企 業 情 報 し

情 報処理以外 の部門 の ズダ ッブの講演 を通 じて二組織 に関する知識 を学 ば

せ る 。

リ ァ ル タ イ ム ー テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ

リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム の 機 能,必 要 な 条 件 等 に つ い て 学 ぶ
。 ま た,テ レ

ブ ロ セ ヅ シ ン グ の 概 念 に つ い て も学 ぶ
。

皿.3ア ナ リス ト ・プ ロ グ ラ マ ・コ ー ス

エ ァ ・フ ラ ン ス の プ ロ シ デ ユ ア

ア ナ リス ト向け の 教 程Bを 学 ぶ。

プ ール代 数

プ ー ル 代 数 に 関 す る さ ら に 詳 細 な 学 習

Zdfu'...1tt

各 種 の ラ ァ イ ル ・シ ス テ ム に 関 して,必 要 な 条 件,技 術 的 可 能 性 等 に つ い

て 学 ぶ 。

シ ス ア ム

実 際 の ジ ステ ム の研 究

i紘lll　 ヨン十 ・一 一 同じ
月報 理 に於 る方 法 論

情 報処 理 に於 る,'問 題 ア プ ロー チ に必 要 な方 法論 にづ い て学 ぶ 。

理 技 術 入 門'.∵

管 理部 門,営 業部 門,技 術 部 門,財 務 部 門,会 計部 門 等 ,"企 業 の 各部 門 の

役 割 を学 ぶ。

、グ ラ フ の概 念 ,

グ ラフを使 った各 種 の シ ス テ ム(PERT等)に つ い て学 ぶ
。
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リア ル タ イ ム ー テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ

関 連 し た 技 術 に 関 して,さ ら に 詳 細 に 解 説 す る。

皿.4チ ー フ ・プ ロ グ ラ マ ・コ ー ス

フ ァ イ ル

各 種 の フ ァ イル に関 して,必 要 な条 件,技 術 的 可 能性 等 に つい て さ らに理

解 を深 め る。

シ ス ア ム

エ ー ル ・フ ラ ン ス で 使 っ て い る シ ス テ ム に つ い て 学 ぶ 。 ま た ,他 の シ ス テ
'

ム に つ い て も簡 単 に学 ぶ。

情 報 処 理 に於 る創 造性

情 報 処 理 と技 術 革新

プ ロジ ェ ク トを'す るた め の適 切 な方'論

い くつ か の ア プ ロー チ に関 して,そ の 方 法 を詳 細 に解 説 す る。

管 理 技 術 入 門

管理 部 門 の役 割 … … 予測,組 織 学,人 事 管理

営 業部 門 の役 割 … … マー ケ ッ テ ィ ン グ,営 業 活動 の管 理,在 庫 管 理 等

技 術 部 門 の役 割 … … 会 計 分析,支 払 管 理

財 務部 門 の役 割 … … 財 務管 理,予 算 管理

会 計部 門 の役 割 … … 一般 会 計

グ ラ フの 研 究

ク ラフ に よる各 種 の組織 計 画 手法 に つ い て 学 ぶ。

情報 の分配

ミ ニ コ ン ピ ュー タ,重 タ ー ミ ナ ル に つ い て 学 ぶ 。

注:こ れ ら の 講 座 の 詳 細 な プ ロ グ ラム に は,付 録 のD.G.IE教 程,「 教 育 活 動

の プ ロ グ ラム 」 に 記 載 さ れ て い る。
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附 録1.

D.G.IEの 技 術 者 養 成 の 援助

亨

σ

、

・◎

で

'

D.G.'1'封 〉 の 教 育 サ ー ビ ス の 一 環 と して,

下 の 講 座 が 実 施 さ れ て い る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

DG.NZに よ リ サ ポ ー ト さ れ る以

新 入 の オ ペ レ ー タ の 基 礎 教 育

HASPシ ス テ ム 入 門

技 術 英 語 の 習 得 コ ー ス

リア ル タ イ ム シ ス テ ム(UNIVAC,Alpha皿,GAETAN)

セ キ ュ リ テ ィ ー に つ い て(HALLONガ ス)

エ ミ ュ レ ー タ ー7074

TCAMの 新 バ ー ジ ョ ン

デ ー タ の 所 有

検 査 と 流 布,

⑧,⑨ の コ ー ス は,プ ログ ラム ・ア ナ リス トの 便 宜 を 計 る も の で あ る。

ケ
、

戸

・●
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6〔AlRFRANCE〕

PROGRAMM巳DESACTlONSDE'FORMATlON 、

-

,

1975.3

AirFrance,

Sous-'DirectiOn

deIII .nformatique,

ServiceFormation

DG-IE

,

'

教 育 活 動 の プ ロ グ ラ ム

§1.DE・lEの 情 報 処 理 技術 者養 成 コ ース

現 在,DG.IEが 主催 してい 情 報 処 理 教育 コー スは 次 の5つ の コー スか ら成

る。

情 報処 理 基 礎 コー ス… … こ の コー スは,企 業 内 の初 等 プ ログ ラマ,新 入 社 員 ,

DP実 習(Bま た はK)参 加者 向 け に開設 され てい る もの で あ る。

そ の他,エ ア ・フ ラン スの外 部(顧 客)に 対 して も参 加 が 認 め られ てい る。

完 成 コー ス… … これ は,情 報処 理 技術 者 の 教 育 と業 務 へ の適 応 を 目的 とす る コ

ー スで あ る
。

資格 付与 コ ース… … この コー ス は,プ ログ ラ ミン グ言 語 の 完 全 な習 得 お よび エ

ア ・フ ラ ンス特有 の プ ロシ デ ュア を習 得 させ る こ とを 目的 と して い る。

研 究 コー ス… … エ ア ・フ ラ ン ス(ま た は 他 の企 業)の プロ ジ ェク ト ・リー ダ ー,

管 理 者 ク ラスの 人 々の 講 演 を通 じ て,情 報 処理 に関 わ る各 種 の経 験 的 な 知識 を

習 得 させ る。 対 象 は,情 報 処 理 技 術 者,ユ ーザ,お よ びそ の他 の参 加希 望 者

で ある。

一 般教 育 コー ス… … 教 育部 門 の担 当す る コ ース で
,カ テ ゴ リー1,2の 代表 者

を 対象 とす る コー ス。

「

φ

寸

、

、

、
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PARTICIPANTS

OBJECTIF

、METHODE

DUREE

etA6e 9

Personneldecat6gorie工V

5tageDP.GF'lB"concerne

616mentaire 1`informatique

Films垣16vis6sc・ursmagエstral

vエs■tedes■nstalla七ions

¢tA多e κ

PARTICIPANTS

OBJECTtF

METHODE

DUREE

Personne1.sansdistincViondeca七ego-

r■e,ayant,deparsesfonetionsta

entretenirdesrelationsa▽eclesser-

v■cesdel'informa七ique,.soitpourla

conduited'6tudes,soitpourlamainte-

nanced,unsyst二 さmeex■stant

Miseaucourantrapidedelatermエno-

logieetdesm6七hodesdellinformatique

Filmst61ξvis6s

己oursmagistral

lations

travauxdegroupe

vlsitedesinsta1一
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?

㌃

・

■

'

ヤ ・

、

〔

ー

、

●



噺
・

6

、

ぷ ・

t

ゴ

ト

●

ぎ

'

r

喝

`
__.句 の 御A右 向e

〆 〆

ε句2,禽e

-

¶

一

PARTICIPANTS :・lrouspersonnels de▽anttra▽aillerdans
.

unserv工ce informatique

Pr6parerles par七icipantsさaborder

08JεCTIF :116twded,un lanqage,aprさslesavoir
.● ・'

■n■ 七⊥esaUX
・ ■

pr■ncエpesetobゴectifs
"

generauxdel, informatique,ainsiqulau

fonctionnement二 del`ordinateure七de

●esp6riphξriques

METHODE :Coursmagistra1 十 七616vision

DUR匪
o

:2semaines

由 ・o》, 是

」
・

一
f.`.

-

'
`

PARTICIPANTS :Toutpersonnel

tement二Gestion

.

■nf。rm・tiqueduD6par -
.

etPret

08JECTIF :Etudeeヒuti!isation delam6thode
L.C.P.(Loide ConstructiondePro二 ,

grammesう

METHODE
:CourSdidactique

dansseslocaux

dispe .ns6parllAFPA

deCr6ヒeil

DUREE 32semaines

'

　 .
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RERFECTlONNEMENT

YA ¢ θ,ぜ ⑦

PARTICtPANTS:

OBJECTtF

METHODE

DUREE

deS ⑦hS¢ 陶`c⑦5
Tou七personnelayant,deparsesfonc-

・tions,aen七retenエrdesrelationsavec

1`■nforrnatエque

Toutprogrammeurdevantstage

LCP

工n■tiatエonau▽ocabulaire,delat二heorie

desensemblese七ut二 ■1■satエondesOpe-

rateurs

S6quencesmagn6t二 〇scopiques

dlexercicesdlapplicat■on

ワ

ヤ

■

'

今 ・

、

ACうiG,e

PARTICIPANTS

OBJECTt.F

METHODE

DUREE

BeeCe
Toutpersonnelayant,'deparsesfonc-

tエonsaentretenirdesrelationsavec

l`■nformatique

Toutprogrammeurde▽ant

st二ageLCP

emploidesoperateursboleiens

SequencesPaagnetoscopiquessuエvエesde

seancesdlexercicesdtapPlicat二ionan■-

meeSparUn⊥nStrUCteUr

ピ

、

,

、`

、
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⑨
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喝

÷

'禽`£ 電ヴ'A② 、.4乏:ei5ieh
、

PARTICIPANTS:

OBJECTlF

T。utpe「sonneld・ ▽・・仁 'd6f再r,uひ ρ・

・6・i・dere91・ ≒de・ti・6e・al・P・ ・- 4

gra㎜atioh

";罐 、三語 蒜:.1:監P:罐 竃 、、-
saヒeuretin'for㎡laticien ,

METHODE

DUREE
e

ノ
Sequencesmagnξtoscopiquessuiviesde:

:
、慧rぱ 。rl:慧 三:,:三PP1'c輌 ・⊇1一

:2コours
"

㌔ 、.・

.ん

.邊

、;

♪

7

`

4

■

s咋

@,4・Fo

踏RT{ρ1PAN'「S:
、

Op6rateprse⊂pupitreU鰺 ・deS亡fri'6・'S'・這

trp▽ailler、su・1esystさmeSAFO-l

Uti1工sateurSdusystさmeSAFO

.,∵Oβ 」ξCTI .F. 、:, .EtUde.dgsystさmeSAFOe七des:diE:fξ.-

ren'ヒes。tech .nキquesdlexploitationdu

programmedeeontrδ1ee七dereeherche',

dlerreur

MεTHODE ..
,,:='許 多」Ft、

DUREE

ノ シ ロ

・:'・βeqUenCgs・
、maqr1Q七qscopiqueば.・sU士 ▽士es,

dlexercices.

=2semaines ,'

'

〆」

ン

一、'L:号 眠rA、 炉 「、「.P..'..L・.・wVl♂O「t膓`rメ ら"7

一5・09一



MRTICIPANTS

OBJECTIF

METHODE

DUREE

T

Pup■treurs

七ravailler

rξe1

A

etoperateursde▽ant

surunsystさmeeptempS

工nエ 七■atエon'auhardware

tξ1ξtraitement二

Filmsmagn6toscopiquessu■v■s

d6batavecl'lins七ructeur

PARTICIPANTS

0「BJECTIF

METHODE

DUREE

PR》

Opξrateursetpupitreurs

u七iliserlesystさmePRV

Ut■1⊥sateursdusystさmeSAFO

Etudedusysteme

d,exploitation

Coursmagn6toscopique

instructeur

teehniques

－510一
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PARTtCIPANTS

OBJECTIF

METHODE

DUR.EE

tgM

Toutpersonne1エnformat■que

,1emat6riel工BM

工ni七 ■ationetperfect二ionnementaux

diffξrentesteehniquesd'utilisat工on

duhardwareet二software"`工BM

Coursmagnetoscop■ques

dエspens6sgra七uitement

seslocaUX

1/2

ehitiAtieh

oumag工stra'UX

parIBMdans

A 御 ¢御 餉,⑦

PARTICIPANTS

OBJECTIF

METHODE

DUREE

vj,t向etCe

Personnelde1'informat二ique

lesrβssourcesOS/VS

Apporterdesエnformationssurlages-

tエondelamemo■redansleconcept

memO■reV工r七Uelle

Coursmagnetoscop■que

aVeCl,inStrUCteUr

1/2
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PARTtCIPANTS

OBJECTIF

M訂HODE

DUREE

"A.)dw禽,⑦ レ¢

Personneldud6partement

ges七ione七fret`)

applica七ions

工nエ.tiationSurlatechniquehardware

dusystさmeOS/VS

Coursmagn6toscpPique

PARTICIPANTS

08JECTtF

M訂HOD.E

DUREE

DUりP

Personnelrealisantdesproqra㎜es

dest二 ■nesa6treex6cUt6ssOussysteme

OS/VS

ApPorヒerlesエnformationsperme七tant

dlexploiteruneana1ysememgiresous

Sys七 ξ…meOS/VS

Coursrnagnetoscopエque

aVeCllinS七rUCteUr

－512一
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PARTICIPANTS :

.、

工nformaticiens

・
dud6partemen七

1"appli 一

・,
ca土 工onsqest■on e七fret㌧,

'`こ ・11・'
ン!

∫ひ" .・

. '㊨

,..

oi3JECTIF 言

●
Connaエssance ・dusystさme工BM Air France

hardwareet software
ヴ

METHODE : C。Ursm。gi。 七ra1

〉 へ ∵:

.・
■

DUREE、 .
1[

‡
`

2 .joμrs ヰ 、 ρ' `.'」

二

、
AF

、. ':"ピ

ーゾ ,
、

」`

」 「

"
]「'・

.

A'r「'

∠1 '

_'

.

r-

「

〉 :

PAR〒ICIPANTS

'

:
'T
。U6per・ 。n・el。 ayantsuiv工

●

un cours

d'ini七iat二ion

.」
a1'informatiqueou

POSS6一
dantd(… ゴaun ouplusieurs langages

.'

■ 」

,馳w' 、
.

'

OBJECTIF : Formationde proqrammeurs COBOL
」

>-

」

ド

1ノ .,' 二『/』こ

.
.

METHODE : ℃。山・ざ'm・9i・t・r・ Ctt616vis6 :

二 ・'
』

. 「. ∵ デ 、 、

DURεE ‡ 5semaines
.＼らTよ'.や 魑1「 '.「 ・ r

'

.
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∠∂御 ρ』 ¢句ψ`

PARTfCtPANTS

OBJECT6F

METHODE

DUREE

eeBO`

Programmeursposs6dant

COBOI・dequelquesmois

ApporterunsUpp16men七deconnaエssance

pratiquesa■ns■quedes七echniquesde

pr◎grarnrnat■on

Coursmagistral

・P

、

◎

版

口 ▼1引 ビ
1

PARTICIPANTS:Agentsayantsuivilecoursd・ini一

七iationa1'inforπ}atiqueoup(～ss6dan七

・d6ゴ さ'unautrelangage

〆

08JεCTIF:EtudedulangagedebaseFoRTRAN

A

一

、 ∨

METHODε ・c。 ・・sm・q土 ・t・a・ ・ui・idlexe・cice。

〔

passantenordinateur・
●

DUREE:2semaines . 吊

、

、

」

.
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畠・

θ

五

♪

●

e

Kv

一

、

・

■■ ■ 問■ ■● ・

1▼ ¢

PART8C櫓 亀NTS c P工OgrammeurSayantsuivile cours

d
L-,informatiqueg6n6ralee七

poss6dant
unouplusieurslangages

OBJ【C4了IF 3 EtudedulangageATOS

S6quencesmagn6toscopiques suiviesde

MεmODE 3
sεancesdlexerqices dlapplica七ion et

deprogra㎜a七ionanim6es pa「
・

un■ns一
r

tructeur

DURε ε ‡ 1
・

sema工ne

「

《

、lNFORMATlON .

、 竃L`
一 pI

PARTICmANTS : Utilisateursduprojet・PRV
'(Pr6
vision-r6alisationdes VOlS)

08JECTIF : Infomationsq6n6ralessur le sysヒ ξlme

PRV
L

Mε 「HODE 3 Filmmagn6七 〇scopique
「

DURε ε 二 2 heures

一515一
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TEJOR

',句9
'
ψご^

e¢内炎,
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O
tρ
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PARTICIPANTS

OBJECTtF

METHODε

DUREE

Tou七personnelu七 ■1■sateur

ma七 工queAエrFrance

de .11infor－

工nformerlesagentssurlesbutset'

1es七echniquespropresa.chaqueappli-

cation

Mbn七aqesaudio-v‡suelsmodulairesper-

met七antunepresen七atエonadapt6eala

population(techniciensouu七ilisa七eurs)

PARTICIPANTS

OBJECTIF'

METHODE

DUREE

7einPs'R f
Operateursetpupj・treurs

entempsr6elUNIVAC

E七udedes七echniqueshardware

warepropresausys七 さmetemps

UNIVAC

maqn6toscopique

－516－

systbme

e't'soft-『

rξel

潭.ワ'

|
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グ

ち

λ

爪
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'

FORMATlONGENERALE

、_1ゆ 禽 乏蝋 句"'・
.

、

・Y」

,

一"●,

PARTICIPぬNTS:A今entsdeca七 ξgoriesエetIエde

、.'r'11'6tablissementBlanqui/Clarville
・. 、

..,

A

08」 εCTIF・Reme七 七reaゴ 。urlesc・nnaissance。
,

math6matiquesindispensablespour

aborder1 ,`6tudeducalculε し196brique

.

7

'

・.M訂HODE・:c。ursmagis七ral

..一'-.・.

、

・、F '/ .

DUREξ"・20・6anごes・dluneheu士 ・p・U・11ann邑C白 .』 ・Q一
'
・,・1.aire・,araisondl.unehebdomadairemen七

、 一`
12頴 句¢Aξ,"'・'『 ■「'・「.「

.

PARTICIPANTS:Agentsdecat6goriesエe七Hde・

1'ξiヒablissemen七Blanqui/Clarville .s「
㍍

'

OBJECTIF、 ・:construire.sansfau七edesyn七axeou・ ・

d'orthographe,decourtsparagral)hes一

Liredestex七escour七ssanserreurs

dlinterpr6…tation
:』

.Mε τHODE....・ 、c。urs..m・gi・t・a1.、

DUREE:.20s6ancesd'unehe{エrepourl'annξesco・

laire,araisond`unehebdomadairemen七
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7 〔NCC〕

CoursesforI,nfor'matics Staff

5

・ご1..

講 座

名
`
購入価格単位 ボンド

FVNDAM£NTALSOFlNFORMATICS500

TM、`,頗 ・t'・6d・…ry… 鵬f(…hen・wen・ ・an・・.川 ・r6・id・・血・…d・nMh・k・ ・wl・dg・a・db頭cm{9㎡ ・

infor醜 相6Cs'加distuitttbtef{)rall』studentsL

・C叉,ursc'Cenfents-・30hoUrs

lritfoductiulito}nf)finati¢S
.Dぬcaptureandconversi・n

StoredPtOS'了amconcepts

Nulnbersyste叩s

Datti're'presentation

Centralpr【 、ccssinguntts

Storagedevices

Inputandoutputdevices.

Hardwarelimitations

Fil .econcepts

D㏄umehtation:

PartlIntroductiontostandards.

Part2Flowcharting

Part3Decision'tables

ProgrammingapPrgciation

S-)ftwate

Data.transmlsston

Theinf《)rm乞tidsenvlronment.

Practical'exerClses

し

ゼ)'■≠'

4

e

」、

〔
'1

, TLEVEL保OGRAMM皇 悼G 2,500

Aftert己 ㎞1gth姪course.thestudent・wiU「.becquippedwithaknowledgeandbasicunderstandingofprggra市ming.Hewill

bec8p●bteofe餓 ハctiveprog了a而ming,testinganddocumentationofsimpleprogram.su"es.

蘭o鹸1・-Fond白 ㎜ 回 鶴Of`nfom◎6cs-30hou「s

Pt、ed蝋ailsoft掘8modulehvebeenhstedundcrthecoursedescription`FundamentalsofInfbrmatics

Hod』4e2-P旨09tuilmi"gConoeptsandTechn{qu《 …s-40hours

T掘"ect{onofthecourst:provldesthestudentwiththee1e㎡entaryPrinciplesofprogrammingcongeptsandtechniqlles、

irrespecttijeofpregramm{nglanguages.

C{》grse・Contents-40hours

Theび09ramlllerandhlsenvironment.Testingandmaintenarice.

HardwarerevisionFileorganisationandprocessing

Introductiontoprog了ammingstandardsControlprogramsandoperatingsystems

FloWchartin8,decisi【mtablesServiceprL》granls

∨

有

ミ

}」

、

●

'
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1

1

♂

M唖h4'.二 』Jnmin8P書 止ct.,..1.:・.・ い 」二`㌔.ヒ タ1↑heb
r(ポctconsdida任sthetec}領iqueSand'lan呂uagcalreadystudied.bywriting;testinganddocumclitingasui!e

ofprograin●.' ..、' LL'「

Cou.r8eCOntcnts-60110urs-

・}㍉ 「(糎tintroψuctk)n
..'Updatcptogramdevelopmcn!卜

・.IData・vet..pH・9随mp即aratk川
.・ 、PrintPr・gramPreparati・n

鋤4日vetprogramdcve1《}pnlent・Prlhtprl)gTa'111dcvel`)pment

Sert・Pr()jeCtrevicw『.・ ・...

Ul・datcpr・gram.Preparati・n
,.'1,1.:・.`'・.,

.

.
i

L

BASICSYSTEMSANALYS璽S'

'2
,500

、千い.

Thiscou"cequipsthestudcntnlsystemSanalysisforinformaticswithakn《)wledgeandundcrstandingofthchun),ani

andteGhロicalfactorshew損reqllireinhisdailywork.Thecourseissplitequallybetwccnforlllaltrainingandpracsical.

wo「k.・..・ ・"9.、'

」C

o't'tt「se'C(,nte`"s-180'hourS'

The ,systehlsahalystininformatics

systemscontrols

Fuc・t-finding

Fuctrebordingandanalysis, .
'Hardwareandsoftwarerevision

ノ'SystCmdesゆ
,

Fil}design

ltiformationretrieval

Datacoding.

Pata、capture.'「
・Outputdesign tt.

Decisiontables

.'

コ 　 ドーClericalproccdnrcdesign '

ComPuterproceJuredeSign' ,

Project'managcment、'

Implementati・n・'』'.'

lnfbnnationSources'.

CommllniCationミ.・

Businessgurne,..・ ・'. 膓

Casestudies:'

1「V面blerecord・computertt・".『 ・'
'2Fact -finding. .

3Salesledger、'・

Creditc〈)ntrol'"
L令

".

N

∋
●

多

''

喝

`

一

:PROFESStONALDEVELOPMENTFORSYSTEMSANALYSTS 2,200

Thisct}ulscisdesignedforthesystemsanulystwithatlcast〔meycar'scxpcrienccwhoisreadS'fortrainillgbeyondthe

.scopco『'tt}cbasiccoutsd .'ltw川btoadentheahalyst§kl1《,wl姐gb6finforniatic'sand'willcmphasisetherole'ofsystcms

workillthisenvir(ハnmcnt.

CourscContcntst-150hours

PartlSystemsMcthoddogy

Systcmsthcory

Btisincssinfornnationstructures

PIUttllillgf・rdevelopnient

Sys{emdesitanprecedure

PartBusincssandManuucment

BttsinessOt't・allisu|ion

Functionsofbusiness

Thcroleofmanagemellt'

Part3.Evaluati・nofSystcms

Int`'oductio⑪|

EVuluati・,ttcchniques

Rclittbilityundsecurity

ComPutcrse}ccti()1)

Part4C《,mputingTcchniqucs

lntroductiont`}《)11-lillcsvstcnls

inPtt{《DutputISSUCS

Datac(,11m"川icati(Dns

Opem伽gsystCms

Part50perationalReseurch

b、troduct")n

Modclbuildino

Statistics

PrcsclltingiTlformation

itnplCmentuti《 川

Technicalaspccts

Systcmsdesignrevicw

Dccisionmaki|1・,

Accounting

Mana《'ement三nfornlation

Dataprocessillgcosts

Mttnut'acturersupport

l)cl・ft町111allccevaluation

Dataanalysis

DatabaseTequirements.

Databasedesign

Futuredevelopments

Forecasting
Inventorycontrol

Linearprogramming
OtherORtechniques

、
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卜

MANAGEMENTOFINFORMAT}CS'STAFF

haddilients〕ahigh.dcgrccoftechnictt|skills、prc}fessional`illallugemelltisessentialfo'rallaspectsofinf(rrniaticsThree

I11〔}dulcshavcbccllprcparcdfor'thOsc・whoareI1〔}w{πareωbecomemaiiagcrswithinthc.informaticミareasandwho

rcqulrest)pcrvls(1r}'ormanagcnlenttraillingt《 ⊃ミupPle111enttheirtechllicalskills.

随 ・dule1.・Manage"eent`rfSnfOrmatiCsPDrsbnnel・

Tbismod川cdcals'cxclusivel)withtllbhumaiipK}blc叩sinhcTcmininformaticsＬtissuitablefbrthosewith
.respOns-.ib目i

ty「1}口rgimisil、gandcontrdhnginfbmaticsstaff

C《 、it・rsbc(、1"ents30hou岱

01'9ζ|nisuti{,tlt)f:m.bf《)rn、aticsDepartment、`「Mk}tivationandlcad8r諭ip

l珊tcrゴ:}c;LNbctweensyslems、pr`)grammingandRecmitment、trainmgandcareer

・(,pcruti{ハ11s.'
.「develepment

Manl・ ・werplan肺gAsscssment・fstqff

鳩`娼 題↓e2T臨`fttting9"dContrOloflヤ{Sects

Thism(、dulprovid《 〕st4tiiduTlcctmdtcchni({uesf《)lplunningan(lcontrollingpro .iectsandresI}u[ces.Itis3uitabk…for

thtischavingrcs}〕onsibi}it)'inSystcmsPr .ogrこユmmislgorPr(}jectTeams、 〈)rwhorequiretobetrainedforsuφreSpons・

bility.

Ct"urseCe"tcllts30hou「s

PlunninLtu"dcontro|・fsVstCnisandpr・grammin・ ・

rCSources,

HUi)ningandcontr・10fcomputerprojects

Financcandbudgetarycontrol

Munpowei:planning

Eq岬mCntevaluationundselect'ion

Practicalpr《}blgmsundsohltionsin

rclati()11swithusers

Mnd"le3Plti・iningandC6nt・ot・fOperati・nsRes皿rces

Thismodulcpr《}vldesguidancc:mdtechT;iguest'{)rpLmnin .goperationsresI)urcesandfaciliticsandcontrolUngthe

dai1、.'t』ullnil1La()ftheoperat.i("1sdcpartmcnt.hi∬uitableforthosehavingresponsibilityintbisareaorwh《)require

tI}bctrainedforsuchrcsp〈}nsibilitv.

.C
《川rscCL)ntents30hours

Pla"nintaundcontrolofoperationsw'ork

Financcundbudueturvc《)ntr()l

Securityprecuulions

Operatit)nsstundurds

Sc】ection.installationandmaintenance

o「eqUIp111cnt
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8 〔MidlandBankLimited〕

ヤ COMPUTEROPERATORS TRAININGSCHEME

●

』rゼ

T『ainingPathforNew

EntrantstoComputer

Centres

Sntroduction'

January1974.

"

f
・≠

角

●

`

"

ト

Thepurposeofthisbookletistoexplainthe

trainingschemeprovidedbyMidlandBank

fortheiroperationsstaff.Youwillfinda

flowchartonthefollowingpagesthatshov》s

thetrainingpathtraineeoperatorswilltake

onjoiningoneofourOn-LineComputer

Centres.Similarcoursesareavailabieon

joiningourotherComputerCentres.Many

oftheboxesarenumberedandthesenumbers

representcoursecodenumbers.Onthelater

pagescorrespondingnumbersapPearagain

wherethecoursedescriptionsbegin.

Thetrainingschemedescribedbymeansof

thechartandnarrativeisdesignedtofityou

foryourjobateachsucceedinggrade,asyou
』

progressthroughfrcmatraineeoperatorto

afullyskilledComputerOperator.ltisalso

designedtoprepareyou・forpossiblecareer

developmentinotherspecialistworksuchas

programming,operationsdevelopment,

NetWorkControlorsupervisorypositions

withinmainstreamcomputerprocessing.

Thewholetraihingprogrammeisplannedto

becarefullycontrolledsothatonjoininga

ComputerCentreyoumayreasonablyexpect

tocomp|eteyourtraininginaperiodof2

years.Thistimescalemayvarysjightly

accordingtoindividualcircumstancesbut

referencetotheweeknumbersontheflow-

chart,willgiveyouanindicationofthe

incidenceofcourses.

Aftercompletionofthewholerangeofcourses

andalso,withexperiencegainedyoushould

behighlyskilledandabletobokforwardto

apromisingfutureinDataProcessing.
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コ ー ス 名

7

P

概 要 期 間

Inductiontothe
MidlandBankGroup

andCompanyA2

Description

〕-heoblectivesofthiscoursearetoacquaint

thenewentrant.withtheOrganisationStructure

oftheGroupandparticularlyMidlandBank

Limited.Tooutlinethemajorareasofbusiness

1日 間

」

undertakenandtoexplainthecompanV
rulesandwelfareschemesaffedtingstaff .

・.

lnductiontothe

.

Description
2日 間

ComputerCentreA3
Thecourseisdesignedtogivenewentrants ・
anunderstandingofご'へ

,

二

a)theorganisationstructureandroleofthe

ComputerCentrewithintheCompany
,

b}theplaceandroleoftheComputer
, Operator .

c}ComputerCentrerules,policiesand

procedures,safetyprecautions.

.

F
lnductionE三xperience

Description
2日 間

A3'
,

Thiscourseandrelatedexperiencetakesthe

formofadescriptionanddetailedconducted

tourofseveraldepartmentsoftheComputer
「

Centre,e.9.・Enquiries,SVstemControl,
. ProductionControl.ltisanticipatedthatnew

entrantswillworkinthesa「neselected

'

departmentsforperiodsof%dayeach.

,

.

層

F

E ..D.P.Appreciation

A1・
、

Description

TheE.D.P.Appreciationcourseisdesigned

togivenewentrantsabasicunderstanding

1週 間

' ofElectronicDataProcessing.TheoveralI

.
oblectivesofthecourseare:

,
Toexp|ainthehistoricaldevelopmentof

thecomputer.

Tofami|iarisethenewentrantstoE.D.P.

withtheterminology.

Toputintoperspectivetheroleofthe

・ programmer,analystandoperatorand

i|lustratetheirinterrelationships.

Tointroduceandexplaintheworkingsof

acomputeranditsperipherals.

Todispelthepopularimageofthecomputer

,beingaBrainσorsuperhumanthing.
'Topreparetraineesforfurthertrainingof

amorespecifickindrelatedtotheirlobof

operator.

・

「

.
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L

BasicOperators Desc巾tion 2週 間
.

CourseOP.2 ThecontentofthecourseisgearedspecificallV
fortheB6700ComputerSystemandOn-Line

臣～' Centres.ltisdesignedtoteachthe'n㏄essary

skillsrequiredofthetraineeoperatorsinhis/

hernewlob,includingperipheralhandlhg.

ProgramSuite
Description

lnthenormalwaythiscoursewil|betaken

3日 間

、

. CourseOP7
afterthetraineeoperatorhasaboutsixmonths

experience.Thecourseistechnicalinnature

.

anddescribesthesuiteofprogramsandthe

Ex㏄utiveProgramthatenablestheBank's
r6

← branchtransactionstobeprocessed,atNorth.

WestComputerCentreandLondonComputer

Centre.

Typicalexamp{esfromthecontentofthe

coursesare:

thestructureofthesuite

thehatureanduseofsystemsfilesand

tables

theflowchartforeachofthピstandard'

P「09「ams・
.

.
」
」F

BasicConsole
'

OperatingCourse

Description

Thiscourseshouldbeimmediatelypreceeded

byaProgramSuiteCourgeOP4.astheBasic

2日 間

'

曹】 OP5
ConsoleCourseislinkedverycloselywithit

ThepurposeofthecourseistoenableCom一

、
.

puterOperatorstousetheconracefficiently
andtheoverallcourseobjectivesare:

1.Todescribethephysicalcharacteristics
andmodeofoperationoftheCONRAC,

andConsolepanel.

2.ToenabletheoperatortotakeapProP-
rlateactlononmessagesoutputbVthe

system.'

3.Toenabletheoperatortointerrogatethe
systemeffectively.

4.Todescribetheoperator'sresponsibilities

intheRealTime,BatchandTeSting

modesofoperation.

5.Todescribethecorrectprocedures

involvedinerrorsituationsincluding

reStartprocedure&

,

'

'

●

↓

'

BranchBanking
ApPreciationCourse

Bl

Description

ThiscourseisdesignedtogivetheComputer

OperatoraninsightintotheworkofaBranch

oftheMidlandBank.Tocontrasttherelated

rolesofBranchandComputerCentreStaff=

ltisfollowedimmediatelybyaperiodofl

week'sexperienceintheComputerCentre's

EnquirVDepartmentdealingwithBranch

enqUlnes・

3日 間

一523一

」



『Ad
vancedConsole

Description 1週 間

OperatingCourse
Thiscoursewillbetakenwhenthegperator

hashadapproximatelyoneyear'sexperience

OP8...
.

ontheB6700System.ltisintendedtobuild

onthatexperienceandearliertrainingtp
.

～'

,

ensuretheoperatorwillbecompetentatl ■

ControllinglobprocessingfromtheConrac. '』

、

Runningtheutilitiesinuse.

Understandingthefundamentalsofthe
'

OperatingSVstemandtheBank'sControl '
Program.

-

、

、

、 Description 1週 間
F

.

OperationsData
CommUnications

TheaimofthiscourseistogivetheComputer

OperatoranappreciationoftheNetwork

Controlasp㏄tsofthecomputercentre'swork.

レ
,

OP9
.

ltdealswithforexamplethe

Termina|/BranchNetwork
. Real-timeOperatingSequence

「
「

DataCommunicationsHardwareand

Terminology

FunctionandPracticeoftheControlRoom

Thetheoreticalcourseisfollowedbyamini一

mumperiodoflweek'sexperienceinthe
ト

ControlRoom.・

:

ProductionControl

OP10

Desc巾tion

ThecourseisdesignedtoprovidetheComputer

Operatorwithanappreciationoftheskillsand

4日 間 ・争 ・

.A

・

..

.
「 backgroundrequiredofaProductionController. 、、..

・

「

ltistobefo|lowedbylweek'sexperiencein
.

ProductionControlSection.

「

.

'

AdvancedOperating

CourseOP4

Description

ltisintendedthatthiscourseshouldbringthe

operatorstechnicalknowledgeandpractical

1週 間

ski|lsofoperatinguptopeakperformance.

Thecoursebuildsonprevioustrainingsuchas
, theAdvancedConsolecourseandthereforeit

isanticipatedthataverVhighstandardof

operatingabilitywillaccruetothosecompleting

thecourse.
.

Theoblectiveofthecourseistogiveadeeper
.

knowledgeoftheSoftware/Hardware/Control
ProgramandProgramSuite.Toenablethe

operatortohandlethedailyprocessingmore

efficientlywithfullawarenessofthetotal φ

workingsYstem.
L

'亀

lntroductionto
DeScription

Thecourseisdesignedtogiveoperationsstaff

1週 間
..↑:=
.-

Programmingfor
OperatorsP1

anappreciationoftheskillsofprogramming.

Amongstthetopicscoveredbythecourse

willbeanintroductiontoahighlevel

●

'1

.
..・

programming.languageandpractlceInltsuse・
.

亀

・

. 「
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